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菅江眞 澄 翁 書翰  • 


本 集に 收 載した 菅江眞 澄 翁の 著錄は 左の 十四 種の 紀行文 VJ 寫生圖 である。 其の 本文 は總て 翁の 自筆 

原本に よ.^ 採録し、 又 寫生鬪 も 同 原本よ b 直接 寫眞 版に 製した る ものなる こぐ」、 旣刊の もの ビ同檨 であ 

る。 特に 原本 を 1;^ 開せ られた る 佐 竹 侯爵 家 及び 栗 盛敎育 圑に對 し、 會員 各位 V」 共に 深厚の 謝意 を 表す 

る 0 

各篇 の遊歷 年代 は、 天明 五 年 八月よ， -寬政 五 年 六月に 至る 前後 九ケ 年に 亙る 遊覽 旅行記で あるが、 是 

を 翁の 年齢から 見る 、鄕里 三 河 を 出てから 三年 目に 相當 する 三十 二 歳から、 四十 歳に 至る までの もの 

である。 其の 記事 や 和歌 乃至 寫生圖 、又は 各地に 於け る 土^ 風習 等の 觀察 並びに 採集に 際しても、 老年 

時代の もの 對 比して、 其の 觀點の 動きが 窺 はれる のは而 白い 變化だ VJ 思 ふ。 

因に、 本 集 は 地理 的に は 松 前 、津輕 、南部、 仙 臺頜の 各地に！^ る 一 部で あるが、 これ は 翁の 巡訪 記録の 

年代 を根據 VJ して、 其の 順 を 追 ふて ま V」 めた からで ある。 御 諒承 あ，.^ たい。 

楚堵 賀濱風  東京 市  佐 竹 侯爵 家 

S 乃 膽澤邊  北 秋 田 郡 大館町 栗 盛 敎育圑 

解 題  1 
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盛 敎育圑 


竹 侯爵 家 


盛 

竹 


敎 

侯 
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盛 敎育圑 


竹 侯爵 家 


今 各篇の 解說を 試みる に當 つて、 柳 田 先生の 曾て 發 表せられた 「白 井秀 雄.，」 其 著述」 に 負 ふ處多 

ぐ」 を 附記して 置く 0  . 


楚堵 賀濱風  ー卷 

天明 五 年 A 月 三日、 秋田領 の、 今の 山 本 郡 岩 館 を 出て 大間越 街道 を 北に 進み 津輕 郡に 入. -、 十二 日に 

は弘 前に 著し 同地に 於て 中秋の 明月 を 賞して 居る が、 十 A 日に は靑 森の 善 知 鳥 神社に 參詣 し、 それより 

引返して 一 一十 二日 碇ケ關 よ， 0 再び 秋 田鎮に 入. 9、 而 して 十二 所の 關を 過ぎて 南部 頜の澤 尻 村に 至 b 、同 

月 二十 五日までの！ T 記で ある。 率土ケ濱ビは津輕海岸の總稱でぁる^-故に此の 一 篇の 名が 附 けられた 

もので あらう が、 前年の 天明 四 年 十 一 月に 雄 勝 郡 柳 田 村の 草 15 家に 著いて からの 次の 大 旅行の 記録で、 

年代 的に は 本 集 第 四に 收 めた 「小 野の ふるさ，、」」 ぐ」、 第二に 收 めた 「け ふ のせば の、」 VJ の 中間の 時期に 

當る ものである。 

雪 乃 膽澤邊  一 卷 

本 篇著錄 の 年代に 就いては 翁の 自記 はない が、 藤 原 秀衡の 六 百年 忌 や 十月の 閏月が ある こ VJ な ，マ」 か 

ら考 へて、 天明 六 年の 巡 歷記錄 であるに 相違ない であらう。 十月から 十一 一 月までの 日記で、 陸 中 山ノ目 

に 滞留して 附近の 文人墨客の 家 を往來 し、 中尊 寺に 行 はれた 秀衡の 六 百年 忌に 詣で、 又 具 さに 土俗 風習 

を觀 察して 雪中 鹿 村の 生活 を 描いた ものである。 

解 題  |> 一 


菅江眞 澄 集 第五  «. 

かすむ こまが た  ー卷 

天明 八 年 正月からの 日記で、 膽澤 郡德岡 村の 村 上 良知 氏 宅に 新年 を迎 へた 、、」 ある。 素樸なる 此の 地 

方 の 正：：：： 行， が 、翁に はよ ほ 珍奇 に 思 はれた で あらう、 非常な 熱意 を以 て 丹念に これ を 記録して 居 

る。 又 今でもせ 名で あるが、 巾 尊 寺の 麻 多羅 神の 祭 鱧に 參詣 して、 其の 記事が 最も 詳密 を 極めた もので 

ある。 

本 篇の遊 竈 年代 を、 翁の 自記 通. - 天明 八 年、、」 見る について は 異說が ある、 それ は 年 暦月の 大小な ざ か 

っ考 へて、 「はし わの わか 葉」、、」 共に 天明 七 年の？. が 記で はない かビ いふ 說 でめる。 叉、 此の 原本 は 果して 

翁 * か游： 0" 時代に 書いた もの か、 それ も 後年に 至って « 忘錄 等から 記 慌を迎 つて 書いた もの か、 或は 幾 

つも 書いて 殘 した 其の 一 つで あるか 今 斷定を 下し 兼ねる が、 よし 紀 年が  一 二 年 違った ビ しても、 奧 州の 

や 行事 等に 格段の 差 は ある 箬 もない から、 內容に は 支障 はない ビ信 やる。 讀 者の 硏霰を 俟っ。 

はし わの わか 葉  ー卷 

天明 八 年の 夏の^ 月に 陸 屮大原 村の 芳贺 一氏の 家 を 出て、 又膽 澤 郡の 歌の 友垣 を 往訪して 其の 成馕を 

詠 じた 歌の 多い 紀行で ある。 北上 川 中流 沿岸の 農村 生活が よく 描かれて 居る。 正月 廿 七日 三 河の 殖田 


氏 宛に 手紙 を依賴 したの が、 四月 廿 七日に 返事が あつ た 事 も 書いて 居る。 此の 書名 「はし わの わ &葉」 

は、 翁が 久しく 滯 在して 居た 山ノ目 村の 式 內社配 志 和 神社に 據っ たもので あらう。 

次の 「委 波氏迺 夜麼」 を 翁の 自記 通り 天明 八 年の 記事 どす るなら ば、 本書 VJ  、六月に 於て 重複す る こ VJ 

になる。 それ故に 「委 波氏迺 夜麼」 V」 「率土が 濱 つた ひ」 は寬政 元年の 1^ 記 か、 又は 「かすむ こまが た」 ビ 

「はし わの わか 葉」 ビ が 天明 七 年の 誤記 か、 その V- ちらかで なければ ならなくなる。 

委 波 &  0 夜麼  ー卷 

. 天明 八 年の 夏 六月 十五 日、 翁 はいよ く 前澤を 出足して 蝦夷 旅行の 途に 上った。 二三 年 來睦み 馴れ 

た 奮知ビ 詩歌の 贈答 をな して、 切なる 旅人の 哀情 を攄べ て 居る。 北に 向って 間もなく 南部 頜に入 、盛 

岡ケ 過ぎて 八 戸、 野邊 地よ. り、 津輕 頜ビの 境- itT 門の 關で擱 筆して ゐ るが、 例に よ.. M し眞 面目な 傳說、 土俗 

の 探訪 旅行記で ある。 

因に 本書 原本の 序文に は寬政 八年ビ める が、 本文に も 天明 八 年ビぁ b  、寬政 は 誤記た る 事 明かで ある 

から 訂正した。 

率土が 濱 つた ひ  一巻 


菅江眞 澄 集 第五  I;- 

本篇は 序文に も ある 如く、 前の 「委 波氏迺 51^ 麼」 に績 いた 曰 記で、 七月 六 曰よ. - 靑森灣 G 南西 海岸 傳ひ 

に 旅行 をつ、 け、 七月 十三 日の 晚に宇 鐡の濱 から 船の 客 どなり、 翌 十四日 曉 天に 松 前に 渡った 紀行で あ- 

る。  淺蟲の 由來、 善 知 鳥考、 今 別 石、 三 K の 舰音緣 起 等 典 趣 多く、 其 他 風景 圖が 多い。 

ひろめ かり  ー卷 

婢呂綿 乃 具  ー卷 

「婢呂 綿 乃 具」 は 「稿本」 ビ 標註して 寫生鬪 三十 六 頁 を 集めた 書で ある。 今 「ひろめ かり」 ど 相對照 する 

に 二 頁の 外 は 全部 间 11 である。 それ故に 其 二 買 (本 集 二 六 〇 、二 六 一 H) を 「婢呂 綿 乃 具」 より 補足して、 

其の 他 は總て 「ひろめ かり」 に據， ひろめ かり」 ビ 題した こ，、」 を斷 つて 置く。 

本 篇は寬 政 元年 函 館の 束 方から 函 館に 入り、 次で 十 一 月 中句 函 館から 福 山まで 海岸 を 歩いた 紀行で、 

當時 此の 邊に尙 ほ 居住して 居た アイヌ族の 生活 を 注意 深く 描いた 貴重の 記録に 充ち、 特に 見 布の 寫生、 

見 布 刈.^ の 器具 等の 詳細な 圆が 豊富 である。 

按す るに、 本 鴛は今 此の 一 册 しか 殘 つて 居らない が、 或は ニ册 もの、 下篇 ではない か VJ 思 はる、 點が 

ある。 表紙の 題簽に 「布 止」，、」 註記して あるが、 或は 「廣」 を 上 卷ビし 「布」 を下卷 ビ した もので はないだ 

らう か。 尙ほ 此の 外に も、 他の 「ひろめ かり」 の 存在 を 物語る 根據が あるが、 然し 今 はこれ 以上 探索 を續 


ける 方法 もない ので、 た、； n 同好者の 參考に 止めて 置く。 

蝦 夷 喧 辭 辯  I 卷 

ゑみし のさへ き  ー卷 

此の ニ篇 は、 標題の 文字 を 異にして 居る けれども 同種の つ、 きもので、 「西」 「島」 の 二字 を 標記して 聯 

絡 を 示して 居る 0 

寬政ニ 年 四月 十九 日から 六月 三十日までの 日記で、 福 山から 西海岸 傳ひ江 差、 乙 部、 熊 石 等 を 經て蝦 

夷 地 後志に 入， o、 久遠 を 過ぎて 太 田 櫂 現に 參詣 した 往復の 紀行で ある。 當 時の ァヰ スの 生活 を、 非常な 

感激 を 以て 精細に 記述して 居る 點は、 本 集 第 四に 收 載した 「蝦夷 迺手布 利」 共に、 最も 貴重な 記錄 V 二  K 

ふ 事が 出來 る。 尙ほヽ 今日 旣に 忘れられて しまった 此の方 面の 移民の 狀況、 又 之に 賴 つて 內 地から 渡つ 

て來た 旅僧 ゃ藝 人た ちの 佗しい 生活 等 も 多く 描かれて 居る。 (「蝦 通 手 布 利」 は 本篇の 次に 入るべき 

もり IL-  .3  ,..0  ^ 本 集 第 gl「© 夷 迴手布 利」 解說中 「寬政 五 年」 とン 

ものて ある )！， ある は 「寬政 三年」 の 誤植に つ さ 訂正し まて ) 

智 誌 磨 濃膽蛆  ー卷 

ちしまの いそ  一巻 

解 題  七 


菅江眞 澄 集 第五  八 

此の ニ卷も 標題の 文字 を 異にして 居る が、 內容は 上下 速 鎖の ものである。 

寛 政 四 年の 正月 松 前 城下に あ. -て 雪中の 新年 を迎へ 、雪の 尙ほ 多き に 驚き、 而も 自然に 春 も 深くな つ 

て 野 山に 出て 遊ぶ までの 季節の 推移 を 、機 出す る 和歌に よりて 其の 威懷を 述べて 居る。 歌の 門人が 多 

くなる ど 共に 文筆の 來往 がしげ くな つて 來た。 本！！ は 五月 十九 日に 終って 居る が完 稿で ない らしい。 

牧の冬 かれ  ー卷 

寬政四 年 十月 七日、 舊 知の 人々 に 送られて 松 前 を 出帆し 下 北半 島の 奧 港に 上陸し、 斯くて 次々 に 趣 

* の 友 を 求めて 村よ.^ 村に 移り 蟹 舍蝸屋 に 旅の 夢 を 結び、 其の 二十 一 日に は 故 鄕の夢 をみ た ビ ある。 

而 して 其の 年の 末に は 田 名 部の 町に 入. >  て、 正月 を迎 へる こどになる までの 日記。 

於久能 宇茛く ー卷 

直 政 五 年の 四月から 三 ヶ月 間の 日記で ある。 田 名 部の 町に 滯 在して 近傍の 村々 に 花 を 賞し 時鳥 を聽 

き、 心 ゆく ばか.^ 下 北半 島の 風光に 浸り、 又 恐 山に も 登って 其の 風景 を 品 題 どして 和歌 を 詠んで 居る。 

斯 くして 風雅の 遊 覽を續 けて 居る 翁が、 又 一 方 其の 土地々々 に殘る 口碑 傳說を 聞き 遠 さす、 山に 働く 女 

gij の 有檨ゃ 木の 皮 沓を賣 る 等の 事まで も 見通さ や 書き 殘 して S いて 吳れ た。 此の 年 四十 歲。 


以上 各 f  Is つ s  、世に 知られて 居る 松 前の 8t て は、 第 四に 收 めた 「s 筆 布き？」 

本 集に めた もので 全部で ある。 松 前の 紀行文 は 此の 外に も尙ほ 二三 種 あるら しいが、 未だ 原本も^ 

本も發 見され て 居ない。 切に 同好者の 採 索 を 希望す る 次第で ある。 

昭和 七 年 十一月  編輯 同 入 


疋 

堵 

賀 

濱 

風 


天明 五 年 乙 巳 秋 八月 三日、 みちのお くつ かろ 路 にいた b て、 ふた、 ひ、 いて は 

の國鹳 田の さか ひ を わけて 十二 所の 關を ® て、 澤 尻ビ いふ 邑に來 て、 お な し 

葉月 廿 五日 まて かい て、 名 を 「そ V」 か 濱 風」 ビ せり。 おなしき 廿 六日よ b 又み 

ちのお くの 南陪 可都埜 にいた る を、 へち に 記し て 「け ふの せ は 布」、/」 い ふ。 


き V ケゾ. - 

\r. つい： r ゾ 

I ま 

ド i い、 ま 


此 山中の 二 あるかん やしろ は、 いて は、 みちのお くの 國さ かひに して、 こ よりみち のおく 

の 國耶麻 郡 柬日流 花 輸庄赤 石の 級ビ いひ、 な へ て 合 浦 VJ いふ。 あら 磯った ひわけ 來て 木蓮 

子阪 をく たる。 (PIS ま 汗) 5  ，名に よふ 岩の あれ は、 の llgggifflst) 

さ、 れ 石の 幾 世 契て をし 鳥の なれる 巖 のす かたなる らん。 

佛硫 VJ いふ は、 おのっからな， 9 ませる、 石の ほさち おまし ませ はな hso 關屋を 越て 大間越 VJ 

いふ 處 にて 津梅川 を 渡る。 これよ h 道の の 一里の 遠 さ を、 よそち よまち に ふみ わきた 、り。 

いまた 日た かけれ V」 、黑崎 どい ふ 磯 やかたに 宿つ ぐ。 このは まの 海士、 あな、 ゐ のた かきに 

の ほ て、 はねつる へして 寄 來る浪 をぐ みて 筧 になが し、 貝签 にお VJ しいれて a やきた bo 

たれ 潮て ふ もの は、 磯に おまします 神の 好 給 はね は、 みな、 か 、 る貝をね..^てか，まVJなし、ぁ 

ら汐を 其 ま、 煎て ける VJO 見なら はぬ、 しほ やの さまな b-o こ、 をし そき て 見や， 0 て、 

し ほ か ま に む す ふ け ふ の 行 衞 な み 空 に 吹 V  J  く 外 か は ま 風 。 


的 神の 的 岩 


冬 心に 炙す 


路 芝の 草鞋 


森 山の 岩. 


濱香 
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四日 0 朝た ち來る 野良 山路の、 薄、 たか かやに 生まし て、 あか、 ちの 實 紅に、 い VJ 多く 見へ 

たる はめつら し。 神明の みやし ろの ある こなたに 立る を 的 岩 VJ い 7。 いにしへ 出 羽の 國 

雄 鹿の 島より 神の 箭射 おこし 給 ふか、 この 石に 中し VJ て 村 を 的 神 ビ名附 VJ  、みち 行人の かた 

る。 杳 かはん VJ て 軒 近， 「寄れ は、 やの 翁、 やせ はき、 さしの はして 炙し ける か、 橇 にし，.^ うた 

けして、 うち ゑみて 云、 此 ふり、 さ こそ あやし VJ や 見 給 ふなら め。 處 のなら ひに て、 稻穗出 そ 

ろ はぬ 間に 炙 すれ は、 雪ぐ つ、 かちきの たぐ ひ、 ふみ ものし きて は 冬の こ、 ちに なしけ るた 

めし 也。 この 翁 かうる 沓は、 みな 靑き はいかに ビ 、ふ。 こたへ て、 これ は路芝 VJ いふ 草に て 

つく， 0 たれ は、 いくはく の遠恪 ゆぐ、 はきつ よの 人 さしても、 い ビ やすく や ふ b 侍らし。 ま 

たも かひた まひね VJ いふ VJ き、 おも ひつ、 きた-. くつ VJ いふ 事 を、 

くさの 葉に あさおく つゆの み も 芝 を ふみて 千里の はまや 行 まし。 

森 山、/」 て、 海の 中に いろくの 石 立なら ひたる 處の おもしろさに、 籍 もて 鎞 つきめ くる 小舟 

にこひの，.^て、こきめくらせは、大なる^^はみな蜂のすみかのこマ」に穴ぁ る に、 あら 潮のう 

ち 入て、 こ ほ/ \ビ なるこ，/」 神に ひ？」 しう、 浪も VJ  、ろけ はお そろし く、 舟よ b あ か，.„^岸っ 

こゾ 、匸、 >  <:^.&-1.,'^*1^^珠流河の國三穂ぅとはまにて、波末淤非.^は！^天註 —禮^^^注云、芸音雲、和ク名久ズ」 い 

ナ 07^ て りね もす、 を 省 ぼ：？： とい ふ.^  くひに て、、、 れも蔓 一形な らん 〈佐 乃 香、 香草 也。 右見 于 和名 鈔。 ) ビレ 

ふ 花の みふみし たき 來れ は、 沓も かくはし き 匂せ，^。 房 田 、溶 中、 岩 崎、 中 山 VJ いふ 處を來 つ， 


深 浦の 港 


追 一更 1.^ ぐ 


暴風雨に て 


、K よ b はるく  V」 見渡せば、 松 前の 島 は 小 笠な VJ の やうに 遠つ 波間にた、 よ へ..^。 深 浦 

V」 いふみ な V」 に つきて、！ b も、 &。  埸 ききお ま 箱 i|S 、佳ら ％) 

五日。 衛の むれる を 見つ 、此こ  をた ち 出來ビ て、 浦の 名 を かぐして、 

をの かつ ま戀っ 、よふ か 浦った ひち ビ，.^ し は 鳴 聲閡ゅ 也。 

f 、m  追 頁 瀨、 山中 一 聚餘 、觀世 音 祠ゎリ 、堂塔 鬼 作 ほ。 山中 胎ズ J  、 ふ リた ひ、 みら を そ 

^sv  ^良 海 V 內 潜," - 過て 岩 洞の 中に 堂 ぁリ、 三十 三體、 見ス义 によ リ數、 ，となり c」 マ」 レ". - ナ乙 .^^-^ 

く 行こう して 鐘 木 いふ 濱 になれ は、 小 供ら、 磯邊に たる 小 車の 花 ひたに 折て、 寄來 ス-浪 

に VJ^JT せて 戯て あそ ふに、 おも ふ こ ビ を、 

うな ひ 子に ひかれて めくる 小 車の なみに いくた ひど 、ろ 木の はま。 

こよ ひ はこ、 に 宿 も ヾ」 めた .9〇 

六日。 鳥 井崎、 ぎ 合瀨、 晴山 VJ いふか 見へ たる。 (i^ ま, 島 31」 天) 雨の ふれ は、 

うちむ かふ 山 は 名のみ そかき ぐ も，. - 千里の 浪 にあめ 頻 なり。 

田の 澤、 西の 小濱ビ いひて、 世に しらぬ おもしろき 處 ありけ、 り。 金 井 箇澤、 關邑、 あまつ 、み 

t.^ る はか b 雨い よ、 ふ. 0 て、 こ 、しき 浪 風に、 澳 なる 船 は 柱の みたて-り。 又、 しる ベ はかり 

帆 曳て飛 かこ VJ に ゆき、 楫も浪 に VJ られ たるなら んビ、 こなたの 磯に 見る もな みたな かし 

て、 あな あやうし、 しつみ はてなん、 あら 潮の からき め 見け る揖 りの 心い か 、 あらむ VJ 見 
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れは、も？」 VJ,.^き，.>拾て万の神にゃ祈らん、髮ぅちみたれたる男、たなこ 、ろをぁはして、ぃ 

そ邊 ちかうた、 よふ を、 

見る めさ へ お ほつ か浪の あら 潮に まかせぬ 舟 やい かにう からん。 

柳 田、 櫻澤、 こ、 に 櫻 明 神 VJ て、 細長き 石 をい くつ もさ 、やかの 祠 になら へたる は、 いかなる 

ゆ へ か あらん。 赤 石 どい ふ 川、 みか さ 增，. ^て 行 こ VJ あた はす。 川岸の 牛 嶋>」 いふ 苫家 形に 

一 < ^を V」 い へ ど 、ゆるさ、 る を わ ひて 宿 を も VJ めた h  0 よもす から^ 風に さは かれて 、の， J 

る や もな う 吹た をれ なん V」 て聲 のかき り 叫 ふ。 風い さ 、かぅちなこみて夜は明た，.^o 

七日。 船 や ふれた， .^VJ いふ は、 き-の ふ 見し にゃあらん。 又 こ、 のみな V」 、かしこの 浦 にても 

ふねし つみ、 人 あまた 死う せた るな ビ、 こ 、ら のさ はき 也け bo こ は あさまし や、 やかて か 

^を さめなん 田 つらの 稻穗、 風の ために、 ましろに な b てうち ふ L  、はた つ も の も 殘る方 あ 

らし ご、 ふなの さはき に、/ J  ,0 ませて 世 中の ありさま を なげ /- は、 め もな きい さちぬ。 又ヾ J 

ひ來 集る 人 も、 を VJ  、しのけ かちに やま さらん、 あかぐ に は、 い かなる さきの 世のお かし あ 

りて や、 か、 るう きめ を 見るな らん VJ  、聲 VJ よむ まて、 みなな きぬ。 け ふ も 河水い やた かぐ 

なかれて、 越へ きちから なけれ は、 かね ゐか澤 まて ふたた ひか へりて、 小埜何 かし かやに ヾ J 

ま.. ^ぬ。 あるし、 ね もころ にものして けれ は、 こ、 ろお ちゐた bo 更行 ころ、 衣 うちける 聲 


たへ す 聞へ たる。 

い VJ まなみめ か..^ 汐 くむ 海士衣 ほす ま 有て か砧 うつらん。 

赤 石 川 渡る 八日。 又牛島に至，.^川にぉりたち、こなたかなたビぁさせも，，」むれど、水マ」くふかけれは身 

もうき、 足 もなかれ、 すへ なけれ は岸邊 にあ かり 休ら ふ を 旅人 一 一人 來て、 われ、 さいたち て瀨 

ふみし てん、 つ 、きた まへ。 たか 石 を ふんて あやまち 侍るな、 流に 隨 ひて わたりて よ、 こな 

たに 來. c て V」 人の 手に 扶られ て、 からう し て 命い きたる おも ひに、 や をら わた， 0 て、 赤 石邑、 

膝？ -澤 にて 一 態 か澤の 接に つきぬれ は、 こ 、にても、 舟い くつ もしつ みし か は、 つみ 來た るた から ひろ ふ 

て 小舟の b 出、 長柄の かま、 くまて 持た る 人 磯輪み ち/ \- たり。 こよ ひ はこ、 にね なん。 

九日。 け ふ も、 ていけよ けれ ビ、 やまし VJ いふ 風 吹たり。 此頃 のっかれ にや 風の こ ちに あ 

れは、 えいて た、 す、 此ゃ V」 りに 居る。 南の 雲の 中よ.. >  みねの みあら はれた る は、 「不盡 見て 

も ふし ビゃ いはん」 岩 城 山な， o。 此 みねこ そ 磐 掠 神社なら め W いふ 人 あれ ど、 お ほ つかな け 

れ， yj  、もし 其 神のお まします にや，, J  、遠 かたなから、 ぬ さ たいまつる。 見る たびに、 画に 

か 、まほし き はこの すかた な b け， 00 

人 yj は、 ふしに たくへ てみ ちの くの いはき の 山 やそれ VJ かたらむ。 

ケシホ 歌 ふ 十日。 朝 VJ ぐ 出る。 高き やのう へのす まゐ にな.， T ひ 居て、 戯れうた 唄 ふ 女 あり、 此 里の ケン 
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床 前の 野路 

.n 骨 ！々 


天明 三 離 

饉 の慘狀 


1,^.5* 殺し 喰 


管、 江 眞澄集 第五  ハ 

ホ V」 い ふ、ぁそびく  、ゝ っな，.^ ど人の い ふ に、 

川 竹の 世のう きふし やしら へ けん ほのかに うた ふ 聲聞ゅ 也。 

0  0  0 

路し はし へ て 浮 田 VJ いふ 處に來 けり。 

朝露 は拂ひ 捨て もい か、 せん ものうき た ひに ぬる、 袂は。 

0  0  0 

卯 之 木、 床 前 VJ いふ 村の こみち わけ 來れ ば、 雪の むら 消へ 殘.^ たる やうに、 草 むらに 人の し 

.JT 骨 あまたみ たれち り、 ある は 山 高く つかねたり。 かう へな VJ  、まれ ひたる 穴 こ VJ に、 薄、 

女郎花の 生 出た る さま、 見る こ 、ち もな く、 あなめ/ \-v」 ひ VJ りこち たる を、 しりな る 人の 

聞て、 見た ま へや、 こ はみ な、 うへ-死 たる もの 、か はね 也。 過つ る 卯の VJ しの 冬より 辰の 春 

まて は、 雪の 中に た ふれ 死た る も、 いまた 息 かよ ふも數 しらす、 い や か さなり ふして 路をふ 

たき、 行か ふ もの は、 ふみこ へくて 通 ひし か V」 、あやまちて は、 みち 夕 くれに 死む くろの 

骨 を ふみ 折、 ぐちた、 れ たる 腹な ど に 足 ふみ 入た，. >  、きたなき に ほひ、 おも ひや b たまへ や。 

このうへ たすからん VJ て、 いき 馬 を どら へ 、くびに 綱 をつ けて うつ は..^ に曳 あけ、 わき さし、 

或 小刀 を はらに さし、 さきころ し、 血の した 、 る を VJ,.^ て、 な にくれ の 草の根 をに て くら ひ 

たり。 あら liJi ころす こ ど を、 のち./^ は、 馬の 耳に たき. 0 湯 をつ きいれ てころ し、 又 頭よ， 0 

，澠 もてぐ 、b  、、"きつき め へす、 すな +5 ち 死う せ 侍. 0 き。 其！ {15」も は、 た き 木に ませた きて 


我 子の 肉" 


母.^ 恐れて 

S,  


今年 も 饑饉 


け ふ..^ をた て、 野に かける 鶴 犬 をビ， ぐら ひ、 か、 るく ひもの も盡て 侍れ は、 あかう めみ 子、 

あ. る ははら からつ かれしに、 亦、 ゑ やみに 死 行 侍らん ビ する VJ もから あまた ある を、 いまた、 

きの をた へ さなる に、 わき さし をた て、 又はむ ねの あた，.^ くひ や ふ，.^ て、 う へ をし のきぬ 0 

人く. J- ひ 侍 b しもの を は、 くにの かみに 命め され 侍. 0 き。 人の 肉 はみ たる もの 、眼 は 狼な 

ビの こどに 光 きらめき、 馬 くら ひたる 人 は、 な へ て 面色 黑く、 い まも 多ぐな からへ て 村/.^ 

に 在け，. 弘前 ちかき VJ ころに 娘 をお きたる 女 あり て、 此 むすめ、 あか 母 は、 この VJ しのう 

へ にい か、 して か 侍らん、 見 てん ごて、 みち は 一 日のう ちに あゆみつ ぐ VJ ころ なれ は 夕 近く 

來 つきて、 ざ もに、 こ VJ なき こど を よろこ ひての も 母の いふ は、 まし か、 つぶ， ビ、 はた へ 

こ へ た- 9、 たうび たら は、 うま さ、 かきり あらし かし VJ 戯 てけ る を、 あか は、 の 穴 r! こ VJ なから 

こ、 ろお ほつ かなぐ、 母の いねた る をう か、 ひ、 みそかに おし 明て、 夜の まに にけ か 〈り 

た る こ VJ も 侍る。 か、 る 世の ふ る まひのお そろし さ、 みな、 人の なす わさ VJ も お ほ へす、 さ 

なから、 ら せち、 あすら のす む國な VJ も、 か、 る ものに や W お ほへ 、しな は 死 てん、 いきて、 う 

きめ みん くるし さビ おも ひ捨 しか，/」、 あめのた すけに や、 わかた ち は 藁 を 搞て餅 どして くら 

ひ、 葛 蕨の 根 を ほ はみ て、 いま まての いのち をな からへ 侍る。 此 VJ しも、 過つ る ころの し 

ほ 風に しふ かれて、 なり は ひよ からす。 又もけ かちの 入 こん VJ  、ない つ かた，. y て、 こ VJ み 
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ちに 去ぬ。 此 もの かた b まこ，/」 にや、 ある VJ ある 家み なた ふれ、 ある は、 ほねの みたち、 柱の 

みたて b ける を 見つ 、しの ひた ，c。 淼田、山田、相野、木作、岩城川にな.^ぬ。 綱曳 たる わた 

しなり。 

わたし も， 9 よは ふに やかて くる 舟 や つな 手 も 細き わさに ひかれて。 

， J よ ひ は 五所 河原 VJ いふ ビ ころ に 宿る。 

十  一 n:。 穴 >1 晴た h る 龜田 村、 鶴 田 村 VI いふ 處を 過來 て、 

つるかめ のす める 田の 面 はちよ 萬 A 束に みのる 例 を やみん。 

野 山より、 さる 毛 ど い ひ、 又 谷地 綿 VJ いふ、 木の くちたる こ VJ きもの を 土 そこより 起し、 うま 

につけて 行 は、 例の 火に くへ ける もの 也。 磐 城 かたけ は 雄 鹿の角 ふ， 9 たてた る やうに、 雲の 

上に 、いた、 きのみ あら はれた，.^。 この 山 を 阿曾 邊の杜 VJ いふ 》」そ0 こ、 にても 田 村の 大 

人、ぉにき.^給ひたるもの か た，.^ぁ-.^0 菖蒲川邑、大相邑、小幡邑にな..^ぬ0 薄の いさ、 か 

生 ひたる 中に、 むしの たる を 聞つ、 ヽ 

一 本に かくろ ふむ しの あはれ さに 刈の こしけん 野 邊のを 薄。 

板屋の 木村(|、^|ぃ ふ%鬼柳木なのら文ん字，^^ の 出 はしに 寶 i 宮ビ いふ 額のう ち、 かんやし ろ はなに 神の 

お まし に や あら ん V」 、ほふ b の きょ め あ， 0  くに ど へ は、 まこ VJ は虛 1  仝藏ほ さ ちをひめ 奉り た 


る VJ 、しの ひやかに こたへ 聞へ た ひ。 朶村、 松の木 邑なビ 、暮れて 野原の みちをた ビる く、 

夕 間 くれみ ち 行 友の まねく か^ 寄れ は 尾花に 秋風 そふぐ。 

ど いひ 捨て、 行 》/\ 月のお もしみ うてれ 、は、 た、 うちあ ふきて、 ゆきかて に、 里 は い つ こ、/ J 

もしら す、 か， 0 寐の床 も そこ VJ さため すうかれ あ. 0 きて、 此 月の あはれ に、 ふ る鄕の 方頻に 

おも ひ 出られて、 

樂し さど 月の した 道行 ほ VJ に 多 かる 友の 悌 そた つ。 

藤 崎-」 泊る や をら 里の 近つ きて ど へ は 籐崎ビ いふ ビ ころ 也。 人 やどす へき 方 も あらね は、 眞蓮寺 どい 

ふ、 親鸞 上人の なかれく む 寺に 一 夜 をビぃ へ は、 あるし の 法師 ゆ るして けり。 

津輕野  十二 曰。 川 ひ VJ つ わたりて 百 田邑を 過て、 名に よふ 津輕 野に 出た .e。 いま はっかの V」 いひ、 

村 あり、 つか 野邑 V」 い へり。 「みちの くの つかろ の 野 邊の获 盛 こやに しき 木 をた つるなる 

弘 前に 著く らん。 大久 保、 撫牛、 堅 田、 和德、 廣 崎の 里に いたり、 笹森ビ いふ 町の 識 訪の家 を VJ ふら ひ、 あ 

和歌の 友垣 るし 行 宅の ぬしに かたら ひたり。 あるし は 吉川惟 足のう しのな かれ を ふかくした ひ、 いど 

ね もころ に 其す ち を VJ き閬 へた. 00 神 司 山 邊行德 VJ いふ 人 も VJ ふら ひ來 て、 おなし 圓 居に 

更行 ころ、 あるし の 書け るを閒 は、 

露 ふかき 蓬 か 本の 草枕む す ふかり ね や ものう かるらん。 

-楚堵 賀濱風  二 


菅 江 眞澄集 第五  三 

€ いふうた なり けれ は 返し。 

つゆ ふかきな さけ は 身に も 忘れす よなれし 蓬 かも V」 の 心 を。 

十三 日。 間 山 祐眞ビ いふ 人に いさな はれて その 家に 至りて、 あるし。 

さらぬ たに 秋 は 露お く 草枕む す ふ旅寐 やさそう かるらん。 

g し 0 

露な みた 物う き 秋の 旅 衣 か  >  る 情に 袖 や ほさ まし。 

ふた ひ祐眞 のい へらく、 

わかの 浦に いく 年波 を かけ-つ 、やみ v」.^ も 深き 松の こどの 葉。 

VJ あ，^ ける 返し 0 

ふかみ，/ J り 松に たく ふ も はっかし な あたに かけ 來し わかの うらなみ。 

この ゆ ふべ の圓 居に 月見 てん どて、 人々 此 宿に 集る。 あるし のい はく、 

秋 は尙露 ふかく  VJ も あしのやに 一夜 はむ すべく さの まくら を。 

返し。 

草枕む すひ馴 にし 露け さも こよ ひ はしらし や VJ のま VJ ゐ <0 

あるし のめなる 女.^ ち 子。 


友な ひて かた b あかせよ 草枕 か. r> ねの 床の 露 ふかく ども。 

かへ し 0 

ぐ」 ひよりて 友に かたら ふ 嬉し さに こよ ひ は 露 も 袖 は ぬらさし。 

森 建 福の ぬし。 

數々 の ひかり を そ、 ふわ かの 浦に 年月 拾 ふ 玉の 言の葉。 

返し。 

たく ひなき 光 も そ へ て わかの 浦の 藻く す を玉ビ みかく こ VJ の 葉。 

ふた、 ひ 建 福の 云、  • 

歸る さも わすれぬ るかな 此夕 こ、 ろ隔ぬ 中の 圓 居に。 

かへ し 0 

思 ふビち 心へ たてぬな か 垣 やゆ ふ へ もしら しけ ふの ま ビゐに 0 

夜、 更に ふけて 曉の空 の あか、.. >  けれ は、 あるし。 

わするな よ 別て 後 も 友に 見し 蓬 か 宿の 月の あはれ を。 

返し。 

別ても それ VJ しの ひて みちの くの 月の あはれ をえ や はわす れん 0 
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菅 江 眞 澄 集 第 五  ta, 

月 も 入 ぬれ は、 ひ.^ 枕に 明た bo 

十四日。 け ふこ、 をた、 ん VJ いふに の そみ てヽ律 子。 

旅 衣 かさねて あはん 折 も かな 引 別行 釉の戀 しさ。 

返し 0 

叉 も yj はむ こ V」 はいつ VJ もしら ま 弓 引 別行 袖の露け さ。 

津輕 石の 產 I あるし VJVJ もに 高 屋繁樹 のか b を VJ ふら はん どて 行に、 細き なかれ を わたる。 名 を 土 淵 川 

ビ いひて いろ，/ 玉 ひろ ふ VJ ころ、 世に い ふ まこ VJ のっかる 石 ビ 呼 ふ は、 こ 、のなかれ より 

しそ.^ 被る 一 出した， oo いまへ ちの 浦ビ いふ は-あやまり VJ そ。 此市路 に 行か ふ 男女 は、 やすの 木 VJ いふ 

きの 皮の ふみ もの を はきて、 女 はみ な、 しそ VJ いひて 風呂 鈽 やうの もの かふむ りて け h^o 此 

こ V」 をい ひたる 戯歌な らん か、 「顔の し はかくし そ 包む 梅 ほうしむ かし は 花の しみ なれ 

v」o」VJ かたれ は、 祐眞、 ぉビ かひの はなる 斗 笑 ふ。 やかて 繁樹の 家 也。 あるし 出む かへ て、 

を そかり つるな./」 こ VJ を は，^ て、 書つ けて 出しけ る 歌に、 

かしこ しないく 海山 かわかの 浦の 浪を分 こし 人に ビ はれて。 

返し。 

尋ね こし 道 は 幾重の 山 かつら か、 るかし こき 人 を 見ん ごて。 


ふた、 ひ、 あるし 繁樹 のい はく、 

いはね ふみ 重る 山 もけ ふいく か故鄕 遠くお も ひ 出ら む 0 

おも はすよい かて 三 河に すむ 人に 艸の扉 を 問る へし yj は。 

かた.^ あ ふ 友に ひかれて はる./ \- の 旅の つかれ をし はし 忘る や。 

えに しあれ や 千里 へたて てこし 人 も馴て かたら ふ 友に まされ， 0.0 

此ょ くさの 返し をせ， 00 

. いはね ふみ 積る 思 ひの やま、 く をけ ふ此 宿に かた， 9 あはす る。 

おも はすよ 隔て 遠き みちの くにすむ て ふ 人 ど 語る へし は 0 

思 ふ ざち 語し ま、 にっかれ こし 物う き 旅の 签も 忘れて。 

いくち さビ しらて 隔てし 友垣に なれて かたら ふけ ふのうれ しさ。 

又、 こよ ひ 逢 こ VJ の ありけ る は、 うれし VJ も 嬉し VJ て、 さ も， 9 建 福の い へり。 

嬉し さは 包む に餘る 今宵 かなき の ふの 墓に 袖 は ぬれし か。 

この 返し を、 

おも ふこ ビ 月に くまなく 語らなん こよ ひ は 身に も あまる うれし さ 0 

た 、此夕 くれ を まち またれ つ、 っビふ 人，， 、は、 祐眞、 建 福、 あるし 繁樹 也け， 00 きぬ いた 
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岩 水 山詣の 

聲々 


丹 後人^ 思 

む 


附近 名所 


中秋 望 


营 江眞澄 集 第五  一六 

の 音 頻に閬 へ けれ は祐眞 ビ.. 'あへ す、 

旅 衣う ちし ほれぬ る 槌の音 を 草の 枕に 閒明 すらし 0 

返し。 

さらぬ たに ものうき 秋の 旅 衣き ぬた の 音に うち も ねられす。 

こよ ひの 歌 あまた あれ ビ、 みな かい もらした. ^0 

ト五 日。 笛、 つ 、み、 うち よめき て、 さんげ^ もろ 聲に VJ な へ て 過る は、 此 月の 朔 より 

け ふ を 限に、 岩 木 山 まう での ほる、 うは そくら 也け bo この 御山 開ら けし はしめ は 延曆の 頃 

VJ なん 人の 語ぬ。 其む かし、 岩 城の 司 判官 正 氏のう しの 子 ふた VJ ころ 持 給 ふ を、 安 壽姬、 津 

志 王 丸 VJ 聞へ たる、 其た ま を このみね に 祭る。 さる 物語の 有け るか ゆ へ に、 丹 後 國の人 は、 

このい は 木ね にの ほりうる こ VJ かな はす。 又此 みねの 見へ 渡る 海 つらに、 その 國の ふね を 

れは、 海、 た、 あれに あれて、 さらに 泊 もどむ る こ VJ も かたし ビ、 ふね 畏 のい へ bo 此 たけの 

邊に赤 倉 VJ いふ 洞 あ h- て、 万 字、 錫杖 VJ いふ ふたつの 鬼す みし VJ い へ ，90 叉、 け ふりの 瀧ヾ J 

て 水煙の みたち、 おつる 水 は 雲な のこ VJ にち. 9 行 おもしろき 飛泉 あ.. >  な ^語り、 はた、 あ 

か 石の 邊目屋 澤の奧 に 闇 門 か 瀧 VJ て、 二十 餘丈 おちくなる、 世に 見ぬ 瀧 も あり ど、 見 尺る 人 

々のい た-^。 名に お ふ 月 を、 こよ ひ 行德の 家に 見 てん V」 て、 みち はし はし あゆみて 其 やどに. 


なれ は、 月 さしの ほ. 9 ぬ o 

うちむ かふ 心の くま も 半天に みちて そ 澄る 望月の かけ  祐 眞 

常よ b もみる かけい VJ  、^すか みく もらぬ 秋の 半天の 月  建 福 

いく 千里く まなく 照す こよ ひかな やま VJ もろこし 名に しお ふ 月  正 乘 

たち 出て むかへ は 月の 影淸み 秋の 最中の 夜半 そこ どなる  繁 木 

名に たかくみ ちて 澄ぬ る 月に け ふ 都の 签も おも ひこ そやれ  行 德 

みな 人の 心に かねて 松 か 枝の しけみ をい つる 望月の かけ。 

りち 子の もどよ， 、「十五夜の 月」 ど い ふこ ど を かしらに おきて、 な、 くさの 歌 贈. 0 ける。 

しられけ b 須摩も 明 石 も 名に しお ふ 秋の 最中の 月に むかへ は。 

うち むれて いさ 見に ゆかん 更級 ゃ姨捨 山の 月の 光 を。 

こよ ひ 嘸お も ひや 出ん あく かれて 人 はな かめし 更 科の 月。 

やまの 端 を 出て ほ VJ なくな か 穴 >1 に 影 澄 渡る 望月の 月。 

のこりな く 月に しの はむ 旅人の わけ こし 山の 處く を。 

つゆ 深き 野 邊に馴 たるた ひ 人 は 月の あはれ も 嘸 やし.. ^てん。 

きて 見る もさ そな かひな きみち のぐ の 外 か はま へ の 秋の よの 月。 

楚堵 賀濱風  一 七 
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おなし こビに S しせ bo 

しの ひこし なかめ やすらん 須磨明 石な にお ふ 月の 1 仝に 向て。 

うち 群て 行 は い さな へ 更級 ゃ姨捨 山の 月の 友 ど ち。 

この 夕 さやけ きま、 にしの はる 、 いまさら 科の 月の 光 を。 

ゃまの端を出初しょ，.^半天にくまなくむかふl5K月のかけo 

•  のち 山路 分 こし 月に なくさめ ど 今宵の 空に 似る かけ もな し。 

つゆ ふかき 釉も しられて 此夕 名に お ふ 月の V」 ふ も はっかし。 

きて そしる さやけ き 月 もみち のく の 外 か はま 浪 よるの あはれ を。 

例の ころ まて あそ ひて、 夜 明ち かう なれ は、 やかて 出た 、む VJ いふに、 別の つら さ、 いか はか 

うかりけ る VJ て、 しけき のい はく、 

わかれな は 又 逢 事 はしら 糸の よるの 衣の 釉そ 露け き。 

返し 0 

く.^ か へし 別れん かた ^白糸の 心 ほそく も 思 ひ 引る. . 

まさの，. > のい 7。  . 

友に 見し 月 はいく 度め くる VJ もめく り 逢 へ き 折 も しられす。 


かへ し o 


弘 前.^ 出て 

鄙の 市 女 


又、 


返し。 


VJ もに 見し 月 はかた みのな か 空に めくり 逢へ き 折 やちき らん。 


VJ もに みる 月 もな みたに S るかな〕 讫 半の まど ゐ のした ふわ かれに。 


建 福 


わかれち の 穴 >i はなみた にかき くれて 名に お ふ 月 もく もる VJ やみん。 

十六 日 0 あるし 行德の 云、 みちの こ 、ろ は 露 も 思 ひ はなれす よな ど 、まめ やかに 聞 へて、 

立歸る 雲路は 遠く 隔 VJ もこ、 ろ を 渡せ 天の うきはし。 

寄るな みのた ち歸る ビも絕 すた、 三 河の 水の 音信て まし。 

ぐ」 なんあり ける、 ふたく さの 返し 0 

雲井 路を たちへ たつ ども 忘れす よかけ て 通 はん 天の うきはし。 

け ふより は 淵 ど 頼て 音つ れん 三 河の 水の 淺き 心に。 

祐眞 の、 いさ 猿賀の 神のお ましに まうて 、、そこ より わかれ こん て、 VJ もに 弘前を 離れ 高 

硫 をく る路 に、 木の 皮く つ お ふたる 女、 蒲 は、 きも ませ かけて 市に や 出る、 其 ふ. 、「ぞう b 

いた こんごう めせ。」 又 、「ゆわう は、 き， よき は、 きか 候 OJVJ  、かいたる ふ， 0 のし 
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津輕野 


十 腰 內忖由 

來 


彌介長 根の 


菅 江眞澄 集 第五  .1  一 0 

たるな VJ  、昆 る， いへ， 00 

くつ は、 きめき な ふ 御世の 市 女 笠き つ、 惠の露 やうる らん。 

津 輕野邊 になれ は、 

旅 衣 又もき て 見よ みちの くの つかろ の 野邊の 萩の さかり を。 

VJ なん、 祐眞 のた、 すみて よめる にこた ふ。 

た ひころ も たちさ， 9 かたくみ ちの くの つかろ の 野 邊の获 のにし きを。 

境滕 村の あなたの 岩のう へに、 し はし 休ら はん VJ いひて 舟よ， 0 おりて、 藤 崎の 村に、 から 絲 

姬 のっか 有し、，」 聞し を、 おろかに も、 うかれ かたら ひて 過來 しこ ど を悔た bo 岩 木 山の 雲お 

かしう か/ -,0 たる を 見や. 0 て、 し はしい こふ。 祐眞の 云、 あの 麓の あた， 0 に 十腰內 どい ふ 村 

あ 、むかし 鬼の， つちた る 刀 を 鬼神 太輔 VJ て 世に 九 腰 あ b て、 十 腰 無き VJ いふ こ VJ を 其 ま、 

村の 名に せ， -。 其處に 在て 作た るつ るき だち ならん。 (羅 木と 叶 ふ、 ゾ ちむ r かるし 其 一一 ふ；：^ の^ 針 g5。t 

み W れは、 そのつ るき 今 も、 夏の： ろ 行 もの ゝ ふち 瀨に かけう つれけ、 とひ 出て 人,^ つき、 身 に；： つ 事； 1： の、、 としと ン 7/ ド 

ておちお それ、 いつも 夏に なれ は、 此川 ちかく 人な の そみ そとい ふ；^ か 札、，：^;: てけ ると なん) と： るの 人の かたる oj  R^t. 

面澤ビ いふ あり、 蛆 なる 5 石 を 人の 顏 のこ VJ  くに 十つ く. りたる あ.. rs、 いかなる ゆへ を しらす VJ 

な，.^。 ゆ ひさして、 ひんかし 南に あた b てけ る はち せ 山、 |i よ. 0 いた 、きまて 路の 見へ た 

るは彌 介な かれ、 こ は 人の ながれし 處か。 いな、 さに 侍らす、 阿部の やから 義家 のきみ にせめ 


猿 賀の大 明 


草 鬼の 神事 


花 山 長 根 


黑 石に 來る 


られ て、 おひた る 由岐、 夜 奈久比 を 捨ての かれし ゆ へ に 名 を箭捨 いひき。 流 VJ は 山の 尾、 

ある は、 蛆な VJ のこ ビ くよ こ ビ ふ をい へり、 なだれ VJ いふ 詞 にや。 VJ ころの もの はた、、 や 

すけな かれ VJ のみい ひ あやまて. -。 八幡 崎 を へ て 猿 賀邑に い た る、 雞栖の 額 は 深 砂 大明神 

VJ かいた. ^0 此 かん や しろの ほ VJb に 鬼の 頭埋 しょし、 處の 人の い へ b.o 義經の ほりの 石 

:、、 >  ^ ン y  2  ,,0  /天 註 — さる かの 社の 神-」 法師と ほふりと つかへ 泰リ、 寺.^ は猿賀 山神宫 寺と いふ。 

なぐ」 いひて 人 をし へ たり。 (gj; 朔ょリ 村人ら 一 W はし. £|| 進い もゐ して、 七日に なれ は 草 鬼と ズ、 わ. らもて おにの 

かたつく リて、 かん 司 弓と りて 射け り。 其箭 もたらさ るう V- は g め 1) 尾 上の 里 ど 、- 'ふ 名 あれぶ、 

^くけ す、 箭 中れ は、 箭立 おる ま ゝ此ぉ 土に うつみけ ると なん。」 眉 1 ひ 51 どレ { 

月 はいかに すむ 里の 子に こ^、 はん 秋の 尾 上の 1^ の あはれ は。 

追 子 野 木の 村ち かう 淺瀨 石の むかひに、 くわさん ながれ VJ いふ あり。 いつの 頃な らん か、 花 

山院何 かしの 君 かや さすら ひ 給 ふか、 し はし こ、 にお ましまして、 つ れ，/ \ ^給 ひしょり、 

其 名 今に^  、ま..^ぬるぁビ 、そ0 祐眞に 別て 黑 石の 里に 來 つきて、 齋藤行 索 VJ いふぬ しの 

ゃをビ ふら ふ。 あるし、 あはれ たる 宿 を、 かしこくも V」 ひ來 ける もの かな VJ よろこ ひて、 

月影の も..^ 來る斗 あれはてし 宿に こ、 ヒビふ 人 そ 嬉しき。 

返」 

軒 近く も b 來る 月の 影め て、 いさ 此 宿に 語 あかさん。 

いさ /- かの くも..^ なう、 月のお もしろ けれ は、 
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SK 月の 空に あはれ は ど  >  めし ど 見し にこ どなる 十六夜の かけ。 

十七 日。 行 索の よめる 0 

逢 VJ い へ ビ 今朝 は餘 波の 草枕 夢 も 見 はてす か へ る 旅人。 

旅 衣た ち 別行 此ぁ さけくさの 枕の 露 も はら はて 0 

-yj そ あ， 0 ける 返し 0  • 

わかれ 行釉そ 露け き 一 夜た にあ かてむ す ひし 夢の 餘 波に。 

露し つく ひかた き 秋の た ひ衣拂 ひし もの を 又 や ぬらさん。 

な へ て 糖 部の あた b やま かつの 男女、 しそ、 山し そな v.! いひて かむ り、 いろくに あやなし、 

ぬひした る 短き 衣 をき た，.^、 さしこぎ の VJ いふ 也。 女 三人 歌うた ひて 過る あ，.^、 さう か、 い 

ビ おかし。 寶 暦の 頃、 毛 見 武士の まう けに 酒 さかな VJ  > の へて ける に、 みな ゑ ひしれ、 さし 

なべ ど..^ける此女に歌ぅた へ ビ ひたに い へ は、 女、 聲 たかう うちあけて、 「白 澤は出 風 入 風 

あさ あらし、 下 は ひ へたち 實も らす、 ひいて たもれ や VJ の 、けみ OJVJ うた ふ を 聞て、 みな 

あきれて、 風情な きこ VJ つくり 出て 歌に しける、 を この 女 かな VJ あせし あ へ るに、 さらにお く 

したる けしきな く、 た、、 返し/^， うた ふを老 たる 士 聞て、 村の 長 ひたに うたへ しか、 いな..」 

いひし か VJ  、歌 は あめの をし へ なれば、 此女 かうた ふに まかせて、 みつき、 かろら かに ど を 


此 
夜 
盜 
人 
狩 


岡 
村 


さ めし か は、 その あかた^ しに も ほめられ， ぐに のかみ にも ほめられて 身 もた ちた- C ける v> 

なん。 か、 る 女の こどき、 歌うた ひの はかせ にゃあ，. >  けむ。 しら 澤は、 あか 石の 村 VJ なら ひ 

ある 處也。 野ぞ ひ、 ITL 河、 ニッ 家、 みしま、 高 館、 竹 鼻、 本 合、 吉內、 中 埜を來 る。 村す ゑの 籬の 

中に、 たかや かの 萩の 白 紫に さき ませた る は、 いみし うめつ らし けれ は、 たはれ うた 0 

世に 誰も 是 やしら しのから 錦 此萩か 枝に しく 色 そな き。 

行 岳の 村に 來て 日た かけれ V」 、こうし たれ は 宿つ きた， oo 

むかへ 見る 影 やさ はらん 雲の 浪岡邊 の 宿の 立 待の 月。  、 

この ころ、 旅人の こかね、 衣な VJ ぬすみ ど，. >  たるぬ す 人ら、 こ 、にかくろ ひ、 かしこに 居 か、 

夜 はしの ひて、 め 子 を 見 てん VJ てみ そかに V」 ひ 來り、 夜半に 出 行な，. J さた すれ は、 このよ、 VJ 

らへ て繩っけれど、手每にぉふこ、S-椏ノJかまをふ.^たて、そかゃさかし つ れは、まどぉし 

や ふ..^、 にけ 出たり 0 す は、 足音 そしつる は 河よ. C- こちな らん、 此 草の 中に 在 は 今 こそ VJ.O 

得 たれ。 あな、 た へ かた、 あかつら かき や ふりて うせた，. >o いま は 眼 くらみ ぬ。 すま ゐに名 

ある やつ なれ は 力す くれ b 、われ は をよ はし。 此 はたけに かくれお らん ど 、あは ふに 身 を ひ 

そみ たる を しらて 盜人來 か z-b た. 0 ける を、 足 VJ ら へ ふせて、 また ふ. 0  VJh^てぅちす へ 、く 

ひお さへ つる を、 人 あまた 來て繩 かけた る V」 語る。 なかく のさ はきに、 いね もっかれ ね は 
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戯歌 作る。 

波 岡に よるの しらなみ たちさ はき あな かま VJ もて ビ よむ さ"/」 の 子。 

十八 日。 志 左 万、 浦 石、 登久左 志、 杉の 澤、 山里。 

たれ こ、 にかくい つ おも ひ 入 そめて 山里、、」 名の 世に しられ けん。 

津輕阪 V」 いふに 越來 け. 9、 眞 萩い VJ 多し、 過來 るつ かろ 野 V」 は、 いつら をせ にせん。 この 谷 

かけ、 澤 おくに、 炭燒藤 太の つか、 すみ 竈の あ  >」殘 りぬ VJ 馬曳 のい ？。 藤 太 か 子に 橘 次、 橘 

內、 橘 六 V」 、みつ 子の あ，. > たリ ける よしを かたれ は、 通リ たる 吉內邑 も 其い はれ 殘り けるなら 

ん歟。 か、 る 物語 は 仙 臺路 にもめ b どか、 いつれ かま こ VJ ならん。 油 川、 新 城、 岡 町、 大濱を 

へて 靑 森の 清に 入た， cO 澳に、 はるかに 見やらる、 は 南部の 岬、 こなた は 籍曾禮 山、 雲 ど 波 

VJ にわき かたく、 松 前の しま、 暇蟥 のちし まならん た 、よ へり。 其し まに 行 ふなみ ち は 十八 

里 ありて、 い V」 、めやすき や， つなれ ビ、 達 飛 か 崎、 中の 潮、 白 神 か綺ビ て、 おそろし きな だの 汐 

瀨を の久 刀て 船 わ？ ける J  、人の 語る。 だち とか： ま 吋て. ：1- に, お". 

M^^B^^SMS^^  tn 安， いふ 町 めれ V」 、みな やけ？、 かり 小 

家の み 立なら ひた、 o。 烏 頸の 宫 VJ いふかん 社 も、 おなし 火に やかれた bo  C 體^! $ ^翻， 


Isln 寺の y 


にし へ は 善 千鳥、 惡衛 VJ ぃふ*、このはまに多く群てぁさ..^しか？」、今はなし0 


松 前 波り 1^ 

占 ふ 


地 逃げの 群 

に會 ふ  1 


凡鷗 に似て こ V」 なり VJ か。 う VJ うやす かた VJ いふ は、 よしち VJ り、 あし 千鳥な らん、 又 唯 雄 

にや。 むかし 此鳥 を./」.^ て、 むさし の 君に 舉 b たるた めし あ，.^ けるな VJ  、滞の 翁の 語る。 ふ 

る き 歌に、 「紅の なみた の 雨に ぬれし VJ て みのをき て るう うやす かた。 「子 を 思 ふ 

なみた の 雨の 簑の 上に か、 る もつ らしゃす かたの 鳥。 「みちの くの そ V」 はまなる う VJ 

う 鳥 こ はやす かたの 音 をのみ そな く。」^ すして、 月見 てん，.」、 磯輸 つた ひめ..^ きて よめる。 

外か濱 海て る 月 もよ し衛 羽風に 拂ふ浪 のうき 霧。 

おも ひやる ゑ そか 嶋人 弓箭 もて ゐ まちの 月の 影 やめつ らん。 

見 る かう ちに 空行 月の 曇 る ， J そ ゑ その 島人 ， J さや 吹ら め 0 

蝦夷 人の ふ..^ も 見 まほし う、 この 海 こ VJ なう わたらん 日 は、 い つ- の 穴 >1 にか あらん VJ 神に 

まかせて、 十日の 日數を かいひめ、 又 三年の 春秋の 時 をし るして うら ひすれ は、 此 十日の 中 

になし、 た i 一一 どせ を まつ へし VJ いふ あめのお しへ に まかせて、 かの 島に わたらん こ VJ  、三 

VJ せ へて、 を b も あら は どビ /^めた bo 

十九 日。 はま 路 いきて 有 多 宇 末 井乃梯 見に いかん ビ 出れ は、 鍋 かまお ひ、 あらゆる うつ は を 

たっさへ 、を さなき 子 を か 、 へて、 男女み ち もさ，.^ あへ す來る は、 じに げす VJ て、 うへ 人 VJ な 

らんこ V」 をお それて、 こ VJ  くに 、；. t ける VJ なん。 此も のらの いふ を きけ は、 過し け かちに 
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は、 松 前に 渡，.^ て 人に たすけられた，. -0 こた ひ はいつ この 情に あ ひて か 命い きん、 な.^ は ひ 

よき かた 尋 いか はや VJ いふに、 こ は、 濱路 めく  b 出な は、 かて 盡て、 われ はう へ 人，、」 ならん。 

いさ、 も，， J のす ちに かへ.. >  行 てん^ 溶 田、 荒 川 を へ て、 大豆 いふ 處に來 け. =^0 こ、 に 謹 

頭 石 VJ いふ を ひろ ふ は 鳥餘糧 のた くひな らん。 浪岡 にきて、 一 夜ね たる 宿に ふた、 ひ 泊る。 

け ふ 見し う へ 人の こ VJ かたれ は、 さやう さ ふら ふ、 この 年 も、 くれ 行 まて はむ つかしき 世 中 

のす き は ひならん や。 去年 を ど 、しまて、 此邑は 馬 を くら ひて 命 をの ひぬ。 家の 數は 八十 

あま，.^ 侍れ VJ  、馬の し、 をた う ひ 侍らぬ もの は、 あか や を 入て 七 八 家 も 侍らん。 太 雪 な^の 

う へ に 死た る *£:T を捨 おけ は、 髮 はお ろ をいた 、きた る 女 あまた 集りて、 手 こどに 菜 力た 

な、 い を か、，」 な VJ.^ もちて、 われ、 よき VJ ころし ゝ きらん ど、 あら かひ、 さき VJh- 、血の な 力る 

、かひな に 肉 を か 、 へて かへ b 行 あ.^ さま、 又 人の 路な かにた ふれ ふし、 ある は、 死た るむ 

くろ を 犬の かしら さし 入て くひ あ-.^ く か、 血に そみ たる 面して、 ほ へ めくる おそろし さ、 い 

はんい  なか，.^ しか、 はた 此 V」 しも、 過た る VJ しに まさ，.^ 侍ら は、 こた ひ は、 か てのう ま う 

しも あらし かし V, 、いまよ，， >  わらび、 葛の ね も ほ.^ つきて 侍れ は、 あざみの 葉、 をみ なへ し を 

つみ、 これ をむ して、 かてに はみ ぬ ど、 ない つ 、かたる。 むへ、 いろくの 草 を まな 板の 上に 

のせて うち 叩 昔 は、 きぬた の 音に まさ て、 い VJ  、釉 をぬ らして 明ぬ。 


二十日。 過つ るみち なれ は 記さす。 尾 上より 小 和杜、 柏木 町、 吹 上 VJ いふ をへ て藥師 堂邑に 

さ ま. た b 0 

廿 一 日。 乳 井村、 左の 山へ 登れば 白 泉 あ .-、 此水 呑て 甘し。 毘 沙門 堂、 少しの ほれば 天狗 平 

VJ いふ 處 あり、 鈴 石、 石驽、 てんく の 斧。 仁 保 井、 八幡 館、 鯖 石 VJ いふ 邑 をへ て大 みちに 出た 

.c。  罕 ま」. か 確 § る をお りて 大 ® 橋 を 右に 見て、 いて 湯め. -。 (ほ^、 ¥^11-^11 气上 I 權 

ほれ は 虹 具 村 (砥石 名物)、 早 瀨野衬 。蛇 石、 © 石 。此 奥石ノ 塔、 奧羽ノ 堺，) S 宫 V」 、 ムコ nV  二  、 こ』 sg.?n^.o り 

一 1 在石ノ 塔、 高 八 丈 五 尺、 上 盖六丈 五 尺、 下 盖ニ丈 八 尺、 周 圍廿五 丈 五 尺 cj  f  i  .^BJ こ >  {も、|| 扇 あ. 5 

て、 やまう VJ お ほく 湯 あみした， 大日 堂の 前に ふ， 9 あ ふけ は、 はた ひろ 斗なる 萩の 大樹 あ 

,9、 里の 子 は 萩 桂、/」 い へ.=^、ぃはゅるこはきならんVJ、めVJ  めぬ。 本 村、 長嶺、 九十 九 森、 唐 

牛な ビ むら，/^ を來 るに、 け ふ も、 すみ 家 を 捨て、 ふるさ ビ しそく 民、 その 數を しらす 過ぬ。 

かすべ ，.」 いふ 鏽、 瓜、 茄子、 かたまに もりて、 路も なき 山な かに 分 入る は 山 子 どて、 杣な どの 

たく ひ 也。 獲 を 夜 万古 VJ い へ は、 か、 る、 むくつ けき ふるま ひに たくへ たらん VJ  、ひ VJb こ 

たれて おかし。 かすべ V」 は王餘 魚の たく ひに て、 かす ゑ ひ VJ いふい をの 乾肉な. 、夏の 頃 蝦 

夷人 ど b て秋眛 につみ くる もの 也。 秋 來る松 前 出の 舟 を、 も はら あき あち どい ふ は、 よき あ 

ちに 來る、 あちよ きな ど いふよ.^ 起る か。 つみた る鮏 のし ほ曳 などに もこの 名め. 9。 碇か 

關に 來，. y  、い か，.^ 石 VJ いふ 石め るか ゆへ にせき の 名 VJ せ，.^。 ふねの 長なる 旅人 VJ みち. 
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かたら ひて もに 來 りし かど、 搜木村 を 過て、 石 SI 泉、 忘 懸山國 上 寺の 不動 尊に まうて し 

よ b おくれて、 今來 つきた るか、 せき 屋の 軒ち かう 寄て、 われ は、 ふね を や ふ b てし か>— の 

こ VJ  かた b 關 越ぬ。 おなし さまに 國 VJ ころ をい へ ど、 關手 あらて は ゆるさし、 弘 前の 里に 

かへ， 0 て、 もてく へし VJ いふ。 道 はる-/ \»VJ 來て又 か へらん こ V」 いか、 VJ おも ひわ ひて、 

ふな 人 は 頼む 碇か關 をけ ふ來 しか ひもな く 越 そわつ らふ。 

日 くれち かけれ は 宿 VJb て、 長なる ものに わ ひて わかう へ かた b て、 關手 くれたる をた よ，. ^ 


箭立^^越秋 

田^に 入る 


廿 二日。 あさ VJ  く、 せきて わたして 越た bo この あた b の 郡 はいかに VJ ど へ VJ  、しらし、 た 

、白 河庄 VJ のみい らふ。 みちの 左右に 白 S 瀧、 登 瀧、 無 昔 瀧、 曰暮し 瀧、 二見 瀧、 折 橋の 番處 

を 右の 澤へ お..^ て 温泉 あり、 鬼 湯な b  、大人の 入湯の 故事、 銀山 あ， 0  0 やまく みちく の 

大木 をれ ふし、 かた ふきた る は、 過し 六日の 風つ よか， 9 けれ は 也。 杉 一 本 を、 あた， 0 柵して 

かこ ひたる は 津輕、 秋 田の さか ひのしる し 也。 せきふ たつを 越 來て箭 立 K の 九 曲お リ はて 

て、 ふた、 ひ 出 羽の 國に 入て 陣場 VJ いふ 處を へて、 關屋を こへ て 長 走 村 VJ いふ 山里に 宿もビ 

む。 衣う つ 一昔に 夢お VJ ろき て、 

秋風の 誘 ひし ま、 に 夢 さめて 夜半の 砧を 現に そき く。 


無緣車 


叉 饑饉 悲話 


大館に 来る 


綾子 村考證 


廿 三日？ わけ 來る路 のかた はらに 在る 無緣車 どて、 卒堵 婆に かな 輸 さした る を ま はす は、 飢 

人の 死 か はね 埋しを VJ ふら ふならん。 このかた ゐ、 なみた なかして、 ひビ b こ VJ して、 あは 

れ 、わか、,」 もから は、 みな、 かくな b 行た るか、 あさましの ffi のなか ビ、 て 、らの 袖に、 なみた 

のこ ひたり。 近つ きて どへ は、 こた へて、 われら は 馬 を くら ひ 人 をく ひて、 からき 命 をた す 

か. - つれ ど 、又此 VJ し吹た る 風に あた .^ て 、 い な 穗 か  >  ま や^ は 、い If 國 ifrl しむ か しの i 

堂^; J ゐ.. お、 ねざな りて 侍る。 うま、 人 ぐら ひたる は、 まこ V」 な.^ や。 こたへ て、 人 もた うび ま 

りし か、 耳鼻 はい VJ よく 侍，^ き。 うま を 捣て餅 VJ してけ る は、 たく ひなう うま ぐ^る。 しか 

は あれ W  、あらぬ ぐ ひもの なれ は、 ふかく ひめて 露 人に かたらす 侍る は、 いまに 至. 0 て も、 あ 

なきた な yj て、 つ ふね、 やた こに もめし 給 ふ 人な けれ は、 男女な へて、 かぐし 侍る。 たう VJ き 

かたに まうて 侍る 旅人、 すけに は、 かいけ さんけして、 つみ も ほろ ひなん どお も ひ、 ありし ま 

、にもら し 侍る どい ひて、 このかた ゐ秋 田路に 行^い ふに、 餞 どらせ て 別た，， To 白澤、 釋迦 

內、 大 館に 來け. -0 軒端 こ VJ にさな つら；：； は I わ" 3 蔔藤、 まつ ふさ、 眞餅 はい "き 花 もち 

1^.1.^ なし ビき、 なら へて あきな ふ を、 いさく ひね、 休ら へビ いへ は、 いこ ひぬ 0 この あたり 

に 線 子 どい ふ 村 は、 し、 いれこ VJ  、いにしへ いふ 處 にや。 あいたの 蝦夷、 ぬ にしろ の 蝦夷 VJ 

て、 みちのお く、 いて はに も、 ゑみし のす みたらん。 齊明帝 五 年 三月、 遣 阿 陪臣 糊 率船師 一 百 

楚堵 賀濱風  1 一九 
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八十 艘、 討 蝦夷 國、 阿 陪臣 簡集飽 田、 淳代ニ 郡 蝦夷 二百 S 十 一 人、 其虜 三十 一 人、 津輕 蝦夷 一 

百 十一 一人、 其 慮 四 人、 膽振鈕 蝦夷 1 1 十 人、 於 一 所 而大變 賜祿、 卽以船 一 隻與 五色 綵帛、 祭 彼 地 

神 至 肉 入 籠 時、 問^ 蝦夷 膽鹿 島、 « 穂 名 二人 進 曰、 可、 3 後方 羊蹄爲 政所 焉、 隨膽鹿 島 等 語、 置 

都 領而歸 OJVJ あれ は、 つ 、れ この 邑、 し、 い..^ こならん。 し へし は 岩 木 山な らん どい ふ 人 

も あ， 0 き、 うへ ならん、 うしろ かた gwvj いふ 處ぁ bo 又 云、 松 前の 島 ひんかし の ゑ その 國に 

レり 〈？ノ  ，し ふ 山 あ- 9、 其邊 に、 VJ い VJ いふ、 ゑみし のさ ビ あり VJ い ふ 物語した る 人 も あれ 

は、 いつれ かよし VJ いはん。 一 里 村 V」 い ふほビ りの 米 白 川 を^ こき わた..^ て、 岸なる 扇田ヾ J 

ぃふ里の家居みな灰どな..^たるま、、ぃまた、ほねはかり立た る か..^ やかたに 宿 かりて ふ 

しぬ。 枕 上に さし 入た る曉の 月影 は、 さなから 草 ふしの ほゐ ごけたる おも ひせ bo 

こよ ひぬ る 宿の かりねに 月 そ VJ ふ 草の 枕に こ VJ か はれ VJ も。 

廿 四日。 あかつきよ..^ の 雨風に 路も いかれす。 大瀧邑 を くれは 溫泉ぁ b  、十二 所 VJ いふ 名 

ある 關を 越て 澤尻 VJ いふ 山 屮に宿 を も VJ む 。此村 は、 いて はの 國、 みちのお く を さか ふ yj い 

廿 五日。 溪水 おち 合、 山川の 水 ふかく 行か ひたへ たれ は、 おなし 宿に 在て、 夜 は 半な らん、 あ 

し VJ く ふりい つる 雨の 音に 夢 さめて、 いね もっかれ す。 


旅 衣た 、はやぬ れん 夜 を ふかく 聞 は 音す る 軒の たま 水。 


楚猪 賀濱風 


U 一一 


天^ 六 年 一 い ん： ふ H? 1 日： な b ぬ。 し，^ なる 月う す つきた る もち ゐを、 け ふ は 煎て なのる ためしな わ 

は ビ て 家 こ VJ にせ bo 前屈 VJ いふ 處の 翁の 年 は、 も、 VJ せ 二 どせ のよ は ひ をつ みたる が、 あ 

か 手つ くりに したる VJ て、 はつよ ねの 糯米 を、 さ 、やかの いろく 袋に いれて 持來 けり。 人 

々、こま 世 中に た ふ VJ き齡 もてる かな"/」 て、 め ての、 しりあ へ，^。 此 よね. しさ 、力 ぐら ひ 

て、 け ふの いは ひに たくへ て VJ て、 みな、 さかつ き v」. ^てま、/」 ゐ した.. 

里の 名の いは. Q の 水に たくへ て やぐむ VJ も つ きしち よの さ か つ き。 

初冬 時雨 二日。 い VJ はや 冬めきたり，.」 て 埋火 ちかくよ りて、 こ は處 からな ど 宵う ち 過る まて かたら 

ふに、 山風 吹來 て、 さど、 雨 ふ. -出 たれ は、 

山 虱の 又た かさ V」 へさ そふらん こ 、にさた めぬ 夜半の しくれ を。 

かくなん 淸 古の い 〈り。 われ も、 をな しこ 、ろ ものせ よどい へ は、 い 7。 

あす は 又 い つ こに ぬれん 旅 まくら さため ぬ 宿に 時雨 ふるな り。 

雪 乃 贍澤邊  一一 一一 一一 
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ど、 書 はつる ほどな ふ 雨 又 ふ， 0 て、 遠方の 空になる 神 聞 へ て、 風お ちて、 いよ、 ふ b て 玉 水 も 

聞 ゆ。 

三 =。 初冬 時雨，/」 いふ こ，/」 をよ まん ごてよ める。 

秋 くれし いろ こ そ 見 へ ね冬來 ぬ VJ けさ はしくれの ふるの かみすき。 

をな しこ、 ろ を  淸 古 

きの ふみし 签 はい つし かふ ゆきぬ ど 雲 も あらし もし くれて そ ゆ く。 

又 其 はらからなる  淸 1 

むら 雲の ひま こそみ へね かみな 月 あき も あらしに はっし くれ ふる。 

四日。 尋殘 紅葉 を  淸 古 

たつね 入 かひ こそ あれ や 山 かけ の 色 を ひ VJ 木に の こすも み ち 葉。 

ど い へ るに、 われ もい ふ。 

山風の 吹た にしら す こかくれ て 冬 もみた に 、のこる もみち は。 

五日 0 きの ふより 雨いた く ふ. 0 セ、 祌さ へな りて 風猶 はけし ぐ、 ひね も そ 吹た bo 

六日。 いたぐ 水の 落く る 根 山の かたは、 いろく そめな す 紅葉 おもしろく 見や， 0 て、 

ひ、 きに もさ そ はれぬ へ し ft 葉々 のにし きに か 、 るた きな くも かな。 


梅 森の 紅葉 


龍澤 寺の 紅 

葉 


七日。 あるし 淸雄、 あかう への こ VJ おも ふ VJ て、 

むす ふに も 旅の ころもて 氷る らし 霜 かれは つ るぐ さの まくら は。 

此か へし をす。 

a こ 

A 日。 雨の はれま、 梅 森の そか ひの 紅葉な へて うつ く，. - けれ は、 いさ ビて 見つ、、 , 

梅杜の 山の もみち の ぐれな： Q ははる のこ そめの いろ も をよ はし。 

九日。 この ゆ ふへ 、あるし VJ ものして 本末 をい へりし 春の 處に T 花ち る へ く  VJ たか 笛の こ 

ゑ、 ビ ありし に、 「是も 又 やみ は あやなし 春の よに、 VJ いひて 更た bo 

十日。 もみち か bvj いふ こ VJ を 句の す へに おきて 其 こ、 ろ を、 

木々 の 色 も 紅 ふかみ 野路 やまちし くれて いくか そむる 也け， oo 

00  0  0  0 

十 一 日。 龍澤寺 どい ふ 山寺に、 いどよ き 紅葉 あり VJ いひて 見に 行て けれ は、 大 なる 木の した 

はまた 時雨 を まつ は、 1しほ、ふたしほ^0もぃひっ へ けん。 うれ は、. しほに もす きて、 みほ 

VJ けの こかね の 光 も、 あまた VJ  、なへ たる あかの ぐな VJ  、みな 此 紅に そみ て、 酒い むみ てら 

なから、 こ 、らの 僧た ち、 ゑ ひたる かほの つら さしい たして、 の そき あ，.： >  き 給 ふ。 あるし の 

上人、 た 見て はいか yj  、おかしき ふしに こ VJ よせて、 うちつけ にも あらさり けれ ビ、 い つ 

雪 Ti- 膽澤邊  M 
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のか はらぬ、 かた ほなる こ /-ろをっく.^^ いてつ。 

うすぐ こきい ろ をつ くして 紅葉々 のわきて しくる /- 庭の 丁り VJO 

こ 木 まてい ろ VJ りか へ て もみち 一！； 水の 夕陽 ま は ゆき 千 入 初 入。 

わきて 又 紅 ふかぐ そめ かみの めくみ もしる しに はの 紅葉 は。 

又 人々 の 聞へ たる もこ、 にの す。 

つゆし ぐれ かさねて いぐ 日 ふる 寺の 庭に そめな す 木々 の もみち 葉。 

山寺に きの ふ はふ かき つゆし も の ほ VJ も しられて 染る もみち 葉。 

け ふいぐ 日 そめ つくす らし 露し くれ ひ VJ 木に もれぬ に はの も！，^ ち は。 

しくれ にも をよ はぬ いろ をな へ て 此ゅふ 日に そむる に はの もみち 葉。 

ちし ほしむ に はの 葉の いろ 見へ てし くる、 釉 もうつ る 斗に。 


淸 雄 

定 ^ 

淸 古 

爲 知 

幾 奴 子 

曾 無 子 


露し くれ そめな すま、 に ふる 寺の 庭 の 紅葉 のい ろ そえなら ぬ 0 

十二 日 Q 

十三 日。 あさひら け 行 i 仝のお かしう 霜 ふかし。 

十四日。 きの ふに をな しぐ 暮た， 00 

十五 日。 よあけなん ほりな らん、 な へ、 い VJ なか やかに ゆ， 0 もて わたれ は、 霜 かれの 外 山に、 

き 、すの ほろ-/, Z-VJ 鳴た る はめ つらし。 

十六 曰。 よくた., T 、人 さた まりた る ころ 風 はけし ラ 吹て、 灯け ちぬ へ う 時雨 ふ， 0 出たり。 

夜 あらしの ひま もや J め て や むら 時雨 もらぬ にしめ る閬の VJ もし 火。 

十七 日。 きの ふに ひ VJ し。 

十八 日 0 きの ふの こ VJ し。 

十九 日 0 あしたく もりて ひる はれて、 なへ した， 90 

二十日。 いさ はの こ ほ..^ に 行て 八幡のお ほんみ やに まうて 奉，. > 、又 わかれ にし 人々 にも、 ふ 

た、 ひたいめ せまぐ VJ て 出た つ。 かくて 衣川に きけ り0 いはね、 たかき しの 紅葉な か はち 

り はて、、 棺さ ひしぐ つ 過る に、 

ころも 川い ろ そめ か へ て. 紅葉々 のにし きな かる 、水の ひ VJ むら。 


雪の 駒 形 山 


鶴の 物 Si 
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まへ 澤に 出た bo 

廿 一 日。 猶を なし，/」 ころに くれた bo 

廿 二日。 盛 方 >、J  、もに 德岡 にいかん ビ て 野 はらの みちに い つれ は、 こまかた の 山し ろう 雪 

, の ふり そめた る を はる？/^  V」 見やりて、 あないみ しゃ、 きの ふさ へ たるけ にゃあらん など か 

たり つ >  VJ な ふ 0 

きの ふみし ゆきけ の 雲 やそれ ならん をち のた かねに はたれ ふる 也。 

廿 三日。 良知の や を 出て、 も， 9 まさに わかれたり。 枯木 立 ふかくし ける かた そ はの みち は、 

くち 葉に あざな く埋 みはてた るに、 うた ひこち て柴ぉ ふたる 男來 けり。 

柴人 のみ ねよ，..' 谷に くた るら しわく るお ち 葉の 昔 そち か つ ぐ。 

しらつ る、 まつる、 かり、 あしか も、 しら 鳥な，/」、 のら、 田 つらに 見やられた-. 此 VJ し は たづ 

い VJ 多く 來て、 あまた ビ てんな VJ かたれり。 この ころの こ VJ にゃあ.. >  けむ、 大な るつ るふ 

た つ 火矢に いられた るが、 笹の葉 をかん で、 や ふられた るつ はさの きすい や さん ビ て、 くぼ 

たの 中に かくろ ひたる を、 たかやし の 翁 見つけて、 お ふこ ふりたて おひめく b て 二な からど 

ら へ たれ ど、 あし 手に 觜 にく はれぬ W か。 つる はけう の 鳥に て、 此 形に まよ ひ てくだる を、 

まつ、^ やよ， いころす。 此ぉ VJ にお ちても、 あか 友 をした ひて たち も はなれす、 あるかき 


八幡 村 到 著 


水澤 にて 


ちみな ころされ 侍るな^、 か， 0 う VJ のい へ，.^o かぐて 水澤 をへ て、 や はた 村に つぐ。 加类川 

の 面に ちいさき 舟 をめ くらし あり-ぐ は、 鮭の 子ラ みはて、 死う かひな かれく る を ひろ ふ ど 

て、 やすどい ひける もの 手每 持て、 みなそこ をのみ 見つ 、行か い V」 多し。 こ は、 去年の け ふ 

しころ まうて 奉.，^ し を、 今 ふた、 ひ ひろま へに い た b 奉る こ ビ のうれ しく、 ぬかつ きて、 


(マ 


こよ ひ は、 畑 中な にかし のかり にビ まる。 

廿 四日。 あるし にい さな はれて 水澤に 出て、 の ふかぬ の ゃをビ ふら ふ。 あるし、 いど 久しう 

あ， 0 しな ビ かたら ひて、 ぐた もの VJ  VJ もに 題 さぐらせん VJ て 持 出て、 からうた、 やま VJ うた 

せり。 わか VJ,o えたる は 枯野朝 いふ こ V」 を、 

かれは つ る を はな か 釉に此 あさけ はら はぬ 霜の 見 へ て さむけし。 

日 山に かぐろ ひ はて 、此 やど をた ちて、 良 道 か あ.^ かも VJ めん どて 野み ち 山み ち、 家居な き 

かた を はるく ビ、 あか 星の 光 をし る へ にて たどる。 すみか や あらん、 火の かけの 見へ し 方 

を さして、 あな うれし VJ きつき たれ は、 芥 にか 、-. ^たる 火に こそ あ b けれ。 

行ぐれし宿のたっきにビひょれはこはぁくた火のかけにそぁ^^ける。 

い VJ くらき 林の あは ひよ..^、 ゆ くれな ふうた うた ふ 男 出 たれ は、 これ を あな ひに、 からう し 
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て その か VJ にいり ぬ。 

廿 五日。 前澤に 出て 盛 方 を VJ ふらへ は、 

れり 0  . 


よ ひ は VJ  /- まりて な./」、 せちに ものし 聞 § れまを 


かく あ，.^ ける か へし 0 


衣川に 來て 


廿 六日 0 をな し&: なる 正 保 かや を V」 ふら ひて、 かたら ふうちに くれぬ。 

廿 七日。 あけな は 又、 なに かしの-みてら にて あひなん，， J いひて 正 保 云、 

あす は 又 あはん な こ， „ ^もか なしき に，、 J をき わかれ をお も ひやれ きみ 0 

ビ なん 聞へ し 歌の か へし をす -0 


(f、 


朝 VJ  く 衣川に 來 りて、 西 行 上人む？ -し此 あた. c にた すみて 


かくなん のた まひけ る も、 いまし ころ にゃあ らんな./」 ひ VJ,o こたれ て、 此土撟 を 過る に、 う 

すら ひに ふた か，.^ たる 水の面に ぐち 葉ち h, て、 霜い VJ ふかし。 


中尊 寺の 秀 


山の 目 

詣づ 


衣川み き はに むす ふ ひも か、 み 冬の 日數 やか さねき ぬらん。 

廿八 曰。 十二 刈、 秀衡の あそ 六 百年の いみに あたり 給 ふ を此日 ものし 給 ふ VJ て、 人々 中尊 寺 

に まうて けれ は、 朝 VJ  く 山の 目 を 出て 此 御寺に 入ぬ。 知足院 のみほ ズ〕 けの 御前に いたれ は、 

しら 布の か へしろ かけて、 こなたの ひろ ひさしに、 さる かう す へ きまぅけした，.^。 みほ VJ け 

のかた はらに はこ、 らの人 あつま，.^ て、 け ふの 手 向のから 歌、 やま VJ うた 奉る VJ て、 冬懷舊 

VJ いふ こ VJ をうた ふ 0 

埋れ ぬ 名のみ はかり は あら はれて ゆきに あどな きむかし を そお も ふ。 

あまたの まう つる 男女、 こ はいに し へ、 いて は、 みちの おくのぐ に を まつ - J ちて、 しら 河の せ 

きょ. o、 そ VJ か はまに 行へ きみち，/ \- に、 そ VJ は を さして、 此み てら はな か はに あたれる VJ 

て、 いたく あかめ 給し な VJ 、此 きみの、 あはれ いにし 也け るよ- yj てなみた なかしぬ。 やかて 

笛 ふきつ 、みならして、 さる かう 三た ひかな て 、はて ぬれ は、 日 くれぬ ビ ていそき いてぬ。 

火 わたし、 猫 かさ わて ふ處 もい VJ  くらくて、 白 華 子、 信 包、 正 保な V」 淸 古の やに 來け. ^。此 

夕、 からうた いふ V J て、 あれ も樂 V」 いふ 文字 を さぐりえ て、 

おも ふ V」 ち ふなよ そ ひして 見し ゆめの たぐ ひやな みのよ るの たのし さ。 

廿 九日。 白 華 子た ふれて、 やの あけ まきなる 淸 儀に、 くしお くりけ る 文字の すゑなる 花 ご い 

雪 乃 膽澤邊  in 
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ふ こ VJ を 見 て 、 き よ ゝ し に か は ..^ て 、 

め-つら しな 名に お ふ はるの 光 VJ て 人の こ VJ はに に ほふ は つ はな。 

はし わの 社 午 ひ VJ つ 斗に、 はし わの 社に まうて た，^。 

前澤に 泊る 一 一 二十日。 白 華 子、 正 保に いさな はれて、 いさ はに おもむきて、 こよ ひ は前澤 にいね たり。 

うる ふかんな 月 一 日。 をな し 里なる、 せきて ふ處 にいた，.^ て 雨 や、/ Jb すて、 高尙の やに 入て 

VJ まる 0 あるし のい はく、 

草 も 木 も 冬 かれはつ る やま さ VJ をた つね 來に ける 人 そうれ しき。 

ビ いひ 出た るに かへ し。 

ビひ よれ はこ 、ろに かな ふま ビゐ して 冬 も 人め のかれぬ やま さ，/」。 

雨 はいたく ふるに、 人よ ひの 岡 にゃあらん、 めぐらし 貝 VJ いふ もの を 吹す さみ て、 こぶれ？」 

いふ 男 をよ ひて、 お ほやけ の 仰 を^て ふみ わたして やる。 又 風 吹 そ へ て、 なる 神 すれ は、 桑 

の枝をVJ..^かさして明た.oo 

二日。 ひる はれて 猶風 VJ  く 吹ぬ。 

みちき リ  三日 0 こ を 出て 常 雄の やにく るみち のなかに、 わら ふたし きて、 みて くら、 み ごころ にさ 

したる は、 もの、 け める 人 を、 けん さの いの て、 かく、 ちまたに まつる ノひ ちき、 りビ いふ も 


、- ぶれに 廼 

文.^ 波す 

遒 雷に 桑 木 


の 也。 かくて 其 やにいた る。 

四日。 あるし VJ かたら ひ、 け ふ も ゆ ふくれに なりぬ。 

五日。 きの ふに ひ VJ し 0 

初雪 ふる 六日。 け ふ 雪 ふ， 0 そめて、 ひんかし 山、 を さ へ山眞 白に み ゆれ VJ 、ゆきか ふくつの はな 埋み 

も はてす 0 

ふみした きつ ゆ はむ VJ,o もこ、 ろせ よけ ふ を はっかに つもる しらゆき 0 

七日。 ゆ ふつけ 行 ころな へしたり。 

據 入の 粧ひ A 日。 あるかた に ゆく よめ VJ て、 人々 の 、しりて 見た る を 見れ は、 ふ ノレ く たくましき 馬に、 

いみし きょは ひして、 な， 0 かね V」 いふ もの こ /- らうち ふ. 0 てち か つ き來 け， 0  0 此女、 に ひい 

ろの きぬて、 さかさ 袴に 菅？ - さかつ き、 をビな しゃかに の， 0 たる 0 先にた ちた る 男ら、 あ ふ 

らさ 、え、 なに くれの 此 調度 もち 行て け，.^。 か 、 る こ VJ は、 さ VJ,, のなら は しあれ V」 、凡 

か S るへ くなん 閬 へた. 00 

九日 0 

十日 0 

十 一 日 0 

雪 乃 膽澤邊  0 
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霜月  一 口。 け ふの 申 冬至 になり ぬ。 月の かしらに か 、る 日 あたれ は、 こん V」 し の 秋 は 田の 

みい VJ よけれ は、 ものき す VJ て も 牛 かふ へきよ しのこ V」 わさ を 人 こ V  J にい 〈り。 

二日。 あしたの 間 風 VJ  く 吹て、 ひる はれた ひ。 あた、 かさ は 如月の ころ ほひに ひどし くく 

れた bo 

三日。 ょへょ.^雨ふる0 此： w 山 居に いた.. >  て蜂屋 のか.. >  に 入る。 あるし、 VJ し 頃 近 VJ な. 9 

の須 輪、 新 山 、八幡の なら ひ 建 給 ふ に まうて /-、 日 ひど 曰お こたる こ VJ な ふ。 此朔、 例の こ、、」 

くお きつき にぬ か つき けれ は、 いかなる わさに やめり けん、 さ 、やかなる いしな こに 三 ごい 

ふ 文字 書た，.^ ける を、 ゆ くりな ふ ひろ ひえて 家に もていた りて、 ある 神の みま へ におき て 

一 み わすへ ていの， 0 ける。 こ は、 VJ しころ のね きこ VJ  、うけ 給 ひけん しるしに や。 はた、 よね、 

も の 拼を石 VJ い ふなれ は 三の 石、 又み そし もや、 きみより 給 ふならん など 人 こどに どな へ 

聞 へ けれ は、 此こ 、ろに よそへ て、 

さ、 れ 石の なれる を や 見ん いはしみ つ 通 ふこ 、 ろの きょき あまりに。 

四日。 よへ よ b 中和の やに ありて 胤次、 爲 信な VJ 歌よ みて、 VJ  く 起 出て 雪い VJ おもしろ けれ 


女に 忍びて は 、 かなた , J なた VJ 逍遙 すれ は、 ふ せる かこ VJ き やに、 VJ よめき あらそ ふはい かに VJ  、かた ふ 

き 1^ れは、 ある 男、 かね こ VJ したる 女 を も VJ めて、 こ 、にやね たる、 かしこに や ふ したる ビ、 

穴子 J  VJ  、もしらて さく..^ぁ.^^くに、屛風引まはしてぁる男のねた るを、こ のうちに こそぁれ 

きく  V」 て、 みそかに 入て、 まつ、 かしらな てん，/」、 あ まくら もしれ ね は、 もさく  よ VJ い 

鉢卷 して 寝 ひつ 、、かしらお さ へ つれ VJ  、此 あた， 9 のなら ひ VJ て 男女 老 たる わかき、 みな、 はち 卷 VJ いひ 

る 

て、 かしらに 布 を ま^ひて ふし たれ は、 さらに 男女の けちめ も、 夜の かしら はわいた めな ふ。 

か 、れ VJ 男、 女ビ ひたすらに 思 ひ 入て、 をな し 枕に 手 さし 出せ は、 ふした る 男、 あかめの しの 

ひ來る ビこ 、ろぇて、ゐょりたる男の手をビ，.>て、ひたもの、ぁかふ^ ころにさし入て、ぁた 

、めて ねて け. Co いか 、にか あ b けん、 ふたりの 男お V」 ろき て、 こ は、 みな 男に こそ あな れ 

ヾ J てあきれ て、 たか ひの はち を やかく さん VJ て、 いか /- して 來 b しそ、 い か ， して 引 入し そ 

VJ 物 もてう ち 合、 あら かひて 明た る VJ よみに こそ ど、 雪に た ふれた る 中垣の こなたより、 の 

そき たる 人の つ ふやく にて しりぬ。 

五日。 雪い， 0 おかしう ふ，.^ そ へ て けれ は、 いて 見ん VJ て、 こ を 見つ 、山 居に いた.. ^ぬ。 人 

々、常 雄 かやに あるし すビ ていきぬ。 われ は 頭いた みてい かし。 

六日。 け ふ も蜂屋 のた ちに くれた 、り。 

雪 乃 膽澤邊  四^- 


菅江眞 澄 集 第五  S; 

中 野  七日 。中 野 VJ いふ 處に 行に、 なに かしの も VJ にいね た，. 

姉 體に來 る 一 八日。 雪いた く ふ. 0 ぬ。 朝， rJ  く、 あるし の あないに てお なしす ち を 出て、 あねたい に 來て佐 

、木の やに V」 まる。 

三 筋 麻 一 九日。 きの ふの をな し 宿な，. やの 女の わら は、 みすち そ VJ て、 ひ VJ 日に 三 筋の 麻糸 引て 是 

を ためおき て、 老人な ビ、 よみ 路に 行かた ひら を をり てきせ、 又 さ ならても、 あかお やな VJ に 

す どてせ. 00 一  日に 三す ちうみて、 一 ごせに 一 むらの 布に たれ， そ。 

十日 。風の こ /- ちに て ふしぬ。 

十 j 日。 あしたよ. 0 雨 もよ に、 ひるよ b 夕に いた b ていたく ふ， 0 來け， 00 

十二 日 0 月 かけに 人の 行 を 見つ 、、 

みちの 邊の 氷る みゆき を ふみした き 行た ひ 人の こ ゑ さむけな り。 

田の神 祭る 一 十三 日。 あしたより 雪 ふる。 此. ろ 田の神 祭る VJ て、 家 こ VJ にもちゐっきてぁるしせ..^o 

け ふ も あしかき の VI に、 さる わさ するどて まかる。 

十 西日。 はちゃの かりに 行 VJ て 夕 くれち かくいた らん VJ いへ は、 さいたつ 翁、 はやす、 み、 

いろ VJ きになり さ ふら ふ VJ こた ふるに、 

雪に ふす 竹の した 枝に ねくら V」 ふす 、めいろ ごきだ VJ る 姐 道。 


十五 日。 さ、 木の やに まかる。 眞白 のなかに、 きたなけ なる 道 一 すち わた かまれる は、 山賤 

のか..^にふみゎきたるど い ふに、 

柴人 のし は，/^ わくる ほ VJ 見 へ て 雪に ひど すち つ 、く かよ ひち。 

十六 日。 雪 はこ ほす かこ ビ /、に ふ ..^來て、さ へ た- 家每 にあ ふら 餅 VJ てうすつ きい ど な 

むは 、 A どし、 か、 けど もす、 あ ふ らしめ おさむる そのい は ひ、 ヒて、 せ さる はなし。 

一 十七 日。 よ ひの ほど 雨 ふ， りて 曉の 月い VJ よし。 

- 

十二月 朔日。 ぁしたのま雪ぃたくふりて、ひる晴た..^0 

二日。 きの ふに ひ VJ し 0 

三日。 ひっちの ひどつ に、 なへ ふる ふ。 雪 はいよ、 ふ.. >  て くれに な， 9 ぬ。 


かすむ こまが た r のく 


迦 須牟巨 麻 賀 多 
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夕づ、 のか § きかく ゆきく さま くら 旅に しあれば そこ ビ さため や。 

雲ば なれ 遠き 國方 にさ そら へ あ，.^ き、 こ VJ しも くれて、 みちの くの 膽澤ノ 郡 駒 形ノ莊 ころも か 

關 のこな た、 德岡 どい ふ 里なる 村 上， 良知が 家に 在りて、 あら 玉の 年を迎 へぬ。 こ VJ し、 天明 

八 年 VJ いふ ヾ J し 戊 申の 正月 ノ 朔 "曰、 まづ、 わか 水に 墨す.^ 筆 試る どて 人々 歌よ む。 その 筆 

を か.^ て、 

埋 木の 花 春に あふく まの 河瀨の 氷け ふや くらん。 

ひむ がしの 雪の 山 窓よ"、 はつ 日の 光 ほの.// \- さしの ぼる うらら かけさに、 軒の つらら もビ 

く.，/ \-ビ 昔して した > -,. ^落ぬ。 

» 影に ほふ かたより ビけ そめて 軒の たる ひ をった ふた ま 水。 


瘦 馬.^ やる 


1 巧 雷に 天候 

, ^占 ふ 

祝 ひの 潘酒 


初 申の 日 

がんで う 
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二日。 ビ しのこ ビほぎ ま をす VJ て、 こ、 らの人 VJ ら、 たち か は.^ んか は. 0 來け. 00 入. 0 來るー 

わ.."' はへ  さえ だ. せに さし  のせ  やせ ま  £ もしき から  - 

童 に は 松の 小枝に 錢 貫て、 是を 1&T に乘る VJ て VJ らせ、 こ は艘馬 也な ンざ、 不足 錢幣 をし か 云 一 

ひこ VJ わるさ ま は、 い ではの 國にひ VJ しか， 0 き。 あなたの ひろび さしのお もく ぼなる 處にー 

は、 人 あまた 居なら びて、 濁 る 酒 をく みか はして 物語 リせ .0。 こ VJ し 雷神の 年 越え 給 ひしが 一 

は hi- 西に て さ ふら ふ、 雨 こそ を 零ら め、 秋 世-中よ からむな ンど云 ひ つ 、大 椀に つぎみ 

/  ふたつみ つ  ひろ G み  す 、む 

たらした る を、 二 三 もお の もく も 前になら ベて、 いざ 尋飮 すべし かなぶ、」 進 れば、 ゆるし 


てよ、 飮ね、 何の 樂 しき 事 あ b 、ヒも 、この ひ V」 坏の にごれる 酒に、 あに、 まさらめ や VJ ほ 、ゑ 

末 也 


みよろ こぼ ひて、 「出て 酌 ビれ稻 倉 魂。」 ど、 うち 返し/ \- うた ふ。 あるし は、 い VJ,/^ 大なー 

る 白 を VJ うでて 進れば、 い にしへ の 七 int 人- yj らも VJ て、 さかな VJh-,,^ に飮 み、 人み な _ 

のみにのみて心をゃ..^ ぬ0 こ を 見て、  ： 

樂 しさよ 千代 万代 VJ  くみ か はすこ 、ろ 長閑き 春の さかつ き。  - 

本 も  一 

「飮 ゃ大 s?^ 謠 へやえ びす。」 VJ  、，「た ひくて 暮ぬ。  一 

三日。 けふは申の 曰な..^  VJ て、 あ. 0 ど ある 馬 あまた、 みな-: &t 柵の 內 より お ひ はなち、 まづ吉 

方の 方へ ビ て 追へば、 こ、 らの五 調 小 踊して 庭の 雪， ふみならし、 去年の 冬より、 ま をり こも 

..^  て、 か、 る樂 しさ ビ やお も ふ、 ある は 暉 き、 ある は 嘶え、 はねく るふ さま、 名 1^ 尾 殿ノ牧 一 


もし かならん か。 なほ 雪 ふみした き、 さは か b ふかくつ もりた るか、 や をら、 まこ ビ の 春 庭 

の ご ど、 な ？i ら けち は つるな ンざ、 い さましき 駒 遊び 也。 

長 開なる 空に ひかれて つながねば 心の ま、 に 勇む 春 駒。 

門々 の 雪に さした る 小 松に 栗の 木の 枝 を 立 添 ふるため し、 しりく へ繩、 ゆづる 葉 は いづこ も 

同じ 0 

幾 春 も猶立 添む 栗 駒の 山に どし ふる 松 をた めしに。 

四日。 あゆみ こうじて 雪の 深山に \ィ ど 見れば、 かげろ 嗚 てお ざろ きぬ。 かくてお も ひつ 

まだ 去年の 心 はなれぬ 夢のう ちに 鷂さ へ春ビ つげの を まくら。 

あしたより、 け ふ も 雪いた ぐ ふれり。 

五日。 庭の 面 を 見れば 板 垣の 際、 代 な Sj の 雪う すき かたに は、 若草の 1^ に萌 そめて 、い，/」 

はや 春の こ、 ちす。 こ、 を德 岡， 鄕 上野 VJ いへば、 

おそく どくお か ベ の 草の もえ そめむ 雪のう は 野に 春風 ぞ ふく。 

0  0  0  0  0  0  0 

六日。 きの ふの ご VJ うら 、也。 霞む 名のみ や 空に たつら む、 遠 かたの やまく うすく もれ 

K^c こよ ひ は、 せちぶ 也。 「天に 花 開 地に 登、 福 は 內へ鬼 は 外へ OJVJ 豆う ち はやし、 爐 の 
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邊リに は 並居て 豆燒 ビ いふ こごして、 一 VJ せの 晴 it の 灰 卜 問 ふ は、 こ VJ 國も 凡ソひ VJ し。 

七； 卓 はやす 七 曰。 鷄 の初聲 たつころ よ， 0 尾 毎に もの、 音せ り 0 真魚板に あらゆる 飯 器 VJb. のせ、 七草 

#  VJ て、 此 地に 云 ふ雷盃 木て ふ ものして， つち 扣 ク也。 今朝の 白 粥に 大豆う ち 入て そ烹 るめ 

る、 こ は、 ビ しの 始ょ. 0 無事 VJ て、 身に 病な きを 祝 ふためし にな，, -0 此日 立春 い へ ば、 

此 VJ しの n: 數 もけ ふ はな、 わ だに めぐれる たまの 春は來 にけ ho 

雪 はな ほ、 を やみ もな う ふ.^ に ふれ、 ば、 

みちの ぐの あたちが はらの 鬼 もけ ふ 雪に こもれる 若菜つ ままし。 

此 ごろ、 ふみ 書 贈， 0 たる 道 遠の も VJ より、 

する 墨の 色 さ へ に ほふ 水く きに 硯の 海の 深さ を そしる。 

VJ  、ふみに こめて 聞え しかば、 此返 h ご す ど て認 む。 そか 中に、 

水く きの あ VJ もはづ かし かき 流す 硬の 海の あさき こ 、 ろ は。 

雪の い VJ/,- ふりて、 梅、 さくら、 なに くれの 棺ざ も、 わいだ めな う 穴 くら！。 ぐれて や、 晴 

たるげ にや、 月 は つかさした， 00 

夕附 そらた のめなる 影 そ へて 花 VJ みゆきの つもる 木々 の 枝。 

やがて 又 かく  V」 さくらの 寿 風 もこ  >っ して 吹雪の 初花。  . 


家の あるじ 村 上 良知の 歌に、 

寿 風に さそ ひな 行 そ 花 ど 見ん 庭の さぐらに つもる しら 雪。 

その 弟 良 道。 

ふ. 0 つもる 梢に 雪の 花 さきて 庭の さくらに 春風 ぞ ふく。 

夜更、 人 さだまる ころ、 はやち 吹、 雨 ふ る。 

A 日。 よべよ-^ あた、 けく、 あしたの 間雨猶 ふれ-. 

草 も 木 もこ、 ろ や V> けむ ふ. c つみし 雪の 上野の 今朝の 春雨。 

や をら 雨 晴れ、 日照れ. 00 

九： no 雪 はこ ぼす がご VJ く ふりて い ど 寒ければ、 男女 童 Vj も埋 火の も VJ に 集 ひて、 あどう が 

た，^ せ bo また 草子に 牛の g ある を、 こ は 某なる ぞ、 牛 子 VJ い へ ば、 いな な..^  VJ あらが ひ、 

また 是 なに、 猿 VJ いへば、 ましな b ビ、 論 すな ビ家 老女の いへば 止ぬ。 つ b ご VJ ぐ」 は 論 

こ VJ の 方言 な ，9。 また 某々 かくる を 聞て、 

うな ゐ 子が 稚 心の 春淺 みい ひ VJ けがた き 庭の しら 雪。 

を やみな う 雪 ふれ. 00 

十日。 山 早春 どい ふこ ビを、 


はだ \^ 


かぜぎ 
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長 間し なみち のく 山の 朝霞 こがね 花 さく 春は來 にけ り。 

夕 くれ 近う 雪 ふれ.. 

十 一 日。 け ふ は 物 始？」 いひて 贵 賤 家々 に 業 仕 初日 なれば、 雪の 上に 鈕鍬 もて 出て， 「ち 

返す 手づ かひ をし、 また 稻 田う、 る VJ て、 芒 尾花、 わらな ぶ、」 を 雪の 千 町に 佃る あ.. >o あな、 

こうじた b なン、 VJ うち 戯れ、 謠 うた ひ、 小 苗う ち、 い か にな ン ざ 戯れ.. -。 帳ヾ J ぢ、 藏 びら きな ン 

ざ 業 は、 商人なら ねば、 さるよ しも 聞え や 0 ほどちかき 水 澤の信 包、 ほど 遠き、 ひむ がし 山な 

る 田 河 津の爲 信な ぶ、」 が 歌 あ b しが、 こ に はもら しつ。 

十二 日。 つ./」 めて、 小雪 ふりて い ど 塞し。 午う ち 過る ころより 若努等 あまた、 雇 VJ 腰 ど に 

「 けんだい」 VJ て、^ 藁 もて 編る 簑 衣の 1^ なる もの を 着て 藁 笠 を か ふり、 さ、 やかなる 鳴子 

ぃくっも匈15」背.牛ビに掛て、手に市籠どて、ゎらの組籠を提て木螺吹キたて、：^^:|-鈴ふ.^鳴し、 

また 銜 、ir がね V」 いふ もの をう ち ふ..^、 人の 家に 群れ 入レ ば、 米 くれ 餅 VJ ら せぬ。 うちつ ヾ 

きかし ましければ、 「ほう？/,^ JVJ 聲を 上. ゲて 追へ ば、 みな 去ぬ。 また、 もの ビら せて 水う ちか 

くるなら はし 也。 こ はみ な 村々 の わかき 男 V- も、 身に 病 なき ためにす る、 まじな ひ VJ い 

へ. ^。追 へば 、「け 、 ろ」 VJ 鶴の 鳴 まねして 深雪 ふみした き、 VJ よめき、 さわぎ、 更 るまで あ..^ 

く。 是を鹿 踊、 また 掉 鶴. こい へ bo また 南部 路の 5 & 鳥 は、 や、 にて こ^なり、 か ， ふる 藁 _ 


笠 を 鹿の角 形に 作り、 それに さ、 竹 を さし 棒 をつ き、 手籠 もて 餅 もら ひあし く。 此餅 くれ 

ば 祝 の 水 V. 一て、 うちあぶ せけ る。 また 此搾鳥 等に、 家の 主にく まれて は、 その 家に おし 入り 

厩の 前に 立て、 木 匱 VJ て、 馬の 珠 昨て ふ もの 入る 舟の ご VJ きも の を 伏せて、 「す はく へ く」 

ヾ J  口のう ちに もの VJ な へ て、 此木櫃 の 底 を 杖に て， つちつ 、きた，. >  しが、 今 は、 さ る唱へ 事 も 

も はら VJ は知リ たる 人 もさ ふら はや。 たヾ、 しらぬ 方より^ 鳥來れ ば、 雌鳥 か 雄鳥 か V」 問 ふ 

に 雌鳥 どい へば、 さらば その 卵 VJ らん どて、 集め 得し 餅 を 奪 ひ VJ らん どし、 また 雄鳥な り，/」 

い へば、 さらば、 く ゑ 鳥 せん VJ いひて 鬪 鶴の ふるま ひ をして 打合摑 合て、 力 立 あらが ひの 

みぞ 今 はしける VJ 八十 ノ 翁の 語レ. o、 あやしき 事 も あ. 0 ける もの か。 此掉鷄 等が 姿 を 見れば、 

田に 立る お Vi ろかし の 人形に 似た h'o また 鳴子 附 たる は 鳥 追 ひ、 猿 追 ひ、 鹿追 ふ 鳴 竿の ご 

VJ し、 さ b ければ 年の 始めの 田 祭 VJ もなら むかし。 さて、 かの 翁が ものがた.. >  に 「す はくへ 

/\」ビ 云 ひつ 、詋 ffi しはい かなる よしか VJ 考 おも ふに、 保 食ノ神 は" 祖 VJ し、 又 建 南方 ノ 

命 を 先 牧 VJ して、 此ノニ 神 を K の 神 VJ 祭る。 此由來 を もて 識訪 VJ 唱へ、 また、 くへ は久比 

にて、 蜍蹤は 馬 牛な ふ」 の 皮肉に 生 る 虫に て、 ある は 腹 やませ、 また 此虫 § ゑに、 うまう しの 

斃れ死 事 あ， -。 さ. - ければ 須 波の 建 御名 方ノ御 神に ま をして、 此蛤蹤 を 起さし め 給へ V」 黑 

心 もてい の， 0 奉， 0 し 事に なむ。 ゆく りなう 雨 ふれば、 此拷 鳥ら 門の 外に 逃^で、 ある は、 


病ん) 祈りて 

れ&? に 出る 

もお リ 


^^5^金餅喰ふ 
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十 一 日ノ 日、 物 ノ始メ に作リ たる 田の 面な ン、 ざに 群れた て， 0。 さて 今の 世に 山 田の 曾 富 豆ヾ」 い へ 

る は 久延毘 古に て、 くえび こ は 卽チ曾 富騰也 どい へり。 此事 古事記 傳 十二， 卷 十四 葉に 精 

なり。 

* 雨に ぬれて 曾富騰 のた つ か 弓 山 田に あらぬ 雪の 假 田に。 

十三 日。 あしたよ. 0 雪 零れ..^。 

泡 雪の ふ、 り來る ほざ も なかぞらの 光に 消る 春の 長閑 さ。 

it 鷄ら、 雪に まみれて ありく。 

十四日。 よ さ ..^ に な，0 て戌ひ V」 っ，ば か 、れ い の 36 鳥ら 桐 木 貝 吹 やたて 笛吹 キ鈴 ふ り 、；： の 鳴 

輪、 鳴る がね、 鳴子う ち ふ. 0 て諠咭 し。 筒 子 VJ いふ もの、 また 搏 もて 來 るに は、 家々 の 手 作の 

酒 やろ 也。 去年 は 死べ う 病に ふして、 明な ば 搾 躍しても の 奉らん VJ  、稻倉 魂、 ある は 村 鎮守 

にね き 事して、 三十 四十  >」v」 しねび たる 男 も 交 レビ、 多く は 村々 の 若 午 もの、、 戯れ ぞ めきに 

こそ あ-.^ なれ 0 

十五 日。 け ふ は 粟" 餅 を 黄金" 餅 VJ て へ ふためし 也。 家々 の 嘉例 ごて、 祖 よりの をし への ま 

に^ 仕 つれば、 もの はたちに 田個ラ す、 け ふ にう 、 る 家め bo 日の 西に かた ふくころ、 田う 

、る VJ て 門 田の 雪に、 わら ひし/、  VJ さしわたし、 また 豆う、 る ビて豆 塞 を さし C50 また 山. 


瓠と藁 沓 1^ 

,t  


畑の 雪の 中に 長 やかなる 柱 を 立て、 此柱 のうれ よ.^ 繩を曳 はえ、 その 繩に匏 隻 VJ て、 痲_ ：宁の 

絲卷瓠 を さしつらぬいて、 其 繩の末 を 杭 にむ すび 付ケ、 また、 その 代 頭 に、 ふるき わらの ふ 

みものを、ぃくらVJもなぅノJ..^ っかね縛 處ぁ bo そ は そのむ かし、 神ノ道 をに なう 尊み、 あ 

が國の 神の み をし へ 如なる 事 は、 こ VJ 國に は、 え も あら じビ、 あけくれ 神 を ゐ やま ひまつ，.^、 

父母に けう をつ くし、 ひた ふるに うち 耕て、 業 に 露の い V」 まなく くらす 男 あり。 また 

其 近隣 に、 あけくれ 經 よみ、 佛の 法式 をに なう 尊み、 佛 のみ をし へに こ ゆる 尊き 事 は あら じ 

ビ いひて、 此 一つ 人の 男 出會ご V」 に、 いつも もの あらが ひやむ VJ きな し。 ある V」 し兩 人の -、 

またもの あらが ひして いふ やう、 さらば こどし 稻田を 佃れ、 その 田の 能ク 登たら むかた こそ、 

そのみ をし へ の 勝らめ VJ い ふに、 さらばた めし 試 VJ いふ。 此、 親に けうな る 男 は、 あしたよ 

,e  くる、 まで、ゎら沓っゅの間もぬ かす鈕録VJ,.^耕 し、 う ゑに う、 れば、 苗 高う 茂り、 秋の 

たのみ 八 束に たり、 八重 穗 にしな ひて 家- yj み榮 た，..^。 佛の をし へ 尊め る 男 は 田 も 作らす、 經 

典 を VJ なへ 香を炷 き、 花 奉りて、 ゐゃ びぬ かづき 尊み ける。 その 秋、 その 男の 千 町 田の 面に 

夕顔 ひしく  VJ 生 ひ、 此蔓 のみ 延 ひま VJ ふ。 や をら 花の しろ，/^  VJ 睽て、 やがてい ごく 火 

なる 壺盧の 子 登り。 此男 うち 見て、 何に てまれ 佛 のた うば b もの 也、 是ゅ、 ひて 命 生ん ごて 

うち 破りし かば、 その 瓠の 中に 精米の みちく た， o。 人み な あきれて、 さらば 神も佛 も、 志シ 

か マむ こまが.；， 1  五 も 
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のまめ なる 人 を 守" 給 ふに こそ あらめ VJ て、 あらが ひ を ご ダ めて、 む つび た b し。 そのし る： 

しに、 今し 世 かけて、 正月の 事始に $^くぞせ..^ける^ ぃふ、此事書にも見ぇた，0.0 さ，. >  けれ 一 

ば、 わら 沓ど瓠 を 田 畠の 中に かざりける VJ なむ。 夕飯く ひ はつる やい なや、 白粉 を わかき 

男女 掌 に付ケ て、 是を 誰れ にても 顔に ぬり てん VJ うか ゾ ひ あ. 0  く、 是を花 を かける V」 いふ。 し 

かすれば 稻 によく 花 ためしに なむ。 此花 かけられ じ VJ 心 をく はる 目づ かひ を 見 て、 一 

たづ  て  一 

いな. さる 事せ じ， こ 、にわれ 尋 ぬる もの こそ ぁン なれ。 さらば その 掌 ひらき 見せよ なン V- 、此 j 

花の さわぎに、 うち VJ も、 VJ よみ わたれ.. >o 白粉の、 さはに あらねば、 近き 世に は 山よ. 0 白 土  i 

を 掘.^ 來て、 三 四日 も 前日より、 花 白 物よ，/^  v」：^ にう り もて あ く を 買 ひ、 水に 解" たくよ 一 

ひお きて 是を 塗る 也。 むくつ け！ なる 男な ン V- の、 人 VJ さしぐ みに 物語し 居る 後 の 方よ. o、 一 

稚キ 童の さしよ. 0 て、 靑 月 代に、 ち ひさき 白の 手形つ けて 逃 行 を、 人み な 立？,、  b. 笑 ふな ンー 

、>、」 、また、 さらぬ だに 白粉 あつく VJ 化粧、 紅 かねに よそ ひたる 顔に、 ゆ くりな う 花 かけら 一 

れたるは、深雪の いや っも..^たる庭に、今はた小雪の降り添ひたるこ 、ちせられた.^。 また 一 

前澤" 驛ヽ 水澤の 里な ンど にて は、 此花 かけの さわぎな かくの 事に て、 曰暮て は、 へそべ VJ て 一 

鍋釜の すみ を VJh- て、 油に 解て ぬ. 0 あ "く。 男女 老若の わいだ めな う、 此 墨の 花 かけむ V) て 一 

むれ ありけば、 みな 恐て 土藏 な. づ W に 逃げ 隱れ音 もせで 1^ を更 し、 ある は 夜着 引キ か、 ふ りて 


4^ 

追 

ひ 


i だの 眞 似な ン ざし、 また 大キ なる 蘿蔔 を斜に 切て、 それに 大ノ 字、 正， 字、 十ノ 字、 一 ノ 字な ン， ぐ」 を 

おの もく 刻て、 油 墨 を 塗 b て、 釉に ひき 隱し持 あ，.^ き、 行 や.^ の 男女の 額に つ き 中た る を 

月影に すかし 見て、 一 文字 面よ、 こ は 大文字 面な" どい ひて 笑 ふ 事 也。 此. 花 塗る 若 男 等 は、 ま 

づ 己が 面を崑 St 奴の 如に ぬり あ- 9 けば、 誰かれ ビ人 しらぬ 事 VJ なむ。 此こ、 ろ を、 

秋に 八. の 稻の花 かづら か、 るた めし をけ ふに こそ 見れ。 

十六 日。 いまた 夜ぶ かきに 童^も 起 出て、 大笑 を 雪の 上へ に ふせて、 指 の ご VJ きもの もて 此 

伏セ笑 をた、 いて、 「早 稻鳥 ほい，/.^、 おく 鳥 も ほい ほい、 もの をく ふ 鳥 は 頭 甄 ッて鹽 せて、 

遠嶋 さへ 追て 遣れ、 遠し まが 近からば、 蝦夷が 嶋 さへ 追て やれ o」 また、 前澤ノ 驛なン ざに て は 

おなじ さまながら、 「猪 鹿 勘 六 殿に 追 はれて、 尻尾 はむ つく りほうい ほい OJVJ て 追 ふ ヾ」 

なむ。 夜 明 はてて 見れば、 爐 の 端の 金 花 猫に も 花 かけ、 庭に 居る 黑犬 にも、 誰が 花？ 《 けし V」 

て 笑 ふ。 掉 鳥ら も、 け ふの 午の どき を かぎ b の、 り VJ て、 雪 吹の 烈 さもい VJ はす 貝 吹、 かね 

鳴らし、 笛吹きい さみ、 うち むれ あ りく。 なほ 雪 ふ. て 寒し。 

玉 水の 露 も 音せ や 空 冴て 軒の 垂 氷の 掛ケそ ひに けり。 

十七 日。 きのふのごビに雪のひねもすふ..^て、月も1^にてりて、外は、そ こ ，.」 庭の 隈囘も 見 

え や 0 猶 寒し 0 

かすむ、、 まがれ  チ 


田 
植 
踊 
リ 
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心 あてに それ か V」 ぞ見 る 月影の 光 そ へ たる 庭の しら 雪。 

童 V> もの 居なら びて、 はや 寐て、 明日 は 田う ゑ踊リ 見ん なぶ」 かた，.^ て ふしぬ。 』 伩更 てい ヾ」 

\ 寒し。 

十八 日。 あした 日照 b て、 やがて 雪の いたく ふれ ho  ra 殖躍 VJ いふ もの 來る。 笛吹 キ つ，；^ み 

うち 鳴らし、 また 錢 太鼓 どて、 槍 曲に 絲を 十文字に 引渡し、 その 糸に 錢を 貫 て是を ふり、 紅 

布 鉢 纏した る は 奴田殖 VJ いひ、 菅笠 着て 女の さませし は 早 丁 女田殖 VJ い へ り。 やん 十郞 VJ 

いふ 男 竿 鳴 を 杖に つき 出テ 開口 せり。 それが 詞に、 「机 ャ りの 藤九郞 がま ゐ りた、 大旦 

那 のお 田う ゑ だ VJ 御意な さる 、事 だ、 前 田 千 ^"後 田 千 刈リ、 合せて 二 千 刈 ある ほざの 田 也。 

馬に ビ b て や ざれく、 大黑、 小黑、 太夫 黑、 柑子 栗毛に 鴨糟 毛、 齓 入で 曳 込で、 谏れ くねつ 

ば bvj}^ 耕 代、 五 i: 處 女に VJb て は 誰れ く、 太郞が 嫁に 次郞が 妻、 橋の 下の やい なしれ、 

3^"き^^^】が妻、七月姙身で、腹產は惡阻>」も、殖てくれまぃ ではぁるま ぃか、さをビ めざ も。」 ビ 

いひ をへ て、 踊る は、 みな、 田 を か い ならし 田う、 る さまの 手つき 也。 「う ゑれば 腰が や 

めさ ふら、 御 暇 ま をす ぞ 田， 神 o」 ビ 返し，/ >\ ^うた ひ 踊る。 そが 中に、 瓠 ， ^割て 目鼻 を ゑり 

て 白粉 塗て 假面 V」 して、 是を か、 ふ たる 男 も 出 まじ h 戯れて 躍り、 此事 はつれば 酒飮 せ、 

ものぐ はせ て、 錢米 扇な ざ 折 敷に のせて、 け ふの 1& 一一 一？〕 て ra 殖踊 等に くれけ. -。  ， 


友よ びの 鶴 

形 


及 川 氏 創始 


十九 日。 きの ふの ご どに 雪 ふ、 りて i 仝 冴え、 去年に いやまさりて、 埋 火の も VJ に 筆 VJ るに、 筆 

の末氷がちに暮た.^0 

二十日。 け ふ は 磐 井" 郡卒 泉ノ鄕 なる 常 行 堂に 摩 多羅 神の 祭 見ンビ て、 宿の 良 道な ン どに いざ 

な はれて 德 岡の 上野 を 出て、 はや 外 は 春めきたり なンざ 語ら ひもて 行 S 遠 かたの 田く 面の 雪 

の 中に こ/ -ら たてなら ベた る 鶴 形 は 、まこ VJ にあ さる さまして 、眞 鶴、 黑鶴、 餌ば み、 立 首な ン 

ビ、 みな 生る が こ V」 し。 こ は、 去年の 秋、 稻^. -を へる やい なや 此鶴形 を 立， -。 此 鶴の 始め 

は、 いつ の 世なら む 及 川 某，.」 い ふ 武士 造り そ め ぬ。 其 後胤な ほ ありて 、其 及 川の 家に 刻ミ 彩.^ 

たる はは かなき やう なれ ざ も、 鶴の 能ク 飛び 下降る どい ひ、 また 良工 もの 作る 人の 心 を つ く 

して 造， 0 た.^  VJ も、 人 は、 め をお V； ろかし ぬれ V- 、鶴の 目 は、 そ をよ し，/」 も おも は ざり ける 

にや、 及 川が 家の 鶴 形に は、 今 も 能く 鶴の 群れく たる VJ い ？。 鶴 形 はい VJ  く大 なる もの 

にて、 ニッ ならでは 馬に 負せ じ VJ なむ。 眞鶴、 白 鶴、 黑 鶴な ンざ さま >, ^に 彩 ，0-、 此 いろ V- る 

こビ を、 にごむ ど 方言 bo 其に ごみたる 上へ に 大豆 液 VJ いふ もの 塗 は、 烈しき 雨風 露霜、 氷レ 

る 雪に さ へ 腐さ ゃ殘れ bo 田の 畔 に小柴 さして 射 翳^し、 その 內に 入りて 鐵炮 してう つど 

いへ り。 秋 は 鶴 形い どく 多く、 今は鵠 ffl 形、 鴨 形、 雁 形な ンざも 作り出て、 鳥 もめ づら 

しからす 見 あざむに や、 むかし ほど 降り は來ら ざる よしを 語る。 行く 鶴 象 VJ いふ 事 を、 

かすむ こま がれ  六 一 
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木々 の 枝 は 花 VJ ぞ見 つるかた 通に のこれる 雪 もけ ふ はかす みて 0 

0  0  0  0 

前 澤ノ驛 になれ， -0 此 あたりの 家々 に、 水木の 枝に 蠶玉 VJ て、 玉な す 餅 を つらぬき 附て 梁に 

たて， 5。 勝 軍 木， 菊/削 花 を幾英 VJ なく、 某 Z 木の 枝な らん、 それに ひしく VJVJb さした. o。 

また、こ-/」木の枝をぉし曲ヒて、靑小竹の箭の三尺ばか、りなるを^て、その弓の^1儘ょ.り白編 

を 亂し附 て、 良 門の 方に はなたん さまして、 削 花の木の 中つ 枝に 結 ひ 添 へ て 門々 たてり。 こ 

は 十五 日に しつる 歳の 祭ながら、 いま はた 殘り ける 也。 延喜 式に、 御 佛名ビ き、 菊の 削 花な ン 

V- 聞え、 また 正月 門 に 削花揷 むは、 い VJ- 古き ためしに こそ あらめ。 かくて、 鈴 木 常 雄、 

け ふの 事？ 5 ねて 書 もても のし 聞え たれば、 前 澤の鄕 あた. y にて 出 テ會む VJ いひし ご VJ  、常道 

ビ いふ 人 をぐ して、 橫路 よ， 0 雪 ふみ 分て 來 けり。 まづ此 年始ての たいめ など あ. 0- て 常 雄。 

かくて こそ 猶 うれし けれ かね ごビ もけ ふに たかは で 逢そ樂 しき 0 

^Jぁるに返しo 

玉つ さに むす ふ 言葉 をし る へに て たかはぬ すち に 逢 ぞうれ しき。 

道よ.^ ひむ がしの 方に 名に お ふ大櫻 VJ て あ. 9、 枝 四方八方 うち たれ、 雪 をお びた，^。 木の.； 

さは、 十二 人手 を つらねて 周囘 VJ いふ。 そこに齋，oて不動明王ノ至ぁ.c^、家一 ニニ II； あ， 9 て 村 

名 も大櫻 VJ よぶ。 いにしへ 秀衡、 束稻 山に 千 本の 櫻 を 殖られ し 事め， o、 そのころ のた ねなら 


む ど ぃ.へ，ば、此大櫻は千歲ふる木ならんど人々のぃ へ.^^。  し 

こど 木よ b つもれる 雪 も大櫻 花も芳 野の いく もに 見む 0 

VJ 書て 堂に さし 入た bo かくて 此處を 出て、 右の 方に 白鳥 明 神の 塔の 跡 も 雪に ふり 埋れ、 白 

鳥 ノニ郞 行 任が 名 は 世に 人 しれり。 德澤長 根の 雪の 片蛆に 小 松の 群 立る は、 輝 井， 太 郞が陣 

山 田 氏 石碑 取し 地 也。 また 道の 傍に 雪に 埋れし 碑 は、 山 田 治 左衞門 VJ て、 新墾に いさを あ， 0 し 男 の 

瀨 原の 里 ゆ ゑ よしをし るせ いふ。 そ は 百 W せま.. >  むかしの 事 VJ な もい へる。 瀨原ノ 里に 來 けり、 

金 命 丸 VJ いふ 藥を賣 る 家 あ，. >。 此 里の 良 の 方に 小 松が 館 VJ いふ あ b, 、そ は、 阿部/兄弟 粞 

衣川.^ 波る 家た る瀨 原， 柵 VJ もい ひし 處 VJ い へ bo 淺 からすお も ひそめし VJ よめる 衣川 を 橋よ..^ 渡る。 

此水 むかし は 良に 落て、 今 は 東に 流ぬ、 そこ を 押切 リビ いふ、 いにし へ は 兵 多くう ち 死し、 あ 

る は 洪水に 流し どい へり。 其 VJ き 武藏坊 ばか，.^ 上に 流れし、 yJ いふ は、 北上 川 も 衣川 も 一 面 

て 流 るれ ざ、 衣河の 水に したが ひ、 上の 方、 北 ざまに ながる、 を 寄 手の 見て、 辨慶 のみ 上 に 

衣川の 來由 流る は、 も VJ も あやしき 事 どい ひし？」 なむ。 此. 衣川の 源に、 淸淨か 瀧 VJ てい VJ  く 大 なる 瀧 

あ、 り、 今 そ を 障子が VJ 訛 ，0 いふ VJ なん。 むかし 慈 覺圓仁 大師 衣 を あら ひ、 かたはらの 木に 

かけて 乾し 給 ひしょし、 さ.. >  ければ、 それよ.^ 瀧 を 衣の 瀧、 その 流の 末 を 衣川 どい ふビぃ へ 

bo 順 德ノ帝 「風 冴る 夜半に 衣の せき も. 0. はねられ ぬま に 月 や 見 るら む、 VJ よみ 給 ひし そ 

. かすむ、、 まがれ  さ 一 


侮 i 地！ た 


北上 川， ^櫻 


則 任が 妻投 

.Ins 簿說 
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の 關の古 ル跡ト は、 鵜ノ木 V」 いふ 地 に 在. o。 今 は 來藻ノ 里 は 卯の 方に あたれ "0 むかし l^^gM 

の 麓に 櫻 あまた 殖て、 此 櫻の 花の 影 上 川 ful.- の 水に うつ， 0 散れば、 雪の 流る、 が こ V」 くい 

ごくお もしろ ければ 秀衡、 北上 川 を 櫻 川 VJ 名 附られ て芳野 川に も を さく 劣- らざ りしが、 

今 は束稻 山に は 櫻 一 樹も なく、 中尊 寺の 邊 を 櫻 川 どよ びて、 s^nj^, ク、 をい へ るの み。 むか 

し贞 任が 舍弟則 任、 命惜 て 死 ざり ければ、 その 妻 VJ し は 十八なる が、. 11^ の 勇 なき をいた く 

1^-  r 、な ご 

うらみて 嬰兒 をいだ きて、 「いま ぞ しるな みたにぬ る 、衣川 身 は 流す VJ も 名 を ばな がさ 

じ、 どて 、衣川に 飛 入りし V」 なん 語り 傳ふ。 前太チ 記に は、 城內の 二の 堀に 身 を投し VJ 見え 

bo また 阿^  ノ則 任が 居城 衣川に 在りて、 一 . ^城 堀へ も ニノ 堀へ もみな 衣川の 水 を 落した る 

也。 巽 の 中に、 かごし もの ひ.、」 り秀 たる 山 あり、 そ は 磐并ノ 邵ノ式 Z 御 神ニ祉 Z ひ ごはしら 

草バ i 鎭座 みね 也。 鈴 木 常 雄。 

をり くに 來て - J そしの ベ ころも 川な がれて 遠き むかし 語 リを。 

また 村 上 良 道。 

春 もまた 淺き雪 消の 衣川き しの 氷 は \」 くる VJ もな し。 

など、 人の よめる を 聞て、 

衣川い く 世 かさねし いにしへ をお も ひ 渡れば 釉 ぬれに け. り。 


鈴 木 三郞、 


中尊 寺は弘 


& 山と 日吉 


藏の寶 物 


人々 の 歌 あまた あれ ざ 、どころ せければ、 みな かい もらしたり 。い v>-/.^、 ふ，.^ 生る 一 ト木は 

鈴 木， 三郞重 家が 嫁/松、 また 櫂" 正 兼 房が しるしの 石な ざ あり。 辨慶が 壟 松 を 見て、 人み な 

\ イミ 歌よ める を 聞て、 

松 かねに 笞 こそ 埋めむ さし あぶみ さす かに 高き 名 や はかくる 、0 

しかして 中尊 寺に まう でむ VJ ていたる。 そ も/ \此 中尊 寺 VJ いふ は、 鎭守府 ノ將軍 陸 奥/守 

* 羽兩 州/押 頜使從 四 位 上 少將藤 原， 朝臣 秀衡 入道 世に 在りし ころ、 白河ノ 闘よ b 外が 濱 まで 

千 本の 率堵婆 を さして、 そが 中央に あたれ bv」 て 中尊 寺 VJ はいへ る VJ な む、 眞名は 弘 台壽院 

VJ いふ。 鼻祖 は^ 仁 大師に て嘉祥 三年に 開 給 ひし 御寺 VJ いへ..^。 こ に 白山.' 神 また 日 ilti 

ノ祌 をう つし まつ， 0 て、 此ニ 柱の 御 神 山 を まもら ひ鎭 座. 00 四月 ノ初 午， 日 は 白山 神の 祭に 

て、 七 歳男ぞ を i:? に 乘て粧 ひたて、 白 鬼 の 作 b 物 あ， 00 此白 觅は從 者に て、 もろこしよ .0 神 

のぐ し 給 ひし まねび どい へ bo 此 處に齋 奉る 白山/神 靈は 八十 一 隣姬の 神に はお まし まさ 

や、 その 韓神 にて ぞい ま そか，. ^ける。 其 日 は 田樂、 うば 舞、 さるが うな ンビ ありて、 賑 へる よ 

し 人の 語る。 經藏に 月 ひらかせて 入れば、 立 獅子に 乘る 文殊 師利 菩薩、 獅子の ロ索曳 持る は 

淨明 居士、 また 鐘 さ、 げ 立る は 善 財 童子、 また 佛陀波 利、 優闐 王な ン v> の 佛 は、 みな 毘首羯 

摩 か 作 り VJ いふ。 うべ も、 めもあやに、 あか 國に はも VJ もまれなる 御佛 也け bo また 釋迦 


金色堂 
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佛 一 世の 經典納 經の始 は、 七十 四 代の 帝 鳥 羽ノ院 のみく らゐ にっかせ 給 ふ W し、 天 仁 元年 戊 

子 ノビし 藤 原.^ 淸衡 寄附せ， 5。 世に 名 ある 手 かきの 僧 を 集めて、 古キ 寺々 に 在る 經典を 紺 紙 

に 金泥して か、 せ、 また 一 ト行。 は 金泥、 一 ト行リ は 銀 ^ の 文字して 書た る あり。 此 經典卷 たる 

はみ な 木瓜の 紋ぁ b  、そが 家の しるしに や 0 また 基 衡納經 はおな し 紺 紙に、 ん i 泥の 文字 ノ色 

こ VJ につ や、 かに 見えた， 此多 かる 經 典の 中には、 今し 世に ある 一 切 經ビは 文字の 多 小、 

譯 のか はれる も あ b ふ」 い へ bo また 獎粉紙 VJ て 黄色 梵 本の 經ぁ， o、 そ は 宋板 にして 秀衡 

寄附の みの.^ 也。 此經 籠の 文字 はみ な 螺鈿 をち b ばめ、 また 唐櫃の 內 より 大蛇の 齒、 水火 ノ 

玉 ひ VJ つ、 藕 裟な ンざビ うだして ぞ 見せけ る。 金色堂、 そ は 俗 光 U 堂 VJ いふ、 靡 もお し 


ひら： 


J は 天 仁 二 年 己 FT 春 淸衡ノ 建立の 堂に して、 七寶莊 嚴の卷 柱、 枚の 光リ、 長 押の 


螺鈿な ンざ、 みな その さま、 からめけ る 細く ェ也 0 そが 中に 観世音 善薩、 勢 至 智薩、 地 藏整薩 、三； 

尊 のぼさち 立 給 ふ。 そが 中の 座 の 下に は 藤原淸 衡の棺 あ b 、大治 元年 丙ノ 午， 七月 十七 日 一 

逝 去。 左の 菩薩の 下に は 基 衡の棺 を if 「せ. -、 保 元 二 年丁ノ 三月 十九 日み まかれ. 右ノ 

方 のぼさち の 下に は秀衡 入道の 棺 あり、 文治 三年 丁 未の 十二月 廿 八日み まかれ， o、 また 入道 

の棺 に、 和 泉 三 郞忠衡 が 頸 桶 を 後に 內 た，^  VJ い へ ho. その 三代の 人々 の軀 に は 羊 の 肪脂ー 

を 塗て、 巴牟耶 VJ いふ もの もて 棺に攻 て、 沙羅布 VJ いふ 布に て 上へ を 包み 封 た.. >VJ いふ。 年 一 


事 


辨慶の 短刀 


辨財 天女 堂 

其 他處々 ： 


を 經て布 もく ちゃれ て、 ふむ じ も 解 ぬれ VJ  、此棺 を ひらけば、 ゥ めお る藥氣 はつ ビ たちて、 つ 

ゆば か..^ 服に 入， 9 て も盲瞽 VJ なり VJ て、 誰れ ひ VJ.^ 手 や はふる 、0 また、 なにの よし あ.. i し 

かひら かむ や。 淸衡、 基衡、 秀衡 三代の 橫刀 めり、 その 飾 なン ざい ふべ う あら じ。 建 武ニ年 

乙 亥の 寿 野火 か、 b て、 堂 社僧 房院々 殘 b なく、 四十 七 宇の 洪鐘 もみながら 囘祿 て、 時の 間 

に 灰 VJ な. 0 し V」 なむ。 さ b けれ ざ此 金色堂の み燒 のこり、 また 經堂も 屋根の み燒 たれ ざ內 

に は 事な う、 いにしへ を 見る に 足れり。 此 光リ堂、 經藏 のみ またく して、 その外 は 御佛の みぞ 

のこれる。 また 辨慶が 九寸五分 VJ いふ もの あ 、そ は 山賤の もた る 山 釤てふ もの、 ご どく、 

一尺 二 三寸の かね を 厚 VJ うちの ベた る ものに て、 叙 柄 は 透し にて、 手 を さし 入レて 握し も 

のどお も はれた..^。 むかし 京都に て、 ある 小 寺の 開帳 の^き、 其寶 物の 內に 見し 破 石 刀ビぃ 

ふ もの あ. 0 しが、 その 破 石 刀の さまに 似た bo これ もなかく 辨慶 時代の ものに は あら じ、 

ふるき ものに こそ あらめ 。また 康永ニ 年 VJ 刻り たる 洪鐘 ひどつ あ.^。 堂舍 もみな.、 


い ビ 

かりや VJ おぼしくて IMitF めけ る さまに 作れ bo 辨財 天女 ノ 堂に 金 光明 最勝 王經 の曼荼 

羅十卷 、みな 金泥 もて その あらまし を.. 彩 かきたる は、 めもあやに 見えた bo 堂舍 僧房の 在 

ト-し 古跡 を 見 めぐりて、 物見 VJ て 杉の むら 立る 處に のぞめ は、 衣河 は 糸す ぢの ごどくみ だれ 

て 加 美 川の 流に 落た bo 武藏坊 が 流レた b し 中の 瀨 VJ いふ も 今 は 田 畠 VJ なりぬ。 和 泉が 城、 
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岸の 松、 龜 井の 松、 蓮 « 野な、 ぶ」 殘ンノ 雪に 埋れ たり。 山 ロズ芏 に、 武藏坊 が 七 道具 負 ひもて 立 

る、 六尺 ま.^ に 作 b て、 い VJ  く 近き 世に すゑた る を 見て 笑 ふ 人 多し。 九郎 判官の 館の 跡 高 

館 VJ い へ る あり、 武藏坊 が 館 跡、 その外の 兵 等が 住し あ、/」 も、 みな 畠ビ なり 山賤の 住家 VJ な 

りぬ。 義經 堂に 登りて む VJ おもへ *0.」、 雪の い，.」 深ければ、 ふた、 びいたら む、 はや 日 も かた 

ふきぬ、 いで どて、 こよ ひの 神事に いそぐ。 道の かたはらの 雪の 中に 八 花形 ど いふ 處 あり、 

そは阈衡、隆衡が館ノ跡にて、外堀なンざは千町"田^なれり、此めた..^雪ぃ，.」ふかし0 小 堂 

あ b  、此 堂の 內に鐵 塔 ごて、 いどく 犬なる 鐵 塔の、 な？ -ら碎 たる あ. ^0 そが 內に 女の 黑 

髮 いたく 納めた b  、いにしへ 秀衡の 室の、 ぬけち， 0 たるく ろ髮を かく 納められ しもの VJ て、 

今の世かけてしかぞせ.^ける0 かくて 摩 多羅 神の 廣 前にぬ かづく。 いまだ 人 もこ  > らいた 

ら ねば、 今し ば あ b て 來らむ V」 て、 千 葉 某 VJ いふ 人の も VJ に 行なん VJ て 人に いざな はれて 行 

ぬ。 しかして 此 あた. T を 見 わたす 0 慈 覺圓仁 大師 陸奧國 修行の，， J き、 白 毛の ち b こぼれた 

る を あやしみ 此毛を 踏 越て 山に 入. 0 給 ふに、 白 鹿に. つち もたれて 眠る 老翁 あ. Co こ は、 いか 

なる 人に てお はしける か VJ 圓仁 VJ はせ 給 ふに、 我 は 此山を 守護る 翁 VJ て、 鹿 VJ ビも にかいけ 

ちて 見え や。 圓仁、 こ は 此山を ひらきて、 賤山賤 等 かために 佛法 流布 あれ VJ 神の 造 給 ふに や 

ビ かしこみ 尊て、 藥師 如來を 安置 て 臀王山 毛 越 寺 金剛 王院 VJ いふ。 天台宗に て あまたの 堂 


舍、 あまたの 衆徒な ンざ甍 をなら ベ て榮 えた.^ し 山ながら、 元龜 三年の 野火に たちまち やけ 

て、 今 は 礎の みそ 殘れ る。 また 嘉祥 寺破壤 こぼれた る どき は、 堀 河院、 鳥 羽院の 勅め りて、 ふ 

處々 舊蹟 た、 び 興して 藤 原/基 衡の 建り どい ふ。 また 嘉祥 寺に おしなら ベて 圓隆寺 VJ いふ も 新 に 建 

立め，. き。 その 時の 勅使 は 左 少辨富 任ノ卿 也。 富 任、 三年 此" 牛 泉に 住り、 その 跡 は 勅使 屋敷 

VJ て、 今 は 島 崎 坊？」 て 衆徒す める 也。 また 康元、 正嘉 のころ ならむ、 相模守 時賴、 最明 寺して 

落飾た まひて、 法ノ名 を覺了 房道崇 VJ 號 て國々めぐ..^給ひ、こ 、にもしばし杖を曳ごめられ 

し》」 いふ 庵 S 跡 あり。 また 舞 鶴が 池 も 雪に 翅 の ふ.^ 埋れ、 梵字が 池、 鈴澤の 池、 柳の 御所 

は、 淸衡、 基衡の 館の 跡に して、 其む かし 江 刺， 郡 豊田ノ 館 をう つされ て、 豊田ノ 御所 VJ も 云 ひ 

しごな む。 又 秀衡、 泰衡/ 館 は 伽羅 樂ノ 御所 VJ いふ を、 人み な、 からの 御所 ど 呼り。 また 泉ノ御 

所 どもい へ る、 そ は 泉 avj て豐 酒の 涌 やた る 事 あり、 酒は榮 の よしを もて、 居 館 を 泉" 御所 

ビ も名附 られつる もの か 0 泉酒の涌出し池の跡を今は泉崎マ」 ぃふ、また泉三郞忠衡.^此處 

に 住みて 泉 どはいへ るなら む、 和 泉 のよ しに は あらざる べし。 また 正月の やらく ろ や， 9 の 

唱歌に、 「泉 酒が 涌ク やら、 古酒の ずがす る、 妾 持の 殿 かな o」 また、 今年 酒が 涌 やら、 去年 酒 

ケの 香が する VJ 唱ふ處 も ありき。 かた ふか ビ いふ 處 あり、 そ は 片岡ノ 八郞弘 常が 館 跡 也。 ま 

た 鈴 木 ニニ 郞重豕 が 館， 蹟は弘 台壽院 51 詩 I の 山の 西" 麓に 在.^。 また 圓位 上人 選集 抄に誌 

かすむ、、 まが.； ，：•  六^- 
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る、 その 尼寺の 跡 あ b。 また 花 立山 VJ いふ 山 あ， -、 そ は 基衡の 妻、 某/年の 四月 二十日に 身 ま 

か. o、r^ 室 もろ/ \- の 花 を 好 どて、 其 日に あらゆる 花 を 彩 作りて 此山 にさして、 室 のな 

きがら を その 花 立山に 埋 てけ るよ し。 某 衡の室 は 阿倍 乂示 任/女 にして、 和歌に も志シ ふか 

ほ ふ し 

か .o- け る 人に や、 木 草花 をに なう めで 給 ひし VJ いふ。 今 も 0： 月 廿日に は 僧 あまた 出て、 かり 

に ■ り のさまして、 目 をす り 掌 を 合せ 數珠 をす り幡を 立テ、 寶蓋、 寶螺、 梵唄 をうた ふ。 是を四 

月の 哭祭 どい ふ、 もビも あやしき 祭 也。 むかし はこの § 犬 祭の 日 は、 知る しらす、 僧等ビ V」 も 

に經 をうた ひ 金鈹を 鳴らし、 ある は、 その 聲ビ よむ まで、 よ VJ 哭しビ いひった ふ。 また 忠 

信、 次 信が 館 跡 は、 高 館の 下なる 地， の蛆 めけ る處 也。 義經の 御館 は 高 館 どて、 い VJ  く 高き 

處に ft りて、 その 亂" 世に 九郞 判官、 これ まて ビて怨 たる 一章 を 口に 含 て 御 妻子 V」 もに さ 

しつらぬ き、 その 太刀 もて 腹 かき 切リ給 ひし は 文治 五年閏 四月 廿 九日、 御年卅 三、 法名 通 山 源 

公大 居士  V」 彫 て 、 靈牌 は 衣川 邑 の 雲 際 寺に をさむる 也。 また 淸悅 物語 高 館 落の くだ h- に、 判 

官、 兼 房 を めして 今 は 生害 あ るべ し V」 仰ら る  >  に 兼 房 つ、 しみて 申 上る は、 身方 殘 らゃ 討死 

ビ 聞かせ 給 ひて 御前" 稳も、 御兩 人の 公達 もた、 ^ いま 御 生害な し 給 ふ ビ 申シ 上れば、 義經、 今 

は 心 やすし ご 仰ら れて、 御 坪の 內の 岩に 御 腰 をめ されて、 金 念 刀に て 御腹 十文字に ぞ きらせ 

給 ひける。 兼 11^、 御 誰 なれば V」 て 、御前 にさ ふら ふ VJ す、 み 寄 リて御 首 をう ち VJ  b 奉 b て 、兼 


房 も 腹 十文字に かつ さばき 五 臟を麵 て 取 出して、 義經の 御 首 を わが 腹の 內 におし か く.， 

おのが 衣 を 以て 卷て ぞ息絕 たる。 淸悅、 常 陸、 近習 一 一 人して 御所に 火 を かけて 一 時のう ちに 

煙 VJ そな し 奉 b たる は、 文治 四年閏 四月 廿八 曰よ b 同 晦日 まて 三日三夜の 戰ひ にて、 高 館の 

御所 落城せ り。 其 時 衣川の 流血の 色に 染めて、 三日 四 曰 水の 色 を 見 ざ b し o」VJ 見えたり。 

また 上 編義經 蝦夷 軍談、 高 館 落の くだ b に、 義經も 櫂 頭 兼 房が 別れに い ビ> -淚 にむ せび 給へ 

ざ も、 ビても 落べき 氣 色の 見えされば 云々。 杉ノ 目， 太 郞行信 は 義經ノ 顔面 能グ似 たれば どて 

御 姓名 を 犯 奉 b  、義經 の 御身に 替 りて 大將 VJ なる。 常 陸 坊海存 も存る 子細の さ ふらへば VJ 

て 城に 殘 りて 一 軍し、 趾 よ，. > 追 付 奉らむ 云々。 高 館に 押 寄せ 勝負 を 決む VJ 、文治 五 年間 四月 

廿 九日 泰 衡が舍 弟本士  IT 冠者 高衡 を大將 VJ し、 長 崎/太 郞佐 光、 同 次郞俊 光、 照 井， 太 郞高春 等 

三 萬 餘騎を 三 手に 分け 、衣川の 高 館に おし 寄る。 城 中には かねて 覺悟 云々。 早 や 行 信は自 

害しければ、 兼房卽 時に 介錯し、 首 を 錦の 直垂 におし つ、 み 座 上に 直し、 其 身 も 腹 十文字に 

かき 切れば 海 存又是 を 介錯し、 其 ま、 處々 に 火をぞ かけた.^ ける。 煙に まぎれて、 常 陸坊は 

跡 方 もな く 落 行ける。 同五卷 「泰 衡攻， 一泉 三 郞忠衡 ごく だり に、 去 程に 日本 奥州に は、 泰衡 が 

舍弟泉 三 郞忠衡 は義經 に志氣 深く、 勅命 を さみせ しな ンど かねて 叙 聞に 達し、 違 勅の 罪に 依 

て 急ぎ 忠衡 を誅 すべきよ し、 過に し 文治 五 年 六月 七 曰 鎌 倉の 飛脚 奥州に 到着せ り。 同キ 十三 
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日に は 泰衡が 使者 VJ して、 一 族 新田， 冠者 高衡、 義經の 首を黑 漆の 櫃に 入れ 美酒に 浸し、 下人 一 

二人に 荷せ、 腰 越の 浦まで 參 着し 此由を 言上す。 是に 依て、 首實檢 VJ して 和 田/太 郞義 盛、 梶ー 

原， 平 三景 時、 各 鐘 直垂を 着し 甲 胃の 郞徒 廿騎相 具し、 腰 越に 來て首 實檢を 遂にけ る。 ルー 

销は i^tJJ- 是に 依て 腰 越へ 御 使 を 下され、 泰衡、 義經が 討て 送らろ 條 神妙 也。 就て 泉 三郞： 

忠衡、 よしつ ねに 無二の 忠 志を盡 しょし、 違 勅の 者 安穏なる 事 を 得む や、 急き 忠衡 を誅 せら 一 

るべ. I。 然ら すンば 泰衡も VJ もに 違 勅の 名 を 得られむ か。 是賴 朝が 計ら ひに 非す、 勅命の 趣 一 

キ斯の 如くな， o、 此旨 飯て 泰衡に 申べ し VJ 仰 遣 はされ 御 暇 を 給 は b ける 0 新田 ノ 冠者 高 衡、 夜 

を 日に 繼で奧 州に 馳せ阪 り 右の 越を演 しかば、 泰衡、 國衡、 表に は、 こ はいかに ビ 仰天の 體な 

b しが、 忍びやかに 忠衡の 方へ 人 をつ か はし 右の 次第 を 語ければ、 此上は 御邊の 方へ も 討 手 

の 勢 を 差 向べ- -、 自害せ し體 にもて なし 高 館 殿の 御 跡 を 慕 ひ、 父が 遺言の 通. -、 蝦夷に 渡 

命 を 全く せらるべし VJ 云 送り、 同廿 六日、 勅命 なれば 是非に 及ば ゃ忠衡 を誅す ベ しビ て、 勾： 

當 A 秀赏を 討 手の 大將 VJ して、 其 勢 八十 餘騎 にて 泉の 屋に押 寄せて、 鬨を 作って 攻た け 一 

る。 館の 中に も 忠衡が 郎徒ざ も、 こ、 を せん？」 そ戰 ひける。 此 泉の 屋は無 S 光院に K 近し、 

折 ふし 夜に 入て 館に 火の か、 りければ、 終に 無量 光院 にも 火 移らん VJ す。 寺 僧 等 も 愛 を詮ー 

VJ 防き ける ほ》」 に、 漸 VJ して 打消しけ、 り。 此寺は 故秀衡 入道 善提 所の 爲に 建立 ありし 靈地 


にて、 宇治の 16- 等 院を摹 し、 扉に は秀衡 自ラ狩 獵の體 を画キ 金銀 を 鏤めた， 9。 火 も 旣に靜 ，5 け 

れ ば勾當 八秀實 泉の 屋を 點撿 する に、 忠衡を 始め 郞從 VJ も 自害 VJ 見えて、 死骸 悉く 燒 損じて 

其 形 分明なら ざ. -しビ な. - 云々。 「忠 衡密渡 一： 蝦夷？」 ビ いふく だ， 0 に、 其 夜 泉 三 郞忠衡 は、 郞 

徒 共に 暫く 防 キ矢を 射させて 後 は 館に 火 を かけ、 自害の 體 にもて なし 裏道より 遁れ 出て 終 蝦 

夷に こ、 ろざし、 津輕ノ 深 浦へ VJ そ 落 行ける。 頃 は 六月 廿日 餘り、 深 浦の 港 は 兼て 秋 田 ノ次郞 

が 謀 ひに て、 交易 渡海 船 一 艘此 港に 泊して 松 前 蝦夷の 安否 を閬 居た， - しが、 忠衡は 姿 を やつ 

し、 主 從十人 餘り賈 人の 體に 見せ、 羽 州 秋 田の 者なる が、 泉 へ 商 賣の爲 に 久しく 滯 留し此 

度 松 前へ 渡海 せん 爲ビ僞 り、 此 船に こそ 來 りつれ。 又 忠衡が はから ひに て、 義經 の御臺 所、 

姬 君の いまだ 四 歳に な b 給へ る を 抱き、 思 ひくに 姿 を か へ 深 浦の 邊に 忍びお はせ しが 忠 

衡 介抱し 奉， り、 增尾十 郞權頭 兼 房が 一 子、 增尾三 郞兼邑 VJ て 少年 十六 歳な りけ るが、 御臺、 姬 

君の 御 先途 を 見 屈け 奉らむ ど 高 館の 城 を 忍び 出、 泉 三郞が 方に 隱れ 住みし が、 此度 御供に ぞ 

まゐ b ける。 其 外 秋 田が 郞徒、 並に 船頭、 水 主、 梶 取合 三十 餘人、 六月 廿 九日の 黎明に 深 浦の 

港 を 出帆せ しが、 折し も 心に 叶 ふ 追風な か.^ しかば、 小 泊 どい ふ 處に數 日 泊して 順風 を 相 待 

しに、 松 前 船 一 艘此 港に 着岸し ける。 如何なる 船 やらむ VJ 思 へ ば、 秋 田 次郞尙 勝が 郞徒松 前 

の 者を從 へ、 蝦夷の 白紙 募よ b 來 りし 船な. 00 忠衡 主從、 御臺を はじめみ なく 大に悅 び、 


松 前に 於 ひ 

る 義經 
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急き 郞 徒に 遇 ひて 樣子 を聞ク に、 義 經主從 恙なく 松 前に 着岸し、 夫よ b 今 は 端 蝦夷 白紙 鼻 V ふ 

いふ 處に おはしけ る 云々 OJVJ 見え、 また 「海 存、 尙勝歸 一； 于 日本-/」 ビ いふく だ b に、 旣に 義經、 

上の 國に凱 陣し給 ひけ れば、 龜井、 鈴 木 を 始め VJ し 伊勢三 郞も假 墨 太 I 一^よ り 來. 5、 志夫舍 

理の勝 軍 を 祝し ける。 常 陸 坊海存 は 義經に 向て、 其 儀 は是ょ b 御 暇 を 給 はるべし。 いまだ， 

學業 熟し 申さ や 候 へば 駒 形 嶽に阪 b  、彼 異人が 敎 しご VJ  く 仙 道に 入て 再び 神 通 を 得ば、 い 

よ， 君 を 守-奉る べし^、 諸大將 にも 懇 にい W ま 乞をぞ なしけ る。 義經 も、 此度汝 が來る 

功に あらや ンば志 夫 舍理の 大歒を 討 取&事 難から む VJ  、い 名 殘を惜 み 給へ V- も、 元よ. 0 留 

る氣 色なければ 御 暇 をた， ま は.^、 ヌ々 渡 b 來る べし、 我も此 嶋を從 へな ば 巡， 0 會ふ ベ き 折 こ 

そ あらめ，、」、 日本 渡海の 船な ざ 下知し 給 ひければ 秋 田ノ次 郞尙勝 進み出て、 某 も 君に 從ひ 奉. 

b  、君の 武德を 以て 年 來ノ仇 歒丹呂 印 を 討し 事、 日來の 本望 何事 か是に 如ん。 然る 上 は 一 ト先 

本 國に立 板. - 妻子に も 遇 ひ、 重て 再び 此 地に 渡. -、 尙も 兵粮 逑漕は 某 沙汰し 申べ し VJ 義經に 

懇に暇 乞し、 常 陸 坊海存 、並に 松 前の 安 呂由ビ 共に 同船し、 上 ノ國の 海 a よ り本國 へ ぞ 出帆し 

ける。 係 b し 後 は 松 前よ b 上.^ 國 までの 通路 自由にして、 蝦夷の 人民 太平 をぞ謠 ひける 云 

.7  、  VJalpA?- .，」h^0  にぃ上ノ^レ太平山も" 、.*f 天ノ河とぃふ港川ゎリ、それ ン" -  h  0  S  -  -  nff 

々 LBK え， b  .2「マ浦人天河(\、んが)太平とぃふはぃ-」し へ の|^^|にゃ。 し 力し 「ユリ B{ て 離 S 

君 誕生 あり、 また 秋 田" 次 郞尙勝 一 ビ せまち 本國に 在りて、 こたび は 妻 もろ，/」 も 松 前へ 渡 b 


ぬ。 其 物語に 云、 「秋 田 次 郞尙勝 は、 常 陸 坊海存 V」 共に 過に し 六月の 末に 松 前 を 出帆し、 海上 

難なく 日本の 地へ 着ければ 常 陸 坊ご 別々 になり、 商人の 姿に 身 を や つし 本國秋 田に 歸 りし 

が、 頃 は 日本 建久 ニ年縑 倉の 武威 盛に して、 過に し 文治 五 年 八月に は 、奥州に 賴朝自 1^ 兵 を 

ひいて lE^ 攻め 給 ふ。 £ず15?||續，$^|餘|?ぉ^$§に合戰ぁ-、終に¥^^ 

泰衡は 家人 河 田.' 次が 爲に 討れ 給 ふ。 奧州も 鎌 倉 殿の 有 どなりし 事 を 聞". 淚を 流しけ る。 さ 

れ、 ざ 本國秋 田は靜 にして 渡海 も 自由な b ければ、 密に 兵粮の 爲 米穀 を 積て 蝦夷に 送り、 又 蝦 

夷の 產物 云々 など 本國へ 積の ぼせ 交易 曰 頃に 十倍 云々 なぶ、」 見え、 また 奧 蝦夷 未 曾久は 蒙古 

ビ合戰 度々 に 及びし が、 程なく 義經諸 軍勢 を 催し、 前後 八 年の 間に 未 曾 久の亂 を靜め 蝦夷 を 

一 統し、 太平の 政 行れけ る 云々。 秋 田 次 郞尙勝 も 後 は 松 前にいた b 住み、 義經も 後に 未 f 久 

に 住み 給 ひ 末 はもろ こしに 至り 給 ひし 事 ど おも はれた... ^。さ，， ^けれど 御家人 身方、 みな 命 を 

またく し 蝦夷 國を 治めた まひし。 うべ も、 1^ 家の 入水せ し 人々 の 末 今 も處々 に 在る を 見て、 

その 世ぞ しのばれ たる。」 此平 泉の 金堂、 講堂、 法 華 堂、 南 大門、 大 阿彌陀 堂、 小 阿彌陀 堂、 慈. 

覺 大師 堂、 無量 光院、 白山 社、 日吉 社、 1S1 社、 天神， 社、 熊 野 十二 所ノ 社、 金 S 山、 鏡 山、 隆藏 寺、 

伊 S 櫂 現 ノ社 、 護 摩 堂 な " ざ か ぞ ふ る い ど ま な き 其 甍 々 も 、 た 、^ 礎 を 見 る の み 、 い ^  y そ の 世 

ぞ しのばれた， 5。 また 金雞山 VJ いふ 山 あ b  、そ は 淸衡の 時世なら むか 、黄金の 鷄 雌雄 ニ冀 


多 
羅 

神 
々 
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を！！ させて、 埋み おかれし よしを もて 金鷄山 VJ はい へ bo こ /- にうた ふ rfe- さす 夕日 耀 く j 

木の下に、 漆 千 K 風 こがね 億 置 OJVJ い へ る は、 此金 築山 を さしてい ふビぃ へれ、 ざ、 此歌 はいに 

しへの 童謠 ならむ か。 出 羽、 陸 奥に、 いさ、 かの 違 ひ は あれ ，マ」 處々 に 在り。 か、 るふ る 所、： 

かなたこなた ^.>見ぁりき千葉氏の家に ぃた^^ヽ日のくらくにな^-て宿を出 る。 此 あた 一 

の 事 は 吾妻 鑑に みなしる し 給へ ど、 つばら かにえ しも 閡 えす。 しかして 摩陀 羅神ノ 御堂に 入 一 

りぬ。 寶冠ノ 阿 彌陀佛 ませ. 9、 此み ほどけの 後裡の 方に 此御神 を秘齋 奉レ， -。 摩 多羅 神 は 比 一 

叙ノ 山に も 座り 、まこ，、」 は 天台の 金 比 羅ノ櫂 現の 御 事 を ま をし、， また 素盞 烏-尊 ごも ま をし 奉る 一 

也。 また 太 秦の牛 祭 VJ て 王の 鼻の 假面を か、 ふり、 たかうな な》」 を いなたき 牛に 乘り、 手： 

火炬 うち ふ. 0 て 摩吒羅 神の 御前 を はしる。 また弘法大師の祭文ぁり、此^^都名所圆會にっ，一 

ばら か 也。 や をら 神 祭 はし まれり。 ま づ篠掛 衣 着なる 優 婆 塞 出て V 八 雲た つ 出 雲 八重垣つ 

まごめ にや へ かきつくる その 八重垣 を OJVJ 太皴 百々 うち 鳴して 謠ひ、 また 「千代の 神 樂を奉 

る」 VJ うた ひ、 寶螺 吹た て 神 供く さ， t そな へ 奉，. M し、 隆藏 寺の 法 印 紅色の 欝 多羅 僧に、 みな 一 

すい さう の 念珠 をつ まぐ，.^、 濱 床の 上に 座 あまたの 衆徒 居なら びて、 優 婆 塞 は 入りぬ。 御； 

誦經 の聲 尊く 常 行 三昧 ビ いふ 事 をお こな ひ、 梵 S ハな ぶ、」 もう？^ ひ はつれば、 阿彌陀 經を歸 

つ 、立て 神の 御前 をお しめぐ り、 また 柳の 牛王ビ いふ もの を 長き 竹の うれに 夾 て、 さ V け： 


もてめ ぐれ-^。 此事 終れば、 れいの 優 婆 塞 出 キて法 蝶 を 吹 鈹： うてば、 もろく のぎ 一 f お 

ろし、 圓居 しける 衆徒の 前に 居る を いなだき、 神酒た うばり な ンざゃ 、此 ffi 會 はてて、 衆. 走 ひ 

ど b す、 み 立て こわ づ くりして、 「上 所、 下 所、 一 和尙、 二 和 $i 丄ニ和 m  、？! の E^;^ ま 

で穀 部屋へ 入 給ビ申 o」VJ  、いざ 長 やかに よば ふ 0 是を喚 立 VJ 云 ひて 中老の 役 也。 の 

脇 方よ， -、 承 仕 マ」 て 衆徒 一 ト人 "出て 、「上 所、 下 所、 一 和尙、 二 和尙、 三 和尙、 そのつ ぎく のげ 

. ^ふ、 しむに ふまで、 こくべ やへ いら ひたへ ど申ス o」v」 、いら ふを閜 て、 こ、 らまれ 叙 * る 祭 見 

の 中よ， o、 「瓠 鎗 で突ビ いぶが 痛い 拜ぃ ど 申スな OJVJ 小 ご ゑに 眞似 すれば、 大ご ゑに て、 ま 

よめき 笑 ふ 事 久し。 や をら 田樂 はし ま， 0 ぬ。 高足、 腰鈹 なン ざせ しど は 姿 か は. 0 て、 J^:^ に 

舞 ふ 田 樂の小 法師 等 は、 胡桃 木の 膜 皮 もて 編た る大 笠の、 軒に 垂 VJ  b かけた る を か、 ふ b 

て、 山吹色の 釉テ廣 。衣に 袴着て、 桶の 蓋の 如なる ぃビく 薄き 太鈹を 胸に か 、 へ て、 此 三人 

力 舞 ふ。 こ は 稿に 登. り 飛びぐ 躍 て、 今 見る、 燒 豆腐 さませし 曲 はせ ざり けり。 烏帽子に 

しで VJb 褂 たるが 出た b  、是 をして でん ビ いふ。 物の 上手 を も はら 仕手 どい ふ は師手 也、 能 

なン ざに 師手、 脇 あ bo 盛衰 記に、 知康 はくき やうの してで いの 上手に て、 つ  みの 判官 VJ 異 

名に よびけ bvj 見えた る も、 師手 弟の 義な るに やどい へ. り 0 小 鼓 、銅敛 子、 笛、 編 竹に、 はや 

したて、 めぐ、 り，/ \- て 踊 b はつれば、 あまたの 衆徒 太鈹 うちて、 「そよ や、 み ゆ、 せんせん、 せ 

かすむ こま がれ  七 J~ 


「老嫗 舞」 


「坂^ 舞」 
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が、 さんざら、 くん やる、 ろ を や、 しも ぞろ や、 やらす は、 そん ぞろ 、に、 どうりの みやこ か 

ら、 こ 、ろなん ざ、 つ V- くよ な OJVJ うた ふ。 是を唐 拍子 VJ て、 えし も それ V」 は聞キ わく まじ か 

.,^き^_.ざも也0 此 から ほうし 終 れは、 しで 掛， r 烏帽子 ひきれ たる、 わか ほふし、 ひ 

踊りぬ。 里人 是を 「鬼 飛」 VJ いふ。 此曲 はつれば 黑き假 面 かけて、 うらわ かき 衆徒 出て、 あ 

さるが ラ  わさ をき まひ  あは ひ 

らぬ ふ. 0 して、 うち 戯れて 入ぬ。 その さま 能 の 狂 言 の ごどく、 間 にか、 る戯 をのみ な 

し、 また 三冬の 冠 どて、 t 勿の ごビ きもの を 三 どころ に 立た る その さま、 熱田ノ 社の 正月 ノ十 一 

日の ベ ろ/ \- 祭 に 、兆鈹 ふ る 神人の 冠の ご V」 きかう ふ，. > をいた マ で、 白衣 淸げに 着な し、 王 

, ^の 面 を か 、ふりて、 左 ンの釉 に 水精の 數珠褂 け 鳩/杖 を 街て、 右キ に白幣 を 持、 桑の 弓、 蓬 

の箭 をお ひて 祝詞 立ながら ビな ふ、 ひめた る 事 VJ てつ ゆ も 聞え す。 また、 れいの 小 法師 あま 

た 出て 鈴う ち ふりて、 たは ぶれ 唄うた ひ、 さわめ かして はせ 入， 0 ぬ。 老女の 面 を かけて き 

ぬか づき、 神の 御前に て く.. -けづ る まね をし、 神を拜 鱧、 たちよろ ぼひた ふれ、 ぼけ/ \ 

しき さましけ る、 是を r 老嫗 舞」 VJ いふ。 うば まひ 入れば また 若 小 法師、 產婦 まねして たはぶ 

る。 しかして 若 女の 溫顔 ノ假 面に、 水 干に みだれ あしの 画ぬ ひたる に 精 好の 袴着て、 鈴 VI 扇 

VJ を もて 舞 ふ、 是を 「坂朿 舞」 VJ い 〈り。 また 禰宜. こて 布 衣、 鳥 W 子に て 二 尺 まりの 竹の 尖に 

わら を わがね むすびつけて、 是を 持て 此舞ふ 前に 踞 る0 坂 東 舞 をへ て 法師の 顔に 附髮ゅ 


ひて、 わが VJ.,^ は、 もの しらぬ もの なれ ざ、 あまたの 人 を 笑 はせ て來べ し ビ樂屋 よ..^ たのま 

れて 出たり。 人の わらへば 我が はすむ 也、 いざ 笑 ひて よど い へ ば、 人み な 大ごゑ を あげて" 

わら ひ VJ よめけば、 さらば、 よしや 世 中 yj て 入，. >  ぬ。 小 法師 一 一人、 Ghl 装束に 扇 を さし かざし 

てこ ゑた かく、 「王 母が むかしの 花の 友 、桃花の 酒 を や、 すらむ、 さう まん 是を傳 へ て、 今 •  か 

我に 至る まで、 榮 花の 袖 を ひる 返す o」v」 、返しく うた ひて 入ぬ。 またた はぶれ 事 はじま 

^、出 來^/ \- 噴うた はんに VJ い へ ざ、 VJ みに も い で こざ-.^ければ、ゃょ-,/\-ビ 呼 ベ ,ーレ さらに. 

人 ひ VJb もいて ねば、 おのれ ひ VJ.C' 噴うた ひて はせ 入ぬ。 かくて 京 殿^い ふが 出ぬ。 「吾 は 一 

都 堀川の 邊-に 住む 左 少辨宫 任 ど はわが 事 也、 たいしゃう きんしう 二 代 fll の 勅願 でんか 一 

一 

のめい、 くい やうの しゃう ちな.^、 靑龍、 白馬 ，111 の舊法 をった へて、」 ど、 いど ながや かに h 

ビな へ て、 「いかに 有吉 やさ ふらふらむ、 小人 衆徒の 前にて、 らんぶの 1 トさ しも、 げ さむ 入 

よ、 なう ありよ し。」 「ほふ、 ひえの やま は 三千 坊、 坂 本 は六ケ 所、 大津の 浦 は 七 浦 八 浦 九 浦 ナ 

浦、 粟田口 、かおむ ろ、 つちうて ば、 てへ くこ はいかに OJVJ  、太鼓の 小 撥の 如なる もの を 左 

右の 手に 持て 舞 ふ。 「みやこ をいで て 街道 はるく ビ、 日數經 て、 あづまの 旅に も 成..^ ぬれ 

ば、 京 をし のぶの すり ごろ も、 松 山越えて 衣河、 そのごむ せむ こそ 戀 しけれ。 いかに、 あれに 

ち ひさ  すみきつ  に： り ざけ た i  一 

見 ゆる は あ，.^ よしか、 はつ ビ申 たれば、 口の 小き 小姚 子に て、 淸 たる 濁酒 を 給 ふ、 此 ごん せん 一 

かすむ こま がれ  ^  ： 


延年の #p 曲 


「女郎花」 


「讓 山」 
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こそ 戀 しけれ。 十二 一重の きぬの つま を VJ,5、 立 出させ 給 ふ 御す かた、 げ にもら うたげなる 

風情して、 一 首 はかう ぞぁ そばされ ける。 r 朗る 夜の 月に あやめ は 見えに ける ひく 釉 あらば 

VJ もに なびかむ o」 「この 有吉 は、 つき ほろ けたる、 うす 檜 皮の をの こに て はさ ふら へ V- も、 

やがて 歌の 御 返事 を 申ス、 これ 咳 病 こ、 ちに て、」 VJ て、 かの 小 撥の 如 もの もて 己が 黑 半假 

面の 鼻う ちお さ へて、 鼻聲 にな.. ^て、 「わが，/」 の、 東く だ，. >  の よな くに 御前 あ，.^ よし 月 を 

ながめむ o」 「いざ せんな、 あらお もしろ や o」 有 吉は富 任の 從者 なり、 富 任 扇の 本末 を VJ り 

て、 「しら 玉祷 A 千代 經 てん o」 どうた ひ 舞ば、 有吉も 舞 ふ。 又 「心 解た る」 V」 富 任が うた へば 

有 士  ロ聲 おかしう、 「氷 VJ けたる ゥ」 V」 、烏幢 子 をう ち ふ b 打 ふ， 0 もて 舞 ひ、 富 任、 有吉も 入れば、 

また 戯 る、 わか ほふし、 ゑ ひご ゑに 歌うた ふ。 や をら、 たば ふれ ほうしの 入れば 「延年」 V」 

いふ 詠 曲 あ.^、 そ は 「をみ なへ し」、 「姨捨 山」、 「ビヾ め 鳥」 、「そ、/」 わ 小町」 也。 二 年に、 この 中 

の 四 曲 を 舞 ふ 式 也。 此度は 女郎花、 姨捨山 を 舞 ふ 也 。をみ なへ し を 舞 ふ。 r 是 はもろ こしの 

ごかんのめ いていの 御代に、 かぶむ ど 申ス 老人に て さ ふら ふ 也 o」 ビ 老翁、， 老嫗兩 人出て、 己が 

むすめの 死 し 事 をな げき、 嫁に をみ なへ し、 おしこぐ さの 生た る を 記念の 色 VJ 見つ、、 淚 

に釉 をぬ らした る さま 也。 また r 姨捨 山」 を 舞 ふ。 い く 恐ろしく、 むくつ けき 男 の假面 

かけ、 髮 ひげ わ、 けたる が 出ぬ。 またお なじ さまに 女の 假 面に、 髮は、 おどろ V」 亂レ たる 狂女 


の 姿して 出た bo その 女の 詞に、 「旅の 人に、 もの y- ひま ゐら せた くさ ふら ふ o」 男 いらへ て 

「いかに さ ふら ふ ぞ。」 女 一 原 部 山に か 、りて 善 光寺へ は、 いづく を ま ゐ.. ^さ ふら ふ。」 男 「あ 

^多の 人 や、 なにの もの 見 か、 さ ふら ふ ぞ。」 女 「あの わ 二 はべ なに を 申 ス0 なに、 あの 男、 もの 

ぐる ひの 女 こそ、 幼少 五ッの VJ し 親に おぐれ、 伯母に 養 育せられ て 人，.」 成り さ ふら ひしが、 

女が ど かう 懵む よて、 八 旬 に餘る：^^<母を腹部山へ捨置き、ゃかんの食マ」なすにょて、その怨 

り や 5 

靈 にて、 かやう にくる ふなれ o」 こ は、 男 も 女 もものに くる ふさ ま 也。 男 r 姨捨山 V」 はさ ふら 

ふらむ、 おも ひも よらぬ はらべ やま かな o」 なン ど、 互に もの あ. X が ひして、 やがて 識訪 のみや 

にいた b しどうた ひて 、「おもしろき； g 檀に つ きて さ ふら ふ、 宫人を もまた ば ゃビ おも ひさ 

ふら ふ。」 や をら 宫奴 も出來 てく さ，/^ の もの かた. 0 をして、 宮奴、 神 をす、 しめ 鈴 ふれば、 

神 鈴の 音のお もしろ からぬ よど、 ものぐ る ひの 女うた ひて、 またうた ふ。 「秋の 野に、 すたく 

鈴虫、 業； 牛の 小 鷹 狩リ、 みよ， 9 のた かの 鈴なら ば、 それ は 神に もい やまさん OJVJ  、うた ひく 

て、 はてぬ。 さるが うな ンざ も、 か、 る徘 優よ b や はし ま， けむ かし。 御燈 な. もなから 消 

行 ャ鷄も いくたび か 鳴ぬ。 戯れ 小 法師 も 衆徒 も 醉て謠 曲うた ひ、 また 順 踌喷を 聞つ、 こ、 を 

た ちづる ビき、 鈴 木 常 雄 0 

見る にな ほしの ばれ そす る此 寺の ありし むかしの すがた はか b は。 

かすむ、、 まがれ  八 一 
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ヾ J あ， 0 しを閡 て、 

夜 もす から 聞ぐ." 尊し こ ゑく にうた ふ も 舞 ふ もの b のた めし を。 

千葉氏の家に歸..^來てしばしv」てふしぬれば、ひましらみたbo 

朝から 13^ 一  廿 一日。 人々、 よべ のこう じ にゃあら む、 いぎた なう ひるに な b て 起づれ ば、 手 あら ひもの 

くふう,， T に坏、 と .0 いそぎ ぬれば、 好キ人 はは やさしむ かひ、 いなふねの いなに は あらで、 最上 

川ピ いふ 白 を 舉ルも あ bo 錄 のい VJ  く大 なる を もてつ ぎめ ぐれば、 ゑ ひに ゑ ひて、 御 

殿、 牟 、三" の瀨 VJ つぎ 給へ なン ど、 なほ 最上 河の あらせの 波 を 酒に 譬 て 濁" る 酒 を飮へ 

ぐ あらんな ンビ、 下戶の 並居 を 見て、 賢し ビ ものい ふよ "は V」 て、 ひたの みに のみぬ。 床の 上 

に 鳥 足の 文字 か 、^^たるはなにならん./」見れば、「心靜酌春酒」？」 い へる こ ビな b。 あなお 

もしろ し、 をり にあへ bo 是を題 VJ あれば、 

山 まゆ も ゑめ る はか. 0 の 長閑 さに むか ふ も あかぬ 春の さかつ き。 

また 常 雄。 

たのし さよこ 、ろの，/」 けき 春の 日に あかて ぞ めくる 千代の K 弋 

村 上 良 道。 

表 虱の 吹 もしつ け 證 戸に あかて ぞくまん ちょの さか づき。 


くて畏 き 日 も くれた -。 

酒の 肴 は 何 廿 二日。 人々 出た /- む VJ いへば 穴 >1 くも たり。 雪なら む ど て、 け ふ も、 あるじめ ぐな り。 な 

々 

によけ む VJ て 姓の 散 子、 鮭" 鮮、 くろ がら、 あか 魚 VJ り、 なべ て 海 遠き 山鄕 はこ 、ろに まかせ 

じ、 此 氷頭鎗 にて 一 ッ まゐら せた く  VJ い へ ば また 飮て、 價 なき 寶 VJ い ふ ，ヒ も、 この ひ ビ 杯の 

に ごれ る 酒に はな" ざ、 は やうた 唄 ふこ、 ちに ゑ ひぬ。 常 雄、 顏は あしたよ，.^ 夕日の てれる 

が こ，.」 にて、  ： 

を..^ に ふれて 思 ひそ 出む もろ VJ もに 今 をむ かしの 餘所 にしのば 、0 

ヾ J あるの を 見て、 その 筆 を か-.^ て、 その 紙の はしに、 

おも ひ 出て 釉ゃ ぬらさむ もろ どもに いま をむ かしの 餘 所に しのびて。 

け ふ も、 ひね もす 酒宴の みに て くれた bo 

廿 三日。 天氣 よければ 出た つ 人々 を こ、 に 別れて、 我 ひ VJ..- 止. 9 て、 此 あた b の ふるき VJ 

こみ，/^ 見て む VJ い へば、 なほ、 い っまでもぁ^^^-てなンざ 懇 にいへ，. ^0 

花の 內は雪 廿 四日。 廿 五日。 雪 ふれ、 ば 出た、 す。 あるじの 翁ノ いへ らく、 いつも 花の 內は 雪の ふれる 

もの 也 VJ い へり。 十五 日の 削 花、 また 皮 木の 稗 穂、 削 木の 粟 穂、 また 麻から なく ざ を 庭の 雪に 

正月 盡 まで Is 立れば、 しか、 花のう ち^ はい へ るな り。 

かすむ、、 まがお  八 一一 一 


逢 谷 tl: 山 王 


田 村 將軍舊 

蹟 


月 二  □= の 

. ^祭 


娘 待が 瀧 


九 葉の 楓 
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廿 六日。 穴 >1 晴て長 問 也。 け ふなむ 達 谷 村に いた.^ て 山 王の 窟 見ん V  二し、 千 葉 某 あないして 

深雪 ふみした き、 かついた b ぬ。 い VJ く 高き.. 窟 の 內に堂 を 作り 褂 た，. よこた ふ梯 は 

るく、/」 登れ は內間 ひろげ 也、 眞鏡山 西 光寺 VJ て 坂 上 ノ將軍 田 村 麿の 建立に て、 百 A 體の毘 

沙門 天 を 安置 、鞍馬 寺を摹 したる 處 VJ いへ bo そのいに しへ 赤 頭 、達 谷な ンざ いふ もの 此 

窟 に 籠る を、 此君 うち 平 給 ひし VJ いふ。 犬なる 圓 相の 裡 にさ やかなる 田村將 軍ぶ IK 像 を 

すゑ まつる、 そが 右の 方に は、 もろこしの 軍扇 を もた ま へ ho  月 二日の 夜 は 手 火炬を 投合 

ふ祭めれば、板鋪、柱みな爆た..^0 此 むつきの 二 曰の 火 祭 を 追儺 VJ いふ、 そのため、 しか、 W 

ころくむ かしょ， 0 焦 f ビぃ ？。 百 體八嫗 の 毘沙門天 王 も、 ^しふ b こぼれて、 今、 は 

つかば か，^ 殘れる をす..^ して 十體 はかりた てろ 也。 蛇 齒、 鬼，' 牙な ざの 寶物 あ，..^、 中尊 寺に 

見し ものに ひ VJ しか， 0 き。 梯子 下來ぬ 0 五 尺に か，， r 高く、 暴 垂大佛 ビて岩 面に 刻たり、 こ は 

源 義家將 54 弓の 上彌 もて 彫 給 ふよし、 某佛 の 頭 にや ビ いへ bo 姬待か 瀧 VJ いふ あり、 また、 

かづら 石 V」 いふ あ bo 此 瀧の もどに 達 谷 麼身を 潜. て、 女の 來るを 捕，. >  て蔓 もてつな ぎ、 こ 

の 岩に 縛 おきた るよ し。 また、 葉 室 中納言 某 Z 卿の 御 娘 を も 捕 b しもの かたりあ りつ 此處に 

九 葉の 楓 どて 尖 九ッ あ，.^ て、 秋 はこ VJ にやよ けむ 楓樹ぁ bvj て、 や 日影に 解 わたる 雪 か 

き 分て 朽葉 拾 ふ。 また 崩 山 どい ひ 五 郞櫃森 y; もい ふ 山め り、 いかなる よしの 名なる にや、 


知る て ふ 人 もな し。 五 串の 瀧な ン， 見べき 處 いどく 多 かれ ど、 雪 消な ば ふた、 び どて 千 葉 

の 家に 歸る 0  • 

廿 七日。 毛 越 寺の ふる K 見なん ビて 田の 畔づた ひして、 礎の 跡な ン ざに いにしへ をし のぶ。 

廿 八日。 毛 越 寺の 衆徒 某 二人、 日吉ノ 山に 登り 戒檀 ふみに V」 て 旅立ければ、 此 法師た ちに、 故 

鄕に 書た のむ どて、 

ふる 里 を 夢に しのぶの すり 衣お も ひみ だれて 見ぬ 夜半 ぞ なき。 

V」 、その ふみに かき 入れた bo 

廿 九日。 け ふ も V」 し 越な，. >ビ て 家々 の 門 り、 窓て ふ 窓の ある ごご に、 あらたに、 し， CS  くへ 

繩 ひきはえ、 しでかけ て、 VJ し 忌せ bo 此月は 小に て、 け ふ 正月 は if る 也。 

二月 朔日。 け ふ は 松の 林に 竹の 森 VJ て 栗の 樹の鬼 打 立て、 正月の 門松 竹莊 飾に ひ どし。 こ 

ど 郡に て は 厄年の 人 あれば 歲直入 VJ てま ひして、 むつきの こどた つ ご VJ に すれ ど、 此 磐井ノ 

郡 はおし なめてし か，. 何事 も 膽澤- 郡 VJ はこ VJ にして、 ど しの 始めの 門松 も 栗の 木 を 庭 中 

に 立て、 つま 木 を あまた VJb 束ね 置て、 竹の うれに 餅 さしはさみて、 田ノ 神、 星 祭の 守 礼な ンど 

おした る 下に さし、 十五 日に は 臼、 杵、 鈕、 锹 にも 竹 はさみ 餅 を さし そな へ、 十八 B まで 十五 

日の 小豆粥 を 喰 ひ、 此曰、 稻の 穂の たなご ばらみ に はらめる 形に 太 箸 を 作りて、 その 稻姊身 


^棚の^ 埃 

. ^消す 


年繩 ひきの 

祝 


琵琶 法師 來 

る 
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15 し  じふ はち かゆく  い； >  しく もで  しな  ゆ *^ へ  な^こ 

箸に て 十八 日 粥 を咋ひ をへ て、 太 箸 を 十文字に 級 皮に て 縛 て、 ほた き屋の 梁を投 越して そ 

の 箬を尾 根 裡に打 立る 例 なり。 また 此鄕の 近隣 ノ 里なる 山メ 目ぐ」 いふ 處に は、 門松 も 根 こ 

したる わか 松 をた て、 その 枝に 正木の 蔓 をう ちから まき 錄るビ い へば、 

君が代 はま さ 木の かづに 長 かれ 千歳 を 松の 枝に かくら む。 

二日。 厄年 祝に 行か ふ 人 ビら道 もさり あへ や、 雪 もた ひらにな りぬ 0 上中下み なう ちあげ 

しるろ. 9 の も VJ に は、 若 男 VJ も あまた S のみうた ふに、 たきた つる 椅の 火截 たか. く  V」 もえ. 

て、 火の 散、 火 柳の 煤に 付て ければ 、.M2k す れく  W て 指 も て 、 み な 、 お の が 鼻 をす，.^ にす，. >  ぬ。 

しか すれば、 火 柳て ふ もの、 媒に、 火 埃の 付た るを鎭 る 咒 なり ビ いふ。 うべ ならん 火 消 

ぬ 0 

三日。 よべより いた く- ぬ。 今朝 は 若水 汲 はてな..^ ビて、 此 大雪 ふみ 分て くみ もて 來け 

bo や を " 年繩 VJ  ..^ を さめて、 け ふ は 注連繩 ひきの 祝 言 ビて 小豆粥 食 ひ S 飲て、 ひね も す う 

ちあげ あそぶ。 四日、 五日 は 風 吹 つれ ざ、 

六日。 あした は 寿 雨め きて、 夕月 ほの 霞て 出ぬ。 琵琶 法師 來， りぬ。 是も慶 長の むかしよ..' 

三 線に うつ， 0 て、 猫の 皮 も 紙 張の 撥 面-化 b たるが 多し。 曾 我、 A 嶋、 尼 公 物語、 湯殿 山ノ本 

事、ぁるは1|-代ほぅこマ」 ぃふ女の戯ものかた.0なン》」の淨瑶璃をかたれ，0^0 こた ひ は 「むか， 


勅使 淸水 


頓朝 下賜の 

ns々 


秀銜鎌 倉 へ 

力す み 


德岡 衬歸著 


し 我」 也 VJ 聲は 上て 、「ち、 ぶ 山お ろす 嵐の はげしくて、 此 身ち，.^ なば は、 いか 、せん o」 

ヾ」、 語 hs^,,\ ^て 月 も 入りぬ。 明な ば VJ ぐ 出た 、むごて 枕ビれ ば、 ひましら みた，. . 

七日。 ふた 、びビ いひて 千 葉の 家 を 出？：：！. >o 高 館の 猫 ir か 淵の ふる 蹟、 梵字が 池の あせた 

る I、 中尊 寺に な.^ ぬ。 此 あた.^ に 勅使 淸水 どい ふ あ.^、 いにしへ 按察 使中納 言顯隆 卿， J > 

にくだ..^ぉはして、此水めし給ひしビ いふ。 文治の いくさに 燒 殘 りたる 庫の 內に、 牛黃、 厚 

角、 象牙の 笛、 水牛， 角、 紺 瑠璃， i 气 黄金 ノ杳、 玉幡 、黄金 華鬉 、蜀江 錦、 ぬひめ な き帷、 一 J が. 

ねの 鶴、 しろ かねの 燈籠、 南 廷鉑、 なほく さ，/^ の 物ぞ多 かりけ る。 そ を 右 大將賴 朝 公 わか 

ちて、 莴西 ニニ 郞淸 重、 小 栗， 十郎重 成な く ざい ふ 人 VJ らに此 寶器ざ も を 給 はりし 事 は、 東鑑を 

はじめ 書 ご VJ に 見えた，.^。 そ を 見て 御館の 榮 えた，.^ し世ぞ しのばれ たる。 また 奧州 征伐 記 

一つ 卷に、 「文治 三年 云々、 秀衡が 病 氣の檨 子 を 尋ね 給 ふに、 顏色老 お VJ ろへ 最期 近く 相 見え 

たれば、 もはや 相果申 つらむ VJ 言上し ける 處に、 奧 州よ.^ 秀衡が 使者 VJ して、 由 利，' 八郎 惟-牛 

鎌 倉に 來る。 鷲 ノ羽千 尻、 矢 根、 駿馬 三十 匹、 金作ノ 太刀 三振、 砂金 等 進上す。 これ は秀衡 がか 

たみの こ、 ろ 也 云々 o」v」 見えた，. なほ その 篤 厚 事 をお も ふべ し。 かぐて 衣川の 土橋 を わ 

た-. -て、 やがて 前 澤の驛 に 出て、 靈祧 寺の 長老 かねてね も ごろに ものし 聞え たまへば、 しば 

し 物語して 上ハ 野の 德 岡に いたりて 村 上が 家に やざる。  ， 

かすむ こまが お  八セ 
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病 神 遮の 祭 A 日。 け ふは疫 ir 神の あまぐ だ，^ ます 日 VJ て、 是 避る 祭り VJ て 棄餅を つく b て、 しる 小豆 

にかい ませ、 そ を烹て 神に 奉り、 人み な^ふめ， 00 荒神 祭" のよ しに や、 また 吉 田の 疫 神齋、 

、律 嶋の御 素 流 の 如に i; 疫齊 なン ざお こなへ る 神事め， 0 ける か。 この 九日、 十日、 十 一 日、 十 

二日、 十三 日、 十四日 ご H を ふる 雪に、 た ヾ埋 火の もどさら や ふみ 見つ 、をれば、 人の 訪ひ來 

mi ひ て、 二月の 木の 股 さき、 三月の 蛙 の 目が ぐし どて 零り、 雪の はて は a 盤な りざい ひ 諺 しさ 

ふら ふ 也な ンざ語 b ぬ。 

章； の 春 遊び 十四日。 け ふ は 穴 >1 晴て 長閑 なれば、 雪 ふみならし、 わら まきちらし、 筵し きて 量 あまた 群れ 

集. りて、 笛吹、 太鈹、 錢太鈹 、調 拍子に はやして 鹿 舞 の 似 をし、 また 田 変 踊 のまね して 遊 

高 飴 もっけ び、 また 箱の 蓋 を 頭に 戴 て 念佛舞 のさ ま をし、 また 愈 舞て ふ 事せ. Co けむば ひ は、 けむ ま 

ひ を 訛.^ てい へ る 也。 此雍 舞て ふ もの は、 いか 目の 假面を かけ 袴着、 繦 して 髮ふ b みだし、 

軍扇 を 持、 また 太刀 はき、 つるぎをぬきて 舞 ふ。 此患 ft を 高 館 物 化 VJ もい ふ 也。 そはいに し 

へ、 高 館 落城の 後 さま/ \ の 亡 靈 あら はれし 中に、 さる 恐 し き も の、 あら はれし かば、 その 

あら ふる 亡 魂 を VJ ふら ひな ごし めん VJ て、 物 化の 姿 に 身 を^り なし て 念佛を うた ひて 、- li.^ 蘭 

盆會ご VJ に 舞つ る 也。 品 こそ か はれ、 遠 江 ノ國の 戈が. 谷の 念佛盆 供養に ひ VJ し。 それ を、 男 

童 の 春 遊びに せし も あやし かりき。  ：， 


十五 日。 け ふ は佛の 別れな り VJ いひて、 寺々 に ま 人い ビ多 七 A 日 もこ どなければ、 

きの ふまで 日 記 も せ ざ る 也 0 

廿 一 日。 け ふ は 時 疋也。 近隣 の 翁の 訪來 て、 都 は 花の 眞 盛なら む、 一 ビせ 京都の 春に あ ひ 

て、 嵐の 山の 花 をき の ふけ ふ 見し 事め り、 何事 も 花の みやこ 也 VJ て 去ぬ。 數多杵 て ふ ものし 

て餅搗 さわめ きわたり ぬ、 け ふ も 祝 ふ 事め り。 日暮れば 某 都 某 都 V」 て兩 人相 や ざ りせ し肓 

瞽 法師、 三絃 あなぐ りいで て ひきた つれば、 童 VJ もさし 出て、 淨 璃なぢ よに すべ い、 それや 

めて、 むかしく 語れ どい へ ば、 何む かしがよ からむ VJ いふに、 いろ， 0 の はしに 在りて 家 室 

のい ふ、 琵琶に 磨 確で も 語らね か。 さらば 語.^ 申さ ふ、 聞た まへ や。 「むかし 、ざつ VJ む 

かしの 大 むかし、 ある 家に 美人 ひ VJb 娘 が 有た V」 さ。 そのうつ くしき 女 ほし さに、 琵琶 法 

師此家に泊，.^て其母にぃふゃぅ、ゎが家には大牛の臥ほざ黄金持たり。 その 娘 を われに た 

うべ 、 一 生の 榮 花見 せん、/」 い へば 母の 云 やう、 さめら ば、 やよ、 おもしろく 琵琶 ひき、 八 島に 

て も あくたま にても、 よもすがら かたち 給へ。 明な ば、 むすめに 米お はせ て 法師に まゐら せ 

んど いふ を 聞て、 い VJ よき 事 VJ よろこび、 夜 ひど 夜い もね で、 四 緒 も きれ 撥 面 もさけ よ VJ 語 

.9 明て、 いざ 娘 を 給へ、 つれ 行む^い ふ。 先 もの ま ゐれ、 娘に 髮 結せ 化莊 させん yj て、 磨 確 を 

こも づ み どして 負せ、 琵琶 法師 の 手 を 引？ - せ て 大橋を 渡 る。 娘 は、 あま，.^ 負た る 俵の 重く 


ん 


ざれ はか 


とっぴん ば 

らリ 


荷鞍に て 旅 

立つ 
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さ ふら ふ 也、 しばらく 休ら はせ 給へ VJ て 休ら ひてい ふや フ、 いかに わがお やの さだめ 給 ふ，、」 

も、 目 もな き 人の 妻 VJ な、 り、 世にながら へて、 うざね はかん 輒， より は 今 死なん ビて、 

負ひ來 つるき， 3^ 碓を ほかし こめば、 淵の 音 高う 聞え た. 00 女 は 岩 蔭に かくれて 息 もっか や 

して 居た. 00 かの 琵琶 法師 ひ VJ りご VJ して 云 やう、 あはれ 夫婦 VJ ならむ よき 女 也./」 聞て、 

からう じて 世 貝 ひ來. ^しもの を V」 て、 聲を あげて よ 、 VJ なき、 われ も ビ もに ど、 その 大 淵に * 

て 身 はふち に沉 み、 琵琶 ど 磨 臼 はう き 流て、 しがら みに か 、おたり。 それ を もて 琵琶 VJ 磨 

臼の 諺 fo  VJ っひんはら，.^0」ど語.^ぬ0  ： 

廿 二日。 六日 入に いたる。 明な ば、 あるじ 常 雄、 仙 臺にビ みなる 事 VJ て たびだち、 畠 中" 忠雄 

が， 9 どひ、 松 島に も 行か まくな ンざ かた b ぬ。 うまの はなむけ VJ て 人々 酒 飲む。 

言の葉の 色 を. 0 そ へて ひろ はなむ まがき が嶋の 梅の 花 貝。  . 

花の 波 こ ゆて ふころ も きさらぎの 末の 松 山た のしから ま to 

ど 書て あるじに 贈る。 また 行 道 ど いふ 人 もぐして 行ければ 此行 道に も、 

言 の 葉 も 今 ひどし ほの 色 そ はむ 歸さ のつ VJ を まっし まのう.，^ >  0 

かくて くれた bo  . 

廿 三日。 つ VJ めて 常 雄、 こまの 荷鞍の 旅よ そ ひして、 行 道 をい ざな ひて 行ぬ。 旅立の 跡壽 V ん 


狢の 怪異 


極樂 寺何處 


鬼と 田螺の 

かけ 歌 


德岡 村に て 


てまた 盃 VJb- ぬ。 此人々 の 語る を聞ケ ば、 此ほ V- 白鳥 村に て洛 の 仕 態に や、 家のう ち VJ に錢 

を 雨の ご VJ  く ふらせ、 さま あやしき こど あり。 また 母 體の觀 昔 堂の、 う、 VJ 呻吟 一昔し、 

また 鳴動 せ..^、 これ も潘 のな す 事に やな ンざ あやしみて かた b ぬ。 そ は、 いにしへ もさる 

事 あ b  、文德 天皇 實錄の 中に、 天 安元 年の ころ 六月 六 曰、 參河 ノ國の 廳院の ひんが しの 庫振リ 

動シ事 見えた bo また その おなじどし、 在 一一 陸 奥/ &樂 寺預ニ 定額 一充 燈分並 修理 料 稻千束 墾田 

十 町 云々 VJ 見えた， 9、 その 寺、 極 樂寺は いづこなら むかし。 け ふ も くれた. 0  0 

廿 四日。 け ふ 村 上 良知の も に 行 VJ て、 童に みち あない させて、 かたら ひ つ 、行に、 此 ころ 

ふ b し 春雨 VJ  VJ も に 去年の 眞雪も 消えて、 道の ぬか. c- て、 あ， T きつら し V」 て 芝生に 腰う ちか 

5 びで  たつぶ 

けて 休ら ふに、 鬼 ひ つ 飛 出て はせ 行 を 見て 童の 云，， 、むかし 田螺が 歌 を かけたり、 「旭 さ 

すこう かの 山の 柴かぢ b 耳が ながくて を かし かリ け. 0  0」 ビ、 よみ たれば 鬼、 「やぶした の 

ちりく 河の こみ かぶ b しりが よ おれて を かし か. 0 け， ^OJVJ  、返歌せ しな どかた. 0 もて、 午 

の 貝 吹く ころ 德岡 にっきた bo 

廿 五日。 あしたよ. 0 穴 千つ らく ビ 長 間なる に、 « のこ ゑた に 聞ぬな ぶ」、 うた ものがた. 0 の 

ふみ ざ もく  b 返し 見つ 、、そが 中に、 「ふる 里に 行人 あらば こ VJ つてむ け ふうぐ ひすの はつ 

昔き、 つ VJOJ 源 兼 澄 卿の よみ 給 ひし は、 正月 ノー 一日 逢坂に て VJ 閡ぇ給 ひし をな ンど 語りつ 

かすむ、、 まが.；，：  九 一 


暦 5 指 百 H 

お 
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鶯の はつ 昔 も 花 も に ほ はぬ に泰 はな か はも 過ん ど すらむ。 

け ふ はなめ て、 菅 神に 手 酬 奉らむ 梅 さへ 暌 かて をろ かみ 奉る 也。 三 四日、 こ VJ なければ 日記 

も か、 す暮 た， 00 

三十日。 忠功寺なる玄指^ぃふ僧 去年の 霜月 身 まかれ. o、 け ふなん その 百日 齋忌 VJ て 法の 

わざ あるに、 

遠 さかる 日數 もも の 花 かづら かけて やよひの 空に 手 向む。 

良 道の 歌に、 

冬 がれの 梢の 霜 どかれし 身 もつ るの はやしの 花やし の はむ。 


きさら きさ 0 け ふに ま つ e ズ 、 

あすの やよひ は、 こ VJ ふみに しるす A 


はし わの わか 葉 5 ちの く 


はし わの わか 葉 はしがき 

この ひビ まき は、 卯 月の つきた ちご ろ、 み ちの くの 大 原の 里 新 山川の あた 

にて 初 櫻 を 見、 ま た 鶴が ね、 龜 が ね、 か まくら 山 な ンざを 見 や り、 あ る は 山吹/柵、 大 

さ ぐ ら、 撿 斷權を 見、 中 尊 寺の 田樂 祭、 ま た、 さ る が う、 ま た、 葉 室中納 言 の 處女を 

達 谷 麿がぬ すみし ものがた b  、土 御門 泰邦 卿の こ ろ 葉の 詠 歌、 時 鳥 の 物話リ 

はし わみ やしろ  くろ だすけ  さミも 、ミせ 

また 配 志 和.^ 式 社、 安 曰 ノ祉、 また 神 星 社の ゆ ゑよ し、 また 黑介 VJ いふ 鄕の百 歳の 

ミし， f  いはで ゐ かみやし ろ 

老： g が 物 語、 ま た 石 手 堰ノ式 社 に ま う で しなぶ」、 水 無月 は 小に しあれば、 廿日 ま 

ませ  みャ しろ 

り 九日 VJ いふ 日 、つ、； -き石 V」 て 座 る 石神 ノ式 ft にまゐ 、阿 倍 ノ比羅 夫、 廳磨 朝臣、 

黑麿 朝臣の ものがた b を 聞キ、 かく て 河ノ邊 に御献 せし ま て、 け ュに書 を へ たり。 

こ は、 つ たなき もの か ら、 い まだ 行 見ぬ 人し あら ば、 そ の 分ケ見 ん菜 も な ら む 

か VJ 、こ 、にしる しおきぬ。 

天明 八 年 戊 申 六月 廿 九日  营江眞 澄 

はし わの わか 葉  な 一 


It 
し 
わ 
の 
わ 
か 

葉 


いにし やよひの ころよ..^ 花 まちて 此大 原の 里に 在..^ て、 卯月" 朔" 日、 よべ ょ..^雨のぃゃふり 

て、 巳 ひ VJ つば か..^ 晴た bo 新 山川 VJ て溪河 あ， 、また、 砂金 VJ るて ふ 濁 川な ン Vj みな ど よみ 

流れて、 それに かけわたせる 橋)、」 も はみ な 落 流れ たれば 道 遠く めぐりて、 人 行な やみ 語ら ひ 

\ ィ む。 きの ふまて は 見つ る 室 根 山の 殘 雪 も、 夜の 間の 雨に けち はてて 今朝 は 見え や。 は 

や 初夏の はつ S ながら、 はつ 花 櫻の はつ かに も 色な き棺 ども を、 ねたし うち 見やりて、 

花の ころも 經 してぬ ぎ かふる たも ビは 夏の 名のみ きぬら し。 

け ふは此 里に 肆市 たちて、 なに くれ VJ ものうり あ，. >  くに、 みち もさ，. -ぁ へ す。 群れ わたる 人 

の 中に おしま じ， 0 て 是を見 あ， 0  くに、 並なら ぶ 家の 切 垣の 內に、 紅梅の、 け ふ を^ リ^^た 

,0  0 

あき 人の 花に 訓れ たるよ き 衣 もお はぬ もの VJ て 今朝. はか ふらし。 
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櫻 咲き 初む 二 曰。 近隣 の 家の 中垣の あなたに、 櫻の 一 ト本ト 生る が、 きの ふよ，. > ふりた る 雨に うる ひて、 

下 枝の み K 初た， 

めづ らしな け ふ は 卯月の はつ ざ くら 暮れに し 春の 色 を こそ 見れ。 

近き あたりに 行 まくお も へ v>  、け ふ は 日ば した なれば やみぬ。 

蟲 除の 呪 ひ 三日。 人に いざな はれて、 此 里に 遠から ぬ 片山里に いたれば、 軒 近く や、 萌 出る 麻 芋の 畠 

に、 うす はな だ 色なる 嵐 衣 着た る老 の、 枯 尾花 を 東ね 持て、 それ を ひし/、 VJ さし ありく。 

そ は 某の 料に かし かせ. ^ど 問へば、 こ は、 窳 生に 虫の ゐ ざる 咒也 どい らふ。 

山賤が 短き 裙の 麻衣 をば なの 波 を 分る 凉 しさ。 

此畑 中に さ、 やかなる 柴 櫻の 疾た. o、 そ を 一 枝 VJ い へば、 老の 折て くれた，. ある 家に 入リ 

てし ばし VJ て 休ら ひ、 湯 づけく ひ 肘 を 曲レば 時鳥 鳴ぬ。 

め づ らしな 折 h- えて うれし 初樓閒 えて うれし やま ほ VJ  きす 0 

天 幡，^ 揚ぐ 一 四日。 童 あまた、 此 地に fK ふ 紙 驚 VJ 方言 もの を、 この 紙 老子の 絲曳ぁ ひ、 ひこし らふ。 時な 

らぬ風 巾 や VJ おもへば、 雄 鹿の 蝎なン ざ は 七月 十三 日を始 VJ し、 秋 田の 久保田 は 極月の 末 を 

初め どし、 三 河/ 國ぶ 口田 は 正月の 末よ. 0 始め 五月の 五日 を止禁 どし、 五月 五日 を紙鸱 節句 ビ 

いふ。 うるまの 國は、 十月 を はじ VJ いふよ し琉球 誌に 見えたり。 河岸に 大 櫻の 唤 たる 根に 


此天幡 て ふ もの、 糸 を 引む すび、 すま ひな ン ざして うち 戯れ あそぶ。 また 樓 に {i; の 囀 る も 

いまだに 春の 心地す。 人々、 花に うかれ 醉 ふしぬ。 

うつば b の ふるす わすれて つば くらめ 夏 ど 岩根の 花に 鳴な. 0,0 

ついたち ごろの 月 あかく ビ さし 出て、 花 を 照す 影 水の面に うつるな ン ざ、 雁の 鳴た， 00 ふ 

b あ ふぎ 見れば、 ひど つら、 ふたつら 月に 橫た ふさ ま、 風淸こ ビ な..^。 

K る 雁 雲 の 通路 分ク る VJ も 霞まぬ 月の i 仝に 迷 はじ。 

かくて、 夕月に みち もた ざら で大 原に 來る 0 

五日。 芳賀慶 明 ま |§と が 家に 在れば、 朝 VJ  く、 け ふ此花 折て 來 しどて、 朝露に 身 も そぼち 

て、 物なら ふ 量の 手每の つ，.」 にせ， 00 あるじ、 此山づ V」 をう ちま もら ひ をり け る が、 肇をヾ J 

り \ し、 

たが 爲に のこ，.^ けむ 櫻 花 露 おくふかき 山に 隱れ て。 

ざ。 見つ、 おのれ も、 

淺香 山な にあ さから じこ、 ろざし 色香 も ふかし 花の 家つ ビ0 

こ は 花の 眞盛リ にあら め、 いざ 花見 あ， 0 かむ。 檔子 用意せ よ、 ふくべ に S つめよ、 火繩 わする 

な V」 云 ひ 捨て 家 を 出て、 鶴が 嶺、 龜が峯 、縑倉 山な ンざ いふ 高 根/、 を 遠方 タ にか ぞ へ て、 行 


山吹が 栅 

達 苦 付 公 

.誕 生地 


寺梅嶺 
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て 八幡 ノ 神社 あ bo  ぬさVJ.^奉れば花ぁ、り、まだ、なか.，-^たる櫻もたちならびたbo 

花の 枝に 卯月の いみ を さし そ へ てまた 春風のに ほふ 神 垣。 

慶明。 

神 垣に そふ 花 をみ しめ 繩 かけて 久しく 神 もみ そな へ。 


> に行キ いしこに うつ b あ b きて、 永き 日 も くら 


Kb 來 つれば 小雨 ふ.^ 出ぬ 


六日。 よむ ベ の 雨 もな ごり なう 晴て、 花 か あらぬ か、 山の は ご VJ にか、 る 白雲い VJ ふか to 

松 井 VJ い ふ處に おもしろき 飛泉 あ，.^、 け ふ は その 瀧 見なむ、 いざた ま へ ど あるじ 芳賀慶 明の 

い へれば、 や をら こ、 を 出た ち、 うちかたら ひゆけば 山吹が 柵 VJ い ふ あ bo そが 下ッ かたに 

杉の P 群ラ生 ひたて る 地 あ.^。 そこなむ、 國ノ寸 吉村公 誕生 給 ひたる 御館の 跡なる よしを 

い へ 、り 0 其 君 そこにて、 「よしや 吹け ドーても 散り 行 花なら ば 嵐の V> がに なし はてて 見ん。」 

ビ いふ 秀歌な ン Vi も、 こ、 にお まし ましての 事 ビ な もい へ る。 此歌 は、 しるしらぬ 男女、 野邊 

に 草 刈る 童まで も、 花見れば す" じあり きぬ。 龜峯山 長 泉 寺 ごい ふ 寺 あ， 0  0 山門の 左右の 柱 

に、 r 嶽上松 if 年靑 操、 前溪 水：^ 千古 流。」 こ は 梅 嶺禪 師 VJ て、 あが 父母の 國、 三 河の 寶飯郡 

新 城 VJ いふ 鄕 よ b 產て此 寺の 住持たり、 山門の 聯も 梅嶺の 筆蹟。 また fm 十五 代 中 御 門院の 

御世 享保 元年 丁ノ 酉の 秋、 庭の 菊 を 見て、 「あさな，^、 おく 露霜の きえ やらで ませに 色 そふ 一 


庭の しらきく  0」 ビ ありし かば、 此歌 めでたし ビて當 今の 御 日記に ざめ られ たるよ し、 都人の 

も はら 物語に せし よし。 そのころ 在， 9 し 翁の 口語 VJ て殘. 0 ぬ。 

かめの 祟 尾 上 も 長き 泉 寺う き 世に 引ぬ 淸 きながれ 江。 

斑鳩 鳴く  一  ？」て\ィ めば、 櫻の 枝 ご VJ に 斑鳩の、 ひじ りこき VJ 嗚也。 また 紅 衣 着 ドー 方言 VJ ころ あ bo ま 

た 信 濃， a 方 束 間の あた b にて は、 此 # の 簑笠着 VJ 囀ば、 かなら す 雨 ふるどい ふ。 ひじ 

,0 こき ど は、 いづ こに も 鳴ぬ。 「ぃかるがょ豆ぅまし^,」はたれもさぞひじ.0こきどは何を 

鳴らん OJVJ 著 聞 集に も 見えた bo 

花鳥の 色 音に あかて 春よ. 0 もお も ひ 夏野の 道 そた のしき。 

松 井の 瀧 一 かの 瀧の も ビに來 たる。 水 は 岩に せがれて、 三ッに 分れて 落 瀧つ。 巖の はざまに、 いど 古リ 

たる 松た て..^。 月出が比良VJぃふ山の麓に寺ぁh^、岩松山經藏寺VJぃふo 此 瀧の も VJ にあ 

りて、 

岩 かねの 松の み ビ.. ^も 花の 色 もちら で そか 、るき しのた きな み。 

慶 明。 

祟の 松 松 井の 水に うつろ ひて なみ もみ VJ,o に 落る 瀧つ せ。 

芳賀 氏、 此月出 山 を もよ みね VJ い へれば、 いらへ て 眞澄。 

はし わの わか 葉  九- 
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あきたら す こ に暮 なば 山陰 を 月 出 やまちて 又 花 も 見む。 

夕 ぐれて 阪り た.. 

大 原.^ 立つ 七日。 きの ふまで は、 ひむ がし 山、 にし 山、 八瀨、 大 原の 花の 盛に こ、 ろ ひかれ、 また 江 刺、 膽 

澤の山々にt^出る花のしら雲も心にか 、りて、此ころ、花の情の淺からざ.^し芳賀慶明のゃ 

ざ を 出た つ。 あるじ、 花ち らば、 VJ く歸 b 來て ましな ン V- あ.. > て、 

夏衣 うらなく 語る 言の葉 もい ひこ そのこせ 今朝の 別れに。 

返し。  . 

いひ 出ん 言葉 もさら に 夏衣 かさねて こ 、に VJ はむ VJ おも へ \ レ。 

また 淸雄 VJ いふ 人 あ，.^、 此 ぬしの 句に、 

今の やうに ふた、 び 風の 薰れ VJ や。 

-今し ば，、」 て、 近き 花の も VJ まで 送. しける 人々 を 別 る >J て 、 

みちの ベ の 櫻よ 花の こ の 葉よ 花に わかる、 旅 そ ものうき。 

鹿お どし かくて 行く 田の 畔の路 をた ざる。 馬の 毛 を、 しの、 長 串に さして やきく ろめ、 又、 わら を 

束ね 切. r やいて 是も 串に つらぬきて、 田の あせ ごビ にさした. 00 そ は 鹿お V- しビ いふ。 古 

歌に、 「あすよ b はやき しめ.^. 3 田の わか わさの ね を 鹿 も こそ はめ 0  - 是、 燒標 にこ そぁン 


なれ。 櫻 鳥 VJ いふが、 いたく 花に 群れて 遊ぶ を、 

むら 鳥の 羽風に ちらん 花の 枝 もやき しめ はえよ 小 田の ますら 男。 

葉 山 櫂 現 VJ ま をす 神ます 其 山の 麓に、 櫻の 多 かる を 見つ、 し 行 Hj て、 

匂 はす は 花 VJ もえこ そ 白雲の 夏の はやまに か 、 る V」 や 見む。 

澀民ビ いふ 處を經 て猿澤 VJ いふ 村に 來れ ば、 ある、 ふせる が ご VJ き 軒 近う、 花の い VJ  くお 

もしろう^ た， 00 こ を 見 まく ほりして、 あなこう じたり、 道 遠き W の 旅人 也、 し ば し は 木ら 

はせ てよ，/」 い へば、 よき 事、 休ら ひて ビ い へれば、 ぃビ うれしぐ、 

つかれし を かご V」 になして VJ ひぞ よる しらぬ あるし の 花 を 見ん どて。 

此邑を 出れば、 路 のか たはら に 観 福 寺 V」 いふ さ、 やかの 寺 あり。 其 寺の 傍に 高き 31?  VJ も 群 

れ 立る 處 あ，.^、 それに 虹の ご VJ き 橋 を 褂て觀 昔 を 安置る 0 其 堂の 前に 至れば、 こ/ -らの 岩の 

面々 に 阿羅漢 尊者、 また 佛磐薩 の 名號を 彫し、 また 古歌、 詩 も ゑり たり。 また 西 行 法師な ン 

Vj  、むかし 今の 世人 を も ゑ. ^た，.^。 いかなる よしに か V」 問 へ ば、 唯う ち 戯れて せし 事 VJ い へ 

れ ど、 も，， J も あやしき もの 也。 莓 むして 見えね V- 、苔 を はだ くれば、 苔の 下に、 あらゆる 人の 

而像 出る VJ いへ bo 昔よ.. >  せし 事 VJ 見えた， 00 半 行 坂 V」 いふ あ b  、此 t は榛 生， 莊 にして 

萩 生 坂なる を、 人み な 訛 て、 も はら 薬 生 坂 VJ はいふ VJ なん。 此 坂の 邊リに 骨 石、 またの 名 


E 河^の 紙 


横 澤の鐘 乳 


i 化 鹿 さ 力ぶ 
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を 綵卷キ 石 VJ て、 筆の 管の 太 にて 二 三寸、 あ る は 四五寸 ばか.^ にて、 その さま、 糸な ぶ」 引纒 

ぃミ ぐろ *  くだ  ほ 5  よ 3  あやしの いし  > 

ひたる 妨車 の終管 の ご どし。 そを掘..^得れ》」全はまれ也、も./」も奇品石-/」ぃ へ hso 此 あた 

ひゾ だし  いたす  なり は ひ  はい？" い おや  ， 1 

. ^は 束 山 田河津 VJ て 紙 漉產、 みな その 業 ある 家， マ」 も 也。 誹譜/ 祖、 ばせ をの 翁の 「おくの 

細道.： な. く ざい へる 日記 は、 此. 東 山よ..^ 漉 づる紙 を四ッ 折.^ ビ して か 、れ ける ものにして、 今 

ゑり *H き 

はこ を刻册 ビ しつれ V- 、そ を、 いにし へ さまに 作れ >90 翁 も、 みちの く 紙 VJ いふ 名に めでて 

か、 れ たる ものなら むかし。 見渡す 祟の 雲、 麓の 雲 はみ な 櫻 也。 村々 の 垣根 は 山吹の 色に 

埋れ 夕日 かげろ ふな" ざ、 又た ぐ ひなき おもしろさ、 また 橫澤 どい ふ處 にい どく 大 なる 窟 

かご  * ひろくい はだる ひ  ， ^、り  ) - ' 

あり、 そ を 籠 山 VJ い ？。 內、 間廣 て、 石 鐘 乳 VJ いふ もの ビ ころ/ \ に掛 たり。 遠ぐ 祧の 

t5 殘 りたるな ぶ」、 見ぬ もろこしの 、桃源の 画み しに ひ VJ し。 こ は 春 も 見し 處也。 此夕爲 信 

の 家に 泊る。  . 

八日。 つ VJ めて、 里の 童 を 道 あない VJ して、 きの ふの 路を いさ ， か 分て、 大金 V」 いふ 處の蛆 

ふた もミみ も W  の "や み 

に、 櫻の 二 三 本た てるが 朝風に 吹 さそ ふ をう ち 見やり \ィ め は、 童の 小 河に 臨 て ものう かが 

ふさま、何ならむどぉも へばp?斑魚の鳴な，c^o 水に お. 0 たち、 ころく  7J いふ 聲を しるべ に 

さ か ぶ 

すく ひ 上た ho 此石 ふし は 秋に 鳴く ものなら. や VJ. いへば、 をり マ. >  して 時 もさ だめ や 鳴 も 

の 也 VJ 方言り。 なを 此花を 見やりて、 


汝れも 又 をし みやすら む 櫻ち る 山した 水に かじか 鳴 也。 

量 を さき 立て 拈花山 正法禪 寺に ま うづ。 此 寺の 署扁は 光明 皇后の 眞翰 也、 吾國 の鳳來 寺の 

鉱にひ ビし。 け ふ は釋； S 佛 誕生し 日 VJ て、 れいの 花葺る さ、 やかの 堂の 內に、 あ め つち を 

さしてず 水盤の 中に たてり。 大衆 居なら びて、 一 日經 ならん か、 また、 なきたまの 名に や、 い 

VJ 細き 率诸 婆に 書 れば、 この 灌佛會 にまゐ りたる あまたの 人 ビら、 手每 にうけ さ、 げて皈 

る。 いにしへ 此寺は 法相 三論 宗な VJ にや、 い VI  く ふるき 精舍 也。 今曹 洞に うつりて、 南朝 

の 頃、 開山 禪師の 高弟 無 等 良 雄 和 尙は萬 里 小路 藤 房" 卿なる よし、 其 世 は 世に ひめて 語." し 

VJ いへ， ，。 此寺の庭に、源賴朝公實種し給ひし槲^てぁり。 また 大 なる 梅 ノ樹 あり、 さるよ 

し を もて 大梅捻 花 山 VJ もい へ bo 此 寺の 邊 に 石灰 木石 あ h>  、石 S あ. -、 また 黑蠟石 VJ いふ 

もの 多し。 黑蠟石 ある を もて 此 あた b を黑 石ノ莊 V」 よべ b-o また 山內 VJ いふ 處に 出た..^、 妙 

見 山 黑石寺 どて 修驗寺 あり。 も ビ太上 神仙 を齋 りし 寺に て、 大同 元年 二月 斐陀 の番 匠が 镇 

たら 

て 一夜の 間に 建し 堂 どて、 ぃビふ -0 し 堂 あ h 。 ビ みなる 事 ヾ」 て 板な ンざ 敷キも わたさす、 殘 

はぬ 處 あ.. >。 正月 八日の 神 祭 は 紙 M の 削 殘、尾張の天道ノ社の祭の如、夕ぐる、ょ，.-小^^中 

力まで 誰れ VJ なう 互に 罵詈、 根 もな きめた 事に 枝葉 付て、 まがく しう 訇 てうち 笑 ひ、 堂 をう 

ち 叩き 火 をた きた っれば、さばか..^積りし大雪も、きさらぎ、ゃょひのごビく、みなけちは つ 


黑 石の 鄉 


北上 川 渡 ^ 

六日 入 村- 
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るず せり VJ いふ。 鶴の 初 こ ゑ たつころ、 其 長 三 四 尺 斗 = 'の 級 栲の 二重 布の 長 袋の 內に 、蘇お 

將來の 神符 を 三四寸 斗の 木に 書て、 そ を 千 礼 ま. 0 も人レ て、 袋に は蠟を 流し 油 をぬ. 0 て 神武 

神仙の 御前に 俯 へ 、山 臥 梭尾螺 、經 よみ、 いの b 加持して その 長 袋 を 群集の 中 力 へ 投ケ やれば、 

左右に 方 分 ぞ素裸 に 出た ち、 擅 鼻 裸 もっけす、 その 袋 を わが 方 へ 取らむ、 此方へ ぎひて む 

ビ 上へ を 下へ 检ぁ ひ、 ひこし らふ。 か 、る あらそ ひに、 むかし 犢-鼻 揮の 前垂 を、 袋の 端に 持 か 

ら みて 力ま かせに 捻 合 ひ、 曳に引 ほ》」 に陰囊 破れて 死た る 人 めれ は、 犢鼻 揮て ふ もの は ゆめ 

み ふ： t!  £ り  かた  たなつ も Q  ふ の ろ 

く 身に まご はや VJ なむ。 此蘇民 將來の 神符 を 掌 得た る 組に は、 その 年 田 畠 の 能 7 豊登ヾ J 

い ？。 夜し らく  V」 なれば 袋を摑 破、 また 取り持て 雪蹈 みした き はせ 出て、 小 河の 氷 ふ 

み 破 b 飛 入て、 淵に 身 を 潜レむ VJ する を曳 止めな ぶ、」、 世に めづ らしき めら が ひ 祭 也。 此妙見 

山黑石 寺に は、 慈 覺圓仁 大師の 作の 藥師佛 ノ佛形 を ひめお ける 寺 也。 野道し ばし へ てが  1 石ノ 

鄕に 出た，. 路の 傍 に 四阿め ける 小屋 建て、 その 軒に 货餞ニ 貫 を 長編に つらぬいて 褂た 

るに、 童 、老人な ざの 居て、 ひる さへ いみ じう 守 h 'ぬ。 此錢 あやま" て盜れ たらん 時 は、 母 

せに り せに  つみ あ v\  おひた ふ 

貨に子 あまた 添へ て、 これ を もて その 禍を贖 ふ、 つくな ひ 貸也ビ いへ ，り。 あないせ し董 

は此里 なれば、 もの VI ら せて 別た ，0。 伊澤 ノ 郡に 渡る に 加 美 川の 舟 ごく も 出す、 暮 ての b ぬ。 

も ま 

月お もしろ くつき た bo 六日 入 村に きて 相 知る 鈴 木 常 雄の 家に 入 b て、  』 


旅 衣 月 VJ 花 VJ にかたし きて 樂 しき 宿に 又 こよ ひねむ。 

夜もすがら、 あるじ VJVJ もに 語，. ^ぬ。 

前澤. - 過ぐ 九日。 け ふの 初 午/祭 見に 中尊 寺に いなん？」、， 六日 入 "をた ちて 前澤驛 に 出て、 ii: 桃 寺に 訪 

ひて 寺の 上人 をい ざな ひ 漆 寺の 前 を 過る に、 朽 たる 櫻の 蘖 花^た ろ を、 

枯れし 技 も 花の 惠 をうる し 寺 VJ な ふ 御 法の しるしな らまし。 

大 櫻の 衬 うまやの はしなる 大櫻 見て む どていた る。 大櫻ノ 社 あり、 不動 尊 を 祭る 、い、、」 大 なる 一 重の 

山 櫻 あり。 此 さくら、 人た け立ッ VJ ころに て はかれば 三 丈 四 五 尺め ぐる VJ いふ、 信 濃 ノ國市 田 

の大 櫻に は 勝 b ぬ ベ し。 こ は秀衡 時代の 花 也 VJ い へ h, 、此木 あ る を もて 此村 を大櫻 どはい 

ふ 也。 また 遠 田 郡に 大櫻 あるて ふ、 そはい かなら む。 

雪 をつ み 雲 を あつめて ひ VJ も VJ にか、 る さくらの 花 を こそ 見れ。 

衣川 付  衣川村に 來る。 世に 衣 VJ いふ 處 多し、 近 江の 志 賀ノ郡 も 衣河 あり、 その外 國々 にも 聞へ たり。 

此處に 檢斷櫻 VJ て 名 ある さくら あ，. 5、 秀衡の 世に、 檢斷の © する もの 置れ たる 處 也。 また い 

にし へ 、安倍" 貞 任の 館 あ b し 跡に て、 義家公 「ころもの たて は ほころび にけ bo」 ど 弓に 箭 

を はぎ、 むかひ 給へば、 「VJ し を經て 糸の 亂れの 古し さに」 VJ 贞任、 矢 つぎば やに 返し ま を 

した b しな ンざ 語ら ひ、 や をら 其處 にい たれば、 

はし わの わ かバ葉  Is 


辨慶、 川上 

に 流る 


.5. 尊 寺の 初 

午 祭 
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衣川み き はの 櫻き て 見れば たも ど にか、 る 花の 白浪。 

此 衣川 も 、今 はむかし VJ 大に 流の さま か は た、 り VJ いふ。 高 館 落城 の ，二 き 武藏坊 辨慶、 衣 河 

を 渡らむ VJ てわた. りしが、 を りし も 洪水 て、 みなぎる 波 を分ケ わ づ ら ひ、 うち も の を 杖 に つ き 

中の 瀨 VJ いふ 處 にしば し \ ィム ほざに、 きしべ ょ，.=^は矢ふすま作リて射か く る箭を ひし，/ \ 'ヾ J 

身に射たてられて、中"瀨にふし流れた，.^o きしに 立た るうまい くさ ざ も是を 見て、 こ VJ 武 

つ はもの fc 

者 は 流に したが ふ、 いかに 辨慶 一 人リ 水上に 流れ 行事、 見よ く ふしぎ さよ VJ  、寄 手の 兵 等 

あきれたり どい へ， 00 そ は、 いにしへ は 衣川の 末、 北上 川 繁：! の 上の 方へ 落た ，0、 今 は 加 美 

川の 下に 落ぬ。 その 洪水の VJ き 、衣河 も 上 川 も ひ V- つに な.. M し 大海の ご VJ なれ ざ、 辨慶 はつ 

ねに 見なれ し 中の 瀨に のぼ， 0 つれ、 ざ、 多くの 軍に 射 立ら れて 、衣川 水 筋に したが ひて 农 川の 

下へ 流レ たる を、 今の 世 かけて、 辨慶は 川上に 流 し VJ のみい ひ 傅へ 、また、 あぶ， 0 串 さしつ か 

ね 釣りお く卷 藁て ふ もの を 、出 羽、 陸奧の 方言 に 辩慶 ど いふ も、 武藏坊 が 、箭 を錢 の ご VJ  く お 

びた る さま を、 まき わらに 串 さした る 姿に 似た るより いふ ビ なん、 里の 翁の 語りぬ。 かぐて 

中尊 寺に いたれば、 あ る VJ ある 堂の みなおし ひらきて、 白山 姬/ 神 赴の 拜殿 は、 かねて、 か 

、る 料に 間 廣げに 作 b なした るに、 白き 幌 をたれ、白き帽額引ゎたした，.^o おひ VJ つう ま 

VJ いひて 白 き 神馬、 獅子 愛し ビ て 、ぼうたん 手 ご VJ にもた る 童子な に くれ，/」 ね b. 渡. 0 はつれ 


クー や 


法師の 猿樂 


古杉み ちの 


薄墨 櫻 空、 


義經堂 


ば、 白山 ノ 神の 御前に うち まう けた る 舞臺に のぼりて、 そう ぞ きたつ 田樂 開口 祝詞 を はれ 

ば、 若女ノ 舞、 老女/舞 なく ざ、 いご 古風め かしき さま 也。 や をら 衆徒 集..' て、 さ るが う はじま 

りぬ。 法師の 頭 に 宿 髮てふ ものにして 髮髻 〔墨 衣の 袖 をぬ ぎ かけ、 ある は、 まくりで につ、 > - 

みうち、 笛吹 孅 しぬ。 この 田樂、 を VJ め 舞、 うば 舞な V- に 事 か は. 0 て 今めかし けれ V- 、舞へ る 

装 柬は國 /守よ，. >  寄附 給 ふ もの V- て、 めでたく 奇麗 をつ く.. -た bo 今朝よ，.^ 風た ちしが いよ 

、吹つ の，. >  て 、あまた 立なら び 茂り あ ひたる 大杉 のうれ も ゆら-/ \- 吹れ、 枝葉の 落 散れば、 

人み な ふり あ ふぎ 签 のみ 見つ、、 頭に ものお ほひ、 もの 見る 空 もな く、 法師の 附髮も 吹 やら 

れ、 かな づる扇 も 風に しぶかれて、 こ 、ろの まに > くさし も やられす。 いざ 歸 b なむ VJ 立騷 

ぐ 上に、 大 なる 杉の 枯 枝の 落て 頭う ち、 ぬかよ， 0 血の 流レた h- な ざな かくの 騷き 也。 經堂、 

光堂の 方へ 近ち る 人 も あ..^。 また 老嫗杉 どてい VJ  く 大 なる 樹 あ，.^、 此木 VJ しふ， 0 て 香 

馥 はな はたしければ、 國/ 守め して 「みちの く」 ズ. >銘 給 ひし VJ いふ。 その 木 も 今 は 吹 折レ、 今 

はた ふれなん なグ」 、人み なをし み 語ら ふ。 此 中尊 寺に、 薄墨 櫻 VJ ていどよ き 花の あ.. >  しが、 

枯て今 はなし。 そ を辨慶 さくら^い ふ、 むかし 武藏房 やう ゑたり し 花に や。 中尊 寺 を 出て 

義經 堂に のぼりて 人々 ぬ かづく。 源九郞 判官の 由來 はこ ど處 にもし るし、 また、 淸悅 物語 ど 

はい. さ、 かこ どなれ 、り。 また、 此 君の 事 をつ ばら かに 記した る義經 蝦夷 軍談 VJ いふい くさ 
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の 書に は、 泉 三 郞忠衡 、また 金剛 別當秀 綱、 龜井、 片岡を はじめ、 御家人 ひ VJ.^ も殘 りなく み： 

な 松 前に 渡り、 秋 田ノ治 郞尙勝 兵粮 を？ si ^逸、 此人 VJ ら大 に戰ひ 蝦夷 治 b て、 上ノ國 VJ いふ 處に _ 

て 、 御臺 所 若 君 ひ ご VJ こ ろ 誕 生 ぁ て 、 嶋麿 君 VJ 申事な ン ど &ぇ た トち 人 々 を 別 れ て 、 此 

の 相 知りた る 民家に 泊る。 

十日。 け ふ もさる がう 舞 あ.^、 こよ ひまた 一 夜な ン、 ざ あれ V- 、風な ぎ たれば、 此 あたりの 花の, 

ち，.^ 殘るも 見 まほし く、 また 春の ころ 見し 達 谷 ノ窟、 櫻 原ぐ」 い ふ 處は名 さ へ おもしろければ、 i 

ふた、 び ごて f6- 泉 を 出た つ。 む >w し 惡路王 ひそかに 都に 登. -、 葉 室 ノ中納 言某ノ 卿の 御 娘 ひ！ 

VJVJ ころお はしける を盜み VJ りて、 此 窟 に隱れ 住け. 00 都人 あまた 尋ね 來 つれ ど、 一 どせ 一 

花の 盛に 飮に 吞て醉 ふした るに、 姬君櫻 原 を -i^ 出て、 人に いざな はれ 都に 板 給 ひしょし を 

云 ひ 傳ふ。 また 出 羽 ノ國雄 勝.^ 邵 にも 阿具 呂 王が 窟ぁ. 00 また 此達ハ < ^が 岩屋 V」 いふ は 達 谷 麿 

が粞 家し 窟 ならむ かし。 五 串 村に 來る、 此村名 は 五十 櫛の こ. -ろ もこ もり 祓串 のよ しも； 

あらん か、 美 魔て ふ 名に して 山水 淸く、 飛泉の さま、 たぐ ひなう &然 ければ しかい へ るに や？ 

嚴 美ノ神 ませ b。 此 神の 神社 VJ て は あらね ざ、 瑞玉 山の 奧に舊 き宮地 の 跡殘れ り、 今 は そ j 

の あた b を 水 山 邑の山 王が 窟 VJ いふ。 此奧 に： 牛 泉 野 VJ いふ 地 あり 、大日 山中 尊 寺の 趾、 高 一 

林山法福寺の蹟、栗駒山法範寺の跡、尼寺の趾、圓位法師の^#の趾ぁh^、骨寺の跡ぁ，oo  ft あ 一 


五 串の 瀧 


山 ノ目驛 の 

大概 氏 


た b の 寺々 を、 むかし 七十 代 鳥 羽 院の御 宇、 天 永、 永久の VJ しなら むか、 此平泉 野より 今 

の關 山に うつし 給 ひし かば、 そこ も卒 泉の 里 VJ なれり。 今の 卒 泉に 逆柴山 VJ いふ 名め b  、是 

も舊 1^ 泉に 在る 山の 名 也。 骨寺の事、尼寺の事は選集抄に見ぇた.^。 そ は、 こ VJ 處に つばら 

かに 記たり。 五 串の 瀧 V」 て 人み なめで くつが へ る 飛泉に の そめば、 玉の 瀧、 またの 名 を 小 松 

が 瀧.、」 も いふ あり。 京 田 瀧、 あた.^ 瀧、 大瀧 、量子 瀧、 はかり 瀧、 魚 尾 瀧、 麻 一 特の 瀧な ンど瀧 

は 1^3 飛泉ながら、 こ  >  ら立 するどき 岩に せがれて、 はさま.，/ \- に、 しらね， 0 かけた るが ご VJ 

白 淡 涌 午 かへ b  、日影う つろ ひて 紫の 波う ち 寄 る 岸に は 、祧、 山吹、 柳、 さ くらの 枝 さし 交.. y 

て、 世に たビへ つ ベ うかた なし。 なほ あきた.^ や 見 \ィ て、 

落 瀧の 水い つ. -く画 もい ろ VJ る 筆の え や は 及 はむ。 

ふた、 び こ、 にいたり て 、奧ふ かく、 ね もころ に たづ ね 見 まく？  J た び は 田 面 の 路を來 に、 し 

め 引 はえた b。 

水ナ 口に 立て そ 祈る 時 は 來ぬ五 串の 小 田に も ゆるな はしろ。 

山， 目の 驛 に 出て 大槻淸 雄の 家を訪 へば、 しばらく あ.^ て 淸 古筆 を VJ りて、 

珍ら しなけ ふに 待え し 時鳥 閬も はつねの もの かたりして。 

返し 0 
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此 宿に 聞クも めつ らし ほ V」 、 きすけ ふ を は つ 音の 人の こ VJ の 葉。 

小夜す から 語ら ひふし ぬ。 

配 志 和 神社 一十一 日 0 大槻の 房 戶 より はい  近き 配 志 和 祌にま うづ。 杜の棺 は 花ち. 0 若葉 さし、 ま 

だ やらぬ かた 蛆の 木々 もめ づ らし。 鳥居の 額 は 土 御門 泰邦 卿の 眞蹟給 ひし ビ い ふ、 手 風 

こ VJ に めでたし。 そ もく 此 神社 は、 齋 奉りし よしを 云 ひ 傳ふ配 志 和 ノ社ノ 內 は 皇孫 奇 火 

a 々柠ノ 尊、 左方 は 木 花 開那姬 命、 右方 は 高 皇產靈 尊 也。 また 神明 Z 御社 を はじめ 八幡 ノ社、 鎌 

营香梅 足ノ 社、 安日ノ 社、 神星ノ 赴、 土守ノ 社、 か 、るみ やしろく にぬ さぐ」 りく まく 見 ありく に、 菅 

香 梅 どて、 よしある 梅も靑 さして、 こ  >  にも 老 杉 VJ て 千年 ふりけ む、 枝の なから に m 櫻の 

寄生 あ， 0 て 花いた く^た. り。 なほ 木の もビに ふり あ ふぎて、 

い つまても ちらで や 見なむ 杉が 技の 花 も VJ き はの 色に なら は 、ゝ。 

一 ： 、  . -ー  + 

梅 多 かりし 一 此 處に菅 神の 御子 ひ VJ  、ころさ すらへ 給 ひしょし を 云ひ傳 ふ。 むかし は 梅の い V」 く 多 か. 

る 地 にて 亂梅山 VJ いひ、 蘭 梅 山 VJ 書 ひ、 また 梅が 嶺 VJ いひ 梅が 森 どい ふ。 泰邦 卿の 歌に、 

「みちの くの 梅 も 山の 祌風も 吹った へ こし わが 葉に o」 此御神 は文德 天皇 實錄 四卷、 仁 

壽ニ年 A 月 乙 未 云々 辛 未 陸奧國 「伊豆 佐 哮ノ神 謹 p|g 「登 奈考志 神 志賀埋 和氣ノ 

神 加 ii 下 r「？lf  ノ神 Ifp 尊？^ • 難 石 「理訓 許 段 神 i?p 鴇 許 


「ま 神 ItpfS 「侮 草ノ神 ItSP 並-き i 從 五位 一 云 々どお えた b 、尊 べき 御 神 也。 お 

安 日 社緣起 一 の れ 是を考 おも ふに 、鎌足" 社 は いかなるよ しあ.^ て か齋ひ 奉ら む、 安 日" 社 は、 神 日 本 磐 余 

彥 天皇の 官軍 を そむき 奉りし お， 髓彥の 兄なる 安 日、 其 御代に 津輕の 十三 ノ湊に 流さる。 其 後 

阿陪. ^頼 時 出たり、 桌任、 衣が 柵に すめり。 此梅 淼山靈 地に して、 おのが 館 も い ，.」 近ければ、 

祌 星の 社 一 上 祖 の 安 曰 を 神 VJ 齋 奉. = 'けむ もの か。 神 星" 社 はしらす。 また 負 任の 男 高 星 二 歳の ど 

き、 乳母が ふ VJ ころに 抱て 亂" を 避て、 津 刈の 藤 一尉に 隱れて そこにす め"。 高 星 子め，.： >  、月 星 

や」 いふ。 其 塚 ざ も 河岸に あ，.^ しかば、 崩 うせて 水ナ 底に 棺 の 落た るが 井桁の 如に 見 ゆれ 

ば、 そこ を 井 til 淵 V」 いひし が 今 は 名のみ 也。 また 河 越 某なる 畠の 字に 高 星 殿、 月 星 殿 ど、 近 

土 守の 社 きまで 云 ひし VJ いへ. ^0 阿倍 ヹ咼 星の 舊跡は 藤 崎に 殘れ り。 土 守 ノ瓧は ゆ ゑよ しも あらむ、 

いど ふるめ ける 神ノ號 也。 また 津輕の 妙見ノ 社の 枝 神 五十嶋， 社 あり、 蝦夷 を 蜜る VJ いふ。 是 

は 齊明紀 に 在る 問？^, 蝦夷 膽鹿嶋 、^穂 名 どい ふ、 其 功 ある を もて 葬し、 塚に 祠ゃ 建け む。 

伊賀 志 麻^い ふ 夷/名 今 も 有な b  、いがしま VJ は 物の 餘る 事に て、 十 有 某 VJ いふ 詞也、 蝦 

夷人 名 を 付る に、 其 童 、叉 女 童が 碍を 見て 付れば、 世に いふ 醜名 多し。 叉 問 5^v, 一い へる VJ こ 

ろ、 同津 刈の 比 良^ 喊！？ f れ hi ^きの 藻浦ビ いふ 處の畠 字に なりて、 いま そこ を 太夫 ビ云 ひ、 そ 

の 近き に 蛇口 ビ いふ 蝦夷 住し 處 いふ。 か、 る 事 をお もへば、 恐 き 事から、 神に 動 位のお 
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ニニ 


丄ハ日 入まで 


まし ませる かご VJ  、忠誠 ある 人 r> らは神 VJ  、むかし は 蜜 たらむ かし。 いざ 皈 りなむ VJ て 出 一 

夫 木 集  < 

たつに、 人 あまた 居なら ひて うたうた ひ S のむ を！ て、 「もろ 人の 岩 井の 里に 圓 居して ヾヒ 

もに 千 ビせを ふ へ きなりけ り。」 ビ淸 古ゃン じつ 、語ら ひ 連て、 大槻の も./」 にっきた， C -。 .： 

かの また ありち か 

十二 日。 祧 生.' 郡 鹿 股の 有隣ノ 翁、 ビ ころ/ \ 尋ね わびて、 け ふ も 又 あ はでむな しく 阪 るな- ノ 

ざ 書て、 

尋ね こし かひ もな きさに すむ 鶴の こビ浦 遠く 聲そ閡 ゆる。  一 

ぐ」 ある を 見て、  ^ 

たちあ そふ 方 こそしら ね 友つ るの うら 珍ら しき ^  i ゑの みはして。  一 

け ふ もこ、 にかた b 暮て、 雨 マ ばれ、 庭の 面に お そ 櫻の K たるに 月の あかく ビ さし 出て 、軒. 

にかけ たる 無窮の 額の 文字 さへ しるく、 庭に \ イミよ. t ビ き て 、 

樂し さはいつ を かぎり も なかぞらに 月 あ，^ 花 もに ほふ この や V-0 

十三 n。 膽澤， 郡に いまたへ 吹の こる 花 めら いさ 見に いなん^ 大槻淸 古 ど VJ もに、 磐 井， 郡 

山 ノ目を 出て 伊澤 ノ郡农 川の 橋 を 渡る。 衣 の^は、 卯の 木.、」 いふ 處 にいに し へ 跡 あ..^ ビ いふ 

を 聞て、  -  - 

時 も 今 や 卯の 木の ほ V」 、きす 衣が 關を たち 出て なけ。  一 


夕 慕 近く 前澤を へて、 六 曰 入に な..' て 鈴 木 常 雄の 家に 訪 ふ。 いにしへ 此 あた b はいく さの 

ちまたに て、 續紀卅 三卷、 天 宗高紹 天皇 f きれ I 寶龜五 年 云々、 壬 戌 陸奧國 言、 海道 蝦夷 忽發こ 

徒 衆； 焚レ橋 塞， 道 旣絕ー -往 來ハ侵 一一 祧生城 一敗 二 其 西郭； 鎭守府 之 勢不， 能レ 支、 國司量 レ事興 ，箪 

討レ 之。」 云々 な ン》」 見え、 また 七 年 一 一月 云々、 庚 辰發ニ 陸奧軍 三千 人 一 伐 一一 膽澤賊 一 云々 な ンざ見 

えたる 地 也。 むかし は夷賊 のみ 多く 住たり けむ。 此鈴 木の 家の 庭に いにし へ よ 者 神 

ビ 祭る 社、 いかなるよ しにて 祭， 0 來る ども、 また 長者な ン ざい ふ 家 あ， 5 し 地 ども 思 はれぬな ン 

V- いへ り。 是を考 ふ に、 いにしへ は 姓に 長者 あ， 9  、また 日本に て 男子 七 人 もた るを畏 者 VJ い 

ふ VJ 盛衰 記に もい へり。 また、 今い ふ驛 の 本陣 VJ いふ を 長者 ど 云 ひし 事 も 見えた bo 「軍 

書 伊勢 物語」 VJ いふ ものに、 在 原ノ業 年な ンざ將 軍 にて、 膽澤ノ 郡に 長蛇の 備へ をた てられし 

事 見え、 其 いくさに 勝利 あろ を も て 神 を いは ひ、 そ を、 いまし かけて 長者 神 VJ いへ るに やな ン 

ざ 語ら ひ S た.. -。 

十 SI 日。 あるし 常 雄、 大槻淸 古な ンざ いざな ひ 速て 水澤 にいた，.^、 しほが まの 花見て む ごて 

出た つ。 や 、その 處 になれ は 、みや》」 ころ い どく ひろく、 い つ の 代なら む 職 I 竈の 御 神 をう 

つし 齋 ひて、 四 ッの签 さ へす ゑ まつる。 花の木 あまたう ゑに う ゑて、 け ふ， ゲ盛リ vjt; たる を 人 

々ぅちながめ、歌ょみ詩っくるを，.>しも雨ぃた くふh^て、ぬ  るVJも花のかげにゃV>らむなン 
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mt 華 S  m 包 戡ミ 


大林寺 暴 華 


菅江眞 澄 集 第五  15 

ざす ン じつ 、見 ありけば、 雨 はな ほ、 いや ふ.^ に ふれば、 ほ ゐ なう 入み な歸 りい ぬれば、 我 ひ 

大林 寺に 入りて 此 寺の 曇 華 上人 を訪 ひ、 去年より つもるな にくれ ビ語 b 暮た り。 

十五 mo 雨も餘 波な ぅ晴 た， 90 け ふ も、 きの ふの みやし ろの 花見ん どて あるじの 上人 を は 

じめ、 此近 きわた， 0 の 人々 ビビ もに、 かの 花の も VJ にいた る。 きの ふに 引か へ て、 け ふ はけ 

しきば か， 0 の 風 もな く、 その 樂 しさ、 いはむ かたなし。 神ぬ しが ひろ ひさしに 人々 圓 居して 

歌よ みて、 神に 手酬ま tQ らせん ビて祉 頭 花 V」 いふ こ V  J をよ める。 

，つす くこ き 色 は へだて V- 神 垣 に 匂 ふ はお なじ 花の 眞 1^ リ 

あす も 又 手 向 やせ まし 神が きに 褂てそ 句 ふ 花の しら ゆ ふ 

玉 坦の光 も そ ひて^ 花 は 神の 惠の たぐ ひなら まし 

ち はや ふる 神の 惠の色 そ へ て 御 垣の 花や 匂 ふらむ  僧 

芳野山 こ、 にう つして さ くら 花 あ かす や 神 も み そな はすら む 

おのれ も、 人々 VJVJ もに よみて 奉る。 

神 垣の 花の 盛. >  をみ しめ 繩 ながく もがな VJ かけて いのらむ。 

夕 くれ 近く こ、 を 出て、 大林 寺に 人々 うちつ ^ひかたら ふ ほ に、 け ふの 花見 露ば か..^ もし 

ら でな ン》 J め. OS0 


VJ ひ 寄らむ こど 葉 も 波の へ たてな く 道し る ベ せよ わかの うら. <0 

ビ 、常 珍 VJ いふ 人の よめる 返し。  - 

淺 からす なれ こし わかの 浦人に こた へ も 波の よる も はっか to 

のせ 

小 うち； 史 るまで よめる 人々 の 歌 VJ も 多 れ V- 、こ  >  に は 記す。 

やい よね  1?,- のこ 

十六 日。 此 寺の 背面の 小 H の あ V』 口 VJ いふ 處に、 燒米を まき ありぐ 男 あ bo 何の 料に し 力 

する にや vjvj へば、 こは稻 田に 蝗のゐ ざる g 几 也 ご い へ-り。 かくてく るれば、 れ ぃの人ごら：|^!- 

ひ來 けり。 

十七 日。 雨 ふれば、 花 あるかぎり はい つまで もこ、 にあ てな ぶ、」、 暴 華 上人な さけく し 

う 閬ぇ給 ふ。 

よし ふらば 雨に かさねん 旅 衣 花に ぬる 夜の 數ぞ すくなき。 

十八 日。 ある 翁の いへ らく、 近き 山里に 婚姻 あり。 片 ffl 舍に はこ VJ なる 珍ら しき 事の み 多 

し、 見せ 申さむ、 いざた まへ VJ い へば、 此 翁に いざな はれて 水澤を 出て、 その 山里に 道 はる 

く V」 いたりて、 S の 隣の 窓の i: に 在.^ てこれ を 見つ  > し をれば、 七 戸錢鐵 水な く ざ を は.^ 

て 其ぎ も來 りて、 がに 莛 しき 若キ女 あまた 來 集りて、 此 未通女が 顔に ぎ- 则" ビ いふ 事 をせ 

5。 そ は 丁の 與. i を 左右の il にて、 此糸 をち ざり かけに v」.- て曳 磨に 、顔の 生 毛筋り たる 


にごむ 人 

緣の綱 


すく ひ 

守 木 


^莛； i 筵 


天地 和合の 

手 
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如に みな 落ぬ。 剥 刀て ふ もの は 用 ひざるなら はし 也。 かくて 髮結 はて 紅粉、 白粉 なン ざに 

に ご み  ものいろ タる 

よそ ひたてば、 翁 さし のぞきて、 はや 彩色し か ご い ふ。 こ は、 此 めた..^ にて 物 彩色 をに ご 

た を&め えに のつな  わ. St をき まひ め  かつら  ご ミ 

む VJ いへば、 しか 戯て 翁が い へ る 也。 ユ. の 婦人に 緣 綱 V  二し、 能 js 一： 1ft の 婦人の 置 布の 如に 

、5 しろ  ミ ふ -?  9.- 

額よ，.. あてて、 後 さまに むすび 下. ゲぬ。 そ は 白 布 あ.. >、 紅 布 あ. >  、麻布 や 絹布 あ り0 福 者な ン 

えに のつな  かちより  むこ  まつ  よめ 

V- は此緣 鋼 、こど さらに し。 遠き は- &?、 近き は步 行して 婿の 家 近けば、 先 あら 男、 新婦 を 

負 ふ 也。 その 負 ふに 肩 荷 布、 またい ふ 守 布 V」 て 八 尺 斗-の 布 を もて 負 ひ、 また 守 木 VJ て 二 尺 

あま の 丸木 跌 g かん？、 きお-箸 てと 作 い， 舰を 11 が 紙 二重に 包て、 水引 もて. 陰 結 、i: 結 どい 

ふ 事して、 此守 木に 婦人の 腰掛て ft ひもて いたれば、 聱の 門に §s 筵 重 敷ぬ。 聱の筵 を 上へ 

よめ  わか をら よめ  しき  むこ 

に 婦の筵 を 下 "-に <S; ぬ べき を、 若 雄 等、 婦の莛 を 上へ に 布て む VJ めら そふ。 壻の 筵の 下にな 

れば の 方の いみ じき 恥 なれば、 互に 小刀 手 毎に 持て 大 あらが ひせ..^。 老 たる 人出て、 是を 

貰 ひ，.」 いふ 事して 左右 しづ まれり。 一 ーッ結ひのぁぶら少竹筒、ぁるは守木のぅけど..^渡しに 

て  ひらき  のまし 

天地 和合の 掌、 入" 手、 出 手な ンざ めり.。 聱の挎 もて 出て、 嫁 を 重ね 蓮に おろして 水を飮 め、 

よめ  へ ひだ  、「しろ  ラ しろこし  あて  よこ ざ ふめ  ぬぎ ミ 

かの 袴 を 婦人に 着ぬ。 そ は 前 碧 愤を後 へ、 後 腰 を 前へ に當 て、 聱の 家の 橫座蹈 ば 袴 は 取 り 

ぬ。 此夜は ゆめく 蠟燭を 用 ひす、 みな あぶら 火、 & 松 也。 世に 八寸臺 VJ いふ もの を九寸 VJ 

ひら  ；-く  ふ-ひめけ るふり 

いひ、 平 器て ふ もの を 角 VJ いひ、 その外 古實 風 多し。 かくて 夜 ふかく、 -ijl にて 水 澤に皈 りつ 


祥 

家 
に 


きた. ^0 

よし ひさ ゃぞ £ 

かねて、 一 夜をャ ざ.^ ねな ンざ、 ね も ごろに 聞え たりし かば 祥尙の 家を訪 へば、 あるじ、 まち 

わびつ るな. く ざ かたら ひ て、 祥尙。 

い ひ 出む 言葉 は 露 も 夏/夜 の 庵に や VJ れる 月の 凉し。  , 

ヾ」 あ b ける 返し。 

こ VJ の 葉の つゆの 光 もな ほ はえて 心凉 しき 月の 小夜 中。 

十九 日。 あるし 祥尙 のい へらく、 け ふは此 めたり の 人々 を こ 、につ- yj はせ て、 くる、 まで 樂 

しみめ そばむ、 こよ ひも こ、 にあ b てな ンざぃ へ る ほ V- もな う 小 輸ノ爲 香の VJ ひきて、 

数なら ぬ 身 も 橘に VJ ひ よればえ ならす 袖の 匂 ひこ そ すれ。 

ビ あれば いらへ て、 

いつまでも 人 を 忍ばむ 立 花の あかぬ に ほひ を 袖に うつし r、b 

ま た 、 あな 久し VJ て 邇高筆 を V」 b て 、 

まち，/ \» て 遠き ま 井の 時鳥 人 つ て なら でけ ふこ そ は きけ。 

ど ある 返し。 

雲井 路 をけ ふたつね す は ほ-こ ゝき すか る はつ 音 も餘 所に 聞か まし。 

はし わの わか 葉  二 七 
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雨の いや ふるに 白玉 椿のお もしろ く たる を 見て、 あるし 祥尙を はじめ 遠 高、 爲香、 « 松 なンー 

ビレ よ め る 歌 あ b しが 、もらしつ。  ； 

二十日。 朝 ふ」 く 大林寺 ビ ふら へ ば S 華 上人、 庭の 山吹 眞 盛.^ 也、 きの ふの 雨に こ VJ さら 色 は 一 

えた.^ なく V- あれば、 いざ ビ て はし 居 すれば、 から ^v」 か いふ さ、 やか の ひわ、 さはに 來け： 


雨 晴れて 旭 影 も 匂 ふ 山吹の 露 ふみこ ぼす ひわの 群 鳥。 

廿 一 日。 あしたより 雨 ふる。 

水澤 に刖 る 一 廿 三日。 け ふこ、 を 立 出て 此盟の 人々 を わかる。 曇 花 上人、 もはや、 かく ぼけく しう 老た 

-.^  、ふた、 ひの たいめ こそ かたから め、/」 て 外に 送り出て、 

歸り 行人 や 待ら む ふる 里の 花 橘のへ 咲 匂 ふころ。 

ど あれば 返し。 

言の葉のに ほひ はかり は 明日 も 見む あかて 別る 、軒の たち 花。 

氏 喜の 翁。 

こ ゑの みは こ 、にしのば む ほ VJ  きす 遠き 雲路 をよ し阪る ども。 

返し。 


俗 

ク 


1ft] 


. あすよ..^ はつ はさし はれて ほど きす 雲路 はるかに うきねな かまし。  - 

信 包。 

たち かへ る 道 は 雲井 どな.^ ぬビ もこ ゑな へだて そ 山 時鳥。 

返し。 

鳴 か I はす - ^ ゑ を か た みに 別れて は 人 をし の ふの やま ほ VJ  /- きす。 

かく 人々 を 別て、 花見し 廢竈ノ 神社に ま うづ。 い V」 多； -る花 ざ も、 なから 過る までち. 0 たり。 

ほふ". らが いは ふ 社に ちる 花 を こ 、ろ ありて や 朝き よめせ す。 

社 司 佐々 木 繁智の 家 を訪ひ 語ら ひ 別て、 こ、 をめ てに ビ.^ て 野 くれ 山 くれ、 散 リ殘る 花見が 

てら 德岡ノ 衬に來 りぬ。 村 上 氏の も VJ を どひて、 去年より 雪の下 タに まちわびし 機の 今 散 行 

なぶ」、 ほゐ なう 見や， c>\ ィ めば、 また、 ちる も 一 ながめ、 おもしろ しな ン 、ざ 人の い へ. ^0 

去年よ， 0 も 雪に め なれし さくら 花い ま はた 庭に ふりつもり ぬる。 

しかして、 あるし のはらから 良 道 V5」 もに かたら ひ 慕たり。 こ /< に 三 四 日 あ る に 雨風 はげ 

し 0 

廿 六日。 内 場に 磨 B 四 ッ五ツ すゑて 男女 曳 廻し、 こ ゑ を あげて 唄 ふ を 聞ケば 、 「河 を隔 て 戀 夫 

を 持てば、 舟よ 棹よ が氣 にか、 る o」v」 、おし 返しう ち 返し 、ほうし.，、」 れり。 かく その 意 を、 

はし わの わか 葉  .  一 一九 


三 河 國瓏田 


時鳥 物 


五月 烏 子- 

小鍋燒 
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舟な ぐて 渡る 瀨 もがな おも ひ 川- J  、ろに か、 る 波の よるひる。 

良道ゾ 云、 庭の 盛りの 頃 はかなら す訪ひ 來んど あ.^ しかば、 そのころ 詠し 歌 V」 て、 童 nf 刺に さし 

た る を VJ.^ て 見せけ る。 

こ 、ろ あらば 盛 を まちて くれな； Q の 梅 も 片枝は 花 をの こして。 

ビ ありし を 見て 返し。 

梅が 枝は靑 葉ながら も 色 ふかき 人の 心の 花 を こそ 見れ。 

廿 七日。 よんへ より 雨いた く ふりぬ。 錢笠 着た る 人 こはづ くり、 や をら ふみ もて 來るを 見 

れば、此春•^f.泉の毛越寺の衆徒皇都に登.^けるに、ぁが父母の國、吉田/^^まゃなる殖田義方 

の も VJ へ 文通 あつら へし かば、 其 書の 返事 來る をく り 返し まき 返し 見て、 

うれし さ に 袖 こそぬ らせ i£ なし ビ むす ひて 送る 露の 玉 つ さ。 

あるし 良知、. 2^ 道 はらからの 歌め， o、 また、 こ V, 一  人の 歌 も あれ V- こ に はもら しぬ。 

廿 九日。 木々 のい VJ ふかく 生 ひ 茂， 0 たる 中に 時鳥の 鳴ク を、 童 の 集り ふ， 0 あ ふぎ 聞て、 「町 

さへ 往 たけ ヾ」 か」 ヾ」、 此 鳥の 鳴く 眞似 する 諺 ノ あるな、 り。 此處に 町 yj いへ るは肆 市立に 行ク 

事 をい へ.. また 時鳥 を 五月 鳥 VJ も 月 鳥 子 VJ も、 *H た 田う ゑ 鳥 V- もい ふ處ぁ bo また 小 

鍋燒 VJ い ふ鄕も あ，. ^0 此 こなべ やき VJ いへ る 事 は、 むかし、 男子 ふた VJ ころもた る ひんぐ う 


の 君 あ. -、 太郞は c 妻の 兄に て 次郞は 後妻の 弟 也。 此 弟 しばし 兄の 外に 出て 遊び 居る を 

ぅかヾひ、なにくれ ぁなぐれぃでて小鍋燒てふ事して物煮を、兄のゅくりな.r^外ょ，.^來 

て、 こ は 某烹か VJ さし のぞけば、 兄に 見せ じ VJ  、かなた こなた ビも てわたり、 また 兄の 來 たら 

ばいか、 ^ せん ビ 、もの 陰に かくろ ひて、 唯 一 人 是を暖 ひにく ひて、 あな 腹く るし VJ ふしまろ 

び、 背中 裂て、 くるひ 死た.^。 其 弟 が 靈魂霍 公 ざ 化て、 しか 「あっち ゃビ てた、 こっち や ビ 

てた、 ぼつ さけた」 VJ 叫び 鳴 ク也。 そ は 其よ しなり VJ い へり。 和訓 菜に は、 出 羽に て 尾搖く 

しゃう、/ J 見え、 東海道に て は 一 本尊 懸 たか」 VJ 鳴ク W いひ、 また 杜 fi の 字 もさ まく 多く、 ま 

た沓作 b の 翁 ビ云ひ 名 もさ ま-/^、 またく さ./^、 なる、 はかなき 童 物 話 多し。 一 ビ せの 夏 

尾 張の 國名 古屋 にて、 五ッ六 ッ斗リ なる 男子 をぃざなひ、ものにまゐ..^けるマ」て人ぁまた群れ 

行ク に、 霜 公 の頻" に鳴ク を此稚 子の 聞ィ てうち 笑 ふ を、 人々、 若 子 は い かに 聞キ しか、 某 VJ 鳴グ 

ぞ VJ 問へば 此童 M 「父 へ 母 へ」^0 ぃらふを聞て、居ならぶ人みな、ぉ，，.>がひをはなちて、はヾ」 

笑 ひし 事 あ bo 其 子痲疫 やみて 死 bo その 親 ざ も は、 時鳥 は 、うべ も 黄泉の 鳥 か、 かの 國 

より、 はやこく yj 父母 を 呼 かど 初音よ. 0 血の 涙 を 流して、 霍公 の 鳴けば、 あな かなし ビ、 

耳 を ふたぎ し 事 あ b. し を 思 出た bo 

三十日。 をちか へり時^# の鳴ケば、 
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ほ ビ 、ぎす こ ゑな をし みそ 庭に く 花の 卯月 も 明日 はち b なむ。 

I  や-ど 

德 離別 一 五月 朔ノ 日。 あす は此家 を 出た、 む、 去年よ.. >馴 むつび たる 人々 に、 ふた 、びの たいめ、 いか 

..> な -ノ ざ おも ふ 曉 郭公の 鳴けば 、 

時鳥な みたな そへ そ 見る 夢 もこよ ひば か. 0 の 宿の まくらに。 

ほどな う、 しらみて、 

ニ日にな，.^ぬ。 去年より、 なに くれ VJ  、たのもし か b つる 人々 の 情 さす かに、 け ふの 別れに、 

むねう ち ふた かり 淚ぉ つ る を、 心つ よくも 巳 ひ VJ つ 斗に あゆ ひして た ちづ れば、 良知の 弟 

良 道の 云、 

-  ぶ み 

別れて は 道の ち さど をへ たつ》」 も かきつ めて VJ へ壺の 石 書。 

ヾ」 間え たる 返し。 

書か はし 壷の いし ふみ 昔づ れん 行ク みちの く はよ しへ たつ VJ も。 

どて外に出れば、家にぁるかぎ..^門の外まで見送りせh^o 

おも ひやれ 去年よ..^ ジ なれて 思 事い はでし のぶの 袖の なみだ を。 

良 道 開て、  、 

言の葉 を 今 は 記念 V」 みちの くの しのぶの 山 ぞ^ もに 露け き。 


前 澤に來 る 一 しかして 人々 を わかれて、 村 上 良知 は 前 澤の驛 に 在 b けれ は、 そなた. にて 逢 はむ ど、 良知の 

子ぃまだ總角なるをみちぁなぃ》」して、去年見し水文字の瀧ほ|  :^;^、|^||〕水を見がてら前 

澤の鄕 にや、 出た bo 良知の や ざれる も ビ に 至れば、 

あひなれ し 契. 0 わするな いっこに もお なじ 心の 友 は あ， 0  VJ も。 

良知の い へる 返し。 

別る VJ もな にわす れん 友 かきの へたて ぬな かの ふかき こ、 ろ は。 

此夜 は靈桃 寺に 泊る。 此 寺に 三 四日 は あれな て ざ 長老 聞え 給 ふに、 語ら ひ 慕て、 

端午の 節句 一 五日。 け ふ 軒に 蓬 、菖蒲 ふける 事、 こ VJH にか はらす。 陸 奧は赏 方 中將の 故事 あ.^ て、 五月 

五日 はかなら すかつ み を ふかせ、 あやめ は ゆめく ふかさる よし 云ひ傳 へ 、また 宗紙 旅日記 

に 藤 原義 孝 か 歌に、 「ぁゃめ草ひく手もたゅく長き根のぃかでぁさかの沼に生ひけむ。」？」 

ょめるをもて、其處の者に尋ねしに、中將の君くだ..^て、何のぁゃめもしら ぬし づ か 軒端に 

は、 いかで 都に おなじ かるべき どて、 かつみ を ふかせられた るよりの 事 也 VJ い へり。 また 圓 

位 上人 熊 野 へ ま ゐ，. ^ける 道の 宿に、 かつみ を ふ きけ る を 見て 、 「かつみ ふく 熊 野 まう での 

やどり をば こもくろ め. yj ぞい ふ ベ かりけ、 り o」 著 聞 集に 見えた.. さ，.^ ければ 淺香" 沼なら 

でも 生 ふる 草に て、 紀ノ國 にも 葺 けるなら はしに こそ あらめ。 なに くれ か にくれ VJ  、いにし 

はし わの わか 葉  三 一一 一 


男の子の み 

ならす 


別れ 難， no 前 

澤 
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へ 今 はこ VJ なれ ビ 、思 ふまに 0 

かつみ ふく や Vj こそな けれ あやめ 草 長き 根 さしの 御代 をた めしに 0 

軒に 幡 立る は、 男子 ある 家々 に は、 いづ こ にても も はらす ベ き 例 なる を、 此里 にて は 女子 持 

る 家 にても、 また、 さらに 小兒門 にても、 VJ みう どの 門 はこ ど さらに ものして、 そのけ ぢ めな 

き は、 出 羽 路もひ VJ し。 こよ ひ 、さう ぶう ちに や、 似たり。 安平 廣 長が. 0 ど ふらへば、 こよ 

ひ はこな たに あれ ビて、 

時鳥 聲さ へ 匂 ふ あやめぐ さか..^ ねの やどの 軒の あた，.^ は。 

ど ある 返し。 

言の葉 も 菖蒲 も薰る 宿に なほこ ゑうる はしみ 鳴 ほ VJ  /- ぎす。 

V」 て 更ぬ。 

六日。 那須資 福 の tt 丹け ふを眞 盛^て、 人々 にい ざな はれて 見に 行し かば、 雨、 けしきば か 

り ふりて 晴 ぬ。 

ぬれて ほす いろ こそ まされ 五月雨の ふる も はっかの 草の 数，/ \.0 

那須 氏の も VJ を 出て、  ， 

七日。 い VJ 近き 良友の 家に、 け ふ も 人々 も來集 ひ、 あるじめ くわ ざして、 うまの はなむけ を 


かご V」 にな ン V 、ね も ごろに ものし ければ、 かつい たれり。 ひ ねもす、さょすがら語..^て明 

ぬ 0  、 

八日。 ょべょ.り雨ふれば例の人々來け..^0 

九日。 け ふ 此里を 出た、 む どい へば、 あるじ 良友。 

衣川 釉の なみだ は 包め ざ ももれ こそ 渡れけ ふの わかれに。 

返し。 

いひ 出ん 言葉 も 夏の 衣川 うらなく おも ふ 君が 別に。 

廣長。 

別れて はまた 逢 事 もた のまれす いど、 餘 波の をし き老の 身。 

返し。 

又い つ マ」 ちぎ， 9 もやら で老の 身の 言葉の 露に 釉そ ぬれぬ る 0 

廣 影。  . 

行釉 にかけ て ちぎらむ 別ても 叉 あふく まの 川 波 も かな。 

返し。 

別れても 又 あふく まの 名 は あれ ざ釉ゃ ぬらさむ 波の よるひる。 

はし わの わか 葉  三： fl 
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正 保 VJ いへ る 琵琶 法師の よめる。 

行人に あ ふて ふ 事 はしら 河の せきの t!!- さして VJ マ めても がな。 

VJ ある 返し。 

おも ひ あ ふ 心 は 通 へ しら 川の 關 のうち VJ によし へたつ 、/」 も。 

靈祧 寺に すめる 僧 茵雲" 云、  - 

結 交 數月如 同盟 豈計高 樓此送 卿 請 見陌頭 楊柳 色 

囘 風猶耐 杜鵑 鳴。 

ど ありけ る 韻の、 鳴 VJ い ふ 字 もて 返し。 

靑 柳の 糸く り 返し ほ VJ  きす 君に 心 を ひかれて そ 鳴く。 

那 須ノ資 福。 

した ふぞょ 軒端つ ゆけ き 草の 庵に やど.^ し 月の 今朝の ゎ沪れ を。 

返し。  .  一 

あかで 見し 月を殘 して 此屋 にい ビ 、餘 波の 釉そ 露け き。  一 

方 長。  .  一 

VJ  、めえぬ 釉の 別の つらき かな 衣 かせき は 名のみ 也け，.^。  i 


返し。 


(マ 、〕 


黑 助の 百 歳 

11  


此 里に かたしき 馴て夜 を 重ねい ねし 衣が 關立 うき。 

祧英ビ いふ 人の 句に、 

ぐ」、 め はやせめ て 早苗の 五寸 まで。 

かくて 人々 を 別れて、 け ふ は 六日 入邑 にいたり て 鈴 木 常 雄 かり 訪 へば、 あるし の い へ らく、 

黑助 ビ いふ 片山里に 百 歳の 老嫗ぁ b. 、その 長壽を 祝て 酒 さかな 贈る、 いざた ま へ 、久 呂太须 

祁へ VJ い へれば、 どもに 出た つ。 加 美 河の 舟 渡， - して 江 刺 Z 郡に いた. >  行道ビ いふ 人 をい ざ 

な ひ、 しかして 其 家に いたれば、 そが 孫 ならむ 五十 歳の 男 、ふく だみ たる 袴の 镇積 をた ヾ 

し、 こ は、 はる ゾ\ の 道 をなン ざ、 かの 酒 さかな、 老女の 前に V」 りすう。 老女 は 麻 t 宁の麵 うみ 

居け る か、 糸う みさ し て 手 を つきぬ。 耳い VJ  VJ  く 目き よく、 髮 は黑髮 まし.^ の おもざし、 齒 

は 一 齒も おちす、 かねぐ ろく  VJ 見え、 年 は 七十 八十 ビ やい はむ、 三輪く むけお め も 見えす。 

も 、 V」 せの 嫗^ いはむ に は、 にげな かるべ し。 世に か、 る 人 も あ..^ ける も の か、 うべ も W ノ 

守より、 もの かづけ させ 給 ひし VJ なむ 語レ. 90 此 老女に 酒す、 め、 その 末の 坏を VJ て 人み な 

,,J,o めぐらす。 此嫗、 十三， 歲 にて 此 宿に 娘 婦ビな b 來て、 今 A 十 翁 の 子 あ b 、五十の 孫 あ 

bo うから やから、 y】 ころせき まで 居なら び、 盞 めぐ. 0 にめ ぐれば 醉 ひしれ て、 此 孫なる も 

はし わの わか 葉  •  一. 二 七 


^！：；：法師の物 
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のま を ひらき 馬 を 持て、 うた ひ 舞 ふさ ま、 かの、 もろこしの けうの 子老萊 子が、 舞 ひ 戯れて 倒 

れ たるに 似た， 9 ビ、 人々 もこ ゑ を あげて はやしぬ。 

も、 VJ せの 親に 仕 ふる 樂 しさ 人 も 千 VJ せの 齡をゃ 經ん。 

日 くれて、 みち はる./ \- ど 行 道の もどに つきた bo 

十日。 あさいして、 日た けて 起たり。 け ふ は、 此江 刺" 郡黑石 \t 道の 家に 在 b て 人々 ど 歌よ 

みあ そび、 あすなん 膽澤 にいなん なン ざい へ るに、 ビ みなる 事ビて ふみ もて 來れ ば、 こ を 見つ 

、常 雄は阪 去き。 よべ よ..^ こ、 に、 めくら ほふし * ざも來 宿りた る をよ ひ 出れば、 南部 閉井 

, 郡の 浦人、 宫 古の 藤 原，， J いふ 處 VJ い へ h^o 語り さ ふらへ？」 い へば 紙 張の 三紘^ うだし、 こ 

や 0J  つくり 

わつ く b して、 尼 公 物語 VJ て、 佐藤庄 司が 家に 辨慶、 義經、 僞 山 臥 ど な b て や ざ，. > し 事 を 語 

^、を へ ぬれば 小 盲人 出て 手 を はたさう て、 それ、 ものがた b 語り さ ふら ふ。 「黃 金砂 まじ 

-.^の山の薯ー預、七駄片-iil?すっしりざ っさりビ曳込だるものかたり」、また「ごんが河原の猫の 

向 面、 さるの むかつら  一、 rtvj られ 物語 リ」、 「しろこの もち、 くろこの もち」 な ざ かた.^  くれた 


龍 門の 瀧 一十一 日。 もろこしの 外に も 大和 ノ國、 また 此處 にも、 龍 門の 瀧 VJ て おもしろき 瀧の あ， CS ど 聞 

て 見に いたれば、 木々 深く 落た bo 


ま 
す: 

前 
澤 

に 


松柏 高き いはね にたつ の門棺 にか、 る 瀧の 凉 しさ。 

蕨の 岡 VJ いふ 處に、 躑躅の 盛なる を 見つ 、し はし あ b て、 

夏草に まじる わらびの 岡の ベ に を.^ たかへ て やつ. -じ 也。 

行 道 を わかれて、 北上 川 b た， て 常 雄の も VJ にっきた， ^0 こ、 に 二  B 三日 ど 日 を ふる 雨ば 

れを まつに、 前 澤の杉 ノ目眞 門ビぃ へ る 人 訪ひ來 て、 今 一 日 二日 はか わが かたに ありて よ、 

あま， 9  VJ みに いそき たちけ る、 いざく- VJ い へれば、 眞 門に いざな はれて くら，， ^に 前澤に 

つく 0  ：  i 

十九 日。 け ふ は、 つ めて こ、 を 出た まくよ そ ひすれば 、あるじ。 

わかれ 行人に 餘波 をお くの 海の 波 かけ 衣い つか ほすべき。 

ざ眞 門の いへ る 返し。 

おく 海の なみ かけ 衣釉 ぬれて ふかき 情 を いつわす る へ き。 

片雲 驟師、 いまし ばし はありて な ざ閬 えて、 

秋風 も 吹來ぬ s にたち か へ る 人 を ど  めよ しら 河の 關。 

ヾ」 ある 返し。 

言の葉に さそ ふ 秋風 身にしみ てこ ろ そ ど まる しら 河の せき。 

はし わの わか 葉  M 


六 日 人に て 

田 同 風景 
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秋 房。 

別れても 時し あらば VJ 行人 の 皈らむ ほ ざ を 松し ま の うら。 

返し。 

たび 衣 かさねて^ はむ まっし まやな ご b をし まの け ふの わかれ 路。 

耍寬ビ いへ る 翁。 

ビ、 めても こ 、ろ 止らぬ た ひ 衣 袖の 別にの こる 言の葉。 

VJ ある 返し。 

ふるさ VJ にたち かへ る^も たび ごろ も かさねて こ に また かたらな む。 

六日 入リに K る路 すがら、 蓬蘂 いどく 多く 花 た bo 

くる V」 も ふみ はま ど はしみ ちの ベ のい ちしの 花の いちしろ くして。 

かくて 慕 ふかく 至る。 

廿 一 日。 雨の 晴間 加类川 を 見れば、 ち ひさき 舟 ざ もの こ 、 かしこよ りこぎ 出て、 ある は夏艸 

しけ b たる 中 を 白帆 ひきつら、 き、 田の 面に は、 やかて う ゑ わたらむ 料に、 こひぢ かいなら 

し、 やかの 竹 綱して 馬く-..' 廻し あ.. -ぐ。 その 竹 綱 さる 女 を、 させ ご VJ いふ。 また 畔》」 な， 0 

に は 早苗 採り、 家，/ \ にて は 養蠶 にい VJ まなみ 桑 こきち らし、 けこ、 ち、 ご、 たか ご、 ふな ご、 


早 丁 女 花 


に は ごな-ぶ」、 女 童 桑 ど，^ あ.. ^ぐ。 また 田う、 る 日 は 上下な そへ なう、 い VJ  く 長き 萱の折 

筋に て、 もの^ - ためし 也。 田面に在.=^ては、朴のひろ葉の小豆の飯は、ぃづこもぉなじ。 

廿 五日。 う ゑ Q たす さな へ 見なん V」 、人々 yjvj もに！.. 傳 ひ行ケ ば、 い ぐ はくな らん、？^ 笠 白 

VJ 千 町の 面に 見え わた b  、森 かげに 卯の 木の たる を、 それ も， お て， 早 丁 女 花 VJ い へ 


菅笠の 雪 か あらぬ かさな へ ビる たも VJ 凉 しき さをビ めの 花。 

初 鸷に視 ふ 一 廿 六日。 ぁしたょ，.^雨ぃたくふ..^ぬ0 去年 こどし 來る聱 な Sj は、 田 面の を VJ めら に 泥 う 

たれて 、ざころ まみれに な..^ て 身 も 重げ に \ ィム を、 は..」、 うち 笑 ひて は、 また 祝 ひす ど て 打 か 

くるに a 迷 ふなぶ」、 どよめき わたり、 家 は 飯 かしぐ を さめ、 蠶養 する 丁 女の みに て、 殖女は 

星 を かざして 田 面に よそ ひたち、 ひね もす 雨露に ぬれ そぼち、 くれて 瑩の たも どに すがる こ 

ろ、 やに 皈.. ^來 て、 ふす 間な き 夏， 夜に 夢 もむ すばぬ い^なさ、 おも ひやるべし。 此 早苗 採り 

豐年 ならん 一 う、 る 日に 雨 ふれば 豊年 也 VJ て、 ぬる もい VJ はで よろこび あへ bo うべ も古キ 歌に、 「さな 

へ ビ るけ ふし も 雨の ふ る こど は 世のう るふ ベ きしる し 也け bo」 

廿 七日。 雨の いや ふりに ふ b て 田 井 も 溝 も 水う ち 溢れ、 千 町の 面 はさ ゾ波 うち 渡 、北 加 

||^川の流れ込ム小川なンどに舟さしめぐらして、罇、鱸^8漁もぁゃぅげ也0 こなたの あげた、 

はし わの わか 葉  一  一一 二 


六 R 入.^ 立 

れんと て 
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くば 田に、 早 丁 女 むれ bo  • 

ぬれ 衣 ほす まも 波の 釉 こえて さな へ VJ る 也 五月雨の ころ。 

廿 八日。 あさてば か. 9 こ を 出た 、む VJ いふ を 聞て 、姉 體ビ いふ 處に をる くす し 安 彥ノ中 

秕。 

たび 衣釉の わた.^ の 別よ b 淚の 川の せぐ 方 もな し。 

ヾ J ある 歌の 返し。 

なみだ 川 身もう くば かり 旅 衣 袖の 渡に くち や はてなん。 

® 方の も VJ よ， 9、 

別ても おも ひそ 來せ 朝夕 もた え や 其 名 はわ すれ やの 山。 

返し。 

情 ある 君が その 名 はわ すれ やの 山 また 山 はへ だて 行 ども。 

祥尙 のい ひ 贈け る。 

み-^^のくの山路はるかに へだつ もめく，^ あはなん こ VJ を こそ 思 へ 0 

返し。  > 

別れても け ふ を 契に みちの くの 山路 はるかに 分て、/」 はまし。 


麻 生の 千 葉 

1  さ， K— 


ごん ご 

.0ん>：^ ひめ 

ご 

ひめ >^ 

小 歌舞 


守 淸ノ翁 は 八十 ど VJ し 高く、 眞白髮 は 雪 VJ つも， c>  、髭 もしら みはげ ながら 筆 を VJb て、 

五月雨に みかさ まさ， りて 衣川た ち 行人 をし はし VJ  、： ^めよ。 

また 此守淸 翁の 句に、 

瑩 ビ もな りて 送らむ さ つき やみ。 

此翁 のこ、 ろざし 返す/ \- うれしぐ て、 

衣河 ふかき 情に 五月雨の はれま は あれ ざ釉ゃ ぬらさむ。 

廿 九日。 常 雄 VJVJ もに、 痲生 VJ いふ 處に粞 家 千 葉/道 利ビぃ へ る 人の も VJ にい たれば、 山 丹 

花の いたく  たる を、 

風 吹ば 露 も 盈れて 庭 もせに さ ゆ..^ 花^く や ざぞ凉 しき。 

例の 酒 進めけ るに 時う つ.^ ぬ。 あるじ 道 利の 翁、 なに くれ かたりけ る 中に、 此膽 澤ノ郡 若柳ノ 

莊駒形 山， 麓なる 金 入 sh」 いふ 村に て は、 老嫗の 事 を 「ごん ご」 VJ いひ、 三 四十 歲^ わかき 女 

を さして 「ごん ごびめ ご」 VJ よび、 娶なン ざ は r 姬子」 V」 いひ、 あるじし、 酒宴 ある どきに 小謠舞 

ビ いふ もの あり。 そ は盃を 左に 持て 右に 扇 を ひらいて、 「酒 は 諸 白 御酌 はお 玉、 さした きか 

たは あまた あ..^、 さすべ き 方 はた 、ゝひ vlh-oflvj て、 つ VJ  、なみ ゐる 人の 中に、 ゆぐ りなう、 う 

ちつけ にさし ぬ。 さ 、れ たる 人 は、 した 心 はしらね V- 、うむ じが ほ つく.^ て、 かしら かき か 

はし わの わか 葉  .  一 き 一 
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き讓 VJh- て ひ VJ つ ほし、 ある は、 かさねた うび なン 、ざして、 又た ちて 小唄 舞 をせ bo か、 る 小 

歌舞に、 ぃビ 、た， はに なりぬ ヾ J なん。 夏の 始め 樹 の わか 葉をビ 、り、 敷 筵の 下にし きおし 

てぎ 1 ノ J して、！ ^や ザ  1VJ ころ 紙 して、 人に、 さかな かいの せて 進 せぬ。」 な ざ 語 h 'ぬ。 さ 

すがに 山 a! の， ilf^ 見る こ、 ちせ り。 かくて 道 利 翁が も./」 を暮 ふかく 出れば、 しばし 野原の 

路行 ほざ 蟹い VJ  く 多し。 

さつきやみ わけ こし ぬれて 草の はら 露 も 螢も釉 にこ ぼる、。 

更て六日入にっきた，.=^o 

六月 朔日。 あぐる やい なや、 くまく のこる かたなう、 5  ノ 舟て ふ もの を、 節分の 豆 はやす や 

うに i ありく。 こ は、 羊 蹄 草な ンざ いふ 葉の 銀 S 麥を かく 商 あ，.^ けば、 是を 舟".」 して、 蚤の、 

海に みな Kb 去ぬ て ふためし W なん。 しかして、 時の 間に 掃き 淸 めぬ。 

ますら をが； 刈りて つみけ む 草の みの 舟 こき 今朝 はくた る 夏 河。 

けふの朔ぉーを脫ノ月立どぃひならはして、1^^の林のも>」に行ケば、穴>1蟬のもぬけのからのごど 

く i 魄 VJ び さ.^ て、 M 脫 のみ 殘.^ 止 マれ る、/」 て、 桑の 木 一 ト本 見ても 恐れ かしこみ、 蠶 の 養 

も、 よべに./」，.^ てけ ふ はものせ や。 秋 田 路のご VJ  、齒固 て 氷室 餅 のた めし はせ ざる 也 0 

ひる はれて、 夕 くれ 近く 風た ちて凉 し。 


五日。 近 ざな.. りの 里なる 杉， 目眞種 VJ いふ 人の も VJ にいた.^ て、 餘波 VJ て 夜 ひ VJ よかたら 

ひ、 ふす かど すれば 水雞 鳴ぬ。 

夢 もまた 殘る a のね やの ti; を 叩キも はてす あくる 夏の 夜。 

六日。 杉ノ 目の 屋戶を 出る に眞 種。 

別れな ば ふみこ そ絕 えめ 思 ひやる 心 は 通 へ おもわくの 橋。 

VJ あ. 0 しかば 返し。 

わかれて はふみ こそた ゆめ おもわくの 橋 は 心に かけて わすれ じ。 

常 雄の も ビに阪 る。 

七日。 っビ めて こ 、を 出た ちなん ごい へ ば、 此 家に、 保 元 平 治の 世の 亂 のころ よ. OVJ り 傅へ 

たる、 礼よ き 小 櫻 威 ，<」 おぼしくて、 ビ しふ， 0 破れた る 鎧 あ bo 是は常 雄が 前 祖鈴木 兵庫ノ 

頭 常 信の 甲 也。 鈴 木 常 信 は 鎭守府 ノ將箪 源 朝臣 義 家/卿の 家令に て、 すな はち 將 軍の 眞筆給 

b し感狀 あ、 り、 常 信は數 度の 戰 ひに 勳功 あ，^ し 武士 也。 世 々 に 勇士 あ りしに や、 義朝 ノ將軍 

を はじめ 北 畠く 顯家 卿まで、 代々 の 感狀五 枚 あ b。 また 掌 形な きい V」 く小サ く、 虎の 皮 布た 

る 鞍め り。 唐 鞍て ふ ものに や、 結 鞍な ぶ、」 のた ぐ ひに や、 い VJ 古キ物 也。 歒 よ.^ VJ" 得た る鎗 

ぁ，=^、橫刀ぁりo また 家の 幟標 あ. o、 そ は 頸な ンざ 包みし もの VJ おも はれて、 いたく 血に ま 


六日 入 
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みれ た， 0 しあ VJ あ，.^、 よしある 家の 末葉 也。 あるし 鈴 木 と 常 雄の い へらく、 吾 世まで 廿 

四 代 を經？ /」 ..^  、 か く 今 は 民家き 家ながら、 此 よろ ひ は 千歳 近き ものから 身の 守.^  VJ もなる ベ 

し。 いさ、 分ケ 贈らむ 、故 鄕の裹 にもて いきね なく ざい ひつ、 贈られし うれし さに、 庭 牡丹 を 

見て、 

千代 かけて たね やまきけ むよ ろ ひ 草い ゃ榮 行家ぞ 久しき。 

あるし 常 雄、 又 かなら や 訪ひ來 てな ンざ あ.， >  て、 

浦波 はよ しこ ゆる VJ もちきり おく 事な わすれ そ 末の まつ 山 0 

ど ある 歌の 返し。 

別れ 行末の 松 山 こ ゆる ビも 波の たち ゐ にかけ てし のばむ。 

雨の いたく ふり 來け， 9。 家の人々 みなな みだながら、 此 雨に いかで かな ン どめれば 常 雄。 

け ふの みビ人 を./」、：^ めむ こ Z- ろ を や 穴 Vj にもし， 0 'て 雨の ふるら む。 

返し。 

ふる 雨 は 菅の小 笠に しのぎても なさけの 露に 釉ゃ ぬらさむ。 

あるし の聲 な.^ ける 鈴 木 常 茂く  , 

夢う つ . ^こ >^:もぐ」けす行人にぁかぬゎかれをしたひもの關0 


VJ ありけ る 返し。 

うち VJ けぬ 思 ひむ す ひて へたて 行釉 はなみ だのした ひものせ き。 

常 茂、 近き わたり まて ^ て 送.^ して、 や 常 茂 を 別れて 綾織 VJ いふ 處 にて 雨 も を やみ たれ 

ば、 田 つらの 路に 立て、 

千 町 田に あやお.. >  みだれ ふる 雨の 餘波凉 しき 露の 玉 苗。 

あね だい  そ ^ふ5 

や をら 姉賸 邑に來 て安彥 中和の も VJ にっきたり。 あめな ほ 微雨て 夕月の 穴ラ J もい はや、 さ 

ながら、 さつきやみ にこ VJ なら や。 遠 かたに 炬松ニ ッ三ッ もて ありく が、 木の間に 見え かくれ 

ゆく さま 火 串の こ、 ちして 見つ 、し をれば、 その 影 は 見え ゃ螌の みぞ 多 かる。 

ビぶ ほたる 照射 は 見え や 雨に さへ 汝れ がお も ひのけつ かた やなき。 

あるじ VJ  、 もに 語ら ひ更 たり。 此處に 四 五日 VJ ありて 雨の や を やみ ぬれば、 

十二 日。 け ふ は 石 手堰" 神に まう で 奉ら まく、 あるじ 安彥 中和 を 前に 北上 川の 岸づた ひに 行 

ケば、 雌嶋、 雄嶋な V 、さいふ こ、 らの岩 群 ありて、 分ケ やすから ぬ路 也。 稍 をよ ぢ ^たぐ b 

て、 からう じて みや W ころに いたりぬ。 そ も/ \此 御 神 は 式の 神 赴に してぎ^  ノ郡^ ろ 

の 一 社に て、 三代 實録 五卷 觀 三年 云々、 陸 奧國鎭 守 府正六 位 上石 手堰 神、 並預， 一 官社ー 云 

々ビ 見え 奉る 御 神 也。 こ、 に忍穗 耳， 尊を齋 奉，c^て、ぃにしへ は ゆ ゑよ しあ りて、 宫 もり も 


北上 河 昔 は 

JW 川  1  


山伏の 家 
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大キ やかに おましく けむ もの か VJ 察 れた bo 今 はさ、 やかなる 祠 の 神に しませば、 人み 

な、 そこ VJ え 知. 9 奉らぬ はかし こき 事 かな 0 むかし 此 北上 河 を 加 美 川 云 ひし も 古神 川に 

して、 此 河 上に 石 手 堪ノ御 神鎭座 ませる よしを もて、 加 美 河の 名に 流れけ む もの か 考 た 

bo 御前に ぬか づきて、 

いはで ゐの 神の 御前の 凉し さはき しによ る ベ の 水淸. - て。 

安彥 中和、 おなじ さま 奉る 0 

みたらしの 淸き 流は絕 すなほめ くみ も 深き いはて ゐの 神。 

こ  >  にしば し 休ら ふ ほ V- に、 ゆく， b なう 雨 ふれば、 いそき 阪る どて、 

夕立に 菅の小 笠 もど. 0 あ へす みのし ろ 衣 ぬれて 凉 しき。 

中和、 しビ、 に ぬれて \ィ て、 

かきくれて 外 山 をす ぐ る ゆ ふだち の 雨の あし VJ き あど の凉 しさ。 

くれち かづきて 安彥が もどに つきたり。 

十四日。 つ ビ めて こ、 を 出た つに、 中和、 近き わたりまで ビて 送. 0 す。 妙 見 山黑石 寺の こな 

たに 休らへば、 いど 高き 木の うれに 幣 、しら ゆ ふ 如の もの 付て、 木の いたく 茂，^ たる 中より 

見えた る は 山 臥の 栖家 にや。 


拈花山 正 法 

寺 

無 等 真 雄 は 

無 底の 弟子 


居酒屋 情景 


優 婆 塞が 一 夏 こもる おこな ひのしる し を * のま ふしに ぞ しる。 

かくて 拈花山 正 法 寺に まう でむ VJ て 其 寺に 至る。 け ふは始 祖 無底禪 師の齋 忌日 ビ て惯侶 

あまたな み 居て、 御讀經 のこ ゑ VJ よめ かして、 此 おこな ひも、 なから をへ ぬ。 此禪師 の 御 弟 

子 は 無 等 良 雄和尙 どて、 俗 生 は 万里 小路 中 納言藤 房 卿に て、 出 羽 ノ國秋 田ノ郡 山內莊 松原 村の 

補 陀洛寺 ピー 祖た. -。 開山 は 卽 無 底和尙 也。 無 等 良 雄 西 來院を 建て 閑居し、 叉 嶽梅院 にぎ 

て 後 寺 を 出て、 至る 處を しらす VJ いふ。 

法の 師の 心の 花 も ゑみのう ちに ひらけ そめに し山ぞ たふビ き。 

しかして 安彥 中和 を 別る、 に、 なかま さ。 

今し ばし ひき や > めんつ まご VJ の 緒 絕の橋 を 過る たび 人。 

返し。 

行が てに こ. -ち ひかれて 爪 琴の を だえ の はし をえ や は 渡らむ 0. 

ふた  び VJ て 別れて、 夏山 VJ いふ 處に來 る。 

さらぬ だに ぬれし なみだの たび 衣 また 夏山の 露 分て 來ぬ。 

酒酤 軒の 胡 床に 人 あまた 居て 獨酒飮 つ、、 なによ け む、 西 根の 池 mil にの 鯉 鮒 VJ 鼻聲に 

唄 ひぶ r ひ VJ りの あら 男 、面 は 丹 塗 二王の 姿して、 あな 世" 中 や、 ますこし 飮 けれど 偎 なし、 


> しふな 


なじよ すべ 

ひさげ 


m 河 律 

猿澤 村へ 


^稗の 牛馬 


葉 山 社綠起 
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is  腰錢. ^いふ。 むかし 錢.^ 鮒 形に il たるよ し^も はらいへ ど、 是. ^よ ，つ >  n  > 次 おお 

はや 腰^り レ 、蝦夷 人貨 料.^ プソ マと いふ、 プシ マの 轉れ るプナ ならん かし みな 力ら \ 力 乙 は ァ せ，.^ ビ醉 

すれば、 後なる 翁、 いかり はらだちて 聲高 にの、 しり、 あのば か、 あさましの やっかな。 わが 

ふビ ころに 金 一 分 あり、 是 VJ ら すべし、 なん ぼも飮 へど 投 やれば、 酒店の 女、 手の 前へ には錢 

すこした うべ、 かね ひ VJ きりを、 なじよ にす ベい ど 云 ひつ、 提 にくみ 出たり。 みな ひお を 

曲て、 はなう ち 鳴らす ぞ多 かりけ る。 

味 酒に ゑ ふれば うさ もな つ 山の 木陰 凉し くひち 枕して。 

此夜は 田 河津に 出て 宿 かる。 

十五 日。 け ふ は、 あまつ 、みせで， いでたつ。 此 あた，.^、 野に も 山に も 水 乞 鳥い ビく 多し。 

狭 衣に 水戀 鳥のお も ひし 給 ふ ど いへ るも此 鳥の 事 也。 鳴聲ぁはれげに聞ぇた，..^。 こ. を 行 

- (-思 ひつ ヾ けたり 0 

雨 晴れて また 釉 ぬらす うす ごみ も 水 こ ひ 鳥の T 感の あはれ に。 

此 あた.^ は 前に も 見し 處也。 猿澤" 村なる 中 津山忠 VJ いふ 人の 家に 宿づ く。 童 ど も 小麥の 

楚を柬 ねて 牛馬の 形 を 作...^、 桃の 木に て 弓 を 造 b ひきまが な へ て、 さ、 やかなる 篠の矢 を は 

ぎ、 それ を その 馬う しに 添へ 五穀の 苗 を 負せ、 また 棻 をつ く. りて 是称 どして、 うち 群れ 手 ご 

どに 曳 ありく。 ビしご VJ の、 け ふの ためし VJ いへ..： >o 日 高ければ 大原 寺に まゐ. 5 て 葉山ノ 社， 


奥の 葉 山 


猿 丸太 夫の 

生地 


小 葉 山觀音 

小 丁 翁 物語 


補陀洛 山の 

菩薩.^ 崇む 


の 來由を 問へば、 寺の 優 婆 塞 いらへ てい へらく、 神 はかし こく も、 なぎ、 なみ 二 柱の 御 神、 八 

幡， 御 神 をい つき まつ. りて、 い VJ ふるき 神； g 也。 いにしへ 氣仙" 郡に 菅原" 中納言 某ノ卿 VJ て 

おはしけ るが、 都の 名處 ゆかし からせ 給 ひて、 大原、 小 原、 八瀨、 東 山な ど をう つし 給 ひし ころ 

よ. >  、奥の 葉 山 ビ 云 ひし 處也。 猿 麿 太夫 も 此猿澤 よ b 出 生られし 處 VJ て、 家居の 跡 さだかに 

殘れ ，0。 今 そこ を 鶴が 嶺ノ 大權現 どま をし 奉， 9 て、 內には 彌陀、 藥師、 觀音 安置 まつる。 また 

小 葉 山の 觀世音 は圓 仁大德 の作佛 也。 其 菩薩 堂 もめ ばれ はてし ビき、 此 山の 麓に 小 丁 ど い 

ふ 翁 夫婦 ませり。 ひね もす 此 山に 登 て 木の 實、 草の 實を採 b 、草の根 を 掘りて くひ もの ヾ J 

して 世 を わたり、 いつも « 世 音 を 拜 奉る 事 久し。 ぁるVJき山鳴.^谷ひ、；-きて、圓仁大師の 

加持 寒 泉た ちまち 涌キ 上が， 0-、 あやしの 光 か、 や ふ。 小 丁お，/」 ろき てこれ を 見れば、 黄金 ノ佛 

あら はれませ，， >o 其く がね のみほ VJ け をお のが 家に もり 奉り 來て、 柴綳を 構へ てす ゑ 奉 b 

て、 あけくれ、 あな かしこ、 我に 子 一 人た まへ ビ、 いつも、 いもせ、 あけ ぐれ 祈れば、 二人の 夢 

に、 汝か せちなる こ 、ろ さしに まかす べし。 見お どろき、 いよ /- ぬか づきい の b 奉れば、 七 

十に 近き いもせ の 中に 男子 ひ VJ,o 產 り。 恐 さ 尊 さ 身に あまり、 名 を大夢 VJ つけた bo 大夢、 

を なしうな， 0 ぬれば、 か る 尊き みほ yj け を、 か 、 るき たなき、 おのが 埴生に おき 奉らむ 

事 恐し V」 て、 此處 にう つし 奉りし VJ なむ。 また 七十 五代 崇德院 の 御宇 保 延ニ年 丙 辰の ごし、 


小 蛇の 奇事 


大 原の 芳賀 


霞 はまぶ し 

に 多 ははつ 

さに 
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名 取.' 郡の 旭 ， 神 子、 補陀洛 山の 善薩 をう つし まつ. ^し處 也。 今 は 寺め ぐ b- にな すらへ て、 

廿六番 の 礼う ちぬ 處也。 陸 奧守藤 原 準 房" 卿の 歌 どて、 「歌人の 言の葉 山の 名 も 茂， 9 もる、 

かたなき 誓 ひ うれしき o」 名 取の 老女の 事 は 新 古今 集に 見え、 また 謠 曲に も 作.^ て 世に いち 

じろ く、 人知れ る 女 也。 あやしき 事 あり、 此 山に 鈕 鍬た つれば 小 蛇 いくら どもな う 出る 

は、 いかなる よしに か、 さらに 知れる 人な し。 むかしよりしか bvj  、いひ 傳ふ VJ い へ り。 

十六 日。 こ を 出て 大原ノ 里に つきた、 り。 此鄕 五月 三 曰の 夜み な 灰 VJ なれ ど、 芳賀慶 明が 家 

は 河 ノ邊に 在れば 事な し ビて訪 へば、 よろこ ぼひて 夜打更 るまで 月見 語ら ひて、 歌 はいかに 

VJ いへ るに、 

おも ふ VJ ち こ ろの くま も 夏ノ 夜の 月に かたら ふ 釉の凉 しさ。 

歌 一 1 ッ三ッ あれ V- 、みなもら したり。 

二十：！：。 こ、 を、 近き 日出た 、まくい へば 芳賀 慶明ノ 云、 此暑サ に いづこ へ か 行 ベ し、 秋の 來 

らば 松嶋、 雄 島の 月 は往て 見て まし。 夏の かぎり は、 此 川の ベ の 家に 在，. M し 暑 サを避 ねな ン 

ざ、 い VJ ね も ごろ 聞え ける 事の うれしう、 こ 、ろお ち ゐぬ。 養 蠶の多 かる も、 みな、 まぶしの 

わらに VJ.=> すが b  、外に は太麥 刈りて、 はっきに 取り かけて 乾、 この 雨間なくて ど、 ぃビ なき 

を うれ ひ あへ bo 


廿 二日。 「河 夏载」 いふ こ V」 を、 

みそき 川つ み も 流に はら ひて は 水の こ 、ろの ち， 0 もの こら す。 

宥映師 の 事 廿四 曰。 家に 在 b. ビ ある 人々 季忌宮 精進せ. 00 け ふ 八幡/ 宫に詣 て此 寺に 訪 ひて、 なにく 

れ かたら ふに 住僧の 云ク、 享保 のころ ならむ か此 寺に i 有 映 上人 VJ てお はしき、 い VJ く 好キ人 

にて よめる 歌 多 かる 中に、 「露す がる 鳴子の 綱 も 長き 夜の 月 ひきこ ぼす 小 田の ますら 雄。」 

VJ いふ 歌 は、 世に 知られた る 歌 也 VJ いへ る。 よし ありし 歌人 VJ ぞ おも はれた る。 

室 根 山 登山 一 廿 五日。 牟婁巢 山に 登らむ VJ て、 芳賀慶 明 を はじめ、 人々 うち 群れて 吹 上 VJ いふ 處 にいた， 0 

ぬ。 うべ も 風た ち、 あな 凉 しどて、 人み な、 なめらかなる 苔の むしろに 圓 居せ ，0,。 

水無月の あっさ もさら に 夏衣 裾 ふきあげの 風の 凉 しさ。 . 

ヾ」 いふ を閬 きて 慶明。 

分の ぼる 道 を さかし みやすら へば 風 吹 上の みね ぞ凉 しき。 

君が 暴 山 一 猶の ほれば、 むか ふ 方 遠から や 君が 鼻 VJ いふ 山 あ，.^、 此 山の さま、 擲 石う ち-直ね たらん やう 

也 VJ 人々 見 \ィ む。 そ を 見や b て、 うち 戯て、 

いくばくの 峯 うちこえ し 雲 印 地勝チ しか 君が はなの 高サ は。 

ビ よみし を 人々 笑 ふ。 尾越嶺 こえ 小 竹 かい 分て、 や をら 御 神の 鎭座 丹嶂 にいた る。 新 山、 本 

はし わの わか 葉  i 


新 山、 木 山 


山上 展望 


夾々？ 拼. ひ 

？ B 酒 f ^飲む 
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山 V」 て 神 「g ふたつ ならびて、 まこ VJ にかみ さびた る處 也。 そ もく 此 本山 は、 「養老 二 年 戊 

午ノ 九月 十九 曰 陸 奧守鎭 守府將 ja; 從 三位 兵 部 卿 大野 朝 R 東 人 建 之」 VJ 楝 札に 見えたり。 室峯 

ノ權現 VJ ま をし、 內には 十 一 面觀世 音を祕 まつる V」 い へ bo こ は 四十 四 代 元 正 天皇 ノ御卽 位 

の 靈龜の 元 より 三 四 年を經 て、 天明の 今年まで は 千 歲餘年 や ふるら む。 また 新 山 權現は 九 

十四 代 花 圜院の 御世 正 和 二 年 癸 丑、 の VJ し、 陸 奧ノ司 葛 西 形 部 太夫 淸信建 之」 VJ あ， o、 內 には聖 

觀世昔 智薩を 齋る。 

幣 どれ は 心も凉 しむろ ね 山 * より 尾より はら ふ 山風。 

芳賀慶 明。  . 

かしこしな ゐ やび 並居て 諸人の あふく も 高し 神の 惠を。 

圓仁 大師 護摩お こな ひの 跡 VJ て、 梵字 彫た る 石 苔に 埋れ たり。 高 キに猶 の ほれば 氣仙 郡の 浦 

々、味、 二 タ渡リ 、金 花 山な ン 、、，/」 、 雲 の むら だてる 巾に 見えみ 見え f  - み 見やらる、、 いはむ かたな 

し。 人々 標子、 竹筒 ひらきて 坏 VJ,o ぬ。 かくて 山 を 下さ 山の なから はか， 9 小高 キ處 あ， 5、 そ 

こに 白 牛の 臥る 形して 方解石 あり、 眞 白なる 處、 い 上品 石 也。 此板 さ、 麓なる 山里に 

休らへば 家の 妓人 、こに、 に つかぬ ものから、 ひビ つ. めせ VJ て、 養 麥の餅 VJ うだして t む。 人 

みなた ばむ もの は、 なに、 まれた うび てむ VJ て、 ひたく ひに 喰へば、 未 嫁、 桶に したみ このせ， 


て釀 酒う ち 入れて、 かい や. o しぼり 漉て、 大 ひさげ に盈 して、 是 また、 のみ ね VJ て も ちづれ 

ば 打 ゑみて、 いざ 一 坏の 濁 酒を飮 ベく どて、 居なら ひて 飮ぬ。 門 田に は 田 草 VJb くにう 

掼葉 ほけ る た ひ、 また 畔に 休ら ひ、 け ふりう ち 吹つ 、語ら ふ を間ケ ば、 此田 もや 、稳に 出なん、 小 樋の 葉 

魏 P 葉 の はや 二度 耄 たり、 今 一 度 開 葉ば、 いや 穂に 出なん。 此年は 秋 世の中 ならむ、 藤 天 藝の葉 楽 

续 多し  ， 

白 厚 い VJ/\- 多し VJ いふ を 聞て、 稻作良 ば、 民家 はなに のうれ たき 事 か あらん。 あな 樂 

し、 飮ゃ唄 へ VJ 叉 手 をう ちて うた ふに、 はてしなければ、 n: も 山に 入. o て くらければ、 手火炬 

ふりて 大 原に 阪 る。 

き 林の M 善 廿 七日。 小 林 ど いふ 山里の 良 善 院ノ淸 隆法印 を訪ら へ ば、 法 印 はふ る き 器財 もた る 家に て、 

なにく れビ うだし、 また 古 佛 いくはし らも をが ませ、 叉石弩 あまた あ..^ ける 巾に、 品 よげ 

なる を 五 六 贈られ、 また 犬なる 雷 斧 石 を も、 つ VJ にせよ ざて 贈られし が、 此石 半分 碎 しか 

V6、 

此屋 は い く 万代になる 神の 斧の 柄 さ へ もく たす 山里。 

こ 、を 出て、 くら，/^ にな て： _ 方 賀のも VJ に 來る。 

續石 祌參詣 一 廿 九日。 水無月 も、 け ふ を かぎりに くれ 行ビな もい へる。 都 都 喜 石， 神に まう でぬ。 こ は 阿 

倍比羅 夫、 ある は 虫 麿 朝臣な V- の 寄附 品 もの も ありて、 むかし は 榮し處 也。 黑 麿の 歌 マして 

. はし わの わか 葉  i 
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云 ひ 傳ふ歌 あり。 「よき 事 を 万代 かけて 續き 石の 神の 惠も大 原の 里 o」 しかい へれ Vj 、その 一 

時世の 風 VJ もお も ほえ t いにしへ^ 觀 のころ、 山城 國大 原野の 大明 神を齋 奉りし 處ビ い， 

へ， o。 また 寺を續 石山 大原寺 どい ひて 開祖 は圓珍 大師に して、 藤 原淸衡 豐田の 館よ 泉 一 

へ 移り 來て、 吾 館の 鬼門 を 守護 給へ ビ 誓願せ し は 此神赴 也。 本 地 は 藥師如 來を齋 、りて 圓仁： 

大師の 作 也。 此 石神 はい VJ  く 古 チ御神 也、 さり けれ ざ 石神 VJ いふ もい ビく 多し。 文德ー 

天皇" 0； 錄四， 卷 に、 仁 壽ニ年 八月 乙 未 云々、 辛 未 陸奥國 云々、 衣 太手ノ 神、 石ノ 神、 isiis 段ノ 

神、 & ぎ爹ノ 神、 ノ神、 並- i 從五 位下 s々。」？」 見えた-。 (I きノ神 一， に sfjl ぜ I ノ字  1； 輕 

. ^補 >1  一 

ふこ  一 

治れる 御代い つまで もつ ゾき 石な ほうこき なく 神 や 守らむ。 

一 

良 善 院の淸 隆法印 を ふた、 び訪 へば、 さけ、 さかな も VJ め、 あるし めけば、 人々 語ら ふ 0 雨の 一 

いたぐ 零，.^ 出れば、 此 ほざかれ，， （、なる 田 も ありて 水 ほしく 思ふ處 へ、 よき 雨 かな ど 人み な 一 

よろこび あへ，. >o 夕くれ近ぅな..„^て雨も晴たりしかば、河ノ邊に出て手ぁらひロそ /-ぎて、 _ 

みそき 川 あめに みかさ もます か ダ み 秋う つ しょる 波の 凉 しさ。 

れいの ご VJ 、くれて 芳賀の や ざに 板る。  ，  _ 


委波 氏ー迺 夜 麼 


天明 八 年の 夏の こ ろ、 み ちの おくのく に 膽澤の 郡 をた ち て、 松 前に 行の みち 

行 ふ b 也 0 

南部 路 のこ VJ の も はら あれ は、 「いはての 山」 て ふこ VJ もて、 この ふみの 名 VJ 

せ bo 馬 門の せき 屋ょ. 0 筆 を ど、 む。 かぐて 律 刈路に 至. 0 て は 「そ VJ か 

は ま づ た ひ」 て ふ册子 に.， 島 渡 り まてつ はらに かいの 


委波 S  、迺 夜麼 


わ は、 いつ こどな うさ すら へ あ，.^ きて 道奧に 至り、 こ は、 雲 離れ 遠き くに ベ にも 來 ける も の 

か、 蝦夷 か 千島の 月の あはれ はいか、 あらん ビ、 そビ か はま 波 こ、 ろに か、 b て、 蒼杜 のみ 

など へより 船出せ まく、 ま づ善銜 のみやし ろに ぬ さ たいまつ， 0 て、 なみ 風た ひらかに み 

そな ひた ま へ かしこま b て、 やませ VJ い ふかせ を 追手に 行 VJ いふなれ は、 その 風の ふきこ 

ん かき，.^ は、 海 士のビ まやに あまた 夜 旅ね しつれ 、さちなる かせの た つき もな う、 見やる 

わ だのち さ VJ に は、 あら 浪の たちに たちて あれに あれ 渡 は、 よき 日の いて こなん 空 は、 い つ 

にか あらん VJ 浦人に VJ へ は、 葉月の ころ は 海の なら ひ VJ て、 か、 る も のにて VJ 、ひんな 

う 聞 へ たれば、 す へ なう、 えし も嶋 わた，.^ せで、 けに や、 かう やうの こども、 ふなみ ちゃす か 

ら さる さどし を、 いの. 0 し 棘の、 みさかに て や VJ おも ひめく らし、 ふた 、ひ VJ こ 、ろに ちき 

ひて、 こた ひ は ど 、めた..^0 や をら、 あた、 ら眞弓 ひき か へし、 松 島 や、 をし まの 月に あく か 

れ、 しほ かまの 浦 こくふね にむ やひし 、宮城 野の 萩の まさか， 9、 眞 野の かや はらわけ つ く.， - 
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て、 石 上 ふるき ど ころ，， （-を 尋ね、 ふた、 ひ 膽澤の 郡に めくり 來て 七の みやし ろに ぬ さまつ 

，澤^ 前澤 ，0 て 、來藻 川 の ， 」 なた 麼弊舍 波 のうま やの ほ、/ J b に、 さ、 やかの 庵む す ひて 冬 籠せ，.^。 あら 

玉の V」 したち 春に もなら ば、 こさ ふく ゑ その 島人 も 見て んビこ 、 ろ ほり すれ VJ  、こ、/」 し は 世 

のな り は ひよ からす、 行み ちの わ つら ひや あらん VJ 人々 のせち に VJ  、め、 ある は、 こ 、ちそ 

こな ひふし くらし、 いて、 こ V> し，/^ VJ いひ もて、 手 を をれ は 三 VJ せに たれ. 00 こや、 入江の 

あしの ほ ゐには あらて 過に しこ VJ のく やしう、 す、 ろに、 こ ろ あはた しう。 天明 八 VJ せ 

六月 十 冗 日 の 夏み な 月の なから 斗、 か VJ て せん VJ い へ は、 ふた VJ せ、 み VJ せ を こ /- になつ さ ひだる どて、 

前澤 出足  -. 

里の 子ら、 わら は へまて、 ほろ/ \ -ビ釉 ぬらして 來 集り、 ある は老 たる わかき 聲を そろ へ / 

く- 又も こ、 に來 ませな ど 、みなこ VJVJ ひてい ぬれ は、 わきて あ さ ゆ ふ、 どひ、 ビ はれ、 む 

つかた，.^ せし 友垣な VJ  、菅の 根の ね もころ に、 うま の はなむけ せん VJ て圓 居した る をり し 

も、 靈祧 寺の 文英 上人の も ビ より、 たて ふみに こめて、 

見 はてす も VJ  くた ちか へれみ ちの くの かきち しられぬ 蝦夷 か 千島 を。 

？ J なんあり け，. 此 歌の 返し をす。  ， 

ゑ そ 舟に の りて ちしま を わくる VJ も かき.^ も浪 のた ちか へ りこん。 

おなし 寺に すめる 潜 龍 法師の こ yj 葉に、 


白 河 遠 去 向邊州 惜別 慇懸 送壯遊 常 伴 腰間 秋水 劍 

復 收懷裡 夜光 球 靑森 山岳 雪花 亂 合 浦關門 紫氣流 

縱是松 前 風物 好 歸程 自誤莫 淹留。 

この 末の 文字 を 末にむ す ひて、 

うら 山の なかめ あり ビも皈 り 來んた つき もな みに こ 、ろ，^ J ゝ めす。 

ヾ」 返しす。 信應の 歌に、 

浪 遠くた ちわ かる どもつな 手繩 叉く りか へ せわ かのうら 人。 

、、しあ.. >  ける 返し 0 

こき なれし 浦 をし る へ に 綱手な はくり 返し こん 和歌の 友 ふね。 

安卒廣 影の いはく、 

境 望 欲 極 海 東 州 離 曲 送 君 萬里愁 至 日 松 前 秋應近 

渺茫 雲路乘 孤舟。 

Vj いへ る く，， -の 返し を、 

いまし はし こき わかる ビもほ VJ もな みおな しう ら輸 によるの VJ も ふね 0 

俊 龍の い へらく、 


管 江 眞 液 集 第五  S11 

M 水 渺難極 安知 澤國柬 雲霞 如 散 雨 洽 浪若乘 {4! 

停 橈 往看日 征帆 自信 風 孤舟 應有興 裁 比 櫂 歌ェ。 

おなし 人の こ VJ はに、 

河 梁 柳 色 幾 離 居 六月 海風 轉欲疎 雲 路縱遊 九州 遠 

冥 鴻寧忍 報 書虛。 

ヾ」 いふ ふたく さの 返し 0 

わたつ 海 はいかに 見 はてん もろこしの 鳥 もつ はさの つかれて や こし。 

よな/ \ はか はる あるし にかたら ひて 長き 旅路 をひビ b ゆか まし。 

高 橋久武 ふみて を，/ J  て、 

海山 を へ たて行VJもたょ..^ぁらは來るはっか..^にかけてっけこせo 

VJ いふ 歌の 返し。 

そなた へ VJ 行 はつ 雁の たまつ さ を こ /- ろに かけて 人 を VJ はまし。 

盛： J 方の も VJ よ-^、 

わかれての よす かはい かに 海原 やまつ ほ VJ なみの たち か へれ かし。 

ど あ. 0 しか は、 此返 しかい やる 0 


六日 入 村- 


名殘靈 きす 


別れて はよ すか も 波の 海原 やし ほ たれ ころもた ちか へ りこん。 

那須資 福の、 

行 ふねの 蝦夷 かちし ま をめ くる ビも 秋風 ふか はこき か へれ かし。 

ビ あり つ る 返し。 

さらて たにう けき 秋風 身にしみて ビ くめく b こん 夷の しま ふね。 

かぐて わらくつ さし、 つかみし かの 筆して、 

すみす つる 庵 そ 出う き柴の のか b そめ ふし も 三、/」 せ へ ぬれ は。 

ど、 ゆん ての 壁に かい つくれ は、 人々 見て、 うち すん すれ は、 正 保 VJ い へる、 ひ は ほうしの 聞 

で、 

出う きど 君 かいひ けんこ どの 葉 をの こすい ほりに あ b どし の はん。 

どよめる もお かし。 け ふは大 室て ふ處 にいき て、 鈴 木 常 雄 を VJ ひ 別れ てん VJ てい つれ は、 正 

保、ゎらはをマ」もなひをく..^し、したかひ來けり0 みちい VJ 近く、 六日 入の、 かのお ほむろ に 

至，. ^ぬ。 ざみ なるこ V」 の あ..^ ビて、 正 保 は前澤 にいに き。 あるし、 なに くれ ど かたり くら 

しぬ 0  • 

十六 日。 あるし 常 雄、 しはらく の わかれなる へし、 け ふ はか b は V」 、せちに VJ  、めかたら ふ 

委波氐 適夜麼  臺 
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ゆ ふっかた、 資福、 盛芳、 久武 のぬ しど ふら ひ來 て、 餘波 やる か だな う、 ぶた 、ひな ど あ.^ て 

夜 ひどよ 語ぬ。 

十七 日 0 あしたの 签 かきくも b て、 やかて ふ， 0  くる 雨に よそ ふ VJ て、 那須 すけ どみ、 まつ VJ 

な ふ ^ 

旅 衣した ふた も VJ をい まし はした ちビ まれ VJ や 夕立の そら。 

ど あ，. -し 歌の 返し。 

た ひころ もし ビ 、に ぬれて 夕立の ふり わかれ ゆく 袖 そ ものうき。 

あるし、 つねお 0 

わけ わ ひん 山路 を 遠み 見る かう ちに こ、 ろに か る ゆ ふたち の 雲。 

VJ そ あ， 0 ける 返し。 

あす も 又 こ 、ろ ははれ すわけ わ ひんよ しい ふたち の 雲た す VJ も。 

たかはし ひさた け 0 

いか、 せん 千里 をす くる ゆ ふたち の ふり 別れて はぬ る、 たも V} を 0 

返し。  、 

白雨 は 波の ち さ VJ を はる ゝど もこ 、ろ はく もる うき 胺の そら。 


： 長 呼ぶ 聲 


高 梨 もり 力—  -、 

いまし はし わかる 、袖に 夕た ちの 雨 もな こ b の 露む す ふらし。 • 

この 返し。 

ゆ ふたち のよ そに はれても 行釉 につ ゆの 情の か 、 る うれし さ。  . 

もり か、 ふた、 ひ、 

た ひ 衣 明 B のな こ.. > を おも ふ どて はれに し 雨に 釉そ ぬれぬ る。 

ビぁ. 0 し 返し 0 

あま はれに かはくた も VJ を かたしき て 明日の 別に ぬれて ゆか まし。 

雨 又 ふり 來て日 はくれ たり。 や をら 更行 ころ、 かみ 河の へ たならん、 川 長 を ひたよ ひに よぶ 

聲の、 雨の 音に まきれ て ほの 聞へ た， 

舟よ はふ こ ゑ も を やます ふる 雨 や こや わたし も bvj まに ぬるら し。 

雨の を やみし 雲間 ゆ、 月の さしの ほリ て、 さう ししら^/, \^VJ 見へ たる ビき、 けしき はか，.^ お 

しあけ て、 あるし 0 

海山 を へたつ る どても 签に すむ 月に こ ろ を かけて の はん。 

VJ なかめ てけ る 返し。 

委波 氐迺夜 14  0 
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うみやま を へ たてし VJ て も 友に 見し 月の なさけ をえ や はわす れん。 

久武。 

よな， /(- はお も ひそい てんま ど ゐ して 月に かたら ふか  >  る樂 しさ。 

返し。 

うちむ かふた ひに しの ひて みちの くの そら はいつ こ VJ 月に た VJ らん 0 

VJ,.^ の、 かきろ ざ嗚 は、 あるし。 

け ふ も 又 あかす かた， 5 て吳 竹の ひ よ を あかせ わかの 友 VJ ち。 

ヾ」 いへ れは、 人々 にか はりて この 返し をす。 

おも ふこ V」 語，.^ てけ ふ も くれ 竹の 夜半の ふすま もしらぬ たのし さ。 

枕 VJ らん ビ すれ は、 ビ ば、 しらみたり。 

十八 日。 つ めて 雨いた ぐ ふれ，.^。 人々、 よへの こうしに や、 あさいして、 はれた る 

出て 手 あら ふ。 け ふ、 このお ほむろ をいて た、 ん VJ したる に、 あるし の 云、 

板， 0 來て尙 も かたら へ ほ VJ 遠き 蝦夷 か 千島の 秋の あはれ を。 

ヾ J ありけ る 歌の 返し。  . 

い つの 日 かおな しま VJ ゐ になに ぐれ VJ ゑ そかち しまの こ VJ かたらな む 0 


ろ 

起 


水 
澤 

ゆ 


又、 つね 雄。 

おも ふそよ なみち も 八重の しほ 風に ふかれて わけん きみか 行 衞を。 

返し。 

おも ひやれ 八重の 潮風 身にしみて 友な し 小舟 さして 行衞 を。 

かくて、 よそ ひして 小 笠 ビれは 、資？ ま。 

うき 旅の 友 し 契れ こよ ひよ， <= ^かりねの 床に や V」 る 月影。 

返し。 

こよ ひよ. 0 人の 面影し の はなん かりねの 屋 ir; の 月に むかひて。 

久武。 

おも ひやれ 名殘 つきせ ぬ こどの 葉に つ 、め VJ 餘る釉 のな みた を。 

返し。 

わすれし な 人の こ VJ 葉の 露な みた わかる 、釉 にか、 るな さけ を。 . 

や VJ の あけ まき、 あるし を はしめ、 人々 に、 ふたた ひビぃ へ は、 畏き 旅路 を こ VJ なうな ど、 み 

な、 VJ にわかれ て、 水澤 のうま やにつ く。 こ 、に まつる 鹽 Jjg のみやし ろに まうて、 ぬ さ v>b 

て、 この 神ぬ し、 さ、 木な にかし かも..」 に、 こよ ひ は どまる。 夕 くれ かけて 雨 又零來 ぬ。 

委波氐 迺夜麼  i 
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十九 日。 あしたよ 雨猶 ふ，. > て、 { 仝 さため なきけ しき なれ は、 あるし 、ひど ひ、 ふ つか はあり 

て V3、 ね もころ に 聞へ て くれぬ。 

ち" 社 修復 1 二十日。 あるし、 あさき よめし ける r-VJ もに 廣 前にい たれ は、 たくみら あまた 來て、 け ふ、 み 

あら か を ふき かふる ビ て、 そぎた もて わた b 、千木お きか ふるな VJ 聞へ た bo こ は、 こん ふ 

ん 月の 十日なん、 血 鹿の 浦の みや ビ ころに、 おもきかん わさの あれ は、 こ 、にい は ひまつれ 

るみ やしろに も、 おなし 日 祭して す 、しめ 奉る、 その も ふけ VJ なん。 

かしこま るた ひに めくみ のます か /- みう つせ はち かの しほ かまの 神。 

さ、 木 を こ、 にわかれ て、 みさかお..^ はつれ は、 け ふたつ 市 女の たよ，.^ に ふみ もて 來るを ひ 

ら きみれば、 人々 のこ ビ つ て もい ひて 久武の 歌 あり。 

いぐた ひか ふり 返り 見る た ひころ もた ち 別にし 人の 面影。 

この 返し。 

^  たちわ かれ ひ VJb. ゆく くた ひ 衣な れ來し 人の 俤 にたつ。 

4,、林寺*華 たよりも あら は 、か ぃて、相し，.^たるかもVJにのこすo 雨の いたく ふ b ぐれ は、 大林 寺に 

入て 暴 華 上人 を ど ふら ふ。 上人、 老 たる 身 は、 ふた、 ひの たいめ、 いか、 あらんな ど、 おなし 

くにう V- のよ しみ あ， 0 て、 ひた ふるに、 こ  >  めた まへば、 こ 、に 語ら ひて 更た ち。 


八幡 衬 にて 


細 中. i?.^ 立 


波間 織 艄泣珠 客 

胡 琴 宪笛足 春 遊 


廿 一 no いさ /- かの あま はれに VJ て 出 くれば、 又 ふ. 0 來け. 90 畑 中な に？. しのし るよ し は、 

鎭守府 八幡の みや ビ ころに 近く、 そこに かりの 栖居 しけれ は、 ビ ひよ.^ て 曰 はや、 くれたり。 

廿 二日。 雨の やみて けれ VJ 旦の t 仝う ちく も. 0 たれ は、 い か/ -  VJ ためら ふ ほざに 尙ふ， 0 しき 

,0 て、 け ふ は 岩 谷 堂 VJ い ふ 里 まて 渡らん VJ おもへ VJ  、水の い^ふ かくして 此上 川の 舟いた さ 

しな、 ざ 人の い へ は、 すへ なう、 いか、 して 江 刺 郡へ いかん マ」、 ひ ビり签 のみ あ ふかれて もの 

おも ふ を. 0 しも、 あるし 藤 白 華、 別の くし どて、 

銖報 城頭瀚 海流 路通魏 綠論邊 秋 

鵬際宿 雲 燃 犀 舟 雪 帳 a 旗 逢夜獵 

歸來應 見 名山 誌 如 畫 烟霞是 満州。 

ヾ」 なん、 かい 閡へ てけ るに むく ふ。 

笛の 聲 こどの しらへ も あら 磯の 浪に まき れん ゑ その 遠 州。 

八幡の 神籬に まうて て 久斯美 多 万 を も拜み 奉ら まく、 いて、 そのみ やしろ へ どお も ふに ® 商 

う 舟よ は ひせ， 0  0 こ は、 かみ 川の 行か ひや あらん、^. ^ど 人々 のい へば、 いそき ほゐに 

は あらやて、 その かた をよ そに 出た つ 0 しか は あれ VJ  、去年、 さ を VJ  、しも、 ぬ さ v」b を かみ 

奉りし。 「あめつち VJVJ もに ひさしく いひつ けど、 VJ すんして、 こ よ， 9 を かみ 舉 りて、 あ 
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るし にわかれ て、 や はた を 離れて 川の へ に いたれば 、足？」 く あれ、 舟 いづ V」 て、 さかまく 波 を 

岩 谷 堂の 里 一 棹 あまたの 力して つきたり。 いはや 堂の 里に 至 b 、相 しれる 大和 田な にかし の もどに つけ 

は、 三 ビせ斗 近^な りに なつ さ ひたる、 前 澤の福 地な にかし こ 、に 在 て、 きの ふ VJ ひ來て 

寺 わ ひつるな ビ あ，^ て、 ふた 、ひの たいめ せまくて VJ  、ね もころ にものし 閬 へ て、 このぬ し 

の 歌 あ- -。 

わかれて は それ 7」 よす かも 夏衣た も に 露 をお くの ほそみち。 

夏衣う すきた も VJ に 露いた くお くの ほそみち ひ VJ,.^ た らん。 

このぬ しのめ なりけ る 志哮 子の も VJ より、 

別て はた へす そお も ふみち 遠ぐ ひ VJ.C' ゆく らん 君 か 面影 0 

つ ねに かぐ 問 へし ふし も あらね ど、 人 を わかる 、をせ ちに よめるな る べし。 

草枕 かりねの や ビ の 夢なら て わかれし 人 をえ や は 見る へ き。 

Vj 返しす 0 この 宿に やまう VJ ありて、 人の い て 入 b も うるさ からん VJ て、 あるし の ゆか.. y 

の、 こ、/」 や VJ にう つ いきて、 こよ ひ はこ 、にね なん。 か つ 至れ は、 はら ふくら かなる 女ヾ」 

子 安地 藏祭 も、 いど 多く 行か ひ をせ， 00 けふは子安地藏尊の祭な，0けれは、かく、はらみどのみ、ぃ っ.，^- 


まうて てけ るなら はし 也 vj 語， o、 いにし 十六 日の 夜 は、 こ の 3! に 近き 小 田 代 ごい ふ處 の、 十 

一 面 K 昔 ほさち のまつ り ありし は、 世に こ VJ なるこ VJ 也。 いかに VJ  VJ へ は、 わかき 男女 さは 

に むれ まう でて、 それら かか へ さに は、 われよ し yj おも ふ 女に けさう して、 松の した かけ、 堂 

のかた はら にても、 まくば へ .り0 こ は、 男 さたむ る わさ なれば V.} て、 一 VJ せに ひ VJ た ひの、 い 

もせむ すぶ の 神 まつり ビて、 まう つ る - VJ を、 おや/ \ も 見 ゆるして けるなら はし どなん。 

大原 のさ こね も、 しか あらん か VJ て、 あるし、 は VJ 笑 ふ。 

廿 三日。 きの ふの こ VJ に 雨ふりて けれ は、 おなし 宿に、 おなし 友 かき VJ もの か た， 0 して、 け 

ふ もくれん ビす。 

廿 四日。 ぃビ よき 日に な. M し 出た つ。 このかた 組に、 聖德 太子の みや、 達 摩 尊者 avj て あ 

り。 その ゆへ は、 秀衡、 くに  >都をぅっしたるものかたりぁりて、此ぁた ..^ を片岡 V」 も はら 

ビな へて、 いかる かや VJ みの 緒 川の ふるこ VJ を もて、 いにし へ を 祭- 9、 ふ る こ VJ を殘 しおき 

けん。 田の 巾に 家の ふたつ、 み つ あるに、 か はきた る 鰐の かしら、 链の かしら、 ある は 魚の か 

た を 木に て 作り 繩 にかけ、 その か v-/\- に ひきは へたる を 人に ビ へ は、 伊勢 まう でした る 人 

あれ は、 それ か皈、 りくまで、 そみ かく だな V」 の 物 乞 ひ 至ら さる、 けがら はしき 人の 入 來ぬ 

料、 法師 をよ ぐの 門し るし？」 い へ る もお かし。 倉澤 V」 いふ 村に 出て、 見やる 商 離に 松 杉の 生 


三 照 村 


佛 堂に 鳥居 

^立つ 


嫌 倉 尼將軍 


下 門岡衬 
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ひましり たる は 古 館 どて、 鶴 脛 五郎 家 任の いにしへ をし の ふ。 三照ビ いふ 村に 名た、 るふる 

つかの あ.. > ける よしを 聞て 尋れ は、 坂 井田 ど い へ る、 鳥居の ある をし る へ にビ 人の をし へ し 

ま、、 はるく  VJ そこに 至れ は 大日 如 來の堂 あるに、 あない、 をく れ來て ぬ かづく。 みちの 

くの なら ひ VJ て、 あみた ほ VJ け、 やくし、 く はんおん ほさち にも 、神，.」 ひ^しう 鷄粞 をた てて 

あかめ 祀 る。 この 堂の ほ v」，o なる ビ ころに、 つちの 小高く 草 生 ひしけ りたる を さして、 これ 

か、 かま くらの あま 將 軍の 御 稼 也 VJ をし ゆ。 いか して、 こ、 に はかくし おましまして ける 

ならん ど、 あない、 いふか しげに 語る。 むかし 此 あたり は、 みな、 つる はきの しめし VJ ころに 

てな V」 、話り すてて 別た，.^。 男 岡、 yJ て、 あたごの 祠 ある をめ てに 出來 るに、 人 あつまりて つ 

、みうち 笛吹す さむ は、 け ふなん 湯 祭 そせ りけ る。 下 門 岡の やかたに 出て、 みちし はしの ほ 

，さ 行て 國見 山極樂 寺の 前 を 弓手に、 眞 木の 立 あら 山中の みちをよ おて、 胎內 潜^て、 厳の し 

た を、 せく ごまり て 通る。 此 石の 上に おはして、 圓仁 大師の ごま、 み VJ き やうし 給 ひし、 名 を 

坐驟石 V- いふ，/」 か。 山 かすかに 鳥 鳴て、 伐木の 昔 間へ たる ビ わけの ほれば、 老か、 まれる 法 

師の、 木の 根 を ほり、 いはほ をく だいて ける ビて、 手に 大鍵、 ついた びな ビ いふ もの をビ. - 

て、 ひた うちにう ちて ける か 斧の ひヾ きど 聞へ た，.^ Q さる 法師 は 、百ビ せに 近き 齡 なから 眼 

あきらかに、 小石に みのり を かい て、 こ、 に埋み 塚して ける VJ て、 いさ、 か 人手 を もから す、 


，グ 
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ま 


國見 山極樂 

寺 


山上の 展望 


ひね もす あせし、 日に くろみ てけ る、 この 極樂 寺の 老 法師な，， ^VJ か。 鐘の 聲 のい VJ 近う 山 谷 

に ひ きわたれ る は、 まうて し 人 やっきた らん 。やかて 洪 鐘の もどに いた，.^、 かくて、 よこた 

ふ はし こに の ほれ は、 三 間 を 四面の 堂 を、 そ ひへ たる $5 の 上に 柱つ き 立て、 い VJ たかや かに、 

かみ 河に の そんで つく.^ たれば、 大 なる 松 杉な VJ の 生. ひ 茂りた る、 木の うれの み ふむ こ、 ち 

せられて あやうげ なり。 おまし ませ る 觀世昔 は、 かしこくも 圓 仁の 作. 0 給 ふて、 くにう ざた 

ふ VJ めり。 うち 見やらる 、山々 嶽々、 北上の 河く ま を 見れ は、 水上 は 見 へね VJ  、むかしい ふ 

狹 布の 郡、 いまい ふ 鹿 角の 郡よりも おち そふる か、 岩 手 郡 をな かれて は 江 刺、 岩 井 をめ くり、 

鹿 股の ほ v」b にて ふたつに わかれて、 本吉の 海に 入 は つ る まて、 布、 たく 繩な VJ を ひきは へ 

たらん やうに、 見へ み 見へ やみめ ぐり、 めぐれ b-o を はし まに よりたる 翁、 見た ま へ 、あなた 

の ひんか しの木の 中には、 金 福 山 定樂寺 ビ ていに しへ 大寺ぁ て、 寺て ふ 寺の を さた， r し址 

fo 北 は 口 吸 森、 西 は 三 鈷か嶽 、男 岡、 女 岡、 午 王 坂 はた 岩 脇 山ビも いへ.^。 寳塔 山に は 八 

幡の 社、 大日の 堂 あ， o。 南 は 高 森 山に て 神明の； あり。 八 王子、 尖 か杜、 その ひんかし に釋 

迦 ふちの 堂、 その 南に 毗 沙門 天、 岩 入 リの觀 昔、 わかれ 山、 屛風 石、 VJ つ こ 水、 こ は、 みな 近き さ 

かひな り。 丑の 方に は 稗 貫. 郡 内 川 目 村の 早 地 裏山、 藥師 がてんし やう、 池 上 山、 これ を 三の 

山 V」 はいふ 也。 亥の あは ひに 見 ゆる は 田 茂 山の 姬か嶽 、この 山 は 岩 手 都に そ 在け る。 乾 は 
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斯波 郡に あた b 栗 谷 村の 南昌 山、 この 山なん むかし は 德か杜 な b し を、 人 も はら 毒 か 森ビぃ 

ひ あやまれば、 しか、 くにの かみの 名つ け 給 ふる^ そ 人の い へ る。 いはで 山、 いま 人の 岩 鷲 

山，，」 唱ふ。 し はの 郡の 吾妻 X 「、ビ やが 森、、 J もい ふ、 これなん 片寄 衬に 在り。 VJ ころの 新山權 

現、 よね か 森，、」 もい 眞酉に仙人峙、かの水澤山にては銅ほ..^、この千人た ふげを越れ 

ば澤內 VJ て、 い VJ ひろき 村里の あ， 坤に三 笠 山、 前 塚 見 山、 鞍懸 山、 土 倉 山、 鳥 坂 山、 駒 か 

嶽、 この 山 は 南部、 仙臺を さか ふ VI か。 經塚、 若 柳、 橫5_ 「、小 槍 山、 高 曰 山、 酸 川 K  、高 檜 山、 こ 

は 午 未に あたれ， り。 かしこ は V た/」 へ は、 南部 路の 飯豊杜 にて 侍る。 南に はるか に 見やられ 

たる はお ビけ か杜 にて、 栗 原の 三の 迫に 在. 9。 この 良に 近き は 明 神 山 V」 いふ、 こ は： m.. ん i 村 

に 在り。 又、 躑躅が 比 良 VJ て 口 內邑に 在.^。 はた、 ま VJ ら のかた に 人 首の 物見 山、 卯の くま 

に は 伊手 村の 河原 山、 橫瀨 なる 女 國嶋、 おくに しまやま、 小 田 代 山、 巽に 見へ たる は 太 田 代 

山、 黑 石山、 長 部 山、 獨活の 森、 こ は 舞 草に 在. りて、 いにしへ 時 のをビ を祀. 0 た， 0 し VJ こ 

ろに て、 その を，/」、 の もた まひし ぐ J いふ、 觀世昔 を おきて、 いま、 を ど/' の 森.,. 1 もし かいふ。 

う VJ の もり VJ は しかす かにみ なよこな まりて、 う yj の觐昔 VJ はいへ り。 ぃなせの渡，.„^はぃ 

つ こ、 あしこの 男 岡の かなた を、 むかし はわたい たれ.、」、 いまに 相去リ のうふへ や ぢに通 ふ 岩 城 

川 VJ いふ。 「道 奧の門 岡 山の ほど 、きす 稻瀨の わた. 9 かけて 鳴 也 o」VJ は、 阆位 上人の 歌 VJ  ノ 
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門 岡 村に 下 

リズ 


秫木田 村 


も はらこの 國 にさた せ，.^ な VJ  、つ はらに かたり 閬 へて けり ，0 此 なかめ おしけれ VJ  、日 もや 、 

西に かた ふけ は、 翁に い VJ ま 申せば、 黑川 郡の 七 森、 岩 井の 郡なる 霧山絕 a の、 あくろ 王 かす 

み つ る あた b は、 秋なら て は 見 ゆ ましき に、 叉 もの ほ..^ 來 ませ VJ わかれて、 樓を くだ b て あ 

ない のい ふ、 こた ひ は 左に 落ん どて、 さいたつ。 老 法師 あせお しぬ ぐ ひて、 こ V」 なうな VJ  、& 

樂 寺の 軒に まくた b に 門 岡 村に 出て、 あない 去ぬ。 このぁた.C^に、雀の宮VJ ぃふさ 、ゃかな 

る 社の あ， OVJ  、か ねて 聞し かば、 VJ ひたつ ねても、 い つ こど しらす。 このす、 めて ふ^の、 し 

づめ おかの 神の 御名に いさ、 か 相似たり。 かくい ひ はぶき、 いひ あやまれ るた くひい^ 多 

し。 いま 陣が 岡に 祀れ ど、 まこ V」 しから さる よしをい ふ 人 あ hvo 鎭、 陣、 こ ゑの 似 たれば し 

かいふに や。 も ビも陣 か 岡 もい VJ ふりた る どころ、 右 大將賴 朝 も、 そこに 旅寐 しおまし ませ 

しこ どな VJ あ. 0 きビ、 おも ひ 出た， 00 江剌 郡の 一座 鎮岡 神社 は、 適 安の 神 を あかめ 祀る VJ 傳 

へ 聞し 0 

かしこしな あら ふる ビて もぬ さ VJ ら はこ ろしつ めの 岡の 种 i 離。 

こ、 よ.^ 手酬 奉る。 机 木 田の 村 を さ 及 川 胤修が もどに、 くれて 宿つ きた，.^。 あるし の 翁、 こ 

、ろ ある 人に て 一 夜 を 語る。 

廿 五日。 i 仝の い VJ よけん。 さり けれ 、きの ふの 水い VJ ふかく、 いまた 北上の ふな わたりあ 
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ら されば、 おなし 翁 VJ  、ひね もす 話り てこ 、にくれ た，.^。 

廿 六日。 あるし、 つ ふね を 呼て 山路の あないに つけ VJ て、 此 男の 行に まかせ、 しりに した か 

ひて 出た つ。 村のう な ひめ 夏 ffi かふ VJ て、 この ビ 、この 巾に は、 かね ご 多 かるな VJ 桑の 葉 こ 

きかぐ る。 ビ、 こ は 尊し VJ いふ こ、 ろに や。 科 野の 路 にて は、 た ふ VJ さまな VJ いへ b 。か 

ね ご は 死た る をい へ bo いぐ ほ VJ もな う 南部の さか ひに 入て、 黑岩 VJ い へ る 村に 入 くれば、 

家 こビの 門の 柱の 左右に わらの かたしろ を 作りて、 弓箭、 つるぎ を ビらせ て、 それが くびよ 

.0、 しビき やうの もの を、 す のこ ビ く かけたり。 風な ビを ひし/ \v,> 人の や めば、 か /- る 

人の かたしろ をつ ぐ，.^、 もち、 だんご にても、 家-,, \- にす める 人の 數 ものして、 人 こ VJ に 身の 

うち を撫 て、 糸に つらぬき かけて 門に ゆ ひ 立てお ける y」 か。 はた、 里な V」 にて は 阿 叫の 鬼 ヾ」 

て、 紙に 面の みか いて、 にぬり、 串に さしはさみて 軒に さしてけ る も、 ふりこ VJ なら や VJ  、あ 

ない のい ふ。 この あないに わかれて、 かみ 川の わた. 9 をし、 二子 V」 いふ 村 を へ て、 はい まの 

つか ひの 行か ふ は、 うまやち にな b ぬ。 花 卷の里 近うな りて、 頼 朝の、 槻の 木の もビ に上箭 

ふたす ち を 射 立て、 これ を 神に 奉.. > て 、いのりし 給 ふたる はこ 、にて、 殖槻 ごい ふ、 今い ふ毫 

塚な らん か。 相 しれる 伊藤な にかし ビ いふくす しに、 三 VJ せの むかし も かたら ひて ける 人 

なれ は、 こ に、 うまの つ みう つ ころつ きて、 あな ひさ どて、 かた b て くれた. 50 


3 ァ ^ノ〜 , 


A  M 


-， つ. S  § 


^ は 


.f マ- 


，ち ,《 

类 4 


委 波氏迺 夜 il 


菅 江 眞 澄 集 第五 


も 


晴山  I 廿 七日。 あすの ためよ からん VJ て、 日 はしたなから、 ひるよ. 0 こ、 を 出た つ。 みち 行犮の 

垧駕 める 山 一 云、 かたは あしこ VJ 手 を さして、 晴山 ビ て、 女の 乳 子 を 負た るす かたの 岩の 立た る。 此 山に 

い つの ほ て も、 午よ，.^ 申 かけて、 かなら すな へ ふりぬ。 いかなる ゆへ ならん、 われ、 こころ 

みに の ほ "しこ VJ  、ふた、 ひに 及ぶな V」 0 晴山は 負 山なら ん、 子な V」 をお ふこ VJ を^れ る V」 

は い ふ 也。 宮の目 VJ い ふ 村の こなたに 渡りたり し は小瀨 川、 叉の 名 を瀨河 VJ いふ は 戀瀨河 

V」 なん。  . 

誰れ ビ なぐ ふるさ V」 遠く 戀迫 川お も ひわ たれ は 袖 ぬれに け，. >o 

久曾 万留川 一 八幡の 神のお まし ある 村 をへ て、 久曾万 留川ビ いふ を 橋よ，.^ わた，. ^ぬ。 たか、 いかにつ けし 

名なら， Co しか は あれ V」 、ふりた る IK 葉の、 こ、 ろに くし。 はた、 その かみの 歌に、 くそ かつ 

らな ビ よめ b  、はた 葛の 葉 を 、ぐぞの 葉 VJ い へ るの たぐ ひい ビ 多し ひ V」 りお も ひて、 かつ 

戯歌 をつ くる。 

行水の 神 どもなら てい つの 世に くそ まる 河の 名に なかれた る。 

此 水上 は 大瀨川 いひ、 まほなる 名に は 遇 漏 河 也け， 9  VJ か。 旅人 ふたり、 あせに 沾れ たるた 

の ご ひ を ひたし、 かれ ひこ を あら ひ 水 をむ す ひた h^o 

旅人の また 來ぬ 秋に あ ふせ 河 あっさ もな みの ゅふ凉 して。 
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日 くれはてて 石 鳥 尾に 宿つ きた，. 

廿 八日。 朝 In- 出に 見れ は、 軒 を つらねた る屋の 上に、 わら をく みて、 月の輪の やうに わかね 

/  レ ふちち 

て、. ふたつみ つ あけた る は 何の 料に て かど 人に VJ へ は、 むつきの 氷 餅 を、 みな 月の 朔の あし 

た齒 固の 祝に くひて、 つ 、み わら を 屋根に なけ あけて、 火よ け VJ そしけ る，/」 なん。 ゆく-/^ 

小川 あり、 名 を VJ へ は 多 具 那河ビ こた ふ。 又 河 あ 、ビへ は、 たくな 河 どい らふ。 うべ 此河 

は、 志 和の 稻 荷の 神 籬のほ VJ り を へて、 こ、 にて ふたつに わかれた，. し はの いなりのお ま 

しこ そ、 まこ VI の 志賀理 和氣の 神の ふるきみ め、 ヒにビ は、 かねてき、 つ。 河の 流に、 人 あま 

た 足 あら ふ を、 

おなし 瀨を あまの たくな はぐ. 0 返しい ぐた ひ ぬれて かち 渡， 0 せん。 

村 ふたつみ っ來れ は、 つ 、みうち、 目 ハ、 かね をなら して 人 さはに むれて、 「なにむ しぼ ふよ、 

嶽か らふり くだった、 こせ 虫 ぼ ふよ、 こさ いむ しばふよ、 ばら./^ に まつられて、 たけの ぼり 

せう もの を。」 ビ 、あまたの 聲に うち はやし、 小 田の くろみ ち、 ふみした き ありく 0 櫻 町村に 

來て赤 石 明 神 を ふた、 ひ を かみ 奉，.^ て、 みちし はらく へて、 郡 山に さし 入る へう あたり， 、し お 

ぼ へ て、 人の かう へ きりて さらされた， 00 こは十六文すまふ，、」て、すまひビ，.^'ぁ，.^きしゎか 

ものな から、 寺の きぬわたな ビ ぬすみて、 きの ふ、 この 河 15- にて きられた， oy> 、見る 人の かた 


走 湯 山 高 水 

寺 —： 


五郎 沼 一 る。 人の いふ、 此 五郎 沼 は、 比 爪の 五 郞俊衡 、宫 古渡に やきた る鏈を もて はこ はせ、 人 をな み 

た、 せて 筑 たる 壊な bo こ、 に、 はなち かふ 牛の たかはき に、 うるしの いたくつ きて 來，. >  し 

を、 いっこ ビ もしら さ b し。 はた、 「* さす 夕陽 か、 やく その も VJ に、 うるしまん はい、 こか 

ねお くお くな VJ  、卒 泉に 閒し 物語の こ、 にもせ b け. o。 走 湯 山 高 水 寺、 むかし は 郡 山に あり 

たりし。 そのころ 稱德 天皇の 建 させ 給 ひし は、 そのたけ 一 丈に 高き 観世音 也。 伊豆の 國走 

湯 山權現 を、 淸衡- ^  にう つし 祀られ たり。 そのころ ほひ は、 も ビも大 なる 怫閻 たらん か 

し。 金堂の 壁の、 その 板 十二 枚 を はなちた る。 a 明せられ しか は、 そのもの、 宇佐美の 平 治 

實政 かつ ふねた，.^ しな ビ、 しるし 殘た るふみ 見ても し， ^き。 此寺は 今、 盛 岡に うつして ける 

盛 岡の 船橋 ビ なん。 盛 岡に いたる に、 上 川の ふなはし かけ かふる VJ て、 はた あま. りなる 小舟 を ひきみ た 

し 岸べ によ..^ たる を、 つか. 9 してつな ぎ、 くろ かねの つな を、 きしょ..^ きしに 引延 へ 、駒 ふみ 

の 板なら ベ たれば、 ひしく ビ 人のお し 渡る に まし. o、 めし ゐの 男女 ふ. た， o、 たっさ へ て 行 

は、 ひ は ほうしな らん か。 この 女 は 盲 巫女？」 いふ ものな bo 里の 子の 句に、 「ふなはしの 板 

子 夫婦 や 秋の 風。」 ビ閬し は、 い yj おかし か， 0 し。 いた こて ふこ ビを、 いかに ビ、 誰に ビ へ ビ、 

しれる はなう 0 此 もの や 神お ろし をし、 いのり かぢ、 すヾのう らビひ をし、 ある は、 なきたま 

よば ひし、 みさか を しらする は、 神の 移 託て ふこ ビを や、 しか、 いた こ VJ はい へらん かし。 け 
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ふはく も， 0 て 、岩提 山 の 尾 上 斗 見 へみ 見へ すみ、 や をら 晴た る を 見た 、すむ に、 よそ ま，.^ の 

法師 ひ ビ.. ^、みし かき 衣 を まく  b でに 菅笠 ふかくき て、 ゆく， りなう、 し，.^ よ，.^、 こや 旅人、 松 

前の 島 度 してけ るよ しみち にて 間 つれ は、.、」 もな ひて ょビ 名の b しける は、 浪速なる 袁遠 

奇治ビ て、 わさ おきやう のかた b してけ る 人な り，、」 か。 ひ^0,0のみ、ぉくのなかみちを分ぃ 

かんより は V, て 引 速て、 こよ ひ は 檢斷の 宿に VJ まる。 

廿九 Eno つ、/」 めて 出た つ。 も はらこ、 のつ ちけ、/」 て、 夏 引の 糸 あまたく り 返し もて、 つむ 

ぎ、 しま， ゲり をし、 黄 精 を 蒸して そ沽る 宿の、 軒 を つらねた れビ、 偏 精 やい ビ 多く、 正 精 や、 ま 

れ ならん かし。 この 市中に なかれた る屮、 $t 河 を 橋よ，.^ わたれ は、 鹿 角 郡 へ わかれた る 巷 あ 

h. て、 西に わかれて は 猶黄精 をそう るめ る。 黃精膏 も あり、 つ W にせよ なビ よは ふ。 さ ゆ 

,0 の 根 は、 大 なる 人の 掌 ふたつに のせつ へう、 あまたぐ」， つかね、 鶉 は、 名た、 るふ かくさの 

野邊に まさ， 0 て、 引灘、 ふくみ ヽこは 明仄、 尾花 、袖 離な ビ 名 づけて、 ビ b こ を 軒の はしら ごヾ」 

にかけ ならべ て、 人に もう，.^、 あが もの ビ 間つ /'、あきな ひものして ける 宿の い ビ多か る。 

こ 、 に 近き あた 、ら やま は、 いま 踏 箱山ビ もい ふ、、」 か。 きけば、 此. S に 鹿の 宮ビ いふか あ，.^ 

ビ 人の 話る。 うべ、 あた、 らの 根に ふす しかの、 こ、 ろ あらん ビ おも はれた.. ^0 なへ て此ぁ 

たり は、 狹布 のせ は 布に つ はらに しるして、 こ 、に はこ ビそ きた...^。  51!; 提 山の-雪の、 いま は 


おいわし 山 一 たけち 殘. 0 たる をう ち 見れ は、 翁 ひ VJ り、 わら は へ の 手 をビり 木の もビ にたち、 あのお いわ 

しの 雪 VJ い 70 嵩に 鷲の すかた したる 岩の 在れ は 岩 鷲 山 VJ ビ なへ、 おい はわし VJ いふ へ 

きを、 も はら 語路 あしく、 はぶきて い へ，. ^0 いはて は 岩 手の 文字 なれ は、 岩 鷲の こ ゑに、 いま 

し 世の 誰かい ひた かひ けん。 人の いふ、 岩 城 判官の きんた ち、 律 志 王 丸の みたま を 神ぐ」 この 

山に いは ひ、 律 刈路に 在る 山石澍 山の 巔に は、 安 壽の姬 のみた ま を 安珠比 grvj 祀. -岩木 山大權 

現ビ あかめ 奉る。 又い ふ、 此岩鷲 山の いた マき の 霧 か嶽， /」 いふに は、 いま も 鬼の すめ.^。 は 

た、 あやしの もの、 むかし 埋しビ ころ 也。 こなた さまに は 見 へ ね ども、 いはでの 森 て、 ひか 

さ ふせた らん やうなる やま あ， 0 な VJ 話， 0 て、 此翁、 いはて 山の 句 や あらん、 たう ひて VJ  、こ 、 

ろ あ..^ けに 聞へ しか は、 否 VJ こた へ て、 た、 う 紙の はしに、 

こ ゝ ろに は それ ざお も へ VJ おも ふこ yj こ の 葉に え もい はて やまなん。 

かいて VJ ら すれ は、 こ は 歌な，.^ け，.^ な^て、 く  か へし， 見 もて 去ぬ。 「おもへ ビ もい 

はての やまに VJ し を へ て朽ゃ はてなん 谷の 埋木 OJVJ すんして 過れ はい ま はた 時鳥の 嗚 たる 

を、 「思 ふこ ビ 磐 手の 杜の 霍公鳥 終に は聲も 色に 出に けり OJVJ  、いにしへ 人の こ、 ろ はへ 

名 鷹い はて 一 も、 かつ ヽ あら はれた る はお かし か，.^ けり。 ゆく ノ\ 片蛆の 稍より、 あら 鷹の、 つ はさ をなら 

して ビ ふに、 林の 鳥 は、 うち ひそみた. 00 けに や、 この あたりに は 島 渡りの 廳 め，.^ て、 すがた 

委波氐 迺夜麼  一七- 


菅 江 眞澄集 第五  i 

もい ビ よげ 也。 其む かし、 「みちの く、 いはての 郡より たてまつれる 御鷹、 世に なく かしこ 

けれ は、 になう おほして 御手 驚に し 給 ふて け，. =^o 名 を は、 いはて ビ なんつ け 給 へりけ る を、 

それ を、 みちに こ、 ろ あ b て、 あっかり つか ふまつ，.^ 給け る 大納言に、 あ つけ 給へ りけ る。 

夜る ひる これ を あっか b て、 ど，.^ かひ 給 ふ ほ VJ に、 いか、 し 給 ひけん、 そらし 給 ふて け. 90 

な VJ  、大和 物 話に も 見へ た，. >ビ そ。 おも ひ 出られた る。 

むら 鳥の 聲 うちた へ てなら し 羽に いはての たかの 行衞を そしる。 

1^ 一  このく れっかた 澀 民の 村に つく。 こ、 を、 むかし は 枯杉ビ かいひし VJO 麻の 葉 をき.^ にき 

りても、 ビ すんして、 

いくはく の^に しつ もる うきこ VJ をけ ふの みそき にい さはら はなん 0 

卷 as 金 勢 神 一 ふん 月の 朔。 つ^めて、 霧 こめた る はか，.^ 小雨 そ ほふ b て、 や をら はれ ゆけ は、 

.  ゆく-^ は 身に こそし まめ 凉 しさよ 薄き たも どに 通 ふはつ 風。 

卷 堀の やかたなる 余： 勢 明 神の ほくら は、 むかし もぬ さ VJb しあた，..'、 芋田、 川口な VJ の 村 を 

Alffi: リ人々 くれは、 むさし より、 くに 見め くらせ 給 ふの えたち、 日 あらす 至，.^ 給 ふ VJ の、 し h 、その も ふ 

けに VJ て 石 ほ り、 くさ 刘， 5、 木 こ，^、 枝う ち、 路 造..^ ける あらおら、 すき、 鍬、 か つ さび、 手 ご ど 

にど， o、*^ ぶ VJ いふ ものに 土 か いいれ て ひきあり く を 見れ は、 それらがぬ かにし な， の 文. 


沼 宮內過  >:」 

御堂 衬 泊り 

葉、 . 化 巾 


中 山 付 

かっかべ 

ちごめ る 

ご- f つ- v< る 


どす 一 


る- 


字 を かいて、 人 あらための しるし ビ せ. 9 ける も、 あせに ながれて、 いよ 、つらぐ ろに、 あつげ 

な bo 「吾 君の あまね き 御代の 道 作. 9  く ほめる 身 を も哀. yj は 見よ OJVJ い ふ信實 のなかめ 給 

ひし を、 ふ VJ おも ひ 出られた ho 沼 久內、 か いらげ、 ふが ね、 御堂 村に なりて 日 はくれ て、 御 

堂 も. o- のうは そく 正 覺院の 宿に、 一 夜 を ビ こ ひ、 いねた bo よんべ より、 かや， 0 たかねば、 ま 

して この あた b は、 蛟 帳な VJ た へて あら じ。 か 、る 山里め ける ほ VJh- など は、 科 野路の 山里 

に ひ VJ しう SVJ て、 そき た を さ、 やかに し、 ある は、 いた ざ b の 太く 生 ひ かれた る をく だい 

て、 ち いさき 箱に 入て かわやの くまに つ b て、 これ を、 くぞ まるこ VJ にものして ける は、 もろ 

こし 人の ふ. 0 に ひ どし。 その 名 を籌木 VJ いひ、 化 巾 VJ そい ふめる、 いにし へ ふ..' ゃ殘 たらん 

かし。 か、 る 御堂の ゆ へ あれ ビ 、け ふの せば の、 の 日記に したれ は、 かい もらしぬ。 

二日。 朝た つ 空の くも b た， 90 雨な らん VJ いひ もて 中 山村に 來 にけ. o。 こ、 にす む，、、：^ つ 

やうの もの、 小 蝶の 飛 來るを VJ-C- て、 この わらし、 かつ かべち ごめ るそヽ いひて やる。 わら 

は、 あやまちて はなち や b て、 なきの 、し b:^ る を 母なん 來て、 こぼう ほる やっかな、 いっこ 

へ も、 いなく なれ./ いひつ 、入ぬ。 姨の さしの そき、 あのめ らし、 かっかべ VJb て やれ 

ビ 聲ぃビ あらら かにい へ は 女 聞て、、 ざす、 お ほば が、 又、 くうる うどて 猶蝶を ひゆぐ。 かっか 

ベ は 蝶 をい ひ、 ちごめ る は あ づけお く、 たのむ 也。 こぼう ほる は、 童の、 なきい さちた る をい 
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ひ、 どす VJ は 癩の茵 を いひ、 くうる う VJ は、 つぐる VJ も、 じら をい ふ VJ もい ひて、 はらぐろに 

いひの、 しる をい ひ、 はた、 しぼる こ、 ろ も 聞へ たり VJ なん。 火 行、 小繫、 笹目 子に 至れ は、 

さど ふ， 0 たる 雨 も、 午 はか， 0 ならん はれた，： >o 

むら 雨の 零 ほ VJ もな くた ひ 人の さ 、みこみの /- ひるま 來 にけ b〇 

鳴，.^ 谷 よむ まて、 たきち 流る 水の 音に、 暑 もしら て わぐ。 VJ きもい ま、 小麥ふ どむ ぎ、 は 

つきより おろし、 ま VJ り どて、 またぶ，.^ してう ちた 、く 女 あ .0.0 芋生に 麻^る 男 は、 科 あめ 

る 前 だれ^て 、むねより 腰に みの、 こビ くま VJ ひ、 雪 袴 を 着て、 かしら は 布に つ、 みて、 笠 着 

たる も沓 ふみた る もまれに、 い V」 なう 見 へ た bo 小鳥 谷 VJ い ふ 村に ものく ひ、 ひるねし てく 

れは故將堂sぃふぁ..^。 こビ VJ ころに も閡 へたれ V」 、こ、 に は秀衡 を祀， たる ビか。 猪の 袋、 

女 鹿 口、 白子 坂、 關屋、 洲 輪の 村に 來り、 母屋 山、 鳥 越 山な ど 遠 かたに 見つ、 た、 やめ は、 ぬま 

くないの こなたに、 ひ VJ っ屋のぁ^^^-，そこは；！！！羽松マ」 いへ り。 いにしへ 義家 のきみ、 こ 、 に 

おもむき 給 ふの 頃、 はたごう まの 料に て 穂 もた ま へ るが、 ながち にくち はて て、 つゆ 馬の 

ぐ はされば、 そこの 名 を 馬 はます ビも VJ い ひし。 その 糠捨 たる 處を腐 糠 VJ なんい ひきな VJ、 

きつれ かたる 友の あり。 かぐて 磐 手 を 放て 一 の 里に なれ は、 なへ て 二 戸 郡 VJ よべ， わ 

け ゆか は、 波う ち 峠の 坂 中に 日 やくれ なん VJ い へ は、 こ、 に 宿る。 


末の 松 山 


福 岡の 館址 


かきれ か 

たま 


三日。 一 5, を だつ。 つち は、 きの ふに あきて、 朝 戸 出い，/」 凉 しく 浪 うち 坂に なりぬ。 盛 岡に 

松 か 坂 VJ いふ 處 めり。 そこ を 本の 松、 きの ふ 過 來し中 山 はな かの 松に て、 こ、 なん 末の 松 山 

ビぃ ふかう へな bvj 、人の も はらい へり。 宮城の 郡に 在 しビは いづら。 「波に 移る いろ 

にや 秋の 越ぬ らん 宮城 か 原の 末の 松 山 OJVJ いふ、 俊 成 女の 歌 あ，. >  けり。 む？, しみ し^ころ 

なから、 い ビ おかしう、 「をの か つ ま浪 越し つ VJ や 恨らん 末の 松 山 をし か 鳴 也 OJVJ すんし、 

やすら ひて、 

わけ 來れは あっさ も 波の こ ゆ VJ い ふす ゑの 松 やま 秋風 そふく。 

峠になれは、れぃの山ょ..^ぃづる筆貝、松の皮貝、はまかづらなビのくたけたるを、人々ひろ 

ひもて、 つ VJ に そしけ る。 うへ、 波のう ちょり しあ VJ あ bo さ b けれ は 山 坂の 名に おへり。 

はた、 末の 松 ど は、 も はらに はい はしな VJ 語 つれて、 村 松 VJ い ふ處に お，. =>來 て、 福 岡に そな，.^ 

ぬ。 呑 香稻荷 VJ いふ 額の 鶏栖 あり。 此 みや ビ ころの ほビり は、 天 正の ころ、 九 1!； 政實の ほろ 

ひたる 館の 址 ありけ. なへ て此 あた b を 九 郡 VJ い へ，.^。 南部 路の十 郡 どい ふ は、 喜 多 

郡、 1 1 戶郡、 三 Ir^ 郡、 九 11； 郡、 鹿 角 郡、 閉伊 郡、 岩 手 郡、 志 和 郡、 裨 貫 郡、 和贺郡 VJ そ 聞 へ け る。 

いにしへ 、みちの くの 郡た. 0 しど は、 いま はい さ、 かこ VJ なれり。 此 あた， 0 の 人の ぐちく せ 

VI て、 かきね かいだ ま VJ いふ こ VJ をい へ は、 そのころ、 みやこ ぢ よりも 軍いた して ヽ人 さはに 
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入來る を. 5 しも 里の 翁が、 しか、 かきね かい 玉 VJ いひた る を 聞て、 このい くさの、 は VJ うち 笑 

ふを、翁、兵VJもにぅちむかひ、ぃかに、そこたちは「蛛の巢にぉく籬根かぃたま」てふ歌ぁh^ 

VJ もしら さ， 0 け. 0 な VJ  、都人 を わら ひ 返した る 物 話 あ bo こ/ -に攩 綱の 嫁 VJ て あ. OVJ 聞て、 

尋て もしれ さ， 0 ける は、 いっこな らん か。 八 11^ の 海に おつ ビ いふ 白鳥 川の 橋に 立て、 ゆん て 

を のぞめ は、 龍巖 寺に 行に かけはし ありて、 K を ほ， 0 うかち てみ ほ VJ け をす へ て、 こうし さ 

せり。 松 島の 雄嶋に 見し に ひ VJ し。 めて にも 橋 あ，， 9 て、 これ も、 觀世音 の 堂 を 岩のう つ ほに 

作. て、 ぃビ おかしき ころ なれば、 行か ふ 旅人 はまつ VJ  まり、 あせの こ ひて 休ら ひ、 なか 

め やる VJ ころ 也。 山 ひどつ 越れ は、 長澤 VJ いふ 處の橋 落た， 9  VJ て、 こ VJVJ ころなる 土橋の 大 

なる を 渡.. > て 前澤衬 にか > りて 過る。 この あたりの 山蛆 みな はたけに て、 粟、 稗の み を 作り 

て、 あげ 田、 くぼ 田 は ひどし ろ もな く、 うるしの 梢し け あ ひて、 みち も 畑 も い V」 くらし。 ま 

ビり ふ， 0 もて、 うちた、 く麥 秋に 女うた ひ、 ある は 男女 集 ひて 斧 ふ， 0 あげて、 むぎ 穩 うつ 里 

も あ， 00 その あた， 0 を 遠う 見やれ は、 夕日の さし かげろ ひ 光..^ て、 いなつま にこ VJ なら や。 

金 巿 VJ いふ 里に 金 田 山長壽 寺め 6。 小 野、 川口、 签の澤 を くれは 杉の むらた てる あ bo 田 

衬將 軍の、 こ、 に 月よ みのみ こビ をい は ひ祀. 0 給 ふ-のい はれ、 大同の 物語 あ， eo かくて 此く 

れっかた、 三 In. ビ いふ 處に宿 かる 0 
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三戶 LL て 四日。 夜 や 明なん、 ど， 0 の 鳴づる ころ 雨の いたく ふれり。 きの ふ 聞し なる 神 は、 か 、 る 雨 も 

ょにてなv」、相ゃVJ..^のたひ人の語れは、ゃのぁるし.^寐さめf:て、はたけ のく さ/.-に叉 

なきく す， 0 の 雨 や、 あ， かたのな も あみた ぶ V.I どな へ 、あく ひうちせ bo はや 女の 起 出て、 

K 機 をる 音の したり。 「かけて 織る 賤か麻 はた あまし やま ど をに たに も 君か來 まさぬ o」VJ 

き がね ほし 

すんして、 この 宿 をた ちて 黄金 橋 をう ちわた る。 むかし長者VJのVJぃふかぁ，C^て、こかねぁ 

淺 水の 驛 またもて かけた. 9 しか は、 しか 名に おへ， 00 その 末い まも あ. 0 ざ か。 三 を 放れて 淺 水の 

うまや あ. 遠き むかし は 家 一 ニニ ありて、 よ へ 宿しつ る 旅人 を、 うむす VJ いひ 人 しらす ころ 

して、 その 人 を あさ 見ざる 名な..^ な V」 い へれ VJ  、こ ど 處 にも 淺 水の 橋な VJ い ふ 名 VJ ころも 聞 

へたり。 過來 つる 村 はいつ くな らん ど、 古町、 小 向、 淸淨 寺、 宮澤、 この 淺水 にて 侍る VJ 人の 

いら ふ。 前なる 水の 細くな かれた る を、 

里の 子が 汲 ほす はか.^ あさ 水の なかれつ きせぬ ものに そ あ b ける。 

^^-戶に來る 五 に來 け. 00 八幡 坂の したよ .0 西に 別れて、 稲原 村に か 、 .^て十和田山に行の路ぁ..^o 

1 本 松、 傳法寺 村、 藤 島に 來て、 以地川 VJ いふに 木の 皮の 綱 を ひきはへ て、 く， 9 舟の 渡. c した 

針讓 fll  この 水上 は、 十灣 のぬ ま ビ てい VJ 犬なる 湖の あ て、 盛 岡なる 奈良崎 VJ い へ る 處の永 福 

寺の 僧侶 南 層 VJ いふか、 彌勒 ぶちの いて ませる を 見 奉ら まく ほりして、 ふ かくいの..^ て 夢の 
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をし へ にまかせて、たぅばりたるゎら杳さしふんで、此、ゃ..^たらんどころをもマ」 め ありく 

に、 十， 曲の 水 海に いた.^ て沓の やり はてて けれ は、 こ は、 わかね かひ こ、 にい たれ hsv」 、あめ 

にむ かひ、 つちに ふして そ よろこ ほひ、 こ、 にす みつ る A 郞太郞 どい ふ、 み つ ち をお ひやら 

ひて、 われ あるし VJ な b し ど いふ 物語 をせ り。 しか は あれ V」 、いつの 世の こ VJ ならん、 みか 

しほの 幡摩 かた、 書 寫の山 かけに 難藏 VJ い へ るすけ あ， 0 て、 あけくれ、 ほく ゑき やう をビな 

へ 、う. に は 經典を すんして 露の い VJ なう、 外に は權現 をい のる こ VJ のお こたら すして、 さ 

うしんの VJ こ あ， 00 みすき やうの いさおし、 つもり/ \ て 三千 部に みち、 神 まうての 日數三 

十 度に な，. ^ぬ。 しかるに 難藏 おも へら/、、 わかいの，^ 世に ながく いきたら まし か は、 猶 みす 

き やうし、 彌勒の ほ VJ け を も をろ かみたい まつ， 0 てん VJ 、熊 野に 三 VJ せ はかり 山 こも， 0 して 

ひた ふるに いのり、 浦の はま ゆ ふ、 も 、重に日数のかさな，.>て、すてに千日に あたれ るの^^ 

半う. X 過る のころ、 夢 VJ なう うつ 、 にも あらて、 みあら かのうち よ， 0 白髮の 翁の いてお はし 

て、 いかに、 いまし か 願の いど かた けれ VJ  、あかい ふに ついて あつまに くたり て、 陸奧 の阈ビ 

出 羽の 國 VJ のさ かひに 言兩 V」 い ふ 山の あんな， 00 そこに わけ 入て すまば、 みろく ほ VJ けの 

い てらん その 曉 にもいた らん ご、 みさか あ. 0 つ る こ VJ のうれ しう、 いで VJ て 旅た ちはる./.^ 

ヾ J いたり、 八 <e| 山 遠く わけ 入て 見れ は、 大 なる 池の ほ^, 0 にたてる、 どし ふる 松の も V」 に、 窟， 


の ある をた よ.. ^に 草 ひきむ す ひ、 木の 菓を VI りく ひ 水 をむ す ひて、 み き やうの みして、 や 

ま 人に こ VJ ならす。 か 、 るに、 かほ かたちき よげ なる 女の い つ こよりか 來て、 みの， 9 をき く 

こビ 日 久し か， 0 き。 難藏 あやしみな から ヽ さらに こ VJ なう 猶 ほく ゑき やう を よみてけ るに、 

この 女の 云、 われ 希有に 得 かたき 妙 典に あ ひ 奉 b て、 五 障の 雲み の.^ の 風に たちまちに 晴 

て、 心の 月い ビす /- しくす め. 00 あ ふき 願 はく は、 あか 棲に 來 てみ き やうして、 群 類 を も 

化導し 給 ひて よ。 難藏、 われ 神の 吿 によて こそ か、 る 山お くに 入 たれ、 女 かも VJ にいた らん 

こ VJ  、かな ふまし きょし をい へ れば、 女、 わかす める かた て 遠から じ、 この 池の こ、 ろな，. y 

ビ いふ。 難藏 かお も ふ、 これ も 神の をし へに て、 千佛の 世に 値 ふの たつき ならん か。 女の ふ 

た、 ひ、 われ ビ いも、 yJ せの かたら ひ をして なかぐ こ、 に まし ませ。 難藏、 わか 此 女に おちて 

磐提 心のう しな ひて、 な VJ か惡 趣の 底に しつまん ゆめく，/」 おも へれ ビ 、はた、 これ も 神の 

みちひき 給 ふこ ビ ならん。 かくて、 慈 尊の 岀 ませる 世に 會 ふこ，、」 の 山 口に ゃビ、 女の いふに 

ついて、 いさな はれて、 はかり もしらぬ 太 池の 面に うち 入ぬ VJ そ。 その をり しも 女、 かの 僧 

にむ かひて いふ、 この 山の 西に、 奴 可の 巔ビ て、 ぃビ 高き 山の 麓に 叉 池 あ，.^。 この 、こ》」 わけ 

の巔 より、 みち はっか 三 里 はか.， o、 かの 池に 八 頭の 大蛇 あ， 0 て 吾れ を 妻 VJ して、 月 こ ビの上 

の 十日 あまり 五日 は、 ぬかの 池に す み、 月の なからより 下 は、 この こ VJ わけの 池に 來，. ^てす 
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めり。 いますて に來 らん、 こ、 ろ へ たま へ お 僧、 ビ いふ。 難藏 さらに 怖れた る いろな う、 八 

まきのき やう を かう へ に ふり かさせ は、 かしら 九の た つ く ゑした，. V」 く風ふ き 雨の ふ 

b しきりて、 八 かしらの 龍の さ，、., 飛來， 0 て、 この ふたつ 龍 七日く ひ あ ふ。 、ヒ い きの 音 は、 な 

る 神の こ ビ くな， りひ かり、 雨 せいよ、 はけし う、 つるに Affi のく はれ おはれ て、 もぐ」 の 池 

に皈， b いなんぐ」 せし か 、大 松の 生 ひ 出た るに へた てられて、 しほ 海の か た へ、 にけ うせて 

ける ビぃ ふ もの 語り は 三國傳 記に も 見 へ たれ VJ  、此 ふみに は、 みちの くビ、 ひ たち ビ を か い 

あやまれ bo か 、る 物 話 は、 みちのお く、 出 羽に てまち/ \ にい 〈り。 言 兩は十 曲の 湖に て 

や あらん、 奴 可 は、 糠 部な VJ 邵の 名に、 むかし この あたり をい ひし か は、 いまい ふ A ッ耕 田の 

嶽を やい ふらん。 此 たけの なから に大 なる 湖の あ bo 春 雪 氷た る を 通路 V」 して、 そのたけ 

の そか ひの かたに あるいて 湯 浴に、 此 あたりよりも^?? 郡よ b も、 きさら き、 やよひに は、 人 

あまた 行，、」 い へ bo かく ゆきくて、 相 坂 y) いふ さ 、やかの 村に 泊， 0 てビ、 ゆきす，.^ に 人の 

い へ は、 その 名た よりに、 霧に こめて、 屋根の みはつ か はかりみ ゆる を、 しる へに たぐ J る。 河 

に そ ひたる こなた かなた は、 みな 六 の 郡な りけ りぐ」 か。 川霧に 猶 くらく その 村に いたる。 

里 遠み そこ、 こも しらぬ 霧の うちにみ ち ，二 ひ ま ノノ ふ 夕 くれの. I 仝。 

せんた びつ やうの もの をお ひ 行 翁 あり。 か 、る 五 七の の. S 里の あた， 0 に、 嫁入の ご さ、 か， 


く、 木 匱て ふ もの を 女の なに くれ 調度 入 vj し、 その 女の 身 まがれば、 こ の 木 E にむ くろ を 

を さめ、 わかへの そのに 埋む VJ なん。 

三本 木 平 一 五日。 つぐ J めて 相 坂 をた ち、 三本 木 16 'ビ いふ ひみ 野に 出て、 こしかた 行末の はるく ビ 見や 

られて、ひんかしは、さめ、しろかね、ぃま河、ぁか、极井、三澤なぐ」、*は三^^のゃまくっら 

なり、 遠き たけく のさ かひ は 雲 VJ 霧，、」 に へた てられて しらす。 こ は、 わかく にの も、、」 の 、 

はら、 しな のちのき ちかう か はら、 遠つ あ ふみの、 みか たかはら な VJ にた ど へ つ ヘラ 0 行か 

ふ 人 もまれに、 朝つ ゆ ふかく わけ 來 るに、 つ ふね つれたる 法師け ふりう ちく ゆらせて、 休ら 

ひて よぐ」 て 語る。 「故 鄕の 人の 悌 月に 見て 露わけ あかす 眞 野の 萱 原。， r、J なかめ たる は、 此 

野良 也ビ てた ち 別ぬ。 しか、 この あた， 0 の 人の も はらい へ れビ、 尋ね 見たり し 牡鹿 邵石卷 の 

港べ なる、 零羊椅 のかん 籬のほ v> りに 在， 5 ける 舍那山 長 谷寺ビ いふ 寺の 池の 面に、 片 葉の 葦 

ビて ありけ る は、 むかしの しる へ は かり 殘.^ たる 處 は、 いつれ をい つれ VI も、 えお も ひわ 

いためす 0  . 

い つ こ y} もお も ひま ビ ひて しら 菅 のまの 、かや はらわき て さた めん。 

た ひ 

七 戶の里 一 七 5,.、」 いふ 里に いたる。 西に いなき あり、 その 名 を槲木 VJ いふ。 そのし， 0 なる 鶴の 子卒 ぐ」 

そ ，リ 

狐の 栅 一 いふ r> ころ あ， 0 て、 きさら き 斗、 の こ んの 雪の や、 氷た る を ふみて 山に 雪 舟 ひき、 春 木 こる 
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ビ てわけ 行、 そ のかへ さは、 そり ひ き 捨て、 も 、あまり の 人 むれ 立 休ら ふに、 寿 風い さ、 かも 

なう 畏閑 なれ は、 夕日 さしかけろ ふ を，..^ しも、 三本 樹 l^l" の あた b に、 人の たけよ，.^ はい ビ高 

う、 ふたつら に 立て、 幡 ある 鉢な ビの 見へ たる こビ もめり。 これ を 狐の 柵 を ふる V> いふ。 き 

つね は 人の かけ を か， -て、 かく 戯れ 遊ぶ。 こ，、」 しも 五 度 見き な、、」 里人の 語る は、 山 市て ふ も 

狐の 館、 狐 のに や。 W 賀の 郡の 后 後埜の あた、 りに て、 師走よ， り、 むつきに 至る まて 山 市 あり、 これ をき 

の 森と も  ： て 

つねの 衝 ぐ」 いふ。 越の 海に 海 市め り、 狐の 森，、」 いふに ひ.、」 し。 はた、 枯 杉よ、 り はこな たなら 

ん影沼 f  いふ，、」 ころ ありて、 寿 雪う ち 霞た る を 遠う 見やれ は、 行？ -ふ 人、 引か ふ 駒な ぐ」 の 

小 ％ 沼  波 を かいわく るか v> 迷 ふ も、 蜃氣樓 、氣見 城の たく ひに こそ あらめ。 かくて 馬 や V- ひの，..^ て 

中 野 を 行て、 ひんかし に 沼の 見へ た，..^。 むかし 都の はらからの 女、 いか、 した、 りけんし つみ 

坪衬 石文 衬 た， 5 ける ビ なん。 あね かこ がら、 いも，/) かこが らビ いふ、 又の名 を 小 荒 沼 いふ。 坪 いふ 

邑に來 る。 つぼ 河 かち わた，.^ して 石 ふみやい つ こに かご V- へ は、 石文 村 へ いきて たつね ょビ 

いふ。 さら は、、 J て 馬 を 野 はらに 引 やらせて 至れ は、 家 二、 お > ^くほ なる，/」 ころに ありて ける 

に、 ビひ 入て r> へ ビ、 碑 あ，.^ たる はい つ こ，、」 も、 その、 あ， 5 つる 址 たにしら し ビて笠 縫ぬ。 日 

千 曳明神 もや、 かた ふくころ、 千曳明 神のお まし ませる 尾 山 V- かいふに わけ 入 は、 千 曳大明 神の 雞栖 

の 額 は、 盛 岡の 東皐 文眞ビ いふ 人の 手也ビ か。 ひろ 前に 至て ぬ さビ. ^奉る。 この 社の 下に ハ 


野邊 地まで 


千 曳の石 は 千 重の あら こもに つ 、みて、 ふかく 埋て神 ビ はい は ひ 奉る。 その 千 引の 石 や、 壺 

の 碑なら んビ 人の い へ.. 

くり か へしい のる こ 、ろの 綱手 繩 おもきち ひきの 神もう け ひけ。 

宮城 郡 浮嶋邑 のさ かひに たてる いし ふみ は多賀 城の 碑に て、 この 坪 村に か 石文 村に、 まこ ビ 

の 碑 や ありつらん かし。 「おも ひこ そ 千島の 奧を へたつ ビも えそ かよ はさぬ 壷の い しふ 

み。 「碑 やけ ふの せ はの、 はつ/ \ に 逢見ても 猶 あかぬ 君 かな。 「いし ふみや 津輕の 遠 

にあ， OVJ きくえ そ 世 中 をお も ひ はなれぬ。 顯昭、 仲實、 淸輔な ビ の、 なかめ 給 ひし をお も へ 

は、 蝦夷 かちし まも、 毛布の 郡 も、 津別郡 も 近くよ み 聞へ た.. もビも 名所な.、」 は、 遠き さか 

ひも おも ひ あはせ てよ みつべけ れビ、 壺 のい しふみ、 外 か はま 風な ビ 、みな、 近 VJ な， 0 のみな 

かめた る 歌の いぐ」 多し。 さり けれ VJ 碑の すかた 見されば、 何 を もて 家つ ビ，、 J  、見ぬ 友 かきに 

語らん。 

水く きの あ，/ J かきた へて そこ ご しもよみ VJ かれえぬ つ ほの いし ふみ。 

ビ、 馬の 上に てく ちす さみ、 ふた ひこ、 に來 て、 ひね もす つ はらに 尋ねて んビ、 あし、/」 く を 

はせ くれば、 日 はは や 烏帽子 山に おち か、.. y  、淸水 目、 久 田な.、」 を へ て、 みち もさ， 9 めへ す 牛 

にものっけて追來るか、みな、ビきはなちて野かひをせ.c^o 遠う 签臥 か嶽の 雲の 中に あら は 

委波氐 迺夜麼 


十 府の浦 


十二 野 


菅 江眞澄 集 第五  一 ルー 一 

れ、 橫濱の やかたに か 、りて 田 名 部の あかた に ゆく、、」 い ふす ちの あ，. ^ぐ」、 _馬 ひきのい ふ。 

ゆ ふ 月の かけ も ほのかに みちの くのお くのうら く 浪の 遠し ま。 

霜 松 川，/」 かいふ を 渡て 野邊 地の 港に なれば、 うま さくれ の 水に、" fe? のす ねがら ふかく ふみこ 

みたり、 おりて ょビ いふ。 r 數 ならぬ 身に しられぬ る 駒 さくり さの みやお なし ぁビを ふみ 

^ ^ん、 VJ いふ こ、 ろ は へ も ありし。 又、 「みちの くの 賤か繩 手の こま さくり あやしの 月の 

宿 b ビ ころ や ク、 J いふ こ、 ろに 猶 かな へり ビ 、おかしう 宿つ きた.^。 こ 、を も 十府の 浦ビ人 

のい へば、 「見し 人 は 十府の 浦人 音せ ぬに つれな くす める 秋の 夜の 月。 「むへ さへ けらし 

、/しふの すか こも VJ  、ふして 砧の 聞-へ たる を、 

浪の よる 十府 の う ら風身 に そしむ 三府に ね も せて ころもう つ こ ゑ。 

六日。 朝に ちづる 宿の あるし に、 を ふちの 牧 やい つ こならん ぐ へ ビ、 さは しらて、 左 井の 

港の こなたに 大 liiT の 浦、 奧 芦の 浦 ，して 大牧 ふたつ あ，.^、， - のめた， ^にや。 此牧の 二ぐ」 せの あ 

ら駒 を、 葉月の ころ ビ りて けるな ご 語れり。 此 南部 路に は九牧 十二 野..」 い へ.^。 九 牧ビは 

三 戶 のぎ 谷の 牧、 同相 內の牧 、五戸の 木 崎の まき、 同 叉 重の まさ、 野邊 地なる 有卢 のまき、 野 

田の 北 野の まき、 同 御崎の まき、 田 名 部の 大馬、 同奧 のまき、 十二 野".」 は、 この 九 まきに 七 

たちの Bf- 馬、 八 のまき、 遠 野の まきを あはして、 十 あま，. M 一の、 うまき./」 はなれ，.^ VJ つた 


つ"" 1 

^  . ^の 

t. き 
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I 尺.^ f  !^,\4",(3^f  ネ 政 ；パ Q 門 ハオ 一 t 

T  - h  1 傻 ぶ I  徐 f  r 位ク虔 

ーテ郡 f  ^ え え 者 也， f  羊郡盈 

^十 >A ヨ^. ーネ ヽノ  ，一 も 一 

十た 尺^ 神 郜真ま ハ尺ュ 面 对鲁？ 


:fu 


津輕 の五牧 


名馬 出で し 

牧々 — 


濱 つれ ひ- 


わぐ  .ST  子 

にが 


へ かたら ふ。 津輕 郡に あ， OVJ いふ は 枯木； 牛、 入內、 母 谷、 瀧の 澤、 津輕 坂、 おしな へ て 五牧な 

^け，. ^0 ある 人の いふ、 むかし ありた， 0 し 尾 駁の牧 は、 この、 の へぢ よりもい VJ 近き、 泊の 浦 

の ほ VJ りに あらん ど、 はた、 梶原 のの， 0 し 磨 墨 は 住 谷の まきに たち、 佐、 木の の， 0 た， 0 し 生 

-喂は 七 II； よりいで、 熊 谷が のれる 權太 栗毛 は、 一 1^ の 里う まのう ちたり し。 「みちの くの あ 

ら野 のまき の 駒た にも 見る は みられて なれ 行 もの を o」 あら 野 は、 小 荒 沼の きし ベ よ，.^ 木 崎 

牧 VJ いふ 、を こにや あらん。 秋き b の 立の、 牧 VJ よみし は、 つかろ なる 瀧の 澤てふ V」 ころ y) 

人の い へ， り。 立 野て ふ 名 は、 武藏 にもし か閡 へた. 0  0 「吾妻 路の 奧の牧 なる あら 駒 をな つ 

くる もの は 春の わかくさ、 な VJ よめる は、 こ 、ら の牧を や、 おしな へても いへ らん かし 。秀 

衡の、 ほ VJ けの しろに ひかれし VJ いふ、 糟 部の 駿馬 VJ かいたる は あやまれ，. ^0 糠の 部の 郡に 

て、ぃまの五七の5^のぁた，.^をさして、ぃひけんこど ？しこそぉもほゅれ。 かくて 濱 つた ひし 

て くれは、 老 たる わかき 女、 むた.^ な、 たり、 馬 門なる、 いて 湯に 行た bo 近き 明 前の 浦に 

板る VJ て、 いたく 醉て、 「わかい ど き ゃァ、 蛆も 大地 VJ あゆみた か、 いま は、 だ いぢ も ひら^ 

見る OJVJ うた へば、 叉うた ひつぎ て、 「しづく  VJ 淸水 もた ひらに 井 を ほれ は、 水 はわ か 

ねで こがね 涌く、 ビ、 足の ほうし、 手の はう し を どり て、 は VJ わら ひ、 あぐり 子よ、 にがつれ て 

こ、 乳の ません に VJO 科 野路な VJ にても、 女子 あまた もてば、 末の 子 を あぐり 女郞、 お あぐ，.^ 
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ざ 名づく  0 さ， 0 けれ は、 かなら す 男の子 生れく ビて、 も はら あ， 0 き。 こ 、にても、 うめる も 

( み な 女子 なれば、 女子に こそ あきたれ VJ て、 阿 栗 子 ど はっく  V」 いへ り。 安久利 は飽 たる 

こ、 ろに や。 もの 、盈る を. も あくる./」 い へ， o、 あふれた る こ 、ろな らん。 爾贺は 五十 日子 

て ふこ VJ にて や あらん。 女に、 子 文字つ けて いふなら ひ、 いにしへ ぶ， 0 の殘 た， 馬 門の せ 

きの あら 垣に 入て、 野邊 地に VJ り來 りたる せき 手いた して 越 へ て、 つかろ ちに なりぬ o」 


率土 か濱 つた ひ 


南部 路を 過る、 いはて やまて ふ 日記に かいつ き て、 此 册 子 を、 そ どか はまった 

ひ VJ せり 0 

津輕 さか ひに 入て 靑 盛に いた う らく をズ て、 う てつの 埼ょ ベ 松 前 わ た 

るの みちゆきぶ を も はらの せた.. 
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天明 八 年 七 

月 六日 

津輕賴 狩 場 

澤 f^, 經て 


性器 神 多し 


雷神.^ 祭る 


かくて 狩 場澤の やかたに な..^ て關手 VJ  .9 つ 0 い つ この 誰れ、 着が へ、 わきざし あ. o、 たが か 

たへ さして 行べ きものに て、 此 せきぐち を あらため 通す どかけ bo ふみての しろ、 はかまの 

しろ VJ て、 いさ 、かの あしおき て、 この V」 ひまろ が あないして、 せき 手 わたして 越 ゆ。 い つ 

こも ふ. 9 こ VJ ならす 0 村 はしに、 おはし かたなせ る 石 を、 ほぐら に ひめて 祀る。 しかたぐ ひ 

の、 みちのお くに はい ど 多し。 手酬 したる をり しも 眞 上に 鷹の 羽う. つ を、 行つ る、 友の ふり 

あ ふき 見た-. ^。ゆぐ 

たはな すか 秋の かり はの 澤水 にかけ もさし はの みそら VJ ふな， 00 

路ぃ さ、 かくれ は 堀 剌川を わたり、 ロ廣、 淸水 川の ふた 村 を へ て 雷電 山 VJ い ふ 額の 大 鳥居 あ 

bo 大同の むかしに 田 村 麿、 かん VJ きまつ， りして、 なる 神 を 、こ、 に 齊ひ給 ひたる ビ いひ 傳 

ふ。 その 御前の 入江な ど にて、 あさ-. 、はまぐり やどらん、 その かひつ もの、 い VJ 多くみ ちの 

へに 捨た bo おなし 林の うちにかん みや.，」 ころ 見へ て、 神明の 鷄栖 たて. oo この 流 江の あ 
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なた よ.^ 浦々 の やかたつ 、きて、 田澤^ かい へる に 椿 山 ふたつ まて 磯輸に 在りて、 うっき <: 

日の頃はひし/\ど花^^き、そのまさか..^は波も紅に寄せ返り、ぁさ日、ゅふ日の、海にか 、 

よふ ひか b のみち，/ \» て、 巨 勢の 春 野 はい さしら す、 世に たく ふかた なき よしをい へ bo そ 

こに神の在して椿明神ビ申ビ、こは五瀨の國にもぉなしみなの聞 へた，.^o 潮立テ 川の 橋に た 

ちて し はし は 見渡し、 小 接に 來 る。 なへ ての 名 を 比 良 奈以ビ よべ bo こ、 の ふる 翁の 云、 む 

かし、 此 VJ ころに 槻の生 ひたる あた b を、 錦 樹の里 ど いひし よし 聞った へ て 侍る。 さ b けれ 

ど 南部 路 にも あ..^ どい へ bo こ、 に 七不思議の あり、 聞た まへ や 申さん。 一 に は 猫に 蚤 集 

す、 ふたつに は 水 虎の 人 を VJ らす、 みつに は 玉 味！？、 汁ビ 煎て 泡た. -す、 よ つ に は、 稗の 實ふ 

たつなら びて みのり、 いつ 、に は 雨 そ、 ぎの 昔な し。 むつに は、 なる 神 VJ け や、 な、 つに は 

男女の かため ほそし VJ  、手 を をり、 ゑ まひし かたりて 別た bo この 里に せき 手 を VJ,.> て 小豆 

澤、 籐澤、 山 口、 中埜 どい ふ 山里 をへ て、 土屋の 浦の 關屋 に、 せき 手 めら ためて 槲木峙 を 下る。 

なかむ かしの 戰ひ のどき は、 一 の 木 すへ た， 9 しあ VJVJ て、 いどさかし きみち 也。 かぐて 鍵 

縣 V」 いふ 坂う ち 越る、 木の ひ VJ も VJ立るに木の鍵をかけた>.^。 こ は、 わか、 けさう しける 人 

あれば その 人 を 心に おも ひて、 いもせ むす ふの 神 をい の.. M し、 もぎ 木の 枝 を かぎ VJ して 投ゃ 

るに、 ふ ど 、うちかけ たらん もの は、 おも ふお も ひの かな ふしる し をう。 ふた /- び、 みたび な 


げやれ、、.、」、 え かけ ざれば、 それが 願 ひの むなしかり ける VJ なん。 みちのお くに は VJ ころ/ \ - 

淺 虫に 著く にぁ，0て、もはら人のせ.，^0 岩の 上に 小石 うちあぐ る も、 おなした めし VJ か。 かくて 淺 虫の 

浦に な，.^ て、 媒 川の へたに 馬 あらため VJ て、 つが ひのえた ちの 宿め り。 

秋た ちてい. く かも あらね VJ た ひころ も釉 にす しき 外 か はま 風。 

出 崎 に 近う、 いくはく か 高き 岩 の 立た る を 肌 赤 島 VJ いへ.^。 その 鳥の 形した る を鷗嶋 VJ い 

ひ、 磯に 近う 木々 ふかく 鳥居 見へ たる は、 湯の 島、 ヒて辨 天 を 祀る。 しう，.^ こ V」 いふ 貝つ もの 

どる 女の、 しほ 聲 たかく、 「名所く V」 痣 虫 は 名處、 前に 湯の しま 霞に 千鳥、 みやこ まさ，. > 

淺虫溫 ，2^ の はだか 島 ご ど 唄 ふ。 出湯の やかたに 宿つ きた 湯 は 瀧の 湯、 目の ゆ、 柳の ゆ、 お ほ ゆ、 は 

だか ゆな どのい VJ きょげ にわき、 はた、 軒 を つらねた る 家々 のしり にも、 ゆ の ぁ，.^ て や よけ 

ん。 里 中に 烹坪 V」 て、 ふちく，. J に へ かへ る 溫湯ぁ bo この 月の 末ば かり、 その ふの 麻 刈 も 

元は 麻 丞？， て糸签 yj いふ ものに て、 い つ こ にても むし ビ 、のへ れざ、 この 浦ば か，.^、 か 、る、 につ ぼに ひ 

たして 時の 間にむ しぬ。 さ，.^ けれ は 麻 蒸^い ふ 名 は をのつ から なれ，/」 、を..^. 火の わさ 

は ひに あ へれ は、 火に した かふ 文字 をい みて、 淺虫ビ は 近き 世に い へ る VJ  、老 たる 畏の 語り。 

こや、 ゆけ たの 數は いくらか あらん、 いよの ゆけ た をた る こ 、t> そした る VJ い へ は、 ゆ ふ 

津輕 は？ i,: 水 ねの こ 、ほど 多き 處も 侍らす、 わ きて 此 津輕 に は 泉の 数の い VJ 多し。 いっこ 7/^ に VJ ビ 

多し 
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へ は、 し b 給つ らん か K の 湯の 澤、 碇か關 の 湯、 大 ® 、藏 館、 嶽、 湯 谷、 切" 明ケ、 酸ケ 湯、 下 i、 

||^|、板留くカ*^0^沖浦、べー升內、大河原、田代、根子、猿、佐々內、追良瀨山、しか淺虫にて侍 

る。 又 涌し 湯 VJ て も はら あ，.^、 川 水の さし 入れば くみ もてた きぬ。 ^vのVJころ，//.^は、<r別 

の ほ VJ,o の 湯の 澤、 金 木の 河 倉、 尾 別內の ゆ、 浪 岡の ほ、/」.^ なる 本鄕の ゆ、 lil 門の ゆにて 侍る 

廿 三番 観音 一 ビ かたり、 いさた まへ 、あない 申さん VJ て 衣う ち ふる ひ 着て、 A 幡 のみや^ ころの、 山の かた 

蛆にぁ，.^け る に ぬさビ る0 を かみ V」 のめけ るかた に 觀世音 をお きて、 く ぬ ちの 寺め ぐ bvj 

て 三十 三番 をう つせ bo こ なん 廿 三番に あたれ， 0 ど。 かけた る 礼に、 「月 も 日 も 波間に 

浮む はたかし まふね に寶 をつ むこ-、 ちせ り。 みや つ この、 うは そく かも にしば し はかた 

ら ひて、 山路の たみた るかた を 出 くれば、 夢 宅 庵，.」 いふ 寺に、 藥師 ぶち を あかめて 湯の 神 ど 

せり。 ふた、 ひ 浴して、 あっさ わすれた. 00 

七日。 ひんかし よりし ほ 風の はけし う 吹 は、 け ふ も 又 やませの 吹て， 、ゆ もりの、 あさゆ あ 

みして け， 0,0 みち は 山路 あ， りて 馬 かよ ひ、 濱路 あ.^ て、 かち 人 磯った ひした bo うたう まへ 

のかけ はし を 渡る。 阈人 は、 ざう ま へ のかけ はし VJ も はらい へ bo 高 岸の 岩 つらに ヽ尋 斗の 

わきつ の窟 一 板 を わたして あやうけ 也。 ふり あ ふけば 木の 中に 婀岐 都が 窟 VJ て、 むかし、 あら 煆 夷人の こ 

.i-..^ し、 行か ふ ふね をう ち VJ  、めて 寳を うは ひたりし^、 けに や さかし き處 に、 人 さらに 至 
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らぬ いはや ざ 也。 「おぐ の 海 夷 か い はやの け ふ..^ さ へ おも へ はな ひぐ 風 や 吹らん、 など 

聞 へ て、 蝦夷 はか、 る處に 多ぐ 粞 たらん を、 むかし 人 もし かな かめ 給 7。 蛇 塚の 浦に 來 つ 

れご、 うらの ながめの ぃミ おかしければ、 ふた 、ひかけ はし を ふみて、 さ いの か はら を ゆん 

でに 千 貫 石の あた..^ よ..^ 馬 みちを わけ、 山に の ほりて 見やる。 う へ も 淸少納 言の、 S は 7,- ビ 

か はま VJ  、名 さ へ めつ らしう、 かいなし 給へ る も あはれ 也。 ゆのし ま、 かもめし ま、 はたかし 

まな V」 波の 中に た、 よ へ，. >0 わけ-/ \- て 蛇 塚の やかた を そなたに、 潜 II； 川 を わた 石の 

浦に 出た..^。 又の名 を 根 井 V」 いひ、 く； >-.-KV じょぶ。 うっきよ りさつき を かけて、 くゾ. 0 さ 

かの 海 栗て ふ もの を ビ，. ^て、 しほから VJ せり。 こ は、 あはび、 さたお かになら びて、 催- iiT 樂に 

うた ふの ひどく さ 也。 旅人、 さか VJ のにし b うたけ して、 これ を さかな に ゑ ひ、 ほうし ばら 

は 海 * 附 ど名附 て、 ひたな めに なめ、 たう ひ ゑ ひた ho ぃそのかみは小豆澤のほ>」..^ょ"山 

路をめく，C^、ぁるは、童子山中をゎけ神木の坂VJ いふ をお b て、 ふした る 岩の、 はさま をく、 ^ 

し 行か ひ をせ り。 そこ を 潜 【户、/」 いひ 潜 坂ぐ」 いひし 名 を こ、 にう つして、 磯邊の 不動 尊の 

岡の したつ か t」 なる 石 を、 わら は へく ゾり通 へ ば、 し か 浦の 名に お へり ビ。 その 神木の 坂の 

ほビ， 0 より、 むかし、 雌雄の 槻ビ て、 大 なるみ や 木の ふた もビ た て る を、 ，都に ひかれて、 お 木 

を、 いつれ のみ か VJ にや、 ゆん て の 御 柱./」 し 給 ひし ビ 、杖に か、，..' た る 翁の、 しら ぬむ かし を 
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つばらに 傳へ かた， 0 ぬ。 こ、 は 何の 庄ビ かいふ ビビへ は、 橫 內組ビ いら ふ。 お ほむ かしに 

津輕は 郡の 名た れビ、 今 はなに 組 、かぐみ、/」、 親 村の 名 を もて 組ビ さだめて、 庄ビ おなし， 「聞 

へ 、なかむ？" しょり 津 刈の 五 郡 いふ あ， 5、 田舍 郡、^ 賀郡、 花輸 郡、 馬 郡、 入 馬 郡、 庄ぐ」 ビな 

へしぐ，, も、 今 はも はら、、」 はせ さ， 0 けり。 K 越れ は 雄 元の 形 をせ し t 石の 立たり、 浦 島 森、、」 い 

ふ。 大沛、 小 浦、 冠 山ビて おもしろき 磯山 也。 關 のこな たの、 みさかい，、」 高う、 社の あるに ま 

うつれば、 神ぬ し、 御前 をき よめけ るか かたりて、 これ は 山城の 食 船の 神 を、 いにし へ うつし 

奉る。 辨財 天，、」 いは ひまつる 末社 あ，..^、 これなん 鬼が 女 十郞姬 のみた まなり ビも、 又 義經の 

をん なめに て や あらん 旭の 前ビぃ へ るか、 此君 をした ふの こ 、ろせ ちに、 寄りた る 船の 中に 

お も き 病 を して 身 まかり 給 ひし を、 こ、 にけ ふり ビ な し、 しらほね は 山お くの 玉 淸水ビ いふ 

村に 埋み、 嫁して しるし をた て、 その 寺 を 朝日 山 安養寺 常 福院ビ い. ふ。 又 神の 社 あ.^、 祌明 

を あかめ 奉る。 布 細 の 御前 にかし こま， 0 て、 「お く 山の た きりて 落 る 瀧 つ 瀨の 玉ち る 斗 

ものな おも ひそ？/」 すんして、 かみぬ しビビ もに みさかお.. ^く。 その 鬼 か 娘ぐ」 はいつ この 鬼 

にて か。 云 、蝦夷な，/.! のた けき をい ひしに や。 朝日の 前 も、 いつら の 人ぐ」 もさら にった へ も 

さ ふら はす。 こなた へ ビて， 至に さしい さな へ るに、 あやしう さし 出た る 岩，、」 もの あ， 9、 名 を 

龍 の nvj い， AO ぐ」 は、 あら ほ 一 を 波の 中 まてもう めくらせて まもち た， 00 磯山 かけに、 けさ 
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も. o ビ いふ あ，.^。 むかし、 すきやう 者の けさ かけた るい はれ あ，. ^0 良の かたに、 9 呂 左： ^VJ 

いふ 蝦夷 人の 栖し 家の あ VJ あ， 00 た、 み 石、 わし. り鄉、 はた 祖母 石ビ い ふ は、 その 立 石の 又 

の 名 也。 じろさくが妻の老たるころ、ゎが子の^1液島ゎたりしたるをこひゎび、山にたてるが 

石ビく ゑした るす かたな， OVJ  、望 夫 石、、」 おなし 物 話 をせ h^o はた、 水 江の 浦 島 か 子の ふるこ 

VJ を こ、 に ひいて、 むかし かた.^ あり。 網 屋 場ビぃ へ る處 に、 義經の 車に の.^ て、 眞 くだり 

に 磯に く？： i,.^ 給 ひし ふる あ VJ あ， o。 はた、 よしつ ねの こ、 に 船つな かせ 給 ひし 巖を、 はなく 

野 內の關 一 り 岩 VJ て猶 あ，.^。 山の 名 もし かり。 かくて 野 内の 關 のく いぬきに 入て、 せきて わなして 越 

ぬ。 かみぬ し柹 崎な にかし が も VJ に 休ら ふ。 あるし の 云、 乃 南以ビ はも VJ 蝦夷の 辭 にして、 

まこ ビは 鷲の 尾の 港 どい ふ。 むかし こ、 に、 鷲の 尾羽 落した るた めし も ありて な VJ 聞へ き。 

「人 VJ はぬ 太 山の 鷲も哀 な..^ -誰 にむ くひの 羽お ビ すらん OLVJ いふ 歌の こ、 ろに も、 かな ひ 

つらん か レビお も ひ 出て、 すんし、 風の いやた つに、 

なれ も 來て身 を や ぬらさん 鷲の 尾の こ はみ など 風う しほ ふくな り。 

綱 不知、 原 別、 作リ 道な VJ の 村 を へ て、 群 松の ある を 五本松 VJ かいひて 名た、..'、 茶屋 町 ど い 

ふ處 より、 瑭川 VJ てい VJ 大 なる 流に 畏橋を かけた bo 岸の こなたに 遠う、 ゆんで に、 飽脛勝 

の 神の 杜 VJ いふか 見 ゆ。 めての きし へ に 木の 高う 茂りた る は、 武 南方 富 神 を 祀り舉 る VJ い 

率土 か濱 つ；： ひ  二 Q ル 
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へ 、り。 河 は、 みな VJ のい V」 近し。 かつ 渡，.^ 靑盛 にな， 5 て、 市中 を はる-/ 、米 町 VJ か はつ 

れば鳥 頭の 杜 あり。 かくて、 ふた、 び 烏 鶴の みやし ろに、 ぬ さ 手 2 奉る。 つたへ き/、、 延喜 

の 御代 VJ やらん、 善 知 鳥、 惡衞 のいた く 群れ あさりて、 濱田、 浦 田の 早苗 ふみした き稻 のみの 

ら されば、 國人 うれ へて 都に うた へ 申し かば、 か らし め 給 ひて 、 その 鳥の むく ろ を 集て 山 VJ 

し 、 高く 塚し たり V」 も、 あ る は 、烏 頭 大納言 藤 原 安方 朝臣 V」 いふ やん こ VJ なき 君の、 いつれ の 

御世に なにのお かし あ， りて か、 さすら へ おましまして この 浦に て かくれ 給 ふたる が、 そのみ 

たまの 鳥 VJ なりて 海に むれ 磯に 鳴て ける を、 しか 名に よ ひ、 その 君 を 齋ひ祀 て 鵡大明 神 VJ 唱 

ふな VJ  、浦人の 耳に 幾た る 物語 VJ もの あり。 今 は 楝方明 神.、」 あかめ 奉る。 宗 像の 神 は、 三女 

神 を祀り てけ る も ゆへ や あらん、 いさしら ぬひの 筑 紫な る 、胷肩 の 郡な VJ の 物語 も や あらん 

か。 此 みや ビ ころは、ふたも 、  >」せのむかしごゃらんに、こ /- にぅっした，.T^OもVJも、そのふ 

るめ の あ， oyi 聞て 見 まく、 新 町 VJ いふ 處を 出て Sf 一の やかたの はし、 安 潟 町の すち よ， 0 こな 

たに 在る 大 みちを 左に 入て、 田の 畔 つた ひて、 いっこな らん V」 、草 刈る 翁 に錢 V- ら せて あな 

いさ すれば、 毗 沙門 天 王の 杉 村 を いくはくなら や 離れて、 耕 田 山 を ゆんでに 遠う、 岩 樹の嶽 

をめ てに むかひ 兒て ゆく，/,^ 至れ は、 あれ 田の 中に 小高く 木の ふた も V」 ならび 立る に、 草の 

ふかう しけ， 0 たる 處ぁ ，0.0 一  も ビの木 は、 いたや ビ ていぐ」 多？ -る木 なれ，、」、 いま 1 も V」 は、 な 


善 知 鳥 沼 

善 知 鳥 多し 

つなお、 


鶴 に 似た リ 


にの 木 VJ  、さらに 杣山賤 すらつ ゆしら さる 木に て、 た  山の 木 VJ いひ、 山の 木ば やし VJ いふ。 

こ /"なん、 そのむ かしの 跡な，.^、、」 をし ゆ。 此木も 近き ビ しまて、 ふた も VJ ありし か は 二 本木 

ヾ」 もい ひたり。 いにしへ 靑森 VJ いひ 初たり し 名 も、 こ、 や 山 口た らん。 その 一 も V」 の、 名 も 

しれ ざり し 木の、、、」 し を へ て朽た ふれし か 、板屋の 木を殖 つぎて 二 本木の 名 はかれし な 

V- 、はた、 此ニ 本木の ほビ りより、 いまの、 う ビ ふの 林の あた， 0 まて 大 沼の ありたり けん。 そ 

れ をう VJ ふぬ ま て、 う VJ ふ 鳥の むれす み、 この 山の 木 林に も 多 か， 0 けん。 こ に 來寫た る 

ビ いひった ふ その 鳥 は， 今 七 里 W も つ なぎ V」 もい ふ。 都 奈耆は 觜に緘 の ， ) VJ きも の ありて、 

うるめ、 いはしな ビ 、さ 、やかの 魚 を ひし， さし 貫きめ さり、 斯知里 は、 七 si の灕 も機邊 

も 見へ ぬまて 多 けれ はしかい ふ V> も、 又、 しち， ov」 つなぎ VJ はおな しから じ V」 も 申き。 われ 

わか かりし ころ は 沖の り わさ をのみ して、 1 ビせ、 風に はな たれて 小島 ビ いふ 處に ^-らくし 

てっき、 舶 にす b を 加へ 風 まつ ほ V, に、 かて つきて す へ なう、 此 鳥の 此嶋に 多ければ、 曰の 入 

て 海よ.？ 島に むれ 歸り來 て、 つちの そこに ふかく、 こ 、らの 穴 ある をた ビ， 0 て、 さば への 如 

くむら がる を、 たの ご ひ、 小 綱の はし もてう ちお VJ して、 あぶりく ひて、 や、 命い きて 松 前の 

わた. 0 したる こビ め， 00 松 前の 沖べ に は、 その 鳥の い，、」 多し VJ 語， 0 もて 翁 を 別た， 00 翁 か 

もの かた-..^ のし かすかに おかしう、 うべ も簡 へ たり。 善衞を ゑが きしかたな VJ を 見れば 、鶴 

率土 か濱 つ， ひ  11 二 
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のす かたして いろい ビ黑 く、 觜 を赭黃 にいろ》」， 足 は、 うす 墨に ゑ かぐ。 頭 はたかべ 、あち 

むらな ビ にこ ビ なら やして、 服の あたりに 白き 羽の まだらに 生た て bo おも ふに、 みちのお 

ラっほ 

くの 人、 わきて この あたりに て、 穴 >1 なる もの を さしてう ビ ふ ，/」 いひ、 うつ ほなる 木 をう ビ ふ 

木、、」 い ふ。 南部の 山里に 至りた るぐ」 き、 のりた る 駒の、、/」 ， ビ 、ふみ、/」 ヾ ろかせば、 いたく 鳴 

りひ、 く  ころ あ， 00 いかに ビビ へ ば、 こ 、は、 う ビ ふ 坂 なれば、 かぐ 鳴，^ て 侍る ビ いら ふ 0 

ヾ J ころ，/ \\ に 穴 >1 坂、 う VJ ふ 山て ふ 名 も 聞へ た，.^。 さ， ければ この 鳥の、 うなの ほ、、」， 0 に 穴 

を ほ b うかち て巢づ くれは、 しか、 ビ りの 名 を 空 鳥ぐ」 やい へらん かし。 善 知 鳥 沼 は、 鳥の 多 

くむれ あされ はい ひつらん か。 この 沼 も 潟に て や あらん。 海士、 山賤等 か、 いやしくも 滴ミ 

湖 VJ 沼、、」 を、 お ほ ぞう ヽ おなし さまに 呼ぶ たく ひの い W 多し。 さる 潟の きしべ あた， 0 に、 椰 

須て ふ 木な ビの生 ひたらん を 滴の 名 VJ  、むかし 人の 呼た らん。 はた、 彌栖 潟に て や あらん。 

ふ るき 歌に、 「みちの くの そ VJ か はま へ の 喚 子 鳥 鳴なる 聲は善 知 鳥 やすたか。」 この こ 

ろ は へ も、 鳴 こ ゑ は 穴 v! 鳥に て や、 すめらん ビ ころ はいつ こなる よ、 安 潟なら んビ おも ひや， 0 

給 ふたらん か。 叉 も かい 聞へ たきこ ビの くさくな れビ、 猶 ひが こ マ」 の、 かたはらいたげ な 

れは、 かい もらして 、こ、/」 ふみに のせつ。 沖 館、 新田 を 過て 大： ぼの はまや かたに 宿 かる。 こ 

，つして ける にゃあらん、、/」 く 休ら ひて よ VI て、 なさ け，/^ しう 湯な VJ ひかせ て暮た り。 


リ 4 ひ な M 
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漬 


大濱又 油 u 


鶴 神 山 

飛鳥の 浦 


星 會の签 や あ ふかん 雨 もよ の 雲 ふきはらへ 外 か はま 風 0 

いよ、 風 ふき 雨 さ へ ふ.. > しき..^、 浪のー 昔の 高う 聞へ、 衾に すたく S のうる さく、 雨の、 ぁビ枕 

にもり した/ -  ,0 て、 ビ， 0 は嗚 .2  ,00 

ねられす よ 泉郞の VJ まやの 波 まくらぬ る 、なら ひ，、」 かねてし りても。 

かくて あけたり。 

八日。 あめ 風の 猶 はけし う、 しほ 霧 VJ い ふ もの 窓よ 吹 入て、 いやさむ きに ノ める しの ビラ 

め、 なによ けんさて、 潜阪 のかせに 靑杜の 巨波 久渍ビ いふ もの を もて g しる そしな^、 時う 

つれ ビ、 つゆの あま はれ もな う、 え 出た 、す。 この こはくつ けて ふ もの は、 ほ や、 す ぼや、 い 

ぬ す ぼ や な ビ 、 た ぐ ひ の い V  J 多 き か な か に 、 酸 保 V J い ふ も の を つ け た る 0 そのいろ の、 琥 

珀に似 たれば 名つ けたり。 . 

九 曰。 山背 風い や ふけ V」 曰の ほのかに てれ は、 油 川の 泊 を 出て 瀨田 S 川 を わたる。 むかし、 

皐に 鶴の 子う める か 野火の か、 りて やけ わたる を、 めづ る、 子 をお も ふの 心せ >r に翅 やかれ 

たれ は、 おつる も 飛 來て羽 を ふため かし、 もに 死た， その 鳥の あぶらの 流 たれば、 大溶 

の 又の名 を 油 川 ビ はいふ ビ なん。 鶴 神 い ふ 山の ゆん てに 見へ た， o、 そこにす ぐ ひたらん。 

十三 淼を へて 十 曲 川 を わたり、 0 澤、 夏 井 S を 過て 飛鳥、/」 いふ 浦の める に、 ビ もな へ る 人の、 

率土 か濱 つれ ひ  ェ lnj 
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「きの ふ，/」 いひけ ふ くらして 、くちす さみ つ 、た、 すめる は、 細き なかれに 女の 物 あら 

ふに こ ビ yj へれ は、 「飛鳥 川せ 、の 玉藻もう ちな ひきこ ろ は 妹に よ， 9 ける もの を o」 ビ VJ 

な ふれ は、 は VJ わら ふ。 かくて われ もた、 すみて、 しほ 浪に 水の へた てられた る を、 

これ も 又 うらの 名に お ふ あすか 風 ふくに まかせて ふちせ ど そなる。 

瀨戶 子な ビの濱 を くれば、 れいの 道つ くる ビて、 蝦夷 人の、 木の 皮の 糸して 織な せる 阿 通 志 

て ふ 衣に 繡 したる を 着、 ある は、 この 浦の 乙女ら かをりた る、 はなた の 麻布に、 背の あた..^ 斗 

ふ、、」 きしら 糸して、 あやにぬ ひものし たる を も 着て、 男女 さはに 入 まし b  、手 こ V」 にかな ベ 

ら、 てんす き、 たち、 かつ さびな V」 を たっさ へ て むれり。 瀨 子、 奧田、 前 田、 淸水、 內眞 部、 左 

堰、 小 橋、 六 枚 橋、 後 潟の 浦に いたる。 行人 嶽 VJ てい ビ 高山の 見へ た .^。 四 斗 橋、 中澤、 長 科 

を へ て阿彌 陀川ビ い へ る村ぁ^^、小橋かけたり0 此 なかれに、 むかし、 すきやう 者の、 あみた 

ほぐ」 け を ゆく，.^ なう えて、 浪岡 村に 庵つ くりて、 を こな ひ を，.^ し 物語の あ bo 村 を さか ふく 

ゐ せに、 蓬 田村ビ かいつけ たる をう ちま もれ は、 來か、 る 人の、 よごみ だ 村 ビ さ ふら ふ VI い 

ふ。 此ぁた..=^のぅら人は、蓬をょごみビそぃふめるo すみし やた そな らん、 大 館の あ ビ>/」 て 

ありけ， 00 かつ 行て 鄕澤 どい ふ 村の あ あ，^。 卯 辰のう ゑに、 いさり する に 魚た にあら て、 

犬 をつ くり 馬 を 屠，；^ て くら ひた b しころ、 人身 まか. 0 やけた， りし ビ0 瀨戶地 を へ て 廣瀨ヾ J  , 


f  の 么 


ゼ く b  かよ hf; ふ 入力 <: x」，s 


石 i ャ孓- え t マ パ.- え r 


.1?、.^  係え 

ォ ほ.^?  f  -  ノ t 


^^-M  ^ , ぜ. ぶ—，、、 ュ 

ノ常" Yi,/C  . 
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いふ ビ ころ の 細き 流 にの そみ て、 「ひろ せ川釉 つく はか，. あさ きを や- -、 ろ ふかめて わか 

蟹 田.^ 過ぐ おも へらん OJVJ  、おなし 名 あれ はこ 、に すんして、 S 田のう まや を こ ゆるに 川 あ， 00 つな 舟 

くりわたせ， 00 中師、 石 a 、深 泊、 小 館、 二 ッ屋、 杉の 浦に 至る。 もビ こ、 なん 「見し 人 は VI 

ふのうら 甌 音せ ぬに、 マ」閬 へし VJ ころに て、 そのむ かし は菅ノ  VJ いひし か， 、い まし 世に は、 

なへ て 杉て ふこ ビを村 名，、」 はよ ぶな，/」 いへ る 人 あれ V- 、うべ な，.^./」 もお も ほ へす。 今 を 

野 田 付に て 一 過て 野 田の 村に 泊 を さたむ。 村屮に 小川の ふたつな かれたり。 その ひ./」 つ をい ひて、 「し 

ほ 風 こして みちの くの VJ  、も はらこ 、 にな かめた りし 歌，/」 いひな かし、 仙い $1 は さ ら なり、 南 

部路 にい ふ すら、 うた か はし ビ、 うら 人の い へれ、、」、 いか、 あらん か。 こ、  >ヒ もこ、 ろゐさ 

れざ、 月の かけおち てす、 しう おかし けれ は、 見た 、すみて、 

ゆ ふ 月の かけこ そみつれ しほ かせの 越て ふ 野 田の 玉 川の 水。 

しほ 風 こして 氷る 月 かけ、 ビ、 すんして 更 たり。 

根 岸雜觀 十日。 あさ 日、 島 かけより さしの ほる ころ 宿 をた ちて、 みちし はしくれ は 极岸ご いふ VJ ころ 

に 至る、 又の名 を 根 椅？」 そい へる。 此 ffi 人 は、 いむへ き やま ふい V」 多し。 むかし はかく 家居 

の數 なか，..^ しか VJ 、いっこな らん か、 男女 いくはく の 人の 船に のり 來て、 こ、 に 住つ きて、 mf- 

はすな VJ  ,o を わさ VJ し、 女 は 割 織 VJ て 、窳苧 の い V」 をた てぬきに、 毛布の やうに あつ ./(- ど 

率土 か濱 つれ ひ  ニー 九 
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をり ぬ。 出 羽の 淳 代に をる 割 織、/」 はおな しから じ。 こ は 新 保 先 織 VJ いふ ものに 似たり ビ。 

ある はいふ、 此 流人 は 越 前の 國 なに かしの 庄 より 來る VJ もい へれ は、 さも ありぬ へし 。くに 

うざの：；； 1 に、 ねっこ かみ 衆 V- いふ。 うべ ならん、 ものい ひぶり の、 VJ ころ 人 VJ おなし か らざ 

る 也。 この 磯山 かげに 湯， M あ，.^、 根 搰の湯 ど いふ。 その ほ VJ りに 畏屋形 やま、 ある は丸屋 

形、 腰懸な VJ いふ 山 VJ もの 見へ た.^。 平 館に 來 け.^。 石 崎 の 浦 をへ て轉々 川 VJ いふ 浦 やか 

た あ， 00 「うな ひ 子 か 氷の 上 をう ちなら すいしな つ ふての ころ- >(\» の 里 0」ど おも ひ あはせ 

たる 歌 あれ は、 うち 戯れ、 うち すんして、 小石な かる、 小 河の へたに 休ら ひて、 

VJ きもい まかし か 鳴らし ころく ど 名に たてて ゆく 秋の 川 波。 

宇田、、」 いふうら に 來る。 「みちの くの it 田の 小： m のかた せ 貝 あはせ て 見た き 五瀬の つまし 

ろ。」，， J よめる は、 宇田の ^ にて や あらん。 な へ て、 み のおく に 宇田 VJ いふ 處 のい ビ 多し。 

いくほ ごな ぅ傳 治が 宇田て ふ 磯邊 をった ふ。 鉢か綺 VJ いふに、 その さま、 人の 蹲りた るす か 

たの 石 あり。 磯 近う ふり か へりて 見れば K 人の 狗飼、 ある は 山た ちな VJ の 居た るに ひ VJ し。 

門 建 岩 ど い へ る あ， o、 窟の觀 1 昔ビて 鳥居め h>0 むかし、 鬼の こも. 0 たるい はや Vj な..^  VJO 鬼 

泊 川な V」 わたり、 かたが. 0 石 を 見過て、 叉、 綱 不知て ふ 名の 聞へ たる 浦に 來 る。 南部の やま 

霧の 中に 1^ に 見へ て、 舟 どもの 見へ た hso 
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ふね あまた かけし いかりの つな しらす をち のな みまに なかめ かる 海士 0 

岩 招 VJ いふ 處の 磯山の 白瀧ビ て、 おかしう おちた， 00 鉢か鄉 のこな たなる、 淸 水の 澤の 瀧よ 

b- は 5^ こそ まさ-^ りめ VJ 

一昔せ す は あ， 0  VJ も そこ V> しら 瀧の い VJ  くり か へしな かめて そ ゆぐ 0 

錦濱 に來る 一 奧 1^ 部の やかた を 過れ は、 茜澤 VJ いふ、 ま はになる 浦 あ， 00 小高き 處に生 ひしけ りたる 木 草 

の 根 まて、 みな 赤く、 渚な VJ は 血 を 流した らん かこ./」 く、 そこに ひれふる いろく やすら、 あか 

そいな VJ いふ 魚 はわき て 色 こく、 なへ て、 此 浦の 魚なん 赤し./」 人の 語る。 うべ、 濱の眞 砂 も 

猩々 石ビ もい ひてん か、 丹砂 な^や あらん か。 近き 世に、 こ 、を 錦 avj そ 名に いふめ る VJ 聞 

しか は、 

誰か 糸に よ..^ て まさこ をから にしき を， なみの か ， るなる らん。 

鵲、 鷲 多し 一 砂 か 森 VJ いふ やかた あり。 鷹の 岬 VJ いふ をへ て、 高き を 下りて 海 ベ たのみち あ， o、 山路 あ 

>90 なぎさに 大石 のた てるに 龍の すく ひ、 か ヾ なく 鷲の 聲も聞 へ て、 い VJ す さましき あら 磯 

也〕 胎內潜 V」 も 犬 潜 VJ も、 ある は、 しろい ぬく >-,.^,y」 もい ひて、 その 高さ いくはく ならん、 ひ 

母 衣 月 過ぐ 一 きまた の やうに 分れた る 岩 窓 を逋. i し、 かつ、 母 衣 月の 浦に 休ら ひ 舍利濱 に 至る。 地 藏の瀧 

VJ て、 ひ はらの あた， 0 をお かしう おちた. 00 この 地藏 菩薩 は、 今 別の 浦 やかたに 在る 本覺寺 . 
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の 五世 桌傳 和尙 建ら れ たり どか。 此 僧侶 世に 閡 へた-りし 人に て、 都よ， り 今 別の ふる 里に 歸. 

り 、享 保の 末の *  J ろ 身 まか れ， なん。 その どこ を あ げ てこ V」 /\ に 記した る 、柬域 念佛利 

益 傳 どい へる ふた 卷の ふみを 見し こど あり。 この 瀧のお ちく、 流の 末の あた b の眞砂 を か 

いわくれ は、 黑き 砂の 巾に ましり て、 露の こぼれた る やうに 石舍 利の い 多し。 こ は 沖邊に 

舍利 母石ビ て、 ふせる かこ ビき大 5 おの ある。 そのめ ぐ，.^ に 、した？ みの A 重 は へ わたる か、 

晴れる 星の ご ビ になり いつる が 海に おちて、 浪に、 さ-/」、 い さな はれて はこ、 に 寄りく  VJ な 

ん 、 う ら人 のい へ， 00 「見渡 は 近き も の か ら磯 かくれ か、 よふ 玉 を VJ らすは やまめ o」^ い 

ふ 歌の こ 、ろ も、 しか VJ すんして、 名 は 七 曲？/」 いふ つ 、らを 十曲リ もお..^ て、 深澤 VJ いふ 磯 

山 かくれに おもしろき 處の あり./」 聞て、 大 泊の やかたに 人た のみて あない さすれ は、 こ、 は 

せん ぢ やうし き、 こは讓 岩、 鯉 岩、 ある は 武藏坊 の あし^た、 かね かけ、 姚子、 い ぬのく び、 象 

の 形、 なにく れノ  \ ビ 、大な る、 いはや V」 の うちの 波 をし の ぎ てめ く h> たる。 うへ も、 こ VJ な 

る VJ ころな， o。 ふた、 ひ大 泊の 濱に 出來 て、 黑犬潜 を 趣て. 5 崎、 yJ いふ 衬 めり。 四方 内 川 を 

わたる。 六 栗 山、 五本 嶽、 關內 山な V」 見へ て、 衬 はしに ふ る つかの ある は、 日 持 上人の、 こ、 

に、 ほく ゑき やう を 石に かい て埋 み、 松 前の 島 わた、 りして、 こま に 至，. > 給 ふたる ふる ぁビ > 

て、 人な へ て V」 ふ^め，.^。 一 本木ど い ふ村ぁりて山路め.c^、はまみちぁり、ゎれは、はまちを" 
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C て 


今 別の 浦 行て 今 別の 浦 やかたに 至る。 京 川 VJ いひ 都 川 V」 いふ あ，^。 むかし、 やん こどな き 人の 此水 

むす ひ 給て、 こや 此 流の かろら かにして、 都の 水に 露 斗 も たかはし VJ のた まひし，.」 て、 名に 

は £ 中より なかれたり。 其 河のへ に、 かみ さ ひたる 八幡の 社 あ bo 近き むかし、 此杜に ふるき 齋 槻の枯 

古辦 

たる を 伐し かば、 その 木のう つ ほよ-り、 ぐちた る鏃 のい くらぐ」 もな う 出た， OVJ い 〈り。 此も 

のかた..^ は 仙 臺の邊 にも 聞へ し、 兵 等 か 射 立て 神に 奉る ものに て や。 高徳 山 正 行 寺の 前 を 

入日の 岩 過ぬ。 智覺 山本覺 寺に、 な も あみた ごな ふ聲/ \ 聞 へた， o。 この ほぐ」 りに 入日の 岩 ど いふ 

あ，.^。 むかし、 た ふどき 人の、 落日 を をろ かみ 給 ひしょし をい ひ、 はた、 ほろ づきの ほ VJ,o な 

る 岩の 上に て 筑紫博 多の 一 行 寺の 僧な にかし、 三 H の ほ、、，、」 みのり を-、」 きて、 浦 入 むれ 集 ふ を 

りし も、 「. 通路の 外 まて 照らす ほろ 月の 释迦の 御 法に あふそ うれしき、 VJ そ、 なかめ られ た 

るな ど 浦人の かた b たり。 やすみ じし、 わかお ほきみ のみけ くに VJ て、 並 S 天の した、 いつら 

のぐ まわ もの こ、 りなう しろしめして、 率土の はま 風 もた ひらかに 吹 を さまり て、 機う つ 狼の 

か /- るかし こ. r 御代 どて、 行か ふ 旅人 もい どや すげ なる をめ でて、 よろこ ひの なみた に猶釉 

今 ぬらしぬ。 いは ゆる 今 別 石 ど て、 磯輪の 玉 ひろう。 ある ふみに いふ、 «戰 はも ど蠻 夷の 名た 

,9、 その 國に寶 石 あ. o、 中つ 國の人 はこ，；： を詠觀 VJ いふ。 その 色殷 紅に して、 大 なる は 栗の 

こ VJ しビぃ へ る も、 此濱に 在る に まさ，.^ や はする。 こ はみ な寶 石に こそ あらめ V」。 
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もろこしの まかつ もこ、 にあ. - きぬの たか あら 玉 をい さ ひろ はまし。 

:g 名 V」 いふ 浦に 來て、 「風 渡る 溶 名の 橋の 夕汐 にさ、 れ ての ほる 海 士の捨 舟 ど、 おなし 名 

なれ は、 爲家 のた まひし ふるこ ビを すんして、 遠つ あ ふみの 名"」 ころ をお も ひ いづ。 堦 川の 

浦 をへ て£崎ビ いふ S に 曰 はくれ たり。 いっこな らん si の 遠う 聞へ？ は、 「千 

年 ふる 松かさき に はむ れゐつ、 鶴 さへ あそ ふこ、 ろ あるら し 。」. こ いへ る 歌の こ" ろに も か 

なへ bv」 、その 名 V」 ころ をお も ひやり、 し はし 間た、 すみて、 あやしの まろ やに 宿 二 ひいね 

たれ.，」、 なにく れビ いぶせく、 いも やすからて ひましら みた h^o 

盱山 へて つかれし 夜半 はくさ まくら かりねの ゃビに ゆめ もむ す はす。 

十一 日。 松 前の. き、 浪の 上に 遠う 見やられて、 しほせ さしの ほる、 あさ 日ので みちた る 

ころた. X て 三-偽 屋の 浦に つきた ，00 かの、 みた， りのお ほん まふけ V」 て、 三の ふなよ そ ひして 

磯 近くつな ぎ、 脚 艇なビ いつくしう 見へ た.^。 此浦 やかたに 神明の みや V」 ころ あ b  、養 信 庵 

V」 いふい ほ、 り あり。 御厩 石の ほ よりの ほ， りて 観世音の 堂 あり。 こ は、 む？^ し、 越 前の 國 

足 羽な にかし V」 いふ 人の 夢に、 われ t 久しく ミに亇 り、 ねか はく は、 みちのお くの 三 馬 

屋 にいた，？ 島 わた， -の舟 をュ、 も， - 、浦の まもり ゾ) な..^ ん，. 」 見 おごろ きて、 いそき この 浦に を 

く. oi^ らん V」 おもへ、、、、」、 よるべなければ、 すへ なう 月日 を ふるに、 そのく にう ど久 末な にか. 
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問 丸 伊藤 n 

00  i 


圓空來 リズ 


？ 1^!! 听 持の 

響 像 


し VJ い ふ もの 律輕に い きて、 檜 原の 杣に宮 木 伐ら せ、 お ほふね につみ く  VJ て、 ふなて しける 

VJ 閡て、 これにた ぐ へ て、 みほ V」 け を 奉れば、 久末、 VJ しころ 宿. りつる 問 九 伊藤 五 郞兵衞 が も 

VJ にもり いたりて、 しか，/ \- のこ VJ あ， OVJ いふ。 あるし は、 ひんかし のみてら のな がれ をく 

みて、 こ VJ のりの をし へ に はかた ふかて、 を，^ も あらん VJ て、 から うづ に、 ふかく を さめぬ。 

ヾ J し へ て 足 羽が も VJ よ， 0 出たり け る 圓穴ラ J いふす け、 島 わたり せん VJ てすき やうし 來，. ^て、 

これ も 夢 をし る へ に、 みちの くの 國に いたれ は 三 11 の 港に つきて、 そ の ほ ビ けのお まし ま 

せる 宿ビ もしら で 伊藤 かも V」 に 泊， 0 て、 この 浦に さる こ V」 や あらん、 い つ こならん。 あるし 

こたへ て、 わが 家に こそ あなれ。 こ は、 ゆく..^ なう さちなる かな V」 よろこ ひ、 猶たふ VJ  く、 わ 

れ 御堂 を 建ん ビ。 此 法師 かくて、 三 11 岩の 上なる 磯山 を ひらきて、 そのみ ほ VJ け をお かん。 

この 觀世音 は 源 九 郞義經 のきみ、 かぶ V」 に を さめて、 そのた かひに、 しか まの かち をえ 給 

ふの ごこの まし ませし、 1 寸 一 一分の、 しろ かねの、 みかたし ろな りけ-り。 それに、 足 羽 かも ヾ J 

へ の もんじ やう、 花押 ある を そ へ たり。 Mi 仝み づか ら觀昔 の 像 を 斧 もてつ く， o、 しろ かねの 

みかたし ろ は 木の みかたし ろの むねに こめて、 その もんじ やうに、 圓签 法師、 あり つる ゆへ 

を かき そ へ て 伊藤 かも V」 にい ま猶 あれ ざ、 いたく ひめて、 この 浦人 すら ゆめし りたる もの も 

あらね ビ、 ある 法師の こ •、 に VJ し を へて、 な，. > むつび たる ど-て、 その あるし が、 このほう しに 
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のみみ そかに 見せし どて、 か の ほうしの 人に かた，. M しい ふ。 いご ふるめ ける 紙の あっ^. \ - 

ヾ」 したる にかいて、 義經 VJ あ， 00 又 圓穴チ 法師 か 書 そ へたる かみ は 新し けれ V- ノ」 ころくし 

みの はみ て、 文字の さた かなら さる も ありき VJO その 圓穴 >1 か 作れる 観 世 昔 を、 一 せ、 み VJ 

は. 0 ひらいて 人に を かませ 奉れ は、 雨風し きりに して 海 あれ、 ひかり、 かん けし たれ は、 此 

た、 りに や VJ  、いそぎ VJ さしてより、 いま は 住 $ 曰の ほか、 さらに 拜み 奉りし 人 も あらし ごか 

た， 9、 寿の 末 は 三 寶鳥も かなら すきな く、 も V」 もた ふごき V」 ころな ご 浦人の 話. リた. 00 「け 

ふ も かも みやこな りせ は 見 まく ほ， 0 こしの 三 馬 f}*.* の V」 にた てら まし。 一 VJ  、寸 んじ ぬ。 人 も 

しかお も ふに や、 松 前の きみの 贐に、 「船う けて 月 を み ま や の 浦邊 行ら ん o」 ご 、太氣 能 綾太 

がな かめて 奉る かた 歌て ふ もの を、 かの きみ 1 益の 皿に か 、せ 給 ひし VI なん。 この 三 翳の、 

新 谷 勘 兵衞 VJ い ふ もの 、御に 在つ る 梨 子の い VJ よけ" ば、 お ほんつ かさ VJ やらん めして、 め 

て 給 ひし あま， 0 紅梅 瓶 子 VJ 名つ け 給 ふ を、 われ も 人 も 接換、 寄 枝 V」 し、 ある は嫩 なる をう つ 

して、 いさ 三 S 梨 子，、」 て、 その 果、 津 刈の くぬ ちに い ざ 多 L。 その も VJ は、 此宿 なりし VJ 人の 

いひて、 ュ の 門 をす ぐ。 宿て ふ 宿に す、，、」.^ 淸め、 その も ふけな へ てなら や、 いつ/ \ の 日、 

む さ し をた ち てこ、 に 至り 給 ふ な VJ  、ん さ は に い 力みち て、 し はし VJ て 休ら ふかた も あらね 

は、 fe? 姨の 浦に いさ 行 てん どて、 三 場 屋の はしなる 中濱 VJ いふ V」 ころに し はし 休ら へ yj  、此 
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あた. o も 屋根 ふき か へ 、さう し はるな V」 い VJ なけれ は、 磯邊に たち、 港な る 胄石ビ てた てる 

を 見た、 すみ、 朝 川 わた. 0 て 算用 師 VJ いふ 村に 來け， 00 この 山河 を さかの ほれ は、 小 泊の 浦 

にぃっ，ZJぃふ山越のみちぁ..^o 六 丈 間 yj いふ やかた を へ て 藤 島 ど い ふ か あ 、その やかた 

も あ. 0 き。 あかわし b のみちに 行な やみ 休ら ひて、 

春 は^く 花の すかた を 寄る 波に 見せて そか 、 る 浦の 藤 島。 

小 家 此 めたり、 過來 しかた も、 柴 ふける 屋に 木の 皮の ir; さして、 磯邊に か， 0 の栖 居して、 夏 はか 

b  、ひろめ からん 料に そせ.^ ける。 眞 砂地に ほした る HB? 布 をのした、 し、 ゆ ひ つかねて、 男 

女い VJ なう 見 へ た bo 厳の 上に の ほりて 四 枚 橋 VJ て、 細き 木 を いはの はさま ご VJ にかけ わ 

竈の 澤村 たした る を、 う よる 波のう へ あやうけ に ふみて 竈の 澤村 にな b ぬ。 この やかたの 邊に、 田 

村將 軍の、 ゑみし をう ちた まひし ころ、 す へ たりし 签のぁ VJ ビて あ，.^ け ，0-0 舊烏銕 を わた 

上爲鐡 ,.^て、上烏鍈の浦VJ ぃふゃかたに巳のマ」き斗に つく。 此 浦人 はも VJ 蝦夷の 末ながら、 ものい 

Eg 夷の 後裔 ひ、 さらに、 こビ うらに こ どならす。 近き む 5, し VJ やらん に 鬚 そり 頭 そ，. 0 て、 女 も 文身 あら 

て、 そのけ ちめ なし 。うらの を さ 四 郞三郞 VJ いふか も VJ に 宿 かる。 むかし は 浦-/,^ に 蝦夷 や 

多 かり けん、 にぎえ そ、 あら えぞな VJ も はらい へ bo 猶ぁ. 0 た， 0 し 母 衣 月の 弊 岐利婆 か 末の 

子を又右衞門VJぃひ、松か崎の加布多^5武、その末を今は治郎兵衞VJぃひ、藤島の牟左S:以 
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武、 いま その 末 は淸八 どい ひ、 宇 氏 通の 久麼他 可 S 武か 末なる は、 此 宿の あるし の g 郞三郎 

なり。 此四 人の 保-お VJ て、 iS 名 浦の 七 郞右衞 門 をい まもお やかた VJ いひ ノ」 しの くれな どに 

は 刀 万府て ふ、 海狗 にたく ふ、 うなの けもの を 小島の あたり に ，.」 りて、 その 溶 名の を VJ なが 

もどに 土 毛に をく りた， 0 しょし。 この、 うてつの うらより は 家- is もた へて、 率土の 溶 輸のは 

てに こそ あらめ。 な へ てうら わに、 あか 玉 VJ つくる へ き 石の あれ VJ  、委万 弊 郡の 濱 にくら ふ 

れは、 あるが あるか は。 し はし は、 ひち を をり て 休ら ひ、 ふた、 ひ、 海べ たに 出て あた， 0 を 見 

めくり、 到 合 浦 者 不求裹 寶珠、 登 摩嶺者 不染有 衣香。」 VJ か、 家つ V」 にも どひろ ひた， 0  0 かく 寶 

石の ミこ ろくに 在れ は、 外 か はまべ に 合 浦の 名 をい ひわたり、 からうたな ビ に孟嘗 がふる 

こ VJ を ひいて、 も はらい へ り。 や をら 日の 海に 入て、 さしの ほる 夕月 を たどりて おきべ./ \» 

へ ごこき §  く 小舟 は、 網 させ， 0  V」 いふか、 ほのかに 遠 さかる。 a 風の 寒 けれ は 入て 枕 ビ る。 

浦った ひそ こビた つき も なみまくら か  >  るた ひねの よる. そうき。 

十二 日。 あさひら け 行 海の 面に、 松 前の 島 は 乾の かたに 晴 てい VJ 近う、 ふなみ ちの 七 里 V」 か 

や。 うべ ならん 墨 かきの 画の やう に 見へ て、 しろう 見やられ たる もの あ. o、 たか VJ のな どに 

やど、 め なれたる 海士 のい へ， 00 こ の 浦の 末に 龍 ：®VJ いふ 處の あ， 0 て、 そこに 、帶嶋 yj い ふ 

あらいその 岩に 辨財 天女の 祠ぁ. o。 そか あた， 0 にいかん に は 山背 泊、 ffi 刈 泊、 梨の 樹間、 蚊 


厩 
布 


'し 

鐵 
泊 
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柱、 鳴 神、 椎神、 兵粮、 甲 嶋 な，、」 の 名 は あれ ざ、 みちさら になき をめ くるな ビぃ へ， 00 沖に ふ 

ねの いか b かけた. 9 ど、 あるし のみる め はやぐ、 よき ふねの 來也。 いそぎ も のして よ、 たよ 

りし てん.，」 て、 小舟 を VJ ばせ ての， 0 行て V」 へば、 小 泊の 浦、 十三の 港べ に を ふ ふね 也 ど いへ 

ば、ほゐなぅ、ぁるしもこぎ暮て歸，.^ ぬ。 近 VJ な. 0 に 砧の音 の閡 へたり。 

をく し- yj るい VJ まも 波の ぬれ ころも いかに ほして か あまのう つらん。 

十三 日。 あけ 行 海 つらに、 眞帆曳 たる 船 もの 追手 こ、 ろ よげ に、 うす 霧の 中 を、 こ、 かし 

こに つらなり わたる ひんかし の 磯山に、 浪か あらぬ か VJ よこた ふ 雲の、 いふ へ う も あらぬ わ 

たのな かめ は、 泰に 見たら まし かはい かならん。 あさ 日 さしの ほれ は、 こなた？, なた の 磯べ 

より 小舟の り 出て、 から 長き 夜 須てふ もの もて 麒 つきあり き、 ひろめ か る泉郞 は、 大 なる 木 

のまた のかき を ふたつ ゆ ひそ へ 、石 を疆 につけて 水底に 投 やり、 根 こして ひきあぐ る。 これ 

なん 三 馬 尾 見 布 VJ て、 み つ きに も 奉，.^、 くぬ ちに、 この ゑ ひすめ を あきな ひも のどせ. 0,0 猶 

舶の行 を、 

眞帆 かた ほ 見へ み 見へ すみた ち こめて へたつ 霧より 奧の浦 ふね。 

鵜の、 はね を、 ふため かし ひらきて、 日 かけに むかひた つ 岩に、 さ^ 波の 寄 か へ る さま、 「夏 ビ 

て も 身 を はいつ ぐに おくの 海の 鵜の ゐる岩 もな みや かぐらん OJVJ 、なかめ 給 ふたる に ひ VJ 

率土 か濱 つれ ひ  Is:- 
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しかりき。 宿に 入 は、 たま 祭す ビて、 佛の 前に あか 棚た かう ゆ ひ あげて、 をみ な へ し、 小获、 

小 車、 水 かけく さ を， 0 手 向、 よこた へ る 棹に は 五色の 紙 を かさねかけて、 衆 をい ろくに そ 

め、 仙袂、 靑豆、 はまなすび、 山葡萄な ビを 糸に つけて うちかけ、 見 布 を 細ぐ たちて かけ ませ 

て、 茯、 芒の くき を靑 こも ビ あみ 、価のう へ にき よげ にしき 、かいばぐ」 て、 朴の ひろ 葉 を ひし 

しきなら ベ 、荷葉 あら されば、 これに かふる こ、 ろに や。 ふねの 磯 近う 來寄 たるに、 

宿の 男 岩の 上に 立てし か，/ \ビ い へ は、 ぶん まよぐ はビ いふ。 いらへ て 、びる かならん ビ い 

へ， 00 こ はみ な 島 渡り なれたる もの、、 ゑみ しら か 言葉 を 聞なら ひてい ふなり。 夫牟万 VJ 

は賃餞 をい ひ、 比留加 VJ は 良 VJ いふ こ 、ろな り、、」 か。 さり けれ V- 、やませの ふかねば VJ て 錠) 

かけたり。 やま せ^は、 山の背な ビ より 吹 を はしめ にやい ひけん、 良の 風 を いひて、 これ を 

追手に 松 前 渡 をせ..^。 日 は 西に かた ふけ は、 たうめ、 を さめ、 わら は うちこ そ b て、 磯山 かげ 

のっか はらに 灯 VJ,.^ 、す、 す，.^、 かなつ、 みうちな らし、 な も あみ た ほ VJ け，/ \.. 、あなた ふ 

ビ、 わかち は、 よ、 おち、 あねな 人よ、 太郞が あつば、 次郞が ゑて など、 なきたま 呼 ふに 日 は 

入た，. わら はの はせ 來 ていふ、 やませ 吹來 ぬ、 した. ^f. - たまへ ビ ていぬ。 

見 わたしの 近き ものから 蝦夷の すむ 千嶋 のな みの 夕 くれの 穴ぶ。 

小舟に こかれ いでて 大船に の. 0 うつりて、 帆繩 ひきあげて、 こ はよ き 追手 VI て、 あまに もた 


迻ふ€ 


；、 I パ 


率土 か濱 つれ ひ 


菅 江 眞澄集 第五 


二？  ■.  t ,  ノ 一 


、筹 


率 
土 
か 

濱 

ひ 


营 江 眞澄集 第五 


一. } 


せて 宇 底 都の 泊 も 放れば、 達 飛 か崎來 つれ ざ浪風 もし， まに、 こ は、 たつ ひ、 白 肺、 なかの 汐 

ヾ」 て 昔 聞へ し、 あらき 三の しほせ の その ひ VJ つながら、 いさ、 かの しほ 波た ち もお こらす。 

一 辨財 天の 嶋 かげ をう ちめ くらす を b しも、 棍 VJ,o の聲 あらら かに、 よき 日よ， 0 たもれ 辨財天 

一 VJ 叫 ふに、 はビ 聞お VJ ろき かしら もた ぐれ は、 月の くらく 見 へ て 海の 上た ひらかに、 浮た る 

しほ 風 さむけれ は、 

月 もい ま 雲の 衣 を かさねき てなみの おひし ま 夜寒 を そしる。 

中の 潮 迫の ほ VJ,o に 風の 吹 お ， J り、 しほ も 高う 浪 たて VJ  、ふな- /ら は やすげ に、 「いや な 男 

VJ やませの 虱 は、 そよ ビ ふけ V- も 身に さはる OJVJ  、飯笥 うち 叩て うた 唄 ふ。 はしら も 吹た 

はむ ベう 風い よ、 ふきに ふけば、 舶を、 みたにな V」 にの，.^ 入る やうに 浪 のうね りきて ち，.^ 

たる、 たか 葉な VJ 見る ご VJ  く 波に いざな はれ、 からく して、 そのな ごろ を いづ る や ビ おも ふ 

に、 はやこ /'なん 白 神 か 岬の しほな り VJ て、 猶 うたうた ふに、 たかき 山 VJ はお も へ V- 、ふ なぞ 

こ は、 なる 神の こ VJ  く かう/、 ビひ、 きて、 こ Z< ろなら ね は、 ふしに ふし たれ、 ざ、 いかな らん 

VJ  、かしら を あげて 海の 面 を 見やれば、 みなぎ， 0 落る 瀧つ せな VJ に、 月のお ちた るが こど に 

か 、 る汐 起， 0 のお そろし さに、 うなの 神に ぬ さ り、 しほせ に投 て、 

虱 はやみな みの まに く 行 ふね をみ そな ひた まへ 綿 律 海の 神。 
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ヾ J 手酬す は、 うけ ひきた まふ にゃあらん、 あら 汐 のからき わたな か を こ き 出て， 風 もや、 

なさた，， 00 月よ い VJ おもしろく、 千里の くま もの こりな うて.. ^わたれ》」、 いまだ こ 、ろ もお 

ちゐす 、ゑ ひふせ るに、 犬の 驃 の 遠う 開 へ たるは、はゃ島の近っきぬらん^-し？」て追行に、月 

も 入 まてて、 い ビ くらき ふな みちを 、そこ./」 もしら す 星 を かさして、 その 末 こそ 見へ ね。 

真北なる うこかぬ 星 をし る へ にて ふねの ゆく ゑ もしらぬ 遠方。 

かげろ VJ  VJ りの 嗚音も 聞 へて、 みな ビ べしる き、 たかき VJ もしび の ひか..^ を そこ ビ さして 

ビ， 0 かお、 ようそろ、 おも か； 緘すぢ を 見て よば ひ、 沖の しら 浪 しらく，.」 明 はなれ、 嶋山 

の^も 手に どる やうに 見 へ そめて、 やかたく も そこ ビ しるべ う。 朝日の さしの ぼ-. ^ て は 

島の すかた、 なにく れビ、 いよ、 見 わきたる や^ おも ふ 間に、 くに-/, \- よりこき より む や； 0 

したる、 あまたの 泊帕の あは ひに こぎ ませて、 ふねつ きたら o」 
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十七 日。 上 風 VJ いふか 吹て 穴 >1 の晴 たれ は、 此運 上屋 を 出た つ。 こ、 にお まし ある 觀音 菩薩 

の ほ ビ.. ^の 草の 中に、 まろ ひたる 石 ふみ あり。 いかなる 人の しるし か、 文字 ほろ ひたれ はし 

らす。 行^ (-、 はまに ァヰ ノ、 メノ コを たっさへ て、 かヾ めて ふ もの を 刈 も て來 ける を 見れ 

は * ひろめに 似て こビ な..^。 男 ひビ り、 はなれ その 立 岩の 末に 立て、 ぃビ なか やかなる 木の 

ォソボ P スケ 

さほして、 鯽魚 てふチ エツ フ： gvj て、 かもし、 の 角 を， ふたき あまりにけ づり、 河 膝の 皮 を 

いさ、 か 附て钩 を さし、 糸 をつ けて 浪 のう へ に投 て、 ひた うちにう つやう にして けり。 その 

ちの かたちの 水に 入て は、 いわしの ひれふる に 似 たれ は、 ヲ ソボロ スケの ひく ビ なん。 け 

にゃあらん、 大な るぶ，.^ ひ W つ を 釣，.^ て 岩 をく だ，.^、 こなた さまに もてく。 や をら 橫泊 い 

ふ 浦に 來 るに、 磯に い VJ 高う つみ 重ねた る は、 いかなる もの かビ 見やれ は、 大 竹の 根 こした 

る 也。 世に いふ 大 よしの 波に いさな はれて、 い つらの くにより ゃ來 るな ビ 浦人 あやしみ、 行 

人々 もビ 、まりて、 こ は、 もろこしの 璁なビ 、水の ために や ふれた らん VJ  、かたら ひて すぐ。. 
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山路-」 入る 一 辨財 問、 川尻、 齋藤 間、 水 無シ、 しづかう だ、 よもぎない、 セ タラ ヰより、 れいの 山中に か、 れば 

地藏 穴の 怪 一 七 之 助お >、J し、 彌 八お，、」 しい，、 J あやうく、 あらきい はねに ぬ さむけて ビ すんし、 地 藏穴ビ い 

ふに、 あら 雄ら 石 を まろ はし 入れば、 はる/ \ビ おち 行 音の 聞へ た. ^0 この 穴 へたに 、酸、 か 

せな V- の、 燒 くら ひたる から. VJ もヽ つねに あ，.^、 さらにけ もの 、わさ、/」 も 見へ す、 た、、 あや 

しきもの 、すみけ る.、」 のみい ひった ふ。 冬 は、 雪の 上に 大 なる 足の ぁビ の、 海 へ よ， 山に つ 

> ラて ある こビ あ，. 又 去年の いまし ころ、 量 ふた-.： >  磯 舟に の，.^ て、 やす もて 鮑 つきあ，.^ き 

て、 舟よ せ 磯に お， 0 て 休ら ふ 岩の 面に、 たか も，， ^にした る 強飯 あり。 こ は 誰か こ、 におき し 

ぞ、 いさく ひてん どて、 もの、 ほし さに くひて けれ は、 その た け 七 尺の 饅 VJ ひ ，/」 しう、 いろ 黑 

き 女の 腰 はか，.^ に 衣 ひきま VJ ひ、 乳 ふさな かく ふた/ \  、/」 たれ、 眼 くるめき 立た る を 見て、 

こや、 此 女の ひる 飯 を、 わ はく ひし そ。 この 女 は、 た 5? フ VJ にて はえ も あらし VJ  、舟 を VJ はせ 

て 浦に にげ 歸" 來て、 今し か，/. \- のこ ビぁ b しそ VJ  、いろ 靑 さめて 話る に、 いて われ も 見 てん 

ぐ」、 わかく、 いさめる 男 ビも見 布 小 家より はせ 出て、 舟 あまた 車が ひ を 飛せ て 見し か./」、 その 

女 は あらて、 岩の 上に、 わら はの たう ひのこし たる 强飯 のみこ ほれた，. はた、 夜み ちな，/」 

ひぐ J  ,0 すれ は、 この へ んく ゑに ビられ てけ るに や、 落う せた る 太 谷の 底の 死む くろ に、 かな 

石 子； 3g 一  らす、 つま あ VJ の ふかぐ、 ビ ころ，/ \ に 立た るな、/」、 人の かた，.^ つ いて、 石 子 積 V」 いふ 名 ある 


"ぶ、 -' 


5 


ひるめ かリ 


處に來 て、 石佛の 前に、 れいの、 さいの か はら やうに つみた る 石 を、 誰か 重ねた るビ はな けれ 

、、ヾ J  、むかしより は 高うな， 0 たるな VJ 語る。 ゑぞ むら、 ほや がら、 しほぐ び、 し ろい は ま、 S 荷 

石 硫に 宿る 一 川 わたり、 石 硫に來 て 宿 ど ふ。 

十八 日。 風の こ、 ちして おなし 宿に ふして、 泉郞 のな さけに あへ， 0  。 

十九 日。 潮 泊の 河に しほな みう.^ 入て 、ふかし。 山路 は、 しくまの を それ あれ は- ホ I- にて 出た 

つ。 めて に 镜ぅ石 倉 VJ て、 岩の むらた てる 處に、 飯 成の 神の ほくら あり。 こ、 に黑 ぎつ ねの 

錢神澤 一 すめり、 をり VJ して 見し なビ、 この 馬 ひきの 物語に しつ /-、 餞 神澤に 來て蚝 子の も、 yJ に-矛；. o、 

}!. 館 滞留 I こ z- に 月 をへ て、 龜田、 有 川、 箱 館に 遊て 月日 をへ た 、り。 その 見し をめ らまし、 ひろめに たつ 

さはる 具な ビをさ へ、 をよ ひなき ふみても て.， ひたんに うつしぬ。 見る 人、 を VJ かひ を はな 

つへ けん。」 
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r 津輕郡 三 馬屋、 今 別の はまに 採る も 凡 似た， 9。 南部のう らく、 斯都介 利、 自離 使に て は、 

雜てふ もの さらに ひ ？ i す。 ひ、、)、 りぐ 一び 入、 り、， つなの そこなる いはを、 ビ ご ふ み て、 ュ、 の 足の 

ちか？ つして う きづる、 かつ き か -り ゐ， り、 も "、一 も 、 あ さ き 搜 に ^>9 ぐに やつ こ の 島ん-は、 を さ へ 

き - 6  0 曰 北 布 " わ さ に Q み た つ さ は 二  -、 潜 男 あ ま た 集 ふつ へた こん ぶ ，ュ て 、四 尋、 五尋、 六 ひ 

ろ、 な y ひろ Q ふかさ を はかり、 あ i^v>\、： をた さりて、 われ かちに 鎌た てて 刈め く、 n ヽ身 

のか/、 ろ ふ そて か、 へ てシ つきあげ、 い 、、一 ふかき、、 一 こ 〈 は、 三 尋の柯 をゐは せ \  - 十尋、 十 1 1 

尋ぐ) 、繩 もて ゆ ひつぎ、 つぎめ， \ に 蟬，、 J て 、み き、 よき Q; 、さび を さし、 つ ぶ いし ごて、 重さ 

1 貫 泉 零の 石 を 付 \ .  M  、、一し "柯の 重さ 五十 斤、 六十 斤 も あらん を、 い、、 二つい さ.^ 舟 Q 上に、、 i 

、o てさし，、 たし、 い /、も ビ  見 布， から  一 根 こして、 根に は 折 ごして、 大な る 石 つ きな： でつ 

ひきあけ てけ、 り。 さらぬ た に おもさ 百 斤に 餘る を、 水 Q うちに かけた， り VJ も、 ひ VJ  0 のち か 

ら し て ，二  ，り を さ むろの わさ、 おも ひやる へき こぐ 一に こそ (ご 


クン ネぺク 

河 


S 館，^ 出て I 霜 零 月 十四日。 うしほ いや 寒く、 福 山の 港に 歸 らまく 函館 をいて たつ。 かぐて、 ふ.^ つむ 

雪の 磯つ 、きを ぐれ は、 この ころの 寒さに、 S 瀨の浪 もい そき はの 氷て、 寄せた る ま、 にた 

ち も歸ら ゃ0 目 遠き も 近き も 雪い VJ 高う ふ，.^ うつ もれて、 靑 うな はらの 外 は、 た  >  ましろに 

て、 こビ なれる 色の つゆ もな けん。 行くて 磯邊に たちな かめて、 

わけ 過し あ VJVJ はなくて 朝 またき い そわの なみに けぬ る しら 雪。 

ゥヅ ンケク 一 渚に よこた はる はこた ての 山、 委多久 差の みねな ビ、 おしなへ て クゾム ケッ？ 」蝦_ ^人の 言葉 

にいへ^、 

ハく はくの 日 を ふるま に ふ. o うつむけつ かた 見へ ぬ やまの しらゆき。 

0  0  0  0  0 

藥師 ふちのお まし ませ る 高 根 さして、 ゑみ しらは イタ クサ VJ いふ ビ なん。 

rrt39»l3t  ^ -  -  、- f  ,) 匸へ天 註 It 亀 田に たくへ て、 ちかと なりの 野原 1^ 千世の 岡と い ノレ. li€  - - 、 

千代の！' 龜田 衬なビ 右」 なして (巧 5;;1、 鶴の 居ん # しなる： る、 文 子の かれ 名 付 給 ふれる よし。、 七 f き {  L 

たりて、 冬 かれの 槲原を わけて、 ク ン ネベ ッど いふ 小 河 を 橋より わた，. ^く。 此 水に 入.^,、 る 

蝕の 魚 は、 みな、 はなの みねの な 、めに なりつ。 さ，.^ けれ は、 ク ネベ ッ の 鼻 曲.^ 魚 VI 人 こ VJ に 

い へ， 00 ゑみし はこ 、をク ン ネベ ツビい ひ、 シャモ なん、 くねべ つ VJ いふ。 クン ネビ はぐら 

きこ VJ を も、 淸ら かなら さる こ VJ を もい ふぐ」 か。 この 河水つ ねに 濁り たれ は、 しかい ふに や 

ペケ レぺク 一 あらん。 /  りちに 至る、 ァヰノ はこ、 をべ ケレべ ッヾ」 いふ。 ペケ レヾ」 は 淸き水 を いへ り" 

ひるめ かリ  二 九ぶ . 
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ベ ッ は 河 をい ふ VJ い へば、 すみた る 川ビ、 にこ，.^ たる 川 なら ベ ていふ をノ」 ころ の 名 VJ こ 

そせ， 0 けるなら め。 此 浦に 相し. 0 たる 海 士の宿 めれ は、 くら./. \» にっきたり。 雪 はいよ 、 

こ ほす かこ- yj  く ふ b ぐるに、 

泉郞の 家の あしの 簾の ひま もな み 雪 ふり か、 る 夕 ぐれの (仝。 

雪尙 ふれ. 

十五 日。 つ VJ めて 雪の 中路を わけて、 蛆 をった ひ 磯輸を わた， o、 あっき 氷 を ふみて 三 ッ屋村 

ビ ひ、 川 村 を へて モンべ ッ の磯屋 形に いたる に、 雪の したに、 け ふ，^ の ひどむ す ひたつ は 網 

代 家 どて、 鮏のぁ ひきのた めに、 小 家つ く  b して 海士の 集れ bo そか 中に 帳つ け、 村 君ビぃ 

ふ ゑた ち、 かなら す あ，. こ は、 あまの むらきみ を さたむ て ふな VJ の、 ふ るき た めし もこ 、 

に殘ぬ VI おも はれて、 い にしへ を ©ぶ0 トツ フべ ッ V」 いふ 處 あり。 竹 VJ いふ こご しきけ 

は、 むかし たかむら や あらん。 モンべ ッ もも へ ち VJ いひ、 トツ フべッ もい ま は VJ ふ ベ つ ノノ， 

みな シャ モの くちにい ひか ふ。 三 石 VJ いふ 磯に 慕て、 ちいさき 苫屋に 宿 かる。 や VJ の 翁の、 

こ 、ろ あ、 りけ る もの かたりして 云、 過來給 ひしみち に蛆山 VJ いふ VJ ころ あ， o。 遠き むかし 

のこ^に て、 を さ VJ の VJ 呼て ける 館の 址 あり。 そこ を 櫻か臺 VJ 名 を 申て、 いま も 櫻の ありき 

なビ。 


キづ ゥナヰ 

罷^る 山路 


シ リウ チ衬 


雪 深き 道.^ 


や 耽 木 大學館 

址の大 藤 — 


かくは か..^ 降つ む 雪の 棺をゃ 春 はさ くらの 臺 ぐ」 や 見ん。 

翁 聞て、 ほ、 ゑみて けり。 

十六 日。 签谷、 コ ウレ ヰ、 泉澤、 サッ カリ を 過來れ は、 キ コクナ ヰに なりぬ。 此浦邊 に、 西の 

海上の 國て. ふ 浦よ h,- 、あら 山中の 通ひ路 あれぐ」、 罷の あら ふる をお そわて、 人 あまた ならね 

ば 行こビ かたき 山路な れビ、 むつき、 きさら き 斗 雪 ふ，.^ かたまれる ころ は、 しくま も 穴に 力 

、ま b 、いたる にみ ち もよ けん VJ か。 こ、 なん、 いにしへ に 聞し 柵 養の 蝦夷に や あらん、 い 

ビ大 なる 川 を かち 渡りした bo 此河、 二月、 三月の ころ は、 やま/ \ たけく の 雪け ち、 小川 

くの あふれ 落 入 b 、淵 も瀨 もしら す、 野原 も 谷 もお しな へ て 海 もひビ つに みなき り 渡，.^ 

て、 行か ひ絕 てな けん ビそ、 あない の 語る。 シリ クチの 村な かに、 誰れ ビ かいひし かみぬ し 

の、 人 や ざして ける 家の あれ は、 こ、 に 至， 0 て 宿 はか りつ。 

十七 日。 けさよ， 0 は 山路に 入なん を、 雪の いや ふ，.^ に ふ，.^ て ふか けれ は、 みち ふみ どて へ 

ちに あない をた のみ そ へ て、 かれ かさいた つし b について 跡 をし る へ に 行 は、 かもの 神み や 

ビ ころ をう つし 奉る あ，. >0 又 あら 神 VJ て 雷 をい は ひ 祭る 祠ぁ bo ハギシ ャリビ いふ 川 渡， 0 

て、 雪の 山 みちをた ビる 分れ は、 うし ビらの あは ひに、 荒木 大學， ヒ いひし もの、 ふの、 ひ 

ヾ」 かまへの 址 あるに、 世に たく ふかた.， 、なき 太き 藤の、 九の も VJ まて 穴 >1 たかう、 ビ しふる 木 
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々に は ひまつ はりぬ。 あなめ つらし、 yJ い へ は，、 卯月の 末つ かたは 花 さはに、 こたる、 まて 疾 

か、 りて ける 處ビ、 あない もうち あ ふきて 語る。 雪の 白 藤 か  >  る へし ビは、 おも ひき や  >、」 戯 

れて 立れ は、 あない、 雪 をし ビ^. \»VJ ふみならし、 けら、 みのうち しいて、 おひた る 荷 をお ろ 

して、 寒さ もしら す あせお しのこ ひ、 たのこ ひ をし ほ-.^ たり。 チ ラ V> いふ 小川 を 渡りえ 

て、 みねに の ほり 谷に くた，. y  、太 雪に、 はき ふかく さしいれ は、 さ き へ も、 し b へに もい かれ 

す。 まして、 しんべ ビ いふ わらくつ、 つま ごビ いふ わらぐつ、 あみが けな y3、 おも ひ- (- にさ 

しはいた るふみ もの も、 雪に まみれた る やうに しみ 氷 重，.^ 付て、 あゆみ も は てね は、 はるか 

なる 谷 そこに、 け ふりの 立の ほる は、 こ 、を 湯の た ひら ビて、 いて 湯の あ， 0 て、 春秋の 頃 は 人 

の あまた 來集ふ 處也。 さあら は、 こ 、にぐ た， 0 てこよ ひ は いねめ かし、 あさ ビく ものし てん 

ヾ J 九折 を はる，/ \ ビ くた， 0 て、 あない を さきに 家に つか はし f ふ」 き、 軒 は の 山よ， o、 画が け 

る あすら の やうなる 大男の、 ちいさき あみ 笠 をき て、 小山の こどく 櫺こ， 0 つかねた る に、 雪 

さ へいた ぐ 降 か 、りたる を、 かろけ にお ひぐ た， 0 て、 家の 門に つま 木 ふりお して 笠ぬ きた 

る は、 此湯 も，.^ の翁ビ なん 人の いへ り。 この 翁 は 眼 ひ ビ つの しらめに て、 つねにい かりたる 

かほ はせ に、 おひた るた き 木な ビは、 力 ある もの、、 三たり、 よた， 0 かからく しても てわたる 

へ きを、 老 たる 身の かたに かけて、 七 尺の 太 雪 を はきつ よに ふみした き、 夏山 を ありく やう 


漸く 湯の 平 

t 一 


湯 守の 翁 


八十 翁 

おんこ 


うるけ ヌ龍 

殺す 


藥^ 佛堂 


に 、いさやす けに 見へ た， 00 から 長き 斧 を 杖 につい て 人 見た る さま、 さらに 人ビ もお も ほへ 

す。 うち ま， 0 たる を、 あない、 この 翁に たちむか ひて しか/.^，、」 い へ は、 ぬか たれて、 よき こ 

ビ、 入て j 夜 をめ かしてな VJ  、かたちに は 似す ね も こ ろ にい ひて、 VJ もに い， 9 て 居なら ひて 

此翁 かふる まひ を 見る に、 頭 はぐろ かみに、 雪の さぐ」 か たる やうに しら かみの まし， o- て、 

ヾ J し は 八十 v> たか けれ ざ、 さらに をき な ひたる ふり も 見へ す 。老に 似つ かぬ こ，, J 多し ビ い グ 


は 、あないぐ」 ものい ふ、 こ、 のおん この 力 は (ぼ；^ ズ、 §さし て おんこと いふ やから もや ！  I 

ま ；綠、 1;- が" 5 々いまの 世に なら ふ もの-なき 力士に て、 い，.」 

わか かりし，、」 き 山に 木こりた りし を、 し^.^ のうる けて (⑩ い— 、け わるれ. r そけいる ふ  くひ か 

> らん v> せし か は、 斧な け 捨て、 すま ひのこ ビぐ くみめ ひ、 しゃくび かき ふせ、 わか 身 もい く 

はぐ ビ ころも かい やぶられ なから、 しくま はつ ゐ に うちころして け り0 そのころ、 ひたんの 

まなこ も 、ひぐ」 つし、 に つ ふされ たれ VJ  、なか/^ 力 はい まも、 さの み を VJ らし ビ 話る っ此翁 

か、 いろ， -\ 衣の 釉にを さなき 子の は ひか、 りたる を、 わかき 女の いたき VJ-..- ぬ。 こ は、 む 

まこ にゃあらん VJ おも ふ に、 翁 かう ませた る、 ち こに て そ 有け る。 あなめ てた、 か、 る 齢た 

もてる 人 も 世に はありけ る もの か。 洛 せん VJ て ゆけ たの ほ./」， 0 に 至れ は、 藥師 ふちの 堂に 

てり。 さした るむな 礼に、 應永十 一 年 甲 申 五月 廿 五日 荒木 大學 だつ ぐ」 しるし、 鱒 口の め 

ひるめ かリ  一一 1Q1 


- 老.； ^さして 、むはら おん、、 とそい ふなる リ は；. i 箱 館の 
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に は、 寬永廿 一 年 申 五月 吉日 松 前の. M 下 春女ビ 記した， o。 この ゆ ふねに あし 手 さし 入て、 あ 

た、 かさ 身お ほへ て、 こ、 ちいて きに けり。 けに や、 湯の めく、 り は 雪の いさ 、 か つもらす * 

さ 、やかの 靑草 すら 見へ しもめ つらし くて、 

ふ， 0 うつむ 雪の みやま もい つる ゆの あた， 0 は 冬の いろ yi しもな し。 

夜、、」、 もに ほた たきつ いで、 家の 寒さに、 夢 もむ す はて 明たり。 

十八 日。 ゆの た ひら をた ちて 、あさ、/」 く 市の 渡、、」 いふ 山河 を わたる。 い ぬ ゐ のかた に 泉 源 

か嶽 いふ 見へ た， o。 此山 は、 山て ふ 山の を さに て、 此 いた、 きょ， 0 落く る 水 は、 も 、川ぐ」 

なり 行 は、 い つみの みなも、、 J  VJ- いふ ビも、 又 千軒榮 へたる 處ビ もい ふぐ」 なん。 碁 磐 坂、 ゐこ 

の 臺に似 たれ はいふ。 こ、 は 鍋 こ はし 坂，、」 いふ 名の あ.^。 むかし、 たれ ビのビ かや、 山中の 

湯 あ ひしに 出 ませる に、 なに くれの 具 VJ もお はせ て、 はた こ 馬な ビ あまた 行な か に、 飯笥の 

調度 入た るつ 、み を 岩に うちあてて、 さしな へ ひ，/」、 つ、 うちお VJ して 破た..^ しょ，.^ い へ るな 

ビ 、かたり もて 行み ちの かたはらに、 大な るいつ 葉の 松に、》」 ちの 寄生の ある を、 これ そ、： 

， に 名高き 五葉の 生 ふる ざて、 あない も あ ふ き 見て 過る。 

松の 葉に ちょ、/」 ちき.^ て をの か K も い ろ を VJ き はに 尙榮 ふら ん。 

0  0 

又 雪 ふみ 分て よちの ほり、^ になり て は、 キ コ ナ ヰな ど のうら./ \» 、つかろ ち は 權現か 鼻、 い. 


福 
山 

I 


はきね、 福 山の みな VJ ベ は、 ましたに 見やられ てぐ たる。 この 澤 水の 中より、 い さ こ に まし 

.0 しこ かね ほ， 0 たるい はれ、 こ  >  に 在る つな はへ 野の いはれ を、 い，/」 なか やかに もの かた，^ 

して さ いたち、 し はし は 寒さ しのかん^  、山 崎ビ いふ VJ こ ろの 畑 も，.^ か 家に、 ほた たかせ、 た 

のこ ひ、 頭巾の しみ 氷りた る を 火に ぐ」 かし、 をの かこ 、 ろもビ けたる や、 あない、 はな 昔た か 

くね ふりた る を、 かたはらよ， おひやかして 出る。 こうした るに や、 風の お こ， 9 たるに や、 

こ 、 ちょから ね は、 例 やうに つ はらに は 記さて、 日 くれて、 た VJ る/ \- 福 山の や かたに な，. ^ 

ぬ 0」 


寬政 元年 冬 十 一 月 二十日 


ひるめ かリ  ー璧 
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寬政ニ 年 四 

月. f 九日 

北海道 福 山 


雲水 超 山 


在^！布の下 


この 福 山の 西なる ちか ゑ その ほビ りに、 太 田 VJ い へ る、 い V」 おもしろき いそやまの あ. 0 て、 

わけの ほ b し 人 は、 めて くつ か へ， 0 て かたりき こ ゆれ 、島の の， 0 い つくしう して、 ゑ そか 

ちしま を、 旅人な ビの、 みた， 0 に 見 あ. 0 くこ VJ のかた けれ は、 いか、 ，/J おも ひわ ひため らふ 

に、 くにめ くる すきやう 者、 そみ かくた やうの ビ も から は、 し の ひ， くに (1J ま うづ るな ，じ.^ 

のい へれ は われ も それにた， くへ いきなん ビ、 おも ふ VJ ちに うちかたら ひ、 その まふけ して、 

うっき 十九 日、 夜 へ よ，.^ の 雨な こりな ぅ晴 て、 あす はものに まう てん，, J  、近ビ なりなる みて 

ら にこの ころ 來 ける、 いて はの くに、 むら やまの 郡ち VJ せ 山の 1! にす める 雲み つのす け、 超 

山ぐ」 いふ ほうしの おはした るに この こど をい へ は、 われ もい さな ひて よ、 こ はよ き 友 こそ あ 

なれ，、」 うけ ひさた めて、 かりねし たる 龍 雲院を 出て 衣祁 布に 至， o、 ひるねの 床の 夢 もま は ゆ 

きころ 下國の 門に 昔な ひ 入て、 れいの 人々 のま どゐ にけ ふ も くれて、 夜 ひ VJ よかたら ひ、 ヾ J 

,0 の 鳴づる ころ、 わかれの 盡 りめ くらす を. 0 しも、 つぶね、 かざの VJ よ. 0 し はぶき 來て、 文 
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子のお ほん も VJ よ，.^ これ まゐ. 0 た， り VJ て、 ふみなん もて 聞へ 給 ふ。 

かけさら すお も ふ こ 、 ろの そふ そ、/」 もしら て 山路 を ひ VJ..^ わくらん 0 

ビ そぁh^け る 歌の、 返し つかう まつる。 

たつき なく わけ 行 友 V」 身に そ へ ん君 かこ，、」 葉の 花 を かさじに。 

過つ る、 やよひの はしめ にゃあり つらん かし、 遠つ 蝦离 人の つ，、」 にもて わた，.^ た，.^ し、 理氏 

武耆て ふ、 か だま やうの もの を 贈せ 給 ふに そ へて、 

きみに け ふ いさ 贈，.^ てむ 木々 の 枝の 花 こき 入る 籠に も なれ や ヾ」。 

かぐの たま ひたる に、  - 

こき 入て，、」 く歸. 0 てんきみ かため 見ぬ 山く まの 花の さか， 0 を。 

か  >  る 返し をなん 奉りた る こ ビぁ， 0 し を、 いまお も ひしな V」 かい 聞へ 給 ひて、 

こき 入て 歸る さ を まつ 旅 衣た ち 行み ちの 花の 色香 を。 

この 返し、 せう そこに こめて 奉る。 

こ ビ の 葉の あかぬ いろ 香の 又も そへ 歸 さの っビに 花し を くら は。 

や をら、 しぬ のめの 穴 1! 也。  、 

二十日。 けふのゎかれのっらさ、ぃかはか，.^ならんo この 朝 びら きのお かし さ、 友な ひゆ か 


出立の 朝 


まほし。 山路 は 花の 盛な らんな VJ かたら ひ、 あるし 季豐 の、 

きの ふまて 圓 居し 人 もこよ ひよりい つ このく さに むす ふらん 0 

VJ あ， 0 しか は、 

くさ 枕 か b ねの 床に こよ ひよ. 0 け ふの ま，, J ゐの ゆめ やむ す はん。 

さ、 き 一 賞の、 

たか 里に かたら ひす ビも おも ひ 出よ 餘波 おしみし け ふの ま VJ ゐ を。 

ヾ J そ 聞へ つる 返し。 

なに くれ VJ かたら ふまに もお も ひ 出ん あかぬな こ. 9 のけ ふの ま VJ ゐを 0 

あるし すゑ ビょ のはら からなる 季政、 この 砌の櫻 さかり 近き を さ へ 、な VJ 見捨て、 VJ  く は い 

てた ちけ る そな VJ  、うらみ 聞 へ て、 

睽 花のう つろ はぬ まに 人 そまつ はやく も來 ませ ま VJ ゐ して 見ん。 

この 返し 0  , 

この や ビにビ く歸來 てま VJ ゐ せ ん花も 日數も うつろ はぬ まに。 

さら は VJ て 出た、 んビ せりけ るに、 かねて、 こ VJ いひ か はし たれ は、 かの ほうし、 旅よ そ ひし 

て い てませ りけ る を VJ もな ひて、 すゑ VJ よ、 くに つらの ぬした ち、 近き い そわ まて 送りして 
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ん VJ て、 さ、 え、 かれ ひけな、/」 もたせ、 すん さ V- も 、ひ、、 ふた， 9 して、 こ、 にい こ ひ、 かしこ 

にた 、すみ、 いそった ひして、 野 はらの 草のう へ にす ゑビ よ、 たたう 紙お しひら いて、 これな 

ん * よんへ かい つけし を、、」 て 見せけ る。 

曉； i きつ、 起 行旅 ころも、、」 くた ちか へ れ人は ひく ビも。 

この 歌の 返し をす。 

た ひ 衣 ひも かさならす VJ  くきなん こ ろ ひかる 、なかめ あ，.^ ど も。 

くに つら、 VJ り あへ すいひつ げり C 

花 もや 、t- そめに けりけ ふより はいく かな かめて 君 を またなん。 

ど あ， 0 ける 返し。 

行 ほど も浪 かけ 衣た ち歸. 0 來て花 さける 宿 を v> はまし。 

すゑ VJ よの、 

かたら ひし 面影 ビ見 てな くさまん いまい ひのこす 人の 言の葉。. 

ビ いへ る 返し。 

あなたの し 花の 言の葉 花の やま ひビ， 0 わけ 行なく さめに せん。 

維子 住ます 一 あさ 日 さし かぎろ ひ た る 海のう へ、 い V」 長閑に 海 狗鳴ゎ た り、 董^ 芝生 の 雲雀 *  J ゑく に あ 


立 石 野 


鳥子灣 


差 通 万 衣の 

.0   I 


が b 、みちの ぐの 春 は、 この 卯月 VJ もい はんか。 維子の た へ て 音せ ざ b ける は、 うへ、 此 島に 

す まざりけ る こ VJ の しられた hs。 立 石 野 VJ いふ 原に 出た， 00 藤 卷石ビ いふ 石 あり、 か、 る 

石 V- ものた てるより 野の 名 ども 呼なら し。 いつの 頃な らん、 藤の い VJ 多く は ひまつ は. 0 た 

b し VJ そ 0 

ふち か 枝の 花 こそ あらね きしな みの たつをむ かしの 面影 VJ 見ん。 

下處坂 をく た， り 小 都 久志那 爲の河 わた， -、 大都久 志 那爲の 河 わた b 、鳥 子, ど いふ 磯に い 

づ。 むら 立る こ、 らの 岩の 中に、 はた ひろば かりの 石た て，. >o この 石の 末に、 鶴の 居た る や 

ぅに、石のをの っからかたちなれ，c^o むかし は 雌 もなら ひ 居た b しか V」 、あら 浪 にう ちビら 

れ たるな ど 人の かたる を 聞つ /-， 尼 府多ど い ふ 磯 やかたに 來け b〜 .ぉ 祁 布よ.^ の路は 一 里 

やきつ らんに、 はやこう じたるな VJ  、紫 菜 ほした る 筵の かたはらに みな 休ら ひ、 かくて 差 通 

万 衣の 浦の やかたに なりぬ。 村 はしに 渡海 明 神 VJ いふ 神、 舟に の， 0 て 立お はし ませ. 9 ける。 

その かたはらの ほぐら のうちに は、 い を をむ ねに か、 へ てた、 せ 給 ふ、 事 代 主の 神り みかた 

しろ も、 あやしう 造， 0 奉る。 村の を さ 太 郞左衛 門^い ふか 家に 入て、 人々 け ふ .o- うちく ゆら 

せて、 なに くれ VJ かたるに、 やかの くまなる 大 臼の、 くち ふ， 0 たる を、 こ は、 いくはく の 年へ 

たらん VJ うち 戯れた る を、 あるし のめ 聞て、 わか 家に は、 また VJ しふ. 0 し 物 あ， 、見せ まう さ 
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ん VJ て V」 うたした る は、 島 をり の、 あらた へ の 衣な. 00 あるし の 翁 は、 七十に いま ふたつ ビ 

いふが、 もの かた， 0 して、 見た まへ 、ビ し/^ の 夏 こ VJ にき ふるし、 いくたび もき よめ、 きの 

ふ、 かく あら は ひ をして を さめた. 90 この 衣 はむかし、 此島の 長者 安兵衞 VJ い へ る あき 人の 

もどより 買 ひた. 0 ける、 梁瀨 仁兵衛 かも ど より、 ふた、 び 一 貫 二百の あしに か へた bvj  、女、 

手 を ひしく ミを りて、 あか 十七に なりけ る * ならん、 も >  VJ せに 十ビ せたら ぬ 翁 の 話 聞 

へたり。 ゎれ、.wしすでに老て七十にな..^きo そのころ より、 どし，/^ きよめき て、 百 VJ せ 

あまり VJ し へ 侍り つれ ざ、 露 はか.. >  や，. >  行 こ V」 も 侍らす。 い か にも 命の 長き 薄 衣な り け る 

よ VJ て、 から うづ の屮 におし かくしぬ。 もの/ * こ >/J ふ き は、 はかられ さるもの かな VJ いひ も 

て、 安 可 加 美 どい ふ濱 やかたに 來 る。 しら 神の いそ あるに たぐへ て、 こ、 に、 あか 神 やお は 

し 給 ふ 浦 輪に てあらん か。 いて はの 國 牡鹿の 島べ の 赤 神^ は、 こ VJ ならん ど か。 神ぬ しら 

が こ、 にうた ふ 神 歌に、 「しら 祌を こい 紅に そめいた しあ か 神たり VJ いは ひそめ けん o」 

ほぐら のうち を 見れ は、 ちいさ き 石の 臼 ひ VJ つ を あかめ 祭る。 こ は、 科 野の 國 伊奈の 郡に あ 

る、 a 杵 のみや，、」 ころに たく へ てんかし。 この 山お くに 蝦夷 かいは， や、/」 いふ あり、 おも へ は 

な ひ/、 風 や 吹らん ビ、 家隆 のなかめ おき 給 ふたる、 も、 さんへ き處 をい ふに や ビ おもへ ど、 み 

ち 遠く、 はた 爆の あら ふる 山な かなれば どて、 えいかで すぐ。 さいだ つ 男、 こ.^ にい はれ こ 


夷 
喧 

辭 

-辯 


木 妻 石 妾 石 


大島 小島，；^ 


衣 莨 万 地に 

泊る 


そ あれ、 朱なる 巖を 本妻 石、 芝生に 埋 れて浪 うっきし へなる を 妾 石 V」 いひ 、お..」 こ 石 は浪に 

しつみ て 侍るな ビ、 ゆ へ あ，.^ げに をし へたり。 こ 、らの 立 石 VJ もに 波 うつさ ま 、こぐ」 なり。 

磯の 浪く たけて たきつ しらい VJ のよ るな みか 、 る 岩の たかけ む。 

小島 VJ いふかい ビ 近う、 浪 のう へ に 牛の ふせる かこ ビ く、 大嶋 VJ やらん は、 ひか さの 形して、 

け ふしつね にた へす。 此け ふりの いくむ す ひたちな ひく を 見て、 風 はい つ こより 吹きく、 な 

に 風な VJ::! ^やる。 おきべ に 雁の 1 つら はる-/ WJ 歸る を、 

行か...^ のつ はさ やぬ れん 沖つ せの 浪もひ V」 つに こしまお ほし ま。 

雨 垂石を へ て、 毛久 左て ふ 浦の 館に わ， 0 こひらき、 ものく ひ、 なか やどして、 伎與 部に 來け 

bo 加 母 知 い へる 小 河の、 雪 解の 水かさ 增て 波い や 高う、 人の 手に 抉られてから く.， -て渡 

b 、衣 良 万 地 VJ いふ やかたに 行つ かれぬ。 こうじた らば こ 、 に 宿りね、 いさ 別なん，/」 て、 

す ^C$J よ 

いまし はし わかる、 旅の みちの へ に歸 るた も，、」 そ 露け かりけ る。 

かく あ. 0 た. 0 しか は、 

あすよ. り はたより 夏野の つゆし けみ ぬれて 分なん た ひの 衣手 0 

ビ なん 返しす 0  くに つら 
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た ひころ もた ちわ かれて は 歸るさ を日數 かさねて 夢に むす はん。  一 

ぐ」 ある 返し。  ， 

ゆめに それ ビ 見る ほ、、」 もな み 旅 衣 日數か さ ね てた ち歸し こん。 

い つまて かく あ.^ て名殘 つきん や、 か へ. 0 なん、 ビ. (-歸 ，5 來 てな ビ め. 0 ける 0 し はしの 一 

わかれな から、 しかす かに こ、 ろうけ ぐて、 い にけ る 門の ビ にさし いてて、 おも ひつ け i 

た. ^0 

君に かくつ けて しも かな 花 もな みやま わけ ころも ぬれて 來 ぬる ビ0 

この 歌、 あや子の 御 もど へま ゐら せた う ひて よ VJ 、季 豊、 一 貫の ぬしに わかれて、 こ、 なる 喜- 

一 

兵衞ビ いふか もぐ」 に 泊 も ^>む0 

廿 一日。 つ、、」 めて いてた つ。 この あた，. >  の 家居 、三日の 夜の 風 あら かりけ るに た ふれ、 ある 

は、 ほね 斗た てる 屋ぃ V」 多し。 この 村に 在る 洪福山 泉龍院 どい ふ 寺の あるし、 文 龍 上人 は 相 

しりた る 人に て、 け ふなん 知 ：5 左 胡ぐ」 いふ 浦 まて、 おなしす ち を VJ もな ひ いかん VJ て 出 ませ 一 

りけ ろ. に、 ものうち かたら ひて ゆ く- 文 龍の 云、 此ゑ らまち のた れビ いふ も の、 あらたに I 

家作れば やけ、 また、 に. Q むろつ く，.^ しければ 三日 四日、 ある は 三月、 よつ き、 ある は三ビ せ、！ 

四よ せ を へ て、 火の ために、 ほろ ひける こ の あやしう、 けんさ ざ もの 集て 、いのりし けれぐ」 一 


も、 そのし るし もな うやけ 、れ ば、 つち まつ，.^ ビ いふ こ VJ してけ る VJ て、 けがれた る 土 ほひ 

うが. すてて、 きょげ なる つ ち を 山よ， 0 う つし てん、/ J  、ほ， 0 に ほ. 0 ければ、 うち ふしに ふし 

たりけ る 人の しか はねの、 木の くちたる やうに て ありけ 、り。 此 ほね、、」 つち./」 を あ つめて、 柴 

火に やきて 灰ビ なし を さめ、 あ V5J ふら ひ、 みすき やういの，.^ をして より、 ゆめ、 火の わさ は 

ひの なけん。 むかしの なへ、 つなみな ビに VJ られ、 しに ふせる 人に て や あらん ビ 0」 野路 行 

お さ づき  ほぐ J  、あさ づきぐ」 いふく さ、 みち もせに しけ， 0 て、 かちんの、 ふみした きめ， 0  く 匂 ひの、 風に 

吹 まよ ひ、 はな をう つ 音の た へがた し。 ゑみす の祠の 鳥居た てる ほ VI 、り を、 け ふ..^ ふきつれ 

- だす 一 て 、腰に 胡 陀數ど て 、 か づ らも て 造る 籠の， J ビ きも の を つけたる ものら は、 石畏 根、 片子 山な 

椎蕈  一 ，/」 いふ 太 山に 入て、 構簟 採る VI て はるく，、」 入ぬ。 椎の木 あらね ビ、 橄の くさ ひら をし かい 

へり。 ふた こ ゑ いふ 山中に 至る。 

ほビ VI きすな け や 一 聲ふ たこ ゑの 名 をな つかしみ やすら ひに けり。 

原 口に 休む 蛇 喰 坂 をく だれば 河 わた、 りして、 笠 間、 曾万留 閑な ぐ」 いふ 名の 閬 へたる 處は、 おばし がた の 

なりした. 0. ける 厳の、 磯邊に そ ひ へた てれば、 これなん ひめか ぐ..， -て、 うら 人ら が、 もの かた 

1 足 痛に a 布 ， ^よりい ふ 名 也 なん。 於 古志 部、 深澤を 過て、 原 口ぐ」 いふ 村 あり。 屋に 入て 休ら ひ、 あな 

うらの いたぐ、 そこねい たむ ビ かたら ふ を 聞て あるし の 女、 これ、 わらぐ つのう へ にしきて 
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さし はきね ビて、 つかねた る ゑ ひすめ の、 い VJ あっけなる をお しゃふ b て くれた. CSO 昆布 

は いみし きまめ のぐ すりなる ビそ。 け にゃあらん、 いさ 、かくる しさ も わす e て、 い vjvj 

ぐ懸 石坂をくた-..^、さはべ の やうなる ビ ころ を 分る に、 科 野路な，.」 の 山々 にい VJ 多き、 そこ 

にて は 山 櫻 草 ど いふ、 葉 は楓に 似た るか、 こき 紫に こ、 ら^たる を 岩 葛 花 いら へ、 岩 かづ 

らビ もい らふ 0 

うこき なき 御代の ためし VJ いは かつら 花や ち^せ を かけ て^らん。 . 

地 以差吳 の 浦に 至りて 織 田 善四郞 _v」 いふ 海士の も"、」 に 宿つ きたり 0 あるし は 遠き 浦に 排の 

あびきに いきて いまた 歸 b もいたら ねば、 さそ さう，/ \» しう や あらん、 か、 るつ ひしの や 

VJ りに な VJ  、老 たるめの、 ひビ b 宿 も. 0 してな に ぐれ かたる に、 少兒 のい はれ あ. りけ るよ し 

を、、」 ふに 乎 佐 女 こた へ て、 ふるきむ かしかた b に、 この 磯山の 土 採， 0 に VJ て、 ちいさき 舟に 

みさか はか.^ のおの こ、 あまたたり のりた る 舟寄來 るを此 浦人 見お ろき、 いかなる もの か 

?J たちさ はき、 小舟の ゆかん かたは いづこな らん 、それらが 舟の 楫ぁビ をし る へ に、 ふね 

あまたし てこぎ 行 ほざに、 うな かの あら 潮に へ たてられて、 そのち いさご か 舟 を ふ 末 は 何 

力 た VJ も しられす、 か いけつ やうに、 浪 VJ しほ VJ に まきれ うせたり し のみ つた へ 寺る。 

6 ほ 

それら 力 &の網 浮て ふ もの、、 木の 皮の やうに て 釘に ^お重ね、 ある は柹の 葉の やうなる も 


t-  i^. ク栓か 


小 砂子.^ 立 

h  


嘏 夷の 子供 


みな、 くち 木の やうに て、 い VJ な VJ の 付た る 網の 具の、 を， 0/\浪 にう ち 寄せて、 濱磯 VJ いは 

す、 ちり あぐ たにま じ， 0 て あまた あ， 0 'け， 00 これなん 小人 嶋 より 來るビ 、も はらい ひ傳 へ さ 

ふら ふか、 まこ VJ にて その 國の あるに や。 この 安 婆 を 火に やき 霜 VJ して、 火 やけ、 湯 やけの 

た、 れ たるに つけて、 い ゆる 藥，、 J そな しける。 その 阿波 VI て、 あみの 糸の きれま ひたる を 

見せけ る。 こ は 紅毛人の もて 渡る、 いは ひべ やうの もの、 口 ふたき たる、 キュ 严コホ クム ど 

やらん いひけ る ものに こそ あなれ。 さり けれ は、 遠き さか ひより 流れ 來る ほビの しられて、 

い つれの 國て ふこ ビ こそしら ねな VJ 人々 ビ かたり、 沖邊 こく 船、 あまた 楫 VJ り そろ へ て 行な 

ん こ ビしは S のすな VJ り、 れいよ. 0 もお しかば、 ぃビ はや あさ， OVJ  > めて、 すむ かた へ 

波 遠う いぬな ビ0 

舟し はし，, J  、めても かな 波の をち いさこ へ ゆかんた よ， 0 もビ めて。 

かぐて 日 はくれ た， 00 

廿 二日。 あさ UI ほの-/ \- 波のう へ にさし あか. 0 て、 大島 小島の、 ちいさ やかに 見やられ てお 

かし 0 

0  0  0  0 

け ふ も 又は まち いさこち ふみこ へて い つら や い つら 波 まくらせん 0 

文 龍 上人 よんへ よりあ ひや V- りして、 近き 磯まで、 あないし 送らん VJVJ もな ひい つる。 さき 
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た.^ て 蝦夷 人の、、、」 し は、 みそち あま b なる か、 七 八 はかりの 黄 子 ひぐ を 誘 ひ て ゆく。 こ 

の へ カチ、 « に 生 ひたる 卯つ 木 を 手 折、 おし 曲て 弓に 造. o、 木の 皮 をよ， 0 て 弦、、」 して、 親の ま 

ね ひ を そした b ける 0 へ 力 チビて さらにた かふけ ちめ こそ， いらね、 た 、泉郞 の 子の やうに 

て色黑 きわら はなれ V- 、眼の まろ- して 耳に 朱なる 糸つ けたれ は、 一 めに しるし。 蝦夷 

人、 を さなき ころ 緘に紅 のい V- をつ け、 耳鐶を さしてん 料に まづ この 針 もて 耳 を さしつ 

みみ か；； J 

ら ぬぐに、，^ のなか る /'を 見て、 こ、 /,- わら は へ ，ヒ もの、 お ビ ろき こりて なき さまよ へ は、 血の 

色 も ひ、、」 つに、 紅の 糸ぐ」 のみ 見なさし めんた め、 みな、 か ぐぞ はか..^ け る ビ なん。 はた イン 

ガ レ のか は， 0 に、 ft のい 、ヒ 、紅の 絹な ぐ」 、 さ きょ， 0 て さしむ す ひたる も あ， 0 けり。 や を ら白 

毫 石，/」 いふに 至る。 いかなる 佛のビ いへ は、 猿田彥 のお ほん 神 をい は ひまつる。 この 石の 

面に 石 名 子を產 いづる こビ、 栗 原 郡に おまし ある も、 のかん みやし ろの ひ ビ つ 、遠 流志洲 石 

の 神に ひ，、」 しき 厳 也。 ぬ さビり 過れ は、 さ^ひ 河ビて さ、 やかの なかれ あり。 野み ち あり、 

:® みち あ， り。 われ はは ふ 二り よ， り わくれば、. 女、 鷲 25 ビて、 あら 浪の 寄せ か へ る、 さかし き 岩 

つらに 手 を かけ 身 を ひそめて、 あし も そらに つた ふ。 あやう さ、 う へ、 こ /- にて、 メ  ノ コ ひご 

ライ 

^浪 に，/」 られ て、 死したり ける むかし かたり を、 行つ る、 ァヰノ のしたり ける。 メノ コ シビ 

は 蝦 爽の女 をい へれ，、」、 メ  ノコビ いふか まほに こそ あらめ。 ヮ シ リ.、 J は、 ァ ヰノ辭 にや 和- < 


ャケ トロ プ 

野 


鯡 漁が 生命 


車 かひの 船 


志 保 布 企 浦 


こ？」 葉に や、 い つ こ にても 海邊 なる、 い VJ さかし く、 い たり か たき 岩 つら をった ふ をい ふぐ」 

なん。 飛魚 間 VJ い ふ處に 出て、 か の 文 龍 上人に 別たり。 大満ビ いふ をへ て ャケト ：： ブ 野、、」 

いふ 處 にくた b 得て、 ふ， 0 あ ふき 見て、 

しら-富 のか 、れ るみね をい くわた か 九 曲お， り ゆく 谷の はるけ さ。 

沖なる 船の 眞帆片 帆に、 あまた ひきつらな b て 行な ビ、 風情 ある 木 草の、 や、 み VJ りた つ 磯 

山のお もしろ さに 芝生に 休ら へ は、 小舟 さしよ せ聲 をのみ て、 こ はい か にぞ や、 こ VJ しも 海 

のさち なう、 ft え ごらぬ ふねの あまた 歸り くなる は、、」 、ひ.、」 りこ ビ してけ る海士 あり。 この 

島に は、 いな 田 ひビ代 もな く、 よね は、 こ 國の大 ふねに つみ 來て 、すな、/」， 0 し 魚に かふるな 

れは、 W の あさ，.^. は あさりの 中の を さに て、 鯡て ふ 魚 は、 此 島の いのちに こそ あらめ。 うへ、 

機の 翁の、 はなこ ゑに なく もこ ビ はりに おも ふ。 石崎ビ い ふ こなた に 河 あ.^、 人々 のよ ば ふ 

に 川長來 け，. この ふな を さは、 ァヰ / のまね ひに 車 かひ ビ いふ もの を 左右の 手に ビ り、 き 

しへ 離る や おも へ はっきた， o。 みちし はし へ て 羽根 差ビ いふ 處の やかたに 休ら ふ に、 木 

の 葉の やうなる 舟の、 遠 かたに つらなりて 行 あ h^o 

ゑ そ 人の V」 か箭 にわしの はねさし てあし かやね らふ 浪の はや ふね。 

志 保 布 企の 浦に 至る。 磯 近く 潮 吹 明 神.、」 いふ 神の ほくら あ. 5 ければ、 
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沖つ 風 さそ ひ來 ぬらしし ほ 吹の 神の しら ゆ ふ 波 かけて け bo 

志 泥吳野 岐乃 古村 を へ て 志 泥吳の 野良 を 分る。 こ、 の 野良に きつね、 うぢな や 多 か， 9 けん、 日く るれ 

ば、 あやしの もの かたち を むすびて、 おびやかす こビ めれば、 しね ごのば けもの，.」 て 人お そ 

れ たり。 かくて 波 良 宇多ぐ」 いふ はまち を くれば、 ひろ 野に 出た，.^。 すき 來 しあた. 5 の、 垣ね 

の 梅の や、 ほ、 ゑみ たれ 、野邊 の 蓬生、 いたど， 0 は、 みさか、 よさ かに 生 ひ 茂 b. 合た る をお 

しわけて かよ ふ 乙女ら、 うち むれ、 聲を そろ へ て、 「露で は を のつ ま ぬらす OJVJ  、おも ふ 

ひ V」 ふし を そ、 うた ふなる 0 

いた ビ りの 葉 ひろ はう し、、」 草の はらうた ふうな ひの 歸る夕 くれ。 

勝 山の 城址 加 美 乃 久邇ビ いふ VJ ころに、 きいた る。 こ 、なん 勝山ビ て、 そのむ かし、 この 島の お ほんつ 

かさの 遠つ おや、 こゝ にい なぎ を さため 給 ひし ビ ころに して、 その ふ る あぐ」 に、 もの、 ふの 

上國 寺の 櫻 粞 家の あ， 0 た， 0 し處 も今猶 あ. 0 な V」 、 あ ご ビ、 の ふる ふる 翁の かた，.^ ぬ。 華德 山上 國寺 に 、 

松逕 上人 むさし の國 より 來り ける、 松逕 上人のお はする をビ ふら へ は、 ね もこ ろに 聞 へ、 いさな ひ 給 

ふ。 この 寺の 砌 にい.、」 大 なる 櫻 K たり。 松逞の云、この花^^初ては、はゃ鯡てふ魚の群來侍 

らし，、 J 人 なげいて、 か 、 る 櫻の、 からぬ こ ビを人こビ にょろこひ、^^たるころは、浦人ら、 

ねたう の" プ いひの 、し. 0 て、 さらに 見 rl^ る 人 もさ ふら はじ、、」、 ほ 、ゑみて けり。 


鯡 神の 由來 


大藏法 印の 

祈时 


いにし その 春 をみ てらの 軒 近くむ かふ こゝ みや 花の いろなる。 

ビ なかめ しか は、 松逕の 返し 給 ふ 歌に、 

花 もけ ふい まひ ビ しほの 色 そはん こ V」 葉の つゆの か、 るな さけに a 

夕日 花に かげろ ひて、 や をら くれた. c>o 

廿 三日。 あるし の 上人、 うら ふれ や あらん、 け ふ は 休ら ひ 花見て な VJ あ，.^ ける こ VJ^ うれし 

ぅ、人々ビ物語し、此寺のかざさし出れば宮マ」ころぁ..^。 何 神 VJVJ へ は鯡神 >、」 いら ふ。 いか 

なる 神 を あかめ まつりて しか いふに や./ J 返し ふに、 も 、 VJ せの むかし 大藏 法印秀 海、、」 て、 

ゆ、 しきけん ざの 磯 へたに 庵して、 た ふ、、」 く を こな ひお はし ましき。 しかるに、 こビ しのこ 

ビに S の S 來 侍ら さるビ しの あ b て、 うら/ \. - の人舉 りて うち なげいた る を 秀海法 印 聞て、 

汝等 せちなる こ 、ろ まこ ビ ならば、 われ 神に うた へ 祈て、 緋 らせ 得さす へし，/」。 浦人 も 

この こビを 聞つ 、、こ は 何お ぼし 給 ふそ、 今 は、 さっきの なから もす ぎ 行 さ ふら ふな， 00  ( 

きなん ころ ほひに こそ、 くき もし 侍らめ、 いそ か あまり も 日^で ちお く^ て、 いい： おまん 

レの b のい みしき ビも その しるしの あるべ う、、」 もお も ほへ r^^らすVJ浦人v-もの い ふに、 秀 

^法 印う ちゑ まひして、 時に くきた る 鰥 は、 しるし VJ はい はじかし 0  4^ ならぬ どきに 、<  のり 

てこ そ、 まさしき しるし ビ もい はめ。 われお ぼろげ のね が ひに あらす、 わか 露の命 はこ、 に 
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わら 
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けちた うば りても、 あまたの 人 を あはれ VJ 見た ま へ 、、J 神に 誓 ひて 祈らん。 人ビ らも 心 ひぐ J 

つに して、 あめに、 いさいの. 0 てよ。 われい のり 得たら ば、 うらく の .3^ 郞 人の も、、」 より、.、 J 

b えた、 りし 鮮 いく つ かビ いふ を われに たう ベ 、それ を もて、 しろ，/」 なし、 寺の すりして んヾ J0 

うら/^ の 人き て、 ぃビ やすきお ほんね かひな り。 いかに 仰 さ ふら ふ ビも、 まかせ 奉らん 

ビ、 うけ ひぞ したりけ るな かに、 世の さかの み 好く 男 ありてい ふ、 今 は、 いつ ビこ、 ろ ふ ぞ人 

々、ビ き は 五月の 末つ かた 也。 くきなん 日數の 六十 日 あま， 0 もす き はてて、 いかに、 くされ 

にしん ひ，」 つたに くきなん、 まいす 山伏の そらい のり、 わ れ い さ /- かの よろこび あら じ。 こ 

のい の b 何のた めな らん、 かたば らいた のけん ざ V- の V！ 、お，、，！ が ひ を はなちて、 あざけ， 0 笑 

ふ こご か ぎりな し。 人々、 さる こ ご、 な のた まひ そ、 あめ の 惠み砷 の 力 はは かられ： 一?b じ 0 こ 

の、 こし、 にしんの くき 侍ら や は、 われく. 何 をく ひて い のち やい きん、 親、 め このな げきい か 

ヾ せん。 人々、、， I ビ もに 祈して よ、、， 1 いふに つか や、 世に にくさげ なるこ、、 J のみい ひつ 、 入の 

惡ビ なりぬ。 (天 註 阿 II ^とに 人に さから ふ、、 と 葉に して、 その はしめ は、) ぎまくら 去 、ま， つ、、  >  つ 

S  Z  ； り/  _v よれ、 ふとむ きな とよ リぃひ 出れ る 諺-」： そ も な れ。 j お は ぐらお ui ま パ . ^きゐ 

して 注 連 を 七 a に ひきはへ て、 いっし な の み て ぐ ら を お したて、 す、：^ の 音た かう 鈴の 聲たふ 

ビく、  くひ もの をた ちて 夜る ひる なう いの. 0 て、 いまだ 日 は 七 s にもみ ちざる に、 志加閘 

て ふ 鳥 は 沖に 集り 加 毛 兔は海 を ふ たぎ、 鯨 は、 を の れ ノン 大波 を おこして しほ ふき あさる。 こ 


れ. ちけ 人と 

ジ"' 爭 


れ みな Si のく きなん さどし れいの こ，、」 に そ ありけ る。 かくて、 うなの 上 はしろ みわた b 

て、 浦て ふ 浦に 群來 さる 處も なう、 ビ しくよりも 多く 鯡の あびき をして、 あな あ..^ がた の 

い のりや、 お ほくら の 法 印 は、 そ も 神に てか佛 にて か。 か 、 るた う きしる し を 見せ 給 ふ は 

ビ、 こ、 らの 人の 集 ひ よろこ ひ あ へ る聲 は、 潮の 涌きく が こビく  よみ 聞 へたる に、 かの、 ね 

ぢけ 人も鯡 いたく しか V- 、人な みに、 か へりみ をい さ 、か 秀； t に を くらされば、 入々、 見 

あさる そしりて なみた をな 力し いかで、 か へ，^ み をば VJ くた ま はらぬ ぞ、 おそろし きまて 

お ほんいの りの しるしみ たま ひしう へ 、など か は、 もの を くらで は あらん 0  く^^し たま 

へぐ」、 ひた ふるに いへば、 かの ねち け 人の 云 やう、 此年、 せ の を くれて 海 まだ い VJ わか けれ 

ば、 をの つからく きたる 继を、 なま 山伏の、 なまい のりた るし るし ビ、 なお も ひそ。 されば わ 

れ、 この か へりみ をす ベ きい はれ 露ば か b もな さじ VJ いふ。 秀海、 かれが さが こ VJ 聞 も あ へ 

す、 もの あらが ひビ な. 0 て、 い さ 、か、 ねぢけ 人い ひやま さる を 浦人ら の いふ、 けん ざの おも 

ビ へ 、曲て 鯡 はや 贈た う ベ ビ、 いろ， にこ しら へて、 や、 いくつか、、」 いふ 魚なん、 を くらせ 

たりければ、 けん ざの こ 、ろ も、 つゆう ちな こみぬ。 さり けれ、、 ミ、 あや つ が やうなる ろくで 

なし は、 その 數の ほ，/」 さ へうた が はしければ、 それ、 かそ へ 見よ ビ數 へさせて、 しかく  VJ い 

ふ。 さは、 おも ひし こビ也 7J いへ bo こ は、ふた ひぁらがひをして、けんさ に、はらぐろな 
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らせんの 料に 、い.、」 あしかり ける 鯡ビも を ひろ ひ 集めて、 三 四の 數 足ら さ る やうに つか ヾ」 

し、 いさか ひの たね を そお くりた. 0 ける。 けんさ 猶 やすから や、 さきにい ゃ甞 してお ほ あら 

かひ、/」 な，.^ し を、 人々 ビ ヾ むれ V- 耳に もき、 れす、 はて/ \ は 、お ふこ ふ， 0 かさした る を、 あ 

やまちた まふな ビ いふ ほどに、 う-, T ごころ や あしかり けん、 老 たる けんさの いきぐ る しう、 

た ふれ ふしてけ る ま、 に、 きの をた へう せた， 00 人々 たちさ はけ VT いふか ひなし。 三日、 

四日 あ b て 此ねぢ け 人 も、 ゆく りなう やま ひお こりて 身 まかれ り。 H あらやして、 それらが 

め こども、 みな 死 ほろ ひた， 00 そのうら みのむ ぐ ひ、 めの 前に 見つ 、、身の 毛い よたつ おそ 

ろし さ VI 、法 印の みたま を わかみや VJ いは ひまつ. 0 て、 鯡祌 VJ は 申な り。 又ね おけ 人の なき 

たまや、 あ，， >  し 世の、 つみ あかな ひて さ、 げやす らん、 秀 海の 庵の あ.^ たりし 跡に、 いつも、 

むつきの ころ ほひ は、 かなら す鯡 ふたつ、 みつ、 浪 もてう ち あくるお. p これ をお ほくら にし 

んビ て、、、」 りて お ほんつ かさに も 奉， 0 しか ビ 、此 十？」 せこの かたは、 その 鯡も 波の 寄せさる 

ゆへ にや、 群來 なん 鮮 のく きも 侍らす。 こ、 なる 上國寺 は、 もビ 天台の ながれく む 曾 go す，， A 

て淨國 寺，、」 いひて、 快 山 法 印の 永祿 のむ かし ひらき 給 ひて、 秀海法 印 は上國 寺の 四 世に あた 

り 給 ふ：^ 印に して、 ちかき 世ビ なりて、 な もめみ だ ふ VJ な ふ 寺.、」 はな， 0 ぬ。 いま、 この 寺の 

ゑ かう 帳に は秀海 和尙ビ かいの せた るな VJ 、こ、 ろた しかなる 海士の 物語に、 つ はらに は M 


上國 寺に て 


へた bo 松逕 尋ねお はして、 こ、 にお はした るか、 いそ 山 あらし 吹お ちて、 花の ちる へう 見 

へて さ ふら ふ 0 花の な こ. りのお しけれ は、 いさ 木の もビ にたちて 、な.、」 見た ま はぬな^ い ひ 

て、 風前 花て ふ - J  VJ を 示し 給 ふに、 

おも ふ ちの ビか にや みん 睽花を ら さし ビ ふぐ 風の しつけさ。 

あるし の  公 Jwljf 

發 しょり つ 、みかねた る 花の香 をし， 0 て やかせの よそに ふくらむ。 

風い よ、 吹て 日 は 慕たり。 祁爾宇 知が たけ にゃあらん、 野火の たかう もへ わたり、 磯崎に も 


火の rrn?  / だ ひ。 へ 天 註 


3  1 ケニ ゥチの 名， ^、むはら けんに ちとい ふ。 ケ ニゥチ は、 はんの 木，. 

ふ ものにして、 その 木 LL て やお ヘリし 名な らん。 今む その 木の 多 かりけ リ； 


泉郎を ふね さす も しられて いそ 山の かけに いさ b 火 ほの 見 へに け. 00 

なかめ に更 ていぬ。  . 

廿 g: 日。 よんべ よりの 雨、 けさ も 風 ませに 猶 やます ふれ、 ば、 花ち る こ，、」 のい か はか. OVJ、 

からうた のこ 、みは へ を ど なへ つ 、、ほうし 超 山の手 あら ひける にお VJ ろき 板 おし 明て、 

を やみな き 雨 こそう けれ さくら 花った ふしつく にい さ ぬれて 見ん。 

あるし の 上人 聞た まひて、 

匂 ひ を は 釉にビ めん ビ ふる 雨の つゆに もぬ る、 はなの した かけ。 

鰕 ^  1^:0  ：  m    — 
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ビ なんよ めり 0 

天の、  1： 越す 廿 五日。 っビ めて 小雨 そ ほふ..^ て、 ひるの ほ VJ の 穴 >1 はれた bo 松逕 のい へらく、 かみい そに 

行 さ ふら は ダ 、今し ばし あ，. M し 出 ゆきね。 さら は、 みちの ぬか，.^ も か は き 降らん な VJ  、せち 

にぐ」 ヾ めければ、 さるの ，、」 き はかり、 近き めたり まで ビて いづ。 村 はしに、 つな ひく、 ふな わ 

たり ありけ り。 此 河の 名 を 天の河 ビ いふ。 こ は、 太 1^ 山 VJ いふ やまの 麓よ. 0 なかれく なれ 

は、、、」 ころの 人 は、 てんがたい へ い ぐ」、、」 な へ て、 太 半 山の 嗚，. ^うごき、 あまの 河の みな の、 

ながれ 洲に ふた がれて 水せ ダぁ ふるれば、 ふさ はしからぬ こ yi なんあり ける、 ためし ありぐ」 

いふ。 舟つな く， 0 はてて 川 長め 云、 見た まへ、 多 万 知の 犬 潜 をビ手 さしして、 磯邊の 岩に 

穴 明た るに、 波のう.^ 贯くを をし へ たり。 見る く、 河口の いさ、 か洲の 寄り 來て ふたぎ た 

る は、 いか 、あらん ビ つ ふやく を、 舟畏 も、 この , J  う し ，ゥ やお も ふ、 まゆう ち ひそめて 去 

免那 LS る ぬ。 免那ビ いふ 處に 至る。 梅 たる 垣ね の あれ は、 し はし，、」、 まりて たちさらん ビ すれ は、 

やのう な ひ、 やすら ひて な VJ  、あ ひぎ やう づきて 閬 へし ビ き、 

みちの へ に 見て こそ 過れ 梅 か 香 を 袖に VJ めな て 行旅 そ， つき。 

虎杖の 道 1^ ふのりつ みあ，^ く 女の 腰に つけたる、 こ だすて ふ、 繩のぁ み 袋よ， 0 、 ほ だ はら ビり捨 る は、 

「いそ かくれの，.^ に ましれ る莫鳴 菜の 名の，.^ も 今 はしる 人 そな き 04、」 い ふ 歌の こ 、 ろに も 


相似た， ov」 、すんして 野中に なれ は、 わら はべ あまたの 聲 して、 つ く- しつ みぁ.=^くにみ 

ちぐ」 ひ、 虎杖 かいわけ て、 

いた.、 J り のしけ ろ 葉 ひろに かくろ ひて あり，、」 も 見へ ぬ野邊 のかよ ひち。 

宇地 古？」 いふ VJ ころ を へ て、 海 狗川ビ て、 さ、 やか の なか れ を 渡 る。 こ の 川む かし は瀨 ひろ 

く、 调 ふかくして 鮏ぃビ 多く、 あ ひき そした.^ ける か、 一 せの 秋、 そみ かくた こ、 にや すら 

ひ 水む す ひ、 かれ 飯 ひらき、 破 子の ふたに、 山ぐ みの 藤 づけなる を あまた ，やりの せて、 それ を 

あはせ に 水つ け をなん くひぬ。 行か ひ 見 あざみて、 このほうし は、 い をの 子く ひて け，. ^0 な 

まぐ さの ほうしょ、 もの ビ ら すな、 宿 くれな。 見よ や あれ，/, \ 'ど、 浦の わ か うざな ビ來ぁ つ 

ま b てけ るに、 法師、 見た ま へ、 これ はもの、 實 にて 侍る。 われ は、 露 はかりお かし ある 身 も 

て 侍らす、 ゆ めく ビ い へ ，/」 、 あまた の 人に いひけ たれて けり。 ぐみ の實 の、 鮏の 子て ふ も 

の に 露た かふ こ v> なう 似たり けれ は、 見た が ひてい ふに こそ あ-り けれ。 さり けれ V- 、いひた 

てた る 人々 もい ひやます、 もの あらが ひに な， 0 て、 そみ かく だ、 やすから す、 かくは かりほね 

をく だく すきやう を、 おろかに こそお も へ 。 汝らに 今より 末 は、： g ひ VJ つ をた に VJ ら せし ぐ」 

て、 この 水に さかの ほり、 た 、う 紙に もの かいて 水上よ，. y うちな かしてけ るより、 こ 、に、 た 

へ て鮏の 魚の ほり こし VJ つたへ 聞 侍るな ビ、 浦の 子ら がかた，.^ もて、 五 勝手 ビ て、 江 差の 港 


江 差の 港 

法 華 寺 日 正 


境內 fHS! す 

ま.— 
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のこな たに 至る。 こ、 に 在る 潮 元 庵の 法師，、」 か を.、」 もな ひ、 かくて 江 差に つきたり 0 成 翁 

山 法 驅 寺に、 &斐 の阈山 梨の 郡より すめる 日 正 上人 をビ ふらへ は、 かねて 聞つ る 人よ ビて、 

ね もころ に 聞へ 給 ふ。 この 寺 は、 福 山の ほく ゑき やう 寺 VJ おなし こ ろ ほひに ひらけし なが 

ら、 上人 あらた に す 、り を 加 へ き。 み ほ ビ け の 御前 を ふ..^ あ ふけ. ば、 龍の、 かしら まほに さ 

げ もて、 三 間に わ だか まれ， 90 これなん、 みやこの 霞 樵 か、 七日い もゐ をして 淸水 寺に こも 

^て、 たか， 「なを 筆に 造て かいなし たる を、 おしてけ. o。 上人、 高 岡に な bvj ころ を 建て、 名 

を方壺 亭ビ い ふ 叫 阿の あ るに 入れ は、 海の み るめ い 、、」 よし。 

やま 人の こ 、ろ もし，^ きこの 壺の庵 はう き 世の 外なる 世の なか。 

こ 、を 出て 庭の 小高き 處に、 ちいさき 城 やぐらな、/」 のさ まもて、 上人の 手 わさに 作， 0 ならべ 

て 立る が 木の あ ひより あら はれ、 盛なる 稷、 める は、、」 どろ ふの 梢、 ゑ そ 檜な，/」 の 枝 さし か は 

した て る ま で、 ひち を 曲て >  J れ をう つし むか ふ 鏡 vi て 、臺 にか け て 床の 上に おける は、 上人、 

ひ ね もす みすき やう の い V！ ま、 眠き さ せば、 ひち を をり て もろ. v..^ の 梢、 やかた ざ も のうつ 

^たる を 見て ね ふり、 や を こたれ る こ /- ろ や， 0 にせり ける ビて、 ゑみ もて、 か/, みおし ひ 

らき 見せ 給 ふに、 砌の くまの なご..^ なう、 なに くれ VJ この 鏡の 中に おちて、 山 市、 海 市 をう ち 

みたらん やうに うつ， 0 たる を、 上人、 いかに 暴氣 の 傑に こ、、」 ならす ゃビ、 手 を ほど どうち 
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姨 神め. 由來 


て ほ、 ゑみ 給 ふ。 

浪 遠く 見る 樂 しさに ます か、 みう つして むか ふ 沖の たか VI の。 

ビ、 なかめ て 日 くれ、 灯 ビれる もね たし。 はた 、ひ，、」 まの 障子お し 明れ は、 雄 島、 松嶋 のかに 

を つくりてす へ、 この 洲崎、 はま ひさし、 いは かきの さかし さ、： 痰 やかたの 軒 近う 波のう ち 寄 

たるし ら洲な VI 、情 ふ かう、 こ  >  ろを盡 して 、上人 日 - ^ ろ 作り お ける を ビて、 この か、 みに う 

つして 身 をよ こたへ むかひて、 

松 島 や 雄し まの いその なみまくら よる かけて 見る ビ もし 火の も VJ  0 

ヾ J て S たり。 

廿 六日。 け ふ もこの 寺に 、//ざまり て 、あたり 見 ありぐ。 なへ てこ、 の やかた は、、/」 み-つ V- の 

多 かり けん、 家榮 へ 、船 あまた 入津して にぎ は 、しう。 高き にの ほる に は、 木 をなら ベ て 虹 

のかけ はしの こビ き阪、 /」 して、 いさ 、かこ、、」 なれる VJ ころな り。 ちまたに 、姨 神、、」 かいたる 

雞粞ぃ V」 高し。 文字 はこ かね 色に、 糠 部の 郡 田 名 部の 縣に すめる、 德玄 寺の りし 秀琳 のか い 

た b ける 額 也。 さはいへ ざ、 しかなる 神 をい は ひもて、 う は 神 >、」 は 申 ぞ ビ、 藤 枝 な にがし ビ 

いふみ やっこに VJ へば、 こたへ て、 いつのむ かし 世に か ありつらん かし、 この 磯に、 かた 斗の 

庵 t て ノ、」 しい やた か さ 女す める か、 朝夕 麻 苧を うみ 糸に より 網 をむ す ひて、 鯡 ビ る わ さ を 

嘏 夷 .51 一  辭 辯  i 
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浦人に をし へ て、こ の島人、離のぁさ，.^する - J ビな んも はらなら へ ，c.'。 この 老女、 むか ふ 島 

に辨財 天の 祠を 建て つねにい やま ひまつ b  、わか 老の すがた は、 かげの ごご ぐけ ちう せて け 

ひ。 うはの まつりし 神 を こ 、 にう つして 姨 神ぐ」 いふ ビ も、 はた、 その 功 ありけ る姨 のみた ま 

を 神 いは ひ 祭て、 姨神 VJ &、、 J もい ひった へさ ふらへ ざ、 今 は 折 居 明 神 ご あかめ 奉る さな 

ん。 浦の 子ら、 お，.^ ん堂 VJ 申 VJ こた ふる は、 折 Ti5 のみや を、 かく そい ふめる にゃあらん、 あい 

だち な、、、、」、 ビ ころ， /(- に 聞へ た bo ほぐら の 三、 い、、 J きよらかに ならびた て bo そのむ かし 

は、 こ VI ビ ころ に 雨つ ゆにく ちた， 0 し を、 ちかき 世，、」 なりて、 う つ し奉，，^たるなビかた，0捨 

て、 ひさつき、 ぬ さビれ り。 市中に、 九艘 川、、」 いふ 細な がれの 川 あ， o。 此 水上のお く 山よ， o、 

お ほふね 九の 丸 か 料の、 ふ な 木 を 伐 出した るい はれ VJ て 川の 名に お ひ、 處 の名ビ は な， り け る 

ヾ J なん。 夕 まくれ、 木 をた、 みあげて 坂ビ した る を の ほ，..' て、 正 院 ビ い ふ な る 山寺に、、，！ ひ 

識 觀和尙 V> もろ、、， - もに 話り、 こよ ひは此 寺に 旅ね したる。 曉の 月い ビ よけん VJ  、方丈の 室に 

嘯きよ みしけ る聲 にきい お V> ろき、 ビに 出て なかめ た， 00 

おぐ の 海 あらき 汐瀨そ 明 わたる 月の みふね はさす ほ VJ もな み。 

や をら しら，/ \ -ビ、 みな どひき はなる 、签 のけし きい V> おもしみ ぐ、 海の みるめ もお かし か 


於古斯 離島 


凰 蛇 多し 


島の 大路 


廿 七日。 高き 岡に のぼりて、 磯邊 近き 辨天島 を はしめ、 遠き 波間に まゆす みのす かたした る 

おこしり 

^於 胡斯 離，、」 て、 しほく も，^ て はる，/^ ビ 見やられ たる 島 は、 こなたよ. 0 の ふなみ ち 廿里斗 

ならん。 島の めく， 0 一 一里に たれり。 島 かげに か b や ざの ビ ころ，/, \- にあり て、 冲のふ ね亍 

なやみ、 あやまたん VJ せ. 0 ける ほり は、 此島 にの かれんた め、 米、 鍋、 火う ちげ まて を さめけ 

るに、 風に はな たれ、 しほに なかされ たる もの 此 島に 船よ せ、 いか. 0 かけて、 よき 浮 日 を まち 

て 命い きていに、 よねつみ たらん ふね は、 さきのこ A とに、 ものた ぐ は へお ける VJ なん。 島に 

鼠い 多く あ， 0 て、 うちあ さる 昔 は 群 鳥の 羽 昔に ひ VJ しう。 孃 かれ 浮た る をり は、 磯の 敏 か 

づき あげ、 あつま， 0 て くら ひ、 木の 根、 草の根 を ほ，， ^はみ、 多 かるし の、 うれ 葉 まて ひし， /(\- 

ビは みつ. -、 くひ もの、 V」 ほしければ 友ぐ ひ をして、 あれ わたる 音の 山に ひ、 き、 海に ひ 

> して 力ま ひすし ぐ、 蛇 はこ 、ら すみて けれ VJ  、この 鼠，、」 もに くひ 盡 され、 はた 蛇の 多 かる 

ビし は、 鼠、 蛇 に VJ  .0  く はれけ る ビ か。 , J の 島 近う 船ぐ つ. か へ， 0 たる き、 その ふねに かひ 

たる 猫 ふたつ、 から ぐ？ -て 板に のりた、 よ ひ、 風に 吹よ せられて 此島 にっきし かざ、 あまた 

の 鼠に 追れ、 おち を それ、 いその 岩 あるに にけ のび、 海に や 入たり けん、 うせに き 0 三たり、 

四たり はかり 漁 舟 かけて おる に、 おそろしき はこの 鼠 也。 はた 此 島に 生る 大^ は、 いっさ 

力、 六 さかに たけた かぐ、 蜜 は、 むき、 な、 きに めぐり 、葉 は g: さか、 五 さかに ひろく、：^ した 
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にかくろ へば、 雨露の うれ へ さらに あらし かし。 い つの 頃に か、 雪 * 和？ 1: ビ いふ ひし，.^ 住お 

はした る處 ビ て あ， 00  5^ きむかし より 寺 や あ， 0 つらん、 ふる 寺の あど どて あり。 その 寺. フ 

つして、 松 前の ひんかし の 浦なる 泉澤 ぐ」 いふに 在て、 越 尻 山 大泉寺 VJ いふ。 大泉寺 を ふた、 

び 福 山に うつして、 松 前山 法 源 寺 ビ いふに こそ あれな VJ 、しりた る海士 の、 つばらに そ 語る。 

う へ 、ひろき 島な らん、 たか 山の こぐ」 く、 波のう へに つ.、」 あら はれたり。 小舟の あまた つら 

なれる に、 

潮風に 波お こし，.^ のし ま 遠くみ るめ か るて ふ泉郞 やわく らん。 

夕 くれ 近う 正覺 院に歸 る。 

廿 八日。 つ、/」 めて、 よき ふなた よりめり。 いさ 、も、/」 めて よな _w、 人の つけ 來れり VJ 小 法師 

はらの 聞へ たれ は、 ふた、 びビ いひて、 い そぎ 津募ビ いふ 處 よりの，^ つ。 葦 寒、 乙 部、 水屋、 

つ 一 め 

な  >、」 い ふ う ら /\ もこぎ さぐ る ほ V*  、こ/ * にい ふ 吳哮て ふ 鳥 そ 、い VJ 多くつ ち むれる。 

沖つ 風 吹に けらし ない はたて るし まの あら 洲に かもめむ れゐて。 

夕：：： 浪に 入て、 くれ 行わた のはらに、 はるく ビ ふね を ふ。 何 をよ る へ に、 千 船 も、 ふね、 く 

ら きふな みちに、 を くれさい たちて 浪 かい 分る。 小舟 v> もに 舟 子の こ ゑ，/ \« して、 

募に け b 海のお も かち ビり かちの 聲を しる へに つ つく 友 ふね。 
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一一 一； 一一" 


相 沼の t 占屋 


船 卸しの 歌 


蝦夷 地の 境 


相 沼 VI いふ 浦に 泊 も./」 めん，.、」 て、 いか.^ かけて おり、 ひんかし の 海白府 の泉郞 にて、 阿 §1 た 

れ VJ いふ もの、 鯡の 魚の わさす，、」 て、 この 浦に い  >、」 なみ をる 苦 小屋に 宿 かりつ。 こ、 かしこ 

に、 いさり たく か VJ 見渡 は、 立なら ふ丸屋 形のう ちに は、 人 あまた、 ほた たき 居なら びて、 三 

の 緒 かいならし 歌うた ふ。 陸 小屋の 窓よ，^ も、 ひま もる 灯の 光な 、河 邊の螢 よりもし け 

う。 この 火 かけに さしう か 、 へば、 軒に ぃビ 高う 木 を 立て、 大口 魚の 肉 を ほじ、 にす て、 

さき つらね かけた る を 魚屋 ビて、 その 臭 さしの びかた く、.；^ はいたぐ おたり。 

廿 九日。 いまた 明 はてぬ 海の 面に、 人 あまたして 歌うた ふ聲 して、 よき 風の 吹來 けり、 これ 

を 追手に はやい なん。 VJ  くの りね、 や どよ ば ふに、 人々 VJ 友に うちの る ほ、/」 も あらて 椅 さし 

おろし、 帆繩 ひき や.^、 な だ 行 ほビ、 K 爾 宇地が 嶽の、 夏 さへ けたぬ 白雪の、 しらく  VJ 雲 の 

ひま，/ \. 見やられ たる も、 けしき こ なる 明 ほのに、 梶ビ りの 聲ぃ さましく、 「正ぐ はち 

の、 ひ VJ 夜 ふ つかの は つ 夢に、 きさらぎ やん まの 楠 を、 ふねに 作，.^ て は やおろ す。」 VJ うた ふ 

は、 むつきの、 は つ ふなお ろしす る 祝うた に、 かなら すうた ふ ベ か.^ けれ ビ、 うちた はれ、 醉 

の まぎれな に は、 も はら、 つねに もうた ひける そ。 

K の海浪 のた ちゐ もしつ かなる 御代 はたの しビ うた ふ ふな 人。 

日の さしの ほ， 0 て、 舟 は ぶ やうに 熊 石な.、」 い ふ 浦 もこき 過て、 和 人、、」 蝦夷の くにを さ か ふ 
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以南 遠 ざ き V」 て 、 ノン ざ ろ ふの 木 を 伐て 枝ながら 岩の 出 崎に おし 立て、 爲那乎 ，ひ て、 木 を 麻サ宁 

の 糸の やうに けづ りて、 ゆ ふの ご、、」 くぐ」 りかけ たる は、 鯡の魚 多から ん こ ぐ」 を、 このい そべ 

なる f: にいの b て 、夷人 ビ もの、 春の はじめ こ，、」 に 手 向ける ビ なん。 福 山に すめ る 杉 田晴安 

此年 鮮 多  幣 f"  和 人  夷 神 

W ァヰノ 詞も て、 「タンパ、 アナ キネ、 へ キ， イロ ンネ、 ヰナヲ シリ、 シ ヰシャ モア ヰノ、 力 

隨意 

モヰ、 レ ンガ ィ 0」ビ なんよ みたる ビ かたりし は、 このぐ」 ころに こそ あ， 0 つれ 0 ほ V- なう ふね 

つき たれば、 くだ， 9 て久 刀布ビ いふ 蝦夷の 地 に 至る。 この あたりよ， り はも はら 運上 屋ビ 

て、 うなの もの り をさむる、 さ ふら ひやう の屋形 をた てて、 その ゑた ちの 人 も、 こど 人 もす 

み 、アキノの 粞家 も、 軒なら びて 入 まじ，.^ た，. 齊 藤、、」 いふ あまの もどに や V- つきた， 00 こ 

のち か、、」 な..^ に笹 ふきの まろ やの あらけ るより、 量 男 ども の ふた トノ  、くひせ の ご 、、」 きもの を 

持 出て、 かう が いっき 1、J いふ こ、、」 をして、 右に う t 、左に うちて、 はてく は、 もの あらが ひの 

ハン ボ  I 

ごビ く、 たか ひに いひの、 しる を、 そが 母 ならん 窓より たち のぞきて、 r ホ ンノ ペリ」 、「声 

力 マ」 よぶ。 〃力 マ ビは、 路を よこさまに あゆむ をし か いたり。 。ホン ノぺ リも、 その 

ご ビ き 人の 身の 辨なビ を もて、 名 VJ そせ りけ るなら はしぐ」 なん。 こビゃ V- よ りたち いづ る 

蝦夷の、 ビし ははた ちば か， 0 ならん か、 リク ト ゾ ベ ，、J いふ もの をく びに かけ、 マ タブ シ？」 て、 

はちまき やうの もの を 頭に ま VJ ひ、 ものうち さ へぐ やうに 過たり。 夕け ふりた ちな ひく ：4、 


お：: 

う、 


夷 
暄 

m 


ザ 


夷の 倉庫 


ハ+  " つ さ 

の眞似 


梅 荒れ ズ.^ 舟 

に \、 


「おぐ の 海 夷 かいは やの け ふ， 0 たにお も へ はな ひぐ 風 や 吹らん 0」 ビ すして、 

蝦夷 人の 立る け ふりの 末 まても にき は ひな ひく 御代の かしこ さ。 

それら か 軒の あた b に 庫ぐ」 いひ、 シ ャ モ辭に 多 加 久良ビ いふ、 間遠に 柱つ きた て、 棚の やう 

に橫木 をなら ベて、 そのうへ にか や 、小 笹なビ ふき かさねた る、 ちいさ き 層 を つくり あけて、 

粟 、稗、 たら、 にしん、 さ け な ビ の ほ じし をもノ J めお くビ なん。 や ご ど く のく まわに そ あ 

りけ る 。へ 力 チ，、 J もの あつま，. i し、 虎杖の 莖の 一 さか 斗なる を投 や. 0 て、 ひろ はか， 0 の、 しの 

> うれ をぬ g はづ に、 ビか， 5 たる を 手ごビ に て、 こ のくさぐきを、なげ つきに つ きけ る- J 

そ、 うなの わさ を 見なら ひて せりけ るなら め。 これ を波那 離つ きビ そい ひける。 ゆく， 0 な 

う 雨の さビ ふ， 0  くるに、 鹿の か は 衣き たる へ 力 チ ふた，o三た，c^、こなたかなたに草か ぃ分て 

いぬ ◦ 

か はころ も わけ ぬらす らしい た ビ ^の 葉 ひろの 露の ちれ は な， 0 け ，00 

かぐて、 け ふ も くら になり ぬ 0 

三十日。 この 久刀 布より 於 本 多の 浦に 行 ふねの あれば、 たぐへ てん ビ いふに のりぬ。 近 

の 波路、 しほく もりて しら や。 ゆ くく、 風の どく 吹 來て浪 い y し はめ く、 帆 越ぐ」 い ふ 山き し 

に て、 

m 夷 喧 辭 辯  § 
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あら 波のから きおも ひよ ふね はやみ か 、 る 帆 こしの 山め くりして。 

此山のそかひのsも、きのふけふ、ゃ、けちたるたかゃまな，c^o 原 口の 浦より 海 越しに 見し 

は、 こなたに こそ あれ。 いよ/ \ 風 ふき 波 こ 、しうた もて、 の， 0 たる 人々 はふね のぐ ま， ぐ、 

にう ちまろ ばし、 命 ある こ 、も^0もせさ.0けるに、舟長、ぃそ山の櫻^たり、ぁれ見たま へ ヾ」 

いふに 、柱に、/」 りす かり 帆繩を 力に、 うち 入る 波に ぬれて、 からう して、 や をら あ ふきつ 、於 

.14 多 近つ きて、 

花の 枝 も 波 やか 、らん 舟のう へ にみ のしろ ころも ぬれて 來 にけ， 00 

1 ¥: はか，.^ の ふなち ビ い へ V」 、ビ きの まに その 山の 麓に つき たれば、 蓮ト； 屋ひ つ あるに 

て、 し は し はや すら ひ をして、 磯 を つ た ひ 岩 むら をった ひ、 さ 、やかの ビりゐ の ふたった て 

るに 入て、 山 はな へ て、 い vC 画の さまして 夏木立の や 、しげれる すら、 こ VJ 國の やよひの な 

から、 末つ かた、 ある は、 うっきの はしめ VJ も 見つ へ し。 VI ころ-/ \- に 櫻ち， 0 のこり、 唤 まじ 

め、 高 根の 太 雪 もた へ.， に、 早 蕨の もへ 出る 木の もビ、 ちひろの 岩 そび へたち、 見 しらぬ 梢 

そむき W たて， 00 紫の むしろ、 いはほ をめ くりて しきた らん やうに 岩 面 V6 なの^た る を、 

ァヰ ノか詞 に、 イソ メキナ かいふぐ J なん。 山 牡、 丹 VJ て、 よ ひらの くさ は な、 葉 は女蘿 のか 

たもして 大に 白き も 紫 もさき ませた る を、 ァヰ ノのシ ュ 〃ク フナ ぐ」 いら へたる が、 い VJ 多 
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木の 根.！^ 佛 

と 刻みて 


太 田權現 


闘 空の 斧 作 

W 佛 ■ 


し。 木の 根、 岩 つら をよ ぢて 山の なから 斗に いたれば、 や 、木の め はる 棺に おしへ たてられ 

て、 紅のう す 花 さくらの 盛なる か、 たぐ ひなう おもしろければ、 し はし、、」 て 見た 、すむ を、 ヾ」 

くいきね、 かぐて は 日 も くれなん。 雨 も ふりこん 、しりなる ほうしに いそ かれて. * 

行 やらて こ、 にくれ なは莓 むしろし きて 太 山の 花の した ふし。 

み^のか たはら なりけ る 木の 根 を、 斧の めた るに まかせて つく， 0 なせる ほさち に、 きぬう ち 

きせ 手 向た る も、 おかしうた ふ く、 花 も暌か yi りたる に、 

ふ， 0 來なは ぬれなん もうし さくら 花 あすの さ つ きの 雨 もよ の そら 0 

きのい はくら もや 、ちかからん、 い く はく か あらん そび へた V.- て、 のぼるへ う もめらぬ 厳の 

つらに、 ふた ひろ あまりの くろがねの、 つか， 0 を かけて、 これ をち からに たぐりの ぼれば、 い 

はや ざのう つむろ に 堂 をつ くり かけたり。 こ は 太田權 現のお まし ませ. 00 太 田 命 を や あが 

め まつるな らん VJ おも へ ば、 於 多て ふ 浦の 名 なれ ざ 、よこな まりて 太 田ぐ J ぞい ふなる。 ヲ タ 

は 砂 いふ 詞 にして、 砂 ざき な ビ の ありけ るに や。 おく 娘 夷 國には 砂 路澤ビ いふ コ タ ンも 

あ， 0 けり yj  、人の いふなる。 斧 作りの 佛、 堂の うちにい ビ 多くた せ 給 ふ は、 淡 海の 國の圓 

穴 千、 J い ふ ほうしの こも b て、 を こな ひの い ビ まに、 あら ゆ る佛を 造， 0 を さ め、 はた、 こビ すぎ 

やう 者 も、 近き ころ 此 いはやに こもり 居て、 はる/ \l/J 高き 太 谷 へたて たる？ S の つらに 注 ま 

蝦夷 暄辭辯  i 


山の 上に て 


山上- - ヒ W 
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引 はへ、 木の たかくつ を ふみて、 山め く..^ を そしけ る。 その 木 沓も猶 のこれ，.^。 小 鍋、 木 枕、 

火 うちけな V- 岩む ろのお くに ありけ る は、 夜 こも，.^ の 人の ため VJ か。 御前の す、 ゝ ひき、 ぬか 

ついて、 ビ にいで、 いさ、 かいはの 上 をった ひて、 叉 岩のう つ ほ あ、 りけ るに も、 圓{ 仝が 作れる 

佛 の み か た し ろ ぁ ...^  0 し は した、 す む ほ ざ 、苔の 1^ は 雨，、」 ふ. 5 溪は 雲 ふかく  ち て 、 さ ら に 

世 中の ありさま もお も ほ へ ぬしつ けさに、 佛法潸 の聲閡 へし か は、 超 山 ほうし、 あなた ふ 

VJ し V」 念珠 おし も み、 ふ. CM の ふ き、 ふしう かかへ 、ざ、 雲 いよ ヒ ちか さ な，， 0 て 、 そ ， j  VJ しられ 

さり けれ は、 

雲のう ちに 三の みのり を 鳴 VJb のこ ゑ かすかなる 山の たか けん。 

かくて 山 を 下らば ゃビ、 みさかに た、 すめば、 沖べ い V) くらく、 おこしり の 島山 も かくろ ひ 

て 雲 い や ふかぐ、 休ら ひていで こ し屋 は、 稻 穂な ざ 刈 つかねた るか 見お ろ さ れて、 や、 麓 

近つ き 磯邊に くだり は つれば ，手籠，、」 て、 かづら もて あみた る、 か だまめ ける ものに、 夜万洋 

ビ い ふ 河 魚 を、 チり 入れ、 これ を  <ま(？$^らェ ；：ぃ^ い UM5W>」 して、 うなの 魚 をつ b て ん VJ  、小 

舟 さし いづる 翁の あ りてい へら/、、 いかにた かき 山に やさ ふら はんか、 見た まへ、 御山の あ 

のいた マき こそ 天狗 嶽 なれ、 こなた は 何 くれ/ \ ビかぞ へ-^ て、 たけ-, \ 'の あたまに て鉱 

は ふられ 侍ら じビ かた， 0 つる は、 海士の 物語に は 似つ かす。 こや、 山賤 めけ る V」 うちわら ひ 


運 上屋 泊： 


歸途 につ- 


ヌ ベ の 根 


て、 ふた、 び 運 上屋に 入る ほビ 、整の 葉の やうなる 舟に ァヰノ ふたり-魚の ひれふる やうに 

四の 力 ンデ して、 な だ 行なん、 いづこの 蝦夷に や。 日 かげ かた ふき 雨 さ へ ふりつれば-こ、 

に 宿 か， 0 ふした る 枕 上に、 波の 、さどよ b  くかビ さは かれて、 いね もっかれ ね は、 

前 は 海う しろ は 山の ほかなら てビ な， 0 た へ たる 宿の さ ひし さ。 

更行 ころ、 狐の、 家の ビに 集りて、 鷗 のね ぐら を さしう か 、^ ひて 従く らふ VJ いふ。 うべ 軒 近 

う、 はね を ふため かして 叫 ふ に、 い V」 、夢 も むすばて あけたり。 

五月 朔日。 雨 一 むらす きて 晴 わたる。 あさひら きの 海 つら を 左に 見や. りて わけ 入る は、 い 

は ゆる 帆 越 ご へ。 山 は、 な ベ て 、す ヾ のみ 生 ひ 茂りて 行衞見 わくべ う も あらぬ を、 そこ V, こ 

、ろ あてに かいわく る釉、 あさ 露に たへ がた う。 木 高き 櫻の も VJ に、 

さく 花 を ふきな さそ ひそ 小银原 わくれ は そよ 風の 昔して。 

相 泊，、」 いふ 磯邊に くだりて 丸 屋形ひ VJ つ 造た る は、 樵ビる VJ て、 こ、 の 山路に 入なん 料に い 

ビ なみし Vj か。 水く み歸る 女に 行末 をビ へ ば、 ね もころ に をし へ 、し はし 入り てな、、」、 ヌ ベ 

て ふ 草の根 をァヰ ノ になら ひし VJ て、 火に くゆらせ てす、 む。 超 山.、」 りく ひて、 めつ らし か 

つる もの かな VJ て、 衣の 釉 におし つ 、みて、 こ は 仙人の つ ど VJ て、 もてい なんな ど戯 て、 い 

ぬo保呂島、曾以泊、ゥぁ^liiiに い た上"ほ1>和域7さタかノらとぉ1^^^1ゥ」てシぃコふタ。)、き【ぉ」 いふ 崎の、 
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嚴 のこ、 ら たちた る處 をた どる，， （^、こ、 よ， 0 宇多った ひに ゆけ^、 浦人の みちをし へ た 

bo 宇多 VJ は、 な へ て、 崎よ， 0 磯つ 、 きたる を も はらい ひて 、奥の 海の ビ ころ. に、 い VJ 多 

くそ ありけ る。 小 宇多、 阿 登呂志 をへ て久度 布に な， 0 て、 運上 家の ぬし 厚谷、 下國 などい ふ 

人々 ビ かたら ひて 宿る。 

二日 0 雨 ふ，， ^風 さ へ 吹 は、 いでた、 すかたら ふ ほ V* に、 こ、 なる コ タンの ァ ヰノ婦 V- も、 木 

だ^て ふ ものに、 i. ぼぎ？ ら、 射き ゥ ハ fi/vvv.::::。) 

篠 笋、 獨活、 似 白芨、 か 、 る 草の根 ども を、 いたく 採.^ 入て おひ 來 けり。 ふた， 0 のメ  ノコの 

、又來 ける ォ ッ 力 ィ ふたり を 力 ンナグ 、シ キシャ V」 いへ るが、 ゐ なら 


名 をクべ 


コシ口 

サク 


びて、 男 は 濁酒く  いひ もて、 蓮 上屋なる 筆者が 前に (J^g:;^" ひ はの 1:^:^.1 


天 註 11 カソ ピは、筆*^も、紙，^も、かぃ 


へ 


力 


モ. どて 弦 桶 やうの ものさしい たして 酒 こ ひ はた， o、 提に うつ し、 ふたりう ちむ かひ 居 

て、 盡 は臺 ながら 左に 把，.^、 のせた る 鬚 上 を 右に、 yJ.O、 もろく の祌鬼 をビな へつ、、 か 

の イク 、ノ シク のうれ して、 そのみき 露 斗、 いく 度 もこ ぼし/ \ 俸る こど ひさしぐ て， 鬚お し 

わけ、 こ、 ろ よげ にの みて 、此ひ ビ つぎのに こ れる酒 を、 價 なき 寶 にも、 あに まさ らめゃ 、/J お 

も ふなら し、 ゆめ、 さかな もな う、 さし か はして 時う つりぬ。 あるし シ キシャ にむ かひ、 こ？」 

かよ ふわ さして、 それらが こ./」 葉に、 なに くれ./ わが ビ ふこ、/」 をう つ して VJ ひ、 山の 櫻 


夷 

辭 


1*、 一, 


か 


夷 

暄 
辭 
辯 
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C 


f ぶ 

r、f  ,  -  -  .n. ォ、 


夷 語の 默.^ 一  はいかに た，.^  聞し かば、 シ キ シ ャを さきだてて、 いそへ の 山 かげに ふかぐ わ け 入りて、 

かれらが ものい ひきい まね ひて、 

ァヰ ノヤ タ、 キモ 口ヲシ マ ケタ、 ニイ ヤノ  二、  ノ チケリ アンべ、 レタ 严ヌゥ カラ 0 

ァヰノ は 蝦夷、 ャ タ は 機、 キ モ 口 は 山、 ヲ シマケ タは 物の 陰、 二 ィ ャは 櫻、 ノ 一一  は 木 をい ひ、 ノ 

チ ケ は 盛り を、 リ ァ ン ベ は 近き 磯の 浪、 レタ. 产 は 白き を いひ、 ヌゥカ ラは 見る ヾ J いふ こ 、 ろ 

もて、 しかい は/ T、 

ゑ そのす むい そ 山 かけの さくら 花 さか をな みの 寄る ビ こそ 見れ。 

®s 人 喧嘩 あたらし や 蝦夷 かちし まの、 ビ、 う へ も 聞 へ た， り VJ すんして 山 をい つれ は、 日 はくれ た，.^。 

ユウが リ  , 

一の 丸屋 のうちに、 こ V」 さやく は、 れいの ァヰ ノ の iii 曰 曲な らん，/」 窓よ，.^ さしの そけ は ぃビ 

ませば き賺 のなかに S の 器 VJ もなら へ おき、 ひたの みに のみて、 よの あかり をなん した b 

吾等  足下、 

ける。 いか、 した， 0 けん、 もの あら かひ をして いかりた ち、 チヤ クカ ヰ、 イチ ャク カヰビ き 

いしらぬ いさか ひの 聲 いやまさ， 0 て、 すま ひの ご VJ  く 頭 をお さへ 、耳環 をつ かみ、 耳た び も 

ちぎれ、カ モ./^もぅちゃ，.^、外 器 の 酒 も こぼれた h-o 

よろこ ひも いひ はらた つもう ち さ へ きえ そ 言の葉の しられ さりけ，. 

かくて 運上 家に 歸る。 
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垂 


ク ドウ 出足 

長の 家 

チヤ シめリ 

ひら-;,: なゐ 


嫌の 漁場 


追緋 
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三日。 あしたの まの 雨 ばれに、 この クドフ の 蝦夷 やかた をいて て、 ヒ カタ 泊、 湯の 尻、 レン ガ 

ヰ クタ、 小川 尻、 ク シジリ ビ いふ 山河のへ たに、 ァヰノ の 長 すめり。 やの 前に 垣ね の ごビく 

木 を ゆ ひ 罷 の 頭 の 雨つ ゆに しらみた る を、 またぶ りの やうなる ものに、 つらぬいて ゆ ひ 

そへ、 イナ ヲ ？」. - かけて 神 て 祭る。 源の 山の 岩た かう そばた ち、 人の のぼりぐ ベう も あら 

ぬ コ タ ン あり、 そこ をチ ャ シ いふ。 チ ヤシ？」 は、 戰ミの VJ きこ も， 0 居る、 それら かぐに の 

柵、 稻 sv」 やい はんか。 比 柁ぎ ii につぐ。 この 行 さきの. H 中 は、 な、 き、 やき 斗め くり あ 

る 虎杖、 みちを ふたき て 高う 茂. 0  、熊す むビて 行か ひさら にあら されば、 このい そふね にの り 

いなん も 波 あらく、 け ふなん な だ ふね ひ V」 つ、 うちやぶれ たるな， ヒ人ご どに いひ さはげ は、 

こ、 ろ ほそう、 せんすへ もな う、 さ、 やかの 家 あるに こ ひよ， 9 て や、 宿つ きた，.^。 あるし の 

いはぐ、 世に いふせき 宿 yj  、さぞな おぼし さ ふら はんか、 世の すぎ は ひどて、 か、 る 畑 小屋の 

やうなる 家に も 住さ ふら ふ 0 され 鯡の 群來さ ふら ふころ は、 都 まさ，^ にに ぎ は、 しう、 海 

はまし ろに しろみ わたりて、 笈 のから、 舟 かひな どお し 立ても、 土に さした るごビ に、 かた ふ 

きも さ ふら はす。 舟 は 木の葉 をち らした る やうに こぎ 出て、 ろか ぢの 音に 山 も ゆるく ベう、 

よるひる ビ なう 海山 を 人 わけあり き、 火 をた つる どて、 こ、 の 磯より 火 をた かうたい て、，^ 

のく きた ，0、、」、 こビ 浦に しらせ、 かしこの 浦に 火 かたちし そな ど 舟 を.、」 ばせ、 又 追鯡の 漁？」 


なかの リ 

なんば 賫 J 

七つに ゆ 


人 死な、 ば 


罷 S ふ 


て、 いつ この 浦 ビ なう こき 來て、 野に も 山に もまろ やかた をお したて、 くきざる い VJ まに は、 

た、、 さか も， 0 て ふわ さに うた ひ、 まひ、 みつのつ る 昔 海山に、、」 よませ、 夜 は、 いもね す、 みめ 

こビ からのよ き、 なかの り 見て 通 ひ あ， 0  く を、 わかせ ビ ものなら は し VJ せ り0  W の 魚 さき、 

飯 かしく 女，、」 も を 中に のせて 漁 舟の 來れば 、鱗 場に て は 女 を、 なかの， 0 ビ はいふな り。 魚 場 

う. OVJ て、 なに くれの 物 あき 人 あ bo 餞 も、 こかね も、 みな 海よ， 9 涌 出て 山 をな しさ ふら ふ。 

され は、 そのころ 七の. いみ 辭 めり。 鹿 は 角 ある もの、 麟は こまもの、 鯨 は ゑみす、 罇は夏 も 

の、 蛇 はなが いもの、 きつね はいな り、 熊 は 山の 人、 山のお ゃぢな VJ もい ひ あ へ、 り。 この こぐ」 

おかした る もの は 男 にても 女 にても、 腰に 大綱 をつ けヽ あまたし てよ， 0 かけ 、ひきあり き、 あ 

る は 海に うち はめ、 あら 潮のから きめ を そ 見せけ る。 これ をの かれんに は、 あまたに 酒 かひ 

のませ、 眞 砂に ぬかす. 0 つけて うちわぶ yj なん。 鯡，、 」 る もなか に 人身 まかれば 、ほうりの わ 

さ？」 なう、 か b 埋めて ふこ v> をして ヽ みな 月の 末、 ふ ん 月に なりて、 その を こな ひ をなん しけ 

るな ビヽ かたら ひ をる 家の しりの にに け あた， 5 て、 犬の け い.，， （-VI なけば、 罷ゃ來 らんぐ J 

いふ。 屋の邊 にも 至る や。 いらへ て、 近き VJ し 、この 魚 家に 入て ヽ 維 の 子 ひ たはら くら ひ、 

うしほの み ヽほビ びたり けん、 そのし、 の 背 さけて、 し、 むら を はきて 機邊 にた ふれて 死た 

り。 この頃 も、 野が ひの 馬 VJ..:^  くら ひきな ビの物 かたりに 更て、 浪の音 もい ビ しっかに 雨の 
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ふり いづ。 明な ばヽ つど めても のして んビ い へ は、 あるし のめ、 柱に こもまい ていね よ、 はし 

ら にこ もまいて ふせ は、 あさ ゐせ さる ましな ひビ そ 0 

四日。 よんへ よりの 雨け さはれ てけ れビヽ 風よ からね は 舟 出せ じ。 いまた、 二三 H もよ き 浮 

は あらし かし、、」 い へば、 この 宿の 人々、 ク シ デリ VJ いふ 山奥の 溢 泉に 行ビて そのよ そ ひせり 

けれ は、 われ も、 そこなる いて 湯 見て んヽ いさ たま へ ビてヽ きの ふ來 りし 大河の 蝦夷 か栖 家の 

ほぐ J り を、 河邊 つた ひに 木賊 原 を わけ、 しの、 なかみち を かいわけ ては路 さらにな う、 ふし 

木 を わた. o、 かつら をつ かみ、 この 一 筋の あら 河 を、 みそち 斗に 渡て、 その わ だな かの 水い ぐ」 

ふかき わたりに、 さいだ つ 翁、 杖 は 川下に たつへ し、 河 上に つきて うちた ふれ、 身 を やな かさ 

ん ぐ」、 聲 たかう い へり。 山々 の 雪 VJ け そ ひぬ らん、 あなつ めた ビ、 色 を か へ 身 を ふる はして、 

みち は 二道に 過ざる に、 からく してつき ぬれ は、 太 谷の そこ をな かる 、瀧 川に、 たき. 0 まじ 

,9 て 涌 いづる 湯 あ. 00  二十 ひろ はかりの 巖 にか 、りて、 落 瀧つな かる、 いて ゆ あ，^。 まつ、 

入 ベ き ，二  -  J ろ を 、、J て、 木 を 伐り おしたて 、すがこ も ひきま はし、 のま 一！^^  ノー  ほひ、、 * 占；！：：：) お ほ 

ひ 筵し いたれば、 みな 衣ぬ いて、，、」 もに 湯 あみせ， 0 ける に、 あっさ 身にしみ わた る 湯 あ，， 

ぃビ ぬるぐ、 す、 しき ゆ あ， 0  0 此 いはをの きしに イナ ヲ たて、 岩の はさま、 木の 枝に も いた 

ぐ ビ，. かけた る はヽァ ヰノら かこ 、に ゆあみして、 湯の 神 やまつ るな らん かし。 や、 雪の け 


ちゆく いはね に 花の たる は、 みやまの 春ビ、 

い つ る 湯の け ふ， りの 末に さくら 花 こす ゑ ははる の 色に かすみて。 

お ほ 人と 罪： 翁、 この 湯に て 見 もしら ぬ 人の ヽふビ きて は、 あかな か、 せ そ。 お ほ 人、、」 て 口 は 耳 まて ひろ 

き 人の、 身の たけい ビ たかき か、 人に く ゑして 人に 居 まし，^ て、 身の 筋ぬ くこ ビ あ，. ^0 この 

山 に は、 も はら、 さるもの 、す めば、 大人 ビ 爆の こ，、」 はか たるま じヽゅ め -/(^ ぐ」 しめす。 めの 

わら は、 このみね より.、」 ん ごろ (^！ ？,, マ を 一一)、 大 石な ，二 ま ろ はし 落す こ ビカり 

ヾ J 聞し な V」 、耳に 口 を さしめ てて さ 、やぐ。 日 くれ ぬれば 湯め みする こビも あらで、 木 を 高 

m; 山の 夜  一 くつみ 火の みたき 捨て、 な、 たり 八た， 0 の 人、 うちこ そ， 0 て ふしぬ。 火 は、 いよ、 鳴. 0 みち 

て も へ あかる は、 罷の 寄， 0 こぬ ヽ ふせぎ ビ はしられた， 00 瀧な みの 音に いね も つ かれす、 い 

ビ ヾヽ ふるさ のしの はれて 物お も ふ を b しも、 ま を- (-ビヽ ながや かに 軒 近うな く は、 姑 獲 

鳥な， 0 けらし。 笛の 聲かビ た ビ る は、 の V- よ ひに こそ あら め。 

おく 山のお，/」 ろか も ビの瀧 まくら ひ 、きそ へ たる 鶴 ビ-. ^のこ ゑ。 

この 夜、 ものす こぐ あけて ヽ 

五：：！： になり ぬ。 雨の ふ， 0 いつれば 河水い やまさん、、 J  、超 山 ほうしに たすけられて、 きの ふ 渡 

,0 し 河ぐ ま をめ ぐれば、 櫻 VJ ころ/ \ にあり けり。 
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蓬 草ん」^、 


人々 の 頷.， 巴 


海上に 亡霊 


菅 江眞澄 集 第五  濃 

めつ らしな 五月の け ふの 花 さかりい つれ あやめの 匂 ふなる らん。 

ふ た、 ひヒラ ダナ ヰに 至 る。 - J の泉郞 も の栖 家に は 蓬、 萱草を ふ きた る も、 あ や め なき - J 

ビの しられ、 か つみ ふきた る、 いにしへ にひビ しからん。 ゑ もぎ をよ ごみ V- 、も はらい ひき 0 

萱草を わすれぐ さビ は、 ふるくい ひ傳 ふなれば、 

うきお も ひ 身に あら 機の 海士 やけ に うれ へ わする 、草 も ふきけ， 50 

や ご， 0 た， 0 しゃ ビにヽ ふた ひ宿っ き；-,,r^o 

ぅき旅の>「  きも >  】 よ ひ はわ すれぐ さ ふける 軒 は に 夢 やむ すばん。 

す ゾ の た か 葉 の ま き ビ て、 山菅も て ゆ ひた る をす 、 め、. h 圏 兒ぐひ ねな ビヽ かぐて 夜 さ b に 

な，.^ぬ0 此 浦はヽ ながれ 木の みたけば 、かたら ふ 人の 顔 いろは、 くされた る 藍の こ し。 こ 

はいかに ビ いふに、 うなの 寄 木の 火の 光に、 てらされ たるに こそ あなれ。 此 居なら ふかしら 

へ 天 註 

パ 得 はむ 蠹 


、じみて ふ 虫の、 塵 の やうに おち か、 h, て う る さけれ は、 ものお まひて ふした. 00 へ 天 註 


魚 (しみ) とュ、 その か.；，！ ち も， 

とに して、 清濁の みに もらす" 

六 CLO 雨 ふれ は あさいして 、め をら おき 出て、 け ふ は 六 曰の わすれぐ さビ， つち 戯れ 雨 尾の 軒 

にたて は、 ァヰノ ふた 、り 舟 を 、、こ は せ て 、皮 着た る か 近/、 來 けり。 

か は 衣た も ビ S ぬれん 蝦夷 舟の くらき なた こく さみ たれの 签。 


夷 
It 

辭 
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照々 坊主 


物 貧 ふ嘏夷 


やがて 此 はまに さしよ せて、 くら./^ にな，.^ て、 沖の な ころ を か いわきて さりぬ。 くれ ふか 

くな， 0 て、 いさ， 0 たくに や、 うきし つみた る は ビ い へ ば、 つがろ あ ぢか澤 の 浦人の ふね、 あの あ 

た，.^ にて やぶれ 人 あまたう せ たれば、 それらが t 靈火 ならん、 な も あみた ビて II； さしせ， 00 

七日。 雨 は、 きの ふの やうに はれす ふれ は、 わら は ベ、 てろ？/ \- ほ うづ ビてヽ 紙に て かたしろ 

をつ くり、 かしらよ. 0 眞ニッ にたちて ヽひ VJ つくに 糸つ けて、 さかさまに 木の 枝に かけて 

此 雨の はれなん こビ をい の..：^ ヽ かぐて 雨 はれの しるし を うれ は、 このて ろ- ほうし を ひ ヾ」 

つ にあ はせ、 またき かたち， y,J なして、 まさな ご VJ なビ 奉る ビ いへ り。 か、 る 夷人ら に まし， c> 

すむものらがヽっゅ、しbたるふ.5ならねv-、鯡のすなVJ,c^のため、福山のみな、,Jょり親にし 

たか ひ 來る童 なれ は、 か 、 る わさ もやしり た けん。 げ にゃあらん 雨 やみ たれ は、 いさ 出た 

/-ん 、あるし にわかれ て 沖べ の そむに、 ヲ コ シリも あら はれたり。 

ふる ほ，、 J は そこ VJ も浪に 五月雨の 晴てそ 見 ゆる 夷の 遠し ま。 

弓 を かしらに かけ、 こもつ 、みのお もげなる に 毒 箭靈を そ へ て、 おひ もた るァヰ ノ. の 行 を、 

さちなる あない、 あらく まのお それ も あら じ。 かれに 行末 をビ へば、 ま づ寄木 宇多、 カイド 

n マ、 イシ カイド tl マヽキ シノヮ シリ、 チ ラ-^ ヽ あな ま、 二 ビ シ ナヰヽ ふやげ ま、 たきの まヽタ 

ンネ ヒラヽ ボン ナイ、 でけ ま、 セキ ナヰヽ くろ フ シジヽ まる やま ヽ ビン ノ マヽ。 ホ 口 モヰヽ はたけ 
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なか、 熊 石 ビ手を を トンく、 シ ャ モ こ VJ 葉 かよ ふァ ヰ ノ のかたり もて 濱路を ゆ き、 いは むら 

を わた， 0 谷に くたり、 たかね を わ ぐれば 櫻^たり。 こ は、 さっき 山に はつ 花よりも、 ビ、 やん 

して 行かて に、 

や」 みたれ の 雨の 晴 間にみ ね か 、 る も あやし 花の しら 雲。 

熊 石の 浦 超 山 法師、 よき 船の あ れ はヽふ なち より ゆ き て ん ，ひ て わかれたり。 かなつ ヾみ うちて 太 田 ま 

うでの すきやう 者 ふた、 り、 おひた る こに、 きびの 國、 むさし のく に、、」 札 さした るに 行 つれて、 

セキナ ヰの 山河 わた， 0 て 熊 石に な b ぬ。 磯邊に 嗚 神の 祠 あり。 毗 沙門 天 王の 堂 ある あたり 

に 在る 立 石の すかた の、 雲の わ きづる に 似 たれ は 、浦の 名 を もて 雲 石 いふかう へ ならん ヾ J 

いふ 人の あれ Vi  、蝦夷 こ VJ 葉の はかせ は、 ク マ クシて ふ ァヰノ の 言 ビ そい へ る。 此 浦の、 寺 

-I 一  島な にかし の も ビに宿 かる。 夕 さりつ かた 水雞の 軒の 稍に 鳴た る を、 老女の ひか 耳に、 なに 

ならん、/」 かた ふき 聞 は、 かたはら にもの さす 女、 よさり こ，/」 になく 谷 雞 な， 0 ビてヽ あくび 

うちして 更 たり。 

磯 波の よるの さはき にや ビ の を 叩く 水鷄の * もしら すて。 

浪の音 かま ひすし う、 ふす ほ、/」 なう 明た， 00 

八日。 ていき 、い，/」 よけれ VJ  、うら ふれ なら ん かしら や め は、 け ふ も： ^宿 に 在りて、 ちか VJ な 


門： n 曰 庵 

閗祖 5^ ホ樹 


^の 門 昌庵ビ いふ、 寺め ける 庵 に、 常 陸 國多資 郡よ，. め る寳 山上 人 を ビ ふら ふ。 上人 もの 

かた， 0 して、 この 庵 はヽ福 山の 法幢 寺の 六 世に あたる 柏# 条樹和 尙、、 」 て 、世に 開へ あるす け 

なから、 女 こ 、ろ あ，.^ ける よし 人の さう けんに よて、. E 越しの つみ ビて、 この 浦に なか さ れ 

てお はした る をり しも 建 給 ひて、 を こ な ひ 給 ひし を いよ  >さ フ けんい ひそへ て、 猶っ みやお 

も，.^ かに、 きらる へ きのうて むかひし か は £ 条樹 やすから す、 われ、 なき 名に くもりて いまこ 

> に きられなん。 よし 、いのち はめさる ノ-ン も、 たまし ゐは あめに ビひ、 つちに はし， り て 、此 う 

ら みはる けん ビヽ， 0 しぶ をビ り、 さかぐ， 0 にく. 0 て、 うたれ 給 ふ。 その 頸 を、 福 山に さらす へ 

きビて もてまい るに、 みち 遠 けれ は 江 差の 寺に 一 まビ 、ま，.^ てけ る ほ"」 に、 そのぐ びお きた 

る ひ VJ まよ， 0 火の い て て 、此 寺の ， J  b なう や けヽそ の う ら み し け，/ \- な， 0 しか、、」、 ビ ころ 

のお ほんいの.^ のしる しにて、 い ま は ゆめな けん ビか。 かくて 此庵を 出て 來 る みちの 

へ の、 れいの 黃草 ふける 尾の し b な る 山 梨の 花に かぐろ ひて ヽ うぐ ひすの こ ゑ おもしろけ 

れは、 

鶯の歸 るふる す も わすれぐ さわ すれて 花の 宿に 鳴ら. 1 0 

山陰に、 を くれたる 李の なから はち b 行なん、 虎杖の 一" 1 垣に へ たてられた. 00 

いた，、」 り を あめる 垣ね の ひ V」 つや にす も 、 はなちる 夕 くれの そら。 
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くれて、 やに 入る。 

相ぬ の 川 九：！ 10 あしたよ， り ふ. 0 い つれ V- 、雨つ 、みして ク マ ク シを たちて、 ヒ ラ クナ ヰ、、 J いふ おなし 

名の ありけ る。 いそや かたの 小川 を 橋より わた、 り、 相泊ビ いふ いそ へ に 川 あ， 00 雨の 露 は 

か，， >  ふ 、りても 水かさ 增 りて、 わたらん こ ビ かたし。 此春 も、 あら 雄ら の ふ た， o、 こ、 にな か 

れ ラ せ きな ビ か た る は ヽ い て は の くにの、 つる は ざ 川に ひ しか， 0 けり。 人に た す けられ 

て、 からく して わたる。 此山 おくの 溫 5^ に 行人 あり、 歸 りく 人 あり。 ケ 一一 クチに い つ れば、 

しば やの 軒に、 ゑ ひすめ ヽ いたく  V> りか" て ほした-り。 な へ て此 磯邊の 見 布は帶 のこ V- ぐ 細 

けれ は、 ほそめ、、」 や い ふら んヽ なかめ ぐ J や い はん、、，！ ひ ，じ ,9  -  j  V- すれば、 しり よ，^ 來 か/, る 男 

の いはぐ、 ひパ かしの いそに は をよ ばね ビ、 過來給 ひし ク シデ リ のこな たなる ヒラ ダナ ヰの 

ひろめ は ヽもビ もい ごよ けん () それにつ ぎて は、 この ケ  一 I クチに こュ、 あらめ。 こ、、 J し は W の 

漁の みの 命 この あた、 りに は 群來さ ふら はで、 させる こぐ〕 なう、 いまより、 か、 る わさ をし 侍る。 此 あた 

り の鯡の さかり は、 海に 魚の 山 をな しヽせ に、 かね は、 た ダ 、ふ 、り わ ぐ も 力、 やうに お ぼへ し 

に、 こ：，； け かちに あ ひぬ。 さ， り けれ、 ざ此見 布の よけれ は、 いそくさ をく ひ てヽぃ のちい きょ 

ぬ 川の 磯 、あめよりの さつけ にや。 いつぐ さなき 島の あはれ、 おも ひやるべし 。相 沼の 浦 近く フべ 

ッの 小川 わた， o、 泊 川 VJ い ふ 磯 やかたに つくに、 海のう へ くら か， 0 てヽ y}、>z」 力，/ \ ^ビ大 4HI^ の 
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鳴る にや 閬っ 、過れ は、 雨の ふ、 りくる は、 い つもの くせにな おも ふ ほ ビ に ヽ電の ひらめ 

き f: な b わたれ は、 家 こ，、」 に 桑原，/」 な ふ。 いよ、 雨 いやまさり ヽ 沖に、 杣 木の やう な る もの 

、波に ゆられた マよ ふ は、 水 まさりて、 橋の なかれ 出た るビ 人の いへ り。 

山河に みかさ ゃ增る ひ、、」 つ はし 潮瀨 にう かふ 五月雨の 空。 

假屋 に 宿る 一 此苦 やかたなる、 杉 村な にか fv/」 いふ、 あまの かりやに 宿 か，. ^つ。 なへ て 鱒の あさ，^ に  >、」 み 

て、 家 こ，、」 に 木 をよ こた へ て 高う かけわた したれば、 尾 ひれ をった ふ 五月雨の 爭にヽ ゆきか 

ひのみの かさ、 なまく さく ぬれて、 け ふ も くれた. 】 便 もす から、 うち も ねられす、 S のし は 

/\  〈ふけ ま、 

か り ねす るく さの は つ か の 夢 もまた むす はて 明る な つ の" 便そう き。 

かくて しらみたり 0 

さくら 烏 I 十日。 浪 のち さビも 雨の な こ. 0 なう はれわたれ、/ J  、小川の 水 ふか けれ は、 えいで た、 する」 

むら の、 ち， 0 行 花の 枝に 囀る ほビ なう、 はま 風に 吹い さな はれて けれ は、 童  >、」 も ふ、 り あ ふ 

き 見て、 いなりのお 山に、 草 ひきむ す ひたるな かに、 かひう みた.^ しさくら 鳥 子よ ビヽ つぶて 

なぐ 0 

い ろね なく 花の 梢の さくら 鳥ち るか あらしに まかせて そ ゆく。 

0 夷 暄辭辯  i 
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なぎた る 海 つら をヽそ こビ なう 見 ありけば、 ( 、：：^ 下 「ゑみし のさへ き」 に續 く— 編者) 


,q ガ みしの さ へ き 


島 

止 


雨 崖の 軒に、 五日の 日 さしけ る、 しほれ 藍 を 風の 吹お.、」 したり。 こ は、 萱 草に こ、、」 か はりし 

そかし.、」 いふ を、 大口 魚 を ほじし にす，、」 て、 あな、 の も，、」 にヽね ふ..^^ うづ ぐ ま，.^ たる 

女の ヽきビ M て、 さう ぶな けれ は ヽ此草 は、 なに ご V」 にもよ し、 よごみ./」 て、 ませ ふきた る./」 い 

へ る もお かし 0 

いもね すよ あやめに かへ て さす あしのみ しかき ふしの 夜 ころ しられて。 

ビ い へ は、 女、 何ビ かいひつ る こ よ、、」 て、 わら ふ。 

十 一 日。 ちかき あたり まても ビてヽ 口た けて いづ。 泊 川の はま、 相 沼の はまや かた をへ たて 

て あ， 00 此神 むかし、 さめ 網に か、.^ て ひきあけ た b し、 黑 石の、 人の 蹭.^ たる かた.^ せ 

り。 今 は t の 權現ビ あかめ ヽ寬延 の頃ヽ す、 り をく はへ たる 札め，. ^0 みち もせに ヽ女 あまた 蕨 

おひた るに、 藤の しな ひ 折 そ へ て 家路に 歸る。 

藤 か 枝の を，.^ にあ ひたる むらさきの 麈の わら ひの 色 そ ひて け..^。 


かち ひさ 網 


^"得， -. 魚 


:S 川濫在 


\  、ん お- 
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し b より、 わら は へ の はしり 來てヽ もの 見せ まう さん、 V」 く 歸り來 たま へ V」 、あか あるし のい 


ひ 越し 


，  0 


ビ 


ビ いふに、 いかなる ものに か VJ ふた、 ひ歸 b 來れ は、 沖よ. o、 かち ひ 


きど いふ こ v、- をして あみ ひくな り。 これ 見た まへ、 い ま v」，o えたる、 あさらけ きさ かな を ま 一 

さな- J  V- にして、 ものす、 め 申さん VJ いへ る。 こ 、ろ さしの まめ なれ は、 たばん もの はた ひ 一 

て ん ビ て 、 け ふ も 又此宿 に VJ  、ま. 0 て、 あこ ど、 な ふ を 見れ は、 此網 の ものに か、 りし を、 岩 一 

の 多 けれ は VJ て 引 わ つら ひ、 や をら ひ きえ たるい をはヽ そい、 あぶら こ、 たかの は、 ゆげ ヽが 

； C ヽじ じな ど、 名 もき いしらぬ 、いろくす ざ ものい ビ 多く、 なの，. r そ、 ひろめの あくた の うち； 

よ り、 わら は VJ,^ い づ 0 

う ら 人の 引手に あみの つ な 手な はく..^ 返し て も 逢 そ う れ し き。 

十二：：： ：。 よんへの 雨に 相 沼 川な みたかし VJ て、 あるし V」 、めたり。 いさ、 かの あま はれに、 

ふくめの 皮の つ 、みうち ありく、 わら は への あそ ひ ありけ り。 

磯に よる 浪の つ 、み もしつ かにて うち を さまれ る 御代の たのし さ。 

雨 又 ふ、 りぬ。  一一 

十三 日。 雨の いよ、 ふる に、 笠 もな う、 あし を そらに い そく 男 を、 な に - J  V」 や あり，/ J 人の VJ ふ ■ 

に、 わか VJ な..^ の 婦がヽ つ はりいた くやめ は、 てんな くの VJ ころ へ VJ て、 眞砂 ふみち らして ゆ j 


(o てんな く は、 子 VJ,9 姨を いふに こそ。 

十四日。 け ふ も ひね もす 雨ふりて、 大島、 ヲ コ シリも 見へ す。 

窓 こしに 見し 海 つらの 山の はもな み VJ 雲./」 のさみ たれの そら。 

十五 日。 くだ. 5  VJ いふ 風の、 未 申の あは ひより 吹て i 仝の 晴れ たれ VJ  、川 波， W  く 行か ひなし〕 

け ふの はれま VJ て 、和布、 ほ そめな ど ほし ぬれ は、 

五月雨の はれま も，.」 めて 海 士の子 かわかめ かりほす 浦の まさこち。 

ちいさき 舟に 、つりせ る 翁 かも ビに 近つ きての，. ^たるに、 磯山お ろ し は けしう 吹て、 舟 も ゆ 

り、 身 もさむ けれ は 歸，^ -く どて、  - 

夏 風の 吹 も ひやかに 釉 さむし また 着き へ ぬ 遠近の やま。 

かくて くれぬ 0 よいちに な， 0 たれ は、 あす は 雨 ふ， 0 海 あれなん 、つ， 0 する こ VJ あた はし V」 い 

ふ。 ひね、" す 浮 にて、 夜に 入て 風 たつを 佘以地 V」 はいふな，. 

十六 日。 よん へ の泉郞 のうら ひに たかはす、 旦 より 雨ふり-て 、海の 面 は、 たかな こらた ちて 

あれに あれた る 波のう へ に、 かたち は 鵜の こどく、 鶴、 く、 ゐ よりも い ど大 なる か、 うか ひめ 

,0 く を 浦人に VJ へ は、 久呂斯 加 iEvj て、 始可 弊て ふ 鳥の くす しにて 侍る。 斯加 1E のい を をく 

ひて、 の のん VJ ふえに か 、りて、 しぬ へ うこ VJ の 侍れ は、 此 くろし か ベ の來 りて、 觜. ^て、 


黑 
岩 
の 
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r, しつ、 いて いやしぬ。 されば 醫 者し かべな VJ  、人 ご，/」 にい ふ VJ いら へ てき。 

夷 舟の ゆき、 になれ てお VJ ろかす 沖の しほ せに しかへ なくな bo 

此夜 も、 窓う つ 雨の 曉の聲 に、 夢 もむ す はて 夜 は 明たり。 

十七 日。 雨 は はれれ ど 、こ 、らの山川ぁふれなかれてヽ行^-ひも のなけれはヽひるまはかり、 

童 をい さな ひて あた， 0 見 ありく に、 黑-ぉ VJ いふい はや あるに、 11 穴モ はう しか 作る 地 藏大士 の 

像 あ， 00 眼 やむ 人 は、 よね もて こ、 に まう つれば、 そのし るし をう VJ ぞ。 このい はむ ろに ヽ 

かぐれ 坐 頸 VJ いふ もの 住て、 こ 、ろな をき ものに は 資さつ けたり し VJ ころ ど 、はかなき もの 

かた，. ^ども を、 わら は へ の 集り-てせ り0 うちむ かふ 磯山に、 ちいさき ゃビの 見へ しか は、 

世 中に 庵 せり VJ もしら しか し靑 葉な つくさし けき やまかけ。 

夕つ かた 歸.^ ぬ。 

十 A 日。 きの ふよ..^、 風の こ 、ちに や 身い ビ さむぐ、 け ふ はふした わ。 

十九 日。 あた、 かさ もさめ て けれ は、 わら はやみな らん、 水 渡.^ な は 、い よ 、 おも，.^ かなら 

ん。 いまし はし yj てヽ あるし の V」 、めぬ 0 

二十日。 け ふ も かしら やみて、 ふした る 枕 かみの 窓より 海 つら をの そめば、 霧の ぃビ ふかう、 

遠近の さらに 見 わぐ ベ う も あら ざ めれば、 翁、 門 を さしの そい て、 この 霧よ、 沖なる 舟 を まよ 


はさん VJ  、あきれた、 すめ， oo 霧、 霞 を 讲夜ど は 、あいだ、 みちの ぐに い へり。 

霧 こめて 海 こそ 見 へ ね 朝な きに 舟 もや かよ ふ椅の 昔して。 

つれ/ (-v」 なかめ て、 浪 まくらに け ふ も ふした， 00 

時鳥 未だし 廿 j 日。 雨 ふ b 來て猶 こ 、ち もお もり かに、 い vjyj ものお も 〈り。 か、 る、 みちのお/、 がお 

くなる 島 ベ ，、J て、 さっきの 日數 かつ ほ V- ふ れざ 、 い まだ 誰も、 薄 衣 にぬ ぎ も か へな で 袖い ぐ」 

さむく、 夏草に まじる つ 、じ、 さわらび、 靑 葉に ま VJ ふ 藤が つらの なから はち， 0 か 、り、 磯 や 

を かこ ふ 垣の めくりの 卯つ 木 は あれ VJ  、い また 花し さかねば、 ほビ、 きす も 、さらにき なか 

す。 こ ビ阈に は、 い VJ まなみ 採る 手め またに 田う ふ る ころながら、 此 島に は、 さ る た めし も 

あらさ なれば、 

さなへ VI るた めし あらね は 時 しらす 四手の 田畏 やよ そに 鳴らん。 

_  二 

大 n 魚つ リ 一 あしのす だれ を か、 げてヽ こ、 らの釣 舟 を 見やる に、 磯に ぬれた つ 嫗のヽ あれ 見た ま へヽは 

十 三十  二 百 尋 

お 、みそ 斗の、 餌に ゆげ、 あか そ ひの いやさして 、ふた も、..^ ひろの つのお ろし、 大口 魚の か 

> る を ま つ こそ、 あら 潮のから きおも ひなら め。 さりけ れビ、 なれて は、 めやすし VJ き つ 

なビ 話る。 由祁、安加^|«以、 い をの 名。 いや ビ も ゑ や ビ も 餌の こ ど をい ひ、 つの ビは、 W の 糸、 

釣の 緒 也。 
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わたの はらいたら ぬく まも 浪 幾重 へ たてて 沖に 見 ゆる つ， 9 ふね。 

廿 二日。 こ、 ちょけ なれ VJ  、よ ベ よりの 雨、 を やみな ういよ 、ふり そへ て、 河水い や たかは 

んな VJ  、あるし のい へり。 人の 入來 ていふ ヽけふ 山中の みちに て罷 にあ ひ、 はからす もビ び. 

きて 身 は そこね たれ ざ、 いのち はまた し。 此 島に かもし か、 狼、 ましら、 猪の たぐ ひこ そす ま 

ね、 麈、、 J 罷、、 J はい ビ 多 けれ は、 この 爆に のみ を それて、 われ も 人 も 、野 山の 行か ひ はやす から 

や。 さ..^ ければ、 ひ，/」 り、 ふたりの 旅人 は、 行つ る、 友 を まちて いさな ひ、 あ る は、 人 をた の 

み、 さいたて て 越 ゆ。 あら 山中 を、 あか もの かほに 行め くる 蝦夷 人 すら、 毒氣の 箭 たば さむ 

ならでは、 やすげ なし 0 し、 は 三寸 5 草 かぐれ ビて、 いさ 、かの 短き くさむら にても、 ふし 

かくろ ひて、 身 を ひそむ のしち ありけ る ものな り。 まして 夏草た かう 茂り あ ひて は、 し 、 の 

出た b し V  J も、 さきにす、 みたる か、 V  J  /'まりた るか ヽしぞ きたる か、 そこ、、」 行 iJ| しられ じ 0 

はた、 し、 に、 ふ 、/」 ゆ. きも あは 、：； ^、ゆく りなう お 、ざろ きて、 い VJ  、たけう、 あれ- る まま，， ^0 

か ， る をり に は、 氣も心 もた まし ゐ もうせなん。 さりけ る VI き は 、まつ こ 、 ろ をし つ めヽま 

ぐす の 火う ちいで、 け ふ. 9 吹て、 何げ， T なう 休ら ひ 居 は、 し、 は にげさりぬ VI か 0  ,  J や、 もろ 

こしの 虎に ひ VJ しぐ、 し も、 を それさ る もの を を そる のく せ あ bo い か b ゥ. -け， e- たるし 

、にむ かひて は 、どき 鉢 つるぎた も をよ びかた かるべ けれ..」、 ァヰノ の、 毒箭ひ VJ すち に ふ 


ァヰ マツ 


泊 川.^ 船 _ 


ビ射 ころし、 ある はァヰ マ ッ フ ビてヽ 弓に 毒矢 を は ざお く。 その ゆづるに 糸 を ひきは へ て、 

この 糸に ヽ つゆ 斗 もの 、さはら ば、 罷 にても 廛 にても、 毒箭の 、さ VJ はなれ 來て 身に たち、 ほ 

ろび ける，/」 なん。 夷く にの 山中 わくる かち 人 は 、か 、る こ ビ な VJ も、 こ、 ろ つか ひすへ しぐ」 

語. 0 ける ほビ に、 夕 ぐれち か つきて 雨猶を やみなければ、 

海山の なかめ もけ ふ はふり くれてむ かふ さ ひしき さみ たれの そら。 

廿 三日。 雨の ひるよ..^ はるれ ビ 、沖な んぃビ くら けれ は、 

五月雨の あめ は はれても 遠方に 雲ビ なみ VJ のか、 る しまやま。 

ビそ、 なかめ くれたる 0 

廿 四日。 ビ りの かげろ VJ いふ ころ 門 をた  >  いて、 川 水い また ふかく、 かちより は、 さらに 山 

路の 往來た へ た bo ふなち 行 さ ふら は  > -ヽ いま 出 舟め り 、いさ、 の， 0 たま はなん ゃビ い ふ。 

こはヽ さちなる こ ビ ビてヽ おき 出て、 この ほ VJ たのもし か..^ つるむ くひ を ゃヽぃ つの 世に は ヾ」 

て、 わかれての， 0 つ。 あるし は、 め こ を VJ もな ひ 磯邊 まてた ちいて て 見 をく り、 手 を あげて 

去ぬ。 曉附^l-きょぅ照りて、ぅちょる浪は雪しろかねを碎かビ、車がひにかぃゎくo 磯山の 

みちを 行  >、」 ならば 相 泊、 蝦夷 村、 泡 泊、 折 nr, な V- 、舟のう ちに かぞ ふるまに、 ひんかし のし ま 

を ひきはなる 、よこ 雲の、 波のう へに ひきな がれた る やうに か、，.^、 月 はしろう 殘 て 

ゑみし のさ 〈さ  0 


营 江眞澄 集 第五  一一 一八 3 

かくろ ひ、 夜の 明た. 00 雲の いっこに すんして、 

また 宵に あくるなら ひ は 有 明の 月よ..^ しらむ 夏の 海 つら。 

蚊柱-」 上る 嵐お ちた.^。 木皮 布の 帆 かけさ わぎ、 しほ 風に ふき やられて 、ふ ねはビ ぶ やうに、 なみい や 

たかう、 ゑ ひに ゑ ひて、 たぐ.^ こ 、ちに、 ふな そこに ふしまろ ひて、 鍵 懸澤、 大 岩な VJ いふ 見 

へき V」 ころ をよ そに、 からう して 、蚊柱ぐ」 いふ 濱 につけて おりぬ。 鮪の 宇多、 鮪 川 VJ いふ 小 

水屋の 浦 一 川の 橋 わたれ は、 水屋の 浦に なりぬ。 こ、 ち あしければ、 こ、 にす む 阿部 七 郞兵衞 いふか 

も V」 に 入て、 ひるねの まくら VJb つ。 此 浦の 量、 室茅ビ いふ 草 もて こまかた 作 .9、 鮑の 貝 を 

ぐつ、/」 ふみての.. >  あ..^  くに、 日 もや、 夕附 ぬ。 

しほ 風に 機 わけ ころも ふき 返した もビ凉 しく か 、 る 夕な み。 

かくて 此 宿に 泊. 0 ぬ。 

大 なる 奴 廿 五日。 お きづ る まくらが みの さう しに、 よ へ の 蚊 ふたつみ つ 殘りゐ たるが、 はきた か く、 

はね ひろう、 くろま だらに、 れいよ b も大 なる にくらべ て も、 猶 まさり つらん か。 聲 聞たり 

しも、 よん へぞ はしめ なる，/」 い へば、 やの VJ;^  、败 柱て ふより こち はか..^ にあり、 されば、 妓 

の 名た、 るビ ころ ビて わら ふ。 か、 るす かた もて 人 さすに、 た へがた し。 娘 夷人の 來か、 

るに ビ へ ば、 蚊 虫 ビ そいへ る。 大口 魚の 乾した る をな にそビ VJ へば ヽェ レ クチ VJ こたへ 過， 


た bo も はら、 たらつ る 舟の、 沖 も ふたがる はか..^ つらな， 9、 はた、 糟灘て ふい を もつれる VJ 


チカ シナヰ 

の 人形 石 


海鼠と 猿 鮑 


力 

あら 潮のから きめみ つや 沖つ せの なみに た、 よふ 泉郞 のつ b ふね。 

磯ぶ ね ビてヽ ならの ひろ 葉ほビ なる に、 車 かひ さした るに のる。 舟 子 ひどり、 た、 投 足して、 

ものた のしげ にうた のみうた へ ゾーレ 、舟 も 眼 もくり /(- どなりて、 宮の 宇多、 陰のう だな、、」. い 

ふ 岸の めくり をめ くらせば、 人の かしらより はい ビ大 にして、 まろ き 石 に、 目、 は な、 耳まで 

こぐ」/ \- に そな はれる か、 十 ひろ あま， 高う、 そ ひ へたて る。 くろき いはほの つらに、 人の 

さし のぞきた るか VJ  、をの づ から なれ. こ は、 あやしう、 おかし ビ 見つ 、いへ ば、 舟 子き い 

て、 まこ VJ にこの 名 さへ ヲカ シナ ヰて ふ處 ぐ」 て、 は VJ わら ふ。 トツ フビ いふ 濱に 至る。 トツ 

フは竹 VJ いふ ァヰ ノ辭 にして、 さ 、ふヽ たかむらな VJ の あ. 9 つる あた， 0 にゃあらん。 舟人 か 

ひ をビ、 めて、 浪し つかなる 磯の わ だなる 處の、 にぎめ、 名の，^ その 中より、 うみ 鼠 VJ いふ も 

の を、 もろ 手に すぐ ひ あくれば、 紫の あ ふらな がれいで て、 ふなばた は、 血 をめ やなした るか 

ヾ J 染ゎ たれ は、 あなき たな ビて VJ  .9 捨て、 こ は猿皰 あり、 こ は 、いみし き 藥ビて もてい ぬ。 こ 

れ やい にし へ 、もろこし 人の、 山つ いも ビ 、この、 さ る鳆 VJ ものした る を 錦の^ より >、Jb い て 

て、 鷹の 藥 VJ そせ. 0 ける。 さる こ，、」 もや あらん、 なにの くす. 9 にか、、 J  VJ へば、 痲病 やめ る 人 
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の、 みそしる にして たう ひさ ふらへ は、 すみやか にい ゆ ビそ いふめ る。 舟 か いや， o、 窓石ヾ J 

いふ 石より、 潮 か はりし，、」 い ふ。 いかにして しかしれ る ビ V, ふに、 こたへ て、 璣ょ， 沖に う 

つ を 出潮 VJ い ひ、 沖よ， 0 磯に うちよ る を 入し ほ，、」 いひ、 北よ. 0 南に なかる 、をし もし ほ VJ い 

ひ、 南よ. 0 北に さす を かみし ほビ いふ。 かみし ほに しもし ほの 入 あ ふこ V,- あ りヽ これ をう ち 

こみし ほビ て、 よ^らぬ しほ >、J そい ふなる 0 け ふ は、 しもし ほ に て 舟よ， やし ビヽ われ は、 しほ 

の はかせ ビ かたり、 かひ ひビ つ をお し 立て、 れいの 十府 めめる 菅 こも を 眞 帆に ひき、 いさ は 

せ てん V> て、 水く む 氣てふ もの をう ち 叩き、 「を さなな じみ、、」 春 ふ る 雪 は、 なん ぼ ふ つ て 

も 根に ならぬ 0 」、、」 うた ふまに、 ふね ビく行 V- 、こ、 ちょげ な， 0  0 

みちの くの、、」 ふの すか こ も凉し くも 風 の ふ きしくな つの 海つ ら。 

コ モナ ヰ、/」 いふ ビこ ろに 日 高う ついて ヽ 泊もビ めたり。 かくてく れ行签 に、 星 ひ VI つの かげ 

さ へ 見へ や、 居なら ふ 軒た にも 見 わくべ う も あらぬ 八重 霧の たちこめて、 磯 へたに 人 あまた 

の聲 して、 つ 、みビ う， うちならし、 ふな はた をた、 き、 聲 のかき b 叫 ふ は、 海參 あみ ひく 

ビて 沖に をる ふね VJ もの か へ さ、 こき まよ ひなん をよ はふ。 この こ ゑ をし る へ に、 よりく ヾ J 

なん。 か 、らんを.c^しもァヰ ノ のくににては、ぁかせし男の舟を、メ  ノ コひビ り 磯邊に 立て 

呼 ふ を、 ちか 隣よりも メ  ノ コひビ り い で、 ふた b いてて よば ふに、 よびつぎ^.^ て、 うら 
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のこ ゑ，/ \- うち よみて、 一 ニニ M も 呼つ くこ vj の ありけ， 90 此こ ゑの ぃビ もの かなしう ヽぁ 

はれな bo これ を、 ベ。 クタ ギビ いふ VJ なん。 

廿 六日。 ひる. つかた に、 や ざ をた ち いづ。 山み ち は 遠う 暑く、 濱路は 近う 凉 しどい へ は 磯つ 

た ひして ゆきく、 多 氏 VJ いふい そへ たに ふ b あ. ふき 兒れ ば、 はた ひろ はか， H 尚う、 壁の ご 

くそば たてる ぐ」 ころ あ bo 如月の ころ 土し み 氷りて、 小石、 岩な ざの 碎け おちて、 身 をく 

だいて 死 もの、 數 しらす ビて、 その 頃 は 行か ひもな う、 いま も 雨 ふ..^ 風 吹 き は、 山路 行べ 

しビ 人の い 八り。 け ふはヽ さるけ しき もめら ね はビて 行か ふ 人 あ ふぎ もて、 おちつ も， 0 たる 

石の なか を ふみわけて、 た、 ざる. く 會泊 VJ いふ 處に來 て、 あき 人の 家に 休ら へ ば、 あな あつ 

/\» ^てヽ のまて ふ莛 に、 もの つ 、みお ひたる を なげお ろし アツ シ のかたぬ ぎ、 なげ に、 し 

.9 うたげして 酒の みぬ。 いっこへ VJ い へば、近きまで鯡小屋にぁbた..^しか ど、網子別 し 

て歸る VJ て、 わがせ しビ せし こぐ」 のみ、 かたりつ 、のみぬ。 そのこ ビをビ へば、 聞た まへ よ 

申さん .0 こ，ヒしもゝにゐまゐ^^-の鯡ビりゝっがろちょ り來る か、魚壺V.Iて、VJ,.^得し鯡を、砂 

のうちに ほり うづみ おく こ VJ のさ ふら ふ。 そのす ちの わさに か 、.o て、 ろうか ビて、 か， 0 や 

の あるよ， 5 いでく VJ て、 此鳏を 狐 や ほ b くら はん ビ、 なに こ 、 ろ もな うい ひ あや まつ を、 こ 

は いみ 辭 おかしたり、 く はや、 こ VJ をし いだした る VJ て、 このに ゐまゐ りひ リを、 ぁビ 網ぐ」 
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いふ ものに っゝ みて、 あら 洲 のう へ を 引 あ b き、 潮 をく みて そ X- きかけ，//^ ね， 0 あ b き、 あ 

またにはゃされてひかれ，/,.-ぁ..=^くに、氣もこ 、ろ もな う、 なく  z\  ，つち わ ふれ V- 、耳に も 

き 、 れ すなげ てうし、 はて，/ \- は 海に うち はめられて、 いのちし なぬ はか，.^ な-^ し。 VJ し 

鯡 場に 行なれ たる もの すら、 ま、 わすれな V* して は、 この こぐ」 をい ひお かし さ ふらへ。 

又 さも あらで も、 海に しほ ふぐ はなに そや、 山に 角 生 ひ ある もの はいかに、 草 むらに をる も 

の はな VJ い ひもて、， J のこ、/」 をい ひ あやまた せん VJ て は、 壯夫 V- もらが なぐさ み Y  ノ すれば、 

に ゐまゐ b の もの は、 な VJ かはい は ざらん。 この 鮮場ほ VJ  、にき は 、しう、 たのしき こビは 

おんこ 

あらね》 J  、こ VJ しの やうに 鱗の 群來さ るこビ は、 も、 ビせ へ ぬ る 老翁 さ へしらざる よし ビ 

て、 さかし ろ投て あぐらよ. 0 たてば、 いさな ひつれ て路 しばし 來て、 綱 ふ ね ひきわた .o 乙 部 

にいた る。 ヲトべ ビは、 ァヰノ がお もね， 9 た 、しう ものい ふ VJ きに、 尻 ビ そい ふなる こビ葉 

にして、 これ を ひら こ VJ 葉に は、 ヲ ショ 口  VJ はいふ， yJ なん。 此ヲト ベ の津 鼻，/ J いふ 處に宿 か 

,0 て、 中垣の ビにヽ ふるく 大 なる 屋のぁ はれた るか あれ は、 

垣ね なる つ はな まし. o- に つみし そのす みれ も 見 へす しける 夏く さ。 

鰥の 子の あはせ に、 さんへ VJ いふ ものして、 ものく へ VJ す 、 む。 箸 は 左に ものして けり。 な 

へて、 この あた. 9 の 浦人の ぐせ V」 て、 左箬 は、 なら はしの やうに おきぬ。 サン へ 汁、 ある は マ 


管 、江 眞 、液 集 第 五  一一 一 ルー 一 


了 斗, -ンゃ 二 ュ  \ 


クリ 汁、 カボ シ 汁，/」 て、 しな- の 魚 汁 を つ ね に、 も はら も のせ ふ。 夜. くだ ち 人 さ たまる 頃、 

不如嫉 の 二三. 聲 名のりた，. ^0 この どし 閬 しも はしめ なれ は、 猶き かまぐ 枕 を そ はたて て、 . 

, ゑ そ-の 海の ふかき 夜 かけて ほ VJVJ きす 波の 千里 をた ちか へりな ぐ。 

1^はし、，？^たり0 

廿 七日 0. 空かき くも て 雨 もよ なれ は、 あるし、 ビ みの , ^  VJ もさ ふら はす は、 やばち ぐ VJ も、 

今一 夜 さはいね てな VJOI さらば、 うら ふれに かこつけ、 よんべ の はつ こ ゑに こ 、ろ ひかれ 

て、 け ふの あ. ゆみ はビ  めた >.^o あるじの めヽ なに を かもて なさん、 うはい ろ ま ゐれビ て、 か 

のト レツ フの. 根 を 火に むしゃいて くれた hs。 あら 雄ら ふた.. >  、おひ もて 入來 ける 草の 名 は、 

くヾ、 ゑぞ わら、 さかべ 、いは すげ、 たつの ひげ VJ て、 みな 繩 にな ひて つか ふ。 たつの ひけて 

ふ もの は簑 VJ もせ，.^, ける もの V」 か。 くさや、 あさ は 野に たつみ わ 小菅」 閒へヽ はた、 數な 

らぬ三 室の 山の 1ヒ 、いにしへ 人の なかめ られ しも、 この 岩菅 にゃあらん かし。 

_ ますらおよ 朝露 はら へ いは 小菅 か， 9 ねの 床に こよ ひし かまし。 

あま やの 軒 近う、 あたらしき 石の 碑 をお び もて 來て すゑた る を、 A 十 あまりの 女、 杖 を投捨 

て、 眼な VJ の ラビき にや、 この 石 を まさく b にし つ 、左右の 手に なでて、 あな はかな、 あな か 

なし ビて聲 もす 、ろに、 よ 、 VJ なぐ。 いかなる 人の しるし を、 かくはし ける VJ ならん ビ い へ 


五十 年 前の 

大津 一 很 


江 眞 、说 集 第 ー1ー ルは 

は、 目 をす り いら へして、 五十 せの むかし、 ころ は 書 月の もち はかり、 灰の いたく ふ， 0 て 四 

方 や もの 穴于 ぐらが b て、 晝さ へ ぐ」 もし 火ビ， r て、 みの 笠に て 行か ひ をした， 00 い かなる こ 

VJ にて か あらん ビ おも ふ を，. >  しも、 たがい ふ どなう、 いま 五日 あら は律浪 寄せ こ ん、 あなお 


そろし な VJ  口に はい へ ビヽた 、、うきたる こ VJ の やうに のみ たれ も，/^ お ほ へ 


5 し 


力 力 


ぐて 十九 日の 夜、 夕 やみより 盆お》」 りに さ ， めきめ ひて、 曉 月夜い ビ凉 しう 海 てるころ まて 

うかれ あ..^  く を b しも、 もの 音せ，. こや、 なへの ふるらん VJ おも ふ ほ，、 J に、 ふした る 人 

もみな さはぎ たち、、/」 に 出る ほ >/」 も あらて、 浪高 う、 さ 、/J うちめ ぐるに、 こ は、 つな みぞ や ヾ」 

て 足 を そらにな きまよ ひ、 山に のぼ..^、 岡に たざる ほ VJ もな う、 夜 は あけ かたに な. 0 て、 すみ 

たる家居は、なご，.^なぅ浪に ぃさなはれて、人もぁまた死ぅせたるなかに、ぁか父の親は、砂 

の 中に さかさま にかい 埋れ、 足の みさし 出て 身 まかれり。 それ を、 誰れ をさむる 人 もな うな 

きをれ は、 又 五日 を 過な ば、 かなら す 乙 波 VJ いふ ものより こん V」 、んこ VJ にい ひもて さはぎ、 

かくて 五日の 曰數も へ ぬれに 廿 五日の 夜、 けに や、 はしめ にこ そ を ビれ、 大波のより 來け h'o 

その 五十 ビ せの なき ぁビを V」 ふら はんため 、か 、 る 石の rW/J はは 建 さ ふら ふ。 たのみつ か 

はしし 船の、 け ふつみ 來 ける。 あか 父の しるし ぞビ おも ふより、 むかしの うきめお も ひやら 

れてヽ つ，/」 むねの ふた かりて、 人め もしら す、 なき さ ふら ひし 也。 な も あみた ほぐ」 け、、」、 たな 


こ /1 ろす りて 杖 V」 りて 入ぬ。 老 らくの なけき になみ たおち て、 

こや あまの 袖よりも 猶 ぬれに け， 9 見ぬ いそ VJ せの むかし かた b に。 

け ふの 日 も くら/ \ になり ぬ 0 

帆柱 石 過 ざ 廿 八日。 みちし はしくれ は、 帆柱 石 VJ いふ 機屋 形 あ hso そのす かた、 眞帆 かけた るに こ V」 な 

らじ、 こ、 yJ 岩 も 群 立 ぬ。 セ モ ナヰビ いふ、 海 士の屋 VJ ものなら ひたて る あた. 0 を、 子規の 聲 

したれ は戯 て、 

ほビ VJ きすうな の汐 路の嗚 もの をき くせ もない ぐ」 誰れ 名つ け けん。 

妻の 湯溫. 1:^ 一  五倫 澤ビ いふ あり。 いかなる 人の 五倫 塔かビ VJ へ は、 五林て ふ 文字に て VJ  、もの かく わら は 

ベ の いら へ た，..^。 ほビなぅ、妻の湯.、」 ぃふゅけたのも.、」に來けれは、休らひかてら浴せ，.^0 

この 西璣 にの み、 ク シジリ 、ヒラ ダナ ヰ、 ケ 一一 クチ ヽァシ サブ の澤 なる ィャ シナ ヰの ゆぐ」 て、 

いで 湯 あまた なれ ど、 この 湯 泉 は、 ふた も、 ビ せの むかし、 都 万.、」 いひけ る 女の、 靈き 病に ふ 

して 今 はしぬ へ ぅビ き、 神の みさかに まかせて 浴し 病の い ゆるより、 つまの 湯ビ はい ひ 初め 

りき ビ、 湯 もりの 翁 か 湯の ビ こかたら ふ に、 時鳥の きな きビ よます も おもしろ く、 懇 しき 

人 や 入ぬ らん ビ すんして 、ゆけ たの 柱に かい つぐ。 

おのかつ まの ゆきつる かた や ほ VJ ビ きす 入に し 山 を いて か てに なく。 
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湯の 神 


濱 百合 咲， 


齒 固の 餅 


菅 江 眞 、澄 集 第五  St 

湯 ふね は 三なら ひて 味の しほ は ゆく、 あぶらの こビく なめらか にな がれ、 落 瀧の 湯の 源 は、 

かた 蛆の草 むらの なかより わ きづる に、 鷄居ぁ b 、藥師 ふち を 湯の 神、、」 あがめ まつる。 祠の 

中に、 貞享ニ 年かん な 月ぐ」 記した る 札め， o。 こ は、 湯 守 か 遠つ おや 助 重郞か 建た る VJ か。 こ 

の曉に 村雨の して けれ は、 今や 鳴らん，、」、 蜀魂の またれ て 明たり。 

群 雨 は よ そ に な 、り て も 霍公鳥 まつに おも ひの 晴ぬ あさ 出。 

あさ いして け， 90 

廿 九日。 け ふ も 洛舍に 在り。 かなた は、 ぬる ひたれ ビ めた かにめ く， o、 こなた は、 あっけ 

なれ、/」 身の 冷へ たつ な ，、ヽ やま-ふ ビ のうち もの 語ら ふ を 聞つ、、 沼の めく， 0 に. 5:- 瑰 花の 咬た 

るに ましり て、 溶 西 合  >ヒ ぃふ花のヽこき紅にぁまた^^た，.^しかは、 

折ビ らは釉 にこ ほれん いろ ふかみ さゆり 花 さく 野邊の 夕つ ゆ。 

日 はくれ た. 0  0 

水無月の 朔。 齒か ための ひもち ビて 、あるし のす 、 め、 乃 南て ふ もの に、 し ほで ぐ さの あは 

せして、 あしたの ものいた しぬ。 させる やまう も あらねば、 此湯 けた をいで て 山路し ばしゅ 

くく/ 一一  クチが たけの 雪 もなから は 雲に けたれ て、 雨 を 鳴ぐ 梢の 蛙の こ ゑ、 を やみな う 

聞へ て 穴ェ くも 


こ zfo 


ァシ サプ河 


馬蜘野 


小山 權現緣 

0  , 1 


小山 判官 脛 

卷. g ぶる 


夏衣た もビ凉 しぐ け ふいく かさら す 氷室の 山め くりきて。 

ァ シ サブの 河べ たに 出れば、 檜の 皮 を 綱に より、 岸よ，.^ きしに ひきわたし、 にき やう、/」 い ふ 

かづら を わがね て、 つか b のこ ビ くつら ねヽ おも 木 VJ いふ もの をつ けて つなぎなら ベ、 うき 

たる 板のう へ を、 St も 人 もし ビ^, \»ビ ふみ 渡る。 こ は、 水上よ. 0 杣 木く たせる を こ 、にビ ダ 

めて、 桴 にくみ、 海 を わたして 江 差の みな ビに 至る ビ いふ。 ァ シ サブの 澤目ビ て 河 上に 衬々 

ぃビ 多く、 ィ ャ シナ ヰの 溫泉も 近 か b ける よし。 秋 は、 此河 もせに 鮏 なんの ほ，.^  くどなん。 

馬 蜘野ビ い ふ に來 け， 00 馬の 大 さな， 0 し蛛の あ.，^ て、 人ビ りく ひし 處也 V」 、を さなき わら は 

のむ かし 物語 を、 老た るかち 人の 行 つれてせ，^。 夏草の み VJ,o も 見へ す萱 草の^た る 中よ 

^、水 鷄の 二三 ビひ 出て、 草の 戶 さし を 叩 あり。 左に 見へ たる 一村 を 伏 木- Jv、」 いふ ビ なん。 

明し ビ ていたく 鵜 のた、 くらしまた ふし 木 n; の 人の 栖家 を。 

田澤の 小川 渡.^ て、 ある 山陰に ほぐら の あ b ける を、 小山 櫂 現 いふ 神のお まし ませり。 そ 

のむ かし、 蝦夷が サン ト ミ いだしたり ける を、 小山 判官い みしき ふるま ひ をな して、 ァヰ ノ 

あまたう ちまけ しかば、 を それ をの、 き、 ゅづ る をはづ し、，、」 が 矢 を を さめ 、錦 を ふせて 小山 

にした が ひて、 力 ム ヰ ぞを それけ る。 そのた、 かひのに はに、 小山の はぎ まき ひ つお.，^ 

た. 0 し を、 こ  >  に を さ めい は ひまつ， 0 て、 かくは 申 なん。 今の 世に 夷人の、 判官 殿、/」 て も 
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アキノと 三 

巴紋 


江 差に 來る 


超 山，.^ 訪ふ 


菅 、江 眞 、说 集 第五  0 

はらた ふビ める は、 此 小山 にゃあらん。 ァヰ ノらか いま、 なに くれの 器に 三つ 辆繪 きさむ。 

これ ぞ、 小山の 家なる ふたつ 巴なる へ けれ Vj  、シ ャ 乇の もの かふる ぐ」 て、 ケ マ クシ シン トコ、 

サケカ シン トコ 

造渔桶 を はしめ、 なに くれの 器ぐ」 も を やる に、 ァヰ ノら は、 巴の かた をい ビ になう めでた ふ 

ビ めば ぐ」 て、 いやしくも 三 頸の 巴 を 彩， り、 にぬりて わたせば、 おろかなる ァヰ ノ のこ、 ろに、 

この 辆 画の すかた こそ まほな れビ やお も ふ、 いま はも はら、 三の 巴 をの みぞ、 それらが 調度 

カル 

に 造し ける こ、 ヒビ はな， 0 つらん かし。 泊ビ いふ 村 はしょ， 0 雨の ふ， 0 來て、 ォ コ ナ ヰの はま、 

づめき ノ し 

ふたつ 石な》」 いふ はまち を、 あまつ 、みして 江 差に かつ 至 b  、結 木石 V- いふ ごころ に 蝦夷の 

館趾の あ. 0 け るに も、 圓签か つ-くれ る ほ ビけを おけ， 00 かぐて くらく に 正覺院 にっきて、 

や、 穴>1 の はれた る。 

月ぁらは釉に宿さんたひころも雨、、」なみビにぬ れて來にけ.c^o 

雨 はた、 ふ， 0 に ふりけ， 00 

1 一 日。 雨 ばれ に、 觀音堂 VJ て、 れ いの 木 を 積て はした て めけ る J ろ をよ.， T て、 あ み だ ま ビ 


け を ビなふ 寺に VJ ひて、 友な ひたりし 超 山 ほっしに あ へ 


よ 


力 


に、 久し 


力 


つるな 


ヾ」 、まつ、 VJ もに、 つゆこ V」 なき を よろこ ほひて かたら ひ、 あるし の 上人に まみ へ て 、ひろ ひ 

さしに むしろし いて、 くれち かき 海 つら をう ち 見やる に、 ちいさき 岩に 浪 のうち 魆る を與志 


菅 江 眞 澄 集 第五 


になが き 

山手 


鼠 食ス犬 


島 VJ て、 さ 、 やかの やうに 見 ゆれ VJ  、春 は海狗 なんい，、」 多く かい 上る VJ ころ、 あなた はケ ュ 

クチが たけな./」 いへ る。 その 麓の あた， ov」 おぼしくて、 け ふ， 0 の ほそうむ す ひたつ を、 今や 

鯡 の群來 ぬらん かし VJ 戯れ， o。 こ は、 くづ やきて ふ、 あぐた 火の け ふりな り。 

すく もた くけ ふ， 0 のす ゑ も 治 れ るかせ にした かふうら の ゆ ふなき。 

ぐれて この 堂 を いづ。 

三日。 正 覺院の 坂 をく 化れば、 になが きぐ J いふ ものに、 つ 、みな v.5J,o かけ 山手 持た る 男、 

「まち は 西 まち 盛りの つばな、 沖 をな かむ る 山のう へ。」 VJ いふ 一 ふし をうた ふ。 荷 鍵 はお 

ふこ、 やまで は 釣の 具、 西 も津鼻 もみな 町の 名、 山の 上 は、 うかれめ ビ ものす める ごころ なれ 

ば、 わきて にき は、 しかり けれ は、 かくら いひつ らん かし。 坂 をな？ -ら 斗の ほ. 0 て 狭 手に か 

、，. ^て、 沖べ ゆぐ あまたの 船の 榜 過る を 見れば、 大船 小舟の み t> /^は、 さらに、 ちまたの や 

うに、 いぐす ち も かいけ ち もせて、 

四の 海 治る 波のう へまても か、 るみち ある 御代の かしこ さ。 

おなし 寺に 夕つ きて 歸 る。 

四日。 あけ 行 空に 時鳥の 百 千 反な け ざ ヽ開靜 VJ て ノリ、 み、 かねう ちまし 〈 たる、 朝 ご ごのの 

, ^に まぎれて うせぬ。 け ふなん こ 、をた ちま からん，、」、 ちか 隣の 法 華 寺に 至りし か 
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い へ ば、 い まひ VJ 日 二日 はビ、 日 正 上人せ ちに ビ 、；- めて けり o」 ある 逸物の 白 犬、 鼠 かりし つ 

る を、 飛 か、 りて ひし，^  、みなかみ こ ろしての ち は、 なご. 0 なう くひぬ。 鼠 VJ る 犬 は 世 

に 多 けれ ざ、 お ほかた はかみ すてな，、」 すれ ざ 、かぐ、 ひたく ひにく ひし を 見し は、 きの ふ はし 

めな， 0 きビ かたれば 上人、 そのこ.、」 に は よら ざれ  >、」 、世に め つらし きこ どなん め. 0 し。 この 

江 差の 茂 志 利、、」 いふ 處のェ の 家に、 けうの 猫 あり、 この 雌 猫 四 五の 子 を 生， ，。 樑の 上よ. 0 鼠： 

の、 す こぼれして 落 か 、，りたる を、 爪に かいよ せて、 つ ビくは へ しかば、 むげに くら ひた. 0 け 一 

る こどよ ビ おも ふに、 さはなくて、 わかう める 子の なかに うちならべ て、 をのが 乳 を ふ 、め、； 

やしな ひたて ける は、 又た ぐ ふかた もな う、 あやしく もめつ らしき こビビ て、 人 こそり て 日 一 

に， （-來 あつま.. - て、 見 もの、/」 はしたり け， 00 かぐて 日 は 十日 もへ ぬる ほ、、」 に、 この^ 力ぐ」 

に 出た るい さ、 かの ま、 隣の 雄猫の ふど來 て、 や 眼 あきたる 斗の 鼠 を、 小猫の 中より くひ 

もて 去ぬ。 人 追つ れビ 、かひな-つうせき。 母 猫の 歸. 0 來て、 この 鼠の あらさ. 0 ける を 尋ね ま； 

よ ひて、 ねう-^  VI 鳴めく り、 をのが 子に すら 乳 もさら にあた へ やして、 たヾ なきに なきし 

こ ビ あ b し。 手 を 折て 三十、、」 せの むかし、 屋はェ の 家に て、 名 は 何.、」 やらん わすれた. きビ 

聞へ しか は、 もの もて まるる 翁 ひ V- り、 此も のか， たり を かた ふき 聞て、 その ェの名 は 長 四郞ー 

VJ か 申た， 0、ヒ い へり。 世に、 たく ひなき こどに こそ あなれ。 上人 前栽に 友な ひて、 これ agj 
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小嶠草  てよ、 この 草 は 小島よ.^ 採り 植 た.^。 さ.^ けれ は 人み な 小嶋草 ど いひ 岩 防風？」 いひ、 ある は 

碧玉 草な ビ そい ふめる。 その 花はヽ をだまき，/」 いふ 草に つゆこ ならす、 た、；^ 花の いろ 璃 

にして、 葉の 色 も、 こき も へ ぎな. 00 こ V」 くに 、見る こ VJ もまれなる ものに て、 

夏草の 露 もみ ビ，. ^の 玉 かつら か 、る こビ なる 花 を こそ 見れ。 

け ふ も くれはてぬ。 

五日。 おなし 寺に け ふ も あ， て、 ビに いづ。 ちか VJ な，. y の 寺に、 ひビ夏 こもる ほうしに <^、 

蟬 聲に經 よむ にあ はせ て、 日く らしの 鳴なる 林の を わけ 行、 老 たる、 わかき、 かしら を ふせ 

て、 あなた ふ，/」、 な も あみた ほ ビけヾ JO 

日く らしの それ か あらぬ か 山寺に た へす 唱 ふる そめ かみの こ ゑ。 

江 差.^ 立つ 六日。 朝霧 ふかく、 御寺の 軒の 梢 も 見へ すたち こめられて、 雨な、、」 の やうに 釉 かつ ぬれ たれ 

ヾ J  、ひるより ははれ たれ は 法 花 寺 を いつる に、 寺に ある あげまきに、 衣 つ、 みな、、 J を もたせ 

IS ，吹 て、 みち あない さす。 ゆく く寶螺 吹なら す 聲の閬 へたる は、 山伏の を こな ひならん、、」 おも 

ふ ほ V> に、 そのめ ぐり、 むき、 な き ある 山 ふ 、 きのぐ きを、 も VJ 末き りて、 童の、 ふた， 0 して 

吹 あ. 0 くな りけ， 00 こ は、 ァ シ サブの 澤 より 採. つ へ けんかし。 小-島、 ヲ n シリの は、 たけ、 

五 勝手  い つ さかに たり、 みさか、 よさ かに 生る は 短な り yj  、その 童ら の 話， 0 もて 五 勝手に 至， 0 て、 あ 
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北 付の 館址 


多 門 天 王 堂 一 

若 狭よ リ流 一 

來る 


,チ コ ナヰ 越 


け まきに 別たり。 海邊 につ.、」 さし 出た る澤 あるに、 燕 子 花の ぃビ 多ぐ 睽 たるな かに、 の ひる 

の 花の 盛なる は、 こき、， つす き、 むらさきの 色 を こき ませて 、めもあやなる を 見つ 、、こ は、 み 

ち もな きかた 也。 いか 、せん、/」 わけた.. - すみて ヽ 

まよ はす は そこ V」 もしら しかき つ はたへ たても 波の 近き いそわに。 

かいわけ て メナの 村に いづ。 こ、 なんむ かし は、 勝 山の 花見が 館より 此處に 閑居の 館 をい 

ヾ J なみて、 そのころ すませ 給 ふたる むかし かたり をせ， 00 本館よ. 0 北に あたれば，/」 て、 今 も 

北村ビ はい へ り。 上の 國の 天河に くらぶれ は、 魅の のぼりく もい ビ すくな けれ V- 、魚なん よ 

けん。 大 なる 鳥居た てる は 多 門 天 王の 堂な..^。 こ は、 いにしへ 島の 司、 若 狹の阈 をた ちし そ 

き 給 ふたる をした ひて、 から うづに 入て 海に うか ひ、 浪 にした が ひ、 小川の へたに つきお ま 

しまし き。 過來 つる 古 櫃.、 J いふ 小 河 は、 その ゆへ にて 侍る，、」 いへ ビ 、わが らは ヽひビ 文字 

もしらぬ いなかう ビ なれば、 ゆ へ あらん こ，、」 は、 いかて かしり も 侍" しかし V」 て、 杣 人なら 

ん、 山路に 入ぬ。 此す ちょ 、り も、 上の 國 よりも ト カフ VJ いふ 出&: にか 、 て、 あら 山な か を 

はる/ \ビ 行み ち あ， o、 浦人ら、 なへ てチ コナヰ 越へ VJ いふ。 この 山 越へ して 來る すきや 

う 者、 佛法 僧の 聲 ひる さへ 聞し、 い ビ ものす こ き 山 や に て、 鬼 熊の あれ わたれ は、 人 多から す 

は、 ゆ め，/ \ ゆ くま じきみ ちな り。 さらば ビ て、 かねう ちなら し、 太 田 まう です VJ て いそき 
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た. 00 ひんかし の磯キ コ ナ ヰの 浦に 行へ きみち なれば、 しかい ふ ベ かりつ る を、 した、 みて 

チコ ナヰ どはい ふな. o。 キコナ ヰ は そのいに し へ、 柵 養の 蝦夷 VJ 聞 へ た..^しビころにてゃ 

あらん か。 かぐて、 つなひき りたる 天河に 來け bo この 河の ながれ 洲に、 いよ、 みな ど ふた 

力れ り VJ おも ふに、 はい まの つか ひ VJ おぼしぐ て、：； ど ぐ はせ てうち 過る。 こ P 、ひんいし 

の 遠島、 クナ シリのほ？」りの蝦^^人、ぃかなるす；0にゃぁらん、も、ぁまりのシ ャ モを、 鉢し 

てっき 棄箭ゐ たてて、 なかく のさ はぎ 也 ど 、浦く に つげ わたる、 その、 えたち の もの どの 

、し. 0 け. Co この 天の河の うら ひ、 まさに しられて ける かな。 猶 弓弦た かぐ 張り、 VJ が箭っ 

まよ. り て 山に かくろ ひチ ヤシ に 集るな VJ  、も はら 人 こ VJ に いひ さはけば、 こ 、 ろ をち るす 上 

國寺 にご ふら ひ、 あるし の 上人に まみ へ て、 此こ VJ かた..^ て くれたり。 

七 ほ。 季豐 のぬ しよりの ふみ あ. 00 さっきの はしめ つかた に、 かいした、 めら れ たる、 

歸るさ を 待 こそ わ ふれ 五月雨 もい VJ はてい そけ よしぬ る 、 ビ も。 

を ぐれたり し、 ふみの 返り こ 、/一  かぐ。 

五 U: 雨 は はれても 人 をみ な 月の 穴 >i さ へた ひの 釉 はか はかし 0  二 

門の 外にな みたつ 家居の、 さう しに 書し 七 里 酒て ふ もの は、 いかなる 酒 を かいふ，、」 その 宿の 

ぬしに ビ へ ば、 うち ゑみて、 この 島に 稻田 なぐ、 よね はこ ビ國 より 渡りて 乏しければ、 濁哲造 
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れるこ VJ を、 いみし う 止め 給 ふ 島の の b なれば、 この 濁り酒 VJ いふ こ VJ を ひめかく して、 し 

か 七 里 酒て ふこ ビはヽ 二 里 五 里の 酒なる こ 、ろ を、 人に よみ ごかせて うり、 ある は、 匿 VJ い ふ 

文字 をに ごり して、 人に しらせさ ふら ふな. 、ビ て わら ふ。 屋の わら は、 これ 見た ま \ヽ きつ 

ねむす び を どて、 あしの 葉の 葉末、 かたよれに むすびた る を もて 來け. 00 こや、 なにの 料に、 

狐の 結つ らん かし。 「夏草 をむ す ふしる しのな か. 0 せ はいかて 行 まし 山里の 路、 ど いふ こ 

> ろに は 似す ヽ人ま V- はせ る、 れいの/、 せな らん，/」 てヽは VJ わら ふ。 あるし、 こ もて K のこ 

、ろ はへ よみね な VJ  、せちに、 

ふる 里に 在， OVJ し 見し も 夏衣き つねむ す ひし 夢の はかな さ。 

寺に か へりい ぬ。 

八日。 磯邊 見 ありけ は、 ち こお ひたる、 うな ひめ 三 四 人 磯の 岩に たちて、 した 、み をく だい 

て W ビ して、 しじ、 はち がら、 はく どくて ふい を、 つ. 0 ぬ。 このはく  VJ ぐの 名の、 こ VJ に 聞へ 

しかば、 れいの よしな しこ ビを、 

分來 つるみ ち も いくはく ビく 行て ふるさ VJ 人に かく 話ら なん。 

雨 もよ にて、 け ふ も くれたり 0 

九日。 曉 より 雨風 は：^ う、 旦の签 くらう して 海 あれたり。 
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十日。 いや ふる 雨に ぬれて 鶯の 鳴た るに、 頓阿彌 陀怫の 歌に 深 谷 夏 閬鶯ビ いふ こぐ」 を、 「春 一 

たに も はる はよ そなる たに かけの しけ る 木の まに うく ひすの なく、 な，/」 すんじて、 

また ふるすい てぬ おも ひ に 夏 ふ か き 谷の u; さ し て うく ひすの な ぐ。 

十一 日。 いさ、 かの あま はれに ヽ沖 のかた を 見やる。 磯邊に 海 士のビ ひよりて、 この ほビの 

しけよ、 八日 は、 船の、 そこ こ、 にて うせたり。 此年 はいかなる、/」 しか、 舟い くつ も 破れた る. 

など かたる。 そのうせ にし 友 ふねな らん、 遠う 波の あは ひに 見へ た.^ しか は、  . ， 

おくの 海し つけき ま、 にこ き 過し ふなみ ちしる くのこる ゆ ふなき。  一 

十二 日。 あさ ビぐ なへ ふりた-る は、 雨に や、 風に ゃビ うら ふ ほ、、 J  、超 山 法師 來 けり，/」 つぐ。 一 

い つ こよりか ビ，、 J へ ば.、 六日の あした 江 差の 港 を 舟 出して 浪 風に へた てられ、 この 崎ひビ つ 

あなた ヽシ、 ォゴ VJ いふ 崎に 丸 小 尾つ く， 0 て、 舟 子ら VJ 友に 磯 枕して、 け ふ まて そこに 在し ぐ J 

て、 こよ ひ はこ、 にや ビ れ，. 

十三 日。 晝ょ b 晴て超 山 法師 はいに き。 われ はこ、 ちょから ね は、 えいて た、 す、 け ふ もく： 

れ たり。  一 

十三 日。 山背の 風 あしたより 吹て 雨の ふ..^ 來て、 つゆ はれ 行けち め もな う 夕 くれて、 河水 あ 

ふれくな ど 人々 さ はき わたり、 海 つらより、 あた 、かなる 風吹來 てけ り。 こ は、 風いた く 吹 


天 
下 

泰 
平 


なん 0 

十四日。 あした はれて 又 ふ， 0 いつる。 小夜 中に めさめ て、 

見し ほビ のお も ひ はよ そに さそ はる、 ゆめ もす しき ゆ ふたち の そら 0 

十五 日。 雨 はれに 、ビに 出て 見れ は、 ふた がれた る 天河の なかれす も、 浪 のう もい ざな へり。 

こや、 集た る 蝦夷 人 も 、かぐみ を ビ いて 小 弓 ふしな ひく な ら ん マ」 、此小 河 の う ら 、/」 はれて、 

「てんかたい へ い、 こぐ か あむ せん」、、」 いふ こビを  一 くさの かしらに おいて、 十 あま，.^ の 和 

歌 を、 こ ， にい はふ 譽 田 別 尊の ひろ 前に ヽ松逕 VJ 友に 奉る。 

「春」 天 照..^ そむる 春の 日影 もけ さより は 霞に に ほふ そらの- さ  松 0 

てらす 曰の 影 も 長閑に 八幡 山み ゃゐは 春ビな ひく ゆ ふして  秀 雄 

武 梅花 さき やらぬ まもうく ひすの こ ゑより まつやに ほひ そむらん 松  ー？^^ 

むら/ \-ビ 消ぬ る を 花 VJ みやまち の 雪の こす ゑに， フ くひす のな く 秀 雄 

佳 霞つ る泰 のなかめ やい かならん 浪速 わたりの 月のお ほろ 一 化  松 0 

歸る さも わすれて 花の木の も、、， I を さして そむか ふ 夕月の かけ  秀 雄 

「夏」 多 誰れ も 又お も ひ 入らめ やおく 山の 春に おくれし 花 をた つねて 松 m 

たか かたの 穴 >1 に 鳴らん ほ ビ ビ きす この す くる 夜半の む ら さ め .ん<： 雄 
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委 いま も尙 花の 面影 さり やらて 叉 なつやま にか 、 る しら 雲  松 

磯ち かく 波の音き く 旅 まくらす、 しき 夢 をむ す ふなつ の 1^  秀 

「秋」 弊 隔 VJ もち，.^ V」 やそこに 匂 ふらん 霧の まかき のしら きくの 花  松 

へたて なきな かも しられて 銀河 ふかきち きりの 名に なかれた る 秀 

以 いか はか..^ 露け かるらん 戀ゎ ひて 鹿た つ 夜半の をの 、 めさち ふ 松 

出る よりく まなき 影の かぐ はか. 0 あはれ いくよの あきの 夜の 月 秀 

胡 この ゆ ふへ 萩の 葉た に 入た、 て 袖に まつ ふく 秋の はっかせ  松 

衣う つ 一昔に は 夢 もむ す はぬ をな にさ そふらん， のきの 松 かせ  秀 

「冬」 久 草の葉 は 霜 かれに けり 淺茅原 面影に のみ 秋 をの こして  松 

吳 竹の 夜の まの 雪 や ふか からん 今朝し も 軒の した 折れの こ ゑ 秀 

可 影ゃビ すつ ゆの くさ 葉に おきかへ し 霜の 上ビふ 冬の よの 月  松 

神 かきに 正木の かつらくり 返しな かき" 使 かけて うた ふみやつ こ 秀 

「戀」 安 あかさ， 0 し 今朝の わかれの 釉の香 を 又 逢 まての 形見 VJ はせ む  松 

あさからん 人の こ 、ろ VI おも ひ 河 わたり も あ へす 釉 ぬれに け. り 秀 

武 むす ひつる かひ も あらしな 山 井の あさき 契り、/」 今朝 はなれ、 は 松 


逕雄逞 雄 逞雄逕 雄 這 雄逕雄 逕雄逕 


舊跡 尋れて 


罾王 山頭陀 


むす ひても 水の こ、 ろよ 飛鳥 川き の ふに か はる 契な るら む  秀 雄 

「神 祗」 世 蟬の聲 のす、 しき 杜の なつ木 立し むる 宮居の 神 そふり ぬる  松 逞 

瀨を淸 みみたら し 河に すむ 月 はちり に まし はる ひかり ビゃ 見ん 秀 雄 

「祝言」 武 昔よ， 0 諫 のつ、 み笞 むして を さまる 御代 VJ 四方に しるら し  松 逼 

むかひ 見ん 千代 万代の 末 まても か はらぬ 御代に たく ふまつ か 枝 秀 雄 

雨の な こ b なう 晴 たれ は、 いて 此 あたりの ふる あ VJ を も 見 てん、 あ ふぎ 見る か つや まに もの 

ほ，.^てん、けふは、さちに人のまぅづ る日なれは、八幡のかんゃしろにもまぅてまぐ、ぁけま 

きを たっさ へ、 あないが てら 露 はら はせ て、 お ほくら の祠の 右よ， o、 寺の しりなる、 たかぐ さ 

の 中 を かいわく るみち を、 や 、た ればヽ これ は 何 かし Vi の、 館、 家居の あ、,」、 これ はたれ ぐ」 

の、 すみかの あ VJV」 て 、草に 埋れ たる を、 か いわけて をし ゆ。 や をら みま へに ぬかつ きて、 

石淸 水う つさぬ 里 はな か，.^ け-.^ こ は 世に ふかきめ くみなる らん。 

花見 か 館の あ VJ は あなたな VJ かたり もて、 醫王 山の W にの ほれ は、 さ 、やかの 鳥居 あり。 ち 

いさき 祠の 中に ある 石の ひさこ かたの 面に、 三の みかたし ろ あ， 90 そか 中 は藥師 ふち、 左 

に、 みぐ し 十 あま， ひ ビ つ のぼさち、 右に は、 ほこつ るぎ を もた ま へ る 地藏尊 を、 ひビ つに つ 

く， 0 そへ て、 この、 みつの ほ VI けの あは ひ に、 臀王 山頭陀 寺、 永 錄七年 三月」 VJ の み 、けち の ， J 
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^たり。 むかしの 寺 あ、、」 ならん こ を しられ、 花見 か 館の 榮 へたる、 いにしへ を ぶ。 こ、 

を 離て、 ま はに のかた 蛆の見 へ たる 處め. 水無月の ころて，.^ つ 、いて、 たなつ もの かれ ゆ 

き、 ある は 山河 の 水 あ せ 流れ、 杣木 伐く だす ちからなき V- き は、 この 丹 土、 いさ、 か ビ 5 て ；^：丄 

に を さめ、 雨なん 此 山に いのれ は、 まさしう ふりく ビ なん。 かぐて、 ふりに ふ， 0  く るし るし 

をえ て、 さ， 0 ければ 晴れ を 乞ん に は、 きょげ なる、 こ 山の 土 を、 かの ま はに に ませて、 これに 

鹿の 片角を そ へ て さ、 げ 奉る。 このつ ち を、 いたく 神のお しみ 給 ふな、、. I、 さかし きわら へ の 

なに くれ、、」 話， o、 此筋は 原 口に 分く だるな ビ をし へ、 こた ひ は、 ひんかし なるみち を い ビ、、 J 

ぐ、 かの 寺の 軒 はさして くだる。 

十六 日。 よんべ よりの 雨い よ ふ. e まさりて、 ふ. 0  くらした， 0 け， り。 

十七 LLO きの ふの ご VI に 雨ふりて 、ひね、」、 す、 はれま さらにな う。 こ は、 はたつ もの、 むな 

しう、 こ，、. 1 ぐに も か らば、 いな 葉 くちはてなん ビ、 寄る 人み な な き ぬ 。 

十八 日。 きの ふの こ VJ し。 け ふ は、 そりの あれ は 穴ぶ はれなん ピ、， M 郞 のきて いへ り。 ソ リ、、 J 

は、 神の な h- 頻る かご ビに、 かう ，/  波の  一 W 聞へ たる をい ふごなん。 

十九 日。 そ b のうら ひま さしう、 け ふ は 晴れ. つん-, 0  0 いさ 出た、 ん VJ いへ は、 みちの ぬ^, 

はきて、 あすなん いでたちね な-、」、 あがせ し 曰 記 を 見つ 、、あるし の 上人。 


月 花の 光 やそ はんた まほ このみち の 行 手に みかく こどの 葉。 

ビ そ ありけ る 返し 0 

光 ある 言の葉 草 を 玉 ほこの みち 行く うさのな くさめ にせん 0 

二十日。 け ふ は 此寺を 立 出なん。 上人、 いまた 四 五日 も VJ  、め まほし けれど、 なりたる かた 

に、 いそき おはし まさむ こ、 ろ どみ ならん、, J おもへ は、 け ふなん 手 を わかち さ ふら ふなり 0 

I つ ひ-な こ b もお なしな VJ  、ビ もに いひ もて、 VJ に い っれば、^^=^きまて送り せ ん  >、」 て、 八ム. 應、 

わら はに、 ひがさな どもた せて、 かた b もつ きす。 大間 VJ いふ 山 ゆにな りぬ。 こ、 の 別ぐ」 い 

へば ましば- (-ビ て 原 宇多 もす ぎて、 安在の ：® に 休ら ひて、 量、 つ ビにビ て 石 子 拾 ふ。 別 

て松逕 は、 童をビ もな ひ 山路に 入られた bo かぐて 蓬 は 林 VJ しげ， o、 虎杖 は淼 生 ひ 立る： m 

邊の 野ら を 行 ほざ、 人 あまたう ち 過るな かにい ふ。 そこ は 福 山に て 見し 人なる か、 こ はいか 

、はせん、 あやこの 方の せう そこ ありし かビ も、 あし き 馬に たぐへ たる 器のう ちに ふかく 

つ、 みて、 つけ そへ て 過 たれ は、 せんすへ も あら じかし。 よきに けいして たう は e ビて 別た 

り。 し はし どて ほ、、」 へたれ は、 こビ なし ビゃ VJ はせ 給 ふならん、 あかむ らい をビ、 ひ りこ 

ちて、 キ ノコ の 浦に し はし て 休らへ は、 磯 やかたの を さ VJ おぼしくて、 いぶせく ども、 こよ 

ひ はわ か はに ふに あかし さ ふらへ。 あす は 福 山へ 行 舟 あり。 かちよ. は、 山河の 水 ふかく、 


船， おして 
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ゎづら ひや あらん ビ、 ね も ごろに いひて、 きょきむ しろな ざし かせけ る 0 こ ろ さしの ぃヾ J 

うれしければ、 かたら ひて や、 くれたり。 夜 はまた、 あ. 0 明の 月 窓に さし 入る ころ 人の 起い 

づ るけ は ひして、 舟 子な らん、^ うち 聲 あらら かに 呼 あ， 0  く。 や をら、 ゐ ならびて 灯 どり、 も 

のく ひたり 0 

サ 一日 。風の こ 、ちしつれ ざ、 旦 ひらきの 海 見ん こ VJ の、 猶 こそお もしろ からめ V」 の， ぬ。 

ひんかし の 磯山の、 しら-/ \->、J 、月 あ へ殘 りて あぐ。 

朝. またき のこれる 月の 船 ま て も 友に 追手の 風の 凉 しさ。  . 

山 かげの 草の 中に、 苦 ふける 家， の 五六 斗 見へ たる を VJ へば、 » の ビ いら へ た、 り。 こ は、 夏 

に老た る 名な りけ るよ など、 うち 戯れて 1 つけ はヽ 

拾 はす は浪ゃ 折らん うく ひ す の粞家 もしる き 梅の はな 目 ハ。 

潮 吹の な だも榜 過れば、 木 曾 山中 ビ いふ 處 の沖邊 になり ぬ。 此 磯の 厳 も は、 こ 、 ろを瘦 

し、 たくみなら ベ 立た る やうに い，、」 おかしく、 舟の はやき をね たし どお も ふ をり しも、. 子 

の， つ ち こぞ， りて 話る を 聞ば、 過つ る こる、 此沖 中に 大船の 行なる しり につい て、 II 合 V」 いふ 

小舟の こき 行 ほ ビ に 、海いた くめれ て、 この づぁ ひぶね、 大浪 ふたつみ つか づき たれば、 ふな 

、か はし ほめ かにめ ふれ、 舟う ちかた ふき、 こ、 らの りたる 人 は、 海に おぼれ 波に い さな は. 


れてぁ.，^くを、大船かぢを止めてビもっなくりながし、か いくしう あせれば、 みなこの 綱 

をい のち ビす が.^ しか ど、 手の ちからなう 浪に うち 離れて、 男女 あまた、 浪 のした にう せた 

bo むくろ はしらす、 日. を へ て、 さしくし、 すが 笠な ビに まじ，.^ て、 加お 裟、 念珠の たぐ ひ を、： 很 

の 磯邊に うち 寄せた る いふ。 こ は、 此 ころ 閬 しに たかはす、 近き ぐ」 し 福 山に 來 ける、 むさ 

しのぐ にの なに かし い ふす けにて、 まみ へ たる 人 なれ は、 い ふ ベ う も あらぬ か なし さに、 

おも ひつ、 けたる 0  , 

むさし 野の つゆ ビも 消へ てお くの 海の 泡 な b ゆく 人の はかな さ。 

此 すけ 江 差に 行ビ て、 川 水 ふかければ、 ふなた よりも ビ めて、 あまたの 人ピ 友に の b て、 海な 

かに 命 を は b たる こそ かなし けれ。 かく^ かいて ヽ 海に はめたり。 その 綱に か、 -.. 'て、 こ は 

うれし おも ふこ 、ろい さ、 か ありて、 波に い さな はれた る そのお も ひ、 いかな らん ビ、 し 

らぬ 人のう へ まてお も ひ やられて、 す 、ろに なみた ほ ろ ^>(\ ビ 、身 の ほビ もお そろ しく 

て、 

棧を ふみて し 木 曾のお なし 名 や 渡る 小舟のう へそ あやうき。 

ぃビ， /」 ゑ ひに ゑ ひて、 行 そら もお ぼ へ ぬに、 山お ろしの 風 海に 吹 入て 柱 かた ふき、 帆 あし は 

たか 浪に ひたして、 舟 子ら たちさ はき、 いそき 帆 をく だして ん ビて帆 繩ビき やれ ど、 蟬 VJ い 
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邂返 


菅 江 澄 集 第五  § 

ふ もの 、しぶく して、 ビみ にも 帆のお り こねば、 ほばしらう ち 叩て、 からう して、 ほの や 、 く 

だ b  く を、 VJ  くお した 、みて、 命い きたる おも ひ はした bo かくて は ある へきに あらね は、 

舟つ けさせ、 なに VJ いふ 處な らん われ ひ VJ りお b て、 いまだき しのな がる 、おも ひして、 た 

、舟に ある こ 、ち すれば、 何く れビり 入た る 袋に ひち つ き、 し はし はふした るビ おも ふ 枕 か 

み を、 iJi? の あし 昔た かう ふみ ビ ダ ろかす にめ さ め た れは、 -iki- よりお . ^て、 その 人の われに い 

ふ。 そこ はヽ いっこへ 行人の あゆみつ かれた るか、 又 こ 、 ち あしくて やな 、ま め やかに，、」 

ふに、 た 、、ふな ゑ ひ 人に て さ ふら ふ かヽ かしら やみ、 あゆみ もす  >  みさ ふら はす。 し はし ヾ J 

て、 この 磯に 草枕 はした る ビ い へ ば、 さあら は、 あなたの 人里 まて 此 -itl- にの せて 送，. ^申さん。 

いさ、/」 ぐの..^ ねビ、 調度，/ J  b つけたる は、 情 ふか か，.^ ける 人 なれば、/」、 うちのり、 チヰサ コ の 

?g に 來てヽ VI まりた る やの あれば 入て、 ひる 寐の 枕して、 夕 くれ 近 けれ は、 ふた 、 ひ ビ まり 

ぬ。 白雨 ひビ しき，.^ して こ、 ちも凉 しけれ 、洋尙 くらし。 

1 ヾ J を b 磯な みはれて 夕た ちの また 雲 さらぬ 沖の 遠し ま。 

またも ふ， りこ ん、 S けしきた ちぬ。 

廿 二日。 よんべ よりの 雨け ふ も ふれ は、 山路 は 露-ふか からん ごて、 あるし の 、めければ 出 

た す。 くらき 窓の 中よ， 0 磯べ た を 見やれ は、 ft ほビゃ ふれし 舟の 具、、 つち 寄せた る を ふみ.. 一 


したき、 なに 抬ふ ならん この 女 入来て、 泊た まひし か、 久しう あ， o てまみ へ さ ふら ひし そビ、 

おもねる は、 た そ マ VI おも へ ば、 卯月の ころ 休ら ひし 家の、 を さめな， o。 あか 粞家を はしめ、 

そ S 月の 四日に なん、 、ノ ネサシ は、 ち， 0 ひ、、 J っ殘ら すみな 灰、、」 な. 0 て、 身の みそ こな はでい 

での がれ、 ゆか b なれば、 この 宿に はさ ふら ふな， OVJ かたる。 

原 口の 浦 迄 廿 三日。 ほの，/ \ -ビ 明て 、日の、 みさかば かり 波 を 離る 、ころ、 こ 、をた ちづれば ヽセ タガ M 

リ、 堂 ケ澤、 ヒ コ シ 、鍵懸 、おんこの 木ヽ にのう だな VJ の 山な か を、 わけの ぼ， 0 分く だ， o、 海 

つら は、 いさ、 かいそに わけい つれば、 撫子 あまた 折ち らした る は、 

みちのへ に捨る はいかに 生 ひたて し 誰かな てし この 花よ この 花。 

蛭 子と 稻荷 神の ほぐら あ..^、 ゑみす の 神に てお まし ませり。 な へ て此浦 は、 か 、るお ほん 神 VJ  、いなり 

の 神 VJ をのみ まつ b 舉る をなら はしの やうに して、 こ V」 神 は 多く 見 奉ら ざ る 也け， 00 ぬ さ 

ビ りた 、すむ ほ V」 に 雨の ふ， 0  くれば、 この. W みちをたざる，/ f\- 、ひ VJ り 越なん こ VJ もうけれ 

ば、 原 口の 浦 尾 形に 來て ある 軒に 雨 や したる を、 霧雨の ふりて、 やばち くもい かれ まじ。 

や VJ ほしく は 泊り さ ふらへ ビ、 藤 左衞門 VJ いふ 翁の、 さしの ぞいて いへば 入たり。 此翁、 大 

大 魚釣り 鍵の ご VJ なる 鈎 を VJ,o いでて、 これに 十餘ニ 筋の 緩 をつ け、 その 糸の うれ は 一 つかに つか 

ね、 こ VJ 綱 を ゆ ひそ ふる y! なん。 こ は、 いかなる 魚 や 釣な らん VJVJ へ は、 蝦爽 人の 名に いふ 
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ソヰ マスケ，、」 て、 そのたけ、 むさ か、 な、 さかに こ へたる 大 魚て ふ もの を、 いか、 そ ひ、 あぶら 

こな ビ の 魚 ひ VJ つ を さして、 つ， 0 えて は、 はな. 5 うちして、 その 麟な Vj を、 も はら 嫩 もて VJ,.^ 

さら ふな ごかた る は、 こ VJ 國 にい ふ 石な ぎて ふ 魚に こ VJ ならす や。 人 さた まるころ、 海の 上 

に、 稻 妻の さど はしる やうに、 波の め は ひに 火の見 へたる は VJ い へ ば、 こ は、 しほ ひかりに こ 

そ VJ  、あるし のめ ヽ戶 さして ふしぬ 0 

廿 四日。 小雨き の ふの こ ビ に ふれば、 えし も 出た す。 機 やかたの 長 VJ ひ來 て、 この 比 三 河 

の 阈寶飯 郧牛窪 村の すきやう 者、 名 は 誰れ ビ やらん、 どし はよ そま..^ の 人の、 わたび う VJ の 

こビ ならん、 い つ こ./. -V- あ VJ のみした ひ來， 0 しか VJ  、めく， 0 も あはで な VJ 話る は、 上の 國 

の 寺に、 それ かしる しの 礼の こして ける、 喜 八，/」 かいふに て や あらむ。 あがく にの 名 さ へ閬 

さ へ ゆかしき に、 まい て、 わか 親ます か たのち か y) な..^ の 里なる を^、 いよ /-戀 しう、 ふた、 

ひ釉は ぬれた h>。 

かぐ はかりた もビ に 雨 や ふるさ ビ の 人 は い つ こ を ぬれた ビ るらん。 

空 はれ たれ は、 日た けて や，/ Jb. をい つ。 山路 を ゆく く 雨の ふ，.^ ぬれ は、 ぬれくて ェ ラヰ 


マチに つ 


天 註 


ま エラ マチ 


エマ ラチ ヰと マ 、チ ゅ^-、 ) 福 山なる 寺澤 なに かし、 鹘 ビ る わさに たっさ はりて、 


の 旅 家の あ， 5 ける にビ ひて、 この 夜 明たり。 


泉龍院 にて 


驚の 倉-」 驚 

の 子,^ 捕る 


廿 五日。 け ふ も 雨ふりて、 いづ ベ う 穴 >1 にあら ね は >、」 て かたら ふ を， 0 しも、 文 龍せ じ、、」 ひお は 

して、 いさ、 あか 寺に ビ もな はん、 魚 は あら ざれ ざ、 しぶ 茶 もて、 よ きこん ぶ、 い h,- 豆、 雜飯ぁ 

b な- yj 、戯れて さそ へ .c>o 

廿 六日。 この 寺の 軒 近う、 柴垣に ゆ ひませ たるそ^ は ざ もの、 なから は 苔む し 折れ かた ふき 

たり 0  • 

山寺の めく.^ のかき の ふる そビ はくちて もの こる 水く きの あ VJO 

い VJ あはれ に閬 へたる ビて文 龍せ し、 あか 木の 如意に かいつけて、 すんし かへ してけ り。 

廿 七日。 け ふ も 雨 もよ の i 仝な，.^。 いた はりある 身の こ、 ろ あれな VJ  、あるし のせし のせち 

に VJ ダ めら れ ければ、 け ふ もお なし 寺に ありて 日 はくれ た bo 

廿 八日。 ひたけ てこ、 を 馬に て 出た つ。 いくほ ざな う 淸邊に 至る。 このほ、、」ひの山ふかく 

募盤どぃふ處にて、っねにゃく炭竈の煙ぃくむすびたち、{<|^さ へくらく、赤神の為桓子嶽ぐ」 

やらん にて、 鷹の 倉 どて、 かま はやぶさの すむ、 その、 ちひろの 岩の つらよ， 0 人 を 籠に のせて 

つ， 0 さげ、 たかの 子 を VJ わ えて は、 めぬき、 こっか、 こがたな やうの もの を、 巢の うちにの こ 

し 歸る。 ゆめ さるこ^ もなければ、 鷲、 鵰なビ に VJ られ たる ビゃ おも ふ、 こん 年 は、 こ ど 處に 

すづ ぐるな ど、 K ひきのい ふ。 その あた h- も、 あま 雷き ほひ か、 b て 見へ す。 風の いやまし 
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てけ る にや、 かしら やめば、 馬より お b て つちに ふし たるま くらに、 

時 も いま さか b しられて 草 むらに あ さおく つゆ も ひ る か ほ の 花。 

サ クマ ヰ I ッ マナ ヰの 小 河 わた，.^ しサッ マ ヰに いた. M し、 こ、 ち猶 よからねば、 やに 入て、 むねく るし、 

し はし はこ 、 に 休ら はせ て ど あるし にい へば、 い ^やすし、 こうし もさ ふら は ダ 一夜い ねて 

な VJ  、なさけ，/^ しう 聞 へ しか は、 うれし. フ、 もの さらにす、 まで ふしつ。 

廿 九日。 け ふ も 風お も，.^ かに 雨 さ へ ふれば、 いふせき やどに ものお も ひ て、 ふしく らした 


ヱ ケフ歸 著 一 三十日 。身に あせして、 こ、 ちつ ゆよ けなれば、 野 山の みち はる/ \ビ た Vi り て、 エケ フ 

ひるつ きて 下國の 門に 音な ひて、 なに くれ VJ、 つもる もの かた，.^ に 日 は？ i つくれた-. 
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寬政 年 壬 子の むつきよ， o 

やよひの すゑ まて を 記 す。 


智 誌 麿 濃 瞻 


北海道 福 山 

i 年の 佳例 


七り 御社 _ 


お ほ 館 山の 麓、 こたて 阪 のこな たに、 北埜 をう つし まつる かんやし ろの 杜 のした 庵に 在て、 

危 玉の 年 かき ふれ は、 寛 政 四 V」 せ 壬 子、 武都比 月の 朔に そな.^ ぬひ 旅 やかたな から 門 にいつ 

葉の 小 松 をた て、 し，^ くへ 繩引は へ て、 ひろめの 四手 を かけて、 この く に ふ.^ をなら ひぬ。 

わかんみ むす ひの 神、 くな VJ の 神、 わたの 神、 みけつの 神、 なへ て 朝夕つ ねに をろ かみ 奉らぬ 

舯 にもい やし 奉れば、 亥 子の あは ひ を はしめ 注 連 引 わたし、 例の もの さ け、 榊 葉な けれ は、 

雪の なか 垣より 正木，、」 いふ 靑葉を 折て ゆ ふ VJ..^ かけ、 齡藥 VJ い へ る をみ きに かもし、 いは ひ 

へ にう つして 神に 奉れ は、 朝日 ほの./, \-ど さしの ほ，.^ 雪の やま/, \.- うち 霞む やうに て、 うな 

の上猶 おかし。 

蝦夷の 粞島 やまかけの 初日 かけ 光に もれす 春は來 にけ.^。 

近き 神の 瑞籬を はしめ 七の 御社に、 もち 飯 奉る VJ て、 まつ 神明の いは ぐらに、 

祌路 山- s: 外の 宮の はつ 曰かけ 玉串の 葉の 猶光 そふ。 

智 誌 磨 濃膽輒  B 
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八幡の かんやし ろに、 

長閑し なけ ふ 吹 初る 春風に 靡 や はたの 神の しら ゆ ふ。 

熊 野の 宮に、 

神 もさ そた のしから なん 三 熊 野 や 花 もて 祭る 春の 來 ぬれ は。 

A 船豊 《ス姬 の 神 垣に、 

いな，.^ 山 年 はきの ふに 杉の 葉の 霞 や寿の しるしな るらん。 

羽黑の 神の ひろ 前に、 

春來ぬ VJ け ふ鶯の 羽く 力 山う つす 宮居に 出て なかなん。 

淺 間の 神の みまへ に、 

來る 春の 光に 解て 今朝よ， り は 雪も淺 間の 神の ひろまへ 0 

瑪 形の 神のお きつき に、 

ねき こ V」 を 雪 間の 草の はっかに もうけ 引た まへ 駒 形の 神。 

文 道 太 * 廟を うつし 奉る 玉籬 に、 

春 來ぬど あくる 一 夜の 松の 葉に 千代 も 惠の色 やそ ふらし。  . 

松前廣 長の ぬしの 雞の形 かいて、 こ を 板戸の 上に おして、 あしのな は ひけ どて 贈られけ 


梅 

初 
花 


其 かけの 繪を ものし、 端 出 之繩を かけ、！ sllg:5l«ll^^2;^ 符を桃 木の 枝に はさみて、 

かけの 尾の 長き ためし や 春 こどに ひ ぐ，. - め繩の すゑ も しられす。 

屠 K みきに 齢 久數利 ませて、 文 子の 御 許、 竹 子 君のお ほん もどに 奉ら はや ビ て、 人に たく へ 

てこの 歌 を そふ。 

いぐ 藥 なめてよ は ひ をち よ 万 八十の 老も こまか へ， 0 なん。 

返し 聞へ 給 ふ。  文 子 

初春の 藥 のみき をけ ふなめ てた もつ 齢ゃ久 かるらむ。 

二日。 文 子のお ほん もぐ」 よ.^、 梅花 給 は b ける 枝に 引む す ひて 聞へ 給 ふ 歌に、 

寿吿 てけ ふ 梅に 鶯のも よろこ ひの 聲を こそ まて。 

かくなん あ b ける 返し。 

S の も/. よろこ ひに け ふなかん 言の葉 句 ふ 梅の 初花。 

又 ひ VJ り あ ふきて、 「春風 * 水 一 時來 いふ こビ を、 

時の まに 氷 は 解つ 風 渡る 水の 心 も あら 玉の 春。 

初春 祝。 

さほ 姬の釉 こそ 匂へ 初春の 霞の 衣ち よ やか さねん。 

智 0 磨 濃膽祖  0 
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三日。 北山の ！=• なる、 うち VJ の 神の みやし ろの を かみ ど のに、 おも ふ かき b うちつ ビ ひて、 

例の こ VJ に 歌つ く， 0 奉れ， 00 「初春 山，、 J いふ こ VJ を、 

かみち 山 春の 光 そ あらたまる 眞 構 の 葉の 常 盤 かき はに。 

題 さく， 0 得て 「春 到 氷解。 

五 鈴 川 * を 汀のう す 氷 VJ ぐる や 神の こ、 ろなる らん。 

社頭 子 日 0  . 

神 垣に け ふ 引う へ て阪木 葉ち よ を 小 松の 友ビ さか へ ん。 

竹籬 聞鶯。 

山里の めくり-の 竹の 間 垣 を も 春 は へたて ぬ 管： の聲。 

VJ は、 いたくし み 氷て 冴れ ビ、 此 ひろ 前 は、 山 ふ VJ ころに して あた 、かさ にゃあ b けん、 蜘蛛 

のゐ なかう ひきたり て、 鈴の をのう へ よ b 火桶の 上に おち か、 りたる を、 こ は 春 をお ほ ゆる 

な VJ 人の 興し けれ は、 

さ 、かにの 糸 をみ むろに 引 鈴の をのれ 春し るた めしなる らし。 

四日。 QVJ かに、 朝ビぐ 鳥の さ へ つる を、 こ は、 a の 谷の In, いつ るに ゃビ 聞つ 、をれ は、 百 敷 

にすみかさた めょVJょめる鳥の來ゐるなれは、ほゐなけれビ、ぉかしぅひVJbこちた，c^o 


万 
歲 

議 


一  鶯の も、 よろこ ひの 聲 ならて 春の ひたき の 鳴 もの ごけし。 

くれ 行 ころ ァヰノ ふた.^、 かの 裘 きて、 むつ かたりし つ 、太 雪 ふみした き 行 を、 

ゑ そのき る 鹿の か は 衣の 星 まても 朧に 霞む 夕月の かけ。 

五日。 例の こ，、」 て、 かんつ かさい やし ありき、 年 こ VJ の、 ふみだ もて わたりぬ。 この、、」 し 

一 はしめて、ぁかくにふ，C^をぅっして、澤田VJ ぃふゎさぉきのたみ、万歲樂の ゎさせり。 午の 

時 はかり、 つ 、みうちよ そ ひたち、 にしき の^に ほく ゑき やう をつ 、み、 扇子、、」 五葉、 ゆつ る 

葉 を もて 御城に の ほ， o、 万才うた ふ。 いまた 見ぬ こ ど 、て、 たかき いやしき、 わら は へ 入 ま 

一 し、 りて、 こ を 見さ はく。 季豊 のぬ しょり、 こ.、 J し閬 へたる 歌 あら は、 見 へ きょしの ふみ 來け 

る を 見つ 、行 は、 すゑつ かたに 歌 あり。 

言の葉の 花の 句 ひや そ ひぬ らん 人の こ、 ろ も 春の 來 ぬれ は。 

返し。 

こ VJ の 葉 も いつを まちて か 匂 はなん 來る春 もまた 後き 心 は。 

六日。 子の 日 なれ は、 

うち むれて 小 松 やひかん か へ る さは あすの 爲ビて わかなつ むらし。 

七 mo うち そめ ビて、 八幡の みやし ろに 神樂ぁ け b  、つ 、>- みうちけ る ゆ へ にて や あらん。 

智 誌 磨 濃 膽 ^  S 
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わかなの ためし はな か，. ^け..^。 俊 子の 館よ ひふみ 來 たる を 見れ は、 

契お きし 人 さ へ ド- はて 言の葉の 花 も 匂 はぬ 宿の あけくれ。 

返し。 

春風の たよりに 吿 てめ つら しな^ぬ に 句 ふ 花の 言の葉。 

鹽 につけた、 ら かした る 多加奈 も、 去年の わかなに こそ あらめ VJ 、粥に してな めた る もお か 

しう、 ひ VJb ほ、 ゑみた. o。 夕附行 ころ、 ちか VJ なりの 赤 石 吉滿の やにい たれ は、 加 藤壽の 

画かき たる、 山に 朝日の さしの ほる かた あるに、 あるし、 歌よ みて VJ あれ は、 

又た くひ 波の すかた にぜる 筆の 曰かけ も 句 ふ 遠の 山の は。 

この 夜 氏 家の 館に 在て 「霞 や 子 日。 

遠近に 人 や 引らん ひめ 小 松 霞む ひろ 野の 末 そしられぬ。 

江霞隔 浦。 

浪速 かた 入江の 蘆の め も はるに 霞の み を やみつの 浦 松。 

霞 隔村。 

立なら ふ 宿 こそ 見へ ね 夕 煙霞に な ひく 遠の 一 村。 

八日。 け ふ は穀日 なれ ^、うかのみ お まの かんやし ろに 集 ひて 法樂 してん どて、 「初春 霞。 


春の たっしる しの 杉の 色 こめて 霞のう ちに 三の みやし ろ0 

題 さく. 0 得て r 鶯知 春。 

はる 來ぬ VJ け ふ鶯の はつ 聲に 霞む いな，.^ の 山の 杉 村。 

惜 落花。 

杉の 葉 の.^ らぬ 梢に なら ひても いな.. の 山の 花そう つろ ふ。 

互 惜別 戀。 

うき 別名 殘の釉 を ひく 人 も 思 ひ はおな し 思 ひなる らん。 

九日。 うなのう へ晴 て、 澳の 遠し ま 雪し ろう はる./ \-v」 見やられて、 

おぐ の 海つ かろの いそ は そこ VJ しもい さ 白雲の 霞む 遠山。 

十日。 かすみの 歌 三 首 を 詠る。 「海 邊霞。 

あまの 子 かいそな つむらん はまつ、 ら 來る釉 霞む うらの 遠近。 

浦霞隔 松。 

浦風の 吹かよ はす はや へ かすみな ひくに しらし 松の 一 むら。 

孤嶋 霞。 

みつ 潮も浪 もへ たてぬ 離島 霞に しつむ 曙の そら。 

智 誌 磨 膽姐  i 
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十 一 日。 八幡の 御社に まうて 奉 ひて、 おも ふかきり 集て、 を かみ のに わら ふたし いてぬ か 

つきて、 「初春 水 VJ いふ こ VJ を、 まつ 奉，. ^ぬ。 

氷 ゐし心 は VJ けつ 石淸 水う つす みまへの 今朝の 春風。 

題 さく. o、 かう か へ て 五 首 を さ、 ぐ。 「霞 春 衣。 

春の きる 霞の 衣 また 薄み 浦の 遠し ま 風 冴るな bo 

わたつ 海の 春の 衣よ めつ らしな 霞みつ るかの 浦の 初し ほ。 

柳 似 煙。 

遠方の あさけ 夕け の 外に 又な ひく や 里の 柳な るら む。 

春風に 柳の 木の め 打け ふ.^ 一  むらな ひく 川のへ のさ ど。 

松 上 藤。 

春 來れは 花の ふち 浪色 かけて み VJb も 匂 ふ 庭の 松 か 枝。 

盤なる 松の はやま も 紫の 色に は へ ある 花の 藤な み。 

寄 車戀。 

人 もさ ははけ しき 峯 のし は 車し はし も 止ぬ こ、 ろな， 0 け. 00 

わかれより いく 度 折て 手 くるまの めく，^ 寄る へき 日 そか そへ ぬる。  • 


旅 宿 夢。 

草枕む す ひし 夢の 覺て又 現にた ビる 故鄕の そら。 

海山の ひるの なかめ をく さ 枕む す ひも あかぬ 夢の 樂 しさ。 

十二 日。 夜のまに大嶋ゃ燒たらん、炭ぃたくふbて、しら雪みな眞黑に^vみた，.^。 

十三 日。 夕よ，. -雪 いやた かう ふ，..' て、 ゆきか いさら にたへ て、 なかく の 太 雪な りけ 

夜 あや子 御館に 在て、 日 待の いも ゐし給 ふ V」 て、 夜^  、もに 歌よ み 集 ふ。 「春 雲。 

頃 はまた 遠山の 花 VJ いま まか ひも はてよ 嶺の 白雲。 

わたの 原な みち はるかに たち 渡る 一 むら 雲の 霞む 明 ほの。 

春 浦。 

櫻 貝 ひろ ふ 袂の色 まても な ひく 霞の 浦の 朝 あけ。 

旅人 も そこ VJ 心 をう つせ 貝 春になる みの 浦の 長 間 さ。 

春 草。 

しけり あ ひて 夏 もた V- らん ふみ 分て まよ ふ 雪 まに も ゆる わか 草。 

おも ふ，/」 ち 雪 間の 草の はっかに も 春の 色 見る 野邊 のた のし さ。 


御 

ひ 
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もへ 初る 眞葛か はらの 恨 あれ やつ まこ ふ 猫の 聲頻 な， 

董 つみ 野 山 を 分て 櫻 か b ふす ゐの床 や 人に しられん。 

春 床 VJ いふ こビ を、 

おも ひや b 花に たどらぬ 山 そな き 春の 夜 床の 夢 も 現 も。 

か. 0 ぐらし 櫻 かさす どみ し 夢 を つれな ぐ 床の 山 かせ そふく。 

十四日。 馬 形 明 神に 奉る 和歌、 「初春 風 Q 

こまかた のみや ゐの VJ かに ひく 注 連の しら ゆ ふな ひく 今朝の 春 かせ 0 

夕附行 ころ 例の こどに、 ごい は ひ 棒 V」 て 粥 杖 手每 にさ、 けて、 門の 前に むれ ふた か， o、 た 、 

すみて、 「VJ しにい ち ざ のこい は ひ、 さん V- いは ふて さんざ。」 ど、 まち/ \ '、海へ たまで も 童 

の聲 みち// \ 'てけ るに、 

咬 梅の 花の かゆの 木 ふり かさし 磯邊の 波の 打 VJ よむ 聲。 

十五 日。 また、 ど はぐらき に、 わら はへ 起 出て、 ごい は ひうた ふか、 谷 陰の 里に 聞へ た， 90 あ 

けたて は、 てうした る この かゆの 木に、 み わす へ 、みき そ、 ぎ かけて、 家のう へ に投 あげてけ 

る どか。 「熊 野の みやし ろに 奉け る 初春の 浦 Vi いふこ^ を、 

みくまの 、浦の はま § ふ 打な ひき 百 重に 霞む 春 ュ來 にけ. 0。 


雪 
深 

る 


十六 日。 羽黑 のかん 社に 奉る 「初春 松。 

月の 山 近き 宮居の 玉 松に 春の 光の あら はれに けり。 

十七 日。 淺間 のみやし ろに 法樂の 和歌 「初春 祝。 

下 解る 雪 は あさまの 松の 葉に ちょの 色み るけ さの はつ 春。 

廿三 Bo この ほ VJ 風の やまう に ふして、 け ふこ、 ちょ けれ は 文 子の 御館に いたる 0 日の ほ 

のかに てれ、 V.- 雪い や ふ..^ て、 行か ふ 人 も、 た ゆ はかり つも. 0 き。 夜ぐ たちて は尙 ふ， 

て、 尋に 過れ はに や、 軒に ひ V」 しうな かくの 太 雪、 かく  一  の ほ VJ に ふ.^ かさなれる は、 こ 

> のなら はし どて、 人、 しかす かにお VJ ろき たるけ しき 露 はか b もな う、 ふ かしな どい ひも 

て 入ぬ。 此 夜よ みたる 歌 あ， o、 のす。 「河 上 霞。 

行 舟の 行衞 ほのかに 見へ てこく 霞の 淀 や 春の 川な み。 

長閑なる いろに なかれて 大 井川 霞の 水 尾に くた す 狡士。 

折 梅花。 

見ぬ 人の つ VJ にど 手 折 梅花 さの みな を ひそ 春の 山 かせ。 

ゆ く 方に ぬ ふて ふ邊 のきても 見よ 手 折て かさす 梅の 花 かさ。 

柳 摩 風。 

智 誌 磨、？！ 膽祖  15 
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長き 日の 例 もしる く 吹 通 ふ 庭の 柳の 木の め 春 かせ。 

春雨に むす ふみ も ふき VJ きて 風の まかす る靑 柳の 糸 0 

寄 榊戀。 

榊 葉に いのる しるし をみ しめ 繩 かけて か はらぬ 中 そ 久しき。 

根 こした るた めし をよ そに 榊 葉の ひけ VJ な ひかぬ 人の つれな さ。 

法幢 寺に て 一 廿 六日。 法幢 寺に いたれ は、 軒に いやた かき 松の みそ あら はれて、 なに くれの 棺 いろ もな け 

れは、 なかめ た.. 

S にけ ふ 尾の 上の 松 は 埋ても 軒に ちょ ふるいろ はかくれ ぬ。 

廿 七日。 雪け ぬる 昔して、 軒の い、、」 水た へす か、 りぬ。 け ふの ま VJ ゐ して 「水 邊殘雪 VJ い 

ふこ ど を、 

行水の 泡 V！ もけ なん 河岸の 草の はっかに 殘る しら 雪。 

澤 水に ゑくな 摘に しあ ビ しるく 見 へ て 岸 邊の雪 そのこれ る。 

霞中餘 寒。 

冴 かへ b 羽風 を 寒み 鶯に うすき 霞の 农鹿背 山。 

淸見 かた ふしの ねお ろし 袖 冴て 霞の 衣浦 a そふく。 


山居餘 寒。 

眞柴 たく 煙 は 穴 >1 に 霞ても 去年の ま、 なる 雪の した 庵。 

嶽さ へ て 折た く柴の 夕け ふ bl- の 里に かすむ VJ や 見ん。 

野亭夕 梅。 

見る ま、 に 野.^ にくれ ぬ 住 や たれ 一 夜 宿 かせ 梅の 下 庵。 

唤 梅の 色 こそた ビれ夕 まくれ 句 ふ 野 守 か 宿 はま ビ はし。 

多年 愛 梅。 

ビ しこ VJ に增る 色香に 梅花 あかて めて こし 春 や いくはる。 

行す ゑの 春 も か はら て^や この 花の 下風 宿に ふかなん 0 

寄 霞 祝ビぃ へる こビ を、 

此 宿に 齡 ゆつ るの ひな まても むれて 砌に あそ ふたの しさ。 

廿 九日。 むつき もけ ふに 暮 たり。 

二月 一 日。 品 川な にかし か 四十の 賀に、 「寄 竹 祝 VJ いふ こ VJ を よみてお く 

智、 "誌 磨 濃膽蛆  E 
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吳竹 の 齢 を ゆ つれこの 宿の あるし をち よの 友 VJ 契て。 

風の 情を釉 にしる かな どひ ビ b こちて、 ふた 尋に餘 る 雪の 軒端の 窓に、 いまた 冬 こもりの こ 一 

、ち さらす して、  一 

いつの 日 か 花の なにお ふ 梅見 月 ゆ き い や 高し 窓の ふる 枝に。  一 

ひるよ b 雨 ふ. 0 出ぬ。 こ は、 此年 はしめ て ふ b. ぬるな らん、 去年の 師走の はしめ つかた ふ.， y 

て けれ は、 尙 めつ らしき 春雨 V」 人 毎に よろこ ひ、 おも ひなき たも VJ もみなぬ らし つ れ 、、」 、も 一 

へ 初る 草の 色た に 見る こ VJ のかた けれ は、 かい 附ぬ。 

ふ..^ 初る 雨の 惠 もしら 雪の下に かぐろ ふ はるの わかぐ さ。 

こ 、ら のみ ゆき も 雨に VI けて、 なか ははけ ち 行た るに、  一 

春雨の く、 る に VJ ぐ，/ \-VJ 雪よ. y つた ふ 軒の たま 水。  ，  一 

夜の 間に 風お こり、 雨 は尙を やます ふりて あけた，. 

二日。 夜邊 よ.^ 泊 川の 磯 やに 在て、 雨つ、 みして 歸來 VI てよ める。  • 一 

浪に けちて 雪 こそな けれ ふ る 雨に 機の わか 草け ふや も へなん。 

夕よ， 9 文 子の 御館に VJ ひ 奉れ は、 「夜 春雨 VJ いふ こど をな ビ 間へ 給 ふに、 

あけ は又濡 てうる ほふい ろ やみん 庭の 草木の このめ 春雨。 


五百羅漢の 

中 供養 


頼 主卽心 


俗名 高 橋 喜 

—<5  


あるし の 君。 

よ ひの 間 は 降 VJ もしら てね や の^に 更て音 聞 軒の 春雨。 

三日。 あしたより 冴 かへ， 9、 夕 附行穴 >1 に 雪いた く ふ， 9 來 ぬ。 この 朔の 曰よ. o、 月 浦 山の かた 

はらに 五 百の 阿羅漢 をい VJ なみ 建る か、 まつ 一 一 百 五十 體の 尊者の 木像の、 をのう ちの ま、 な 

から ゑり たて 、、假 小屋に^ はり を ひきま はし 中 供養 ビ いふ こ VJ をして、 願主 僧卽心 はしめ 

僧侶 あまた ゐ なら ひて、 大 般若 はらみた の聲 のかき りうち あけ、 くり か へし VJ な ふるこ？」、 

け ふよ b  、も はら そせ りけ る。 此卽心 VJ いふ は、 いて はの 國村山 郡 最上 川の 邊、 宮崎 VJ いふ 

邑の俚 民に て 高 橋 喜 介 VJ いひて、 さかん なるころ 浪華に やしな はれて、 あきな ひの ために こ 

かね あまた i 仝し うなして、 おやの やに ふた、 ひえ か へる こ VJ あらて 此 島に 渡り、 安き わさ も 

かな どお も ふ 心 あ，. M し、 二  VJ せ 三 VJ せ 蝦夷の かりたる 鹿の 肉 を ものに か へ て、 し、 うり，/」 な 

b て 世 中 や はしき 頃、 っビ めて くる、 まて 野 山の みちい VJ なみ ありぐ に、 雪の た へまな ぅ頻 

て路は そこ VJ わき かた かり けれ は、 か 、 る 晴間を まつに は ど 雪 ふみならし、 大雪の 積た る屮 

に ふしぬ。 こ は 雪の 多 かる 里の なら ひなれ は、 かくはした b ける ビ なん。 二日 三日、 ふビく 

ろの 人參 なめつ 命 をの ふに、 死た るむ ぐろ VJ やお も ひけん 犬のう か、 ひ あ， 0 き、 からすの 集 

て、 笠の 上より 觜 もてさし つ、 きぬる に、 こ をお ひやらん 聲も 1^ に閬 へ しか は、 蝦夷 人の 行 
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か VJ  、ま， 0 て、 雪 かいわけ てた すけ つれ VJ  、息の みかよ へ^、 た、 、なよ/、  VJ してお きもめ 

からね は、 弓 さし 出し、 是を 力に 起よ VJ やい ふに、 v」. りす かれ V」 、腰の 骨し み か、 ま，.^、 あた 

、かなる 處は むね VJ 掌 はか.^ にあり て、 いくへ き 人 ごもお ほ へ ね は、 蝦夷 も 力なう さりて、 

近き 磯山 さ VJ に 行て しかくの こ かたれ は、 里人 あつまり 來、 誰な らん か、 いのち もめ 

らは、 つれい きてん，.」 菅 むしろ 持來 て、 たこし のこ どき もの 造り、 手 ビ，. ^足..」..^ 引 上れば、 こ 

は 見し 人 也、 あな あさましの わさ や、/ J て 家に いさな ひ、 火に あた 、め、 こヽ ちい か、 な V」 、ね 

修行 ロ¥ に 一 もころ にし けれ は、 からぐ してよ みかへ りぬ。 か、 る 世 中の さま VJ おも ひビ りて、 髮を きり 

法師 VJ なり、 すきやう おこたらす ヽ春は 西の 磯の 鯡 のすな VJ りの 場 をめ ぐり、 夏 は、 ひんかし 

の 浦く にかる 蓖 布の 小屋に もの こ ひて、 五 百の あらかん を 建立し てん V」 、こ、 ろに おこ；^ 

らす ほ， r し、 あけくれ ご此こ にの みた つ さはれ ビ、 俗 性 しられ、 近き すけ ビ お VJ しめ、 たう 

ビみも ふかから ね は、 世に あらし、 むかし 死たら まし か はビ、 ある 山 かけに 入て、 おの はしめ 

をた ちて た をれ ぬ。 そ を も 人に たすけられて、 ふた、 ひいきぬ。 それよ. 見聞 人々、 たく ひ 

な き 道心 者 也 ビ な み た お ビ し て 、阿羅漢 尊 二 體三體 VJ なりて、 や をら 半に みちた，.^. けれ は、 

け ふの くやう は あるな り。 此 たう さに あ ひてん ビ、 錢、 よね、 炭、 たき 木ビ手 向て、 まめ や 

かにぬ かつく を 見て、 


法の 師の 心の 月の 光よ.^ あら はれに けりい をの あらかん。 

此 僧侶、 むかしの を こなる 心 を、 此 すきやう にも もち ゐて けるな らん、 あら 山中に のみ まろ 

ねして を こな ふ。 其 ころなら む、 たたう 紙に 書捨 た， 0 しビ いふ 歌に、 

(了) , 

(了) 

一 、yJぃふニ首ぁ.^,、」人かた，.^ぬo 雄 元 を たつこ ビは、 ひ^つの 罪に 佛の說 給 ふなれ、、」、 此卽心 

にお ゐては 心身み な 羅漢に ぐ ゑして、 そみ かくた ビ なれ は、 おかしに は あらし かし。 此夕、 

例の 曰 なれ は 文 子の 御館に おも ふ VJ ちいた b て、 かねて 聞へ たる 題 「梅花 厭 雨。 

鶯の 羽風に 拂ふ 春雨の ふるえの 梅の 露 もしつ くも。 

依 風 知 梅。 

誰 宿の 句 ひなら まし 梅花 かせ をし る へに いさた つね てん。 

, 題 さく b て r 晚： 鶯入 霞。 

梅 やさく 霞の 衣 くれ ふかくぬ ふて ふ 鳥の こ ゑ 聞 ゆ 也。 

(マ、〕 鶯の ねくらに か へ る 夕 は 河 霞の み をに 聲 しつむな， 0^0 

梅 香 夜 多。 

智 誌 磨 濃膽祖  i 
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木の 本 も そこ VJ 尋て よる ふかく 閻にま VJ はぬ 苑の梅 か 、0 

見し 色も俤 にして 有 明の 月よ. 0 匂 ふ 風の 梅 か 香。 

折 廐 遇 友。 

人 も かくお なしお も ひ を 野邊に 出て わら ひ 折に VJ 友も來 にけ， 0  0 

初 わら ひ を.？， く あはぬ 友も來 てよ む 言の葉 や 家つ ビ にせん。 

寄 薄 增戀。 

わ すられす 思ひ增 穂の 花 薄な ひかぬ 風の よす かなから も。 

しの 薄 ほに あら はれて 此頃は 草の 袂の露 そ ひかた き。 

五日。 あしたより {4- 晴て 長閑し 0 大洞 山の 僧侶 五嶽隱 了せ し、 こた ひ 都に の ほり 轉 衣し 給 

ん のこ、 ろ ほ. C して、 け ふなん ふな 出して む V」 て わかれに なれ は、 おも ふ こ VJ かい 付て、 め 

く. 0 あはん すゑ を 契て、 

法の 師の 衣の うらの 玉く しけ ふた、 ひ てらす 光 を や 見ん。 

紫の 釉 やな ひかん みやこち は 柳 櫻の このめ はる 風。 

け ふ 集 ひして 「松 上 霞 0  , 

松 か 枝に 霞の 衣香 久山ゃ 春 も ほす て ふ 色 を こそ 見れ。  _ 


海邊 霞。 

行 舟の 行衞 もしら す はや 人の 薩 摩の 迫 門の 霞む 曙。 

水鄕 霞。 

山 本の 梢 も それ、/」 水瀨河 霞の 淀に 春風 そふく。 

雨中 鶯。 

あめ もけ ふ ふるの 山 邊に羽 ぬれて 花 を やい ど ふ 驚の 聲。 

關 路鶯。 

守 人 もい ま 起 出ん S の關の 名な のる 明 方の こ ゑ。 

田家 鶯。 

夕 まくれね くら や も む吳 竹の ふしみ の 田 井に 來鳴 鶯。 

山家 梅。 

梅の を りく  VJ へ は 春 こ VJ に 馴てそ 語る 志賀の 山里。 

梅 薰釉。 

た ひ 人の さす か はおらて 歸る山 さらても 句 ふ 釉の梅 か >。 

一 

一 旅 宿 梅。 

智 种 i 磨？ I 膽祖  0 
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見る ま、 にくれ て 旅ね を 营原ゃ 伏 見の 里の 梅の 下 かけ。 

行路 柳。 

靑 柳の みどりの 色に うちな ひきさ ほち 霞て 春風 そふぐ。 

橋邊 柳。 

た へす た、 みビ、 りの 糸 をく， 9 かへ し 春風 渡る 青柳の はし。 

故鄕 柳。 

くり かへ しむ かしの 色 をみ よしの、 立の、 淀の 靑柳 のい VJO 

春 山 月。 

見る かけの あかて そむか ふ 鏡 山 霞に うつる 春 夜の 月。 

一 春曉 月。 

また 霞む 月の 色 V」 しみよ しの 、芳 野の 里の 明 方の 穴 >1。 

春 月幽。 

はま ゆ ふの いくへ か 霞む 月 かけの よる かけて みる わかの 浦な み。 

六日。 辩財 天の 祠 ある 嶋に灯 V」 る はいかに ビ見^ は、 こ は 龍燈ビ い へ る ものに こそ 侍れ VJ、 

磯邊の 家より 出て、 みな ひたに、 たなこ、 ろ をす， 0 て拜 む。 ほ VJ なく 火け ち たれ VJ  、星の か 


、やく を、 それ か あらぬ か VJ 迷 ふ。 ほのかに ふた、 ひ 見へ たる を、 

浪の 上に たつの みや 人，/」 もす 火の 贝に 霞む 春の 明 ほの。 

初 午の 祝詞 ； 七日。 け ふ は 初 午 なれ は、 いな， 0 山に まうて ぬ。 みかくら やかて はし ま. 0 ぬ。 かんぬし、 は 

ふり 聲を あけて うた ひ、 まつ、 ひ VJ.^ す、 みつ 、みうちて、 「靑 陽の もの ゆ へ 囀る S の 心 風韻 

にして、 林の なかより 吹 出す 風 を 琅纤の 玉 VJ 聞 給 ふなり、 あなお もしろ や OJVJ うた ふ を 聞て 

春 は 來ぬ峯 の 林の 鶯を あなお もしろ V」 神 や 聞らん。 

又、 「野邊 のみ マ」，.^、 山 櫻の 梢 をなら さぬ 枝 まても、 みな 垂跡 VJ  、めをさまし 給 ふ。」 どうた ふ 

あや」 たる、 神の いたらぬ くま そな きす その 、稷 みねの 白雲。 

「靑 にきて、 たくさの 枝に V」 りかけ て、」 VJ うた ふに、 

いな.^ 山 御 垣の 杉の 靑 にきて ちらぬ 手く さの 枝 そ 久しき。 

此夕文 子の 御館に いたれ は、 廣英 のぬ し、 此ほ VJ みやこより 歸り來 ける か、 一 手 ど、 あるし の 

君の 聞へ 給へ は、 いなみ かたぐ 羽衣 ど いふ 曲 を ひきけ るに、 

たのし さよ 天の羽衣 まれに 來て聞 もた へなる 宿の つまこ ビ。 

九日。 下 國季豊 の 館に あつま て 「水鄕 朝霞。 

智誌 磨. 濃膽祖  i 
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へたて なく 匂 ふ 朝日の 色 ふかき 霞よ. >  たつ 與 謝の 浦波。 

あさまた きこ き 行 舟 も 飛鳥 も 霞 色 VJ る 志 贺の海 つ ら。 

田家 春雨。  . 

軒 近き 田 面の 雪の まつ W けて 苗代い そく 春雨の 签。 

降った ふ 軒端の 木の め 春雨に 門 田の わかな もへ 初にけ. 

浦邊春 月。 

め つらし な 又 見ん こ VJ も かたし E ハ拾ふ 二見の 春 夜の 月。 

長 間なる 春の 夜 床の 浦 凰に かすめる 月 を はこ ふさ、 波。 

契 違約 戀。 

うつ 行なら ひもう しゃ 色 見 へ ぬ 人の 心の 花の 契 は。 

かなら す VJ いひし 契 も 偽の ためしに 更るひ V, りね そうき。 

.隔 遠路 戀。 

行 ふねの 行 衞も浪 の 末 遠く 立 別にし 人 を こそお もへ。 

おも ひ寐に 見へ しか 夢の た、 ちに も覺 てち さ VJ を へ た っ俤。 

邂返 逢戀。 


契お きし 言葉の 露の たまさか にか、 る 情 を 袖に こそしれ。 

わ すられし 中ビ山 田の ひたすらに おも ひし ほ ビ に 逢 そ 嬉しき 0 

山家 流水。 

誰 里に 淵，、」 やよ どむ かくれ かの 軒 は をめ くる 山の 下水。 

谷水に すます 心の 末 VJ めて ビ はなん 人 も淸 きを そしる。 

十三 日。 窓 前鶯。 

莺 螢 ためしお も へ ビ窓 近く 朝ゐ いさめて 鶯の 鳴。 

寄 蛙戀。 

あ ふこ VJ はなみの いつ こに 水 隱て嗚 や 蛙 もお なし 思に。 

十八 日。 竹林 鶯。 

時 しらぬ 竹の はやしのお くまても 春ビ しな ひく 鴛 の聲。 

水邊 梅。 

行水の 岸邊 のな みの 紅に 句 ふこ そめの 梅 盛なる。 

寄 貝戀。 

逢 事も浪 のかけ たる 簾 貝 いっか 人目の ひま も ビ め て ん。 

智 誌 麿， 濃膽姐  S 
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廿 一 R。 文 子 御 方、 季豊 ぬし、 敬武 ぬし、 椎飯亭 に 集 ひて 歌よ みし 給 ふ 

社頭 梅。 

； t 垣の 一 夜の 松の はっかに も^ 初し よ.^ 匂 ふ 梅 か 枝。 

題 さくり て、 遠山 春 月。 

閑し な 遠山 まゆの ほのか にも 見 へ て そ 霞む 春 1^ の 月。 

お ほろ なる 影 あら はれて 春 夜の 月に まっしる 遠の 山 松。 

花 下 送 日。 

芳野 山お く ある 色に わけ くれて あかなく け ふ も 花の 下 ふし。 

言の葉の 色香 も そ ひて きの ふけ ふ 花に 圓 居の 友 そ 多 かる。 

蛙 聲幽。 

山 かけに かぐろ ふ 田 井に すむ 蛙 そこ はか ビ なく 夕 くれの 聲 0 

蘋も浪 も 寄る 瀨に みかくれ てめ かる 蛙の 聲 t ^なる。 

澤杜 若。 

澤の邊 の 花の かほよ の悌を うつせる 水 やか、 みなる らん。 

かきつ はた t5 る こ ひち の そこ まても こき 紫の 深き 澤 水。 


藤埋 松。 

VJ こビ はにかけ て やみなん 松 か 枝の いろ さ へ 匂 ふ 花の 藤な み 0 

ふちな みの か、 れる 松の ふかみ こき 紫の 色に あせ 行。 

互 忍戀。 

世の 人め おなし 心に しの ふ 山 ふかきお も ひのお くも しられす。 

人 も かくしの ふの 草の 露 斗 もれぬ や 深き 根 さしなる らん。 

難 忘戀。  • 

うけ ひかぬ 戀の例 をみ そき 川い くせの 浪 のかけ て わすれぬ。 

1 めみ し 人 はたれ ビ もしら 糸の 染て みたる、 身 をい か 、せん。 

旅 宿 山風。 

ビ. 0 かね を 聞ぬ 山路の 旅ね にも 夢 は あらしの さそ ふ つれな さ。 

旅寐 する 夜半の 枕の 山 かせに 夢 もむ す はぬ 曉の そら。 

廿 二日 0 あらかんの 供養け ふに を は. 9 ぬ。 

廿 三日。 季豊 のぬ しに、 ヒ ふら はれて、 「矢 路柳繁 いふ こ.，」 を、 おなしむ しろに、 

春風の 吹 も わけす は あ b,ZJ たにしら し 柳の 茂る かけ 道。 

智 誌 磨濃膽 n  璽 一 
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靑 柳の 糸う ち たれて 來る 人の 行方 ま ビ ふ 川 そ ひの 道。 

廿 四日。 あしたより 穴チ 冴て 、ひるより 雪 ふ， 0 來け， この頃け ちた る野邊 の、 ましろに つも 一 

^ぬ 0 たかき あした ふみて、 か らくして すま子の 館に いたれ は、 こに かふ 鶯の聲 おか し、 聞 一 

てな VJ あれ，、」、 さらにな かさり けれ は、  一 

聞 人の 心 も 寿 も あさき V. 一  やう，/」 みて 鳴ぬ 宿のう くひす。  ， 一 

あるし、 外よ..^ のこ を もていた， 0 其 鳥の かけう つし 見 すれ は、 や をら 一 聲さ へつ るに、 一 

言の葉の 色し あらね は鶯の 心の 花 を そふる 一 こ ゑ。 

廿 五日。 け ふ 彼岸に いたる の 日な から、 いたく 冴 へぬ るな、、」 かいて 季豊の も どより、 

解 初し かの きしな みの 立 か へ b 氷る も 寒き 山河の 水。  -. 

返し 0 

かの 岸に いたらぬ 春 や 山河の 浪も 永て よるの 寒け さ。 

廿 六日。 此 ころけ ちた る 庭に、 よへ よ， 0 太 雪の ふ. 0 て、 や 、もへ 出し わか 草の 色 も、 なか 

くにお かしき 梢の 花，、」 見て んビ、 こ、 ろ や，， ^に 窓お し 明て むか へ は、 文 子 御 方よ.，^ ふみ 來ー 

け， 00  、  ； 

もらぬ 間に 人 も ビ へ かし 花お そき 庭 の^に つもる あは 雪。  一 


ビ いふ 歌の 御返し。 

あは 雪 はけな はけな >  ん いつまて もちらぬ こ 葉の 花 を 見て まし。 

け ふの 兼題 ビて三 首 をよ みる。 「樵路 春 草。 

雪の 中に 山賤か VJ るし はく も 通路し るく 萌る わかくさ 0  . . 

遠山 春 月。 

をち かたに お ほふ 霞の 衣手の 山の はもれ ぬ 春 夜の 月。 

寄 塵戀。 

別にし 夜半より 床に ゐ るち， 0 も拂 はし 人の 形見 ど おもへ は 0 

題 さく. 0 て 「行路 聞 so 

つかれし を かこ どに なして 旅ね せん 鶯來 鳴路の へ の 宿。 

おも ふ 友 待て や 聞ん 鶯の 人く  VJ 吿る 山の かけみ ち。 

山路 殘 雪。 

春 VJ い へ どまた 嵐 衣の 釉 寒く 雪 ふみ 分て 木 曾の 山道 Q 

はる 來れ v」n: 數 いくか も あらち 山 また 雪 わけて 越の た ひ 人。 

梅 間 雪。 

智 誌 磨 濃膽祖  i 
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^なら ふ 花の けちめ も 見 へ わかて 雪より 匂 ふその 梅 か 枝。  一 

曰に そ ひて けなぐ はき を 梅 か 枝の 花 も ひ V」 つに はる ふかぐ 見ん。  " 

寄 山 祈戀。  一 

末 かけし ちきり を 神に いのらなん わか 屮 山の 松 をた めしに。  ^ 

はっせ 山 はけし かりけ る 例に はい のらぬ もの を 人の つれな さ。 

寄 岸戀。  一 

河き しにし からむ 竹の 夜 を かれて あはぬ 此 身の 朽ん VJ やする。 

しつめ VJ や 身 は 逢 事 も かたきし に 寄る せの なみの 音 斗して。 

雨中 綠 竹。  , 

軒った ふ 雨の ふるやの しの ふよ， 0 み ご. 0 はふ かし 庭の ぐれ 竹。  一 

糸 水の か、 る 小枝の ふしな ひきぬれ て 色 そふ 軒の くれ 竹。  一 

廿 七日。 あしたよ， o、 うは そくの 貝 ふきて ける は、 辨財天 を、 去年より 彩 奉りて 阿 哼 寺に を 一 

さめ 奉，.^ たる か、 此 巳の VJ き 斗 其 島に もち 奉る ビて、 幡 いろ，/. \ ^おしたて、 み こしに て 送り 一 

奉る。  • 

廿 八日 0 五 首 をよ める。 「梅 香入閨 0  一 


木の も VJ にぬ るよ，/」 見し は 夢 なれ ゃ覺る 枕の 風の 梅 か 、o 

犟柳誰 家。 

一  靑 柳の みビ b も ふかぐ 植 なして あるし ゆかしき 河の 邊の 宿。 

一 關路春 月。 

浪 遠く あはち 嶋 やま 霞む 夜の 月に なかめ をす まの せき も，.^。 

寄歸 雁戀。  ， 

うはの 空に 春 行 雁 を 見ても しれ わすれぬ 秋の 契 ある 世ビ。 

河水 久 澄。 

松の 葉の ち..^ たにす へす 世々 ふかく 露 もに こらぬ. 3 川の 水。 

當 坐の 題 VJ,o て 「夕 歸 雁。 

夕 まくれ 宿 もさた めすみ ねいく へ越路 やい そく 雁の 一 行。 

* 霞みち やま V」 ふ，.」 夕月夜 まちえて 签 に 雁の 行らん。 

遙見春 駒。 

いは へす は そこ VJ もしら し 春霞た ちの 、駒の あさる 遠方。 

浪速 かたつの くむ あしのめ も はるに 見 へ て 汀に あさる 春 こま。 

智 誌 磨 pi 祖  i 
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一 燒野 維子。 

I 

秋なら てつ はさ 露け く 子 をお も ふき、 す 鳴 也 の やけ 原 0 

賴 むかけ あらぬ 薄の やけ 原に ほに あら はれて き、 す 鳴 也。 

行路 雲雀。 

ゆきか ひの 人間 を やまつ はるく  VJ あかる 雲雀の 聲の落 こぬ。 

夕 ひ は b おつる ひろ 野の 末 遠み 行衞 もしら す 迷 ふた ひ 人 0 

寄 芝戀。 

行末の いかに まど はんみち 芝の ふみ 初し よ.. >  しける おも ひ は。 

- わけし より 釉 かつ ぬれて 路し はの 露わ すられす 人のお も かけ。 

雨中 待 友。 

ふりった ふ 軒の 玉 水 どぐ^, -VJ 友 そまた る、 夕 くれの 1 仝。 

雨の 夜に ぬれて 物お も ふ ふる 里 を かた，. >  なぐさむ いさ 友 も かな。 

i 潤ニ月朔のぁけたっ空に、雨の露はか，.^ふりてさむけれは、 


棹 ひめの 霞の 衣釉 寒し け ふ 如月 をい や 重ねても。 

二日。 あしたよ， 0 晴た bo 季豊 のぬ し VJ ふら ひ來 まして、 いさ、 れいの VJ 題 かいつけて、 ヾ J 

くく  VJ 聞へ しか は、 まつ、 春の あした VJ いふ こど を、 

たちな ひく 朝け の烟 いぐむ す ひかす める 里 やにき は ひぬ らん。 

大签 をお ほふ 霞の 袖 もれて 匂 ふ 朝日の いつる 山の は。 

山 春雨。 

谷川の 水ゃ增 らん 春雨の やます 降け つみね のしら 雪。 

日に そ ひて めくまん 色 を三芳 野の 山の 櫻の このめ 春雨。 

河 春雨。 

艳 葉のに しきな かれした つた 河 春 は 綾 をる 雨の しつけさ。 

大 井河 花の 笮の釉 ならん ぬれて を 雨に くた す 筏し。 

野 遊。 

樂 しさよ 野邊の 芝生に く， 0 かへ し 空に も あそ ふ 糸竹の 聲 0 

春の 宿 は 霞の そこ どお も ふ VJ ちくる 、野原に 鶯 のな く。 


菅江眞 澄 集 第五 

まつ 人の 心の 色 は ほころ ひて 花 はまた 見ぬ 山の した 庵。 

春 あさみ 花の しら 雲 また VJ けぬきに 心の まよ ふ 山 ふみ。 

ネ TV 

みよし 野の 奧 ある 色 やなら ひけんな へ て は ぬ 花の 一 本。 

紅に 見へ し は 雪 VJ け ふさけ VJ 殘 るつ ほみ の 色 そ 多 かる。 

河內國 二宮 三 Ho け ふの 集 ひなし。 ひるよ，. r 雨し く- ビふ b ぬ。 かう ちの 國 二宮 法樂の 和歌 VJ て 

に 奉る 歌 

人の いへ るに よめる。 每山有 春。 

寄るな みの 色に 霞て 春丄 かく 速る 山 やい くへ なる らん。 

早 蕨。 

驚に はまた 萌 なくに 春の 日の を にあ ひたる みねの さわら ひ。 

戀。 

こ ひちょ， 0 つもらん 末のお も ひ VJ はまつ 知られぬ る 戀の山 口。 

雨の つれく に 「林 下 * 雨 VJ いふこ^ を、  - 

春雨の 古枝の 花や 惠 か，、 ケ濡て そ 分る 社の 下路。 

晴行 ま、 に 「春 山 い へ る こ，/」 をな かめた.. 


花の 色 霞の 色に みよしの、 山の しら 雲う つろ ひに け. 90 

五日。 夜 更行签 に雾 ふりぬ。 

ま £i ふる 一 六日。 夜邊 雪の いたく 降た るけ にゃあらん、 遠近の 山み なしろう、 ふた ひ 冬 を 見き VJ 人 あ 

きれた るに、 おも ひし こど を ひど，^ こちぬ 0 

^ 頃 はまた 遠山 の み ね 麓 花 VJ 見よ VJ や 雪の ふるら し。 

此日文 子の 御館に 集 ひて 十 首の 題 を 得て 「曉天 春 月。 

あけ くらの 光 しられて 春 1^ の 月 は 朧に猶 かす むらる。 

1^ をの こす 影 は 小 倉の 山の はに いま 入 あやの 月 そかす める。 

河 春 月。 

岸浪の そこ ど もしらぬ 音 はして 月は朧 によるの 川隈。 

かけ ふかぐ 月 をう つして 行水に 霞な かる、 春の 川 波。 

遠 村 春 曙。 

遠方の 里の なかめ も 春な らん 模の外 山の 明 ほの、 穴 丄。 

海 士の子 もい ま 起 出ん 遠 かたの 磯 やの 窓の あけ 方の i 仝。 

野 寿 雨。 

智 誌 麿 濃膽蛆  i 
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宮城 野の 木の 下く らし 春雨の 古枝の 萩 やけ ふめく むらん。 

春雨の 惠 しられて むさし の、 草 はみ なから も へ 初にけ り。 

社頭 春雨。 

VJ きわなる かけ もます かに 春雨の ふるの 神 杉 濡て色 こき。 

榊 葉に つゆの しら 玉 かけ そ へ む 神の 御室の 春雨の 穴 ェ。 

1^ 外 * 雨。 

花の 杏 は いつ 吹い れん 朝 1!； 明る 袖 また 寒き 軒の 春風。 

靑柳 の 糸く り 返し 長き 日 を 柴の網 KS に 春風 そ ふく。 

すたれ をへ たてた る戀。 

庭の 面に 消せぬ 雪の 山 も かなこす を か、 けん 人 を 見て まし。 

ひまどめ て 又い つか 見ん 玉 簾 かけて わすれぬ 人の 俤。 

はしめ はお も はて 後に おも ふ戀。 

もへ 初し，， J き ははつ かの 思 草 茂れる 釉ゃ 露に 朽 なん。 

萍 草のう き いど ひし 水 ふかく さそ はれて など 人の 戀 しき。 

名所 杣。 


六 


分 初し 誰か をの、 え や 年 を へ て朽 木の 杣の 谷の 埋木。 

淋し さは 正木の つな やた のむ らん 暮て 泉の 杣木引 也。 

浪洗 石笞。 

^衣 あら ふ岸邊 のな みたかく 岩 ほに か、 る 山河の 水。 

さ、 れ 石の 幾 世 か へつ る 苔 衣き し 邊の浪 のかけ て 久しき。 

まだ 冬 心地 一 七 曰。 あさ 霜 冷く、 西た ば 風 VJ いふか 吹來 てい ビ寒 く、 梅 さくら を はしめ、 木々 のこす ゑ も 

い VJ しろうな ひきたる を 見る に、 いまた、 冬の こ /- ちいさ、 かも 離す。 窓の も VJ に 在て 記し 

ぬ 0 

春 もまた 朝 霜 ふかし 花の 枝 はいつ を惠て ん VJ すらん。 

祖英 肺の 死 - いて はの 國 最上 川の 邊 なる 祖英 どい ふ老 上人の、 此松 前の ひんかし の 磯、 あらや VJ いふ どこ 

ろに、 ビ しころ すみて 庵 さらす、 ほく ゑ經 のみす して、 二日の 明かた、 たんさ かう しゃう して 

身 まか..^ ける VJ なん。 此せ しに、 を..^,/^ かたら ひて ける こ VJ な VJ おもへ は、 なみた こ ほれ 

て、 

すまして し 心の 月の あきらけ くよ もった V- らす 人の 行ら 乞 0 

- 

八日。 かう ちの 二宮 御 法樂の 題に てよ める。 「樵 路 躑躅 「思 不言 志 「海路。 

智； ^§ 磨 濃膽祖  B 
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人 
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躑躅 さく 小阪 にし はし 休ら ひて 手 折 や 唄 ふ 遠の 柴人。 

人 しらす こ ひち はむ ねに 陸奧 のい はて 忍の やまん VJ やする。 

海原 や 道 ある 御世 はし ほかな ふ浪に まかす る 船の しつけさ。 

磯 館の 賤子、 うち、/」 の 神に まうて 奉らん のこ 、ろ ほ b して、 ビし 頃の ねか ひ汐瀨 にみ ちて け 

る^て、 五 瀨の國 に 舟 出しけ る。 うまの はなむけして、 

あさな 夕釉ゃ ぬらさむ ふみ もまたなら はぬ 旅の 道 芝の 露。 

別路に 萌る蕨 も 手 を 折て こ、 にか へさの 日 そま たれぬ る。 

あか ふる 鄉に、 ふみ あつら へて んビて かい 入ぬ。 

人. yj は 、 つかろ のおく の 道 遠み えそ か へ らぬ V」 こ、、」 つてて まし 0 

十日。 たよ，.^ あら は、 ふみ 給り てな ビ賤 子の かいの こしける に、 さちなる 舟の 其方に 行 は、 

し はし 休ら ふ 旅館 まてい ひやる。 

五十鈴川 きょき 汀 に ぬ さ ぐ」 て 就 ふ 心 や い か にす むらん。 

神 路山玉 く. f -の 葉の 露 茂き 惠を釉 に ぬれてう くらん。 

十二 日。 あやこの 御 方より、 「あし 分 小舟 さはる こビ あれ は、 あすの 集 ひ、 け ふに おも ひさた 

めて」 な ビ閬へ 給 ふ、 御 ふみ 給 は. 0 しか は、 


も へ ぬ 間に 岸邊 こき 出ん 難 波 かた 蘆 分 を ふね さは. 港に。 

みつ 葉に 添 一 ある 山賤の めの 、つ、、」、 て つみて け る、 み つ 葉て ふ 菜 を かたまに も. i し 、文 子の 御館に まい 

らす る VJ き , 

こやお くるわ かな もどみ もつ みそ へ て 三 葉よ つ はつ 殿榮 へなん。 

午 はか， -、 かの 館の 圓 居に、 「八甫 櫻。 

立 渡る たかね の 雲 も 八賈櫻 同し 梢の 色に 句へ る。 

遠方に かさなる 山の 八重 稷盛を 殘る雪 どや は 見む。 

一 雨中 待 花。 

一  晴 やらぬな かめ も 嬉しき の ふけ ふ濡て 稍の 花や さかなん。 

春雨の 軒の い W 水く り 返し 庭の 櫻の 惠むビ やまつ。 

山 寒 花遲。 

やまかけの 雪 も 永 もまた 深く 冴 や 解ぬ 花の したひも。 

^^花のぃろ？」しみねの雪にまたさ へ て # 下の 木々 もめく ます。 

霞中尋 花。 

心なく 外 山の 霞 はれ やらて や 尾 上の 花 そしられぬ。 
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あはれ 今 花の しら 雲る る 方 は 霞む 山路の い つ こな るら， Co 

花 半開。 

日 數 へて (マ、) 

日 をへ な は 盛 を やみん たのし さも 半に 句 ふ 花の 一本。 

下涂枝はきのふに^^て.5樱また末遠き春そしらる、0 

山 花 未遍。 

筑波山 この も かの もに 色 ふかく か/ -れ V」 うすき 花の しら 雲。 

芳の 山お く ある 色の 見へ 初て 麓に か、 る 花の しら 雲。 

庭 花 盛久。 

よそめに は 消せ ぬ 雪の 色ビ 見む ちらて 日 を ふる 庭の 機 を。 

誰う へ てむかし も かく やな かめ けん 庭の 老木の 花 そ 久しき。 

朝見 花。 

あさ 露の 風に こ ほる 、色 まても 袂に匂 ふ 花の した 庵。 

乙女 子 かよ そふ つま IHS の 朝 か 、みむか ふに あかし 花 をう つして 

遠近 見 花。  、 

山 かせの たへ すし ふけ 遠近に さそ はぬ 雲 や 櫻なる らん。 


VJ やまに はいろ も わかれて 遠方の 高ね の 花や 雲ビ たビら む。 

械： 望 山 一一 十三 日。 うなの 上， つら <ビ 長閑に 見やらる れビ、 海 越の やま は 岩 城 山 を はしめ、 雪い ビし 

ろ/ \ ビ殘， 0 ける を、 

都 可 呂路ゃ 外 か はま 風 また 冴へ て かすむ 高 根に S のつ もれる。 

春淺き 野、 邊 i 十四日。 きの ふの こ，、」 に晴 た， 00 人來， 9 て、 いさ 霞る 野邊 見に いき てん、/」 いさな はれて、 季 

豊の ぬし、 を さなき うな ひめな ビ 、あまた く.， -て かたら ひ、 深き やまく 谷 かけに、 雲雀の^ 

たりけ る をお かしな ビ閬っ 、、季 豊 のい 〈り。 

うち むれて 行-/ \ 野 邊の末 遠み あかる 雲雀の 聲も はるけ さ。 

VJ なんあり ける を 聞て、 われ もお なしう。 

山 かけ に また t<v. 遠く 鳴 雲雀 あ かるに 谷の ふかさ を そしる。 

ふり あふくた かねよ..^ 北 川 時 房の、 老の 身の ほけ くしう、 あゆみ ぐ. -ぐ もま かせし ビ、 あら 

駒に むちして、 おなしむ しろに 遊 ひてん VJ  、た、 ちに 來 つきぬ。 みち もさ b あ へ す、 やま 賤 

の 女 あまた 行か、 岡の 邊の やけ はらに、 みた.^ よた.^ 柴， とり 集め、 ね.^ そに ゆ ひっかね 休ら 

ひかたら ふか、 腰の 火う ち、 yJ りいた し、 ほくす に 火う ちて、 去年よ. ^-か T のまり おける ふるく 

ぞの、 雪，： しみく ちて 日に てり か はら かなる を ひろ ひ、 萩 薄の 枯 殘，. ^たる を 折 そ へ て 吹 立 
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れは、 時の 間にけ ふ. 9 たかう の ほり、 めら/ \  VI も ゆ る。 多ぐ さしく へて、 これに ま、、 J ゐて、 

ものぐ ふに、 いさ、 そのたき 火に し はし 便船 申さん ビ 時房戯 をい へ るに、 山賤 ほ、 ゑみつ 、、 

さすな へ に 酒 あた、 めて、 去年 見た る、 い.、」 瀧，、」 いふ おもしろき 處 ちか う の そんて、 季豊の 

いはく、 

51； 間より 落來 る 瀧の しら 糸 を 吹な みたし そ 谷の した 風。 

時 房の 翁、 ひかめ なから、 むかしみ しお ほ へ f  ，二  \ し， 

S 消の 山 口し るく くり 出す 流 も 細き 瀧の しらい ビ。 

ヾ J 閡へ しか は、 おなしう おも ひつ 、けたり。 

山お かねに か、 るな かめの 又た くひ あらしの むす ふ 瀧の しら 糸。 

あなき たな、 け かれた る 火に ものして や は VJ  、みなけ ちゃり、 う ち 出て 附 竹に うつし 湯 わか 

して、 か れゐけ ひらき をる に 女の わら は、 これ、 かたく，？ の はな 見た ま へ V」 、こたす ど いふ も 

のにつ み 人て 來 けり。 

樂 しさよ か る ま VJ なに あ ふこ VJ はかた こ 花 春の 山 かけ。 

時 房の むま こ世武 子、 いまた を さなき か、 人の も. たる 筆し はしかし たま へ V- て、 かい 捨 たる 

を 見れ は、  . 


山のお くった ひて 見れ は 瀧 も ある 流る、 瀧 を 糸た き VJ いふ。 

柴 人の 來て、 芝生に ゐ なら ひたる に ましり て 人々 の 云、 この 山の あなたな らん 玉子 か 池 VJ い 

ふ あり。 い つならん 玄 伯、/」 いふくす しの、 VJ し老 たる ありて、 あかめ 玉子 VJ て 年の やう/ \» 

老行 をい VJ ひ、 めしつか ふ 女の、 みめ こビ からよ きに こ 、ろうつ り、 しの ひ/^ もの いふ こ 

VJ の あら はれても、 此玉 女、 露ね たきこ、 ろ ももた て、 あけくれ、 あねよ く S55:^」；ls:;::;;" 、た 

讀" (f;^5J  、ひなと に Tt わ，.」、 よ ひむ つ ひつれ？」、 こ  > りに、 もの やお も ひたりけ む、 たまし ゐ かけの 

こ，, J く 通 ひ、 玉子お く 山に 在て、 つち をう かち 池 を ほ-りぬ。 柴人見 あやしみて、 山に てし か 

-,, \- のこ VJ ありつる はいかに、 何の 料な らん VJ ビ へ は、 けん はぐ、 いな、 さる こ VJ 侍らし、 家 

を さらす、 朝夕 あ，， 0 き VJ いら ふ。 さあら は 狐狸の したる わさに こそ あめれ VJ さため つれぐ」、 

山賤ら は、 此女 にた ひく 逢 こど あれ は、 人每 にい ひ あさみぬ。 ほ VJ なう 此嫗身 まか， 0 て、 

おく 山の 其 池に たまし ゐ や yj  、め けん。 今 も 住け るな らん、 池の 邊に、 衣 ほした る こ VJ あり 

きな VJ 語る を 聞 つ 、 、を さなき 女 童 おひやかされて、 い さ歸ら ん ビ ぐ./ \' ビ 、おちて 家路 に 

いそけ は、 夕 くれち かうな りて 家に 歸 りつきぬ。 

十六 曰。 下 國季盈 の やに、 浪速 紅梅、 奧州南 殿の 櫻、 緋祧、 なに くれ ど、 V」 く 盛. なる か、 さ や 

かの 枝 を まし へ、 おもしろ かり けれ は、 
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梅 さくらいろ こき ませて みち どせ の 春し る も 、 の花睽 にけ り。 

十七 日。 雨ふり、 夕の 月猶 かすみた. 50 け ふ 文 子の 御館に、 季豊、 敬武、 俊 子な ど 集 ひて 當座 

せり。 「花 未飽 0 

しょ..^ 花に めかれぬ し はした に 見て は 心の 色う つるまて。 

麓より^ みよし 野の おくふかぐ 分れ VJ 花に あく 時の なき。 

對花思 昔。 

むかし 誰 こ、 にな かめし 言の葉の 色 さ へ 忍 ふ 花の した かけ。 

に ほふ 花に むかしの 春 VJ はんけ ふに も 踏る いろし あ， 0 やど。  ， 

近 花。 

しら 雲に まか はぬ 色 を 軒ち かぐ 植て砌 の 花^に け. 00 

おも ふ VJ ち 軒端の 花に どひて まし しらぬ 太 山の 花 はさく ども。 

月 映 花。 

かすむ 夜の 月の 色 どし 嶽ふ もど 花 も 朧の影 ふかき 穴ぶ。 

春 夜の 月に うつ， 0 て 照 もせす 曇 も はてぬ 花の木の も ざ。 

雨 催 花。 


き廚 一 


豐漁 ならん 


ふり 來なは T に ぬれて 花 みん VJ 木の もビ さらぬ 雨 もよ の 空。 

雨 ふら はい さ 立 ぬれて 花の 枝 をった ふ 1^ に 釉ゃ句 はん。 

花帶露 Q 

人 しらす 夜の まに 雨 や 過ぬ らん 色 そふ 花の 露 そ 多 かる。 

群 鳥の 求 食 羽風に 花の 露な こ ほし そちら まく もお し。 

分 花 入 山。 

みねの 雲 林 の 雪の 色 わきて 入る かた ふかくみ よしの、 山。 

^つ、 ぐ 花の 中行柴 人の いろく 衣 そて やに ほ はん。 

花 勝 前年。 

く. 0 返し 花や 見て まし 去年よ. 0 も 正木の かつら 長き 盛 を。 

行末の 榮 しられて 梅花 去年 見し よ. 0 も 色の 增れ は。 

文 子のお ほん 館の まさな こどに、 あさらけ き鯡の い をし 給 ふ は、 十一 一 日の^^セ タナヰ VJ いふ 

西の 蝦夷 國 にて 群 來 たる を、 其邊 よ，.^、 くにの 守に 奉，.^ たる を、 わかち 給 は..^ しな，.」 かたり 

給 ふ 0 こ は、 じかんの あきたる ころ ほひに、 初にし の、 くきた るな らん。 こ し は、 お ほくら 

鯡 (^瞻 2. ーぱ 谱^  2 むさ も、 ふたつみ つ あかりぬ。 此、 む ど せ 七ビせ 聞かさ. - つる こ ビ を 
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きけ は、 すな W り も 多 からん ご人每 によろ こ ひたり。 寒 あけて、 みそかになる を餘寒 VJ さた 一 

め、 餘寒 過て 三十日 を 時 寒 て、 この 時 寒 をへ て鯡の 群來る VJ そ、 漁 人の いひけ る。 

十八 日。 宵う ち 過る ころな らん 雨 そ ほふ，.^ ける に、 か 、みの みねな らんた へ まつ 多く 見 へ 一 

たる は、 わかき はらからの 男、 樵 VJ らん VJ 山に 入し か VJ  、行衞 さらに しれされ は、 尋ね も VJ め 一 

わけ 入る 人 VJ そ、 見し 人 かたりぬ。 

十九 日。 ^よ り の 雨 を や み獒ふ り 、 又 雪 VJ な， 5 更行ま 、に、 いやつ もる にや VJ  、寒き 窓 を 開 一 

きど もし ひ てらせ は、 雪い VJ ふかし。 

花 を まつ 衣き さらき 重ねても また 穴 >i 寒く 泡 雪 の ふる。 

一 一十 日。 あさ 戸 明れ は、 軒 を はしめ 遠近の やね、 木立、 みな ましろに 雪 ふ. 0 て、 ふた、 ひ 冬の； 

來，， ^しな ど、 ほた さしく へ て かたら ふ 窓に 見やれ は、 又 ふ. 0 來け るに、 おかしう ひ VJ,o こた 一 

れて、 

きさら きの 雪 は 衣に みちの ぐのお くの 山 かけい や 寒く して。  一 

季豊 のぬ しの もどより，/」 て、 ふみ 來け bo  一 

見る に猶 さかなん 花 を 松 杉の 枝に も 葉に も 積る 泡 雪。 

まつ 花 の俤ビ 見て 淡雪の き ゆる をち る VJ 嘸 おし むら ん。 


ヾ」 いふ 歌よ みて 聞へ たるに 返し。 

人 も かく 花 VJ や 迷 ふ 松 杉の 梢に 雪の ふる VJ 見な か. 

あは 雪の けぬ る を 散 ビ おしむ や VJ 句 ふ 心の 花 そ 嬉しき。 

晝 になり て 霰降來 たる ころ、 文 子のお ほん も VJ へ、 ふみに かい 入て、 

春 はまた 嵐 を 寒み 花 はいつ て VJ はれん 雪の 山 かけ。 

花 はいつ 袖に みたる、 いろ やみん あられ を 誘 ふ 春の 山 かせ。 

かう ちの 國 二の 宫 の法樂 の 題に、 「杜新 樹。 

花の かの また 殘 るかに わか 葉 さすみ VJ り も 薄き 衣手の 森。 

薄暮 雲。 

しら 雲の か、 るた かね 宿しめ て 住 や 夕け の 煙たつ 也。 

旅曉。 

くさ枕か.^ねの露の起出て行釉ぬらす曉の{仝。 

廿 三日。 かう ちの 國 二の 宮 法樂。 「樗。 

治れる 御世に あ ふちの 花 盛 露 もちら さぬ 風の 閑け さ。 

木の本に 寄れ は袂 のかつ ぬれぬ 雨に あ ふちの 露の 凉 しさ。 
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氷室。 

氷室 山み ねに 過 行 雲 まても よそめ 凉 しき 水無月の 穴ェ 0 

麓よ， 0 秋 をお ほ へ て ひむろ 山 分れ は 冬 を 嶺の凉 しさ。 

岡篠。 

た へす た、 風の ゆき、 の 岡の 邊に 茂る 小 笹の露 もた まらす 

わけ 濡て誰 通 ひけん 見 わたしの 岡に 露け き篠の 中路。 

廿 六日。 文 子の 御館に て當 坐、 花の 歌 十 首。 「岡 花。 

櫻 花 句 ふかき b はう ち 集 ひふみて ならしの 岡の かけ 草。 

來る 人の 花の 言の葉 句 ふまて 咲て 岡 邊の宿 そ V> はる、。 

林 花。 

雲 VJ のみ 峯の 林の 櫻 花 折て 家路に 歸る柴 人。 ■ 

人 しらぬ ふかき 林のお ぐ ま て も 春 は VJ はる、 花の 下い ほ。 

閥 花。 

守 人 や 心 ゆるさん あ ふ 阪の關 の ざ やまの. 花の さかり は。 

行か ひ は 見る に VJ  、めて 蘭 守の まかせぬ 風 や 花に い は. C 


花 影 寫水。 . 

匂 ひさへ 木の 下 深き 川 水に 心 やうつ す 花の いろくす。 

また ちらぬ 色 そな かる、 芳野 河！.. の 櫻 かけ をう つして。 

河邊 花。 

下つ 枝は掉 にさ はらん 心して 花に はくた せ 春の いかたし。 

しら 浪の色 どし 見へ て 行水の 岸邊 にたてる 花の 一 もビ。 

海邊 花。 

なれ も又樂 しかるらん 花の 磯山 陰に かもめ 群居て。 

磯 近く 網の 泛な はぐり かへ し 花に ひかる、 春の 海士 人。 

汀 花。 

海 士人は 心なき さの 花の 色う つ る もしら すよ そに 見る らん 0 

岸に よる 浪もひ ど つに 又た くひ 港の 櫻 色の えならぬ。 

岸にt^花にぅかれて舟人の泊る湊を漕も離すo 

磯山に 波の よるみ しいろ よ.^ も增る 泊の 花の あけ ほの。 
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都 花。 

都人 花の 筵に 圓 居して 31 のい ろ やそ へ て 見 るら む。 

く， 0 返し 柳の 糸の 長き 日 を 都 や 花のに しき をる らん。 

古寺 花。 

花の 枝に いろ も 匂 ひも こもりく の 泊瀨の 櫻け ふさ か-. ^なる。 

心 あれ や 軒 はに に ほふ 花の 枝 を おらて 手 向る 春の 山寺。 

« つむ 釉ゃ匂 はん 法の 師の曉 起の 花の したつゆ。 

廿 九日。 河 內のニ 宫法樂 の 題に て 三 首 をよ める。 「薄 風 「寄 露戀 「橋。 

靜 なる 風の 行衞 をみ ちの 邊に吹 v> しられて な ひく 小 薄。 

風 そよ く を はな を 分て 行釉に 11 ぬ浪 よる 野邊の 中路。 

た へす た 、ぬれて 袂 におく 露の 身 はき へ かへ ^もの を こそお も へ。 

身 は 終に 消 や はてなん 見し よ，.^ も 露 忘られす 物 思 ひして。 

のかれ 住人 やかけ けん ぁビ 見へ てュ 6  世 を 渡る 谷の 柴 はし。 

世に出て つか へし 人 やわた しけむ 朽て小 橋の 殘る山 かけ。 

文 子の 御館に て當座 和歌 二十 首、 花 をよ める C 「水鄕 花。 


暌 花の いつもな かれて 行水に 心 やうつ す 河 つらの さ VJO  一 

鹽屋 花。  、 

月なら て 曇る ど やみん しほ かまの 煙に 霞む 花の 一 本。 

草庵 花。  一 

機^ 萱か 軒端に みよし 野の花 は 盛，.」 先 しられぬ る。 

山家 花。 

花見ん VJ おも ひ 入に し 山 かけの 軒 はの 櫻 さき 初にけ， 00 

田家 花。 

せき 入るな はしろ 水 もい ろ ふかくう つる 門 田の 花咲に けり。 一 

閑居 花。  一 

のか くれ 家，： マ、)  - 

軒 近く 花し さかす は猶 ふかく 身 をお く 山の 春に のかれん。 

隣家 花。  一 

どひむ つ ふ 心しり て や 中垣 を 越て 隣の 花 そ 匂へ る。  一 

圜中 花。 

さけ はち， 0 散れ はぁビ より 唤 つきて 移 色 見ぬ 春の 花 その。  一 

智 誌 0 濃 膽 姐  i 
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庭 上 花。 

巢の雲 麓の 雪 どた VJ る まに 軒 はの 櫻. 咲 初にけ， 00 

人 も かぐ 折て かさし の あ？ J しるく またち り 初ぬ 花 そこ ほる ，。 

花 交 松。 

ビき はなる 松の はやまに ましる 花に もちらぬ 色 を こそ 見れ。 

杉 間 花。 

櫻 花 ていく か を 杉の 一； の 色に かくれて 三輪の 山 本。 

竹 間 花。 

はの 枝に (マ、〕 

咬 花に さはら はちらん 春風の 吹な 、ひけ そその 、くれ 竹。 

花 間 so 

盛なる いろ 音 を 四方に 句 はせ て 花より 花に うつる うく ひす。 

花處 々o 

筑波 * の 盛 やい かに か、 るらん この も かの もの 花の 白雲。 

依 花 待 人。 


誰 方の 盛に 心う つりて や 契し 人の 花に ビ ひ 來ぬ。 

花留 人。 

柴人も 心 ありて や 行 やらて し はした、 すむ 花の したみち。 

花留行 客。 

この 宿の 外面の 花に うち 集 ひゆ かて 休 ふ 人 そ 多 かる。 

花 下 逢 友。 

しる 知らぬ 年に 稀なる 人 も來て かたる は樂し 花の した かけ。 

花 忘老。  . 

かくて こそち ビせを も へ め 老の阪 身の ぐるし さも 花に わすれて。 

頭揷 花。 

見し 花の ちら まく もお し 折 か へ るか さしの 枝に 春風 そ 吹。 

手 向花。 

疾 しょ， 0 神 も樂し VJ みしめ 繩 かけて 手 向の 花の しら ゆ ふ。 

花 麻。 

, 神 垣に ちらぬ ためし を 祈る さへ 花に はい VJ ふぬ さの 追風。 
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花 鏡。 

きの ふより け ふはいろ かの ます か  > みう つる も 深き 花の 下み ち。 

花爲久 友。 

いく  * も 花 はち どせ の 友垣 VJ 植て 契し 宿 そ 久しき。 

やよひ 朔の あした、 はしめ て 驚の 溪の いつる は、 こに すまぬ 初 昔の めつ らしう 閡っ 、をれ 

は、 北川菅 子の 來て、 

花 も 木 もし ほみ て あれ の聲 斗に て 梅 も ひらかす。 

ヾ しかいつ けぬ。 其 こ、 ろ も、 を さなき うな ひの 歌な からお かし けれ は、 かたはら のさう しに 

おして、 すしつ、 人の わら ふに 猶 a の 鳴 は、 

た を やめの 言葉の 花やめ つるらん 猶軒 さらぬ 鶯 の聲。 

二日。 ぁしたの間雨ふ，.^、ひるの签晴たり。 

三日。 け ふの ためしの 歌 VJ て、  、 

限な き 御世 はちよ VJ もい は 波に まかせて めくる 花の さか つき。 


ひかた の 風 

しまさ^  1^ 


難 4。 救 はん 

とて 


一 元の 三年 

に 5 こ 


四日。 夜半ょ，^、ひかた5顿|^^^ひぁららかに、雨ませにふぃて、ぃさ、かのをゃみもなぅ、 

朝 U; けしき 斗 明れ は. 西の 窓の 中よ b  、しまき い VJ つよぐ 侍る VJ 音信ぬ。 「浪 のよ るいら こ 

か 崎 を 渡る 舟 はやこき わたせし まき も そしる。」 此歌 は源國 信のう しの 歌 也。 しまき ど は 

凡の 國 にて、 時の まに、 VJ ぐ はけし ぅ吹來 る、 はやち の やうなる をい へり。 又 志 摩の 國のは 

ま 風 をい ふ VJ いへ る は * この 歌の こ、 ろな ビょ， 0 もい ふか。 又 島根 吹 風、 嶋山 おろしな ど を 

も、、、」 みなる をい ふ 也。 伊 良 虞 かさき は 志 摩の 國？」 い へ VJ  、三 河國に 在れ は、 か、 る こどす 

しつ、、 い VJ  /-、 國の空 いかな らん VJ ひどり こたれ て、 

朝 戸 明るま 釉も濡 て ふる 鄕をか 、 るし まきに 思 ひ 出に けり。 

こ 、らの 泊 ふね 浪に はな たれ、 破る へうた、 よ ひ、 岩に くた かん、 あな、 た へ かたどた ちゐさ 

はきて、 この 舳 つな、 あなる 巖の つらに かけな は、 も 、のこ かねいた さん。 はや 誰 にても、 つ 

なきてぁれビょはふに、小舟にの，.^たる男、ゎれ命にか へ て、 かね まう けし てん VJ  、衣ぬ き や 

b  、あら 波に VJ ひ 入、 綱 ひき や， りて ける に、 た X- ちに、 しきな み いや 重りて、 うなの 底に いり 

き。 あな、 いか、 せん V」 見れ V」 かひな う、 うたかたの 泡 VJ 消ぬ る にゃあらん。 ふね あまたし 

てこき めく， 9、 た つねても、 なか. 0 ける VJ か。 

五日。 よした ニ兀 の、 1 二 どせ になり ける たま まつ. 5 しける VJ て、 其 を こな ひ あれ は、 なき；： i 
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まの あるし のめ この もど に、 よみてつ か はし 侍る。 

折釉 をい かに ぬらさん あるし なく 花 をち VJ せの 春の 手 向に。 

六日。 かう ちの 二宮 法樂の 題に て、 冬 歌 三 首。 「秋 夕 「河 朝霧 「深- 

秋風の さそ ふ VJ もな く 草の 露 袖に しほる 、 夕 くれの そら。 

ヾ J る 棹の 音 斗し て 朝 またき 霧の 中 行 淀の 川 を さ 。 

ひ VJ  ,0 のみ 寐ょ V J のかね て 契らす は 恨て 夜半の 釉は ぬらさし。 

ふみの 來 たる を 見れ は、 此 はなに そふ ど 書て、 

まつ 人の 心 をし はしな くさ めて またき におく る 花の ひどえ た。 

VJ あ， 0 て、 いまた ぬ 櫻 贈られし か は 返し。 

あす は 猶^いろ そへん 言の葉の 匂 も 深き 花の 一 枝。 

文 子の 御館に 集 ひて 花の 當座 せり、 二十 首。 「寄 琴 花。 

こ、 ろ あれ や 詞に通 ふ 風 もな み 琴の をの へ の 玉の さかり は。 

寄 枕 花。 

見し 夢の 枕の 山の 花 盛覺て かひ ある 春の 木の もど。 

寄 筏 花。 


いか はか，. >t ^花見き vij ふ ひま も浪の 早瀨に 下る 筏士。 

寄 花燈。 

こ /- ろ ある 宿 やそむ けぬ 燈の 光に 見 § る 花の ひど も VJO 

寄 花 夢。 

さめて 叉お も ひ あは せん 花 も かな 蔡路 にわく  VJ みよしの 、山。 

花筵。 

花に あかぬな かめ をい まや 菅 むしろし きしの はる、 太芳 野の やま。 

花 便。 

人 もい ま 馬に おくらし くらま 山 花 は 盛 ど吿て かたれ は。 

花鐄。 

^^花にぅかれゃすらん心ぁ，.^ てい，、」 ふか を そき 入 逢の かね。 

花 軒 稀。 

みねの 雲 麓の 雪 VJ 春風の 吹の こした る 花の 一 本。 

朝惜 花。  ， 

こ、 ろ あら はめて こし 花の このね ぬる 朝け の 風 やよ きて ふかなん。 

智誌磨 濃膽祖  3 
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夕惜 花。 

樱か，.^夕は增る花の色にぃVJはれてふぐ春の山かせo 

旅行 花。 

こよ ひ 又 いっこの 花に 行 くれむ 山路め かれぬ 春の た ひ 人。 

一 

6 有 ま。 

しら 雲の かさなる 色も^ V」 見て 花に た VJ らぬ 山の は そな き。 

花樹 如 垣。 

色に 香に こ 、ろ VJ  、 めて しょり 引 人 多き 花の そて かき。 

花有遲 i^。 

また 冴 へ て 雪の けぬ る もお そ，， 、ビぐ 花の 色 見る 春の 山 かけ。 

花 非 一 樹。 

山風の ふき もさ そ はす 此 ころ は 四方に 重る 花の 白雲 0 

花時 心 不靜。 

しっかなる おも ひこ そせ ね 花に のみち、 りて > しのこ にあら ね は。 

一 寄 花 神祇。 . 


みしめ 繩 かけて 幾 春 神 も 嘸 花に 科 ti; の 風 やい VJ はん。 

寄 花 釋敎。 

すまして し 心 も 花に そめ 紙の 聲 やた ゆまん 春の 山寺 0 

花 契 千年。 

ヾ J しこ VJ に猶色 そへ て 櫻 花 かぐて やちょの 春 をち きらん。 

七 mo 文 子の 御 方より、 人の つど V」 て 折 贈，.^ たる 花 を わかちて、 又 わか かたに 給 ふ VJ て ふみ 

あり 0 おくに、 

こ VJ かたの 盛 も VJ めて 贈 也 庭に はまた き 梅 もさくら も。 

VJ いふ 歌に、 梅 櫻の あへ かなる 枝 ど も なれ は、 こ を 見つ 、ヽ 

梅 さくら 言葉の 色 も 折 そへ て 花な き 宿に 句 ふ 嬉し さ。 

八日。 例の 日 也。 河內の 法樂の 和歌、 冬 歌 三 首。 「初冬。 

ふゆの 來る しるし を 嶺の松 ひ VJ 木 殘る色 さ へ 時雨 初ぬ る。 

月 照 網 代。  - 

月 冴る 宇治の 川 波 寄る 氷 魚 も顯れ 渡る せ、 の あしろ 木。 

屋上 聞 霰。 
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冴る よはいね もっかれ ぬ 手枕に 夢 は あられの 降 b 頻 也。 

當坐廿 五 首。 「野 遊。 

なかき 日 を むれて くる 、もしら ま 弓 心 ひくまの 野 邊の樂 しさ。 

春 日 鷹 狩。 

木の も VJ はい、/」 へ たか 人た はなさ は 羽風に 花の ちりなん もお し。 

遊 so 

長閑 さよ 春の いど ゆ ふくり かへ し 心 も 穴 >1 に 遊 ふたの しさ。 

遲日 0 

袖の露 ひるに あ ふきて おき 出し をき の ふに た VJ る * の 日長 さ。 

桃花 K 錦。 

仙人の 粞家ゃ 桃の 花 かつら かけて 錦 を さらす ひど むら。 

梨花。 

にけ b こや 春 ふかくなる 梨の ちる v> こそ 昆れぉ ふの 浦な み。 

簾 外 燕。  ， 

つ はぐらめ あしのす たれの ひま VJ めて 浪速の * やかけ て 忘れぬ。 


野 亭董。 

人 も 嘸な 野 をな つかしみ すくれ 草つ まて 軒 はに めくる 一家。 

夕 蛙。 

山吹の 色 こそ 見へ ね 川岸に 蛙の くれ ふかき 聲。 

雨後 苗代。 

(マ、〕 雨 もい ま 春の 山 田に ぬれてみ ビ， 0 の も ゆるな はしろ。 

河邊 苗代。 

や 去 川の 水せ き 入て な はしろ のい V」 まも 浪に釉 や ぬらさ ん。 

躑躅 夾路。 

行 釉に露 や こ ほれん つ 、ち はら 一:^ につ 、く 野邊の 中路。 

水邊 纖躅。 

やま 川の 岸に t^J もしら つ、 し 盛 は 波の 色に まか ひて。 

橋杜 若。 

や つ はしの くもて あやうく かきつ はた 見る にた、 すむ 人 そ 多 かる 

杜若繞 石。 
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かきつ はた 盛の いろに いは か ね を めぐれ る 水も ぁ..^  VJ しられす。 

欸冬 露繁。 

あさな 夕風の ちらさて 其 ま、 に 露 も 八重なる 山吹の 花。 

(マ こ  ： 

折欸 冬。  - 

あかす 猶 つぐ」 に 手 折て いひ しらぬいろ を こそ 見れ 山吹の 花。 

瀧下欸 冬。 

たきな みの 色 もこ かねの 玉ち る V」 見 へ てきし 邊に る 山吹。 一 

隣家 欸冬。 

垣の 外の あるし を VJ へ VJ あ， 0 そ VJ もこた へ ぬ 色に さける やま ふき。 ： 

里欵 冬。 

一 枝 はっさに もこ はめ 遠方の 里の 垣の やま ふきの 花。  一 

藤 花 始綻。 

春 もや ， ふかき 山路の 藤 かつら 綻か ， る 色 を 社 見れ。 

岡 藤。  ，  一 

ふちの 花 ^ をめ て、 行か ひの ふみこ そなら せ 岡の かけぐ さ。 一 


行人の 路 さまた けに 藤 かつら か 、る 盛の 色 やめつ らん。 

扉 藤。 

人 しらぬ 草の ビ ほその すみか まて か る や VJ はん 花の 藤 波。 

ち 7J せ へ て 花 開 まて VJ 藤な み を かけて 宮居の 松の木 高き。 

九日。 夜邊 の雨餘 波な ぅ晴 て、 あま 神の みまへの 梅 櫻、 け ふに ひも ビ けて おかし けれ は、 

めつ らし VJ 神 もみ や 居の 軒 近く 花のに しきの かけて かしこき。 

十 mo 阿 ir 寺の 櫻 さか， 0 なる を 朝ビぐ 見つ 、をれ は、 なに ぐれの 梢よ， o 鶯 のうつ り來 て、： 

花の 枝に あかす 鳴 を、 尙 おかし VJ 見や， 0 てな かめ もい ゃ增 るに、 老た る 女の す 、す. 9 なか 

らヽ あはれ 一 枝 を V」 ひたに いへ は、 ほく ゑき やうよ むほうし のか へ， 0 見て、 いまた 佛 にも 奉 

らぬ花 を、 いかて かおらん、 心なし ど、 さらに ゆるす けしき もな けれ は、 VJ う め はゝぬかの^^^- 

っきゝせになけて去りぬ。  いよ、 鶯の おもしろ うさへ つるに、 

あか 棚に おらて 手 向る 花の 枝に なれ もみ のりを 唱ふ鶯 0 

十 一 日。 神の 御前の 花 を、 人の 折 こ、 をり /(\ にやめ， 0 けん、 ぬすみた る K のこな たかなた 


の 
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に 見へ しか は、 いか、 はせん VJ 、板に かいて 此 花の もどに 立た る 歌。 

；！. も * おしむ 心の いちしる くみ へ て 注 速 ゆ ふ はなの 一 も、、」。 

ある 人の、 はるかなる 島つ 蝦蟥 人の っビ どて 、犬なる 簾の 珠を くれた.^。 「大海の 水底 てら 

す あは ひた ま 尋てビ らん 風な 吹 こそ o」v」 いふ 歌 あ. 淸ら なる VJ め つれ は、 さなる にや、 多 

かる 中に も、 か/, る 光 さやかなる は 世に まれな， 0 な ど 、水の なかる こどに、 「こかね を もい 

ひけつ 口の 玉み かきな して、 ふた、 ひどて 行に、 

ゑ その 海の 鮑の 貝の たまさか にも ビ めし 人の つ マ」 そ 嬉しき。 

ど いふ 歌よ みし を やれ は、 此 たまこ そビ て、 よみ も を はらす もて いに けり。 

十二 日。 北 川 すが子、 あかいろ はの も VJ より 此 花まい.^ つる VJ  、紅梅 枝に むす ひたる を 見れ 

よ、 

宿に 咬 その 、梅 か 枝け ふ 折て 君に 見せ はや 花 ちらぬ まに。 

どい ふ は郊类 子の 歌 也。 此 返しに、 

こ ビの葉 もちら さて やみん 梅花 盛 を 贈る け ふの 嬉し さ。 

十三 曰。 かう ちの 國 二宮 法 樂の 和歌 も、 け ふの 二、 首に を はりぬ。 「神樂 「巖 苔。 

梓弓 眞弓槻 弓う ち 集 ひうた ふ 庭燎の 本末の こ ゑ。  * 


さ 、れ 石の むかし を かけて うこき なき 巖の莓 やい くへ なる らん。 

落花の 當 坐の 歌。 「花 易 散。 

^しょり しっこ、 ろな き 色 見せて い VJ はや 花の ちり 行 はおし。 

纔見 落花。 

山 櫻 盛 も あるに ち、 り 初る 花の い VJ  くち かけて VJ  めよ。 

落花 風。 

吹 さそ ふそれ たに ある をち、 り 積る 花 も 嵐の まかせて そふぐ。 

落花 隨風。 

木の本に ちら は 恨 も あらし ふく 庭の 機の 色 も VJ  > めす。 

夕 落花。 

入 逢の かねの 昔せ ぬ 山お くも 花 は 夕 をし，^ てち るら む。 

雨後 落花。 

う つ る や^い VJ ひし 雨は餘 波な く晴 てち り 行 花の つ れ なさ。 

山 落花。 

なにし おは、 かけ も VJ  > めよ かつらき の 山の かひな く 花の ちり 行。 
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落花 滿谷。 

末 VJ めて 太 山 かくれの 色 も 見ん ち b て 櫻に 埋む 谷水。 

橋 下落 花 Q 

、つつる ひか、 る (マ、) 

花の 浪 よる VJ はいかに 契 けんちり し を ふみて 久 米の ね 橋。 

隣家 落花。 

なか 垣の あなたに 見し をち る 頃 は あるし へたて ぬ 庭の 春風。 

落花 薰衣。 

ちる 花 はまた K 衣の 釉の 上に 匂 ひ はふ かく 木 曾の 山人。 

山寺 落花。 

みほ ビ けの 手 向の 阿 伽に くみ ませて ちる 花む す ふ 山河の. 

名所 落花。 

を さまれ る 御世 はち V」 せの 山風に まかせて 誘 ふ 花の しつけさ。 

十四日。 この 松 前の 西なる、 遠つ ゑみし のす む シャク コ タンへ ほ？？ チ s:5f. ぶ ヤー？ r タンつ 一 m 俗 ハソャ 

パ 戛ジ- み JJiv-,^ に、 し 力 V へ リ-ー y コ タンと 

いい/；,^ まほ ゅ|ま ザ！ tn5.、s4^:; の あなた、 フ严 ヒラ の- -な たに、 ビ ク 二  VJ いふ 處 あるに、 此福 

山の 磯 やの あるし 松 山な にかし V:- いふ 民、 みつきの こ VJ にたつ さは. 0 て、 ビ しころ、 その S 


櫻 花と 鯡漁 


さくら子 


t ベ. 


蟥の 居る VJ ころに 春 ゆき 秋 か へ， 0 來 てす むか、 そこに あかめ まつ る辨財 天女の 祠 あるに ま 

うてて、 やま VJ した かきね かひ は、 うな はらの 潮 VJ ど もに みち たれ は、 尙ぁ ふきいた 、きて、 

もの 奉る に そへ て 歌よ みて ビ あれ は、 よめる。 

四の 緒の しらへ や 通 ふ ゑ その 海の 波ビ風 VJ の 聲の靜 けさ。 

西館に行どて湯殿澤^#は2、ぃぃへて％ょ，0のそめは、專念寺坂本の櫻^^ぬ0 や をら 其 も、、」 に 至 

れは、 たか 杖つ きたてて、 を さめ ひ VJ りた 、すみて、 あな 暌 たりな 此花 VJO 阿 i: 寺の 樱 さけ 

は、 はや 鯡 のい をく き 侍らし VJ  、花に うれ へ て 登る に、 

よるな みの 色 VJ しさけ は 花の 枝に かけて あ ひきのた めしに やひぐ。 

上の くにの はまなる 上國 寺の 稷も、 此 ためしに い へり。 わら はの ふたり あ ふきて、 さぐら ご 

はいかに。 いまた 花 もちら て、 いかて か實 のむ す ふこ ビ あらん。 さら はは や 花の ちれ かし、 

さくら子 VJ らんに VJ  、花の も をう ち 叩て 過る を閬て , 

(マ こ 

これ も 又 

十五 日。 夜 あけなん ビ いふ 頃 郭公の 鳴 を、 こ はいか、 珍ら し VJ おき 出て、 

花 を こそ まつ に ひも VJ けき か はや VJ おも ひも かけ ぬ 山 き。 

北 川 VJ きふ さの 翁に いさな はれて、 をよ ベ 山 わけてん ビ、 おくふかう 入る。 ひろ 野の なかに 
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： 董 つみ 蕨 折て 群る に、  . ハ 

すみれつ む野邊 のお VJ ろの したわら ひ を.^ し..^ かほに けふ萌 にけ り。 

一 岸に 大 なる 桂の 生 ふる を 桂 池 人の いへ は、  一 

；  咬 花の 色 をう つして 池 水に 秋 はか つらの かけやす まなん。  • 

どんぐ い . 秋 はかり ふ にゃあらん、^ ふける、 はた つもり か 家 あるに ビ へ は、 V- ん ぐい VJ て、 大な るいた 

、、しりの かれく きもて 火 吹た て、 湯 わかして くれた.. いっこよ. -來 るに や VJVJ へ は、 加 贺國； 

何 かし VJ いふ.、」 ころなる か、 か、 る、 ふ も b  VJ なりつ るな ビ かたるに、  一 

山 かけの 野 邊の笹 やの か，.^ 枕お きふし 袖に 露 や こ ほれん。 

蒼鷺 の、 は るかに VJ ひ 行 を あ ふきて、 

あ 

大穴 >1 の 色 も ひ VJ つに み VJ,r 鷲の S にか、 る 春の 糸 ゆ ふ。  一 

うばいろ 山 谷の あは ひより、 せんまい、 あざみ、 あか はげ" 则 しだいすな VJ 草つ むな かに、 うばいろ. 

VJ いふ 草、 根 こして 來け bo この 根を燒 てく らふ もの 也。 同し みちのお くな から、 仙臺 にて - 

此草を つんば いろ いひ、 こ 、にて うばいろ VJ い へ ど、 つま ゆ..^、 うば ゆ b 也、 又 大葉ぽ 合ヾ J 

一 

もい へり。 其 根 は 凡百 合に 似て、 葉 こ VJ なり。 科 野路の 山里に て、 百合 ほる 翁に 何 わさ すヾ」 

?J へ は、 よろ ほ..^ 也 VJ いひし に ひ VJ しかりき。 この 山澤 は、 やませ b  、をむな かつら、 すまろ 一 


くさ 無難-抓 さ； T^- レひ % てうた かくさ も あり，.」 か。 か へる さは、 くれ 近附 に、 山賤 あまた、 つ 

し、 廐 折 もて 川 越る を 見やりて、 

家つ ビ につ 、しさ わら ひ 折 そ へ て 夕 河 わたり 歸 るし は 人。 

十六 日。 文 子の 御館に け ふの 集 ひ ある。 「遠山 花。  • 

白雲 VJ まか ひも はてよ 見る ほ VJ も 遠め お ほめぐ 山の 櫻 は。 

寄 花戀。  ， 

櫻 花 ふ も VJ 斗の 色 見せて 人の 心のお ぐ そしられぬ。 

當 坐の 歌、 「若木 梅。 

こビ しょ， 9 ひも VJ ぐ 梅の は つ 花に 出て 春 VJ へ 谷の 鶯。 

う へ しょ， 0 手 を 折 まちて 一 咲 や この 花 も かひ ある 春に 條 j らし。 

隣家 李。 

雪 を つ む 窓 VJ  ,  J そ 見れ 李 のき はは 近き 宿の 隣に。 

立なら ふ 隣 も 見 へ す^つ 、ぐ 李 かくれに こ^  VJ ひ はして。 

折欵 冬。 

誰か 宿の かきねの 色 VJVJ ひ よれ VJ いはぬ かさし の 山吹の 花。 

智誌磨 濃膽祖  i 
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芳野河 きしの 山吹 をる かけの 見へ ておし VJ や 蛙 鳴ら し。 

寄 硯戀。 

おも へ VJ も 人 は 硬の 水淺き 心の ほ VJ そくみ て しらる ゝ。 

かきな かすお も ひなら ね は 見る 石の 水に 袂の 朽ん ^やする。 

寄 弓戀。 

梓弓い かにな して かみち のおぐ のえ そ 引 ごめんき ぬく の釉 0 

いか 斗 かけて おも ふ VJ しらま 弓 ひけ どよ b こぬ 人の つれな さ。 

野 亭嵐。 

來る人 は あらしに ビほそ 叩ら し 遠き 野末に たてる 一家 0 

た ひ 人の みち も あらしに 袖 寒く ぐれて 野 守 か 宿 や ^はれん。 

橋 行 客。 

ふる 里 をお も ひ 渡る ゃ釉 ぬれて 溶 名の 橋に か、 るた ひ 人 0 

旅人の ふみ VJ  、ろき の 橋の 昔た へす ゆき、 の 道 そに き はふ。 

慕 村 竹。  、 

くる Z- よ. 0 竹の はやまの 下 かけに 住 里し るぐ 見 ゆる 汀。 


竹のお くにう き 世 隔る山 さ VJ も 夕 はしる きま VJ のど もし 火 ひ 

夕 くれ 近き ころ、 はし ゐ して、， つ ち もの かた. X ひつ、 庭の 花 を 見て、 盃 VJ る こ どた けな はに 

して、 

おも ふ VJ ちょる の圓 居の 花み んビ 軒に い さよ ふ 月 を こそ まて。 

VJ いふ こ ビ をい へ は、 あるし の 君 VJ へ あす 聞 へ 給 ふ。 

月 まろ ビ いひて し 人 を VJ  、めて や 花に いさよ ふかけ の ほのめく。 

しら ビ b よしたけ 0 

くれて 尙 なかめ そ あかぬ 此 宿の 花に いさよ ふ 月 そ 句へ る。 

しもぐ にす ゑ VJ よ 0 

影 そ は、 色 を もめ てん 花の 枝に またれ て 出る いさよ いの 月。 

夜く たち 行 ころ、 犬の あまたた ひ、 たかぐ 嗚に、 

さよ ふかぐ 犬の かむ る 聲す也 月 ど 花 VJ に 人 やた 、すむ。 

文 子の 聞へ 給 ふ。 

犬の 聲 よし 頻 VJ もい はしな 宿の 花見よ 月の 入 まて。 

い て 、其し ら浪 にか は b て^ 、すゑ よの 云、 

智誌麿 濃 膽蛆  g 九 丑 
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月 かけ をし る へ に 花 を 手 折 まも あらて 門 守 犬の ビか むる。 

歸 りなん V」 する に、 あるし の 君。 

心 V」 くな VJ 歸 るらん 花の も VJ に 月 まつこ VJ を いつはり にして 0 

此か へし、 つかう まつらて は あらし かし？」、 

月 花の あかぬな かめに こや 歸る 宿の 櫻の かけ はいかに VJO 

不 退院の 花 ： 十七 日。 夜邊 よ. 0 雨、 を やみな う ふ. 0 ぬ。 けふ不 退院の 梅 さくら 盛なる を 見に いき てん？」、 

季豐 のぬ し、 敬武、 一 貫に いさな はれて 其 寺に つきて、 こ /-ら 梅の 白 紅 に い ろ を ましへ たる 

か、 そ ほふる 雨に ぬれ たれ はお も ふ。 

雨に 宿ろ こそめ の 梅の 花 笠に つ はさ やぬ れん 春のう くひす。 

ビ く.， 落る 玉 水の、 風に しふ かれて、 なみ ゐる釉 の ぬれた るに、 かう か へつ。 

軒ち か/、 めつ るた も V- の 匂 ふかに 雨 吹い る、 花の した 風。 

四阿のぁ..^けるした っかたに花のぁりけれは、 

あつま やの 兩 下の 軒 はに たちぬる 、花やう つらん 春雨の 空。 

ニ兀 のっかに 花 手 向る ごて、  - 

苔の 下に あ はれ^も 見よ 雨に け ふ ぬれて そ 手 折 花の 一枝。 


紧柳亭 の 櫻 一 十八 曰。 巳の 時 斗に 雨晴 たり。 小 林な にかし のす める 翠柳亭 の 花見に 至れ は、 大 なる 櫻の、 

庭 もせに 咲み ちた るに、 

咬て 日 を ふる 枝の 櫻け ふ 幾日 砌に句 ふ 花の えならぬ。 

靑 柳の 糸く..^ かけよ 櫻 花 ちらて 日數を ど 、めて やみん。 

なる 柳の 糸の く b かへ し 宿の 詠の あかれ や はする。 

くれて 花の 下 路を行 どて、 

夕 やみ はみ ちた VJ/\» し 月 まちて 家路 歸 らん 花の 下 かけ。 

梅の 盛なる 宿に 笛吹 けれ は、 

おもしろし たか 笛の 音 そ 梅 か 枝の 花ち る へぐ ぐ」 吹な すさみ そ。  、 

^筆 草  十九 日。 かんわ さあれ は、 七 面 かたけ に まう てん VJ て 人々 の 行に いさな はれて、 野 みちを 行 

は、 量、 芝生のう へ に 居なら ひて 董 つみ、 紅 筆ビ いふ 草 をつ みたる を 見つ >、 

うつす ども 盡し 霞の 匂 ふ へ に ふても 及 はぬな かめ 也け， 00 

又 戯れた る 歌 を、 

へ に 筆 もくろむ 斗に藿 草つ むの 末 や 霞 かくらん。 

春風に 花 はくち ひるう こかせ て 紅 ふぐむ 草のへ に ふて。 

智 誌 磨 濃膽姐  0 
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櫻. 咲た るかた に 胡 鷲 あまた 集る を 見やりて、 あのつ はくら め 出れ は、 雨の ふ， CS  くビ いへ り。 

う へ 、むかしより 力ま 鳥 V」 いふに やど、 ひ VJ りこ たれて、 

羽風 さ へ 花に い VJ ふ を あま 鳥の 雨な 誘 ひそうつ ろ ひやせん 0 

幡 さした るいた、 きに 人の むれり、 其 あた b 寶倉 、こ 人の ゆ ひさしぬ。 去年 まうて たる VJ こ 

ろ なれ は、 猶め つらし う ふ b- あ ふきて、 

八重 霞 七の 面の 神 垣 は そこ V」 も 見へ す 立 わた.. >  ぬる。 

やかて 御前に なれ は、 見た る 四阿な，/ J もた をれ ふして、 いたしき のみの こ， 0 ぬ。 人々 こ、 に 

ま ？」ゐ 、かしこに 集りて S のみ 歌うた ひ、 VJ う V」 こ..^ ん そや VJ 夕 くれて か へ， 0 ぬ。 家に itt れ 

は 文 あ b ける を 見れ は、 ある 寺の 花見に まかりて VJ ひし か VJ 、たか ひし か は、 あるし の大 VJ 

こに か は.^ 侍りて VJ 聞へ 給 ひて、 文 子の 御 歌め bo 

人もビ へ わきて しけ ふ は 盛なる 句 を吿ょ 花の 下 かせ 0 

此こ VJ の 御返し。 

盛なる 花の 句 を ふき もこて 方た かひた る 風の つれな さ。 

二十日。 きの ふの 御つ VJ  、て、 情 ふかき 櫻に むす ひて、 

見せ はや VJ 折 こし 花 をみ ちの へ の 風に しられて 色そう つ 力 ふ 0 


ビ なん、 あや子の 御 方の よみて 給 ふたる に、 

うつる ビも 見へ し 詞の色 そ へて なかめ いやます 花の 一 枝。 

きの ふ 山路の ぃビ寒 かりし ビき 人に 衣 か きて、 け ふなん その もビ へ 返し やる て、 

花の 山 わけき し 人の 衣 て かりたる 釉も句 ひこ そ すれ。 

VJ いひ やれ は 返し あ bo 

花の 山 わけし 衣の かひ あ.^ て 人の 詞の色 もこ そ 見れ。 

ある 宿の 花に 櫻 鳥 f!f.^ いたく 群た るに、 

おのか 名の 櫻の 枝 はった ふ^も 心して ふめ 春の むら 鳥。 

季豊 のぬ し、 敬武な 、いさ 櫻 か- 9 してん VJVJ もに 出て、 そこ こ 、 VJ 見 あ， 0 き 松 岡亭に いた 

b 、あるし 信武の 軒端よ， 0 はしめ 山う ちめ く， 0 て、 みね 林 の 櫻 盛な る を 見つ 、此 しら 鳥の 

やの 遠つ おやよ. ^  、みたま まつる ほぐら のかた はらに、 むしろし いて 川 水に の そみ て、 遠き 

も 近き もみな 梅、 さくら、 ％、 す も、 枝 を まし へ 、世に たく ひなく、 こど 國に見 もしらぬ ため 

し VJ  、なかめ いやまさ. 5 て、 

又たくひ浪ビ雲マ」の色見せて磯輸の山の花^^にけ..^0 

遠 かたに 一 村 あ，.^ ける 花 を、 
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白雲の た へす もい つる 山里.、」 見へ し は 軒の 櫻な りけ り。  j 

びら かの 花 谷 かけよ b  、びら か VJ いふ、 紫陽花に 似た ス花折 もて 人の 出来る に、  一 

遠近の 花に 心 もの ひらかに 山路 やわ けん 春の 柴人。  i 

山鳩の 鳴け る を、 いか ， これ を も 聞 もらす や は VJ 人の いへ， 9 ける に、  二 

山 櫻 さか b を 見よ VJ ゐる 鳩の なれ も 友よ ふ 聲聞ゅ 也。  一 

淸ら かに、 谷 河の VJ よみな かる、 におり たちて、 

かけ 淸く太 山 かくれの 花 はまた ちらて なかる、 春の 川 水。 

人々 の 歌 多ぐ 聞へ つれ 气 みな、 かい もらしたり。 

阿 畔寺の 櫻 廿 一 日。 高埜 大師の 御影 供 を こな はれ けれ は、 阿. i: 寺に まうて て、 きの ふけ. V 咲 出た る 櫻 を. 

見つ、 よみて、 みまへ にぬ かっきて 奉る。  一 

かしこしな その 曉の 月の 色に 花 も 光 をう つして やさく。 

^に ほふ 花の えな らす今 も 世 に 入に し 月の 影 あふく 也。 

ある 人、 羅離 流連 路を 一 首の 頭に おきて、 花の 歌 五 首 をよ めビぃ へる にこた へて、  一 

亂 山に むら かる 雲 や 櫻 花 遠の たかねの さか， 0 な るら， Co 

隣家な きめく，.^ の 垣に 植 なして いろなる 雲の か、 る 一家。  i 


さ 

け 


か 

櫻 


類 年の なかめ は あれ VJ 此 春の 色香 は 花に 增る VJ そ 見る。 

例の叉花見かてらど人もぃはんち，0て^,」はまし春の.3里0 

樓閻の見へすか /-れる白：雲ゃ櫻^^らん遠の山さど0 

かきね 櫻 VJ いふが、 宿て ふ 宿に 盛 なれ は、 

誰 や VJ もめく りに かこ ふ 花の 名の 垣根 機の 隣へ たてす。  、 一 

氏 家 俊 子の 館よ り、 日頃 ど はぬ こどの ねたし など 閡 へて、 

櫻 花 初し より 盛 まて 明 くれ VJ はぬ 人 を こそ まて。 

VJ いふ ふみ あれ は 、返し。 

おも ひやれ 花見 かてら のた めし あれ は 盛 を ど はぬ 心 つら さ を。 

靑山 さち子の 宿に、 くれ 行 ころ 花見に いきた， 0 しか は、 こ、 らの 櫻に 雀の 多く 集 を 見つ、、 

花の 枝に ねくらな VJ ひそ むら 雀 夕日 かけろ ふ 色 やちら なん。 

廿ニ 曰。 ぅちゑ千枝子の、尻內の湯ぁみに行てけるか、其ぁたh^の山中に櫻ぃど多しなご閬 

へし か は、 

植 おきし 宿の 櫻 を 人 も 嘸お も ひ 出湯の 花に しの はん 0 

ちか VJ な. 0 の 新 井田な にかし の 家に、 桑 さけす、 めら れ けれど、 のまて、、 ヒくか へ らん ど い 
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ふに、 いか、 ビ あるし のい へれ は、 

たのし さよ 春の 盞 おなしく はさけ る 盛の 花に VJ ら なん。 

ひるぅち過るころ、遠與閉のはまゃかたに在る、ひろなか|域|のぬしの、なり ^0のにぃさな 

はれて、 廣英、 敬武 のぬ しな VJ かたら ひつ、 行に、 あまの やならん、 はへ 繩 VJ て、 ひきは へ る 

繩 ならん、 つ， 0 の 糸 を 花の 枝に い VJ なかう かけて ほした るに、 

喚 花に おし VJ しめ 引 心 を や あまの たぐ 繩 く VJ 見す らん。 

や をら 碧 柳 岡に つきて 枕流亭 にあ そ ひて、 

露 も いま ひるまに なりぬ あ を やきの 岡邊の 宿に 春風 そ ふ く。 

淸江漁 父 VJ いふ こ yj 、かいつけ たる を、 

なかれ 江の 淸き なみ 間に あさ， りして 花 をみ き はに ふね や VJ  めん。 

むかつ 尾 を 離山 VJ て、 Kv」 る やたて、 居 木な VJ いふ もの を 立， 0 ける どか、 い ど おかしき VJ こ 

ろ VJ 見や りつ ゝ、 

はした かの すめる をの へのなら し はの し はし も捨 ぬな かめ 也け. 

こなたに よこた へ る 尾 を 松か碲 VJ い へ は、 . 

里の 花 松の はやまの 夕日 かけな ひく 霞 も 色 わきて たつ。 


天神に 泰る 


あるし 廣英 のい はく、 

暌花も あたにち らん VJ 思 ひし を 見 はやす 人の 宿に うれしき。 

ど 、なかめ られ ける 返し。 

盛なる 花 も あるし のこ、 yj の 葉 もい ろ そ ひ 匂 ふ 宿の たのし さ。 

夕日のお かしぐ てれる に 花の ちれ は、 

春風の 吹 あ を やきの 岡の へ にち る 花な ひく 宿の 夕 くれ。 

友檠亭 l«s にか へ b 來て、 ふた、 ひ 花の もどに むしろし い て を b- て、 かへ さに は 一枝 かさ 

してな VJ い へ るに、 

折る もお し 家つ ビ にせん 釉の 上に 風 吹 こ ほせ 花の 夕つ ゆ。 

うれの み て、 いまた 發ぬ 花の木 あれ は、 

あす も 見ん 人の 爲ビゃ 下つ 枝 は^ぬ に 花の 心 ケ もしれ。 

廿 三日。 北川菅 子、 おなし 家なる 陸 子、 梅 V」 松 VJ を 天神の かん 社に 奉る ビ て、 菅子、 梅の 枝に 

附 たる は、 

ちょ かけて あはれ みたまへ 神の 前にけ ふうへ 初る 梅の 一 も VJO 

いはけ なき、 うな ひのこ 、ろ はへ もお かし けれ は、 

智 誌 磨 濃膽組  .  1 
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け ふうへ てち VJ せの 春 を 松 梅の 花 もみ かきに 人 や あ ふかん。 

文 子 御館に、 け ふ はものして けれ は、 「春 門 いふ こ VJ を、 

いっこよ. C さして ビ はまし ふむ もお し 門に ち， 0 しぐ 花の しら 雪。 

ち る 花の 雪 ど つもれ VJ 門 もまた はら は ぬ 人 や 心 あ， 0 け ん。 

春 鳥。 

咬 かけ はよ きて つゆ はめ 羽風に も 花や ちらさん 春の むら 鳥。 

ふる 雪 を 翅に拂 ふ おも ひして 花ち る 里に 鶯 のな ぐ。 

春戀。 

おも ふこ^ 人に は それ VJ いはつ 、し 袖の なみた の 色 そ VJ も 見よ 0 

わか 方に それ VJ よ. 0 來ぬ 色そう き 花の ふも浪 かけて おも へ VJO 

題 さく  b 得て 「窓 下 梅。 

おこたらす 見よ VJ や 雪の 色に^ 花 を まな ひの 窓の 梅 か 枝。 

窓の 中 も， 紅 深き 梅花 あさな 夕日の 色を殘 して。 

路早蕨 0  . 

行人の折^^しても夜のほ>、」に萌て絕せぬみちのさはらひ0 


初 わら ひ萌 る，/」 はしれ 家つ V」 に 折 こ ほした る 山の 下み ち。 

春雨 晴。 

雨 は 今 はるの 山路の 櫻 かり 花に 宿.^ し 人 も出來 て。 

春雨の はれま やわけ しさく 花の I 下に 濡ぬ 衣手 そな き。 

このま、 に はら はて ゆかん  一 ^^ねし野邊の董の露のたもどを- 

むらさきの 色に やそ めんす みれ 草つ み い る 、釉露 もこ ほれて。 

寄 樁戀。 

あ ふこ VJ は かた 山樁. 咲， いろ も 葉 かぐれ て 見る わかな かそ うき。 

人 はな VJ つらく 椿 行末の 春 を 契に 花 はさけ ごも。 

寄 杉戀。 . 

はっせ 川 ふかき 惠に 契らなん 二 本 杉の ひ VJ つ 心に。 

いつの 世に 祈る しるし をみ わの 山人 はつれな く 杉の 村立。 

濱揪 しほ たれ まさるた も VJ ども しらて そ 立る 人の つれな さ。 

智 誌 麿 濃 膽み祖 
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うきお も ひ つも，. >  の 浦の はま 揪た つ 名ぐ るし き 妹 VJ わか 中。 

社頭 松。 

嫩ょ b 神 やうへ けん 幾ち ビせ ふ，^ てみ かきの 松の木た かき。 

岩 かねに ふ VJ しき 立る 宮柱 うこき なき 世の しるしな るらん 0 

廿 四 Bo 靑山さち子のもビ-ょり》」て、權、も、、山吹、さく1^^ぉりて贈けるに、1^^か へり こど 

に そへ て、 

玉つ はき も、 山 ふきに 櫻 花 を，^ にあ ひたる け ふの 樂 しさ。 

廿 五日。 乎 與邊川 のみな かみに 、大 箭櫃 や ごい ふ處の 瀧め りけ るよ し、 かね 

て m 賤の かたらへ は見まほしく、友かき、みたbょた，oに契て、にはど，o嗚頃ょh^ ど に 出る 

どて、 

明る や VJ 扉い つれ は 軒 近き 月ビ花 VJ の 影 も 夜 ふかし 0 

家の めく b に 櫻い ど 多き やの、 垣の どまて いたくち b つも b 、稍よりも 花の S のこ どにちれ 

は、 あ ふきつ、 過 かて、 

こす ゑよ b 風に ちらす は 有 明の かけ VJ の、 み 見ん 花の しら 雪。 

ほの- ^ざ 朝 ひらけ 行 空のお かしう 遠 與邊川 VJ なりて、 朝 嵐 寒く 吹來れ は、 


かち 人の あさ 河 わたる 袂 まて 花の香 深く 山 かせ そふく ひ 

山河に 月のう つ b たろ を、 

行 河の あらせの 波の 花の 色 も 殘れる 月に 句 ふ 曙。 

遠 與邊の 李 一 遠與邊 にっきぬ。 この 村の その は 李の み ひしく ビ茂 b たれ は、 雪 ど 雲 VJ を 分 行お も ひに、 

めつ らしな 月 雪花の みちの へ に 李の 棺 明る をち こち。 

睽匂ふ 李の 林 風お ちて 遠つ 高 根に 晴る よこ 雲。 

櫻の も VJ にた、 すみて 月の 殘 たる を 見て、 

たのし さはい つら はたぐ ひなか そらの 月ビ花 の 霞む 明 ほの。 

桂 池  村 出 離れ は 桂 池め り、 はた 桂 ふけ ビ もい ふ。 

また 殘る 月の 桂の 池 水に 深き 朧の色 を こそ 見れ。 

ひんかし に 文菅澤 VJ いふ 名の 聞へ たれ は、 

夏 近き 澤の あやす け 露 ふかくな びぐ も凉し 今朝の あさ 風。 

澤々 峯々 一 ぶす 澤 5^^:! 婦 、附 鼠澤、 ほらば み澤、 たね子 VJ いふ 澤に は、 たね ビ いふ 女 死た る もの か 

た， 9 あり。 あないお しへ て、 左に 大淸 水、 小淸 水、 松- 丧 根、 池の 臺ぁ bo 大 なる 巖の あなたに 

は ひろき 池 あ て、 やひろ のおろ ちの すむ VJ いふ。 へう ふ 岩、 松 倉が たけ、 川 わたれ は、 むか 

智 誌 磨 濃膽祖  i 
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ふた かね をた つの 口 VJ いふ は、 岩いた、 きに 二三なら ひたる ？-、龍の|^のょぅなれは、しか 

名に いふ ビそ。 林 1- の 澤を財 木 ど いふ。 立 石 どい ふ蛆 ひらに 櫻の さき たれ は、 

^にけ.^ 花の 梢 もた て 石の 苔の 衣の 色つつ る まて。 

左に 六 人 fflvj いふ は、 いにしへ 杣人六 人、 五月雨の たか 水に 木き. o、 そまく たし をして、 おの 

れ らもな かれう せた る ゆ へ 、此名 こ 、にあ. 9 ける どなん。 右に 日 かけ 淵 VJ て、 はた ひろ あま 

b 高き、 ひろさ いくはく あらん、 加閉 のこ VJ き 厳に かつら か、 、紫 躑躅 多き 中に 紅 も！^ に 

見 へ て おもしろき 處 V」 、人々 行 も はてす 休ら へ は、 

むら さきの あけう はふ まて つ、 し n か け 色 わ く 山の したみ ち。 

どうけ 澤 ff の 卯 辰に あた.^ 周 防 堂 V」 いふ あり、 周 防 殿に や、 むかし 相 原 周 防 守 VJ かや 住 給 

ふてける、ふる館のぁ、/」見へ た..^。 むさ VJ いふ VJ ころに 來 けり。 武左 VJ はお ゃ澤 をい ひ、 此 

澤 より、 もろく の澤水 わかる 、をむ さ VJ て、 みちのお くの、 杣山賤 のい ひ はやす 名な り。 

畑の ふ もる 小 家 あ b て、 め こお ほぐす め.. >o か /- る やまちの すま ゐ 、世 中の、 VJ にある お 

も ひやし けん VJ 門に 入れ は、 ひき VJ にゃあ 6 けん、 三絃の い VJ ふる ひたる を かけて、 たれた 

れ にて あれな、 一 手 ひきてな くさめ たま へ VJ  、ひたに あるし のい へる に、 さる わさ の 人 は あ 

らし VJ、 


雪 消殘る 


大箭櫃 


五の 瀧 も 1 


糸竹の え や は VJ るへ きたれ もみな 山路の 花に 心 ひかれて。 

いさ VJ て出來 るに、 ふり あ ふぐた かねに、 いはつ 、し 盛なる を柴 人た 、すみつ 行 を、 

山たかみをりもをょはて^^っ 、し 見る をつ VJ  、や 人の た 、すむ。 

い VJ やま ふかう わけ 入た るに や、 谷 かけ はまた 雪の 消の こ.. >  ける VJ  、あない、 の そみ ていふ。 

けに やめらん、 萌ぃ つ る 草 もみし かく、 さむけれ VJ  、この も かの ものつ 、し.^ いて、 左に ぃヾ」 

黑き はに の 山 ある は、 やけて けるな らん か。 そか 尾 上に、 も VJ つ 枝 は、 くろみ たる 櫻、 うれの 

み 花の ビを、 に たる を、 あなる 花の 殘 りし をな VJ 見や，.^ て、 

このめい ま はるの やま 人心 あ てやきの こしけん 花の 1 も、 yjo 

ひね もす、 おなし 流 を 八十 あま b さかの ほ. o、 みち は 小阪、 そ は ひら をよ ちて、 や をら お ほや 

びつ の もビに 至，. >  、かれ こひらき 虎杖の ひろ 葉に もの 盛 わかちて、 岩の 上、 草のう へ にみ た 

れ 居て、 し はし 休ら ひつ 、、いて VJ て、 あない を さきた 、せ、 かつら をた く， 0 木の 根 をよ ち、 

岩 つらに あし 手た すけられて 一 の 瀧 を 見き。 又 水 を わた b 岸 をった ひ、 ふちに の そみ て 二 

の 瀧 を 見つ。 三の 瀧 を は、 むか ふ 高 岸に うつりて、 からう して、 ちひろの 溪 そこに、 くた しう 

見う か 、ひぬ。 な へ て 瀧の 數 五つ ありて、 こ 、ら のい かつち なる かこ ビに ひ、 き、 山 谷の VJ 

よみ、 いふ もさら なり .0 た、、 あめに 雲 ふむ おも ひして 見 <K 仝 もお ほ へ ね は、 みな、 か へ，. >  ね 
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どてく たるに、 

ふち ビ なり 瀨 VJ なかれ 出て 行水の こ をみ な 上に 落る たきな み。 

かへ さ に は V」 く、 小胺 VJ ぃふこさはの岸、路のかたはらにぁる岩ぅちゃふh^て貝石ど 

つ V」 に そす どて、 みな 袖に 入て 夕 くれ 近う 家に つぐ。 一 ぼ姆 

廿六 0:。 こじゃく の 花眞白 に^たる 小阪 に、. 郭公の 鳴 夕 くれ、 おかしく 過 かてに、 

こ VJ 草の 盛 を籬の 卯の花 v」s めに 迷 ふ 山 ほ V」 、きす。 

廿 七日。 け ふの 集に、 「春風 夜芳。 

春風の 花の香 吹 は 夕 やみ も そこ VJ た v」..n しょる の 木の もビ。 

寄 花 忍戀。 

色 も 香 も 霞の 釉 にしの ふ 山 包て 花 を 人に しられし。 

松 3^ 春久。 

曳ぅ へし ちよのむ かしの 子の 日 を もお もへ は 久し 庭の 松 か 枝 0 

題ビ. 0 得て r 阪慕 春。 

夏 は あす 木 曾の 御阪の 小 笹原 ビ  > めよ わきて 春 や こ ゆらん。 

ちり 殘 るかた 枝 は 花の 風 なれ や *VJ 夏 VJ の 行 相の さか。 


-山 


サ 九日。 あき 人の を さ 道 孝の も マ」 より、 海棠の 花 盛なる を 折て 其 枝に、 

K 初て 色香もう すき 花な から 君 か爲に VJ 手 折 一 枝。 

ど いふ 歌む す ひた， 0 ける 返し。 

見せ はや、、」 手 折 こ 、ろの 色 も かも 情 もこ もる 花の ひどえ た。 


ち 

し 

の 

V, 、 

そ 

夏 


四月 朔。 雨 ふ，.^ 風 起 b てこ、 らの 櫻. ^-.0、 かひ 曇. c  、みち まか ふかに ふき もて 渡れ VJ 、いに 

し 春の 色は餘 波な う、 夏は來 つる VJ 見やられて、 

ち.. >殘 る 梢の 花の 色 も 香 も夏來 にけ bvj 誘 ふ 山風。 

二日。 雨風 頻て杜 はやしの こす ゑ 吹お b  、ある はた ふれて ふしぬ。 

わか 葉 さす 梢 や 風の 折 そへん あまつ 乙女の 花の かさし に 0 

三日。 例の 日 なれ は 「首 夏 風。 

ぬき かふる たも VJ に逋 ふい VJ はれて きの ふ は 吹し 花の 下 かせ。 

谷餘 花。 

$! にしらぬ 春 を こそ 見れ 靑葉 さす 太 谷 かくれの 花の 一 本。 

寄 水 雞戀。 

よかれ して 人 は 稍の 水鷄そ >」 おも ひ 捨て もめく る閨の m,o 
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風の こ、 ちに ふして、 け ふの 集 ひ はお こた，. >ぬ0 

四日。 かん 司敬武 VJ ふら ひ來 てい はぐ、 ビ く 起 出て 朝神樂 奉る ころ、 郭公いた く 鳴つ るか 閬 

しかな ビぃ へれ VJ  、ちか VJ な，. >  の杜 なから、 中垣の へたて ける こどの つれな しど、 

百 千 返 神の 御 離に おのか 名の 四手の 田 長 やかけ て嗚 らん。 

五日。 待 郭公 VJ いふ こ VJ を、 

郭公な か はな かなん 鳴す VJ も つらき なら ひに 幾夜 また まし。  . 

櫻 草  六日。 文子の御も^;ょり、す へもの 、はちに櫻草植て、其もビにぃろくの小貝しぃて給，.=^ 

しか は、 

根に かへ る 色 を VJ  、めて こや 櫻く さの かひめ る 色 を こそ 見れ。 

I ま 主 五十 七日。 ぁけなは、邦廣君の五十年にぁたり給ふの日な，，^け.0.,」て、大洞山法幢寺に僧侶ぁま 

た 集. 0 其 まう けして、 の， 0 の 御 わさ 行 ひ 給 ふける に、 ある 人、 「夏 懷舊 VJ いふこ^ をよ みて 

ヾ J 聞へ しか は、 

け ふに あへ ろ 今 も 其 世の 風 薰る昔 を 忍 ふ釉ゃ 露け き。 

满佛會  八日。 雨 はきの ふよ.^、 を やみな う ふ. 0 ぬ。 きの， ふけ ふ、 いさり、 山賤、 く、； n つ、 も、 やから、 

みなよ ききぬ きせし、 うるしぬ. o たる 木の くつ、 あした ふむ こ ど なかれ 、いみし う、 の b を 


行 ひ 給 へ は、 あれます さか ふちに まう する 男女、 こど そき て、 ほこ， 0 かなる ふ. 0 あらし かし 0 

ひるよ，.^ は 雨晴間 かも 也 けれ は、 いよ、 人 まうて た hso この 日の 題に、 「贺^^妨！^。 

軒近く花にぃyiひし風もかなふかは葉分の月ゃも，=^こん。 

卯 花 如月。 

こやい つる 月ビし 見れ ビ釉の 上に うつらぬ 影 や 庭の 卯の花。 

寄 月 初戀。 

いつの 世に おも ひ はる けん 夕月の 入 初し よ， 0  くもる こ、 ろ を 0 

九 P0 小雨 そ ほふる に、 

ほど、 きす まつに かたらへ われ も 又 ぬれて 露け き 草の 庵 を。 

十日。 ど ふら ひ來 へ き 人の あれ は、 まちに まちて けれ VJ  、くれ 行 まて 音な ひもな う、 た 、鵜 

のみ そ 鳴たり ける に、 

なれ も かぐ 世の そら こ V」 をなら ひて や 叩 水鶏の 人 來./ 

十 一 日。 郭公の 二 聲三こ ゑ 鳴す て 行 を、 

誰 里の ため VJ やい そくう はの 空に 心 VJ  めぬ. 3 ほ VJ  、きす。 

十二 日。 农 うつ 音 頻て けれ は、 ある 人の 云、 「夏 も 砧の軒 近くき く  OJVJ いへ るに 、「夜 VJ 
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もに 叩 水 鷄の音 ならて」 ビ い へ は、 人々 みな わら ふ。 

十三 日。 三 首 を 詠る。 「遠尋 郭公。 

郭公 一 聲も かなみ ち 遠く 山 分 衣 尋ね 來 にけ bo 

對水待 月。  ♦ 

かけ くらき 淀の 川 波し る へな くこき て 月 まつ 舟の 凉 しさ。 

寄 木 厭戀。 

い VJ はれて 身 はな かれ 木のう きしつみ よる へも浪 にくち や はてなん 0 

題 さくり て、 「早 夏 水。. 

おしみつ る 春 は 早 瀨の浪 遠くな かれて むす ふ 水の 凉 しさ。 

たれ も 今朝 身に ぬき か へ てきぬ 川の 流凉 しく 夏は來 にけ bo 

出家 更衣。 

夏は來 ぬまたす む 山 も あさ 衣 かふる 袂ゃ 世に なら ふらん。 

け ふ VJ い へ は 月日 を わかぬ 山里 もお し V」 やか へん 花染の そて。 

餘 花。 

なこ，.^なくきのふに春は紅のぅす花櫻殘る山のは。 


やま ふかく かくろ ふ 春の 色 見せて 青葉に ましる 花の しら 雲。 

卯 花 盛。 

月 VJ 見へ 雪 VJ まか ひて け ふ 幾日 盛 曰 を ふる 庭の 卯 花。 

籬 なる 卯 花 月 1^ さか， 9 に はいつ ゃビ まよ ふ 庭の 夕 やみ。 

寄 葵戀。 

1 一葉より おも ふ 心よ あふひ 草 かけて わすれぬ 契 也け り。 

露 はか，.^ 情 あら はビ神 山に あふひて ふ 名 やかけ て賴 まん。 

寄疆 麥戀。 

見る た ひに なけの 情 も 撫子の 露わ すられぬ 人の 面影。 

つれな しな 身 は ひ VJ りぬ る 床 夏のお きふし 釉に露 そこ ほる.^ 

深山 泉。 

おく 山の 庵に むす ふ ビ人 しらし 岩 井の 淸水 すます 心 を。 

すむ ほビは 水の 心に まかせなん ひ VJ..^ 太 山の 奧の かくれ 家。 

十四日。 盛なる 藤 を 折て 人の 行ける を 見やりて、 

手 折 もて 花の 藤浪 たか 方に おも ひよ るらん つ ビのひ V」 枝。 


安 

屋 
ま 
で 
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十五 日。 穴 >1 くも b て 雨 もよ に 見へ しか は、 

雨に いまつ はさし ほれん ふらぬ 間に 出て こど、 へ山不 如歸。 

や はたの かん 社に まうて たいまつれ は、 高 やかなる 杉の うれ に 藤の たる を 見て、 

かしこし V」 誰も あ ふきて みやし ろの 杉の 立 枝に か、 る 藤浪。 

十六 日。 海 渡 山の 藤 見に まかりて、 

わたつ 海の 名に お ふ 寺の * 見よ ど 軒端に か、 る 花の ふち 波。 

十七 日。 雨 ふるに おも ひつ、 きたり。 

あめに 今 ぬれて 鳴らん 郭公 思 ひこ そやれ ふる 里の そら。 

十八 日。 け ふ も を やみな う 雨 ふ，.^ ぬ。 「谷 S 迷 新樹。 

谷 かけの 深き 青葉に かくろ ひて 歸 さや 迷 ふ 鶯の聲 0 

卯 花 誰 垣根。 

うの 花の 垣ね の 雪に 埋れて 夕 隔ぬゃ VJ やた かや VJO 

寄 常 盤 木戀。 

春秋 もつれな き 色の かけ 茂る 逢 VJ き は 木 やい っビ たのまん。 

十九 日。 北 川 時 房の 翁揚 あみに 行ける を、 近き さか ひまて 送， 0 てん どて 朝- y」 ぐ 出た つ。 根 


社の 磯 や 近く 水の 淸ら かにな かる、 を 見れ は、 末 は 草 むらに かくれぬ。 

夏草の しけき ね もりて 行水の 音 をし る へ にい さむす ひてん。 

行- <\» て 大澤の 村 も 過て 安良 屋 にな，.^ て、 いさ、 此 VJ ころ を さか ひに、 わかれな むビ さため 

祖 雄.^ 弔 ふ 一 て、 かなた こなたに なりぬ。 祖 雄せ しの 住て ける 庵に 尋ねい たれ は、 草い やた かう、 あれ は 

て、 ける 柱に かいつ く。 

すみ 捨て 人は此 世に 夏草の 露け き 庭 を わけて 來 にけ り。 

庭の くまなる V」 ころに、 まさこ かい 集て、 こた かくつ かね、 さした る卒塔 に 英岳祖 雄和尙 

VJ書たるに、其人埋しVJはしh^ぬ。 此 せし は、 いて はの 國 最上 川の 邊に 生れた るか、 國てふ 

くにすき やうして 此松 前に 渡りて 年頃す める に、 此み V」 せ はかりな. 0 むつ ひ、 此 春より 病 ゆ 

く， 0 なう 起り、 こ  >  に 命し にたる こそ、 すくせ ならめ./」、 そ VJ はの うらに 歌 記したり。 

夏 はかくみ しかき 夢の 世の ほ VJ  、覺て や 苔の 下にし るらん。 

いそめ 刈リ ひんかし の 遠つ 海邊に は、 いまや、 ひろめ か，.^ あくる ころな から、 こ  >  に は ほそめ、 も はら か 

りビ る。 磯邊の 小舟 こきなら ひたる に、 日 は、 や をら 海よりの ほ b た， り。 

なみ 遠く 行 ほそめて や あかね さす 光に 舟 も 出る 島 かけ。 

磯に 咲く 花 はまなす、 さゆり、 はま ゆ.^、 山う つき ましり たる、 おかしき 磯輪の、 野 はらった ひに 歸. 0 

ちしまの いそ  njl 九 


牡丹 花 


i 
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夏野の 草 ふみした き 分 くれは さ ゆ， 0 はま 百合 露 そこ ほる、。 

二十日。 俊 子の やより 牡丹に そへ て、 

一枝 をめ はれ VJ も 見よ いろ も 香 も はっかに 花の K 初にけ， 

VJ ありけ る 返し。 

ひビ えたに か る 情 も ふか 見 草 こさ 葉の 花の 色 もこ も， 0 て。 

又 賴飯亭 の 軒の あた， 0 や 鳴 けん、 こ、 よりの そめ は、 そなたの 木々 茂 たる 中に 郭公の 聞 、 

つる はいかに な VJ  、かいつ めて、 

言 の 葉の しけれる 宿 を 子規し るへ してな ぐ 初 昔なる らし 0 

返し。 

初 ffi に 恥て 詞も 夏木立し けき は 嬉し 山 ほ、、」 、きす。 

廿 一 日。 集 ひ あ b て 文 子の 御 も VJ にいた、 りて、 題 さく  b て、 「杜間 郭公 0 

1 聲は杜 の 木の間の 不如歸 しけき 青葉に 方 そわ かれぬ。 

かけし けき しの 田の 森の 時鳥ち えに 別て 聲聞ゅ 也。 

雨屮 早苗。  . 


さな へ ビる釉 のこ ひち も 雨に け ふ濡て やそ、 く 小 田の 乙女 子。 

うへ 渡す 早苗 もみ へす 水 越て 千 町の 田 面 雨の を やまぬ。 

曳 菖蒲。 

こ、、」 草に あやめ も 別ぬ 沼な から 香 を 尋てゃ 人の 引らん。 

あやめ 草 朝な 夕 露 ひきこ ほす 人の 抉 や 濡て匂 はん。 

旅 宿 菖蒲。 

あやめぐ さ 露 も ひ VJ つに かりし きて こよ ひ 旅ね の 釉の凉 しさ。 

菖蒲 草 まくらに むす ふ 旅人の たビる 夢路の 釉も匂 はん。 

隣家 慮 橘。 

なか 垣に へたつ 隣の むかし まてし の へ VJ 匂 ふ 雨の たち 花 Q 

植 おきし 軒 ははい かに 句 ふらん 忍 ふ 昔 も 近き- yj な， に。 

寄 筌戀。 

あ ふこ ど は 波の 泛繩 いつの 世に 寄 て 恨 を 人に かたらむ。 

人 もしれ 海 士の筌 な はう きての み ゆた のた ゆた にもの 思 ふ ど は。 

岸 忘 草。 


朴 
木 

花 
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ぁけまきか^? てふこビはかた岸にゎする 、草の 茂 あ ひぬ る。 

わすれ 草 露 や 積て きした かく 淵 どし よ VJ む 山川の 水。 

澤菅。 

澤の邊 におな し 水草の しけ b あ ひてい さしら 菅 のな ひぐ VJ もな し。 

かる 人の あらて そな ひく 九の 澤邊の 眞菅鶴 や ふむ らん 0 

砌竹。 

末ち どせ 齡も たかくな から へ て 友 VJ 砌の 竹に 契らむ。 

け ふ植る 庭の 吳竹 いく 世 へ てし けき 林の かけ VJ たのまん。 

廿 二日。 しら 鳥 よしたけの やに ビ ふら へ は、 いど かくはし き 句 ひのしけ る は、 ほ、 の 木の 花 

盛 なれ は 也。 

行 釉の濡 て そ 句ふ此 宿の 朴木 かし は 花の ，に。 

雨 は 晴て又 ふ b ぬ。 

廿 三日。 け ふの 歌 VJ てよ める。 「馬上 聞 郭公。 

駒し はし VJ  、めても かな 鳴 方に 心 ひかる、 山 ほ VJ  > きす。 

隔物不 逢戀。 


稀に たに 逢て ふこ^ はな か 垣の あなたに 人の 聲 はすれ V  J も。  ， 

行 舟 夜 巳 深。 

ゆく ふねの 行衞 もしら す こき 出て 更渡 ぬる 淀の 川 長。 

け ふの 集 ひなし。 

廿 四日。 雨の ふり くれたる 空に、 櫻 鳥、 林のう つ ほ 木に すぐ ひて、 ひな、 ひたに 嗚は、 た へす、 

つ ゆ はみ たる もの もて はこ ふ聲 のし けれ は、 

子 を 思 ふ 心 ちらさて 權鳥 ぬれて はくく む蘀 あはれ な.^。 

廿五 日0 わら は あまた 天満 神に まうて 、、鈴 ひき、 かしこまりて ける を 見つ 、 、 

あさか 山 をた ど るうな ひ 子 かみね にも かな ,r) 賴む神 垣。 

六日。 こビ なし。 

廿 七日。 北 川 y > きふ さの 翁溫 泉に 在れ は、 VJ ふら ふ 人め また 行 VJ いふに あつら へて、 

ほど 、きす鳴て太山を^っ る湯のぁた..^ゃゎきて樂しかるらん0 

廿 八日。 兼題 三 首 をよ める。 「風前 郭公。 

吹 風の 誘 ひもき しか ほ VJ  、きす 雲の いっこの 夜半の 一 聲。 

雨中 郭公。 
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あめにけ ふぬ る もい ビ はて 時鳥 ふ b- 出て 鳴 聲のを やまぬ。 

寄 里 待戀。 

世の 人め 稀なる 中 も あ ふこ VJ は 片山里に まっか ひそな き。 

ま VJ ゐ して 十 首の 題 を 得き。 「橘 薰簷 0 

見し 夢 も 風の 誘 ひて むかし さ へ 遠く 軒 はに 句 ふたち 花。 

誰う へ てち VJ せの 後 も かくは かりむ かしし の はん 軒の た. i 

初 五月雨。 

日に そ ひて 畏 きを やみん， 五月雨に け ふかけ 初る 軒の 糸 水。 

五月雨の け ふ を はしめ に 日 を ふら は 岸邊の 柳浪ゃ 越なん。 

曙 水 鶴。 

あまの 5- はい VJ はや 四方に 明な から 叩水鷄 の聲殘 るな，^。 

天の V」 は 明ても た ぐ g}5 こそ 梢 を くらき 軒 はな るら め。 

夏 B? 凉。 

風 またて むか ふ圓 居に 誰 釉も凉 しく 更る夏 夜の 月。 

凉 しさ かけめつ る 間 も 夏の 夜の 明て い つ こに 有 明の 月。 


朝 疆麥。 

あさ 露のお き 出て 見れ は 床 夏 に 眠 る 胡蝶 の 夢、 殘 すらし。 

床 夏の 花の いろく 朝露に ねたる ま、 なる 庭の 凉 しさ。 

寄 花 變戀。 

は VI  く 移 ふ 花に なら ひて ゃ賴む 契の 色 か はるらん 0 

いろ ふかく 思 ひ.^ てもう つ b 行人の 心の 花 そつれ なき。 

寄 柏木 戀。 

露 時雨ぬ る VJ もしら て 柏木の つれな き 色 を 人の 見す らん。 

どし さむき つま 木の をの 、こ. 0 もせて つれな き 人を蔡 のかし は 木 0 

山家 瀧。 

やま 里 は 岩根の 瀧の しらい ビ を 結 ふ 庵の 軒に 見る らし。 

身 ひ VJ つ を 隱す太 山に 聞 なれて 心 を 洗 ふ 庭の 瀧な み。 

田家 人 稀。 

しっけし な 山 田の 引 板の 音信て 軒に VJ ひ 來る人 そ 稀なる 0 

VJ へ かしな やま 田の 庵の いなむ しろし きて 苫 もる 月 も 見な まし 0 
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寄 民 祝。 

軒つ、 きけ ふ..^ にき はふ 民の 家 は 年 每に猶 たて やそ ふらん。 

畔ゅ つるかし こき 御代に すむ 民の 籤ぬ みつき ゃ彌 まさるらん。 

廿九 cno 卯月 もけ ふにくれ た. 00 ほ VJ  、きすき かて 日數へ ぬれ は、 おも ひつ、 けたり。 

時鳥し の ひな はて そ あす は 叉お のか 早 月の 名に や 立らん。 

五月 朔。 さ つき こ は 鳴 も ふりなん VJ 、まち またれ て、 むなしき 签の みあ ふきつ、、 

ほ VJ  、きす 情 も 夏の なか {仝 やおの か 早 月の け ふは來 ぬれ ど。 

二日。 .5 背の 風 はけし きに、 しろお しの 聲 VJ よみ、 穴ェ も VJ  、ろになる 神に まか ひて、 く. 

ころ まて、 この こ  >」 ど  >  め もやら す 集 ふに、 

雲に 浪ょ るかけ てこ はしろ おしの 糸 引 童 むれて 居に けり。 , 

三日。 亥の VJ き はかりに や 時鳥の 鳴 行た るに、 

郭公な きてい つ こに また 深き 淀の 渡 やお も ひ 出らん。 

000  〕 佼邊 時鳥 聞へ 侍りし VJ けいし 侍れ は、 文 子の 方 VJ り あへ すよみ 給 ふ 歌に、 


里 わく やおの かさつ きもよ そに のみ かたら ふ VJ きぐ 山ほビ 、きす 0 

ヾ J あ， 0 しか は、 返しつ かう まつる。 

ほビ  >  きす ふ た  >  ひ 名の るお. ^ ひして めつ らし VJ きく 人の こ VJ の 葉。 

夕 くれ 近く、 めの わら は、 あやめ わかね て、 おも ふこ どや ねんし けん、 「かな はは かけよ 笹か 

にの 糸。」^ て、 ふきた る 軒の 菖蒲に さし そへ た，. >。 

五日。 け ふの ためしの 歌つ くりぬ。 

あやめ 草. T ビせを かけて 軒 はふく 家の 風 さ へ 匂 斗に。 

文 子の 御館に、 ゆ ふくれ はつる まて 在れ は、 水鷄の 軒ち かっきて なくに、 

のきに ふぐ あやめの かつらくれ かけて 叩く ゐな も聲匂 ふかに。 

六日。 むら 雨、 あしたの 間したり けれ は、 

釉 ぬれて まち もこ そ すれ ほ VJ  > きす 此 村雨 やよ そに 見る へ き。 

な へ て 費 草 ふきた る も、 け ふの 風に 吹 やられて おどし、 かけ まさるい 水、 を やみな き 雨に、 

いよ/ * ほど 、きすの しの はれて、 ひ VJ..^ こちた hNO 

軒つ 、き あやめに か へし 草の 名の 忘れて ど はぬ 山ほビ 、きす。 

七日。 月の 明なる に 水 鶴 昔 信 けれ は、 
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それ そ VJ はおしても しるし 軒 近く 鷗は叩 月の した 庵。 

八 曰。 「河 五月雨。 

さらぬ たに 3石 波た かき 芳野河 はやく も 過る 五月雨の (仝。 

連 祟 照射。 

VJ もし さす かけに おしかの みねつ 、 きょ るの 思 ひの 消 へん VJ やする。 

寄帶 契戀。 

草の葉の 露の 下お ひ 末 かけて むす ふ 契 を 風に ちらすな。 

镜村 早苗。  • 

ゐる K の それ か あらぬ か 里 遠く むれる 小 笠 やさな へ 採らん。 

里 近き 小 田に やい そく 遠方の 千 町の 末に 早苗.、」 る 也。 

瀧 五月雨。 

水 か はてう しゃひ かまし 五月雨の ふるき 例に 濁る 瀧な み。 

鈴 鹿 河 ふる 五月雨に け ふいく か 八十 瀨の瀧 や 淵 VJ なる らん。 

寺邊 水鷄"  、 

摘つ む 頃 どや 寺の 軒ち かく 叩く ゐ なのお VJ ろかす らん。 


を こな ひに 夜 ふかく 明る 寺の をい かに 水鷄の 叩なる らん。 

外 山 夏 月。 

凉 しさ ビ ま VJ ゐ にあ かてめ つるまて 夏の 外 山に しらむ 月 かけ。 

いまし はしかけ さし VJ めよ 夏の 月お しむ VJ やまの 明 方の 空。 

河邊 夏草。 

河な みのよ る こそ 見 へ ね 音 はか b もれて 岸 邊を隔 つ 夏草。 

夏草の 茂る に そこ どみ へ わかてした 行 河の 音そ凉 しき。 

照射 欲 明。 

ヾ J もす 火 も 明 方 近き 山の端 やさつ おの 眞 弓い るほビ もな く。 

五月 山 VJ もす ほくしの くらき こそ 明 方し るき 光な るら め。 

旅宿閬 笛。 

草 ふしの 夢 もむ す はし 吹 笛の 聲に まち かき 里の 野原に。 

ふ ゑ 竹の ね もせて たれ か 吹 ほビは 草の 枕の 夢 もむ す はす。 

行路 見戀。 

ゆきか ひのしけ き 人め の 中垣 を 隔てお も ふこ VJ そ逋 はぬ。 


西海岸の 津 

M  


五十二 年 前 
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みちの へ の 草の はっかに 行す りの 釉の人 香 をえ こそ 忘れね。 

寄麈神 紙。 

すみよし の 神 や もる らん 世々 の麈 積て 高き やま VJ 言の葉。 

神路山 わくる 麓の ち b ひち ももら さて ましる 光 を やみん。 

九日。 この頃 鯡のぁ ひきに わた b たる 海士 人ら、 蝦夷の をる 島よ.^ 歸ろ 舟人な ど 語る を 聞 

は、 g; 月廿 四日、 西 暇 夷の ヲ ショ 、タカシマ、 ォ カム ヰ、 シャコタン、 ビ クニ、 フ〃 ビラ など 

いへ る處 になへ ふ...' て、 潮 ひて、 なた も 磯の こ VJ  くに 石 あら はれ、 步 わた して、 そ ひ、 あぶ 

らこ、 なに くれの 魚、 又 かひつ 物 は、 しゅ b  、あは ひ、 のな など は、 石 砂の こごぐ、 わらし A^w.^ 

まて 拾 ひ をる に、 時の 間にお ほ汐 起.^ 高浪 みた ひよ.^ 來て、 蝦夷、 和 人、 いぐ はくの 人波に お 

ほれ、 磯 やかた は、 みな ひき 波に どられ て、 からく して 山に かけの ほり、 蛆 にたつ 木の 枝 をた 

つきに たく，^ 寄せて をり、 高き 巖の 末に は、 した /- みのこ VJ  くす か.^ て 命い きたる もの も あ 

りき。 吾等 かしこくも、 むかし 五十一 一年 前なる つなみに、 澳な るふね はこ VJ なか b し VJ  、ふ 

るき 翁の つねに をし へたる を まも h- て、 こた ひ、 な へ し、 磯の 干た る を 見て、 こ は津浪 のよ 

來 ならん、 いで 眞沖 にこき 出よ、 たれ も/ \-ビ いへ VJ 耳に も 聞 入 さるもの は、 みなこ の 磯に 

ふね よせてし つみた ，0,0 わか ふね は、 あせど^ VJ に ぬれて 遠お きにい かり かけて、 此ゎ さは, 


ひ をの か b ぬる は、 あめのた すけに や。 又、 あかお やの をし へ を、 そむか さちけ るに こそ あ 

なれ VJ  、いき も つきあ へす、 なかく  かくい ひて 去ぬ。 

十日。 あや子 御 方 かい 給 ふ、 不盡 釜の ふみを 見れ は、 「いつの 頃 にゃあらん、 此 日の 本に 茶 

を このみ、 も はら 世 中に もて あそ ふこ VJ の始 ひて、 いま も 人々 これ をた の しみ、 道の ひどつ 

ヾ J もて 渡. XT' 、むつ ましき 友 かきの 圓居 はさら にして、 君 も臣も へたて なく 身 を あはし たるま 

し- -ひ VJ なん、 人の 語トノ き。 此 みちのお くの 松 前、 暇 夷の ちしま を まつ.^ こち 給 ふける 道廣 

のうし、 い VJ/\ こたいの 签を もた ま へ ひ。 そのむかしは、しのふの郡ょ-.^出てたるにてゃ 

あらん か、 しの ふて ふ 名 そ あ b ける。 こ を 得た ま へ . り ける はしめ は、 此國 をし， 0 給 ひ 初し 遠 

つみお やよ fe- 、よ 、にあた る季廣 のきみ よ..^、 くれ 竹の 世々 にった へて、 みくらに を さめ、 又 

なきた からど そお も ほしけ る。 さても この 签は、 その かみ 右 大將賴 朝の 卿 ふしの み か. 9 し 

給 ひし ビ き、 狩 場に す へ て もて あそ ひ 給へ b ける VJ なる。 其 頃 ほひより ほしう つ，^ 世々 ふ 

^て、 こ VJ し、 くわん せいよつ の VJ し、 子の 春に かそ ふれ は、 も、 VJ せ を六ッ かさねた る 年月 

V」 そ 聞 ゆる。 さる ありかたき てう.^ J を 今 も 傅へ てお まします は、 國 たいらかに 、のりた 、し 

う、 火の わさ は ひ 露お こ るこビ の あらさ めれ はな bo いま 道廣 のうし は、 お 、しう、 弓箭 ど 

b 馬の， 0 給 ふわ さは さらに もい はす、 ふみ まな ひの 道に もこ /- ろ ふかう おはし けれ は、 たて 
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て 茶 を 好き 給ふビ はな けれ.，」、 お ほくの 家 を さ、 其 下つ かさに さ へ隔 なからん こ、 ろに や、 

折 ふしに もて あそ ひ 給へ， 0 ける。 このむ つきの なか は 近き ころ、 お ま へ に まうて けれ は、 い 一 

にしへ 今の 物語 聞へ 給 ふ をり すか ら、 ひどつ のからう つ VJ う 出させ、 ふたお し 明 給 ひて、 是 一 

見て よ、 か 、る 久しき ほ VJ の 器 ある 也。 これに 歌よ み、 ふみかき く は へて なビ せちに のた ま 一 

へ は、 いなふねの いなみ かたく、 しそき ての ちに、 かしこま，. >  を けいす て、 

うこき なきみ ちの く 山に 今 も 炎 こ かねに 增る寶 なる らん 0  ： 

何 こどもい にしへ のさ まに の VJ けぐ、 くにを 治めた ま へ は、 ふるき 世の ま /- に 物った へ ひ： 

て、 お ほくの みやの、 お ほん 手 ふれさせ 給 ひし こビな VJ おも ほしけ る こそ、 むかし、 おや を は 一 

ぐ む ほた しどて、 うめる 子 をす てうし な はん VJ て、 こかね の かまをほ りえした めし あ， 0 け 一 

るビ やらん 0 こや、 もろこし 人に もき やうの こ ろ はま さ b 給 ふな b けめ 0 

つたへ てし 世々 のみお やにつ か へます こ 、ろ ゃ國の をし へなる らん。  ^ 

この、 しの ふの かまなん 狩 場に もた ま へ..^ ける ゆへ、 ふしの みか、 り の签 VJ も、 のちに よはせ 

給 ひける どか。 さ、 ら浪に 松の かた をう き ほ b にしたり けれ は、  . ： 二 

みか，. - 場の よそ ひ はさ そ VJ 六 百 VJ せの むかし を 今にみ ほの 浦 まつ。 

くちす 猶 いく 世った へ ん三穗 の 浦の なみく ならぬ 家の たから を。 


松に 寄て 殿 をい は ひ 奉る。 

春每 にみ VJ りたち そふ 松 枝の ち どせ を 君 か有數 にせん。」 

VJ そ あ，^ ける こどの めて たし ど、 く  b か へし 見つ を は. 0 て、 あや子のお ほん も VJ にか へし 

奉. J- はや VJ て、 

ふし VJ いふ 釜に たぐ へ て 言の葉の いや 高き 名 を 世に あふくらん。 

富士 釜の 高 六寸七 分、 口 三寸 八 分。 釜 入た る函の ふたに、 「羽^^庄內之郡司土佐林入道靜林 

上洛 之 時 公方 義晴卿 贈 御茶 签 右签者建久四^|-夏 賴朝卿 富士山 之 狩 倉 御 签之由 信 夫 之 

签是 也」 どかい 附 たり。 此 島なる お ほんつ かさ 季廣公 VJ 、いて はの 靜林 入道 VJ なかむ つ ひた 

まひた る ゆ へ 、世に めて たきた からな か.^ 贈， 0 給 ひたる VJ なん 聞 へ た. 00 

十 一 曰。 松 前 卽忠の 家に いたれ は、 あるし、 この ころた くみて、 かなたく みに 作らせて ける 

露 靂萬勝 石 輪發火 VJ いふ さ、 やかの 函 よ，.^、 火の いつる こビ すみやかに、 そのし ちの たへ な 

る、 世の 人の 及 どころ にあら す。 こ をく にの かみに 奉れ は、 いみし う ほめ 給 ひた る^か。 そ 

の も V」 は 諸葛武 侯の 製した る 鋼輪發 火に なら ひて、 大に こ どなる 機巧な り。 の.^ た  の 製 

られ たる 機巧の たく ひ 三十 六 品 ありけ る 中に、 此 うつ は 石 輸發火 を 長 V」 やい はん VJ  、見る 人 

>  J  VJ にあ きれたり 0 


营 、江眞 澄 集 第五  雲 

十二 日。 卯 花の 盛なる に 雨いた く ふれ は、 

五月雨に ぬれてう つろ ふうつ き 垣な ど 郭公 聲 へたつ らん。 

十三 日。 兼題の 歌 「簿暮 水鷄。 

水上 夏 月。 

關路閔 鶴。 . 

十四日。 ちか ごな，. > の 保壽の やに 在て、 月の 海 つらよ b さしの ほり、 し はし 木の間に 休ら ふ 

かけ を、 お も ふ VJ ち 居なら ひて 見 る 、 

風の  一 f は浪に ゆつ..^ て 松 か 枝に しっけく 宿る 月の 凉 しさ。 

しもく にす ゑの ぬし 0 

おも ふくま 波路 はるかに 見る 月の 松の木の 間の 影の す 、しさ。 

あるし の いろはな b ける 刀自 余 河の 句に、 

須磨も かく あらん か 凉し浪 の 月。 


十五 日。 花 山院の 姬君此 城に 入た まひて、 ほどな う 身 まか b 給 ふ。 こ V」 し 十七 年に あたら 

せ ふ どて、 人々 r 對 橘！： 昔 VJ いふ こ VJ を 題に て ど ふら ひ 奉れ は、 われ も、 この こ 聞へ よ 

ど 文 子の 御 方よ..^ 聞 へ 給 へ は、 けいす。 

Jfig. も あ， o-yj し 匂 ふ 橘に ビ へ はむかし を こた へ や はする。 

十六 日。 文 子の 御館に て當 坐の 和歌。 「對月 待 秋。 

明 やすき 月の 餘 波に 海士衣 うらみ て 秋 を 松 か 浦し ま。 

めかれせ す 月の むしろに おも ふ ど ち 寄て 秋 まつ 袖の 凉 しさ。 

« 麥 露滋。  . 

露し けき 夏野の 草の なかに 叉お くいろ 深き 撫子の 花。 

此 あさけ おもけ に 花の 露見 へ てまた 風 過ぬ 庭の なて しこ。 

河邊 夏草。 

ぉ.，^たちてむすはん方も夏草に隔て過る山河のみ つ。 

ふみわけて 渡 はしる き 河の へ に 一 村 それ VJ な ひぐ 夏く さ。 

瑩照草 中。 

あ， 9 ビ たに しられぬ 草の なか 垣 を 夕 は 見せて ほたる 飛 也。 


殘 

る 
藤 

花 
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しけ，. >  あ ふ 蓬 かも VJ の 露 まても 集く 瑩の 光に そ 見る。  一 

寄 號戀。 

逢 こ VJ も 波 寄る 岸に たつ K やつらき みの 毛の 濡 てきに け. 90 

契 ある 水の 心 も 淺澤ビ いさしら 鷲の しらぬ はかな さ。 

太刀。  一 

武士の 治した ちの つかのま もえ や は 忘れん 御世の 惠 を。  j 

治れる 人の 心に つ るき たちぬ かて 年 ふる 御代の かしこ さ。  i 

十七 日。 雨のぃゃふるに、西館に行ビて專念寺の門を過るに、紫の花ぃたく散たるは何の^^ 

ならん VJ あ ふけ ビ、 その か 、，o たる こそ 見へ ね、 今 まて 藤の.^ 殘. CS たるな. 9 けり VJ お VJ ろか _ 

れ てた 、すめは、又風にさ VJち，C^か 、れ は、 

さみ たれの 雨に あ ふちの， か よれ はた も ビ にか  >  る 藤な み。  一 

十 A 日。 隣家 麥。  一 

寄 橘戀。  ，  一 


水邊 草。 

十九 日 0 


牧 

の 
冬 

か 

れ 


寬政 四の VI し、 か んな 月の はしめ、 ちしまの な こ，. 'より 書つ きて、 おく 野の 收 

を 見め くり 宇 曾 利 山に の ほ 、り、 田 鍋の 市に 冬 籠して 此縣に ビ しくる 、まて 

を 記 し て、 は へ なき こ VJ の 葉の 見 V」 ころな けれ は、 

末 起の 冬 かれ V」 名つ く。 


牧の冬 かれ  g ル 


十月 一 日 

北海道 にて 


城主の 船出 


追手の 風 日毎に ふけ..」、 おも ふかた に 行 へ きょし かね 契た る 舟 を さ、 世 わたる わさに のみな 

にくれ ビ たっさ は，^、 あまの たぐ 繩 なかき 日 數を心 ひかれて、 また この 嶋に 在れ は、 さちな 

る こどよ、 なか つきの 月の 餘波も VJ もに 見なん、 あはれ おかしき むしろに な VJ 人々 のかたら 

ひに なくさみ、 山路の 菊の かん はしき みちを 高に よちの ほり、 岡邊の 薄のう ちまね く 夕 ぐれ 

は、 い VJ  、歸 らん 穴 >1 もお ほ へす。 露け き釉 をし ほり、 野原の 鹿の あど を 尋ねて はしらぬ 林に 

まよ ひくれ、 みねの 抱の 千 入、 はっし ほ、 そめ ましり たる 梢に むか へ は、 あかぬ にしき ど たち 

さらん こ、 ち もお ほ へす。 おしめ VJ も、 みし かき ひかけ の くれやす く、 日數 あまたに かき 積 

て、 釉 吹きな つ さ ひたる 秋風 もき の ふに さそ ひて、 け ふ は、 こから しの 名に ふき か へて、 梢 さ 

ひしき かんな 月の はつ 穴 >1 、け ふ は朔に そな. 0 ぬ。 あさ Jg: によき 風 吹て、 まつ まへ なに かしの 

君、 ふなよ そ ひして 出た ちお はし まし 給 ふ。 ふな 子ども、 ろ ほうし VJ  b 、さ 、ら なみ かいな、 

らして、 「きさら きゃん まの 楠 木 を、 ふねに つくりて 今お ろす、 柱し ろかね、 せみ こかね、 あ 

牧の冬 かれ  Hal 
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ややに しきの 帆 を あけて OJVJ  、聲 のかき， 0 うた ふか 潮路 はるく^ 聞へ わた.^、 お ほん ふな 

しるしの 澳津 風に ふかれて、 ほ VJ なう 遠 さかり 行 を、 見送り 奉る 貴き いやしき 磯へ たにみ ち 

て、 人 こどに よろこ ほひ さ りき。 沖の 方に むかひて 此君を ほき 奉る。 

吹 風 も浪路 やす けん 君 かゆぐ 沖に みふねの かちの しつけさ。 

二日。 やま かたつき たる 館に 行 VJ て 小 河の あるに、 橋よ. 0 はしめ、 木 葉ち b つもりう かひな 

かる、 に、 

冬來ぬ VJ いはまの 水の 行な やみお ち 葉に 昔の よどむ 山河 0 

三日。 夕附行 ころ 時雨 ふり はれた るに、 

むらしぐれ よそに な，. >  行 雲間より 仄 にもれ て 三日の 月 かけ 0 

四日。 あした 雨 ふるに、 ゑみし ひ VJ り 裘 きたる か、 そ ほ ぬれ ーゾ ど、 

失. S も 物お も ふらしう ちし ぐれ 能 i のか ま 衣 、儒 てき ：ナ， 00 

北 川 時 房の 翁、 ど をつ 蝦夷の 居る くにに まか. 0 て、 いまた 歸，， 侍ら さる を まちて、 

神な 月殘る 山路の 菊 か 枝 を 折て かへ さの つどに またなん 0 

五日。 あさ 明れ は、 つ、 ゐに うすら ひの ゐて穴 A さへ 渡. o,、 小雪 ふりきけ こ は、 初雪な 

めり ビ めつ れは晴 たり。 


みちの くの 夷 かちし まの 神奈 月き の ふの 時雨 今朝の はつ 雪。 

六日。 あしたの ま 雨ふり、 ひる 晴 た.^。 この頃 も はら 人の 語.. > て ける は、 きの 國の ふな 人 あ 

また、 卯の^し はか.^ に浪に はな たれ 風に ふかれて 、十 どせ の ほ VJ 海に た、 よ ひ あ b きて、 

加武左 都柯 VJ いふ、 あら ゑみし の VJ をつ 洲 にっきた るか、 ある は 死う せ、 ある はやまう ど VJ 

な b て、 ふし 殘 りたる を はい さな ひて、 こた ひ 可 無 散 都 加の 人 四十め ま， 0 して、 ひんかし 蝦 

夷のくに枳爲太都婦どぃふマ」 ころに來，.^てヽくにのかみに、み つ き 物 奉る ビ やらん うたへ 奉 

る こ あ b  VJ や らん 聞 へた， ^0 むかしより、 か 、るた めしお ほ へ さるこどなれはヽょきこど 

にゃぁらん、又、ぁしか.^けるこ？」にゃなど人のぃふ にヽ 可 武左郡 加 VJ 句の 頸に おきて、 

かしこし むくつ けき くにの さか ひまて せぬ 御代 を かぐ あふくら し。 

ょき日な..^Wて、ふなをさの吿來れはヽ寬政四VJせの冬かんな月の七日ヽ松前、ふく.^のひん 

かし 泊 川の いそや かた、 さ 、木 信英 かやの 軒 近く ふねつな きたる に、 の. 0 なん ど ほりした る 

にある し ヽのふ ひて 0 

杉の 葉に 霜お くけ さの わかれ かな。 

か  >  る 句 を VJ な へ ける に、 

猶釉 寒き おくの はま かせ。 


菅江眞 澄 集 第五  0^ 

ざ 付つ。 いか、 あらん か季豊 のぬ し、 あゆみ ビ うする 馬に むちして、 波よ るき し へに ひかへ 

て、 ふた 、ひな VJ 、ね もころ に 聞へ たま ひて、 た、 う 紙に、 

ビ もつな を 引 VJ  、めえぬ 別 かな 餘波 もな みに いそく 舟 出 は。 

名殘さ へ浪路 へたて て 出 ふね をお も ひのきつな 引 もど 、めす。 

かくなん、 かいつけて 見せ 給 ふに 返し。 

いつまて VJ む やひし 舟の ビも つなの 心 ひかれて こき 離れう き。 

. 波 遠く こき は いつれ ビ友 舟に 思 ひの き つ な尙 ひかれぬ る。 

つち だ 直躬の 云、  . 

人め あれ はなみた かくせ いか 斗 もれて 袂の濡 もこ そ すれ。 

かへ し。  . 

情 ある 人の こ^ 葉の 嬉し さもな みた も 袖に つ 、みかねつ る。 

ふね こき 出なん VJ  、どもつな VJ き はなて は 人々、 よき 日 かな、 浪 いさ 、かもう こかす、 こ 、ろ 

やすらにな^ いふに、 

追手 ふくしつ けき 浪の ふな 出に も 別行 身. のしつ 心なき。 

見離る 松 前 营子、 陸 子、 を さなき ひの せち にゃあらん、 沖 ゆく まて まめ やかに、 めお こした， 50 遠 さかる 


ほどに、 加 邊の たけを はしめ 秀 たるた かね は、 な へ てまし ろに 雪の ふれ、 は、 港に 在よ. 5 

ままに やられて、 

お，； C ふ VJ ちす みか は そこ V」 し、 ら雪の ふ.^ 捨 かたく 思 こそ やれ。 

行 ま 、に、 よし 岡の 山、 度宇遍 智のキ ろ山な ど 遠く 見離れ て は、 崎く よこた は b て、 出 こし 

かた も いっこ ど はしらす して、 鳥數氣 志の みは、 わにのう き 出た るか ど、 うなのう へに、 ぃヾ J 

ちかうた ゆ^ふ。 こ 、ら のし ほみ ち もし 、 まなれ は、 舟の 中 こそ" て、 どし こ VJ に 松 前の 島 

わた， 0 する こ V」 いぐ そた ひならん か、 か 、る こ VJ に浪た ひらかに、 汐 いさ 、かもお こらさる 

浮 は 叉 あらし か {0 あなたの し、 のめ、 うた へ V」 、ふな はた をう ち 叩て、 さはに はやし、 ビ 

り、 はな- J ゑに なりて かたる まに、 南部 路 ちか うなり て、 やま，/. \- の 木す ゑ まて あら はに 見 

る 見る 行 は、 をく らく、 日 は 遠方の 波に かけおちて 月た かう さしの ほり たれ は、 猶此光 をし 

るへ に ふねお ふ どい ふに、 

日 は 西に 入 VJ し 見れ は 弓 はりの つきぬ 惠そ あま 照し ます。 

奥 tn-VJ いふ 浦に 寄て、 こよ ひ は 小 谷 どい ふなる、 磯 やの あるし かも どに 泊る。 

^日 0 近き 邊に I 前根杜 のかん やしろ V」 て、 八幡の 祌 おまし ますに まうて 奉らん VJ 、つ V」 め 

て、 機 をった ひ 山 かけ を ゆく に、 お ほぐの 馬 むれ あ，.^ ぐ は牧の 近き にゃあらん。 山く ろ、 田 


遼 

の 

神 
社 


赤 
石 
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つらに 柴垣た かく ゆ ひめく らした る 中に た 、すみ、 かれ 生 ふみした き、 高き 嶋 山の 嶺 麓た ち 

ならし、 あ. 0 ど ある 小笹、 木の 根 を ほ， 9 はんて、 いな 鳴に、 乎胡遍 VJ いふ 名 を、 

あさ 風の 身に さむ からん うち むれて を こ へ 峯越駒 そい は へ る。 

か 、 る牧は 十三 野 あ ける ど いふ、 その ふたつな bvj なん。 「奧 のまき 野 VJ,o の 馬の かた 

なつけ ビも すれ は 又 ある 、君 かな OJVJ 聞へ 給 ひたる も、 此 あた， 0 を やい ふらん。 尾 駁の牧 

は、 七 の邊に 尾貴津 VJ いへ る ど ころ あ..^、 こ をい ふか VJ いへ は、 をぶ つ に牧 あらね V」 、な 

へ て、 其 あた に牧 あれ はいふに や、 昔 あ. 0 しに や VJ いら ふ。 赤 石 VJ いふ 邑は、 磯邊の 石 こ 

VJ にあ かけれ はな， 9、 こ、 にい， たる 0 山 かけに も- い VJ 多し。 この 邊も牧 にや VJVJ へ は、 い 

な、 さも 侍らし。 うめる 野馬み な v」b はてて、 秋の 末よ. o、 木 II；  口お し 明 捨て けれ は、 この 村 

さか ひ をお かして あさ，^ あ， 9 き、 枯殘る 木 葉、 つ 、ら など くら ひ、 雪 ふ. 0 て は 称つ きて、 磯に 

よる、 にきめ、 なの， 0 そのたく ひ を、 くひ もの どせ. oo 海に の そんた る 岡に、 ちいさき 神の ほ 

くら あるめく. 0 を、 材木 石 ビ て、 細き 柱の こどき 石 をつ みかさね て そ、 み っ垣ビ せ， C- ける。 

まつる 神 は、 も、 VJ せの むかしし ほか まこ 、に 在し か は、 今 その あた. 0 を 神に あかめ 奉る。 

この ビしは 浦^^の こ，..' な ふ 病し たれ V」 、此 神のお ほん惠 にあ ひて、 あか 宿 はしめ ヽ みなこ 

ヾ」なか..^けり^>、牛くらっぐらふ翁の、けふ.0ふき/\かたるを聞て此社に奉る0 


材木 の產 


左 井に 出 や 


矢の 根 森の 

八幡宮 


しほ かまの 神の 惠は みちの ぐの 奧の 浦人 猶ぁ ふぐら し。 

山 ひ. VJ つ 越て、 さえ もぐ VJ いふ 處の宫 居 あるした つかた を はしめ、 立い はうちわ つて は、 み 

な 柱の やうに そな. c- ける 0 こ をに な ひ 出、 舟に つみ、 ある は、 ね .o そか つらの 綱 をけ て、 みや 

木な VJ 曳 やうに して、 それく にっか ひけ. oo しかる ゆへ に、 やかて 村の 名に おへ， -o 小 坂 

の路行 ほざ 寒 けれ は、 

こや さ ゆる 山 かけなら しひる さ へ もぐさの はっかに 殘る あさし も。 

0  0  0  0 

原 田な VJ いふ 處を へて 左 井に いつ 0 こなた を 小 左 井 VJ いひ、 みな ビを 大佐 井 VJ いふ。 洛に 

小嶋ぁ b 、いかめし きみやつ くりの 見へ たる は辨財 天の 御 坐 也 0 神明の みやし ろ を拜み * 

れは、慈眼山淸水寺^ぃふ ぃほそくの寺ぁ..^o あるし を 自性院 どい ふ、 八幡の 神に も此 うは 

そぐの仕へ奉れ..^。 川 ひ VJ つ 渡れ は 矢の 根 森に の ほる。 この 神 垣のう >rvj  、ある は 近き さ 

かひの こもり、 磯輪に 石弩 めれ は、 か 、る杜 を、 やの ね も， 0 ざ はい ひき。 あ ベの いくさ ほろ 

ほし 給 はん ビて、 むか はせ 給 ひし ころ、 g 、義の 君、 いはし 水 を こ、 にう つし 祭り 給 ひ、 むさし 

の國、 鈴 か 森の 八幡の 神 を本宮 VJ さ ためられた b ける ビか。 なかむ かしの ころ は、 たへ て； 

かき もな う、 おのかし 、草木 茂. 0 あ ひて しるし も 見 へ され は、 鈴 森の ほふ b 淼田信 辰 ど いふ 

人此ほ VJ りに 至. 0 て、 うちな けいて よめる。 「太 麻た へ て 神の か 、み も朽 にけ. C まつる 

牧の冬 かれ  五 3 七 
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なき 松の あらし や。 」 寶永 元年の ころ、 自性院 法 印 賢 敎ど い へ る けんさの 夢に 見へ 奉れ は、 

お VJ ろき、 その をし へ のま/' に 土 を ほ.^ て も VJ め 奉れ は、 ちいさき 鏡の うらに、 ほ ん たのみ 

こ ど を 鑄 奉りた る をえ き。 賢敎、 なみた をな かしょろ こ ほひて、 衣の 釉 につ 、み 奉 h- 家に 

歸.^ 、ぬかつ きい やし 奉. りて、 延寶ニ 年 甲 寅の ふん 月に、 ふた 、ひみ やしろ を淸ら かにつ く 

りか へ舉りヽそのビきのけんさ大昌院、す、か森に此こど っけゃ..^しかは、かん司來りて、鈴 

ひき、ぬさたぃまっ，.^しょめ..^けるビなむ0 「た へたる も 又 引お こすみ しめ 繩 ちょ 榮行神 

のまに/、。」 大左 井に、 よこた は， 0 さし 出た る を 矢 越 VJ いふ、 賴義 のきみ、 ひきめ ありた 

ける ゆ へ 今 も 崎の 名に よふつ 其箭、 磯な みに た 、よ ひ 寄り 來る VJ て、 磯矢 VJ いふ V」 ころ あ 

bo 西 は 長 後、 福 浦、 牛 瀧な VJ 行に、 佛か 宇多 VJ いふ 處ぁ b ける は、 石の 形卒堵 婆に 似た， o。 

この わたりの さ へ もぐ 石 こどに 長 やかに て、 五 尺、 七 尺に 及 ひたり。 こ は、 源九郞 判官 此磯 

よ.. >  松 前の 島に 橋 わたし 給 ひてん ど、 こ、 ら のさへ もく を 牛に つけて ひかせ 給 ふるう し、 た 

ふれ ふし たれ は VJ て 牛 瀧の 名 あり。 その 材木 もみな 石 ビ く ゑした る ど、 うし ひく あけ まき 

のかた.^ ぬ。 ひろま へ に まうて 奉れ は、 蝦夷 人の、 弓矢に W 南 乎 奉りた る は、 あらき ゑ ひす 

のこ 、ろ もな こや かに、 神のお ほんめ くみに、 ひかれな ひきたる あま，. >  にゃあらん。 ぬ さ VJ 

,0 かしこま. 0 て、 「みちのお ぐ やの ね杜 5 いふ こ VJ を杳 VJ 冠 ビ におき て 、四の、/」 きのこ ゝろ 


を よみてた てまつ るうた。 

美ね麓ゎけ來る人にこ^VJはん御垣の花はt-ゃさかす^^o 

智 ちの 日 にみしめ引どもの こビは..^を見せて惠*^茂き夏の廼o 

能へ 近き 稍の 露の 玉垣に 夕 はい VJ  、しけき 虫の 禰。 

. 於 VJ こ 山み ねの 梢 も 白妙に やた ひお くらん 榊 葉の し 毛。 

久も. 0 なき 御代の 光 をい はし 水う つす は 神の か  > みな. 0 け理。 

漂流者 善 右 おなしす ち を か へ る。 此左 井の浦 人 竹. S: 善 右衞門 VJ やらん いふ もの、 赤 人 VJ い ふ 島に なか 

衞門 

れっきて、 いま、 そか 洲に入 まし b て、 そのむ まこめ るか、 此 VJ し 可 武左都 加 人に いさな はれ 

て來 けるな V」 、行か ふ 人の 物語に した. 00 タ 近く 奧 戸に 歸.^ 來て 夕月の かけあ かけれ は、 松 

前の かた を 見や，.^ てい へ， 

おも ふ ちか けても いまやし の ふらん 月 も 夜 渡る 天の うきはし。 

九日。 神な..^雨ふれは、ぇぃてた .-す0 ひるの 空 はれて 海つ らくらく、 松お の やまく 猶く 

も. 0 て 墨 かきに ひ VJ し。 

VJ きの まに こなた は 晴て海 越の 山に しくる、 色 を こそ 見れ。 

奧戶， 2- つ 十日。 馬に て、 おこ へ を 出^つ。 大川 目、 小 河 目 VJ て やま 河 ふたつ あるか、 みな 氷ゐ て、 いや 

牧の冬 かれ  i 


中 山 越 え 


大 間の 牧 

耳.^?" つて 


m 稗 作る 

かま やの 浦 
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寒 けれ は、 

のる 駒の 渡る 小 河の 朝 氷 ふみ 行 音の 身に 冴るな り0 

大 畑に 行に 山 越 VJ いふ 路ぁ .o'、.s- 山 こ へ VJ いふみ ち あり、 大 間の 濱路 あ. 00 われ は、 なか 山 

越 をせ， り。 小奧 ITV/J て、 むかしの 里め. 0 し處に 出た， ^0 なへ て 柵 ゆ ひめく らした る 牧の中 

路を行 は、 七郞臺 VJ いふた かねの の ひろ 野に 至りて 見め くらせ は、 海へ たより やまのお く 

まても、 ひし-/ \»  ^ませ ひきわたした るか、 虹の こどぐ 見 へた. 00 わ けー，丁ま /-に、4^53の牧 

のらち に 入ぬ。 この頃 は 木 月 はなち たれ は、 へたて なう 入 まし b あそ ひ 居れ ど、 おこへの う 

ま は 右の 耳 をき り、 お ほ まの. 玲は 左の 耳 を さき たれ は、 是を しるしに こそ 春 は？ J  入るなら 

め I ひごつ の 牧の內 にも、 あま ひの 母馱" あるに、 雄- ひ ど つ をお いて、 みそ、 よその 子 を 

うめり、/」 なん。 そか 父 •ill は 冬に なれ は ビ，， >  て 、近き 里に 引 や，.^ かふ VJ そい ふめる。 が 

ヾ J て 磯の 高 をい ふ、 その あた. 0 のさ 、はら ふみ 分て、 行かた 霜の 眞 白に 冴へ た. o。 叉 かた 

tt の VJ けたる に、 

あさ 0:影匂ふ方ょ.^> ビけそめて霜ぉく山に露むすふな^,'。 

磯邊に 大 間の 家 15 見へ たり。 五倫 田の く、； 岩な V」 くれは 山田ゐ り、 こ は、 稻てふ ものう， - 

るに は あらす、 田 稗 VJ て、 ひえ か， T たるぐ ち 根の み殘. 0 ぬるに、 霜 ふかぐ さむし。 ， ^まやの 


赤 
川 

の 
里 


下 

風 


異 
間 


浦に いつ。 まこ VJ の 名 は 蛇 浦 VJ い へ VJ  、求 食す る わさに、 へ ひて ふ 虫 はいむ こ VJ あれ は、 な 

へて いは さる VJ そ。 異國間 V」 いふ は、 いにしへ 、こまう どの はなた れ來 りしよ，.^ いふ VJ も 人 

のい へり。 此 浦に 夷人す みて、 其 末 今 も あ bvj そ。 ほ VJ なう 日 かけ 山 VJ いふ 處 になり て、 

くれ 安き 冬の 日 かけの 山の はにかた ふくま、 に釉冴 也。 

杉" 尻、 桑 端、 燒 山の 麓 を 分る に 作馬臺 VJ いふ あ. 9。 枝 折 崎 VJ いふ 處の ひたん は 海、 右 はしけ 

山 なれ は、 

わけ まよ ひ 山路 行 身 も 舟人 もこ 、を か へ さのしを.^>どゃ見ん0 

長濱 VJ て、 はまち はる/ \»ビ 過て、 下 風呂の いて ゆに 大湯、 新 湯 VJ て 溫 泉 二 ある m はつれの、 

いは むらの 海岸に の そんた る あやうき 路を、 岩 つらに 袖 ふれて 行に、 おかしき 瀧のお ちくる 

にいた く ぬれた bo 

行釉 にやが て 氷 やむ す ふらん 身に 冴 か 、 る 瀧の しら 糸。 

甲 崎 は 其 かたち、 かふ VJ に 露た かふ 處 なし、 赤川ビ いふ 里 は 山河の 水 あかし 0 いにしへ 賴義 

のきみ、 ちヾ. 0 のい はやに こも， 0 七 里 谷の 鬼 射た まひ、 き. 0 ふさせ 給 ひて、 した か ひ 奉り た 

る 兵 等 か、 血 を あやなし たる 太刀 を あら ひしょ b 血 川ぐ」 いふめ る。 今 は 赤 川 VI い へ ビ、 その 

しるし、 ま そのこ ぐ 朱な， csv」 い へり、 水 ffi の 深き なかれ なれ は 也。 木 野 部 VJ いふ も 鬼の 府 

牧の冬 かれ  § 
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ビ 書し を V」 、年た かき 翁のお しへ た. 七曲ビ やらん いふ 九折 を くれ 近く 行に、 柴ぉふ もの 

to いさ VJ  くした ま へ、 日 ぐれ はてなん ビ、 さいたち て 過る こビ のね たけれ は、 

柴 人よ いさしる へ せよ くれ 行 は 月 をもビ もに 祟の かよ ひち。 

大 畑に 至る 一 釣 S 濱、 由 阪に暮 はてて く たれ は 川 あり、 舟に て 渡， 0 お ほ はたに つき、 驟な にかし か 家に 宿 

つきた bo 

十 一 曰。 圓祥山 大安 寺 l，、J いふ 山寺に まうて んビ て、 あるし の あないに まかせて 行。 田つ 

らに 立ろ かまつかの 實を、 

刈 あけし 田 面 淋しき 冬 かれに かまつかの みそ 朽殘 りけ る。 

十二 日。 義 光山 寶國寺 VJ いふ、 な も あみた ふち VJ な ふみ てらに すめる、 深 阿 上人 をビ ふらへ 

ま、 

あし 曳の 山より 高く 音信て け ふ 聞 初る 木から しの 風。 

ビ なん 聞へ 給 ひし か は 返し。 

た へ てい ま 音 こそた てね やま 高み ふき も をよ はぬ 凤 のかせ。 

大 加の 人々 一 十三 日。 雪のお もしろう ふるに、 池 田 包 幸なる やより、 

しら 雪の ふりに し 方 を VJ ひ來 ませ 軒 もた は ， に 冬枯の 宿。 


寶國寺 深 阿 


地 

鴛 
有 

リ 


か、 るうた の 返し。 

冬 か れの 宿の 木々 ビ もしら 雪の つ も る を 花 VJ い さ VJ ひ て み ん。  】 

又、 深 阿み た ふちの も，、」 よ bv」 聞へ て、  . 

まつ 人の 來ぬ もつ らしな 初雪の ふりしく 庭 をよ そに 見なして。 

VJ そ あ，：^ ける 返し 0 

君 や こんわれ ゃビ はん ビ あかす た、 め VJ 付 わ ふるけ さの はつ 雪。  一 

十四日の』 使、 月の あか、 り けれ は、  1 

ふ， 0 そふ る 雪 VJ し 見れ は 小夜 ふかき 一 重 は 月の かけに そ あ、 りけ る。 

十五 日。 雨 夜の 圓 居に 池 田 道 賢。 

いか 斗 積お も ひや 增 るらん ふる 里し の ふ 雪の や，/」 りに。 

かくなん ありけ る 返し。  -ー 

なくさめ ビ雪も 思 ひもい か 斗 身に ふりつもる うき 旅の 穴 >10 

十六 日。 未の，/」きならん、な へ ふりてょ..^雪ぃょ  、ふりまさh^たりo ある、 琴 ひく 女に か は： 

. ^て 人 のい へ. ： 

松風 を 友 V」 聞ぬ る柴の にけ ふ 音つ る 、人 そ 喜し き。  一 

教 の 冬 か れ  靈 
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ヾ J なん、 かいたる うたの 返し。 

まつ 風の しら へ を 友、、」 つねにき くた のしき 宿 をけ ふ こそ はビ へ。 

ふた、 ひ慶政 VJ いふ 人。 

世 をう し VJ おも ひし ま、 にビ ひも こん 人め かれに し 山 本の 里 0 

この かへ し をせ り。 

よ をい ビふ 身に しあらね^ 月 雪 のた よりに そ、/」 ふ 山 も V> のさぐ J  0 

又、 邦 政の いへ. -。 

たつき なき 山の 小： を ふみ 分て まれに も 人の 問 そうれ しき。 

かへ し 0 

こどの 葉の 花 をし る へ に 山 ふかくけ ふ此宿 を尋來 にけ り。 

十七 日。 雪猶 ふ.^ 來 ぬ。 

身に つみて 旅の あはれ を しら 雪のう ちけ ぬ へ くもお も ひこ そやれ。 

かくなん 包 幸 のかい おく，. r しか は 返し。 

い ビ ふかき 情 あ， 0ビ もしら 雪の ふる 鄕 遠き 旅の 宿りに。 

十 A 曰。 雪け ち 行 はかり 雨 ふ ぬ。 此ほ VJ 音 つれせ さる は、 いかにな，/」 聞へ て、 


田 
名 

部 


故 

鄉 
の 

夢 


これ やそ も吉 野の 奥に 入ぬ らん わけ こしみ ちの あ VJ しな けれ は。 

ど そ、 深 阿 上人 給 け る うたの 返し。 

あ V」 たへ てきの ふ もけ ふ も ふる 雪に へ たつ 思 やみよし のの 奧。 

十九 日。 高 喜の 翁。 

時雨 ふる 波路 を 分て 旅 衣 か 、るい ふせき 里に 來 にけ.. 

返し。 

雨に 濡れ 霜に ぬれた る 旅 衣い さ此 里の 宿に ほさ まし。 

二十 曰。 寶阈 寺に 在て、 渡 舟 いふ こ yj を 人々 VJ どもに よめる。 

うち VJ けて ぬるま も 浪の渡 もり 呼 ふ 岸 邊の聲 の を やまぬ。 

岸 遠き ほ VJ も しられて わたし も 呼 ふに こた ふる 聲仄 なる。 

廿 一 日。 あかす む 國に在 ど 見て、 あしたにな，.^ ぬれ は、 

霜 冴る 草の 枕 も ふる 里 をお も ふ はかれす 夢む す ふらし。 

父母に まみへ 奉る VJ おもへ は 夢 さめた るに、 

ち ふ 山 作の 雪 やい かならん 身に どし 月の つもる おもへ は。 

廿 二日。 鵜翦 山、 化き" ャ W に の ほら まく ほ.^ して 日 ころ 此 里に 在れ ど 、やま- 雪 ふかく 

牧の冬 かれ  髮 
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つもり、 叙の 山な いふめ る 名た 、る V」 ころの いは むら、 の ほらん こ VJ かた からん VJ ひた： 

いひ、 田 名 部より ま-つつる はま ほ なれ は、 みちひろう、 わけ やす からん ど いふ ま /-、 け ふ 其 里 

に V- こ、 ろ さして 出た つ に 深 阿 上人。 

たか 山の 名に おそれて や 降雪 も の 里 はい また 淺 きを。 

こ は、 いか、 な VJ 聞へ 給 ふに こたへ て、 

雪 ふかみ 分の ほる へ き 山の 名のお そ. りて こ 、 に 曰 を ふりに け ho  . 

此 里の を さ、 むら 林 鬼 ェ VJ いふ 人。 

雪 ふ. 0 て. 5 よ， 0. 谷に しろ けれ はい つれ 白 河の 關ゃ ， j へ なん。 

<yj ある 返し 0 

野路 山路つ もる 太 雪に た VJ ら なんい さ 白 河の 關 はい つ こ V」。 

又もな し 人、 鴛 翁螺ビ いふ もの 三、 ふるさ VJ にもて いきね な V.- いひて、 その 包紙に、 

海 川 を わたせる 人の なき VJ き は 網の.^ にもの. 0 て 行らん。 

ビ いふ 戯 うた を か いっけた るに、 かへ しぬ。 

か へ る さの つ VJ にす るかの それならて 田 子の 舟 を もさして たのまん。 

ふた 、ひごい ひて 、いつ。 西に、 い V,- ちかう 見へ たる 朝 曰 向山、 土 か 臺ど て、 ft ふたつの.：：： T 


海へ たにい やた かう して、 松 前よりの そむ 一 めに、 しるぐ 見へ たるた かねなりけ h^o さ ざ か 

ト M  、 の 麓 二日 嚯 大櫳現 どて、 た ふ V」 き 神の 祠 あ，.^。 はた 小目 名邑 VJ いふ をへ て、 冠 岩 VJ て大 

羽 色の 材木 一 なるお かしき 巖ぁ bo 又 羽 色 VJ てまきの あら 山の あ b て、 宮木 あまた 伐いた しぬ。 むかし 

この 山、 五 萬 五千兩 こかね いたして、 材木に かへ たる.、」 いふ 物. 踣 あるに て、 山の ひろさ、 たか 

さ、 おも ひ はかる へし。 そか やまの にも、 はいろ の 神 ごて、 三く さの、 かんた から を まつ. 9 

たるみ やしろ あ，. > ど 聞け ど 、雪 ふか けれ は、 えまうて 奉らす。 遠 かたに あ ふきて、 

かしこし ど 聞 こそ 渡れ 水鳥の かもの 羽 色の 神お はし V」 は。 

過 來し霜 風呂の 海に 礼 石 V」 て、 何な らん 書付て ける 石 ありて、 汐の 引し そき たる を まちて、 

まれに 見る こビ あ. -ビ 人の いひ、 血 散 S^HJ^b 鍾 g だ 15:1!^ とわな" ん なの いはやの おもしろき 

も、 みちた かひて 見 侍ら さる ビ、 人の いふ こ VJ もね たし。 里 さぐれ は、 廼胡呂 いふ ころ 

正 律河邑 一 を 出て はまち を くれは、 正津河 VJ いふ 邑に 小川 あ.^。 此 みなかみ は鶴翦 山の 湖よ..^ 出る 流 

にて、 ふるき 名 は 三 途川ビ いひて、 慈覺 大師の 作 給 ふ 優 婆の 像 ある を、 水に いさな はれて な 

かれ 出 ませる を、 其 ま、 此 村に 堂た てて あかめた bo みな はさ かまく たかさし に、 木 をなら 

へ て三尋 はかりの 橋 を わたした るか、 なか ははかた ふき 柱よ ろ ほ ひ、 くちたて る を、 からき 

こ 、ちして、 

牧の冬 かれ  m せ 


關根邑 


路に 木. ^ 並 

ベむ 


田 名 部に \」 
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つみ ふかき こ 、ろに たれ もみ つせ 河 こ ゆる は 嘸 VJ おも ひ 渡らん。 

ほビ なう 烏 澤？」 い ふ小邑 の、 そ はかけ に 見へ た.. >  け るに、 みつ よつ、 VJh- も. る：、 

なれ も 今ね ぐらに た VJ る 群から す さはな ぐ かたに 宿 や ビ はまし。 

川 代な どい ふ 村 を 右に 近う 見や. 0 て、 關根邑 に 至りぬ。 こ は、 おそ b 山の 麓に ぃビ ちかぐ、 

む 力し はこ 、より 尸 刀の ほ.^ しか VJ  、今 は 村々 しげうた ちなら ひて けれ は、 そむいて、 田名陪 

の 市路を 麓に して まう つる V」 なん。 この 行ぬ か. 0 たるみち に、 遠 さ、 いぐ はく もしら す 木 を 

しきなら へ たれば、 梯の上 を わたる かこ VJ くに わ つら ひな f:o こ は、 こ ビ國に 見ぬ 路の ふる 

まひ 也。 行人、 くにの かみのお ほん 惠を、 ひたに おも ふ へ {。  山^  一 55;!^ き.;^ 多 か 、よ" いふ 名 

邑を 過る に、 山 ふたつ ある を 越る したつ かた を霪澤 VJ いふ。 

霜の つる 澤邊 にたちて 子 をした ふ聲ゃ 雲井の よそに 聞らん 0 

この 澤の へ 近う 汐 みち 來.. ^し V」 ころな から、 今 は 遠く あせて、 鰻つ， 0 澤の 名のみ 殘 ける ビ、 

馬 ひくお、/」 このい へ， 00 女 館 ビ いふ 村 あり、 いにしへ 蝦夷の めの こ.、 J も、 たむろし たりぐ」 

いふ もの 語 あ. 栗 山 VJ いふ 村 そか ひに 見へ て、 田 名 部の 里 近 からん、 入 逢の かね ご VJ もに 

夕 時雨 吹 さそ ひぐ る 山 かせに、 雨つ 、みビ うたす. ひまに、 いたぐ 濡た hso ほビ な， つ その 里に 

つきし かば、 f 相 たれ VJ  いふ 旅 やかたに 宿つ け は、 やの 童 集て、 ほ たさし くへ てけ るかた 一 


まらに 在て、 

さすな へ に 湯 はかす 小 供 こ 、ろせ よ 時雨に ぬれし 釉ゃ ほさなん。 

廿 三日 C 川嶋恒 方の やに ビ ふら ふ。 あるし を はしめ、 尙 方、. f 島 公世の まぐ」. Q に更 た. り。 

廿 11 日。 @ 方の 云、 け ふのうら-/ \»VJ 長閑 さは、 い は ゆる 春な め hvvj て、 聞へ たる あるじの 


神無月 ひかけ に 山の 雪 VJ けて 谷の 小川の 水ゃ增 らん。 

ヾ」 よめる を 聞つ 、、おなし こどに、 

い VI はや もつ も、 りし 山の 雪 はけ ふけなん 名に お ふ 春の 長閑 さ。 

松 前へ 文通 廿 五日。 松 前の 嶋 わたりす る 舟の たよりに、 ふみた く ふ VJ て、 か いやる すゑに こめて、 

埋 火の も に 集 ひて なに くれ VJ かたら ひし 夜 を おら ひこ そやれ。 

廿 六日。 あるし 尙 方の、 何 かしの 寺に あそ ひて 作て ける しゐん に、 松 杉 肅寺晚 >、」 いふ 句 あり 

ける を 見つ ，， 

しけ.^ぁひて寺こそ見へ ね 松 杉の 梢に ひ 、く 入相の かね。 

什 七日。 きの ふけ ふの 雨晴 て、 はた 雪 VJ なれ は、 人々 も 歌よ める に椅 上雪ビ いふ こ VJ を 得 

き。 きの ふけ ふ 雪に 小 橋の 埋れ てあらぬ 方 ふむ 谷の 柴人。 
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庇 深、 さ 家並 


恐 山へ 登る 


大ぶ なの 展 


古 は 此處、 
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廿 八日。 夜く たち 行 まて 公世の 家に かたら ひて、 

歸る さは 釉さ むからん 夜 あらしの 更る もしらぬ 埋 火の もビ。  一 

廿 九日。 雪は日にそひて、けふもぃゃふ，.^てけれビ、此里 のならひごて、ひ さしひろ く 作り： 

て 軒端の み 行か ひすれ は、 市人 やすけ にあ b- く。  一 

三十日。 け ふ、 山の 湯 肩 まに ゆきて んビ て、 あげまき を あないに て 巳の 尅 はか.^ 家 を： 

出て、 里の 西より 山路 を さし、 ゆきかい 分て 行み ち は、 材木 をなら ベ て VI こ ろくに 柱 を 立 一 

て、 もの かいてし るべ VJ せ，.. -。 二股 川 をへ て 長 阪を行 は、 お ほぶな どい ひて その 木の かれた 一 

る もどに、 太 雪 ふみした きた  >  すみて 、尻尾の 崎、 大 畑の 浦 見やる に、 蝦夷 國の湯 山に 離れて 

右の 方の 遠 沖に、 しろ/^ ビ泡 のた 、よふ かこ き 山 1^ に、 見 もしらぬ たけみ ゆる を、 いか 

なる 山に て、 何ビ かい へ る 夷の 居る 島ね ならる。 あさな 夕な かめ や，. > て 、し，. > たる こ もや 一 

ビ樵 夫お ほく 來る にぐ」 へ は、 こ は 雪の か、 たれ は 見へ 侍らん。 つね は、 あ を 海原に 露見 も. 一 

なら はぬ 方に こそ あなれ 、ぐ」 て さ. ^ぬ。  一 

浪の 上に た、 よふ 泡の それならて 消み 消へ すみ 見 ゆる 遠し ま。  一 

南は签 臥の 嶽 麓よ.^ 殘 なく、 蘆 崎、 安渡の 入江に つ 、き、 野邊 地のう らく 見やられたり。 

な へ て此 あたり を さして 那 多郡ビ いひ、 上 郡 VJ もさ たかならね VJ  、いま はも はら 北 郡 田 名 


禽今肥 泥、 

害— pa— 


矢 立の 地藏 


宇 曾 利 山 湖 

鬼 石 


陪の庄 ビ いひなら はせ bo いにしへ は、 此 わた の海邊 みな 卒堵か はま にゃあ， 0 なん、 ちか 

き 世に、 つかろ ちに のみに こそい ふなら め。 いまし 世 は、 ころ^ \- にあ かた を さため 給へ 

は、 ふるき 名た  >  る處 もうつ b か は， 0-、 おかしき ふし は 誰も あか 國に あ らまく、 其 名に 似た 

る 處の露 はか b も あれ は、 こ は、 あしこ はまこ VI ならぬ、 こなた はた 、し ビ あら かひ、 草紙、、」 

もに も、 こ VJ  くに かいの せた るすち ぃビ 多... ：。 阿倍の いぐさ 起 b たる ころ、 此 みちの おぐ 

の 氣仙郡 司金爲 時、 下 毛 野 興 重 等 奧の兵 を 集めけ るに、 安倍の 富忠 VJ いふ もの を はしめ、 く 

ま. /(- にさ すら へ ある もの、 ふ、 鋩屋、 仁 土呂士 わ、 宇 曾 利の 輩、 その 勢 はせ 集て ニ千騎 にな b 

ぬ、 VJ そ、 かい 聞へ た h 'ける。 いま 金 谷 村 ある は、 かんな やならん。 仁 土 呂志は 肥 泥邑、 宇 

曾 利 は 宇 曾 利河邑 にゃあらん、 その 村々 いま もた..^ なら ひた bvj 人の いへ り。 かくて、 檢の 

みい やしけ りたて る模の あら 山の みちを わけて、 矢 立の 地藏ビ いふなる は、 杣山賤 の 斧う ち 

そめて、 そか もてる 矢 VJ いふ ものた てた るよ. 0 いひ 初し 名に て、 弓箭に た つ さはり たる こビ 

ひやみ づ 

あらし ビ なん。 冷水 VJ い へ る淸 水の かけ ひ 氷，..^、 湯阪も 雪に かくろ ひて ふかく、 から く，. 3 て 

ふみわけた VJ るく、 埋殘 したる 鶏栖 のもビ を、 雪た かけれ は 左に 出る。 昔 はこ 、まて 牛馬 

ひき かい 至れ ビ 、今 は 一 二 途川を 限け るぐ」 そ。 大 なる 湖の 汀に 出て 遠近 を 見や れは、 いふへ う 

も あらぬ おもしろさ。 さし 出た る 雪の 岡邊 風情 こビ にあれ ビ、 鬼 石， yJ やらん、 こ 、しき 厳の 
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三 途の橋 


菩提寺 一 泊 
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そ ひ へたる あた，.^ よ なかれ 出る 湯の 色 は、 山 藍 を こきな かした るか こ V」 く、 その 句 ひ、 え 

た へしの ひも あ へね は、 し はした に、 たち も、、」 、まらで、 丸木なら へたる 小 橋 を 渡らん VJ せ 

しか は、 あないの 云、 罪深 からん もの こ 、 になれ は、 此 糸な、、」 を 引かけ たる か ビぉほ へ、 

鬼 石 は、 いける、 まほの 姿して にらま ひ、 岸 邊の橄 も、 はた ひろの たつ.、」 ぐ ゑして、 おそろし 

きふる まひ をな して けれ は、 わたらん こど かたう、 か 、 る 三途の 橋よ， り、 みな 歸 り 侍る  >、」 そ。 

そのためし、 紀の たかの 山に ひ VJ し。 見た まへ、 あなる 畜生 地獄の 流、 あなく さ ビて、 釉 もて 

鼻お しふた きて V」 ぐ 過る。 湖の 高 岸の ひんかし はたかき 岡に て、 檜、 石楠花の 生 ひましり、 

雪淺 きかたに は 、つげ、 ゆづる 葉、 高 野つ、 じ Iff と 山^」；^ リ、 眞辟 葛し. けう 生 ひ 茂りた， 渚 を 

見れ は 水鳥 むれり。 

冬 かれぬ 木々 の 梢の ほかに 又 鴨の 靑 羽の 色 を こそ 見れ。 

水 海の 面に 夕日 かけろ ひて、 たかねの 雲、 はなたい ろに うすく か 、.o て、 や をら くれ 行に、 

いかて か は 巢，」 もしらん 夕まぐれ 雲ビ雪 VJ の 色 そわ かれぬ。 

け いしう つ 昔 ほのかに 聞 へ て、 み てらに なれ は、 門の ビ よ b 昔 信た る を 聞て、 まつの 火 さ 、け 

て、 た そなら んビ いふに、 しかく  VJ いらへ て 入ば 腰な、 めなる 老 ほうし、 こ の 雪 みちを わ 

けて、 能 こその ほりお はし たれ。 さそ 寒く や 侍らん。 か、 る 山寺の もてなしに は VJ て、 柱の I 


ご V」 きたき 木 をい くら もっかね、 さしくへ させて けれ は、 たも まち 火 は 高く も へ て、 冴へ 行 

小夜 中 yj もお ほへ す。 軒端の 雪 やした ビけ ぬらん、 玉 水の 音 聞へ た， 00 ほうしの、 火 近ぐ 寄 

てビ ひたに い へれ ビ、 此 火の あっさに 遠ぐ しそ きても のく ひ、 や をら ふした る ころ、 ものの 

鼬鼯 凰の 類 一 うめぐ 聲閬 へたる を、 こ は、 い かなる ものに か ビ、 しの ひやかに ひ，/」，. >  こちた る を、 枕 かみ 

に、 あるし の老 ほうし ふした るか 耳ビぐ 聞て、 いつも 冬に なれ は 鼬、 鶬 鼠の たぐ ひ、 VJ より 入 

來て鼠 追め くり ビ りく ふ。 それ にゃあらん ビ、 し はふき まし，.^ に寐 物語 あれ は 戯歌。 

夜 VJ ぐ J もに いねみ いねす みおり ゐ たち 落 る^も なき 鼯 のこ ゑ。 

ほうし、 また、 VJ はくら きに おき 出て みすき やう ありけ る に、 その あた，^ ならん、 ® の t 虔鳴 も 

を やまね は、 

法の 師 のみの b まな ふる 窓ち かく 曉 おつる むさ 、ひの tlo 

霜月 朔の 曰。 あさ v> くお き 出て 鷄頭山 を 見やり、 軒 はに 近き 湯 泉 を 汲て 手 あら ふ。 袖に 霜 

牙 へ たり 0 

いつる ゆの 末 や 氷の むす ふらん 朝 月 出 塞ぐ 霜 さやくな， 

さは か， 0 ふかき 雪な から、 みてらの ほ、、 J,o はい ビ淺 く、 溫 泉の 涌 出る あた. 0 は、 た へ て つも 

悅 山の 額 らす。 本堂に まうて て あ ふけ は、 签臥 山、 菩提寺 VJ いふ ふたつの 額 は、 もろこしの 情 侶悅山 
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圆仁、 惠心、 

圆 空の 作佛 


佛法 僧の 烏 
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の、 めて たう かいなし 給 ふに こそ。 

鳥なら て あ、/」 なき 雪の 山 ふかく 分れ はこ 、にみ ねの ふる 寺。 

出奧 よ， o、 木 を 15： て 泉 を ど る こビ遙 にめ く， 0 來て、 軒 近く VJ く/ \ -、 /」 落ぐ る をく みて、 みて 

らに はこ ふ ◦ 

はるく ビ めくる 掛樋 のた へく にな か は は 氷る 冬の 山寺。 

あまたの 御堂 殘 なう VJ さし、 ある は魘 のす たれ もてめ くり を かこ ひて、 みほ VJ け もみな 冬 籠 

し 給 ふなれ は、 ぃビ もの 淋しう。 しか は あれ ビ、 湯 ふねの わき か へ，.^ なか る 、聲、 石の あ ふ 

らのも へ 出る 音 は、 山 谷に ひ 、きわたり ぬ。 ffi 音の 御堂に まうて、 伽羅 陀山 にたく へ し 山の 

なる 御堂に 入 は、 ほう し蹭 りて か ねうちな らし、 し はか れ たる 聲 をう ち あけて、 そ も 

く此 みやま は 慈 覺圓仁 大師の ひらき 給 ひて、 本尊の 地藏 ほさ.^ を 作 給 ひ、 一 字 一 石の ほく 

ゑ經を かいて、 つかに こめ 給 ひし ビ て 今に 花り。 はた 惠 心の 佛も、 なかころ の圓穴 >1 のつ く，..' 

たる ふち、 ほさち も ある 也。 凡 越の 立山に ひ、/」 しう、 も /- みそち 六のお そろし きち こぐ あ b 

た， 0 しか ビ、 つみの かき， 0 はてて、 うか ひ ぬれ は 、今し 世 は其數 もす ぐな う、 佛の お ほ ん惠 に 

あへ bo たう ビ きこ ビは、 此 日の 本に 二のお. S ビぁ ふき 奉る 也。 佛法 僧の 鳥 は、 卯月の 八日 

の 夜 を はしめ に 葉月の もちの 夜まで、 も、 か あま， 0 を嗚 こぐ」 今にた へす、 三の 御 法 を さ へ づ 


其 
外 
處 

や 


b ぬビ 山の ぐ」 こ をい ひて、 やかて て， るた へ のきぬ のみ VJ は， をお しあけ て けれ は、 伽羅 陀せ 

ん の ほさち なり，/」 て、 くろ くす つける、 な、 さかの みかたし ろに 黑 き 麻衣 着 給 ふ か 、もす 

その やれ 行た る を、 ひビ つの ふしき ビ、 ゆ ひもて をし へ たり。 右に、 くろき ほさち の 斧 作の 

ま  >  にお まします お ほん 前 を はしめ、 大な るふみ もの を わらに て つくりて 奉れ， 00 いつの 

ころに や、 すきやう しゃ 此 山に こもり 居て、 すへ ものの 佛を 作りぬ、 こ れ 千體佛 VI て わつ か 

に 殘.^ ぬ。 硫黄の も ゆる を さして、 なまこの 地獄、 箸 塚、 修羅道、 かね ほりち こくな、/」 雪の下 

に埋れ たるに、 新地 こく  V」 いふなる は、 ほの を 高う もへ あかる 昔 は、 なる 神に ひ V」 し。 左に 

九陪 ちこく どい ふ あ-り。 こ は、 いにしへ 左 近.、」 の ビ閡へ たる か、 國 のかみ をお かし 奉らん ビ 

てこ、 におち 入 給 ふ 也、 見た まへ 長刀の ぁビ、 そか- の 蹄の あ，.」 あり。 これな ん 宇多 邑作兵 

衞 かちこく  、あやしく もい へ b 。た いない/、"、 りの 崖 も 雪 ふかし、 又 雪な き VJ きも 今 は 行 

人な しぐ」、 あない かたる。 五智 佛の 堂、 大杭 內、 小っ^ -,. ^な ひ、 屛風山 VJ て をし へ たり。 湖 

の へ た をめ くりて ほく ゑち こく、 こくらく はま、 獵師 ちこく、 塞 河原、 性ち こく、 血の 池、 は 

ちまん ち こぐ、 さかや、 猫 や 見め くりて ける 中に、 S やきち こく^ いふなる は、 石の 上に 霜の 

おきた るか，/」 おも ふ は、 こ >b 、しほの 積た る 也。 これ を 人 こ，、」 になめ て 口の 藥.、 」 せり。 小 

つるき の 山 あり。 圓 仁の 坐 禪石、 舍利濱 、經 塚、 そめものし、 こなべ やき、 みたま 石 礼 5. ィぉ妙 
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^ ^-^S^^H^, r;3< 柏 石な ビ 、雪の ふかく ふれ は 見へ す。 しらほね を納 るつ か、 そビは 

納る つか、 冷の 湯、 ふる 瀧の 湯、 やくしの 湯、 山 かけに ゆけ は 花染の 湯.、」 て、 うすき くちなし 

色に わき 出、 はた、 しん 瀧、/」 いふ 湯の ねも奧 山に め，..'，、」 か。 ゆめみ 人の かりや あまたた て 

ならへ 、か はや 、し、、」 する VJ ころも 細き なかれの うへ に 造 かけ たれ は、 こ、 かしこに、 や はい 

ヾ J 多く、 さ、 やかな からなら ひたり。 雪 ふかく、 眞 白の 山の そか ひより 雲の の ほる かこ ビ 

く、 いしの あ ふらの もへ 出る け ふり、 湯の け ふ、 りたち まし-..^、 あさ 風に ふかれたり。 

签 ふしの 麓の 出湯 わき か へ ^嶺に 煙の 立の ほるな り。 

金物 鎮 びる 一 いさか へ りてん V」 て、 きの ふの-すち をた ビ るに、 ち ぐ f - やうち こくの 匂 ひしの ひかた く、、、」 

くし そく。 此 山に 湯 あみに 至らん 人 は、 煙草の 葉 もて、 こかね、 わき さしの たく ひ、 かなもの 

はみ な 包た bo かくせされ は、 ぐち 葉の 色に こ.、」/.^ くさ ひの か 、 れは、 それ を 辟る 料に こ 

そ あらめ。 水 海の そこよ， 0 ふち-/^ ビ湯は 涌 出れ ビ、 い を もす み、 うすら ひも ゐた. .^o 鹿、 

，、熊、 痕 な、、」 山お ぐに 在らん、 うさき、 ましら は、 ちかう 出 ありくな らん、 さるけ もの 、ふみ 

したき 過た る あ 、みちく につけた， 9。 叙の 山 を 左に 近う 行に、 

其 秋の 霜 はもの か はきる はか， 9 冴る つるき の 山の 下路。 

ふした る 木の 雪拂 ひて し はしゃ すら ひ、 ぃビ大 なる、 くち 木の たてる にかいつ けた.^。 


わけの ほる, よ，.^ まつ 山の 名のお それみ ふしみ いや あふく 也。 

いつの ころな らん、 つのく にの あき 人此 山に の ほ..^ て、 たはれ うたよみた、 り。 「かま ふせて 

たかね./」 あっきみ の，.^ の 湯から だ せんじて や まひい ゆ 也 04、J いふ こ、、」 の 侍 りきな ぐ」 、 めな 

田 名 部の 市 I いかたる。 やがて 多那邊 になれ は、 け ふ は 月に 三た ひの 市ビ て、 なに くれの 物うる 子ら 多く 

つぐ」 ひ、 かれこれ V」 よは ひ 渡る 中に 三 丈 斗の 木 をお したて. これ を 市 神、、」 いふ。 此 末の 

枝に、 はたれ のつ もりた る を、 

あき 人の 手 向 どや 見ん 市姬の 神の みかき の 雪の しら ゆ ふ。 

田 名 部滯留  一 二日。 公世の 家に 圓居 したる 1^、 歌 、ひ，、」 つ ふたつ かいつけて、 あるし に 見せた， 5 ける を兑 

き， じ て 、成 章て ふ 人の も VJ より ビ ^^bo 

よしあしの 浪. 速し ら ね，、」 玉 かつら か、 る 言 の 葉 聞 も め つら 10 

よんて、 きんつ くの 館より、 あか 居ろ 旅館 まて を ぐら れ ける を 見て 返しせ りけ る を、 きん 

つ，、 の も.、 J まて かい やる 0 

おも はすよ 人の こ V, 葉の 玉 かつら か 、るかし こき ひかり みん VI は。 

三日 0 あしたより ふきし まきして、 穴 >1 はれす 慕たり。 

四日。 夕に な，.^ て 集 ふ。 「炭 竈 煙 をよ める。 
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っビ にこ， 0 夕に やきて い ビ なみの け ふ， 0 も 細き 嶽の炭 かま。 

遠衬 雪、、」 いふ こビ を、 

山 本の 梢 も 雪に 埋れ てけ ふりの みたつ 遠の 一 むら。  • 

五日。 巳の 尅 はかり、 いかつち なりて 晴 ぬ。 夕 さりつ かた 、不退 山 常 念 寺 ほなる 巖益 上人 を 

ビふ らふに、 上絃 のかけ、 い V」 高き 冬枯の 柳の 中に 鈎な の やうに 見へ たり。 

月の かけ 雪の 光に 軒 近き 柳の 糸の よる V, しもな し。 

六日。 やま も、/, I 保 列の も ビ よ. o、 

みちの くの 末の 松 山 打 こ ゆるな み./^ ならぬ 名 こそた かけれ。 

かくよ みて 贈られた る 返し。  、 

しる へ あ.^ ビ 越れ は 人 をみ ちの くの すゑの 松 山 わけし かひ V, て。 

七日。 野 寒 草。 見 增戀。 

女郎花 尾花 葛 はな 手 折に し 野原 は 霜の 盛 也け ，り0 

f の 波 力ぐ、、」 もしら し海士 のかる みるめ 斗に 增る おも ひ を。 

パ 日。 吉 田馕貞 VJ いふくす しの やぐ」 を VJ ふら ひし か は、 あるし、 ふて を、、」， 0 ご、 

旅人の，/ J ふ も 恥 かしお くの 海 夷 か窟に 近き すみか を。 


寺吉 
祥 
山 
圆 
通 


ヾ J なんあ. ^け.^。 こ は、 「奧の 海 夷 かいは やの け ふ. たにお もへ はな ひく 風 や ふくらん。」 

ビ聞 へたる ビ ころも 志 理彌ビ て、 北海の はてなる へたに 今 鬼か窟 VJ いひて へむ かし は 蝦夷の 

こも b たれ は、 かぐ はよ める。 あるし に 返し。 

いはや ビ のけ ふ，.^ はた へ てに き は へ る 里の しるへ を 尋てそ ビふ。 

九日。 木 浪マ」 いふ はまより VJb 來， 0 し VJ て、 ち/ r の 色なる いしな こ を 人の くれた ひけ るに、 

これ も 又よ む ビも赛 しさ 、れ石 よせてき なみの はまに ひろ はん リ 

十 日 0 吉祥 山 圓通寺 Istt な に ビ ふら ひ、 あるし の 冠 古上 人 VJ かたら ひて かへ る 夕く 

れ、 

この 寺の ゆ ふ へ は釉の 色な から 雪に 眞 白の 衣き さ 山。 

十一 PO あさ 河 わたる 八十の 老の、 し はした ちゃ すら ひて、 あか 悌の うつれる 見た る を 人の 

見せけ るに、 此 かたに、 

その そこに しらぬ 翁 V> 水 か 、み 老の浪 よるお のかす かた を。 

十二 日。 恒方 の 云、 過し 夕 はし めて ふら ひお はした る yj き、 かぐよ み 侍り しか VJ  、ひめお 

きつるな ビ 聞へ て、 

夜ぐ J  もに いさか たらなん まれ 人の 雪の 扉 を 叩 うれし さ。 
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ヾ J あ b ける に 返し。 

け ふこ 、に 雪の ビほそ をた 、かす はいかて かしらん ふかき 情 を。 

十三 日。 あか、 なに くれ ビ 記した る隨筆 て ふ ふみ を 見き VJ て、 秋 a 武憲 VJ いふ 人の も VJ よ り 

そこ ふかき 心の 海ビ 水く きの ふて にした かふ 人の 言の葉 0 

ヾ」 そ 聞へ た.„^けるか へし 0 

水く きの 淺き心 を い VJ ふかぐ あはれ を そふる 人の こビの は。 

十四 曰。 この nn 風 ふき 雪猶 ふるに、 爪 籠 わらぐつ ^て 雪 みちを わけん 料に つぐ b たる、 この 

ふみ もの をうる ますらお、 門 こ， VJ にたち/^ よは ふ を 人の 見て、 いて かひて む、 こ は、 き やう 

の 子の 遠き 村里よ，^ こ、 にもて 來 ける^い ふ を 聞つ /-、 

淺 からぬ 心なる らしつ か へ ますお やの ため どて つまこうる 身 は。 

十五 日。 寒^ 水鳥。 

鳩の 海 冴る 夜 ふかくき しなみ の 氷る か * の 遠 さかる 聲。 

めくらし ふみを もて あ. 0  くを參 語ぐ J いひ、 よね もら ひに ありく を 道 万ぐ J いへ hso サン ゴ ク 

ぐ」 は、 檢斷 所より 何 くれ、 yJ 公の 仰 こ VJ を、 しも さまの かたまて ふれあ.. r  く  S に て、 こ ビ くに 

には、ぁ..^き、、Jぃひ、小走なVJぃふめる。 はた、 かた ゐ、 ゑ どり の 長 を此鄕 にて は ドウ マ ンビ 


いふ 也。 

十六 曰。 菊 池 成 章の もどより ビ いふ を 見れ は、 過 こし 七日の 夜 人々 の圓 居に、 「野 寒 草 

「見 增戀 VJ い へ るふた つの 題よ みたる を 聞て、 これにな すらへ て、 

見よ や 人お くの 野 牧の冬 かれに 駒 もす さ めぬ 草の あはれ を。 

なれ は猶 思ひ增 らん 淚河 見し 水く きに こ ひ 渡ぬ る。 

ビ いふ ふたぐ さの 歌お ぐり てけ る。 これにた くへ て 返し 侍る。 

霜 は いまおぐ の 、まきのめ つらし なかれな て 茂る 言の葉く さは。 

おも ひやれ なみ たかはかぬ 旅 衣 袖の 渡に 濡 てきぬ る を。 

十七 日。 そ， 0 はしのう へ にた、 すみて 西の 河邊を 見やれ は、 かま ふしの 麓ち かう 杉の 一 む 

ら 茂りた る あ..^。 そか 中に 海祥山 慈眼 寺 VJ て ふる 寺の ぁビ ある を、 万人 堂 VJ て 庵 あ .OVJ い 

へ ビ、 人 あ， 0 けに も 見へ さめれ は、 

世をょそに杉の下ぃほたれ住て跡なく太雪ふ..^まさ る 也。 

十八 日。 薷麥 かひ もち ゐ、 うす、 みやう の ものに 小豆 いれた る を ハツ トフ どい ひ、 これ を、 

みそしるに もてく ふ。 此名 を、 セン ゾク パクぐ」 いふ をた う ひたり。 誰か、 いかに 付た るに 


占ひの^：！？！^曰 


松 前よ" 綿 

入ん 4 送ら. - 
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十九 日。 吉田晴 美の 家に 在りて、 岡 雪。 

かきたへ て 跡 こそ 見へ ね 水く きの 岡の やかたに つもる しら 雪。 

舟 中 雪。 

うなの 上の 浪も ひ，、」 つに 降雪の つも る や 浦の 小 ふねなる らん。 

寄 雪戀。 

しら 雪の しらす かほなる 人に な VJ つもる おも ひの いや 增 らん。 

はちの 木の 五葉の さ 、やかなる に、 歌よ みて あるし のい へ り。 

嫩 より い つ 葉の 松の い つまて かさ かゆぐ 宿の しるし を そしる。 

二十日。 七十 あまりの ほうし、 しら 麻の 袋 をお ひて、 聲 高う、 聞 しらぬ こぐ，, をい ひ、 ほけ. 

しき さまに 何 をく るふ や、、 J 見 おれ は、 ひさこの 水を签 にう ちゃ， o、 なにな らん V, な ふ。 此山 

ふし はいつ こに 生れて、 そこ v,l さため て 居る すみか もな う、 い か ま ほしき V！ ころに 行、 人の 

いきしに は、 たなこ 、 ろの やうに さし、 家に ぐれ は、 せに、 よね を 人の ビらせ けれ V- 、多 かひ 

けれ は 返しな ビ せりけ る、 けうの そみ かく だ 也け り。 名 を あ. 0 まさ/ よへ は、 

人 は いふ 此翁 こそ 世 中に ありま さし けれ こ V」 のうら ひ に。 

廿 一 日。 この 日 松 前の 舟來 ける。 そか、 ふな 人に たくへ て ある 人の もビ より、 そのく にの！ 


さいかな らん、 此衣 着て な VJ  、ね もころ にせう そこして、 わた あつ./. -VJ 入た る を 贈 けれ は、 

此 きぬ を 着て、 夜 更行ま  にお も ひつ、 けたり。 

ぃかはか..^冴る夜半VJもしらぬひのっくしの綿を身に重きてo 

おなし 島の 磯 やかたなる 花 子 か 、どし は 十 あまりい まひぐ J  . つ、 ふたつ にゃあらん、 その 乙女 

の 手して、 ふみかい 入た る。 

雪 ふれ は 次第に 寒くな b にけ bvj こ へ 行ても おひへ なさん な。 

ヾ J なんあ- ^ける。 歌 も を さなう 賤 しけれ VJ  、まめなる こ 、ろ さし は、 こ VJ 人の、 えまね つ へ 

う も あらされ は 返しせ bo 

うな ひ 子 か あはれ かぐなる 水く きの ふかき 情に 釉は濡 け，.^。 

廿 二日。 めの わら は あまた 集 ひて、 みちさ またけ に、 いやかた まれる 雪 をビ， 0 て 雪 なげ ど い 

ふこ ビ をして 打 あ ひたる 中 を、 ほく ゑき やうよ む 法師の かしらに さ へ 、いたく 投 かけた る さ 

ま、 うち まき かけられ たる 遍照 寺の 僧に ひビ しか， 0 なん。 これに、 子 老不少 のた めし をお も 

ひ 出て、 

たらち ね はまた 老 なくに を ビめ子 かよ そふ は 雪の かさし 也け， . 

廿 三日。 垣の ビの 柳の 南に さした る 枝 を、 ためら ひ 折 か へ る は、 此夕、 たいしの はし、 や -し 


つ 

遊 

ぶ 
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に 三 も，、」 を 奉る VJ か C なに かしのう はそく、 はたかに、 けんたい ビ いひて、 しりく へ 繩のゃ 

うなる もの を 腰 斗に 引 ま はし、 氷 ふみ わり 水に 入て こ. 0 し、 經ょ みあり き、 山 か けの 八幡に 

まうて た いまつれ， り。 くるれ は、 かなつ みうち、 ねん ふち を VJ なへ 、つ みうちて は 妙法 

蓮華 を，、」 なへ あしく。 これ をお しなへ て 寒念佛 VJ いふ、 こよ ひ を はしめ にせ bo 

廿 四日 。此 夕の 題に、 「夜 網 代 「草庵 燈。 

、 もる かたに あしろの 氷 魚の よる ふかぐ よる や 川瀬に、 み ゆる V.I もし ひ。 

更にけ b 草の 庵に 夢 もまた むす はぬ 床 や 灯火の かけ。 

廿 五日。 菊池淸 茂の、 

おろかなる 海士 たに も かる 玉藻 あら はかつ きても みんわ かのうら なみ。 

ヾ J なんよ みて、 あか も に 聞へ しか は 返し。 

いさ >.」 もに たまも やからん しる へ してよ る 波 わけよ わかの うら 人。 

廿 六日 0 冬 こもりの つれ/, -に爐 のめく b に 在て かたら ひ 居れ は、 わら は、 おなし ま V, ゐに 

灰 か いならして、 へ ん つきして あそ ふ を、 こ 、にっき b-VJ いひ、 いさ は、 えさし、 いは ゐな ヾ」 

の 郡に て 間 越 V」 いひて、 木の はし、 そぎた の や ふれ を爐の 中に 立て あそ ふ。 量、 はや 正月 こ 

よ、 おもしろう あそ ひてん VJ  、はかなう かたるに、  「  ^ 


市の ns々 


はしの. 

すリか 


春來 なは猶 しも こ 、の 宿に VI へむ つき はい VJ  、たのし かるらん。 

0  0  0  0 

廿 七日。 こどな うくれ て、 雪 はいたく ふ. 0 來 けり。 

廿 八日。 あきはま 武憲 のよ める。 

またし. j: ぬ 方に みちひぐ 心 を やた ど へても 見ん おぐ の 海山。 

この 歌の かへ し。  . . 

い VJ 淺き心 をお ぐの 海山 VJ たく へ て 人の た VJ らんもう し。 

廿 九日。 寺 まうての 人々 に、 太 雪 ふみした き、 たいらに みちけ たれ たれ V」 、け ふ、 いま はた ふ 

,0 そへ たり 0 

斯波 數朔の 日。 雪 は あしたよ.. >  ふ る に、 鳕ょ、 安渡たら よ VJ よは ひ、 菅 むしろよ、 へりな し 

よ、 つま ご、 ぞう，.^、 木の 皮の く つ、 あさ b 貝、 はまく り、 あは、 ひえ、 お ほ 百 <fa の 根、 おしか も、 

たかべ 、す  めか ひた ま へ ど、 雪お ひたる 市 女、 ますらお、 聲 VJ よむ まて あら かひ， 「 h ぬ。 

二日 。あしたな へ ふ， 5、 雪 ふ. 0 て 冴へ た b.o 「冬 夜 VJ いふ こビ を、 

明る や VJ 見へ し は 雪の 光に てい また 夜 ふかぐ さ ゆるね やの tI;o 

三日。 夕附行 ころ、 齡香山 德玄寺 § のかた はらに ある 昝愚 庵の あるし、 實元 上人 を ど ふら ふ 

ビ て ゆぐ。 橋のう へ に 童 あまた 集 b  、しも V」 の やうなる ものに また かり、 竹う まの こどくに 
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の， 0 て、 しみ 氷た る 雪の 中 を、 つぶてな ざの 行 やうに くた る。 これをはしのり、坂の，.>^ い 

ふ。 松 前の わら はの せ. 0 ける、 す b かいに おなし。 

ぅなひ子か小阪さかの..^橋の.^てか 、 るみ ゆきに 樂 しき やつむ。 

川面 水り て 四日。 橋のう へ にたちて 遠近 を 見やれ は、 河の 面 はの これる くま もな う A 重 氷の るて、 雪の 

う へ に つも，. > たる 川上より、 鴨の むれ 來る羽 一一 首 聞へ た hso 

殘 なく 永る 川瀬の 夕 まくれい つ この 浪 にか もやた つらん。 

明 和に 出土 五 Bo 德元 寺の 寂隆 上人 を VJ ふら ふに、 ふるき か 、みに、 穴み つ， まて あきたる を、 あるし、 ヾ J 

ジ 鏡 

うたして、 見た まへ 、これなん 明 和の ころ、 をた き VJ いふ やまちの 野良より、 土  る ビてほ 

いたしたり。 い VJ 大 なる 人の 頭 V- 、錢、 つるぎた ちな ビに、 この 鏡 もまし りていて た， 90 せ 

に はた 、永 樂通寳 のみに て、 こ V- せに はな かりけ，. いかなる 人 を か埋み おきた けんし 

らす、 いそき も VI のこ VI に埋 て、 今 はこれ ひビっ 寺に のこし 侍る。 かう へ は、 なへ ての 人の 

ビ もお ほへ 侍らす、 大なり 聞へ た bo 

十二 日。 この 五六 日 はかり、 こ VJ なけれ は 記さす。 あさひら け 行 ころな へ ふ.^ て、 ひる 冴へ 

た， 0  0  . 

犬 畑に 行く 十三 日。 ある 人に いさな はれて、 お ほ はたの 湊邊に 行。 あしたよ.. >空 はれて、 長閑 さ 春の 思， 


. ^働きの 女 

達 


那 古の 林 

匐 仁 石^ 塚 


ひせ， 00  山里に 來け. C.0 此邑 はおし なへ て 牛 飼の み 住て、 うし ひく を わさに 世 わたり を 

る 其 量 にゃあらん、 うし ふた つに よねつけ て、 しゃつ らしゃう なしの 牛よ ク /J こに 入な にん 

い きまき、 ふ きむ ちして お ふ 0 

あけ まき か 雪の なか 路 ゆきなやみう しゃ 世 渡る わさに ひかれて。 

女 あま；^、 いろ-/ \- 衣 を 着、 ある は 木の 皮の けらみ の.、」 いふ もの をう へ に 着て、 てっかいし 

ビて、 うさぎの か は、 きつねの か は をた ふさよ. Q かひな にさし、 木の 皮の はヾ きに 橇を ふみ、 

つ /- み ふろしき やうの ものに かしら をつ 、み、 ビ きをの を 腰に さして 山路に ゆぐ は、 さらに 

女の けちめ や はみ ゆる。 VJ し 高き 翁の つま 木お ひたる か、 こなた さまに 小阪 くた りく。 

こ， 0 つみした かき 年 木に 老の坂 こ ゆる やい VJ  、くるし かるらん。 

雪 車に ものつ みたる 男、 し はし 休ら ひ 給へ 、みちく かたら ひ 侍らむ。 あしこ は那 胡の 林ヾ J 

て、 むかし 盜人 のみす みて、 今 も かみ さ ひた， o。 あなた は圓仁 大師の 石經 つ か、 こ、 にも 侍 

れ VJ 、今 は 雪の下に ビ かた. - もて 來 るに、 時の 間に 穴 >1 くら かりて、 雪 はかき たれて ふれ.^。 

左 は 山 かけ、 右 は 海 つらの みちを 行に 、い，.」 遠くお ほ へ てた ビ るに、 くる 人 も 行 過る も、 あな 

さむ、 あな さむ ビ のみ、 ひビ. ^こちて いふ 聲 まて 寒け に、 雪 ふりて 風 さ へいた く ふけ は、 おな 

し  一 J  /- ちに、 

牧の冬 かれ  Is 


糠 

杜 
仄 
か 
に 


菅江眞 澄 集 第五  ujt 

山お ろし 雪 吹 はま 風 を やみな き 寒さ はしの へ 行す.^ の JPO 

三途 河の 優 婆 堂 を かみた まへ、 たう VJ きみ ほ^けな， 00 慈覺 大師の たまし ゐをこ め て 作た 

まへ は、 此 ひかりに おちて、 おいぬ f;f  、うちな の、 ゆめ 此邑 に入來 す、 又き つね、 たぬきに を 

かされた る ものな けん。 いて、 あない 申さん て、 村の を さに、 かきこ ひビ りて、 みちな きか 

た， V 雪し ビ，/ \ -ビ ふみした き、 平等 庵 VJ て、 な、 さかの 地藏 ちう そんに たてる 左 のぐ まに、 

たけ 二 尺 斗のう はの みかたし ろ、 いける かこ どし。 こ.れに、くろき痲の衣をかけて奉れり0 

ぁなたに大なる庵ぁ..=^、それに ぉましまししかビ、ぁはれたれは、近きころ こ の^に すへ 

奉る VJ いふ。 卒等 庵の 額 は 洞 上 大成 書ビ あり。 や をら 庵の II； に 鎖 さし、 あしす たれ 引 ま は 

して 出ぐ。 さは かり ひろき 川瀨 ひし VJ 氷に ふた かれは、 汀 はなれて、 井の こ VJ  く、 永う かち 

て 水ぐ み、 ある は ゆきか ひ をした bo 

あやう さはよ みならね ビ もみ つせ 河う すき 氷 を 度る いち. =^-0 

こ？ ゲ海邊 に 出て 行に、 いよ、 雪降來 て、 こしかた 行す ゑ も 見へ す。 なみ ビ衞 VJ の聲は 聞け 

ど 、うなのう へ は 雪に 見 も わかね W  、むか ふかた に、 むかし 蝦夷の すみた b し VJ いふめ る 糠 

杜の梢 はか..^  に 見やらる、 に、 見し かた VJ はしる へ にた ごる. 

むらち VJb なれ もつ はさ や 重-からん はら へ ど 袖に 雪の ふれれ は。 


大 
畑 
I： 

X 


ゆ ふ へ 近う 來 つきて、 田 中な にかし、 直躬 かお やな る 館に VJ まる。 小夜な かの 月お もしろ 

し。 ノ 

十四日 。あしたよ b 雨 ふる。 此夜 「爐火 似 春 VJ いふ こ VJ を、 

冬 こもり たれ も 花 まつ 埋 火の 圓居は 春の 思 也け り。 

月前戀 どい ふこ ビを、 

月見れ はもの やお も ふ VJ 人の VJ ふつ， め VJ 宿る 釉の なみた を。 

十五 nro ひ VJ り ある 女の もビに 人々 酒の みて、 かたはら にかたの ある を 見て、 このかた VJ も 

にたく へ て戀の 歌い さよみ てん。 此 女の.、 近き ころ は 男し たれ は、 1^ る は ひ V」 りの み も あら 

さ b, けれ は、 な VJ いひて 墨す， 0 て けれ は、 此人々 にか は， 0 て、 

；ズ. • おもへ VJ も 人 VJ つれな くす みかき のえ や はむ す はん 契 也け り。 

十六 曰。 中 臺院? ff.^ に 行 VJ て 人の 路 にかたる を 聞 は、 つかろ の 浦より こなたの 磯に、 なた 

め/、. 0 する 舟の、 はやち に ふかれ 浪に うちか へ されて、 ちゃう ご、 うした きどい ふ あら 磯に、， 

人、 みたり、 よたりな かれより、 しみ か 、まり ふし、 また、 いきた へ さなる や、 Sg の 山ュ. 0 出來 

て、 くひ もて 入た る にゃあらん、 ひきたる あど は、 雪のう へ に蘇枋 をな かした る やうに 血の 

なかれた bo この ころの こど VJ いふ、 おも ひやる へし 0 
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十七 日。 雨をゃみなく、ぁしたょ，.^夕にな，りて風猶吹たりo 

十八 曰。 あさ 雨 ふる、 夕に 風 ふきぬ。 「冬 鐘 どい ふこ ビを、 

入 逢の かねよ.^ 霜 はおく 山に 歸るゅ ふ への 釉ゃ 冴らん。 

田 名 部へ 十九 日。 雪の 空 はれん VJ に は あらね VJ  、月の ほのかに てれ は、 田 名 陪に歸 らん ビ て、 ひろよ 

.0 いてた つ。 ほ VJ なく 野 畔の濱 中に なれ は、 ふ、 きい や ふきに ふ い て、 遠近の 方 露見 やれ 

す。 雪のう へに ふみつけ たる 路も ふ，.^ うつ もれて、 たま，/ \- わけ 來. 0 しあ ど あれ は、 時の ま 

に 吹かく ろ ひて、 さらに 人の 通し かた も あらさ めれ は、 

行 さきに 猶 ふる 雪 や ふか からん そ， 0 たに ひかぬ おくの はま 路。 

かいし さ 三途 川の 邊に ぐれ は、 女 をき な 、かいしき. ■ き錯を 杖に すか. C  、ちか どな. C. にや 行らん たち 

ご 、ま h- て、 こ はいかに そや、 いっこに かいか れん、 この ふきし ばれに どい ふ を 見れ は、 過つ 

る ころ、 みち，/ \ ^たすけ VJ もな ひ來 し、 みつ わさした る しら かみの 女な bo 此も はらの 云、 

うざれ とリ うざね VJ.^ て 4^:!; レ行 てんより は、 きたなけ な b_yj も 1 0 ビま り^ま へ、 ゆ ふけに は、 ひえ 

の 飯に てもう さん。 なる 人なら は、 ひえに て かもした る 酒す、 めん、 又、 そばの もちや あら 

0 ん。 わ あ せ はく  VJ も、 へ がら 5^51 か へ なし I きれし きかさね て 、寒く？」 も あかし 

C  て どい ふ は、 七 府には 君 を 宿して われみ ふに ねん VJ いふ、 歌の こ、 ろ は へにひVJしか..^けれ， 


よしみ ふに 夢む す ふ VJ も 宿 からん VJ ふの 菅こ もこよ ひしき ねて。 

ひえし とざ もの はてて、 たき 火の ほ ビ りに 小夜 更る まて あれ は、 これく ひね ど て、 ひえし VJ ぎ VJ いふ 物 

, を燒 て、 おしきに 盛たり。 ものほしげ にも あらね は、 く はて かたら ふ を、 さそ、 きたなう やお 

ほし てん、 ふすま もい どうす し、 さむさ、 しの ひて V」 て、 ふさし む 0鶴 の嗚ぃ つ るに 夢 さめて、 

寒さに え ふし もっかて、 ひましら み 行 は、 ひ VJ りこち ぬ。 

ね やの のさ へ て そ 明ぬ みちの くの VJ ふの すか こもめ も あはす して。 

雪の 濱 路.^  二十日。 かち 人の 來 らん を まちて、 路 つきた に は 出 ゆけ V- いふ。 行か ひめれ は 出て、 來る村 

坂の リ  はしの かた そ は、 尾の やうなる VJ ころに、 小 VJ も あまた、 ちいさき 雪 車に のりて 坂の，.^ の わ 

さしたり 0 

うな ひ 子 かぐた る もはやし のる そりの 尾 上の 雪の い VJ たかくして。 

ひろ 野に なれ は、 山 かせ、 さ V」 吹 來て、 靑フな はらな VJ に浪 のた つどお ほ へて、 ふりつみ たる 

雪 を ふき もて あ b ぐ。 かい 分て 遠近に 人の 來か 、 る は、 磯な みわくる か VJ 見やられて、 

旅人の け ふりの 波，^. i 分る や 見へ し は 遠の ふ 、 きなりけ bo 

田 名 部歸著 ぐら^^に なりて 田名陪 にっきぬ。 
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廿 一 日。 日 てれ 60 市人 あまた 軒 もせに 入み ちて、 なに くれの ものう. 0 ありぐ に、 

ふみ わくる ちまたの 雪の 高 けれ は 軒の したみち 通 ふ 市人。 

廿ニ  Bo す、 VJb す VJ て、 うち 拂ふ門 多し。 

節分 追 銷會ー 廿 三日。 せちぶ 也。 豆 はやす 男、 炭、 松の 葉、 いはし、 ひろめな ど、 い.. T 豆に ませて 粉に 入て、 

あ VJ いふい きに、 鬼 は VJ に いひ、 う VJ い ふ 聲に、 ふく をよ は ひ、 「なにの め をう つ、 鬼の 目 を 

うつ。」 ごよ はふ は、 打挪 四方 鬼眼睛 ならん か。 御 菩薩の 池の 邊 なろ 鬼 やら ふ VJ て、 三 石 三 斗 

の 豆 をう ちし をい ふ にゃあらん。 ぐ ま-/ \- うちめ ぐり、 かん 棚、 あかた なに、 し VJ ぎ、 い. 0 豆 

そな へ 奉..^、 家 こ VJ にぬ かつく。 

廿 四日。 け ふ は 立春な， 0 けれ は、 

かすみ 初ら しへ マ 、) 

どし なみ はまた 越な くに 春の た つ 末の 松 山い かに かすまん。 


夕 くれち かぐ 、遠 かたの や ま.^ を 見や て 、 

春の け ふたつ VJ はい へ ビ嶽の 雪 かすまぬ ほ VJ ゃこビ しなる らん。 

廿 五日。 あきはま 武憲の もどに 行し か は、 か るうた あ bvj て、 森 岡の 里な りけ る 小 本尙芳 

VJ い ふ 人 うら-/ \- 見 あ，^ き、 おかしき VJ ころ/ \ ^にな か めたり ける か、 い VJ お ほう あ.^ ける 

を、 あろし、 VJ  ，フ たして 見せけ る を 見 つ 、 、 


お あ 五三 
こつな 年年 

リ はめ %m 


おも ひやる また 見ぬ 浦の 友衞 つけし す さ ひの あ をし るへ に 0 

きりが きの ビに行 あ ひて、 あな 久しぐ J も ひさし、 まつ、 こどな しょ 男女の 聲に て かた る を 

聞 は、 三年 聱 ビ，. ^てけ る はいかに。 わか 家の さんねん むこ は、 はや、 をな め もちて け. 0,0  0 

ころは、ぁっはかむねの內は、ぉこ..^ この こビ ならん 0 い つも^., \- くせち あ ける VJ い ふ。 

その 男に むす めをやる ベ けれ ビ、 女の 方の 家つ くへ きもの 、、また > ひ を さな けれ は、 さん 年 

むこ、 五 ねんむ こ て、 み VJ せ、 い つ ビせビ さため て 其 家に 行て、 あるし ビな るか 、を，、」 な ひ 

たる を まちて、 契し ビ しも 過れ は、 むすめ をむ このかた につれ 行なら ひ 也。 世に いふ、 うし 

ろみ をして か へ る 也、 三年 嫁 もこれ に ひ ビし。 妻 を あつ は いひ、 をな め は 妾 を いひ、 お 

こ.=^こは炭火をぃふビそ0 此 男女に か はりて、 たはれ うた を VJ 人 も ひたに い へれ は、 ひたん 

にかいつ く 0 

やの あつ はの よめる 0  に 

むねの 火のお こ..^ こビ なる 我 を かぐよ そに み VJ せの むこ かねのう き。 

三年む この かへ し。 

末 かけし 契 たかはし 妹 かう む をな めに 心よ しかよ ふ VJ.^O 

廿 六日。 け ふ は VJ しの 市ビ て、 岡の やうに つもりた る 雪のう へ に 小 松 さしつ か ね、 たこ、 た 

牧の冬 かれ  五八 一 1 一 


年の市 


菅 江 眞 澄 集 第五  Is 

ら 、そ ひ、 あぶらめ、 菅む にろ、 手桶、 かひげ？^。 I な V>、VJ し 越の やう； Q の 具ビも うりか ふなか 

に、 八十の 翁、 さ 、やかの 松に 雪の ふ..^ か 、.=>たるを、ふりかさしぁ..^く0 

しら 雪の かしらに つ も る老も 出て VJ しの 市 て さはく い、/」 なさ。 

槔ゃリ 遊び 廿 七日。 わら はへ 、たか杖をかた雪の上に投ゃ，.^けれは、その行こマ」のごさ、矢なビ のゃぅ 

に はる^,. -、 ヒな、 り 行、 これ を 棒 やり VJ て、 ひね もす して、 誰 まけて、 われ かちて VJ めら かひ？^ 

廿 八日 0 歳暮の こ /- ろ を、 

ひき かへ すため しも あらて 年 くれぬ あた 、ら眞 弓 春ち かき まて。 

地 糞 頻り也 うまの 貝 ふぐ ころ、 や もた ふる はか b 、な へ ふり 出て けれ は、 あ. 0 ビ ある 人み な、 くつ も ふま 

萬 歳樂く て 高 雪のう へ にに けの ほ， o、 聲 VJ よむ まて 「まん さ いらぐ-/ \- - のみ VJ な ふに、 舟な VJ の浪に 

た ゆた ふか こ，、 J  く 軒.^ た ふき、 ひし ノ\ビ 鳴う こき、 雪もう こもちて やみ ぬ。 こ、 らの 人い 

きつき もめへ す、 又な へ して、 ひね もす、 よ ひ V> 夜 ふ， りた. 00 いかな らん ビか。 

廿九 曰。 け ふ も を やみな う、 なへ ク /J き-/ \-頻 たり。 人の こ 、ろ さらにお ちゐ す、 た 、、にけ 

やう ゐの みそした，.^ ける。  、 

三十日。 わた く？ - 大なビ いふ わさ も あらて、 た、、 こよみの はかせに まかせた h  。此 日、 三部 „ 


の田子村の長蛇沼惣左衞門、相米彌左衞門の家ょ.^粟機のもち、鬼の 醬 、裏白の 維子 ビ、、 

き、 ゝ すの 足のう らまし ろなる を 奉りて、 正月の 朔 のま さなこ ビ にめ して、 市路に 人つ か はし 

て、 にご b 酒 かひ もて、 國 のかみ の あるし 給 ひての ち、 物 はしめ には此 二人の 長 かかへ さに、 

御 傳馬御 切手 どい ふ もの かい 給 ふか、 ふて どれる の はしめ 也 ごか。 此長か 遠つ おや、 軍 起し 

ころに や、 此 かみの 遠つ みお や、 いまた のい なき もな うい は みし 給 ひし VJ き、 そ の 三く さの 

に へ舉. ^しか、 こ VJ の はしめ どい ひった ふる。 夕 近く、 雪の 中に： S す..^、久波、か いしき も 

て、 山な す 雪 を かいならし 門松 立る ほ V」 、な へ ふ b て くれ 行 は、 みたまに 飯 奉る ころ 養 VJ に 

出て、 門々 の 雪のう へ に、 の 皮に 火 ビ もし 出て、 まつ VJ し、 又た きぬ。 これをさ ぃVJ..^かば 

ビ いふ は柴燈 にゃあらん、 幸 にゃあらん。 
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於 久能宇 良/^ 


ヤ 


ぜ' ' ― - ゲ— 、で 1^ 


寬政五 年？^ の 夏、 う つきの はし め、 み ちのお ぐ龃 のみな よ b 牛 1 の 4e に 渡 

、脇 野澤 越の 山路 を わけて 田 鍋の あかた に歸 去 年 見し 宇 曾 利 山に ふた 

、ひの ほ， o、 水無月つ こも， 0 の RI 

かいどめ て、 

おなしく 奧 のうら /\  VJ 

名つ けた.， >o 


四月 一 日 

下 北 中島 左 

井 .，ゅ 出て 


さける、 さかさる 花の やま に 見 ゆる は、 春た に、 いまたい たらぬ VJ おも ふ へ かめる に、 け 

ふ は 宇 郡 支の 朔 にな. ^ぬれ，.」、 みちの おくのなら ひ^て、 いま はた 釉も いや 塞ぐ、 北の 浦風 

身に たへ かたう、 衣ぬ きか ふる V」 は あらね VJ、VJ しこ VJ に いひなら はせ るた めし なれ は、 

夏 はけさき ならし 衣 かふる V」 も 又 花の香 や 袖に VJ めなん。 

牛 瀧の 礒を見 てん、 浦 山の さくら も 見 なん^て、 犀の みな ビ へ を 西に 小舟に の..^ て、 辦财天 

のお ましの 島 を こき さぐる に、 大魚島 VJ- し 遠ぐ 見へ た，.^。 

, 沖津 しま 霞の 衣ぬ きかへ てなみの しらきぬ か、 る凉 しさ。 

めお の 矢 越 やまの 麓 を こき 行に、 わた.^ 嶋の矢 越ね も^に 見やる かたは、 しほに くも...' てく 

ら きに、 鈞 するな らん、 こ /-ら の 小舟た 、よへ り。 

夷人の はなつ 矢 こしの 山ち かく わけてな みるる 海士 のつ り ふね。 

かんか W のうら ビふ、 みやし ろの したつ かたは、 大 なる いはや ど，.」 か。 いそや VJ いふ やかた 

於 久 能. 宇 冥く  S 
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福 浦 山の 櫻 一 あなる 邊 をめ くりて、 あな まどい ふに あま 鳥 むれり。 長 後、 長 はま をへ て 福 浦 山に 入道 石ヾ J 

て、 みね 越に さし 出た る あた，.^ は、 な へて うす 紅の 櫻 盛なる は、 むら 消 ゆる 雪に 夕日の てれ 

るか こ VJ し 0 

さぐら^ 山の した 風 ふく 浦の あまの たも どやい かにに ほ はん。 

た 、此山 かけに、 こき 離れん こどのう けくて、 

いまし はし 椅 VJ.O なをせ 舟 寄て いそ 山 さくら 盛 を や 見む。 

ふねの VJ きこ VJ のね たぐ、 かへ ，0 見 かちに、 なかめ 捨 かたくて、 

なみ 遠く 濱 風の ふく うら 山に さそ はぬ 雲 や さくらな るらん。 

つ. 0 する 舟 近く 行に、 さか つき VJ れ るふな こら、 なによ けん て、 あは ひ、 いけな からぐ ふめ 

る。 又、 ながら VJ いふ 黑 きい をつ、 りて 舟に みちく たり。 

あま 衣 か へ てけふょ..^夏なから花の香さそふぅら風そふくo 

佛が字 多 ほ V」 け かう だ VJ いふ 磯邊の 石 ども は、 たかうな のなら ひ 生た るか こ VJ ぐ、 ェな VJ のけつ， 0 出 

せる やうに、 これらの 岩の、 けに ゃ佛に 似たり けれ。 極樂 はま VJ いふ あ，.^。 いさこな ビは、 

しら 雪 をし きたらん に ひ VJ しく、 世に たぐ ひなう 見 VJ ころお ほき 岸邊 なから、 やまく の 花 

さけれ は、 これに 心う かれて、 そこ VJ め も VJ  、まらす。 あらきし ほせの 灘 分れ VJ  、ゑ ひたる 
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天蓋 石  こ 、ち もお ほ へす、 うした きの やかたち か/、 なりて、 てんが い 石 V」 いふ は、 衣笠に、 むかし は 

似た b ける を、 石く たけて、 いま は 蛙の かさな，.^ をる かこ どなれ は、 か はつ 石 どもい ひてん 

牛 瀧 上陸 か。 うし 穴 VJ いふ 洞 あ，.^、 うし 石 VJ いふか 礒に ふした.. ^0 舟より お..^ て、 浦の を さ 坂 井 何 か 

し みう VJ にゃあらん、 間 ひろぐ、 家き よらに 作りな したる に，/」 まる。 此 やに、 左 井の みな 

VJ へなる くす し 三上溫 VJ い へ る 人 あれ は、 うちもの かたら ひ 居る に 雨 ふ.^ いて、 浪風 しきり 

たり 0  . 

花の 色の. あす はう つらん 機の 波よ るの 一 li 曰きぐ 雨 そ もの うき。 

二日。 晴た.=^o たちなら ふや は 高き 山の 麓 なれ は、 ふ b あ ふきて、 あさゆ ふの 窓に 花 を や 見 

る もんな VJ おも ひ やられた るに、 おきな ひたる 男、 花 あるかた を 見や..^ た 、すむ に、 

浦人の あ ふぐ 軒 はの 山 さぐらい ま はた 雪の 殘る V」 や 見ん。 

眞如 庵の 櫻 近き 邊 見ん VJ て 神明の みやし ろに まうて、 辨財 天の 祠に まうて 眞如 庵？」 い ふに 入ぬ。 元祿 

のむ かし は 祥雲院 VJ いひし VJ か、 み ほVJけをはしめ淸らかにたて..^o みきりの 櫻^なる か、 

き. の 中に 見へ た.^。 

明らけ くす ます  >ひ の 月見ても さは や はてん 花の しら 雲。 

. 此山 かけに 瀧 あ.. > 、いそに 牛 石 あれ は、 V」 ころの 名に せ ..^VJ なん。 
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ひき かへ すうしの 名に お ふ 瀧つな みかけて にこらぬ 世の ためし VJ て。 

三日。 あしたより くもる。 磯邊に 出て 、うし 穴の あた を 行め く b 遠方 を 見れ は、 かきり な 

きうな のう へ、 ひの も VJ の 北、 みちの くの はて、 つかろ ちの 烏鐵 よ，^ は ひんかし、 尻 箭の椅 よ 

,.^は西に中..^て、そのふた っのなかに扇のこマ」ぐさし出たる泊にて、人しらす世の中のビな 

るお も ひすれ VJ  、ふ， 0 こどから は、 あかた の 人に こ VJ ならす。 わきて 水き よく、 家居 は、 あか 

たよ. 0 もき よけ にす みなし、 うまう し を か はされ は、 やの 前し， りに、 露 斗 のち h- もゐさ b け 

bo むか ふ 海面 は 奸數雞 都 fl.^ の 山い V」 近く 見やり、 其沖邊 につ b する 舟 あれ は、 

榜 舟の 行か ひ 近くみ.^ のく のちし まの 蝦夷に こど VJ ひやせん。 

猶そのかたを見っ 、、ぉもひっ 、けた，.^o 

見る人も浪の千里の外にすむ夷の嶋邊も花ゃt^らん。 

軒 はの 山に 聞へ たる は、 つ つ 鳥 にゃあらん VJ おも ふに、 みねに 嗚は、 ビビ 鳥、 麓に 聲 したる は 

て ふま 鳥 VJ 童の いふに、 

さらぬ たに ちれ は そい ごビ 行 や らてふ ま > くも おし 花の しら 雪。 

0  0  0  0  0 

夜く たち 行 ころ、 わら はな VJ の、 はかなう 吹す さむ 笛の やうに 間へ たる は、 何な らん VJVJ へ 

は、 火 ft にや： f& らん か。 ひ VJ,o に はこ VJ なるやう に 侍れ VJ  、ほかに まきる /-ft も あらし かし， 


夜 VJ  VJ もに さか しき 山 を 吹 笛の 聲 ビ しきけ は 鳥 そ 鳴な る 0 

極樂濱  四日。 よき あさな き なれ は 浦：^ 見なん VJ 、近き 邊 まて 小舟 を 3W- のみこ かせて、 汐も なみ もこ 

、ろに かな ひ 長 間 やかに て、 棹の V」 くさす もね たく、 佛か 宇多て ふ處を 過て 極樂 はま どい ふ 

につけて、 し はし ビ てお. 0 ぬ。 磯の 沙は、 しらけの よねに た VJ へつ へ う、 はた、 雪 霜 を ふむ こ 

、ちして、 しら 洲の 上に、 ゆ ひもて 戯 うたかい つくる。 

こぐらく の はまの まさこし ふむ 人の 終に 佛 かうた かひ もな し。 

福 浦に て や をら こき はなれて  一 g 浦に つけて、 山路 も 分 見 まほし く、 舟の 中に いさな ひつる 三上溫 にわ 

絲 梅苔の 產 一 かれて 磯 やかたに 休ら ひ 居れ は、 やの 女、 これた う ひて VJ て、 細く い VJ 畏く、 ふた さか、 みさ 

かの 紫 菜 を、 おしきの 上に いさ、 かの せて 出せ.^。 これなん、 冬に な b てい VJ 寒く 海の あれ 

行 ころ、 腰に 長き 綱 を つけて 、今 ひ ビ b は 高 岸 にの ほり、 岩に か りたる を、 そこ こ、 VJ  VJ ら 

しむ。 あらし ほのから きめ、 いはん かたなし VJ かた" ぬ。 この 名 を S 海苔、 又蔓海 莓ビ もい 

ふ どなん。 万葉集の うたに、 「海 若の 奧に 生た る 繩乘の 名. は そ ものら し戀 はしぬ，， J も。」 

「わ だつ みのおき つな はの りぐ る，.」 き VJ 錄 かまつ らん 月 は べにつ 、。 IVJ よみ 聞へ しも、 此こ 

ヾ J にや 、いか、。 繩苔 VJ もい ふ へ きもの か。 しか は あれ VJ  、こど 處に は、 ゆめ、 あらさなる も 

於 久能宇 く  .  i 
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のにて、 こ 、にも まれ，/ \- に 摘て けるな >/」 かたるに、 石 管自折 もた る 童、 こ の 宿の 門に 立て 

S 花 を 口に ふ 、みて、 た 、吹に ふき、 ある はくら ふ。 こ は、 いっこに vjyj へ は、 あの やまかけ 

に 多ぐ たる を VJ  、手 さし をし へた，. >o かつらの bvj いふ こ VJ を、 うちた はれ 折 句 歌に、 

かけた かくつ 、し しふらん 山 をのき はに 近き Q ん せん ビ 見ん。 

大黃裼の坂な、ヒ ぃふ、さかしのみねをぉ..^のほ.9て行に、櫻こ ， かしこに た b ける 梢の、 


. 鍵 
m 

祈 


濱 


風 は あらてう ちそよ く あ h,,o いか にゃあらん 見る に、 まみて ふけ もの 、、木の うれに の ほ 

^たるに こそ 0 

花の さくつ 、ら やまみち わけ 捨て 出 こし あ VJ にか、 る しら 雷。 

0  0 

逮 近に 花 はさけ..」 雲 ふかぐ 埋て、 えしら さり けれ は、 

まか ひに しみね は S の 色な からま こビの 雲に かくろ ふそうき。 

長濱 VJ いふ を 行な やむ に、 まりこ VJ いふ 貝 多き を 見て 休ら ふ。 

うなの そこに 誰か あけけ むま. 9 こか ひ 礒邊に 高く 浪の 音して。 

長 後の やかたに 至る に、 岩の かけや ふれた る こ..」 き 石に、 わらくつ さし 通す 斗 あゆみ こうし 

て、 その ビ ころに なりぬ。 あな ま を へて、 いそや 村 を 行て、 箭 越の こなたに 雌 矢 越 石、 雄箭越 

石 VJ て、 その 高さ 百尋 ならん かたて る巖 あり。 ちいさき ほくら いふた つ ある は、 ほんた の 

神、 や ふね ど よ うけ ひめ を 祭る VJ いふ。 二の 鳥 15 に、 木の 枝 を かき どしうち かけた る は、 け 

さう する ねか ひなり^い ふ。 され は摩掛 VJ いひ 又鍵懸 VJ も かくに や。 矢 こしの 礒 やかたの 

高き かきね こ VJ に、 あし 長き 艄魚を ほした るか、 藤の たるに 似た b けれ は 行く 戯歌。 

めつ らしな たこの ふち 浪夏 かけて る 矢 越の むらさきの いろ。 

左 井に な， 0 て、 しなた の やにつ ぐ。 
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法 性 寺の 櫻 、 五日。 雨 ひね もす ふれ は、 夕つ かたの 晴間、 松 齢 山 法 性. ^.7 の 櫻 見に 至て、 

暌 はちるなら ひ あり ビも此 寺の 花に は ゆ つれ 松の よは ひ を 0 

夜邊 になり てく るに、 大 なる 蛙、 小石の ある やうに 出て 路を ふたけ は、 ふみした かれて 死 事 - 

數を しらす 0 うるさく、 世に こビ なるみち 也。  一 

资信 寺の 藤 六日。 日 は ほのかに てれり。 龜 井山 發信 寺に 珠阿 上人の 在け るをビ ふら ひ 行 は、 砌の 池の 一 

邊に 藤の 咬たり。  一 

万世 を ふ へき かめ 井の 水淸 くな ひき そ 渡る 花の 藤な み。  • 

ちかき 隣に、 大法 山 淨信寺 いふ y> なん うちあ はれた る 寺に、 妙法 ビ かいたる 佛の 具な V」 花 一 

そのに くち まろ ひ、 さくら、 山な しの 盛なる に、 李花の 風に ふかる 、か あはれ なれ は、 

匂 ふす も，^ は 雪 VJ ふる 寺の あれし 軒端に やま 風 そふく。 

杣木 V,.- 流す きの ふの 雨に 水かさ まされ は、 山河に 秈木 なかして 海の 面に ちりな かれた、 よふ を、 小舟め 一 

またのり 出て、 これ をビ りて 曳 てん.、」 浪の まに，/ \-もビ め ありく さま、 画な ビ 見し にこ V- な 

らす 0 

行 春の なかれて ビ まるみな ビ邊 ゃ杣木 もな みの 花 にけ り。 

おご 歌 ふ ひきぐ JtQ なら ひ、 うた ひ、 つ、 みう つや あり。 浦の 多 古 て、 くぐつ、 うかれめ のた くひ， 一 


也 o かく、 よん こ にうた ふなれ は、 

うかれた るみ ほの 松風 吹す さ ひた この 浦な みよる くの 聲。 

ぐ」、 珠流 河の な V」 ころに たくへ ていへ は、 聞 人 、お，/」 かひ を はなちた bo  , 

七日 。夜邊 より 雨 ひね もす ふれり。 

郭公 ふ， 0 出て なけ まつお も ひ を やまぬ あめの 夕 くれの そら。  . 

しころ、 ゆく， 0 なう 、溢 田 かも ビ にあ， 0 て珠阿 上人に ふた /1 ひまみ へしむ しろ に、 上人 あ 


h. つ る 句に、 こよ ひい ひっきた る をのす。 

幸に け ふお も はす 友に あふひ かな  珠 阿 

专 つけて きく やま ほビ， きす  秀 雄 

いさな ひて ゆか はや 里の 見 ゆるまて  秀 

眞 帆に いさみ を もっかち の 音  阿 

島 松の梢 ほのかに 出る 月  秀 

あし ふく 軒に ころもう つなり  秀 

八日。 長 福 寺に 圓 居して 珠阿 彌陀佛 のい はく、  • 

佛 の身灌 くしつ くやの， 0 の 海 
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卯の花 山の し ら む あ け ほ の  秀 雄 

名香の 薰る 毫 に ま ビ ，Q して  秀. 

聞 鈴む しのこ ゑ も 殊勝ぬ  阿 

出る よ， 0 月の 照 そふ 高樓に  可 

薄に 殘る むらさめの つゆ  秀 


け ふ は、 此浦山 に お ましの ある、 やくし ふちに の ほり まう つる ビ て、 手每 に、 さ、 えに、 にこ 

れる酒 を もちて、 これ をみ きに 奉りぬ。 こ 、に 夕ち かくの ほれ は、 石の ほ、/」 け 三た て， 0 ける 

に、 つ 、し、 さくら、 やま ふき、 すみれな ピ の手问 せり。 やま/ \ ^のさく ら^み ちた る は 雪 か 

雲 かビ、 わか 葉の 梢に おしへ たてられ たる、 猶 おかし。 

け ふこ、 にわけ す は それ ビ しら 雲の か  > る稷を よそに 見なさん。 

鳥の 一 聲は、 それ か あらぬ かな、/. I 人の いへ ビ、 

ほビ VJ きす またん おも ひも 夏山の 花の しら 雲 か /- るた のし さ。 

雨の ふ，.^ 出れ ビ、 みの あらね は、 まうて たる 人の 布の つ、 み を か， 0 もて、 あまつ /'みに して、 

や をら 晴 たれ はか へ しゃる。  - 

雨し のく みのし ろ 衣 ほす ひま ゃ釉 につ、 みて かへ す 花の香。 


愛 { 石山 機 


郭公.^ 待ち 


をた きて ふ 山に、 さくら、 いたぐ^ たる を 見や，.^ つ 、くた る。 谷 かけに 鶯の嗚 た bo 

むら 雲の VJ つる VJ 見れ は 谷の の 櫻に こもる S の聲。 

九日。 風 はやう 吹て、 海のう へく も..^ て 寒し。 田 鍋の あかた なる 菊 池 成 章、 こた ひ、 お ほや 

けの こ VJ にたつ さ はりて 磯の 浦 山 わけめ く りて、 け ふ の 夕 つかた、 此み な ビ に、 き や VJ れ る 

ヾ」 . き/^ て、 

郭公い つ この 山に 聞つ ゃビ 初音より まつ 人 を こそ まて。 

十日。 っビ めて、 な. 0 あきらの もビ よ. 0 文來 ける を 見れ は、 ビ みに、 あかた の 君に いさな は 

れて 行な ビ、 こ^ってに いひて、 きの ふ の 返し あ，^。  ， 

時鳥 あ，.^ ビ はきけ VJ かたら はんい VI まもな つ の 葉 山し け やま。 

この 夜邊、 雨の わ， 0 なう ふ. 0 てけ るに、 

はつ 聲 はつれな きもの VJ ほ，/」 ビ きす またて 日 を ふる 雨の 夜そう き。 

雨の 音 も を やみ たれ は、 か /'る はれまな，/」 おも ひめく らして、 さらにい ね も つかて、 かけろ 

ビ鷄の 鳴、 はた、 聲 たかう 行 もの あり。 何なら んビ聞 は、 水 礼て ふ 鳥の 鳴た る つれな さに、 

數 ならぬ 身 を もお も は 、ほ VJ  きすよ その か へさの 一 聲 はなけ。 

ビて、 ふす か，/」 すれ は、 しの 、 め 近う 一 一 聲三こ ゑな のりた る を、 ゆく..^ なき はつ 音 なれ は、 そ 
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れか あらぬ かぐ」 た VJb て、  」 

鳴ぬ 夜 を まちなら ひ つ 、時鳥 心つ から やまよ ふ ひ VJ 聲。 •  一 

ふした る やの 空 さらす、 百 千 返嗚こ VJ のうれ しう、 あたなる こ ビの葉 もま こビ しあれ は、 あ I 

めに も 通 ふならん VJ  、和歌の かんた ちに ぬ さたい まつる。  一 

十 一 日。 浦のをさ若山かもマ」ょ，.^、松のたてるもビに琴たっさ へ て 瀧 見た るかた に、 歌よ み- 

く は  へ て、/」 て、 もて 來け るに、  ； 

松風の 昔 も凉し くこ どの をに 瀧の しら 糸む す ひそ ふらし。 

はた 寒 山 拾得の 画に、  一 

つもる ビも はら ひな 捨 そちる 花の 雪 を ふみ 見る 窓の 光に。  一 

淸水 寺のう はそく 自性院 の やに ビ ふらへ は、 あるし、 われ ふるき もの もて， 0  VJ て、 からう つ 一 

の ふたお しあけ て、 後西 院の 四の 皇子 春 曰 忍 照宮の 御手に て、 箭根 八幡の 額 あり。 「僞 にな 

.o、、J して こそな， 0 なまし おも は 、 おもへ VJ にも かくに も 0」 の 色紙 かた、 兆專 司の、 よに 出 給 一 

ふきの やま 人、 一 休ト； 人の 諸惡荬 作修善 奉行、 菅 大臣の 御 筆に 「霞めへ す猶 ふる 雪に 穴 

ちて 春 もの ふかきう つみ 火の も ビ。」 此 くにの かみ 源 重 信の 「又も 世に 似る もの や ある * 一 

夜の 花より くもる 月のに ほひに o」 ビ かいなし 給 ふに、 智海 大.、 J この ゑ かける 不動 尊、 いは ゆ 一 


材木 石の 利 

用  1  


田 细の女 逢 


る 十万 鉢の うちならん か、 八十 あまりの ビ しにて かく，、」 あ.^。 四句梵 形の めて たさ、 老のほ 

け/ \ 'しきす さみ，、」 もお ほ へ す 0 これなん もてる やに は、 ゆ め、 火の あやまち あらし かし 0 

さる ゆへ にや、 明應 のむ かしょり、 あへ てこ ビ なけん VJ よろこ ひて、 みな、 もビ のこ ビ に，, J,o 

を さめた. 00 

行末の 惠 そしる き此寺 もさす かに 淸き 水く きの ぁビ。 

十二 日。 郭公聞はゃ，、」、近きぁた，.^のかたそは、山かけをめくるに、このぁた，9、材木石の礒 

輪に い V> 多 けれ は、 ビり はこ ひて 花 その へ たて、 やの 上に あけて そき た に お き、 ある はう 

ちお、 り、 みし かき をつ みて 寺の つ ゐひ ちな、、 J 作， o、 又はお したて、 よ き 木な、、」 を わりた るか 

こビ に、 七 尺八 尺 ある を それ，/ \ にっか ひたる かよく 見やられ、 柴垣 ゆ ひめく らした るな か 

に、 女 VJ も あまた、 しら 布の 前 たれに こし を ま，、」 ひ、 つ 、みに かしらお ほひ、 はち 卷し、 ちい 

さきく わして、 つちか いなし 豆まき わたし、 山 かけの 小 田 か いならせ b.o 

いかに 叉 四手の 田 長 はなつ 山の しけき を そふる わさの ぃビ なさ。 

十三 日。 夜邊 よ，. > 雨 ふる。 午の ビき はかり、 時鳥の、 家の 邊を近 つきあ またた ひなけ は、 

雨に けふ翅 やぬ れん ほビビ きすし はし 軒 はに 宿りても なけ。 

十四日。 申 はか.^、 なへ ふ. 0 ぬ。 夕く れっかた 山賤 の、 躑躅、 蕨 折 もて かへ る を 見やりて、 
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ト：. 夏山に ましる つ 、しの 下 わら ひ 折 そへ て 家路 か へ る柴 人。  一 

待 郭公 ビ いふ こ，/」 を、 

はつ 聲は人 もまつ らんい ビ まあら はこ 、にかたら へ 山 ほ、、」 ビ きす。  ； 

時鳥 つれな きもの ビ初聲 を 人の 心に 里 やわく らん。  一 

十五 日。 淸水 寺よりか りて 見た る 万 治驛寛 文に 胁の 和歌の 冊子 を、 け ふなん、 そのう は 一 

，てく に 返し やる VJ て、  .ー 

かしこしない まも その 世 を 水く きに みかける 玉の こ ゑをビ V」 めて。 

十六 日。 ふた、 ひ 牛 瀧の 浦 をめ くり、 田 鍋に、 うらく つた ひ 見つ 、JS てん、、」 て、 しほの ひる 

ま はか. 5 出た つ。 礒邊の 小舟 をた のみて、 ごんべ 島に 渡り、 へ ん てん を拜み 奉る。 むかし こ、 

の ほ 、、」 まて 入江 にて、， Er 鳥のお ほくす みて 白鳥 島 ビ いひし ビ なん。 近き 世に、 かもめの 多 j 

くむれ り。 かもめ を かこめ ご いひ あやまち、 かもし を はふき、 ごめ  >、」 、わた， 0 島な"、」 にても 

はらい ふ を、 此 うら 人の な へて、 こんべ ビ、 はねい ふめる もめ やしきに、 僧侶な，、」 やした，^ け 

ん、 辨財 天の 梁に ® 部 嶋，、 」 かいなし たる も 又 あやし。 やかて 糠 森 f2g|$;fl お ^1  。の邊 よ i 

,.>ぉ..^て、箭越の大5石のこなたにましませる、かんかけのみゃしろの鳥井に櫻を こ きて、大 

朶 のかき をう ちかけ たるに、  一 


二、 
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後 泊り 


こ /-ろせょ花のしらゅふ神かけてょしゃぅけひくためしぁ..^VJもo 

此細路 のさ かしき ころ をお..^ の ほる ぐるし み、 け にゃあらん、 牛の 蹄の あ は、 岩のう へ 

にく ほみ 入た，. ^0 みち 行 友、 し はしく  VJ 休ら ひや すら ひ 行に、 うちむ かふ かたは 松 前の 

島、 消へ 殘る 雪の やま^. \ ^、夷 かちし まの たけ/ \ つらな，.^、 夷山、 うち 浦 かたけ、 たう へ ち 

のまろ やまな ビ、 わけ 見し ぐ」  一 J ろ-/ \- は そ - J  V> しられ、 つかろ のい はきね の 、磯山 こしに 見 

やられた る は、 淸見 かたに、 やよひの 不二の そみ たらん にひビ しく、 あきたら す 見つ 、坂の 

ほり、 磯 やの 浦 近う 見れ は、 松 前の ひんかし 沖邊の あた，.^ ならん、 いかめし きゃある は、 函な 

？ J 見た らん かこ VJ ぐお ほ へ 、おきなに や、 嚴氣 たつに や ビ 見る かう ちに、 ひ かさの かたちに 

ぐ ゑし、 や をら、 まほの すかた したる は、 その 沖の 大嶋 のく ゑす るに こそ あなれ，/」 て、 け はし 

き 坂に か 、..^瀧のなかる 、邊 にあ ふけ は、 しら 雲の か ， るた かねに、 火の も ゆか どお ほ へ て、 

いはつ、 し の^は、 

つ、 しさくた かねの 雲のう つろ ひて 照す 夕日の い VJ  VJ 色 こき。 

長 後の 浦に VJ ま， りて、 夕 さ..^ のか れゐた うへ て 日 はくれ たるに、 時鳥の なく を、 いさ 間 てん 

ヾ」 どに いつれ は、 あまの めなら んか老 たろ 聲 して、 三人 斗、 「君 をお もへ V」 穴モは V5」 きす o」 

ビ うた ふに、 月 はう すぐ 暴て、 た へて、 ふた 、ひ嗚 もやら ね は、 
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月し はし つれな き 君 をお も へ ビも空 子規い つち 行らん。 

た へ まつ もて 渡る 邊を、 こしき 石 VJ て 立 岩の あれ は、 

雲の ゐる 山路 こしきて あす もまた あく へ きみね やい/、 へなる らん。 

, J  /-ら の 小舟 こき 出て、 す るめ いか VJ いふ もの をつ る ごい ふ 火 かけ、 波 をて らして た、 よへ 

bo 

露した ふ 草葉の 螢ゐ るかけ ビ 見へ て 灕に集 ふい さ，. > ひ。 

十七 日。 あさな きの、 うなのお もしろ さに、 ちかき さか ひ を 見め くり 舊 に お たちて、 

ヾ」 ころく { 仝 行-中.： ムの かけおちて 浪に あや ある 浦の 朝な き。 

，おのまに 雨の ふ b こんやう に、 遠澳 のかた に S いやた ちぬれ は、 いか 、^おも ふに やかて ふ 

^出て、 山 坂の みち、 け ふ はこ へ てんこ，^」 もお ほつ かなし。 yj  VJ まりて あれ VJ  、あるし、 せち 

にい へれ は、 それにつ きてん どてた めら ふうちに、 はれ たれ は、 いてた ちて、 欽の鋪 穴な V」 た 

つね も VJ むれ は、 朱なる 水な かれて 血 を そ、 く かこ VJ し。 入道 石の ほ -、」 りに は、 出湯 わく か 

たのぁ，.^なVJ人のをしへ た， 00 長； S になれ は、 いはった ひのみち の、 あゆみ/、 るし める に ま 

よはん V」 て、 行 へ きすち の ビ ころ/\-に、くゐせ、、木のぇたな？」をさした，.^0 これ をた より 

にた、 yJ る-,.^、 お ほっけの 山 さかに なれ は 雨ふりい てて、 みの VJ りいて てけ る に、 太 谷の 梢 


ゆら/., -v」 うちな ひく は 何な らん、/」 見つ 、をれ は、 猿の 二三った ふなり。. 

, ひビっ ふたつみ やまの 梢 ふみした き 友よ ふさ. るの a の あはれ さ。 

この 山み ちの 小 坂お b はつれ は、 福 浦の 海な り。 過に しころ やすら ひしゃに 入れ は、 雨猶ふ 

$  一  h- て、 こ、 ち もれい ならね は、 こ 、に VJ  ま b なん VJ さたむ。 海へ たに 人の あまたつ、、」 ふ 

は、 いかに VJ おもへ は、ぉほぃをっ，.^得た，.yvJぃふは石なきぐJぃひ、^^5人の^^ヰ マ スケビ て、 

つ b  く ふ い をの、 いっさ か はかりなる を 鋤 もて 鱗 か いやり、 これ をつ く. 0 て 浦人 もて わた. 0 

ぬ。 

みっし ほに かくろ ひ 見へ ぬ 沖の いしな きて ねる うの 粞 家なる らし。 

0  0  0  0 

紫 石英 わ リー やの わら は、 紫 石 映 もて 來 けり。 こ は、 畏 後の 澤邊 よ，^ 出る V- いふ、 それ にゃあらん ビへ 

は、 しかり、 枝た る 松の 邊を よちて、 水の なかる 、かたに ありき なビ かたら ふ を 間て、 しせき 

えいて ふこ ビを折 句に せり。 

しみつ わきせ はやき 川の きし かけに えたた る 松 やい く 世へ ぬら ん。 

0  0  0  0  0 

くれ 行 穴 >1 お./」 ろ./ \» しう、 軒の 蘆 原 風お ちて、 そき た 吹ち る はか，.^ 吹 まさり、 風お こ，.^ たる 

こ /- ちい VJ  、まさ，^ て、 つゆ もま ビろ まれす。 軒 近く 潮 や あふれなん、 た 、、こ、 しき 化；： の 

みして 夜 ひ、、」 よ 海 あれ 浪の さは かしう、 さらにい ね もっかれ ね は、 
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いか は か，.^ 沖つ 風 ふぐ 浦な み に ラ. ち お ，ーノ ろ きて 夢 もむ す はす。 

十八 日。 この 浦の 童、 うした き 越へ す、、」 いふ を あないに、 くらき 山路 を 軒 はより わけ 入、 わ 

けの ほ.^ 行に、 猶木々 しけうた ちお ほひ 厂」 る 太 谷よ. o、 鼠 水 » の ひる さ へ なけ は 鰌 はたきぐ」 

いひ、 水 鶴の 鳴 を かねう ち 鳥ビょ ひ、 時鳥の 鳴 行 をめ ふきて、 こなへ やきよ、 そちゃ 、ヒ てた、 

あち や VJ てた、 誰に 小 鍋 かくされた、 ビ 、たはれ こビ いひ、 母子 鳥 は、 一 日 の うちに A 千 A 聲 

な VJ か 鳴 そ./」、 おなし あけ まさ のビ もに かたら ひ、 あなこう した， ov」5s 群に し.^ うたけ して 

ける に、 さ 、やかの むし、 顏の邊 に ふためき むれて うるさ けれ は、、、」 く 過てん ビ さいたつ に、 

わら は 木 葉 折 もて、 此櫻 蚊のお ほさよ ビて、 はら ひ^ \- の ほる。 

すたく  VI も拂 ひな 捨 そち， 0 過し 花の 名に お ふ 山の さくら か。 

ゆく/ \- 山 そ ひへ 谷 ふかく、 里 遠う して、 人の 至れる はまれなる 山路 也け bo け にゃあら 

ん、 おかし あ b ける もの は 男女の わいた めな う、 此邊に 流る 國 のの， 0 な. 0 ける なん。 その 

いにしへ は、 蝦？ 5^ も わ ひし、、」 や、 すみう ビ みたる うら^., \- ならん 0 飽 田の 淳代、 ある は 肉 入 

籠、、 ま輕 郡な ビか そふれ は、 問 i の わた h 島 も 近くへ たち、 過 來し左 井 も、 うたか ふらく は瞻 

振 組に や。 此ぃふ..^さ へ は、 い っこビ も、 えしら され は 也。 佛 かうた な V>  、名 ある ビ こ ろ 

. を うしろ さまに 見なし、 尾 越へ みねこへ てわけつ 、來れ は、 牛 瀧の 屋 ども は 谷の そこに、 


さむし ろな ビ しきた らん やうに 見く たし、 ど くもく た. o てん、、」 おもへ V>  、三 四 日 虱お こりて 

牛 瀧の 坂 井 こ 、ちょから ね は、 た ゆけ に、 やすら ひ/^、 からく して 木々 かつらに たっさ はりて くたり、 

氏に て 

坂 井の やにい たれ は、 珠阿 上人、 澀田 政備、 くす し 三 上な ビぁ b て、 きの ふ 舟に て 至， 0 つるな 

ヾ J 、おも ふビ ちの 物語に すこし はこ ちお ほ ゆれ ビ、 まほなる おも ひさら にも あらて、 いま 

た、 くれはてぬ よ" 枕 VJb て ふしぬ。 

十九 日。 雨 もよ の 空、 い VJ  、心 もぐ もら はしく、 

二十日。 た、、 ふしての みあれ は、 溢 田、 三 上の かへ る VI いへ ビ、 枕た に、 え もた けす。 た ゆ 

けに、 風お も，^ かにお こりた-り。 

廿 五日。 この 四 五日 もの もお ほへ ねビ、 すこし 斗お こた. 0 ぬる 曉の月 ひ まもるに、 水 鵜、 火 

鳥、 時鳥の 鳴 あはせ たる おもしろさ に、 戯歌。 

郭公 まふ やひ ビ りの 笛 ふけ はたへ す 鵜の つ、 みう つなり。 

桃 水の 書 廿 六日。 枕 上の さう しに かいたる は、 祧水和 尙の手 也〕 こ、 に 宿て、 松 前に わた. 0 おはせ し 

なぐ」、 やの あるし の 翁の、 いにし への こぐ」 かたれり。 

珠 阿と 別る 廿 七日。 け ふこ 、を 出た 、んビ い へ は珠阿 上人の 云、 お ほ まのう まきの 邊 にて、 はしめ てま 

みへ、 奧の tl:^ の 浦に かたら ひ、 鈕の はまや かたに 十日 も なれて ビ ひむ つ ひ、 殘れ る 花，^」 尋ね 
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て しらぬ 夏山に まよ ひ、 みちな き 野原の 草 をた、、 J  て 郭公 閬は やな、、」、 牛 瀧て ふ あら 磯 まて 

は どもに さすら ひ來 つれ、/」、 日 あらて 松 前の 島 渡し てんこ 、ろ さし めれ は、 こ、 にわかれ に 

やなりなん。 ふた、 ひ あ ふへ きこ VJ は、 い つくの 穴ェ にかな，、」 ありて、 硯を あるし にこ ひて、 

人 もしれ ひち 笠 雨 も ふらぬ 日に たも、、」 を ぬらす 旅の 別路。 

歸る さもた のしから なん 家つ ビ にかたる も あまた 國 っ名ビ ころ リ 

V」 、たたう かみに かいてた ひける に、 かへ し。 

逢、/ J きを まちて か はかん 旅 衣 ひち 笠 雨 は ほす まあり、、」 も。 

かき 贈る 言葉の 花 も 折 ませて つ、、」 にかたらん 國っ名 VI ころ。 

小舟に のり 出て、 小つな さか..^、 大っ なさ かりな VJ いふ、 さかし の 磯 を こき はなれて、 小 あら 

川、 大 あら 河 ビ いふ あり。 この 大荒 河に おりて、 山 ふかぐ、 あらき 山河 を さかの ほり てわけ 

入 は、 横の 茂た ち、 胡鬼 子の 木の 立て 奥く らく 、たきり 落る 水の み 渡て 行末 遠し。 

山河の いくせ わたりて 旅 衣 ぬれし を 誰か 宿に ほさなん。 

谷水 ビ よみな かる、 に、 靑葉 さす 木々 におし へた てられて 樱の 一 本^た. 0 ける は、 めつ らし 

ぐて、、」 、まれは、こ -^-鳥、水乞鳥、鶯の聲聞へ た.^。 

なれ もさ そ 花やめ つらん か へる へき ふ るす わすれて 鳥の 鳴&。  J 


坂のほれは、大島、小嶋、今別、母衣月の^^も見ゃられて、さ 、ふの路を分れは、ネなる路に野 

かひの 牛 放た るに、 里 や 近 からん VJ おも ひて、 ゆけ ビ-^ さらに あらて、 柵して み ち を ふた 

き、 垣ね の 上よ，.^、 はしの こ VJ  く 間遠に 木 を あみて かけ 渡し、 人 これ を 通 ふ は、 うしの 入 こん 

を VJ  めんかた め VJ か。 又、 山より ぐた る 河 にした かひ 行 こ VJ  、み ち は  一 ijg ゆ いぐ はく なら 

ん か。 里の なき は、 いかなる^ ころに かふみ 迷 ふならん yj 、いど 細き みちの あるに まかせて 

ゆく に、 お ほやます みの 神お まします に、 ぬ さ VJb て はる-/ \-ビ 過れ は、 家の 七 八 見 へたる 

源 藤 次 1  郎村 は、 あな うれし、 いかなる 里 か VJVJ へ は、 源 藤次郞 VJ いふ 村 也。 むかし、 その 人 やすみ そめた 

らん か。 此 あた b は、 山 子 VJ て 杣山賤 を わさに て、 そき たのみつ く  hs 、め は 山 畑に たかやし、 

潟 貝 付 ある は 布 を， 0 ぬ。 柴橋を 渡る に、 け ふりた つかた は 潟 貝 J^g 朴 川て ふ 村の あ らふ」 いふ。 ゆく 

おも ひつ 、けた.. >0 

木々 ふか. - けれる 山の かた かひ にな ひくけ ふりや 夕け たくらん。 

瀧 山村  その 村に 入 は、 いまた^の こる 桃の 花 その あるに、 寒さお も ひやる へし。 瀧 山 VJ い へ る 村 ひ 

鹿 猿 多くて きつ、 きた， 50 山 ふ、 きのぐ きを さき、 よねぬ かふり かけ 曰に ほし、 かきねに かけた る を、 

あめや ふ. 0 こん マ」ジ」，9 をさむる 女 翁の いはく、 此 山里 は、 し、、 ましが をろ けて，. あは ほ、 ひ 

ゑ ほ、 まめ、 そ はな V」 、みなこき くらへ は、 VJ る こ V」 のかた く 、か、 る 草 を も かてに つぎて、 世 
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のす き は ひ，/.! すれ、、)、 折ビ して はかて つき、 うへ 侍る VJ てな け くに、 なみた おちぬ。 むかし i 

はこ 、に、 おもしろき 瀧 ありたり どて 其 名流 つれ VJ  、今 はわつ か 斗 落る か た 組に、 ほ VJ  、き 一 

すの なけ は、  . 

時鳥 こ ゑ も ひ VJ つに ひ、 き 來て瀧 山 かけの 宿の たのし さ。 

くら^. \- になり て 脇野澤 にっきて、 里の を さか も VJ にや VJ る。 

廿 八日。 うら ふれあれ は、 け ふ は VJ  、まりて 正覺 寺、 悅心院 な VJ 見め くり、 脇澤 庵の あるし 一 

大仙 VJ て、 さかみ の國 あしから 山の 麓より 來れ. 0 など、 ね もころ にかたら ひて か へ る。 此庵ー 

の 前に 川 あり、 大 なる 土橋 かけわたせり。 外 山の しけみ に ほくら める は、 をた き.、」 か。 一 

.ー 

みっか さは 青葉へ たてて 夏山に 祌の 鳥居の 見 ゆる かしこ さ。  - 

此 みな •/」 邊に は、 むかし ハツ ヒ ラン、、 J いへ る 蝦夷す みたり。 その 末 今も殘 りたり、/ J  、ビ ころ 

の もの. - かたれり。 

一 

廿 九日。 あしたよ， 0 風 VJ ぐ 吹て、 いてた 、はや ご おも ふに 雨い や ふりに ふれ は、 えなん いて： 

た 、す。 し はし、 VJ にの そみ てつれ. のま、、 こ 、の 名 を 五の かしらに おきて、 

わき やらす き ほひ -富 たち 野 も 山 も さ みたれ 近く は れす ふる 雨。  一 

Co  00  0 

坂の ほれ は 神明の いはくら あ，.^。 右の かたは 觀世 昔の 堂 也。 御前の 騁 口の 鈴に 大同 二 年 VJ: 


f。 まこ V- に、 どし へ ぬる 森に て やらん、 老 たる 木々 に しられたり。 

三十日 0 近き うらわ 見 てん VJ  、つち 橋よ， 0 鶴首 山の いた  > き にの ほ， 0-、， ザ-たきの 神に まうて 

尾 越の みちを 行 は、 つるく ひ、 うしの ぐび ど、 立 石 ほ 一 ばれ、 雌嶋、 雄 島、 新 井田の 磯邊に 見へ た 

り 。 猿樂 石、 鳥 帽子 石な VJ い ふ 名 は、 叟山 VJ い ふ 磯山 の あるよ.^ いふか。 

VJ しふれ V 一山 は 翁の 名に おはてし ける わか 葉に こまか へりぬ る。 

木浪の 浦 一 木浪の 浦に ゆけ は、 家 はふた つたて，.^。 此 磯の まさこの 中より、 ましろなる 舍利石 ひろ ふ？」 

て、 たま/, \- すきやう 者の 至れ VJ  、母 衣 H: のこ ビ にしれ る 人 まれ 也。 淸き 汀に た、 すみて、 

沖つ 風 ふきに けらし なた もビ まて 寄て きな みの 浦の 凉 しさ。 

九艘泊 にて 一 餹田、 芋田 VJ いふ 浦った ひて 九艘泊 ど いふ あ，.^。 こ は、 ひの もどの はてに して 扶燊留 ならん 

^、うへ なる もの かたり を 人の すれ VJ  、石腦 油な ど 涌い つ る 川 あらん か。 松 前の 西の 磯、 江 

差の はまや かたに 九艘川 V> いふ あ.. >0 いかに VJVJ へ は、 そのむ かし、 此 水上の 山よ り、 ふな 

の 材木、 九艘に 作る へ きを 伐 出した る VJ い へ VJ  、その 小川に あ ふらの 氣 あり VJ いふめ る 人の 

あれ は、 むかし は、 臭 水油な かれた らんよ b いひた る こ VJ しられた， 00 九 艘泊も 奥 水 泊に 

や。 此泊を 舟に てめ くりて、 附 子泊ビ いふ をへ て 牛 瀧に 至る ビ いふ 也。 此 くさう，.」 まり は、 

むかし 夷の み栖 しか VJ  、いま はた へ にきな ビ、 その 處の もの 、いへ り。 おなしす ち を、 ひる 
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つかた 脇野澤 にか へち たり。 女 あまた あつま. て、 かいけ て ふ ものして 桶に 水ぐ みいりて、 

にな ひさる、 なかれ あ- ける を 見つ、 ありて、 

うち 集 ひくめ V」 もさら に審： せな くわき の 澤邊の 水の 流 は。 

郭公の 鳴 や マ」 お ほ へ て 折 句うた。 

わか 方に 聞へ こそす れ野邊 近ぐ さはな く聲の はっかな から も。 

0  0  0  0  0 

五月 朔の 日。 つ ^めて、五日の祝の幡を門々に、けふょ，.^たててけ，90 此ころのな へ ふりて 

より、 いよ 、穴>^のくも6かちに、はる 、けちめも見 へ ね^>、さ っきの穴>^のくせにこそぁらめ0 

ぃさ、ふらはふ.^ねVJて脇野澤の宿をぃ っ0 神明の かんやし ろに ぬ さビ. たいまつれ は、 時 

鳥の 聲頻な bo 

わきて け ふなき も を やまぬ 郭公 をの かさつ きを 穴 >1 に 名の， 0 て。 

松 か 崎 VI て、 木々 お ほひ 立てお かしき，.」 ころ あ.^。 此 浦人の、 海參 あみに 入た るを曳 あけた 

る 石 を、 こ、 にす へて 石神 VJ て 祭し か は、 昔より は、 かく 高くな りの ほれり な VJ い へ b 。口 

廣河 VJ いふなる なかれの 末 は 海に 入る。 水上に、 VJ しふれ る 杉の 生 ひた bo 

いくち ひろむら たつ 杉の かけおち てみ VJ.b 凉 しき 山河の 水。 

この 河邊の 岸より はしめ、 燕 子 花 多ぐ 草の 中に 在 けれ は、  一 


かきつ はた 色 もや つ さす.^ にけ. < ^ふかきみ くさに 生 ひましり て も。 

殿 崎 古 城址 小澤 VJ いふ 村 を へ て 殿 崎 どい ふ あ，.^。 古城の 址に 木立 ふ b たる は、 いつの 頃に や、 松 前のお 

ほんつ かさの 遠つ みお やの、 柵し 給 ひし VJ ころ，、」 い 〈り。 そのころょ..^祭れる飯形のゃし 

ろ あり。 近き 正德 のむ かし 金 海 ビ いふ もの、 いどよ き 手して かいたる 額の、 半く ちな？ 殘 

b ぬ。 寺々 のこ ほれた る あ VJ ならん、 御佛の 具な VJ  、いま も 畑た かやせ は、 う る こど の あ b 

きな VJ かたる。 陌のかたはらに、ぁゃ杉の ふりたるかぁ^^。 これなん 松 子の 君 どい ふかう 

へ 給 ひたる どて、 杉な から 姬小松 どよ ひ、 又の名 を、 ひめこす き VJ いふ ど、 里の 翁の をし へ た 

る を 聞て、 

ひビも VJ にめ てし その 名 はこ も b ゐて すきし むかし そき 、渡ぬ る。 

0  0  0  0  0 

蠣 崎の 里 を 過なん VJ すれ は 行人の 云、 こ  に S の 湯 ど いふよ き 湯 あり。 むかし 火矢に あた 

b て、 はぎの くた かれた る鷺 の、 湯の 泉に 入て 日 を ふるま、、 い ゑて どひ 去ぬ。 さり けれ は 

しか 名つ けて、 身 をう ちた る 人に、 わきて めく  b よしな VJ いへ り。 こ 、を 離れ 行、 片蛆の 草 

に まし， 0 て 山吹のう つろ へ る も、 いま 疾ぃ っるも多か..^けるに、撫子の、みちもせにさけは、 

誰かい ねし あ VJVJ し 問へ VJ  くちなしの 色の ち. 0 しく 床 夏の 花。 

宿野邊  めくら 河 V」 いふ 小 河 わたりて 宿 野 邊に來 けり。 こ、 を、 むかし は 夷人の、 スクノ ベッ^ かい 
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ひたる。 河 渡て 廣野を 過て、 檢河を わたれ は 村め VJ あ..^。 世 中 や はしき VJ し、 人み な、 にけ 

しそき 松 前に 島 わた， 9 して、 むなしく 卒所ビ いふ 名のみ たて bvj いふ。 葛澤 VJ い へ る邑の 

あれ はお も ひつ 、けたり 0 

澤の 名のく すの わか 葉に 風 吹 は 秋 をお ほ ゆる 袖の 凉 しさ。 

あさ， o 貝 VJ る濱 つた ひくれ は 河 內の里 也。 松の 林に 立る 鳥居 あ， o、 こ 、 に まさしめ 給ふ觀 

世 音 を、 神 VJ しまつる うは そく か 庵の 前に、 今 盛なる 櫻の あ b ける は、 あやしき まてめ つら 

しか. 0 け. 0  0 

夏 かけて ち" ぬた めし をみ しめ ひく 松に やなら ふ 花の 1 もビ。 

里な かに い VJ ひろき 河 あ bo からう つの ふたの こ VJ き奇 さし 寄， 0 にの ま、 A ふ.、 よも. 0 

のかた る は、 近き ごしから、 國に はな たれて 歸來 る お ほ 船の 楫ど りに て、 その ふ ね 流した 

るつ みはてぬ か？.，^ は、 お ほふね のる わさ もえせ て、 か 、る 河 長 ごなり て 身 もた 、す、 あけ 

くれの ほそき 煙 をた にたて わ ひ、 老か 、まれろ 母 ひ VJ り を はぐ、 みかぬ る VJ て、 なけいて さ 

ほさし、 このみな かみに さかの ほれ は 銀杏 木 VJ いふ 山里の あ， 0 て、 ふるきみ やしろ も、 がピ 

し め 

五三 明 神 VJ い ふかお まし ませ..^ な VJ  、かたら ふまに 舟 はっきに. 00  の 木の を VJ,o、 櫻の 

皮 もてぬ ひて 沓 つく， 0 て、 あきな ふや 多き は津 刈の 郡に ひどし。 ft 市中の やよりも たいぐ、 


大同の 驟ロ 


舍利河 はさ 

リカ 力 


蘇 我 馬子 鳥 


うてな の や うな る もの を 造 あけて ける は 、火な >/」 の をり の 科に や VJ おもへ は、 ふ な 見や ぐら 

VJ いらへ て、 みな ど 入、 ある は 沖 行 を 見やる まう けビ なん。 こよ ひ はこ /- に 宿つ きた.^。 

二日。 ひるに な，. >  て 出た つ。 里の 末に 熊 野 を あかめ まつれる みやし ろ あ bo いつの ころに 

か、 此社 を、 ひき、 よ h- 高き にう つし 奉 VJ て、 つち あはき たれ は、 大同 一 一年 VJ 記した る騁 口の 

鈴 あ， 0 き VJ て、 今 も 御前に かけたり。 舍利河 VJ いふに、 つち 橋 かけ 渡せ b.o 玉 やい つる、 舍 

利の 石な こや 涌 出 てんな がれ か VJVJ ふに、 ゆめ、 さる こ VJ のな きょし を こた ふ。 こ ひち に 濁 

りたる みなそこ を 見れ は、 こ 、にい ふさ，.^ こがに、 又い ふ 去 蟹て ふむ しのい VJ 多し。 おも ふ 

に此 あた b の詞 ど して、 さもし をし やどい ひ、 さ，.^ をし やり VJ い へれ は、 さ りか に 川.^  S を 

はふき て、 さ b 川 VJ い ふ へ けん を、 れ いの あやまれるな らんに、 舍利川 VJ 、ふみな V」 にも 書の 

せて ける も 又 あやし。 此 山お ぐに 行 ほ VJ  一  ニニ 里に して、 湯の 河 VJ いひて よき 溫 泉の あれ は、 

そこに、 ゆあみす VJ て 行人 あ b て 休ら ふ。 かたはらの 水草の 中よ. 9、 小鴨の こ- yj き 鳥の た つ 

を 鋤よ こた へ る 男の、 蘇 我の. 馬子 鳥 どい ふ も あやしき 名 なれ VJ  、ある 人の、 これなん、 すかの 

むら 鳥の あやまり にや VJ い へり。 け にゃあらん、 たか へ を 田 かぶ ビ いひ、 あしか も をよ しか 

も  >」 いひ、 あきさ を あいさ VJ い へ は、 すかの むら 鳥 も、 う へ ならん か VJ おしはかられて おか 

しけれ は、 
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澤 水に あさる や ふかき 夏草に たち まし， 0 たる 菅の むら 鳥。  一 

おくの 海に、 足を签 になして、 波 を 離て は 羽う つ こ VJ もえせ ぬ 鳥の、 善 知 鳥に 凡 似た る を、 b. 一 

た b 島に て は 16 '家 鳥 どい ひ、 又、 おや を おろそかに 足 もて ふみた. 0 ける もの は、 みな、 か ， る 一 

鳥 V」 なりても、 やすけ に、 つちた に ふ ます、 あかお も ふかた に 飛 こ VJ あた はす。 あら 波に た 一 

、よはされ、 潮 VJ 浪 ど をち からに、 うきめ 見け る、 お そ ろ しのむ くひ はめるな. 00 よくお や 一 

に はっかへ まつれ ど 、き やうなら ぬ 子に、 これ 見よ どてし めす をお や ふみ itvJ い へ VJ  、此甫 一 

にて は、 も はら 平家た をし ど いふ はいかに ビ なれ は、 やしまの た、 かひの むかし、 この 鳥の： 

なく か 霧 霞の 中に かくろ ひて、 人の 呼 ふやう に 聞へ しか は、 た ひらの 人々、 こ は、 友 ふねの あ 一 

また 集 ひて 叫な らん。 いて その 方に、 どぐ こき てん ごて 沖へ，/ \-VJ かち ふ， 0 たてて、 あらぬ 

汐 みちに まよ ひ、 あらき 波間にお ほれて、 お ほくの 兵の ふね VJ もく つか へ.. >  たれ は、 平氏た 

をした る 鳥 なれ は V」 、かたる 海士  VJ どもに 田野 澤 VJ いふ 小 村に 出た， oo 山 かけに、 稗 まきた 

る 小 田の もへ わたる、 水凉 しく 見へ た bo  一 

生 ひしけ る 苗の 葉す ゑの かぐる 、はやま 田の 澤の 水ゃ暂 らん。  ； 

0  0  0 

山 かたつき て 行に、 分 安き 路 あり^ 人の い へる に まかせて ゆけ は、 あらぬ かたに ふみ 入て、 一 

たどる く かへ， 0 て 戸澤 村に 出て、 角 違 どい ふ V」 ころに いか ふ。 むかし 斐陀 のェ等 か、 魔 利- 


支 天の 御堂い かめし く 造る どて 墨繩 引 あやまちて、 も 、た ひく ゐ たる かゆ へ 村 名 VJ はな. 0 

たり。 その 堂 はやけ て、 今 はしる へ 斗に 建るな ビ いへ は、  - 

ひたた くみう つ 墨繩の 長き 世 を かけても のうき 名に やた つらん。 

城箇澤 一 泊 一 泉澤 ど いひ、 叉の 名 を は 一 里 越し VJ もい ふ 村 を 左に 見つ 、城 箇澤 になれ は、 日 かけ かた ふけ 

は 宿 VJ ふ。 いなき や、 むかし ありた. 0 けん。 月 照 山城 澤寺 いふ 寺 あり。 此海邊 にて は、 う 

へな う 古き おや 寺 VJ もい ふ へ けれ ご、 田 鍋の 圓逋 寺の 六 世 大休善 遊和尙 の、 寬 文の 頃 開山 ど 

せり。 

三日。 朝 どく 出た つ。 里の はしに、 木 ふかき 杜に 神明の いはくら あり。 木 下く らく 水な か 

れて 、こど 草 もな く 麻の みしけ う 生 ひたちて、 あさ 淸 めする 人 あらね^、 をの つ からき よけ 

に 見 奉りて、 

このま、 に 手 向む 麻のお ほぬ さや 名 越の 鈸こ 、に はら は 、o 

渡の 入江 i 宇 曾 利 河 を わた..^ チ多邑 、河 森邑を くれは、..^ うこうの その 茂た h^。 签臥山 を まつる 下 居の 

みや あ， 00 安渡の 入江 を 見れ は、 城ケ澤 より さし 出た る 蘆 崎 VJ て、 糸 引 わたした る やうに 二 

里 はか，.^ 海中に よこた はり、 あら 波 を さか ふれ は、 さ 、ら 波た ちて 湖に ひ ど しう、 船 もやす 

けに かけて 泊 もどめ、 冬 は 露つ，. >  、春 は 鯡のぁ ひきに 里 VJ めり。 舟の 行か ひすれ は、 
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生 ひしけ る あして ふ崎の名はぁれVJ分ろ小舟はさはらさ，.^け，.^。 

いか はか，.^ 蘆 や 多く 生 ふ るな らん VJ い へ は、 此碲 は、 VJ しこ どに い VJ 長くな， 9 出る こ VJ  、わ！ 

駄|£顆求 ら はな VJ の、 はきの 生 ひの ほる に 似 たれ は、 足 崎 VJ いふ VJ いらへ たり。 ほ ビ 近く 大 1^ の 里な 一 

hyo 田家 村より うつした る 願 求院の あみた ほどけ はかむ は、 その、 いにし へ のま、 に殘. 0 た 

50 近き ころ あらため 作り つれ ど、 むかしの 梁の 礼に、 「朝日 さす 夕日 か、 やぐ その S に、 

うるし 千 杯、 朱 千盃、 こかね 万兩 OJVJ あ.^ しどなん。 }^ 泉に 聞し VJ は、 すこし はか， りこ VJ の 一 

. か はれ... -、 いはれ ある こ V」 にや。 野 も 山 も 金 帶花條 なる は、 夏山の、 もみち たる やうに、 靑葉ー 

金 風 花 多し に まし b てお かし。 此 入江の へたの みはる^,. -VJ 行に、 い く はく かひろ き 野邊に 金鳳花の 一 

たる は、 目の いたらん かき.. y  、くちなし をな かした らん か V」 見やられて、 去年 見し、 わた. o-i 

島の 女郞 花の 盛なる におな し。 こ 、を そむきて 行に、 林の 巾に 三日月 堂 VJ て ほくら あるに、 一 

雷 斧 石 を はし め、 い ビ なか き 石 を 立て ま つ.^ ぬ。 行-/ \ 見れ は 、女 あまたして 貝つ もの VJ  ,0 

ぬ。 

おりたち てし、 みはまく  b  VJ る 海 士の釉 や ぬらさん しほの 入江に。 

田 名 部に 至 肥 泥邑を 左に 金 谷に 出た，. >。 むかし 15 屋、 仁土呂 志、 宇 ikit 利の VJ もから を、 い ぐ さに か. 0 集： 

る  i 

しか は ニ千騎 にたれ り^か。 こ は 去年の 日記に した， 0 けれ は、 かい もらしぬ。 海 蝦 河 を わ 


端 千の 節句 


男女 語る 


た， 0 て、 万人 堂の 杉 むらの みちを ぐれ は 田 鍋の あかた な..^。 

S: 日。 雨 ふ， 0 ぬ。 公世の 館に いた， 0 て、 遠の 杉 村に 時鳥の 鳴 を、 あるし,」 どもに 聞つ >f 

て、 

軒 近ぐ 遠に や 聞ん 時鳥 こなた はよ そに 杉の むらた ち。 

雨の を やみ ぬれ は、 いよ、 なきた. oo 

なれ もい ま 心 や はる 、ほビ V」 きす 雨の 名殘を 見せて なく こ ゑ。 

海 士の子 か 菖蒲う，.^ あ. 0  く を、 門 こど にか ふ。 

あま 衣 ぬれて 匂 はん あやめぐ さ曳 手に ふかき 露 もこ ほれて。 

五日。 « の粽に 百陪の 根ぐ ひて、 しほて ぐ さ、 や こ V」 にものし、 此 くさの く V,. もて 耳 かぐ わ 

さは、 飽 田の ふ b におな し。 け ふも旦 よ， 0 雨 ふれ は、 

沼 水に ひち した もどに 引か へて 軒の あやめの 雨に ぬれなん。 

さビ 風た ちて、 あやめ、 ひ VJ すち 吹お VJ した ，0  0 

あやめく さけ ふた かや ども 軒 はふぐ 風 さ へ 袖に 匂 ふ あさ in 出。 

六日。 男女 かたら ひて た 、すむ を 聞 は、 きの ふ は 一 日 ふれ ぐれて、 け ふに、 きの ふの いやし 

あ.， r ぐ VJ いふ を 男の 云、 その 雨の まきれ に は、 おも ふかた に、 さそな、 ひね もす あそ ひて、 い 

於 久能宇 頁く  臺 


荷渾 
場 

平 
の 


菅江眞 澄 集 第五  さ a 

か 斗た のしき めに や 逢 ひてん。 男の なら ひどて、 われ はめした よ. 0 雨に ぬれて、 いやし あり 

きて ぐれた，.^  VJ いふに、 女、 いな、 わかこ VJ の 身 は 野 山に おきた， 9  VJ も、 鳥、 けもの すら、 口し 

て も釉ひ VJ つ 引 こ VJ も あらし。 世に たのしみ めらぬ 此身、 あか VJ し 十ぐ」 せ も わかから はな 

^、たはれ いひて 過る。 女に か はりて、 

いま は 身 も 六日の あやめ 引 人の あらぬ たも. VJ はぬ る ， v> もな し。 

十日。 この 四 五 H はか b 風に ふして、 日記 もせて くれた. 90 ひるつ かたより、 人々 VJ 友に 赤 

坂の 野良 を へ て 陣場年 を 行て、 飯 形の みや を拜み 奉らん VJ  、遠方に 鳥居 を 見やられて、 

夏山の もみち する か V」 紅に 見 へ し は 神の ゐな b けり。 

-  0  0  0 

河の 中に、 く ゐ せ さした るに、 木の 枝な VJ  くち VJ  、まれり。 

山 J お の ゐくゐ に ち^^ の まりて はっせの 水 も 行な， P む 也。 

十 一 日。 折 かけ 垣の ある やの 邊に、 杜 若お ほく 生 ひたる かめつ らし けれ は、 見つ 、あ.，， ^て、 

^にけ かこ ふめく. 0 のかき つ はた 池の こ ひち の 色 も へたて て 0 

十二 日。 公世の 句に 暮雲 能收 後、 只 有 蚌鳴頻 VJ いへ るに、 

山の はに 夕 ゐる雲 も くれはて てた VJ る 田. つらに 蛙な く 也。 

十三 日。 雨の ふれれ ど、 近き 小 田の 早苗 VJ る を 見て、 


五月雨に ぬれて，.」 らすは 小 田な へ て 生 ふるわ かな へ ふした ちゃせん。 

0  0  0 

田の ふ まぜ 十四日。 馬い くつ も ひきて 田の 中 をめ くる は、 ふませ VJ て、 田植る 前に は、 かく そせ b ける。 

ぅま^,」もぉふ聲の、くれても籬の^-に猶聞へ た，.^けれは、ぉもひ つ、 きた. 0  0 

つかれ こした 、すみ やせん くれ ふか ふませの そ VJ もに 駒の いななく。 

0  0  0 

中島 德廣. 5- 十五 日。 中島 公世の 弟な りけ る、 くす し 德廣て ふ 人の、 脇の 澤 yj いふ VJ ころに しる 人して、 

送る 

そのみち を 行 ひてん ビ 聞へ て、 け ふなん 旅よ そ ひして 出た ちて ける に をく る。 

いく 藥 VJhs さかへ なん 大汝 少彥 名の 神の めくみ に。 

大 なる 松に たち まし b て 咬た. 9 ける 桐の 花の、 風に ふかれて、 庭の 面に いたく こ ほれ か、 

たる を ひろ ひて、 わら は、 笛の やうに 吹す さ ひ あ りく。 

松風の しらへ も そ ひて うな ひ 子 か 桐の 花 吹 聲の凉 しさ。 

十六 日。 人の 藥か， 5 す どい ふに ビ もな ひて、 靑 蒜の 邊 まてい きてん VJ て 行に、 石神 VJ て、 梵 

字 石に ゑ b たる を 立て まつる。 みちをへ たてて 淸 水の あれ は、 

石神の みたらし 河ゃ笞 ふかき いれ 井の しみつ 淸く なかれて。 

頼 求院跡 他家の 村の はやし VJ 妙 見の 森 VJ のめ は ひに、 うっき 生 ひ、 松 ひらたて る ほ VJb に 六尺 あまり 

の大 石の ふした， 90 これなん、 いにしへ の 願 求院の あみた ふちの 庵の あ VJ にて、 秀衡 のうし 

於 久能宇 真く  i 


田 
植 

聞 
ゆ 


营 江 眞澄集 第五  さ 一お 

たてた まひし、 その しるしの 石 VJ て、 あさ 日 さす 夕日 か 、やぐ そのした は、, J  、 なら ん。 

そこに、 うるし、 こかね は、 さた かにう つみ あるな らん..」 も，、」 むれ は、 その まろ ひたる 石 を 草 j 

むらより おしたてて 見れ ご、 さらに 文字な VJ も 見へ す 0 ほゐ にもぁらて、野はらのま ^,田；1^|^ 

の はやしに 入 は、 ちいさき 祠三 あ， oo ひ VJ つに は、 い VJ ふるき 石の 地 藏尊六 を を さめたり。 

その ゆ へ はしらす。 梭 河の 橋 わたる VJ て 子規の なけ は、  1 

田 やつぐ る 四手の た を さか はやまより 行か へ りなぐ 聲 のしけ き は。 

此 村の 子ら 田う へ するな らん、 うた ひ、、」 よむ こ ゑの、 木々 しけき 岡邊の あなたに 聞へ たる を： 

りし も、 時鳥の をち か へ 、り 鳴 は、  一 

•  一 

うた ひつれ 門 田 やう ふる 乙女 子 かかたら ひなる 、山 郭公。  一 

十七 曰 C 雨の なかめ おかし て、 公世の 館に ひね もす あれ は、 かきの ビ の 田 面に、 うた ひこ 一 

ちて なへ ビる。 

け ふ いくかお b たつ 田 子の ぬれ 衣 ほす まや は ある 五月雨の 空。 

五 雨ビ いふ こビ を、 

さみ たれに いさ 、小 河ゃ增 るら しめく， の 垣 をく  、 る しらなみ 0  一 

遠方の 山の すかた は -中 .4 に きへ 軒端 を くらき 五月雨の 空。  一 


月 待の 梵貝 


稗 田 多し 


五月雨の ふるやの 庭に 落 瀧つ 曰數 かけ そふ 軒の 糸 水。 

し はしの はれま 見へ たれ は、 遠 かた をの そみ て、 

さみ たれの はれまに みねの 松 一 木の こして ふかぐ 雲の いやた つ。 

くれ 行 ころ 雨の ふり 頻 ぬれ は、 あるし 公世の、 

五月雨の ふる もしつ けき 入相の かねに くれ 行 遠の 出 寺。 

VJ なんい へ -.y ける を 聞て、 

あす も 又お なしな か め に ま v」tQ せん ふりぐ らしぬ る 五月雨の そら。 

十八 日 0 雨猶 ふりぬ。 すこし、 を やみた る ゆ ふくれ ふかう、 うは そくの やならん 梵 貝の 昔 閬 

へたり 0 こ は 月 まちの ためし 也。 

山伏の 夜の を こな ひに 五月雨の はれまに 月の出る ビ はしれ。 

十九 日。 正 一位 明 神の やしろに、 ひね もす つ、 みうちぬ。 日て る を やい のり けん、 晴 たり。 

夕 くれて 、 田 面 近き VJ  ,  J ろ を 過 る ビ て 、女 V」 もの 歌うた ふ を 行/ \- き ， て 、 

い ヾ」 まなき ほ VJ も しられて さな へ ，/」 りくれ て s 歌の 聲そ聞 ゆる。 

二十日。 此 あたり は、 なへ て、 よねより、 ひえい VI お ほく、 田 こどに まきて、 いな 田より、 ひえ 

田の 町 はお そく 苗 VJ  ，り わたせ ど、 ひえ 田 も ふした てる かた あ b  VJ て、 いな 田 VJ おなしう ど 
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う ふる か、 をち こちに 見やられた りひ  一 

お h- たちて いな 田 ひえた の わかな へ を VJ..^-/,.- うた ふ 聲閡ゅ 也。  トー 

廿 一 日。 廿 二日。 廿 三日。 あへ てこ どなし。  一 

廿 四日。 あしたより 雨 ふれ h-o 河 五月雨 VJ いふ こど を、  " 

五月雨に つなく 正木の 綱た へ て杣 木な かる、 山河の 水。 

夕つ かたはれ 行に、 雨後 早苗 どい ふこ VJ を 人の す 、めたり。  一 

雨 はる 、ちまち のさな へ うちな ひき 露 吹 こ ほす 風の 凉 しさ。 

廿 五日。 去年 見た る 宇 曾 利 山に ふた、 ひ 登 てん ビ て、 中島 公世 V- ど もに かたら ひて、 あしお 一 

の 間く も b たれ ど、 雨 は、 ふりけ にも あらね は 出た つ。 こ、 にも 石神 牛 VJ て ひろ 野 を 行 ほヾ」 一 

に、 IS 雀お ほく あかる を あ ふきた 、すみて、 

も ゆるよ.. r 葉く さに なれて ぃビ あっき 夏野の ひば.^ 聲 もた ゆます。 

矢た て 山の 路 はい ビ 細く、 横の み 茂. り あ ひて くらき に、 牛の 背に、 大 なる 木の 鍵 四 を ゆ ひか 

ため？  J れに 材木 をのせ て、 あまた、 みち もさ b あ へ す曳ぃ つれ は、 い かんかた もな う、 かた 

そ はより 生 ひさ かりたる 梢 を 力に よくれ は、 きの ふの 雨の な こりに や、 木々 の， 雨の ふるや 

うに こ ほれ か、 るに、 おくふかう 日く らしの IS: しき，^ た， 90 


宇 曾 利 山 湖 
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ふ る 里 を お も ひくら しの 虫なら て 音に こそた て ね釉 ぬれに けり。 

梢の あは ひよ.^、 はる^-^  VJ 海の 見へ たる もお かし VJ 見つ 、こ 、を 行/ \- 、お ほ つぐし、 こ 

つぐし VJ いふ、 たか 山の かけ 湖のう へ におち て、 岸邊 はな へ て 石楠花の 盛なる か、 うす 紫に 

こ ほれ か、 る を 分れ は、 左右の 袖 も かくはし く 行て、 みてらに 至る。 川 島な にかし、 湯め み 

す どて 在け る を ビ ふらへ は、 その 優 婆 堂の はしらに、 

人 まちて 太 山のお くに か， 0 ねす る 窓の ti; 叩 あらした になし。 

ヾ」 、やよひの ころ どかいた る は 武憲の 手 也。 VJ もに 湯め みし てん ど その 比 契し たれ VJ  、こヾ J 

方に 病 ありて、 たか ひたる を 待け る にゃあらん ど、 その かたはらに 返し をせ り。 

なかめ 捨て いにし もつ らし か， 0 ねせ し 人 は あらしの 音の みはして。 

廿 六日。 善提 寺のお ちく ほなる、/」 ころに ふして、 あけ くらの 頃、 鳥の 山 ふかくな く か 幽に聞 

へたる を、 佛法僧 にゃあらん ど 人々 の寐 さめて いふ。 こや 慈 鎭和尙 正 治の ころ、 「わか 國は 

御 法の 道の ひろ けれ は 鳥も唱 ふる 佛法僧 かな。」 どな かめ 給 ひ、 はた 「松の 尾の みねし つか 

なる あけ ほのに 、ど、 ふるき 歌に あれ は、 夜 あけなん ころ は猶鳴 ものに か あらんな VJ  、すし か 

へして 公世の、 

夜 をの こす はやまし け 山 かけ ふかく 佛法 僧の 聲を こそき け。 


於 久能宇 K 


さ 一九 
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ビ い へ るに われ も、 

山 ふかく 三の みの b をな く 鳥の 聲 ほのかなる 明 方の 穴 >1〕 

手 あら ふ VJ て、 湯 ふね 近くた 、すみて 遠 かた を 見や ，0,、 

あさ もよ ひ 霧の たつ 山 かすむ 山湯氣 よけ ふ. 0 よ 空に な ひきて。 

金物 銷る 山に、 いっく さの 悶 石より なかる 、湯め bo 朴消 あり、 雄黃 あり、 石鹽 あれ は、 かなつ 、み、 

鐘、 騁ロ、 花 皿 を はしめ、 なへ ての 金の 具、 签臥山 智提寺 ど ある 二の 額の、 こかね 色に 書た る 

南 岳騵師 の毫の あど も、 さ ひくち た.^。 鷄頭山 V」 、林 硫の明 神の 岡 VJ の 間の したつ かた を 行 

に、 雪の つも..^ しか VJ 見 まよ ふ 斗、 ましろの、 たかすな こ を ふんて 湖の へた をった ふ。 

又た くひ 波の い つ こに 島つ 鳥す む やう そ b の 山の 水 海。 

公世、 ゆく くいへ b。 

鳥の 名のう そ，. >  の 山の 水う みのな かめ 凉 しき 朝な 夕 くれ。 

五つの 溫. I 水 I 叙の 山の 蔵に、 地獄く の 引 つらな.^ て 涌い つる あは ひくに、 ふる 瀧の 湯、 ひえの 湯、 めの 

湯、 花染の ゆ、 しんた きの ゆ、、」 て、 ゆけ た 五 ビ ころに あるに、 や まう VJ  、それ/^ に 居 集る。 

f ゆ 湯 風景 湯 あみす るに、 女 あまた 紺の 湯 まきして なら ひ、 かしらに たのこ ひ を かけ、 大 なる、 かいけ ヾ J 

いふ ものして 湯 を ひたに すく ひ、 これ を かぶる ビて、 も、 た ひ、 ちた ひ、 かしらに うちかけて 


けれ は、 い VJ 長き 髮の、 かた 過て ぬれみ たれ、 ある は、 くしけ つるに、 みな、 まなこ ふたき たる 

さま、 ビ ころも VJ ころ、 十戒の かたな VJ 見た らん やうに、 さなから ちこくの ふるま ひ をせ. 0-0 

伽羅 陀 山の ほ さちのお ほんた け は、 むさ か、 ふたつ あるの みほ ビけ は、 惠心、 定 長の 作り 給へ 

b ビそ。 去年の 日記に しるし たれ は、 こ ビ/^ にしる さす。 いにしへ は 天台の みてらに や、 

園 仁の 寫經 圓仁大 マ」 この かい 給 ふ、 ほく ゑき やう あ.^。 そのお くに、 妙法 蓮華 經序品 第 一 天台 座主 

梶井宫 盛 胤 二 品 親王 奥州 南部 田 名部庄 吉祥 山 圓通寺 住持 大 英和 尙 寛 文 已き祀 五月、 VJ し 

田 名 部の 圆 るし 給 ふて、 いま は 田 鍋の 圓通 寺の 末院 なり。 この 圓通寺 は、 しもつ ふさの くに 柬！ ni: 寺の 郞 

逋寺. Ik 

庵 禪師の 法 孫、 三世の 覺翁 和尙の 弟子、 文明の V」 しすけ して 宏智聚 覺和尙 £ し 、大永 二 年に 

ひらき、 山 を 吉祥 ビ いへ， 00 此大英は七世にぁたれ.，^ビ か。 水う みの へ なるや まくの あ 

嶽大明 神 は ひより、 签臥 山の いた、 きのみ 厌 にあら われた る を あふく。 此 たけの 神 を 正 一 位 嶽大明 

神 て、 明曆 三年の 楝 札に、 本 地 釋迦佛 七月 九日 山 主 雲 外 軒の 比丘 ビ あ.^ きビ なん。 

夕 くれ 近つ くに、 しら； 富よ こた ひか て 、杭 杜 のみね、 しる へ はかりに あら はれた るお か 

しさに、 公世た、 すみて いはく、 

何く れビ おも ひ つくしの も， 5 の 雲 見る に 心の はる たのし さ。 

わかな かめた る は、 

於 久能宇 冥く  0 


呼 玉の 落 書 


舍利石 拾、 


ま.^ 烏 


大 ぶな 坂 


田 名 部歸著 
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1:^ き 日 をな かめ つくしの みねの くも か ， る 夕の 風の 凉 しさ。 

廿 七日。 け ふ歸. ^なん ビ、 おき 出る 枕 かみの 壁に、 「可 も 不可 も 不二 摩 訶薩の 湯の かけん 

知 枝ク、 J 落 書 あ..' ける は、 蒲 野 澤の法 林 寺の 僧 呼 玉，、」 て、 此年身 まかれ b し 人の 手 也〕 さ 一 

すかに 學生 のこ ビ 葉，、」 しられた h^。 大師 堂の 邊 にいたり、 槲石、 舍利 石、 つ に VJ て ひろ ふ。 

舍利は 粟の 大さじて、 しろき は、 あこ や nn ハの 眞珠に 似たり。 そかな か に、 くろき 星の あ" け 

る は、 かへ るこのこビなるをょしビてゝ人ぃみしくめてた..^。 -鷄. 頌 山の しけき 梢に かくろ ひ 一 

て、 人の 聲 して あやしう もの 呼 ふやう に嗚 を、 ま を、、」， 0 ビ いふ 0 

1 聲に猶 淋し さそ 幽 なる 谷よ. 0 やま を 鳥の 行らん。  一 

あけ 行 ころ、 水 鶴の 鳴し をな かめた る あれ は、 湯 ふねの かべ にかいつ く。 

かけ くらき 眞 木の やま や 叩らん 明て 翳の 聲そ聞 ゆる。 

揚坂も 過て 大武奈 の 坂より、 田 鍋 を、 いっこに ゃビの そめ は、 た 、 野原の やうに はるく ヾ」， 

見へ た. 0-。  _ 

M 近く 植 にけ らしな 小 田な へ てみ、、」. -凉 しく 見 ゆる 遠方。 

0  0  0  -， 

廿 八日。 田 鍋の 里の し..^ へよ. C '田 つらの 見やられて、  ，一 

ふした、 ぬま ビ てうへ にし ほ、/」 見へ て 遠の ちまち 田な へ 茂る 也〕 


氷室の 祝 ひ 


廿 九日。 1^ 邊ょ. 0 雨 ふる。 け ふ は 早 月の 餘波 VJ て、 かきくれて ふるに 出 ありけ は、 か、 る 雨 

もい VJ はてな VJ 人の いへ る。 

け ふ い へ はふら はふら なん 五月雨の あめの 名殘 はぬ る もい VJ はし。 

簑 くちぬ 斗に そ ほ ぬれて、 田 子のう た喷ふ を、 

雨に 着て みのるた めしやうた ふらんい な 田 ひえた のなかに む れゐて。 

成章のも v^ょh^、けふは雨のまv, ゐにかたらんな>、」、せぅそこ に いひて そのお くに、 

うどく  VJ も 時に こそ よれ 時鳥 V」 しに ふた 、ひ 逢 五月 か は。 

VJ なんあ. 9 ける か へし。 

杜宇 もに かたらへ めすよ..^ は をの かさつ きの 名 や はたつ へ き。 

やかて その や ビに いたれ は、 t5 いつ へ う 卯 花 を 花 かめに さして、 郭公の ふるきうた を かけて 

ける。 あるし の 情 も あさから ね は、 おも ひつ/' きた， 00 

うの 花の かけに こもりて 子規 ふた、 ひ 宿に はつ 音な かまし 0  . 

六月の 朔。 け ふの 氷室の 祝，.」 て、 ひど 夜 酒つ くり、 氷 餅な ビ、 わ. 9 こ、 か れゐけ やうの ものに 

も. 9 て、 手こビ にもて あ.. r  く。 雨 は； 1 俊の ま 、に、 を やみ もやら て^ふる。 

五月雨の おも ひのみして 凉 しき はけ ふの ひむろの ためしな らまし。 

於 久能宇 真く  S 


山の Hi 泉に 


茨の 花 盛： 


板 道.^ 渡る 
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巳の V」 き はかり、 あめ ははれ た hso  , 

二日。 この 日、 山のう へ fs^f;^:^ の揚 あみに いき てん，、」 て、 きの ふよ..^ 昝愚 庵に 在て、 ある 一 

しの 實元 上. =^  、あきはま 何某、 ひき V- 春 花 ほうしな 、いまた、 ビ はくら きょ. 9 ものして んヾ J. 

おき 出、 さ、 いてん.,」 よそ ひたて は、 神う ちしき， 0 雨いた く ふれれ は、 た ひ 衣た ちなん こ yj も. 

えせて、 ためら ふうちに はれ たれ は、  ； 

い つ こに か 音 も 贝に嗚 神の はれて 凉 しき 白雨の そら。  」 

遠の やま も VJ のしろ き は ム か，、」 ま よふ はか b 見やる は、 みな 卯 花 なれ は、  」 

やまのはの 雲 VJ し 見れ はう の 花の る 方よ.^ しらむ 夏 夜。 .  一 

うはらの かきね も 花 さき、 卯 花 もい ま 盛なる は、 こ ビ國ビ 五十 斗の 日數を くれたれ は、 た、 ク 

うっきの はしめ にわ/、 る こ 、ちして、 

よそになる 雨の な こりに 卯 花の 露 分 衣 ぬれて 凉 しき。 

根、 まろ 山、 かれぶな、 湯 さか をす くるに、 ふた 、ひ 神の ひ、 きたる は、 い つ こ の 空なら 一 

んビ 行に、 板し きのこ VJ  く 木 をし きなら へ て、 かけはしの やうなる 路を、 こ 、らの 人の のり 

行 母！ に 小う まの 乳 を さかし、 あまたい さな は、 れて、 あ VJ さきにし たか ひたつ 音の ほ VJ/\ "一 

ビ ふみ ど ど ろかす は、 なる 神よ b 音た かう 過て 巷提寺 近くな りて、 三途 河の へたに をビど ： 


優 婆 堂に 泊 

る 


&ザに 慰む 


誦經 の聲繁 


めて 人み なお. ^ぬ。 

のる駒のからきめょそにしほならぬ海のみるめも凉しか..^け..^。 

うは 堂 VJ いふ やに、 あまたの 人 V」 、間 をへ たて，/^ て 入 ましり て、 ふした り。 

三日。 ひるの ま 風 VJ  く ふきて、 やかて 雨 ふれ は、 

いや 高き まきのし け 山 かせお ちて 梢凉 しく 過る 夕た ち。 

四日。 夜半 斗く もり あした 雨 ふれ は、 鷄頭 山に たちなら ふ 遠近の 山 も 見へ す。 つくし も .c, 

も 雲 ふかぐ か 、り、か.=^ふす庵の窓のぅちになかめた，90 

そ ひへ たつ 軒 はの 山 も 見へ ぬまて 雨に いほへ の 雲 か、 る 也。 

五日。 はれた る 窓に、 ひき ざ を はしめ 實元 上人 琴 かいなら しける を、 地獄め くる すきやう 者 

なビ、立ビ ビま..^聞っ 、行にまし..^て、閉郡みゃこ島邊ょり.來るどて、/、/、 つ やうの 女湯 あ 

みして ありた るか、 おかし V」 やお も ひけん、 唯此 おもしろさに いさな はれて 來る^ いへ は、 

ひきど にゃあらん、 さ 一 手-/.^ VJ せちに い へ は、 すへ なう かいなら したる は 興 あ bo 

琴の 聲嶺の 松風 凉 しき やい つれの をより 秋 を しらへ て。 

六日。 鷄 犬の 聲 もな き 山寺な から、 三 四のから す、 つねにす みて にめ さめ ぬれ は、 湯の や 

かた も 見へ す、 秋なら ぬ 霧に 雞頭 山、 伽羅 陀山、 蘇 山の みね 麓 を こめて、 夜 を 殘す燈 の ひか 

於 久能宇 真く  i 


や 深し 


チ n シャ人 

漂流す 
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に、 けいしう ちなら して、 みすき やう 聞へ たるに、 や た に ふした るう はそく、 そみ かく 

たのお き 出て、 かなつ 、みうち、 さくしゃう ならして VJ..y^,\- にき やうよ み、 な も めみ た ふ 

ちを^な ふ 0 

霧の 中に みてら は そこ V- 灯の かけ も仄 にぬ かのこ ゑ/ ^0 

けに や、 ひるに なれ は 空かき くれて 雨 ふ. 0 頻り、 やま 川の なみ 昔た かうな かれて、 を やみた 

れ VJ 、！： 方は猶 もや lifw^ れも ふかく、 近き あた .0 も 露見 わくへ う も あらて、 

軒端よ.. > 重る 山 も 見へ ぬまて はれても か 、る 夕た ちの 雲。 

七日。 里より 人の 來て かたる を 聞 は、 去年より ァ ッ ケ シの 磯邊なる ネ モロ  VJ いふ W ころに 

在し、 力 ムサッ 力の ほ VJ,o なろ ヲロ シャ の 人、 こた ひ、 めし あれ は ミて松 前の 福 山の みな ご 

に行ビ て、 エト モか 崎よ b の，. >  出て、 霧 ふか けれ はふな みちに こき まよ ひ、 此南陪 の 岩屋の 

浦に よせて、 わら はの 居る にこ ビビ ふに、 あなお そろし、 たけ 高く 姿 こ VJ なる もの 來し VJ て 

なき 叫 ふ をい ぶか， o、 浦の を さ、 もの かきな VJ 海邊 にお" て yj へ は、 日の 本の 詞を、 さ へ ぐ や 

うに ものい ふ あり。 こ は、 世に い ふ 赤 蝦- SJ 人な め、 ノ譯辭 のい ふに ゃビぉ VJ ろき て、 いそき、 あ 

かたの君に申けれは人々集ひ來..^ て けれ、/」、 まほの 風吹來 て、 うしの か はの 小舟して、 沖な 

rp お ほふね に行ビ 見へ しか VJ  、霧の 中に こき まきれ たり。 きの ふの こ V5」、 人 こ V」 、も はも 


八ツ. の嶽八 

As  i 


かたる o 

八日。 田 鍋の德 玄 寺の 新 發ぉ、 {叔 秀ビ 聞へ てけ るか も VJ より、 

恐 山人 欲 上 行矣 半天 中 签嶽 然雨 澤邊 颯爾風 

. 步成 凌硼道 攀盡 望晴空 時 掬 幽溪水 應知有 梵宫。 

ビ なん 聞へ たる。 風ど宮 VJ を ものして、 

し ほなら ぬ 海 を 朝夕み や ま 風 ふ けは凉 しく 波た つのみ や。 

九日 0 夜邊 より、 まち かき 隣に ふした る、 越 中の 國砥波 郡なる すきやう 者 二人、 此旦パ  1 山 こ 

へて、 お ほ はたの はまや かたに 行.、」 いふに つか はした，. ^  0 

つるき 山 わくる やい かに 燒 太刀の ビ なみの 關を 越る おも ひ ヾ」。 

十日。 きの ふよ， 0 の 雨 ひるまに はれ たれ は、 近き 邊 に.、」 て、 ひ VJ り ふた， 0 出 あ b  く。 此山は 

連の 花 ひらの こ，、」 く、 八の みね 》/\ そ ひゆる を 住羅陀 山に たくへ て、 むか ふ 左 を gs:m 山、 右 

を 叙の 山、 大都具 志 山、 小 漆久之 山、 屏風 山、 签臥 山。 湖の 水 は 八の 瀧 V」 おちて、 正 Si 河に 流 

て 海に 入る。 此 水上の 嶽を、 やた きビ いへ は 八 瀧山ビ いふ、 山 を そへ て 名た、 る。 八の 山、 

八のたけ，、」て秀たるにかこまれて、水海の岸ょり^5山むらたてるに-ャ：ムっねにた へ す。 あさ 

日お そくさし の ほ， 0 タ日 はやく かけろ ひ、 こさめ そ ほふ る 日お ほく、 つち さく はか. 0 の 水 無 

於 久能宇 真く  S 


恐 
山 
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月 すら、 朝な 夕 くれに 衣 かさねき て、 くれ ぬれ は、 凉し きかせ またん ビ水 むす ひ、 はし ゐ する 

日 まれな， 00 

みな 月の 穴 そ、」 もい さや しら； 富の か 、 る凉 しきみ ねの やま 寺。 

十 一 曰。 嗚 神して、 雨 ひね もす ふ、 りて 霧 はれす。 

十五 日。 この 二三 日、 こビ なけれ はしる さす。 食堂に 湯 あみし 宿る 人の、 浪 のかた あるう ち 

は を もち 來 りて、 これにうた ひビ つかいて、、」 いふに、 

吹 風の 秋かビ そお も ふ 河水」 あっさ も浪 のうち わすれて は。 

十六 日。 此 山に 十の 景を さため たり。 四の ビき、 ぐさくの 歌よ みて VJ 人の いへ れは、 つく 

,0 てし るす 0 

大杭 山晚霞 

雲 もまた お ほつ. - ねに 消 やらぬ 色 を 花 VJ し 霞む 夕榮。 

鷄頭 山躑躅 

山の名の，、」，0の尾上のぃはっ /-し^^て春ビゃ吿渡るらん。 

八 瀧 山納凉  、 

凉 しさよ 夏 VJ もさら にしら ま 弓 やた きの 水の ひ く 山 かけ。 


小 杭 山 白雨 

あっさ を はよ そに つくしの 高から ぬ嶺 によ こた ふ 夕立の 雲。 

屛風山 秋 月 

. 吹 風 もへ たてす * のうき 雲 を はら ひて すめる 秋 夜の 月。 

湖 邊楓樹 

こや 時雨 そめて いくし ほ鹽 ならぬ 浪 よる 岸に 立る もみち 葉。 

a 山 叫 猿 

時雨 ふる 山の つるき の つかのま も を やまぬ 聲ゃ子 を 思 ふさる。 

签臥 積雪 

* はもへ 秋 はたく 火の 色に 染て 雪に は 埋む签 伏の やま。 

怯 羅陀山 三 法 鳥 

鳥 さ へ も 三の 御 法の こ，/」 さへ くから たの 山の 夜半の しつけさ。 

林 崎 鈴 音 

湖の 波の しら ゆ ふ神籬 にかけ ていく 世 を ふる 鈴の こ ゑ。 

十七 日。 この 六日 七日、 雨雲 四方 をお ほひ ふたき てけ れビ、 こよ ひ晴 て、 湖の きしへ の 山よ 

於 久能宇 一 艮く  i 


菅 江眞澄 集 第五  六 S 

,0 月凉 しく さしい つるに、 おかしう 琴 かいなら しける は、 こぐ」 さらえん にな かめた， CNO 

こ VJ の聲 波の しらへ は 風 過て 水の 海て る 月の 凉 しさ。 

湖の 舟遊び 二十日。 はやし 崎の したよ b 小舟に さほ さして、 きしった ひに こきめ くらせ は、 遠く 汐瀨の 

灘行 おも ひして あやう けれ。 ビく ふねつ け てん V>  、わら はさ ほ V」 り あやまちて、 笼 より はし 

め 水いた く うちあけて、 よろ つ ぬれた bo 

みちひな き 海も凉 しくみ るめ かる あまに ひ ビ しく 釉 ぬれに け bo 

山の 地藏會 廿 三日。 あけな は 地藏會 な b け， o;、J て、 きの ふよ. 0 か， 0 小 家た てて、 なに くれ まう けたる 

に、 午 未の 頃より 村々 里々 の， 人 あまた 來 集り、 國々 の すきや う 者、 かな つ 、み をう ち 鈴 ふ 

ませて、 あみた 佛をビ なへ 、卒堵婆っかの前にはぃかめしき洒を造り、薄か..^しきて、高ゃ か 

のいた やの 木 ふた も、、」 を 左右に たてて、 から ほひ、 なて しこ 、女郎花、 紫陽花、 連錢、 形に、 

亡讓 呼びて な、 の ほ、、」 けの はたかけ て、 あか そな へ たるに、 御堂よ.^  ff 佛 VJ て、 そき たに 書た る を ひ ヾ」 

もビ、 六 文の 錢 にかへ て、 老 たる わかき 男女、 手こビ にもち いた 、この 棚に おきて 水む す ひ 

あけ、 あな はかな、 わか 花 マ」 見し 孫子よ、 かく こそな，..^ 行し か。 わか はらから、 つま 子よ ビ、 

あまたの なきたま 呼 ひに なき 叫 ふ聲、 ねん ふちの 聲、 山に こたへ 、こた まに ひ 、きぬ。 

おや は 子の 子 はお やの ため なきたま をよ はふ 袂の いかに ぬれ けん。  . 


ズっ れ 


： わ 


香 ま- 

J>f  ノ，々 

H/ プ t ペ 

€- 仁え . 

グ 々rw  ？ 

於. 久 I 能 宇 莨く 


^日に 績、 


田 名 部に 歸 

る 


ちいさき おの 中より、 うち まきいた して 水 そ、 きたる 女、 あか 子 か、 さいの 河原に あら は、 <r 

1 め 見せて V」 うちな けき て、 しほみ たる ビ こなつ を、 此 たなのう へ におき たる。 女に か はり 

て、 

を ふした てて う へ さら まし を 撫子 をけ ふの 手 向に 折る v> しりせ は。 

くれ 行 は、 あまたの 人々 むれ ありき、 おも ふ 人に 物い ひ、 はくやう にか  >  つら ひての、 し， 9、 

うよ 堂、 食堂、 尊 宿 寮、 小 家^-. -ま てこ 、らの 人の 入み ちて けれ は、 ふし ビ こ ろな く、，、」 よみ 

あ， 0 く聲に まし. 0 て 山鳥の 明ん 鳴たり。 

廿 四日。 夜 は 明なん ころ ほひ、 こ 、らの 人、 南無から たぜんの 延命 ほさち、 む つ のち またに 

ひまし まし 給 は /-、 あかよ みの くるしみ をの そき、 たのしき を あた へ たまへ 0 十く さの さち 

をた は ひ 給 ふの、 お ほんち かひの あなた ふ，、 J さ VJ て、 なみ ゐ て、 ねんす おし もみ、 ぬかに あて 

て ふして、 いた 、きの 帽の 落る もしら て、 わか子、 むま 子の な き たま を かそ へ てなみた 

ぉビ し、 ある は、 はしら、 板 によ， 0 て 夢見た る も、 夜 あけ はて ぬれ は むれた ち、 圓通 寺の 大 

ビこ拂 子ビ. ^て、 からた せ んの 御前より 地 こくの 邊 くまく 殘 なく、 みす 經 しめく り、 此た 

ま綳に 至り 給 ふに、 又はせ 集り はてた. oo 人み なし そき ぬる 午 未の ころ、 田な へ より、 -£:？^ 

てむか ひ來れ は歸. ^ぬ。 

於 久能宇 K  く  i 


葉. へ ふ 虫 

の 大群 
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廿 五日。 穴 やつち くもる。 夕 くれ 行 ころ 智愚 庵に ゆけ は、 なみの よ， 0  くかビ おも ふ 昔して、 松 

杉の 林に、 むしの むれて ひしく、、』 くら ふか、 なり VJ よみて 四方に ひ、 きた，.^。 此虫 は、 豆 

の 紫に 集く に似て こ な h.o たまく、 しにた るか 木の も V> に 落た る は、 からすの 多ぐ むれ 

集， 0 てく ひこ ほした るな. oo はま 邊に あさる からす は、 みな 松 杉の 森に むら かり 來て、 日 こ 

ヾ J に はみ つくせ、/ J もつ きす。 これにお； りて、 山路に 入て 蕨の ほた、 草の葉 をく らふに、 細き 

み ち は、 此虫 の く そまる に埋た る は 、 ごまな ビ をし きたる かこ ビ し。 いかにして か る 虫の 

わき 出し そビ、 ふる 人 もた めしお ほ へ ぬ こぐ」、、 J て、 夕 くれ こ ，、」 に は、 みや、 寺の 杜、 林の この 

も ビ に 人 も むれ？  J の あさ る 虫の 奇を聞 つ、 めきれ て、 あさみ あへ り。 

三十日。 此四 H 斗、 風お こ， 0 て しるさす。 け ふの 夕 ぐれ は 河原に 出て 手 あら ひて、 みそき の 

はら ひ 心に どな へ て、 

夕風の 釉 ふくよ.^ も み そきして はらふ 、ひゃ.^1^しか るらん。 

ビ、 世 中の、 みな 月 はら ひお も ひや..^ ぬ。 


お， 

5 市 會 


昭和 七 年 十一月 二十 五 印 刷 

昭和 七 年 十一月 三十日^ 行 


發 行 


舰 15 菅江眞 澄 集 第五 

不許複製 (非 賣 品) 


編纂 

發 行人 


印刷者 


印 服 所 


秋 田 叢書 刊行 會 

代表者. 深 澤多市 

松 井 方 利 

柬京市 fJ 町 紀尾 井町 三番 地 

鬼 京 印^ 株式^, S 鄉町 出^所 

 Esi&si 尾， 地 


秋田縣 横手 町 

所 秋 田 叢書 刊 

代表者 深 澤 

_  _  振 仙臺八 


1 


UNIVERSITY  OF  TORONTO 
LIBRARY 

WILLIAM  H.  DONNER 
COLLECTION 

purchased  from 
ひ gift  hy 

THE  DONNER  CANADIAN 


FOUNDATION 


